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末 日・聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

灘 蕊 熱 鯉 ……翻 鍮 灘露 愚 …鎌 …1…1灘
'、'

㌧㌧'㌧'、 、 ノ ㌧ 、 「 ㌧ 、

1976年 のふたつの総大会は，長 く人々の記憶にとどまる

ことであろう。4月 の大会ではふたつの重要な啓示聖文に

追加 され，10月 の大会では七十人第一定員会の改組が行な

われた。すなわち，十二使徒評議貝会補助全員が4名 の新

教会幹部 とともに七十人第一定員会会貝 として召 され，さ

らに七十人最高評議員会の再組織が行 なわれたのである。

この改組について，スペ ンサー ・W・ キ・ンボール大管長

は次のように語っている。 「この異動 により，啓示により

明らかにされていた教会の3つ の管理定貝会，すなわち大

管長会，十二使徒定員会，七十人第一定員会は，主が啓示

された通 りの位置に置かれることとなったd(pp.40-41，

173-75参 照)

この七十人第一定員会 と呼ばれ る定貝会が教会の中央レ

ベルで組織されたのは，教会の回復当時以来のことであり，

従 って同定員会が教会中央レベルでの第3の 「管理定貝会」

となるのも，そのとき以来のことである。

今大会の管理にあたったのは，全教会の管理大祭司であ

るスペンサー ・W・ キンボール大管長である。`大会は10月

1日(金)、 午前10時(改 組の発表 と役員の支持はこの会で

行なおれた)，午後2時;10月 「乞日(土)午 前f7時(福 祉事

業集会)， 午前10時 ，午後2時 ，午後7時(神 権部会);10

一月3日(日)午 前10時 ，午後2時 の各時間帯に行なわれた。

これに加 えて，9月 .30日(木)に は十二使徒会地区代表セ

ミナーが開催された。

大会はテンプルス クエアのタバナクルで行なわれたが，

満 員 で 入 場 で きな い 人 々 の ため に ， 同 じテ ン プ ル ス クエ ア

の ア セ ンブ リー ホー ル と近 くの ソル トパ レス に も会 場 が 設

け られ た 。

役 貝 の 支 持 は 金 曜 日の 午 前 の大 会 で行 な わ れ ， す で に 召

され て い る教 会 幹 部27名 の 割 当 て の 変 更 と，4名 の新 教 会

幹 部 の 任 命 が 行 な わ れ た 。4名 の う ち3名(デ ィー ン ・L・

ラー セ ン， ロ イ デ ン ・G・ デ リ ッ ク， ロ バ ー ト ・E・ ウエ

ル ズ)は 七 十 人 第 一 定 員 会 会 貝 ， 残 る ひ と りは管 理 監 督 会

第 二 副 監 督 のJ・ リチ ャ ー ド ・ク ラー クで あ る(略 歴 に つ

い て はpp.174-76を 参 照)。こ の結 果 ， 教 会 幹 部 総 数 は58と

な っ た 。

大 会 各 集 会 の模 様 は合 衆 国 ， カナ ダ， フ ィ リ ピ ンの170

に 及 ぶ テ レ ビ局 か ら 中 継 され ， そ の うち31局 で は録 画 に よ

る 中 継 が 行 な わ れ た 。 ラ ジ オ に よ る 中継 は 以 下 の 通 りで あ

る ：合 衆 国 ， カ ナ ダ(61局);メ キ・シ コ， 中 南 米 諸 国(68局)

オ ー ス 十 ラ リア 〔45局)。 オー ス トラ リア の 場 合 は30分 の 中

継 で あ っ た 。 ま たア フ リカ， ラ テ ン ア メ リカ， ヨー ロ ッパ

に は，3つ の セ ッシ ョ ンの 模 様 が 短 波 放 送 で も送 られ た。

さ らに ヨー ロ ッパ の100ヵ 所 の 礼 拝 堂 で は ふ たつ の セ ッシ

ョン が ひ とつ は 英 語 で ， も うひ とつ は仏 ， 蘭 ， 独 各 国 語 で，

直 接 ケ ー.ブル に よ り中 継 さ れ た 。 こ の ほ か に もハ ワ イ， メ

キ シ コ， プ エ ル ト リコ ， ア ラ ス カ， カ ナ ダの1，101ヵ 所 な

ら び に オー ス トラ リア ， ニ ュ ー ジー ラ ン ド， フ ィ リピ ン，

香 港 ， 韓 国 ， 日本 の33ヵ 所 で神 権 部 会 の 中継 が行 な わ れ た 。
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旧月1日(金 午 前の 部 にお ける説教

報告 とチ ヤ レンジ

大 管 長

ス ベ ン サ ー ・W・ ‡ ン ボ ー ル

家庭菜 園の推進 ，ボルノグラフィーとの戦い，堕胎への反対 ，

正直な心の確立，家庭のタペの実践 ，権利と 自由の擁i護などの

活動 に気持を新たに して取 り組も うではないか

'"

ム 大 会 は， 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス

7ト 教会半期総大会である。ここに

集 っ てお られ る 方 々 ， ま た放 送 に 耳 を

傾 け てお られ る方 々 に歓 迎 の 意 を表 し，

私 た ち の愛 と感 謝 をお 伝 え し た い 。

昨 年8月 以 来， 合 衆 国 と カナ ダ の 数

々 の 地 区 に お い て ， 神 権 指 導 者 の た め

の 聖 会 が26回 に わ た っ て 開 催 さ れ た 。

この 中 で私 た ち は ， 兄 弟 た ち に そ の 課

せ られ た責 任 と与 え られ て い る機 会 と

を明 らか に して きた 。 こ れ ら聖 会 で お

会 い し た ス テ ー キ部 や 伝 道 部 の兄 弟 た

ちの 数 は， 約28，000名 に達 す る 。

ま た最：近 開 か れ た 地 域 大 婆 へ の 出 席

者 は約151，000名 に の ぼ る 。 従 っ て，

地 域 大 会 が 初 め て行 な わ れ て 以 来 多 く

の 国 々 で ，50万 近 く(446，691名)の 人

々 に福 音 と その 祝 福 が 語 られ た こ とに

な る 。教 会 は 全 般 的 に 見 て ， 着 実 な 発

展 を示 して い る 。

現 在 ス テー キ部 数 は764，伝 道 部 数 は

146， ワー ド部 ・支 部 数 は約9，000に の

ぼ る。 私 た ち は この 発 展 を皆 様 方 と と

もに 心 か ら喜 び た い 。 主 は私 た ち の努

力 に 祝 福 を与 え て お られ るの で あ る。

世 界 中 で新 た に 組 織 さ れ て い る数 え

きれ な い ほ どの ス テ ー キ部 で は ， 新 進

気 鋭 の 指 導 者 が 民 を見 守 るた め に聖 任

され ， 任 命 さ れ て い る。 私 た ち は これ

ら地 元 の 指 導 者 が 新 しい責 任 を進 ん で

受 け 入れ て下 さ る こ とに 心 か ら喜 ん で

い る。

若 い宣 教 師 の数 は 急 増 の一 途 を た ど

り， 現 在 で は25，000名 を 越 え る ま で に

至 ってい る。この ほ とん どが19歳 か ら21

歳 の 長 老 で， そ の ほ か 若 干 の 若 い姉 妹

と年 輩 の夫 婦 が 宣 教 師 と し て働 い て い

る。私 た ちは これ ら宣 教 師 の 努 力 が 成 功

を も た ら し， 改 宗 者 と し て約117，000

名 が 登 録 会 貝数 に加 え られ た こ と を感

謝 の 意 を もっ て 皆 様 方 に 報 告 した い と

思 う。 彼 らは新 しい責 任 を心 か ら喜 ん

で い る。 新 しい 霊 の拠 り所 を 見 出 し，

天 父 と御 子 ， そ して主 の 御 計 画 に つ い

て知 識 を得 た か ら で あ る。

現 在 セ ミナ リー で学 ん で い る 生 徒 数

は約183，000， イ ン ス テ ィ テ ユ ー トで

学 ん で い る 人 の 数 は88，000， 合 計 約27

万 を越 え る 人 々 が こ の プ ロ グラ ム の も

た らす 恵 み に浴 して い る。 そ の 中 に は

全世 界 の 青 少年 と8，000名 に の ぼ る イ

ン デ ィア ン， 数 万 名 の他 の レ ー マ ン 人

学 生 が 含 ま れ る。 教 会 員 総 数 は， 本 年

末 に は400万 に 近 づ くで あ ろ う。

統 計 に よ る と， 会 貝数 が100万 に 達

す る ま で は117年(1830-1947)で あ

っ た の が ，200万 に達 す る の に は16年

(1947-1963)，300万 に は9年(1963

-1972)と な って お り
， こ の分 で い く

と400万 に は4，5年 で到 達 す る で あ ろ

う。 あ とは推 して 知 るべ し で あ る。

これ は 何 を意 味 す るの で あ ろ うか 。

す な わ ち， 教 会 員 が 所 属 の ワー ド部 で

真 の 伝 道 を行 な うな らば ， 改 宗 者 の 数

は 天 文 学 的 な数 に ま で 増 加 し， 主 が こ

の地 上 に 再 び戻 られ る再 臨 の 時 さ え も

早 め る こ とに な るの で あ る。

私 た ち は教 会 が 数 字 の 上 で も霊 性 の

面 で も， と もに 発 展 して い る こ と を喜

ば し く思 う。

か つ て 聖 餐 会 の 出 席 率 が わ ず か19パ

ー セ ン ト程 度 で あ っ た時 期 の こ と を私

は 覚 え て い る。 もち ろん 子 供 も赤 ん 坊

も 含 め た数 で あ る 。 こ の数 字 は い か に

も低 い 。 しか し今 日， 多 くの ス テ ー キ

部 ， 伝 道 部 が ，50な い し60パ ー セ ン ト

の 聖 餐 会 出 席 率 を示 して い る 。 ワー ド

部 や 支 部 の 中 に は， こ れ を は るか に上

ま わ る とこ ろ も あ る 。

前 回 の 大 会 の 後 で ， 私 た ちは 現 ミズ

ー リ州 知 事 の ク リス トフ ァー ・S・ ボ

ン ド氏 か ら喜 ば し げ メ ッセ ー ジ をい た

だ い た 。138年 前 に リルバ ー ン ・W・

ボ ッ グ ズ知 事 が 出 し た， モ ル モ ン を ミ

ズー リ州 か ら放 逐 し， 撲 滅 せ よ との 命

令 を撤 回 す る こ と を知 らせ て きて 下

さ っ た 。 ボ ン ド知 事 は こ う書 い て い る。

「私 は こ こ に全 ミズ ー リ州 民 を代 表

し， リル バ ー ン ・W・ ボ ッ グ ズ知 事 に

よ る1838年10月27日 付 の政 令 第44号 に

対 して そ れ が 不 正 な もの で あ り， か つ

不 当 な苦 難 を与 ：え る結 果 とな っ た こ と

に 深 い遺 憾 の 念 を表 す る と共 に こ れ を

撤 回す る もの で あ ります 。」

私 た ち は こ の メ ッセ ー ジ に 対 して，

ま た現 在 ， 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト

教 会 の 会 員 と ミズ ー リの 人 々 との 間 に

あ る友 好 関 係 に対 して ， ボ ン ド知 事 な

ら び に ミズー リの 人 々 に 深 い感 謝 の 念

を表 す る もの で あ る。

現 在 ミズー リ州 に は ，51市 町 村 に5

つ の ス テ ー キ部 が あ り， 約15，000名 の

教 会 員 が い る。 彼 らが 法 を守 る立 派 な

市 民 で あ る こ とに 私 た ち は 誇 り を感 じ

て い る。 ボ ン ド知 事 に心 か ら感 謝 したい。

家庭菜園

私 た ち は ， 勧 告 の 声 に耳 を傾 け， 過
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ず'

去 数 ヵ月 間 に菜 園 や 果 樹 園 を作 り， 木

々 を植 え た 人 々 を誇 りに 思 っ て い る。

今 い ろい ろ な と こ ろか ら ，菜 園が 著 し

く生 活 に 貢 献 して い る様 子 が 寄 せ られ

て い る。 ア ラ バ マ の夫 婦 は 手 紙 に こ う

書 い て き た。 「年 間 を通 して 野 菜 を収

穫 す る こ とが で き ま した 。 か な りの お

金 が 節 約 で きた と思 い ます 。」

権 威 筋 の推 定 に よ る と ，家 庭 菜 園 数

は 昨 年 の3，250万 か ら今 年 は3，500万

に増 え ， また 今年 のか ん 詰 製 造 家 庭 数

は 、 昨 年 の37パ ー セ ン トを上 回 っ て41

パ ー セ ン トに達 す る との こ とで あ る。

また 天 井 か らか ご をつ る し た り，階 段

の 上 や テ ラ スや 窓 辺 に 箱 を置 い て 野 菜

を育 て て い る 人 の 数 は 計 り知 れ な い。

オ ク ラ ホマ で は ，州 立 大 学 の240区

画 が 既婚 学 生 の ため に 提 供 さ れ 、 ロ ン

グア イ ラ ン ・ドで は ，約400の 区 画 が 住

民 の ため に耕 作 され て いる。 またペ ン シ

ルベ ニ ア で は ，約20万 に 及 ぶ 区 画 が 開

墾 され て い る。

あ る農 業 関 係 の 専 門 家 は 次 の よ うに

語 っ た。 「私 の 家 に も菜 園 が あ ります

が ，仕 事 で疲 れ た と きな ん か は と て も

い い 気 晴 ら しに な り ます よ
，」

私 た ち は この 家 庭 菜 園 プ ロ ジ ェ ク ト

に加 え て ，家 庭 内 外 の 整 理 整 頓 を提 唱

した い 。 これ は以 前 に も述 べ た こ とで

あ る。 垣 根や 小 屋 や 納 屋 が 壊 れ た ま ま

に な っ て お り』，倒 す か 建 て 直 す か した

方 が い い もの が 数 多 くあ る。 ま た側 溝

もき れ い に で き る もの が まだ ま だ あ る。

勧 告 に耳 を傾 け ， そ の 通 りに 実 行 して

い る 人 々 に 敬 意 を表 し た い 。

西 ドイ ツの フ ラ ン ク フ ル トか ら次 の

よ うに 手 紙 が 寄 せ られ た 。

「私 た ち ふ た つ の 家 族 は
， フ ラ ン ク

フ ル ト伝 道 部 に所 属 して い ます が ， こ

こ で私.た ちの 菜 園 に つ い て お 知 らせ し

た い と思 い ます 。

フ ラ ン ク フ ル トの よ うな 大 都 市 で 菜

園用 の 土 地 を 見 つ け る の は とて も大 変

です 。 私 た ち が よ うや く見 つ け た の は

ほ ん の ち っぽ け な 庭 で ，そ れ も棚 は 壊

.れ， 中 に 建 っ て い た小 屋 は ま っ た く・の

あ ば ら屋 で ，お まけ に一 面 草 が ぼ うぼ

うで し た 。 そ こ を借 りた わ け です 。 で

も私 た ち は決 して く じけ ませ ん で し た 。

まず 棚 を新 し く し ま し た。 そ れ か ら

十 二使 徒評 議 員会 会 員の歓 迎 を受 けなが らタバナ ク ルに入 る

ネペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大管 長
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小屋 を修理 し，土地を全部耕 しました。

そして春に野菜の種をまいたのですが，.

近所の人は決 して育たない と言います。

私たちは自転車に空きかんを下げて，

近 くの小川か ら水をくんできました。

そして，私たちのこの菜園を祝福 した

もうようにと，主に祈ったのです。主

は祈 りに答えて下 さいました。 まいた

種が全部芽を出し，いろいろな種類の

野菜が育っています。本当.に見事な光

景です。毎 日交替で水をや っていると

ころです。菜園のある生活は本当に楽

しいですね。」

ポ ル ノ グ ラ フ ィ ー

まんえん

教 会 貝 は場 所 を問 わず ，蔓 延 しつ つ

あ る ポル ノ グラ フ ィー の 害 悪 に対 抗 す

る よ う強 く求 め られ て い る。 しか しそ

れ に と ど ま らず ，市 民 と して ， こ の 全

人類 を惑 わ す 狡 猜 な 敵 との 闘 い に 活 発

に;ま た 毅 然 と1した 態 度 で参 加 す る よ

う強 く勧 め る もの で あ る 。

昨年 は ，数 十 億 ドル もの お 金 が わ い

せ つ な 映 画 や 書 物 に 投 じ られ た。 この

わ いせ つ と い う黒 々 と した しみ は ，.今

や 書 店や 雑 誌 店 ， 映 画 館 ， そ して 遺 憾 、

なが ら ，デ パ ー トや 食 料 品マ ー ケ ッ ト，

ドラ ッ グ ス トァ に まで 広 が っ て い る の

で あ る。

私 た ち は 末 日聖 徒 に ，市 民 と して一

致 団結 し， わ いせ つ と闘 う よ う勧 め る 。

ア メ リ'カの 雑 誌 か ら引 用 して み よ う。

「よ うや く重 い 腰 を上 げ
， セ ッ クス

産 業 に対 して 非 難 の 目 を向 け る都 市 が

次 第 に増 え て き た 。

各 地 方 で ， わ いせ つ 行 為 に対 し て以

前 よ り も厳 し い法 津 が 制 定 さ れ ， 施 行

され て きて い る。

こ の 多 くは ，最 近 の 最 高 裁 判 決 に倣

った もの で あ る。… …

ま た ， あ る高 等 裁 判 所 の 判 決 は ，都

市 や 郡 に対 して 成 人映 画 を締 め 出 す 権

限 を認 め て い る。」(『 ポ ル ノ対 抗 熱 ，

よ うや く高 まる 』 ひSド!>θ ωsα ηd

Wo冠dRepo7薮 「σ.S.ニ ュー ズ ・ア ン

ド'ワ ー ル ド ・リポー ト」1976年9月

13日.付 ，p.75)

「ポ ル ノ グ ラ フ ィー は 性 と人 間 性 を

堕 落 させ る もの で あ る 。性 は 人 と人 と

の 関 係 に あ っ て極 度 に デ リケ ー トな も

の で あ る 。 も し も これ に 打 撃 を与 え ，

堕 落 した もの とす る な らば ，性 は動 物

的 な もの と な り， ひ い て は 人 間 性 全 般

に も打 撃 を与 え る もの とな るで あ ろ う。

ポル ノ グ ラ フ ィー は あ らゆ る階 層 の

人 々 に影 響 を及 ぼ す 。 わ いせ つ は文 明

に 敵 対 す る もの で あ り， わ れ わ れ の根

本 とな る信 念 を揺 るが す もの で あ る 。

これ は ，家 庭 を基 と「し た倫 理 観 へ の攻

撃 と言 え る。」(ラ リニ ・パ リッ シ ュ 〔合

衆 国 連 邦 地 方 検 事 補 〕 『ポ ル ノ グ ラ フ

ィー との 闘 い』 よ り，p.76).

主 は レ ビ記 の 中 で モー セ に 対 して ，

売 春 や 同性 愛 を含 む 様 々 な 姦 淫 行 為 か

ら遠 ざか る よ う， 明確 に ， か つ 力 強 く

語 られ た 。 主 は こ れ ら を 「憎 むべ き」

行 為 で あ る と 言 っ て お られ る 。(レ ビ

20)

そ れ らは ，今 の 世 に あ っ て もな お 憎

むべ き もの で あ り， 人 の 心 をむ しば み ，

自尊 心 を押 しつ ぶ し ，苦 痛 と不 幸 の 暗

闇 に 人 々 を ひ きず り込 む の で あ る。

私 た ち は あ な た方 に 申 し上 げ た い 。

子 供 た ち に ， わ いせ つ な もの を避 け る

、よ うに 教 え な さ い。 なぜ な らそ れ は 疫

病 と同 じだ か ら で あ る ご ま た市 民 と し

て ，地 域 の ポ ル ノ グ ラ フ ィー 反対 運 動

に加 わ りな さ い 。 ポ ル ノ グ ラ フ ィー を

な くす こ とは ， 人 間 か ら 自由 選 択 の 権

利 をは く奪 す る もの だ とす る・業 者 の 言

い分 に 屈 す る こ と6～な い よ うに し よ う

で は な い か 。彼 ら を 自由 と い う偲 れ み

の の 中 で の さ ば らせ て は な ら な い 。

今 ，私 た ち一 人 一 人 の 身 近 に い る 愛

す べ き霊 た ちが 危機 に瀕 して い る 。

ポ ル ノ グ ラ フ ィー に よ・り芽 を 出 した

罪 の 種 が ，堕 胎 をは じあ とす る他 の重

大な罪をひき起 こレで齢 るのである。

堕 胎 灯

生命の破壊以外の何物でもない堕胎

力㍉ 急速にその数 を増 している。全 く

嘆かわしい限 りである。昨年1年 間 ，

アメリカ合衆国だけでも，法的に認め

られた堕胎数は100万 件を越 えたこと

が報告されている。これは7年 前の1969

年 と比較 して約50倍 近 くの増加である。

ある著名な権威者によれば，1980年 に

は法的に認められたものだけで も240

万件に達す るだろうとい うことである。
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他の多くの国々でも同 じよ.うな傾向を

示 している。

堕胎は生命を断つことであ り，罪の

中で も最 もゆゆしいもののひ とつに数

えられる。私たちはこれ まで ，この堕

胎に対す る教会の立場を繰返し言明し

てきた。すなわち，ふたつの例外を除

いてはあらゆる堕胎に反対するという

ことであり，この立場 は決 して変わら

ない。ふたつの例外とは，強姦により

妊娠 した場合 と，権威ある医師により

堕 胎 をしなければ母親の生命が危ぶ

まれる とい う診断があった場合 であ

る。

この堕胎の悲劇の始まりが，いわゆ

る 「X」 級の成人映画を上映する映画

館に出入りすることであり，ポルノ雑

誌 を盗み見ることであることに疑いは

ない。また婚前交渉や姦淫，同性愛な

どの重大な罪が，性や暴力 を売 りもの

に したテレビ番組に端 を発することも

事実である。

私たちは義のよろいを着て，こうし

たサ タンの力に全かで対抗 しなければ

なちない。末 日聖徒イエス ・キリス ト

教会の会員が主の道を歩み，恐れずに

断固としてサ タンに対抗 しなければな

らない時が来ているのである。

建国200年

私 た ち は この 国 の 他 の 多 くの 人 々 と

共 に ， ア メ リカ建 国200年 を祝 っ た 。

そ して こ の 尊 い 国 家 に 対 して 忠 誠 心 が

増 す の を身 を もち て 感 じて き た。

私 た ち は ベ ン ジ ャ ミン ・フ ラ ン ク リ

ン の 言 葉 を思 い 出 す 。

「私 は 人 生 を長 く生 き て き ま し た
。そ

して 長 く生 きれ ば生 き る ほ ど ，『神 ，人

事 を統 べ た も う』 との 言 葉 が真 実 で あ

る と い うこ とに 対 して 確 信 を深 め て い

ます 。 … … 私 た ち が この 国 の政 治 を確

立 し よ う と して も， 主 の 助 け が なけ れ

ば ， そ れ は バベ ル の塔 を建 て た 人々 と

何 ら変 わ らな い もの とな る で し ょ う。」

(ジ ェ ー ム ズ ・パ ー ト ン ， ゐびeaηd

T珈e8・/B吻 α禰 ηF7α 漉 ♂珈 「ベ

ン ジ ャ ミン ・フ ラ ン ク リン の生 涯 とそ

の 時 代 」2：573-74)

長 年 に わ た る苦 悶 と悲 劇 ，戦 争 と暴

動 ，政 府 要 人 の 暗 殺 と犯 罪 の 中 か ら ，
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教 会 中央 役 員 の支持 を とるN・ エ ル ドン ・タナ ー副管 長

ア メ リカ 人 は建 国 の 年 ，1776年 の 精 神

を取 り戻 した 。 そ して建 国 者 と移 民 し

て きた 先 祖 た ち の 夢 を再 び 目 の あ た り

に した の で あ る。 そ れ は ， 男 も女 も 自

由 な 存 在 者 とな っ て あ らゆ る機 会 を 自

らの もの と し， 逆 に政 府 権 力 に 対 して

は制 限 を設 け る と い う， 偉 大 に して 慰

め に 満 ち た夢 で あ る。

今 や 建 国200年 か ら ま た新 た な1歩

を踏 み 出す に あ た り， 私 た ち は ホ ワ イ

トハ ウ ス の大 理 石 の暖 炉 に 刻 まれ た ジ

ョ ン ・ア ダ ム スの 言 葉 を再 度 述 べ る も

の で あ る。 「こ の 屋 根 の 下 で は 正 直 で

賢 明 な者 のみ が 統 治 せ ん こ と を。」

シナ イ 山 で モ ー セ に 与 え られ た 戒 め

をな いが しろ に す る 国 は ，堅 固 な 国 と

して 存 続 す る こ とは で き な い の で あ る 。

正 直

今 の 時 代 は ，正 直 と高 潔 さ を説 か な

け れ ば な ら な い と き で あ る 。 多 くの 人

々 が ，神 か ら与 え られ た正 直 とい う律

法 の 概 念 を見 失 っ て い る よ うに 思 わ れ

る。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 次 の 信 条 を も

って 私 た ち を導 い て い る。 「われ らは

正 直 ，真 実 ， 貞 潔 ， 慈 善 ，高 徳 な るべ

き こ と， お よ び す べ て の 人 に 善 を行 う

べ き を信 ず 。」(信 仰 箇 条 第13条)

私 た ちの 創 造 主 は ， シ ナ イ 山 で石 に

刻 ん だ 言 葉 を通 して 次 の よ うに語 られ

た。 「あ な た は 盗 ん で は な ら な い。」 そ

して 回復 の 基 礎 とな っ た 啓 示 の 中 で も ，

.f汝 盗 む なか れ
」 と言 っ て 強 調 され た 。

(教 義 と聖 約59：6)

主 の み 言 葉 は ，官 公庁 に も個 人 の生

活 に も雷 鳴 の よ うに 鳴 り響 く。 「汝 盗

む な か れ 。… … ま た何 事 に て もこ れ に

類 す る こ と を為 す こ とな か れ 。」(教 義

と聖 約59：6)

私 た ち は ，あ らゆ る種 類 の 不 正 直 を

合 理 化 して い る。 そ の 中 に は ， 自 ら を

尊敬 に 値 す る立 派 な 人 間 だ と称 す る 何

百 万 も の 人 々 が 行 な う， 最 も低 級 な い

や しい 行 為 ，万 引 も含 まれ る 。

不 正 直 は い ろ い ろ な 形 を とっ て 現 わ

れ る。 ハ イ ジ ャ ッ ク ，欲 得 ず くの 情事 ，

職 場 の 金 品 を盗 む こ と， 帳 簿 を ご まか

す こ と， 食 料 品 の ス タ ン プ を乱 用 し た
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訪 問 者 セ ン タ ー 人 口

り制 為の 申告 を した り して ，他 の 納 税

者 の 利 をむ さほ る こ と，皐 実 に 反 して

課 税 控 除 を受 け る こ と， 返 済 の 意 志 か

な い ま まに 政 府 や 個 人 の ロ ー ン を 利 用

す る こ と， ロー ンの 返 済 を逃 れ る た め

に不 当 な破 産 知 告 を受 け る こ と， ひ っ

た く りや 窃 盗 をイ]な うこ と 一 日分 の
，

報酬 に 見 合 うた け の 働 き をせ す に 時 間

を盗 む こ と，無 賃 東 車 を す る こ と， そ

の 他 不 正 直 は ，場 所 や 形や 状 況 を 問 わ

す ，い ろ い ろ あ る。

こ っ した あ らゆ る盗 み や 不 正 直 に 対

して ， 主 は こ う言 っ て お ら れ る。 「汝

盗 む な か れ 。」 何 と簡 潔 明 瞭 な 言葉 て

あ ろ うか 。 恐 ら く主 は ，盗 み や 偽 りの

申告 ，地 位 の 利 用 に つ い て ， そ の例 を
つ

長 々 と連 らね る こ とに 倦 ま れ た の て あ

ろ う。 そ こ て 自分 の もの て な い もの を

不 正 に 取 る こ とをす へ て 含 め て ， 「汝

盗 む な か れ 」 と言 わ れ た の て あ る。

「た れ もか して い るか ら」とい う言 い

わ け を よ く聞 く。 正 直 ，仁 頼 ，そ れ に

自制 の な い杜 会 は健 全 な社 会 とは 言 え

な い 。

家 庭 に あ っ て 男性 は ，妻 を妊 娠 や 出

産 の と き た け て な く， 了供 を養 育 して
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い る 間 も よ く思 い や らね は な らな い 。

母 親 の 健 康 は保 護 され て しか るへ き も

の て あ り， 夫 に と っ て 妻 に 思 いや りを

示 す こ とは 第一 の 義 務 て あ る。 さ らに

自制 は ，夫 婦 関 係 に あ って き わ め て 人

切 な要 素 て あ る と言 え よ う。

家庭の夕へ

家 庭 の 夕へ は ，家 庭 か 全 世 界 の あ ら

ゆ る組 織 の 中 て 最 も重 要 な もの て あ る

とい う信 条 の 上 に 立 っ て 実 施 さ れ て い

る 。私 た ち は ます 家 族 の こ とに 時 間 と

精 力 を傾 け ， 家 庭 の 夕 へ を正 し く， ま

た 着 実 に 実 施 して い くよ うに し なけ れ

は な ら な い 。

こ の 家 庭 の 夕 へ の管 理 をす る の は 父

親 て あ る。 そ れ を妻 か 助 け る 。 歌 と祈

り と レ ノス ンか あ り， 家 族 の た め に ，

義 しい 人生 の 過 こ し力 か 説 か れ る。

福 自 に対 す る信 仰 と悔 改 め ，正 直 ，

高 潔 ，清 さ を教 え る最 良 の場 は 家 庭 て

あ る。

戒 め に従 って 生 活 し， 親 子 の 間 か 密

接 な もの とな れ は 、'離婚 は 大 幅 に威 少

し ， あ らゆ る悪 と誤 解 は姿 を消 す て あ

ろ う。 家 庭 は ，徳 の 基 本 を教 え る学 校

な の て あ る。

あ る聖 職 者 は こ う書 い て い る。

「事 実
，お 互 い の 絆 か 弱 い家 族 ，ま ゆ

破 滅 状 態 に 陥 っ て い る家 族 の場 合 ， 道，

徳上 の 問 題 か 必 す あ る。 人 間 は 弱 い生 〆

き もの て あ り， 家 庭 や 教 会 ，学 校 ，職 、

場 の 同僚 な と ，助 け て くれ る もの か 必ン

要 な の て あ る㌍

家 庭 か 人 問 に と って 『第 一 の な くて

は な らな い 細 胞 』 の よ うな もの て あ る

とす る な らは ，家 庭 か 崩壊 す れ は 当 然

の こ と と して 社 会 とい う体 も崩 壊 す る

て あ ろ う。」

あ る ア メ リ カの 作 家 は こ う書 い た 。

「歴 史 の 流 れ の 中 て
，国 々 は た ひ蛋 な

る病 気 や 侵 略 ，飢 饅 ，地 震 ，疫 病 ，不

況 に制 え て 生 き残 っ て きた 。 しか し ，

家 庭 の 崩 壊 は ， 決 して 救 う こ とか て き

なか っ た の て あ る。

家 庭 は ，倹 約 の 方 法 や お 金 の使 い 方 ，

仕 事 へ の 態 度 ，経 済 的 に 独 立 す る た め

の 力 法 をや さ し く教 え て くれ る ， 言 わ

は 苗 床 の よ うな とこ ろ て あ る。

家 庭 は 学 校 よ り も強 力 な教 育 機 関 て



あ り， 教 会 よ りも強 力 な 宗 教 教 育 の 場

で あ る。

家 庭 を強 め れ ば 社 会 も強 くな る。 家

庭 が バ ラ ン ス を 失 う と き， 人生 は 崩 壊

す る で あ ろ う。

来 年1月 か らア メ リカ の大 統領 の椅

子 に す わ る 人 に は， 想 像 力 と勇 気 とい

う点 でか な り高 度 な もの が 要 求 され る

で あ ろ う。

これ か ら将 来 へ 向 け て ， 時代 の 大 き 「

な 潮 流 に 基 本 的 な徳 を取 り入 れ て い か

な け れ ば な らな い時 代 が 訪 れ る と思 わ

れ る。 私 た ち は1976年 が ， 各 国 に とっ

て建 て 直 しへ の 出発 の 年 に な る よ う望

む もの で あ る。」(『 高 揚 す る ア メ リカ

精 神 』 ひS.!Vεw8a㎡Wo7昭Repoπ

「U.S.ニ ュ ー ズ ・ア ン ド ・ワー ル ド

・リ ポー ト」1976年8月23日 付
，pp.

25-27)

こ の プ ロ グ ラ ム に 熱 心 に取 り組 む私

た ち の姿 に ， 他 の 多 くの 教 会 や い ろ い
'うな 国 に 住 む 個 人や 団 体 が 注 目 を寄 せ

て い る 。 この 家 庭 の 夕 べ を欠 か さ ず に

行 な い， 訓 練 と教 育 ， そ して 家 族 へ の

祝 福 の場 と して 活 用 して い た だ きた い 。

動 物 愛 護

兄 弟 姉 妹 ， 動 物 愛 護 会 で ， 動 物 愛護

週 間 を 設 け た こ とに 注 目 して い た だ き

た い 。

私 の 父 は ゲ 動 こ う と しな い 馬 をた た

い た り， 犬 を蹴 った り， 動 物 に え さ を

や らな い で お く人 を見 る と激 怒 した も

の で あ る。

賢 者 ソ ロ モ ン は こ う語 っ た 。 「正 し

い 人 は そ の 家 畜 の 命 を顧 る。」(箴言12：

10)

「あ な た(神)は 家 畜 の た め に草 を.は

え させ ， 人 の ため に 働 く家 畜 に ま ぐさ

を 与 え るd(詩 篇104：14)

動 物 に は休 息 が 与 え ら れ て い る の で

♂'あ る
。

「あ な た は六 日の あ い だ
， 仕 事 を し，

七 日 自に は休 ま なけ れ ば な らな い 。 こ

'れ は あ な た の牛 お よ び
， ろ ば が 休 み を

得 … … る た め で あ る 。」(出 エ ジプ ト23

：12)

古 い ヘ ブ ラ イの こ とわ ざ に ， 馬 が い

な な か ず ， 犬 も ほ え な い町 に は 住 む な ，

と い うのが あ る。

政 治

大統領予備選挙 も終わ り，間 もな く

総選挙が始 まろうとしている。

こぞって投票所へ行 き，国民の権利

と自由を守るために最：大の努力 を傾け

る，最 も強力で立派な人に票を投 じて

いただきたい。

私たちの教会は候補者を立てないの

で，人格的にす ぐれた，誠実な人に投

票 されるように。審判 を下すのはあな

たである。

私たちは教会の建物や組織 を，いか

なる候補者の選挙運動にも用いること

のないように願っている。

レ ー マ ン人 の た め の 活 動

私 た ち の レー マ ン 人 の ため の 活 動 は

前 進 を続 け て き た 。 中 南 米 や メ キ シ コ，

太 平 洋 諸 島 に お い て ，6千 万 人 以 上 の

レ ー マ ン 人 が 福 音 を受 け 入 れつ つ あ る 。

里 親 制 度 .も拡 大 の 傾 向 に あ り， 数 千

名 に 及 ぶ イ ンデ ィア ンの 子 女 た ちが 素

晴 ら し い教 育 環 境 家 庭 環 境 の も とで'

生 活 し て い る。 ま た 大 学 教 育 ま で受 け

よ う とす る 人 も少 な くな い 。

私 た ち は ， 直 接 レー マ ン 人 の ため に

開 か れ て い る伝 道 部 が36ほ どあ る と聞

い て い る 。 ま た レ ー マ ン 人教 会 員 の 多

い ス テ ー キ部 の 数 は60あ り， さ らに 多 く

の ス テー キ 部 が 聞 もな く組 織 され よ う

と して い る。 そ う した ス テ ー キ部 や 伝

道 部 の レー マ ン 人 教 会 員 数 が ほ ん の数

万 名 だ っ た の は， つ い最 近 の こ とで あ

る。

技 師 ， 化 学 研 究 貝 ， 医 師 ， 弁 護 士 ，

そ の 他 専 門 技 術 を身 につ け た 人 々 が レ

ー マ ン 人 の 中か ら輩 出 して い る 。

レー マ ン 人 の た め に 「養 父 とな り養

母 とな る」 とい う モル モ ン経 の 予 言 は

成 就 しつ つ あ る。 約1万 人 か ら1万5

千 人 の イ ン デ ィア ン学 生 が ヤ ミナ リー

を は じめ 教 会 の 宗 教 教 育 制 度 の も と で

教 え を受 け ， さ ら に数 百 人 の学 生 は ，

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 で 学 位 を取 得 中

で あ る。 ブ リ ガム.・ヤ ン グ大 学 は ， 最

高 学 府 の 中 で も レー マ ン人 の た め に 最：

も利 点 の 多 い とこ ろ で あ ろ う。 彼 ら は

卒 業 後 ， 教 育 や 研 究， 会 社 設 立 ， 金 融

な ど， 各方 面 に巣 立 っ て い く。 私 た ち

は レー マ ン 人 教 会 員 に 対 して誇 り を持

っ て い る 。 そ して 私 た ちが す べ て， 教

会 に 足 を 向 け る いか な る少 数 民 族 に 対

して も愛 と親切 を もっ て あ た る よ う希

望 す る もの で あ る 。

災 害

.私た ち は ， 過 去 数 ヵ 月間 の大 災 害 で

被 害 に あ っ た す べ て の 方 々 に対 して 同

情 を禁 じ得 な い 。 テ ィー トン ダ ム 決 壊

に よ り生 じた 洪 水 に よ り， 非 常 に 多 く

の 教 会 貝 の 方 々が 肉 親 や 家 財 を失 う と

い う惨 事 に あ っ た 。 ダム の水 位 が 高 か

っ た た め ， 濁 流 は下 流 に あ るす べ て の

もの を の み こ ん で し ま っ た 。私 た ちは

リッ クス カ レ ッジ の 建 物 が 濁 流 か らほ

ん の 少 し高 い とこ ろに 位 置 して いた こ

とに感 謝 して い る 。 お か げ で 家 を失 っ

た 人 々 に 仮 住 ま.いを提 供 し，延 べ 数 十

万 人分 の 食 事 を供 給 す る こ とが で き た。

こ の大 惨 事 の 中 に あ って 活 躍 して 下 さ

っ た組 織 に対 して ，、.また数 え切 れ な い

ほ ど 多 くの 方 々 の 忠 実 な働 き と愛 と犠

牲 に対 し て， 私 た ち は大 きな 誇 りを感

じて い る6

ま た ， コロ ラ ド州 の ビ ッ グ トン プ ソ

ン 川 の 洪 水 の 犠 牲 者 に対 して ， ま た家

屋 や 土 地 を 流 され た方 タ に 対 して，』同

情 を寄 せ る もの で あ る 。

さ らに イ ン ドネ シ ア で の 地 震 ， フ ィ

リ ピ ンで の地 震 と津 波 ， そ して グ ァテ

マ ラ で の 地 震 で被 害 に あ わ れ た方 々 に
じん

深 く同 情 す る。 私 た ち は こ う した 激 甚

災 害 に あ わ れ た方 々 の こ とを思 い， 深

い 同 情 を寄 せ る と共 に ， 主 が そ う した

方 々 を祝 福 し， み 守 りた も う よ う祈 る

もの で あ る。

兄 弟 姉 妹 ， 私 た ちは す べ て の 教 会 員

の 方 々 に ， 「主 の 器 を も て る もの は 潔

くあ 」 る よ うに(教 義 と聖 約38：42)，

そ し て主 の 戒 め を守 っ て生 活 し， 義 を

な す よ うに 強 くお 勧 め し た い 。

今 大 会 で 幹 部 の 方 々 の み た まに 満 ち

た 説 教 に 心 の 耳 を傾 け る と きに ， 神 の

祝 福 が あ っ て， 主 の み た まが あな た方

と共 に あ る よ うに 。 こ の証 を イエ ス ・

キ リス トの み 名 に よ り申 し上 げ る。 ア

ー メ ン
。

※大 管長 会 の指示 によ り，「地域 総 大会」

と い う名称 を「地域 大 会」に変更 します。
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七十人第一定員会の改組

大 管 長

ス ヘ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

ア

よ う私 た ち は ， さ らに4名 の 七 十
き

人第一定員会会員の支持をお願 い

する予定である。

1941年 ，十二使徒の責任上の負担を

軽減 し，七十人第一定貝会についての

啓示で示 された役割に近い責任 を果た

す役職 として，5人 の大祭司が十二使

徒補助 として召された。当時のみ業の

規模や要求からして，第一定員会を再

編成するまでに至 らなかったのである。

それか ら年月も流れ，補助の方々の数

も増えて，現在では21名 に達 している。

昨年か ら，七十人最高評議員会会員

のほかに七十人第一定貝会会員が教会

幹部 として召されるようになり，現在

の ところ定員会会貝の数は，最高評議

員会会員 も含めて14名 である。

このように十二使徒補助 と七十人の

役割が共通してお り， また世界的規模

での教会の急激な発展に伴 い，教会中

央 レベルでの管理形態 を強化する必要

が生じてきた。このために大管長会 と

十二使徒定貝会は，十二使徒補助なら

びに七十人第一定貝会の同意を得て，

全十二使徒補助 を七十人第一定員会会

員 として召し，新たに4名 をこの第一

定員会に加 え，さらに七十人最高評議

員会を再編成することにした。以上の

異動は幹部の名前 と共にこれからN・

エル ドン ・タナー副管長が提議する。

この結果第一定員会会員は総勢39名 と

なり，定貝会の事務事項を決定する上

で必要 な過半数 を越えた。

この異動によって，啓示 された3つ

の定員会(大 管長会，十二使徒定貝会，

七十人第一定員会)が 主が啓示された

通 りに設置されたことになる。以上の

定貝会は，現在教会に課せ られている

多岐にわたる任務 を効果的に処理 し，

み業の急速な進展への対応 を可能にす

るものである。そしてひいては，主が

再びこの地上を訪れ，主の教会 と王国

を直接管理 され る日に向かって備えを

なすものとなるであろう。
、ではこれ から，N一 エル ドン ・タナ

ー第マ副管長に，教会幹部ならびに教

会中央役貝，補助組織中央役員の支持

をお願いしたい。

1
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「
ヨ1

教 会 役 員 の 支 持

第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

た だ 今 の ス ペ ンサ ー.w● キ ン ボー'
ル 大 管 長 の 声 明 に 基 づ き， 私 た ち

は 七 十 人最 高 評 議 員 会 会 員 ， す な わ ち

S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ，A・ セ オ ド

ア ・タ.トル， ポー ル ・1H・ ダ ン， ハ ー

トマ ン ・レ ク ター ・ジ ュニ ア， ロ三 レ

ン ・C・ ダ ン， レ 、ソクス ・D・ ピ ネ ガ

ー
， ジー ン ・R・ ク ッ ク を， 心 か ら そ

の 優 れ た働 きに 感 謝 し， こ こに 解 任 し

た い と思 い ます 。 もち ろん この 解 任 は，

彼 らの七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と して の

地 位 に影 響 を与 え る もの で は あ りませ

.鵡 以 上 の 幹 部 の 方 々 の優 れ た奉 仕 の

業 に 感 謝 の 気持 を示 して下 さる方 は，右

手 を挙 げて そ㊨ 意 を表 わ して 下 さい 。、

ま た 管理 監 督 会 第 二 副 監 督 と して よ

く働 いて下 さ っ た ボ ー ン ・J・ フ ェ ザ

ー ネ士 一 .ン監 督 を も感 謝 の 解 任 を した

い、と思 い ます 。 フ ェザ ー ス トー ン 監 督`

の働 きに 対 し て感 謝 を示 して 下 さ る方

は， 右 手 を挙 勝 て そ の 意 を表 わ して 下

さ い 。

ザ， 私 た ちは 予 言 老 ， 聖 見者 ， 啓 示 を受

け る者 ， 末 日聖 徒 イ土 ス ・キ リス ト教

会 の 大 管 長 と して スペ ンサ ー ・W・ キ'

ン ボ ー ル を支 持 して 下 さ る よ う提 議 致

し ます 。 こ の提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意.

を表 わ し て下 さい 。 も し反 対 の 方 が あ

れ ば ，洞 じよ うに その 意 を表 わ して下

さ いげ

大 管 長 会 第一 副 管 長 と し てナ サ ン ・

エ ル ドン ・タ ナー を， 第二 副 管 長 と し

て マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー を支 持 して

下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の方 は

そ の意 を表 わ して 下 さ い 。 もし 反 対 の

方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ

して下 さ い。

私 た ちは 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長.と し

て エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ン ソ ン を支 持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方

は そ の 意 を表 わ して下 さ い 。 も し反 対

の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の 意 を表

わ して 下 さい 。

私 た ち は十 二 使 徒 定 員 会 会 貝 と して ，

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソン ， マ ー ク ・

E・ ピー ター セ ン， デ ル バ ー ト ・L・

ス テ イプ レー ，.リ グラ ン ド ・リチ ャー

ズ， ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター ， ゴー ド

ン ・;B・ ピン'クレニ ， トー マ ス ・S・

モ ン ソ ン， ボ イ ド ・FK・ パ ッカ ー ， マ

ー ビ ン ・J・ ア'シュ トン， ブ ル ー ス ・

R・ マ ッ コン キニ ，・L・ トム ・ペ リー ，

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ トを支 持 して 下 さ

る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。 も し反対 の 方 が

あ れ ば ， 同 じ ょ ラ に その 意 を表 わ して

下 さ い。 、 ♪

教 会 の 大 祝 福 師 と して エ ル ドレ ッ ド

・G・ ス ミス を支 持 し て下 さ る よ う提

議 致 しま す 。 賛 成 の 方 はそ の 意 を表 わ

して 下 さい 。 反対 の 方 が あ れ ば そ の 意

を表 わ して 下 さ い 。 大 管 長 会 副 管 長 ，

十 二 使 徒 ， 大 祝 福 師 を予 言 者 ， 聖 見 者 ，

啓 示 を受 け る者 と し て支 持 して 下 さ る

よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は右 手 を

挙 げ て そ の意 を表 わ して下 さ い。

私 た ち は ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボー

ル を末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 信

託 管 理 人 と して 支 持 す る よ う提 議 致 し

ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して下

さい 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ

うに その 意 を表 わ して 下 さ い。

七 十 人 の 会 長 な らび に 七 十 人 第 一 定

員 会 会 貝 と し て， フ ラ ン ク リン ・D・

リチ ャー ズ， ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ

ス ト，J・ トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ，

A・ セ オ ドア ・タ トル ， ニー ル ・A・

マ ッ クス ウ ェ ル， マ リオ ン ・D・ ハ ン

ク ス， ポ ー ル ・H・ ダ ン を支 持 して 下

さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 わ し て下 さ い。 も し反 対 の方

が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を表 わ し

て 下 さ い 。
rその他 の 第一 定 員 会 会 員 と して 以 下

の方 々 を支 持 して 下 さ る よ う提 義 致 し

ます 。1アルマ ・ソニ ， ス ター リン グ ・

W・ シル ， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラー ，

ア ル ビ ン ・R・ ダ イヤ ー ， セ ォ ドァ ・

M・ バ ー トン ， バ ー ナ ー ド ・P・ ブ ロ

ッ クバ ン ク， ジ ェー ム ズ ・A・ カ リモ

ア， ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン， ウ ィ リ

ア ム ・H・ ベ ネ ッ ト， ジ ョン ・H・ バ

ン デ ンバ ー グ， ロバ ー ト ・L・ シ ンプ
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ソ ン，0・ レ ス リー ・、ス トー ン， ウ ィ

リア ム ・グ ラ ン ト ・バ ン ガー ター ， ロ

バ ー ト ・D・ ヘ ィ ル ズ ， ア ドニ ー ・Y

・小 松
， ジ ョセ ブ ・B・ ワー ス リン，

セ イ モ ア ・デ ル ワー ス ・ヤ ン グ， ハ ー

トマ ン ・レ ク ター ・ジュ ニ ア， マー レ

ン ・C・ ダ ン， レ ッ ク ス ・D・ ピ ネ ガ

ー
， ジー ン ・レ イ モ ン ド ・ク ッ ク， チ

ヤー ル ズ ・A・ デ ィデ ィエ ， ウ ィ リア

ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォー ド， ジ ョー ジ

・P・ リー
， カー ロ ス ・E・ エ イ シー ，

M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド ・ジ ュニ ア，

ジ ョ ン ・H・ グロ ー バ ー グ， ジ ェ イ コ

ブ ・デ ィエ ガー ， ボ ー ン ・J・ フ ェザ

ー ス トー ン
， デ ィ ー ン ・L・ ラー セ ン，.

ロ ィデ ン ・G・ デ リ ッ ク， ロバ ー ト ・

E・ ウエ ル ズ 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表

わ して 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

管 理 監 督 会 管 理 監 督 と して ビ ク ター

・L・ ブ ラ ウ ン を， 第 一 副 監 督 と して

H・ バ ー ク ・ピー ター ソ ン を， 第 二 副

監 督 と し てJ・ リチ ャー ド ・クラ ー ク

を支 持 して下 さ る よ う提 議 致 しま す 。

賛 成 の方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

も し反 対 の方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ

の 意 を表 わ して 下 さ い 。

十 二 使 徒 会 地 区 代 表 。 全 十 二 使 徒 会

地 区 代 表 を現 状 の ま ま で 支 持 して 下 さ

る よ うに 。

管 理 監 督 会 一 ビ ク ター ・L・ ブ ラ

ウ ン ・IH・ バ ー ク ・ピー ター ソン ，J

・リチ.ヤー ド ・ク ラー ク の管 理 の

下 に あ る ア ロ ン神 権 委 員 会 委 員 全 貝 を

現 状 の まま で 支 持 して下 さ る よ うに 。

若 い女 性 。 会 長 と して ル ー ス ・ハ ー

デ ィー ・フ ァ ン クを， 第 一 副 会 長 と し

て ホー テ ン ス ・H・ チ ャ イル ドを， 第

二 副 会 長 と して ア ー デ ス ・G・ カ ッ プ

を， そ の他 委 員 を現 状 の ま ま で支 持 し

て下 さ る よ うに 。

扶 助 協 会 。 会 長 と して バ ー バ ラ ・ブ

ラ ッ ド.ショー ・ス ミス を， 教 育 担 当副

会長 と して ジ ャ ネ ス ・ラ ッセ ル ・キ ャ

ノ ン を， ホー ム メー キ ン グ担 当 副 会 長

と して マ リア ン ・ リチ ャー ズ ・ボ イ ヤ

ー を
， その 他 全 管 理 会 員 を現 状 の ま ま

で 支 持 して 下 さ る よ うに 。

日曜 学 校 。.会長 と して ラ ッセ ル ・M

ネル ソ シ を，.第一 副 会 長 と してB・
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ロ イ ド ・.ポー ル マ ン を， 第 二 副 会 長 と

し て ジ ョー ・J・ ク リス チ ャ ン セ ン を，

その 他 全 管 理 会 貝 を現 状 の ま ま で支 持

し て下 さ る よ うに 。

初 等協 会 。 会 長 と して ナ オ ミ ・マ ッ

ク ス フ ィー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を， 第

一 副 会長 と して サ ラ ・メ リ ッサ ・プ ロ

ー ドベ ン ト ・ポ ー ル セ ン を
， 第 二 副 会

長 と して コー リー ン ・ブ ッ シ ュマ ン ・

レ モ ン を， そ の他 管 理 会 貝 を現 状 の ま

ま で 支 持 し て下 さ る よ うに 。

教 会 教 育 委 貝 会 。 理 事 と し て スペ ン

サ ー ・W・ キ ン ボー ル，N・ エ ル ドン ・

タ ナ ー ， マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー ， エ

ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン， ゴー ドン ・.

B・ .ヒ ン ク レー ， トー ヤ ス ・S・ モ ン

ソ ン， ボ イ ド ・K・ パ ッ カー ， マ ー ビ

ン ・J・ ア シュ トン， ブ ル ー ス ・R・

マ ッ コ ン キー ， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク

ス， ポー ル ・H・ ダ ン， ビ クタ ー ・L

・ブ ラ ウ ン
， バ ー バ ラ ・B・.ス ミス を

支持 して 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 対 して 賛 成 の 方 は そ の

意 を表 わ して下 さ い 。 反 対 の 方 が あ り

ま した ら， 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ し

て 下 さ い。

教 会 財 務 委 員 会 。 委 員 と して ウ ィ ル

フ ォー ド ・G・ エ ド リン グ， ハ ロル ド

・H・ ベ ネ ッ ト， ウ エ ス トン ・E・ ハ

ミル トン ， デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネ デ ィ ー

ウ ォ ー レ ン ・E・ ビ ュ ー を 支 持 し て 下

さ る よ う に 。、.一

タ バ ナ ク ル 合 唱 団 。 団 長 と し て オ ー

ク レ ー ・S・ エ バ ン ズ を ， 指 揮 者 と し

て ジ ェ ラ ル ド ・D・ オ タ リ.一 を;准 指

揮 者 と し て ドナ ル ド ・H・ リプ リ ン ガ
'渉

一 を
， チ ー フ オ ル ガニ ス 、ト とし.てア レ

クサ ン ダ ー ・シ ュ ラ イ ナー を， オ ル ガ

ニ ス トと し て ロ バ ー ト ・カ ンデ ィ ッ ク，

ロ イ ・M・ ダー リー を支 持 して 下 さ る

よ うに 。'

以 上 の提 議 に 賛 成 の 方 は その 意 を表

わ して 下 さ い。 反 対 の 方 が あ りま した

ら， 同 じ よ う に そ の 意 を表 わ し て下 さ

い 。

キンボール大管長，以上の役員およ

び教会幹部 に対 して全会一致の支持が

得 られたようです。

キンボール大管長の指示により，今

新 たに七十人第一定員会会員に支持 さ

れたラーセン長老 とウェルズ長老，そ

れに管理監督会第二副監督 として支持

されたクラー ク監督に壇の方に着席し

ていただきます。

新たに七十人第一定員会会員に支持

されたロイデン.・G・ デ リック長老は，

現在アイルラン ド・ダブ リン伝道部長

として海外に滞在中です。

壇 上 で教 会役 員 の支持 を とるN・ エ ル ドン ・タナー副 管長



「わた しはぶどうの木，

あなたがたはその枝である」

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

デ ィ ー ン ・L・ ラ ー セ ン

七十人第一定員会会 員と して新た に召された者の 責任

A週 ，「エンサイン」に載せ る予定の
7 記事 を読んでいて

，初めて宣教師

に会ってからの，ある主婦の心の動 き
うた

を詩 い あ げ た ひ とつ の 詩 が 目 に と ま り

ま した 。

ドア をあ け た私 の 目 に 映 った の は

そ の 午 後 の 陽 ざ しの よ うに

明 る く輝 い たふ た つ の 顔 。

そ こ に真 理 が 立 っ て い ま した 。

作 りか け の カ ス ター ドや 汚 れ た 台 所

の 床 を気 に す る私 。

あ な た方 の 話 に記 憶 の 糸 は た ぐ られ ，

心 の 窓 を通 し て， 過 去 の 出 来 事 が ぼ

ん や り と脳裏 に よ み が え り ます 。

私 が 求 め て い た の は 何 だ っ た の で し

ょ う。

とめ どな く流 れ る 涙 は 何 な の で し ょ

う。

あ な た方 が 立 ち去 っ て か ら も

家 の 中 に は

何 か し ら余 韻 が 残 っ て い ま した 。

そ っ， 私 の心 の 傷 を い や して くれ る

何 か が 。

私 は モ ップ を取 りま した 。

何 も なか っ た こ とを装 うか の よ うに 。

(ジ ャ ネ ッ ト ・キ ャ サ リー ・カ ッ チ

ャ ー 『宣 教 師 の 訪 れ 』)

数 日前 ， キ ン ボ ー ル大 管 長 か らお 電

話 を い た だ い て 以 来 ， 私 は 心 の 平 静 を

保 と う と し て， 何 も なか っ た よ うに 振

舞 い ま した 。 本 当 は 何 もな か っ た な ど

とん で もな い こ とで ， 私 の 生 活 が全 く

変 わ っ て し ま う こ と を私 は 知 っ て い ま

す 。 こ の新 し い 召 し を受 け るに あ た っ

て ， 主 の助 け と， 皆 さ ん の信 仰 と祈 り

の 力 が 得 られ る よ うに ， 心 の 底 か ら願

って い ます 。 私 は 主 に ， あ な た 様 の 目

に か な わ ぬ者 で は あ ります が ， あ な た

様 の み 手 の 中 に あ って 働 く者 とな りた

い ， と申 し上 げ ま した 。 キ ン ボ ー ル 大

管 長 に もそ うお 約 束致 し ま した 。 そ し

て 愛 す る信 仰 深 い妻 と忠 実 な子 供 た ち

か ら支 持 を受 け ま した 。 私 は主 が 古 代

の 僕 た ち に与 え ら れ た 約 束 の 言 葉 に 慰

め を見 出 して い ます 。

「あ な た が た は
，わ た しが 語 っ た 言 葉

に よ って 既 に き ょ く され て い る 。

わ た し につ な が っ て い な さ い 。 そ う

す れ ば ， わ た しは あ な た が た とつ な が

っ て い よ う。 枝 が ぶ ど うの 木 に つ な が

っ て い な け れ ば ， 自分 だ け で は実 を結

ぶ こ とが で きな い よ っに ， あ な た が た

もわ た し につ な が っ て い な け れ ば実 を

結 ぶ こ とが で きな い。

わ た しは ぶ ど うの 木 ， あ な た が た は

そ の 枝 で あ る 。 も し人 が わ た しにつ な

が っ て お り， また わ た しが その 人 とつ

なが っ て お れ ば， その 人 は 実 を豊 か に

結 ぶ よ うに な る 。 わ た しか ら離 れ て は ，

あ な た が た は 何 一 つ で きな いか らで あ

る 。

あ な た が たが わ た しにつ なが っ て お

り， わ た しの 言葉 が あ な た が た に とど

ま っ て い る な らば ， な ん で も望 む もの

を求 め る が よ い 。 そ うす れ ば ， 与 え ら

れ る で あ ろ う。

あ な た が た が 実 を豊 か に 結 び ， そ し

て わ た しの 弟 子 とな る な らば ， そ れ に

よ っ て， わ た しの 父 は 栄 光 をお 受 け に

な る で あ ろ う。」(ヨ ハ ネ15：3-5，

7-8)

兄 弟姉 妹 の皆 さん ， 主 イエ ス ・キ リ

ス トが生 き た ま い ， こ の業 が 主 の み 業

で あ り， キ ン ボ ー ル 大 管 長 が 真 実 この

地 上 に お け る主 の 予 言 者 で あ る こ とを

証 し ます 。 主 は 王 の 王 と して ， ま た主

の 主 と して 再 び この 地 上 を訪 れ ， 統 治

され る で し ょ う。 そ の と きに私 た ちが ，

主 に 仕 え て 主 と共 に 生 活 す る人 々 と同

じ祝 福 に あず か るに ふ さ わ しい 者 とな

れ る よ っに 祈 り ます 。 主 の祝 福 が き ょ

う， 私 た ちの 上 に 注 が れ る よ うに ， イ

エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り 申 し上 げ

ま し た 。 ア ー メ ン 。

配

繕

・》

大会訪問者
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弱 い者であ っても

七十人最高評議員会会員

ニール ・A・ マ ックス ウエル

自分の能力のなさを悩 む人たちのために

'善

弟 姉 妹 ， まず 初 め に ， こ の 召 し に
兄

対 して予 言 者 とふ た りの副 管 長 の

方 々 に感 謝 した い 。 私 は 大 管 長 会 ガ 方

々 ， リチ ャ ー ズ長 老 ， そ し て七 十 人 第

一 定 員 会 の 方 々 に
， 定 貝 会 の歴 史 の ペ

ー ジ の隅 に 記 され る私 の 記 事 か ら， 私

が 生 涯 を イ エ ス ・キ リス トの福 音 を広

め る た め に ， ま た主 の 教 会 を整 え る た

め に貢 献 した とい っこ とが わか る よ っ

に な る こ と をお 約 束 申 し上 げ た い 。 立

派 な働 き を され た先 代 の 会 長 の 方 々 に，

賞 賛 の 言葉 をお 送 り した い と思 う。30

年 前 ， デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ会 長 は 私 を

七 十 人 に聖 任 して 下 さ っ た 。私 は そ の

とき， 残 りの 生 涯 を福 音 を 宣べ 伝 え る

ため に過 ごす とい う約 束 を して は じめ

て聖 任 を受 け たの だ っ た。 そ の と きの

ヤ ン グ会長 の 態 度 は 厳 格 そ の もの で，

私 は高 い ビル か ら飛 び 降 りう と言 わ れ

た よ うな 気 持 だ っ た 。 私 は 彼 に 心 か ら

敬 服 して い る。 今 私 は ， 利 己 心 の ひ と

か け ら もな い温 厚 な ヤ ン グ会 長 に再 度

敬 礼 した い 。

さ て 私 は ， 王 国 に あ っ て 怠 け て い る

人 に で は な く， 自分 自身 の， あ る い は

そ れ 以 上 の 重 荷 を担 っ て働 い て い る 人

に お 話 し た い。 偽 りの 安 ら ぎに だ ま さ

れ て い る人 で は な く， 偽 りの 不 安 に さ

い な まれ て い る 人 ， つ ま り王 国 に あ っ

て 心 か ら献 身 して い る に もか か わ らず ，

い つ に な っ て も 自分 は ふ さ わ し くな い

とい う思 い に襲 わ れ る 人 た ちに 話 した

い の で あ る。

イエ ス が 厳 しい 教 義 を説 くの を 耳 に

した 古 代 の 弟 子 た ち も， や は り心 配 に

な って こ う言 っ た 。 「そ れ で は ， だ れ

が救われることができるのだろう。」(マ

ノレコ10：26)

この自分の無能力を嘆 く心について

最初に言わなければならないことは，

そうした気持はだれにでもあるという

ことである。教会では，あなたはまだ

どれだけ進まなければならないとか，

どれだけ行 なわなければならないとか

いっことは，正直の ところ言えない。

それ を言 うには，今私たちが用いてい

る尺度 とは比較にならないほ ど大 きな

尺度 を造らなければならないか らであ

る。月の光栄の車のラッシュの中で 日

の光栄の道路標識に従って進むこ とは，

簡単なことではない。特にそれが，ち

ょっと隣の家に行 くとか，隣町 まで行

くとかい う筋合のものでないときはそ

うである。

究極 として完き者 となることを目ざ

している王国では，=ニム趨

一 い
に認め合 う必要がある。感受性に優れ　
たエ テ ロ(教 義 と聖 約 で は エ ツ ロー 二

訳 注)は ， 義 理 の 息子 モ ー セ に 明 確 な

勧 告 を与 え た が ， そ れ に は 裏 づ け とな

る 資 料 が きち ん と備 え られ て い た(出

エ ジプ ト18参 照)。予 言 者 で さ え も 自 ら

の 弱 さ を 自覚 して い る 。 ニ ー フ ァ イ は

自分 が 「弱 い 者 で あ るの に」， 偉 大 な

業 を推 進 して い っ た(IIニ ー フ ァ イ33：

11)。ま た ニー フ ァ イ 人 の も うひ と りの

予 言 者 ヤ コブ は ， 自分 の 意 思 が正 確 に

伝 わ って い るか ど うか 定 か で な い 人 た

ち の こ と を 自分 が 、「心 配 しす ぎて 」 い

る と率 直 に書 い て い る(モ ル モ ン経 ヤ

コブ4：18)。 私 た ち の 現 在 の予 言 者 も，

とて も受 け て 立 て そ うに もな い よ っな

チ ャ レ ン ジ に 何 度 か 直 面 して き たが ，

す べ て 乗 り越 え て きて い る。

この よ うに ， 自分 に 能 力 が な い と思

う気 持 は だ れ に で も あ る もの で あ る 。

倦 み 疲 れ る とい う気 持 も同 じで あ る 。

「善 を為 す に うむ こ とな か れ 」 との 警

告 が あ るの は そ の た め で あ る(教 義 と

聖 糸勺64：33)。

聖 典 に 次 の よ う な忠 告 が あ る 。 「汝

更 に 急 ぐこ とな く… … 与 え ら れ た る力

と方 法 以 上 に働 くこ とな か れ 。」(教 義

と聖 約10：4)こ れ は ，神 が 人 間 を この

地 上 に お 置 きに な る準 備 と し て7つ の

段 階 を 踏 まれ た よ う に， ゆ っ く り と段

階 を踏 ん で 進 歩 す る こ と を示 唆 した も

の で あ る。 従 っ て 「一 生 懸 命 に行 な う

こ と」 と 「心 配 しす ぎて 肝 腎 な仕 事 が

進 ま な い こ と」と は，異 質 な もの で あ る。

私 た ちの 中 で 入 の 弱 さ を責 め な い 人

に は， 素 晴 ら し い 日が 訪 れ る で あ ろ う。

しか し反 面 ， た くさ ん の 良 い し る しが

あ る の に 決 して それ を認 め ず ， しか る

べ き段 階 を踏 ん で こ そ 人 は 進 歩 す るの

だ とい う こ とに 全 く関心 を示 さ な い 人

は ， 自分 自 身 と い う最 も冷 酷 な裁 判 官

の 前 に 身 を さ らす 人 で あ る。 幸 い な こ

とに 主 は ， 私 た ちが 自分 自身 を愛 す る

以 上 に私 た ち を愛 して下 さ っ て い る。

建 設 的 な 批 評 家 は ， 自分 自 身 も含 め て，

自分 が批 評 した もの に対 し て 誠 実 に 心
れんびん

を配る。それに反 して自己憐欄は憐み

の中でも最 も恩 きせがましい行為であ

り，それはやがて人をあらゆる懸念の

とりこに してしまう。

兄弟姉妹，聖典はいろいろな出来事
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の 推 移 を段 階 的 に 展 開 して 見 せ て くれ

る。 デ ィ ス プ レー ・ウ イ ン ドー の よ う

な もの で ある。 「最 初 に 方 向 を決 め て ，

次 に速 度 を増 す 」 と い う重 要 な教 訓 に

添 っ て 次 第 に 成 長 す る姿 を 見せ て くれ

るか らで あ る。 あ の エ ノ クの 民 も 「時

到 りて」成 長 を遂 げ た(モ ー セ7：21)。

イエ ス も 「最 初 に 完 き を受 け ず して 恩

恵 に 恩 恵 を受 け 」た も うた の で あ り(教

義iと聖 約93：12)， 「『ます ます 知 恵 が力li

わ り， 背 た け も伸 び 」たの で あ っ た(ル

カ2：52)。

私 た ち は 果典 の デ ィス プ レー ・ウ イ

ン ドー の 中 か ら， リー ハ イ が 「お そ れ

お の の く」 姿 を 見 る(1ニ ー フ ァ イ16

：27)。 また そ こ に は 兄 弟 同十 の争 い

もあ れ ば ， ダ ビデ と ヨナ タ ンの よ っに ，

深 い 友 情 の 物 語 もあ る。 心 の い さか い

は い ろ い ろ あ るが ， す べ て が す べ て 破

局 に 終 わ っ た わ け で は な い 。 パ ウ ロ と

バ ル ナ バ の よ う に， 親 しい 関 係 に あ り

ン鰻 誌驚 亀「襲 謙、'1 ・響 麟 ・ ・ 騨 戴 ・ 、』職
簿》 〆 羅1漏

餐"llノ 、

漣 蟻講曝1
諺 犠 顎 轟 ・

嬬♂

轟、'

鍔

なが ら誤 解 が 生 じ る場 合 が あ る し， あ

る予 言 者 が サ ウ ル 土 に， 「自分 で は 小

さい と思 った 」 時 期 が あ っ た こ と を率

直に 話 した例 もあ る(サ ムエ ル上15：17)。

さ らに私 た ち の 完 き に近 い 父 祖 ア ダ

ム と イ ブ が ， 子 供 た ち と共 に 初 め て の

家 族 に下 され た チ ャ レ ン ジ と戦 い な が

ら， 成 長 の 第 一一段 階 か ら とぼ とぼ と歩

む 姿 を 見 る。

ま た律 法 尊 重 主 義 者 のパ ウ ロが ， 後

に 愛 に つ い て 他 に 比 べ る もの の な い素

晴 ら しい 説教 をす るの を 見 る(1コ リ

ン ト13章)。 牢 に捕 わ れ た バ プ テ スマ の

ヨハ ネ もい る。 彼 は 「バ プ テ スマ の ヨ

ハ ネ よ り大 き い 人物 は 起 らな か っ た」

(マ タ イ11：11)と 言 われ る ほ どの 人

で あ っ た が， それ で も イエ ス に 対 して

確 信 が なか っ た(マ タ イ11：2-4)。

私 た ちは ペ テ ロが 水 の 上 を 歩 くの を 見

る 。 しか し彼 さ え もお ぼ れ か け ， 差 し

伸 べ られ た イエ ス の 手 にす が らね ば な
鷲勲 脚'3「 試 『、1

」 愚 〆 ：茎二 ごi

雛載轡趨鑛
・劉 蝋攣'll

縮
還

ら なか っ た(マ タ イ14：25-31)。 私 た

ち は こ の ペ テ ロが ， 後 に タ ビ タに 手 を

伸 べ ， 生 き返 らせ た様 子 を 見 る こ とが

で き る(使 徒9：36-46参 照)。

こ の よ うに ， 不 十 分 な情 報 に よ り他

の 指 導 者 を十 分 に働 い て い な い と決 め

つ け た の は ， モ ロ ナ イが 最 初 で は な か

った 。 同 じ よ うに， ペ ホー ラ ンが 「愛

す る兄 弟 モ ロナ イ」 に 与 え た よ うなや

さ し く寛 大 な 返 答 は， 決 して そ の場 限

りの もの で は な く， だ れ もが 必 要 と し

てい る もの なの であ る(ア ル マ60，61章)

私 た ち は， こ う した 自 ら を能 力 の な

い者 だ と思 う気 持 を ど うや っ て克 服 し

た ら よ い の で あ ろ うか 。 少 し で は あ る

が ， 提 案 して み た い 。
ドへ

1レ1私 た ち は， 神 の 目か ら見 て 自分 が

ま だ 満 足 で き る状 態 で は な い こ と， 悪

魔 の 目か ら 見 て 自分 が 満 足 で きる 状 態

で は な い こ と， 自 己 こ ・ ・ 」と 自

己蛛聾.ζ聾 .2支 娃2一き丑 区 別 す.亙;

謂;麟 響 難曇 」

∴誌 、

がハゆぜ

叢

聾.

艶

醗'・

驚
露濾 悩

謙秘.

嶽 観
望

」 帯

駅

ぎ_磁 隔 ¢

懸

キ リス トの生 涯 につ い て説 明 を受 ける訪 問者(訪 問者 セ ンタ ー)
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遡 。私たちに必要なのは前者
であり，後者は避けるようにしなけれ

ばならない。良心が隣の山の峰か ら私

たちを呼ぶ とき，それは単に叱責のた

めだけでな く，私たちを誘 うためでも

あるからである。

② 私たちは・完成への道を自舶 身
で どれ だ け 登 っ て き たか ， 深 く考 え て

み る こ とが で き る。 ほ とん ど の場 合 ，

思 った よ り も進 ん で い る もの で あ る。

私 た ちは 確 か に 「ふ つ つ か な 僕 」 で あ

る。 しか し 「す べ て 事 を した 」 か ら こ

そ ， 主 は そ の従 順 な 行 な い の 一 つ 一 つ

に つ い て， 杯 に あ ふ れ る ほ ど の 恵 み を

下 さ る の で あ る。

③ 私たちは，鋤 を与えるだけでな
く受 け る こ とが で き る 。 幸 い に も軍 勢

の 長 ナ アマ ンは ， 率 直 で 有 益 な批 判 を

受 け た 。 しか も それ は， 同 僚 か らで は

な く部 下 か らの もの で あ っ た 。(列王 下

5：1-14参 照)天 の 摂 理 か らす れ ば，

神 は静 か な 細 い 声 で 用 が 足 りる とこ ろ

を わ ざわ ざ雷 を用 い る よ うな こ とは な

さ らな い し， ま た祭 司 で で き る仕 事 な

の に予 言者 を召 す よ う な こ と も な さ ら

な い の で あ る。

の 私たちは他人(子供 も含めて)の 行

動の自由を認め，.その結果 を踏まえた

上で，自分の努力を評価す ることがで

きる。私たちの側で練 りに練 った最：上

のものでも，だれか他の人が最 もまず

いことを行 なえば，結果は良 くないも

のになって しまうからである。

⑤ 自己改善に対する決意をた さん

貴韻 し， 取 り組 む こ とが で き る 。 書

き出 さな い で お くと， た と え決 意 した

こ とで も， 睡 眠 の 間 に 忘 却 の 彼 方 に 置

き去 りに し て し ま う こ とが あ ま りに も

δ
・か ら で あ る 。

も し も き ょ う私 た ち が 死 ぬ とす れ

ば ， 私 た ち の死 は 心 か らの 哀 悼 の 念 を

も って む か え られ る に違 い な い 。 恐 ら

く国 会 か ら弔辞 を い た だ くよ うな こ と

は な い で あろ うが ， あ な た の 死 が だ れ

ひ ど り と して 人 の 心 を 打 た な い ほ ど こ

の 世 間 は冷 た くは な い の で あ る 。

⑦ 私たちは黙㌣ 自らの畑を自らの
手で耕すべ きである。後 ろを振 り返っ

たりまわりを見たりして比較す る必要

はない。与えられた賜 と機 会は人によ
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っ て 異 な る 。中 に は 目に 見 え る ，影 響 力

の 大 き い もの も あ る 。歴 史家 モ ロナ イは

勇 者 マ ホ ンラ イ・モ リア ン キ ュ メ ル の 感

動 的 な文 章 に 接 し， 自分 が 書 き手 と し

て ふ さ わ し くな い の で は な い か と感 じ

た 。 私 た ち は だ れ で も少 な くと もひ と'

つ の賜 は 持 ってい る。そ して 「熱 心 に 最

善 の 賜 」 を求 め る よ う， 万 人 に 勧 め ら

れ て い る の で あ る(教 義 と聖 約46：8)。

⑧ 私たちは・自らの長所を正直に列挙
して み る 必 要 が あ る。 口 に 出 し て言 う

必 要 は な い 。 こ の 点 に つ い て ， ほ とん

どの 人 は 不 正 直 で あ り， 「部 外 者 か ら

の 監 査 」 を受 け る 必 要 が あ る。 第一 の

位 に あ って 地 に投 げ 落 さ れ た サ タ ン は ，

私 た ち を打 ち 負 か す こ とに喜 び を見 出

す 。 自己嫌 悪 は サ タ ン につ け る もの で

あ り， 天 に つ け る もの で は な い。 私 た

ち は もち ろん ， 自分 の 犯 した 誤 ち か ら

学 ぶ べ きで は あ る が ， いつ ま で た っ て

も学 び取 ら な い な らば ， 人 生 は そ う し

た 誤 ち をた だ繰 り返 す だ け の ゲー ム の

よ うな もの に な っ て し ま う。

69私 たちは，然るべ.目 的な 舌

磨 儲 難難 灘
心 を抱 い て お られ る とい う事 実 に， 心 一

を とめ な け れ ば な ら な い 。 シ オ ン の 陣

営 に加 わ っ て 行 軍 し た 人 々 が 開 拓 し よ

う と し た の は ， ミズー リ州 の 片 田舎 で

は な く， 自 ら の可 能 性 で あ っ た。

@私 たちの自由意志の幅 をなすも い
のは，置かれた状況がいかなるもので

あって も，その状況に対 して健全な態

度 を取る自由である。例えば，一茎生懸

命倒れるまで人のために尺 している

一 』れ

勢 ・。みたまは， 肉体が初めに行 くと

同意した所 よりもはるか遠 くへ私たち

を駆 り立てるものである。

⑭ 最後に私 たちは，この驚嘆すべき

決 して変わることのない真理を受け入

れることがで きる。私たちの主は，私

たちを絶望の淵から引き上げ，あらゆ

る保護のもとに私 たちを育てて下 さる。
ハ

って主に対 して， 自分は孤独である

とか ， 主 は 近 くに い て下 さ ら な い とか

を しば しば 送 る こ とに よ 臣 い こ

尊 心 の 倉 庫 を一 杯 に す る こ 揮 。

倒 れ て い る 人 に 手 を貸 して ・起こ して あ

げ る よ うに ，2マ ル行 っ て 息 を切 ら

して い る こ か りの 賞 賛 の 講

が 必要 なの で あ る。一
⑩ 私 たちは前進 し続けることができ
る 。私 た ち一 人 一 人が 背 負 う十 字 架 を

比 較 す る こ とが で きる の は ， 主 をお い

て ほ か に な い 。 しか し どの よ う な十 字

架 で あ れ ， 動 い て い る とき の方 が 背 負

うの は 楽 で あ る。 エ ベ レ ス トを征 服 し

た 人 は ， 荷 物 を肩 に 負 い， 一 歩 一 歩 前

進 して い っ た 人 で あ る。 ふ も とで 頂 上

を見 上 げ て 恐 れ を な して い た の で は，

決 して 登 れ る もの で は な い 。 足 は 後 退

の た め で は な く， 前 進 す る た め に造 ら

れ たの で あ る。

◎ 持てるものを誠実に捧げる・とと
は ， 什 分 の 一 を完 全 に 納 め る よ うな も

の だ とい う こ とが わ か る。 す な わ ち ，

この 場 合 に 求 め られ て い る の は 「す べ

て の もの」 な の で あ る 。 レ プ タ2枚 を

投 げ入 れ た や もめ は ，・人前 を気 に して

そ う した の で もな け れ ば;こ の 世 で の

賛 辞 を求 め た わ け で もなか っ た 。「

言 うこ とは で きな い め"。

兄 弟 姉 妹 ，・確 か に こ の 福 音 は壮 大 な

可 能 性 を秘 め た福 音 で あ る。 しか し，

神 の 恵 み は 私 た ち一 人一 人 に ま で 及 ぶ 。

意 とい う もの は ， ふ さわ し さ こ す

る た め に ず る もの で まな く， 勇 気 に

欠 け る た め に ず る もの か で 。

私 こち は ， 自 らの 進 歩 の 中 に さ らに も

うひ とつ の 驚 異 を見 出 す に違 い な い。

イ ンス タ ン トな(即 席 の)ク リスチ

ャ ン とい うの は 存 在 しな い。.真3多 刃

ス チ ャ ン は コ ン ス タ ン トな(物 事 を琶
一続してイなっ クリス ンで 。

私 た ち は， 真 の ク リス チ ャ ン と して

の生 活 を送 る と き， 次 の よ うに 自 らの

志 を述 べ る こ とが で き る で あ ろ う。「私

はや が て 安 息 に つ く場 所 へ 行 く， そ こ

は私 の腰 い 主 の 居 た も う所 であ る。… …

そ の 時 に な る と私 は蹟 い 主 の御 顔 を仰

い で 喜 び … … 。」(イ ノス27)こ う して

私 た ちの 確 信 は 「神 の 前 に 強 くな り」，

決 して 偽 り を言 い た も う こ との な い御

方 か ら 「よ くや っ た 」 とい う温 か い み

言葉 を た まわ り， 私 た ち が ふ さ わ しい

者 で あ る こ とが わ か るの で あ る。 こ れ

ら を イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ り証

す る。 ア ー メ ン 。
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聖徒を完き者とする

七十人最高評議員会会員

フラ ンク リン ・D・ リチャース

今大 いに求め られて いることは，長老見込み会員と呼ばれる兄

弟たち に手を差 し伸べ ，心か ら関心を示す ことである

愛 する兄弟鰍 の皆さん・キンポ
ル大 管 長 や 教 会 幹 部 の 方 々 の 説 教 ，

そ れ に 美 しい音 楽 と開 会 の 祈 りに よ り，

この 会 は 非 常 に霊 感 あ ふ れ る会 とな っ

て い る 。

私 は この た び の 新 しい 召 しに 関 して ，

天 父 と教 会 幹 部 の 方 々 が 私 に 示 して 下

さ っ た 信 頼 に 心 か ら感 謝 して い る。 こ

の 責 任 に 着 手 す る に あ た り， 心 が 非 常

に へ り くだ る と同 時 に ， 神 の 王 国 の 建

設 の た め に， あ ら ん 限 りの 力 をふ り し

ぼ っ て 献 身 し よ う'とい う決 意 が体 中 に

み な ぎ っ て い る。 ま た デ ル ワ ー ス ・ヤ

ン グ会 長 に， そ して解 任 さ れ た 七 十 人

最 高 評 議 貝 会 会 員 の 方 々 に， 私 の 愛 と

感 謝 を示 した い と思 う。

私 た ち は 困 難 で は あ るが 注 目す べ き

時 代 ， す な わ ち時 満 ち た る神 権 時 代 に

生 を受 け て い る。

私 は ， 私 の 霊 が こ の 特 別 な 時 代 に こ

の地 上 に 来 る よ う取 って お か れ た こ と，

そ し て神 が 生 き た ま い， イ エ スが キ リ

ス トで あ り， 私 た ちの 贈 い 主 ， 救 い 主

で あ る とい う知 識 を得 た こ とに感 謝 し

て い る 。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス とい う器 を

通 して イ エ ス ・キ・リス トの 完 き福 音 が

回 復 され た こ と， さ らに は 現 在， 愛 す

る予 言 者 で あ る スペ ンサ ー ・W・ キ ン

ボ ー ル 大 管 長 が この 地 上 に お け る神 の

予 言 者 と し て 立 って い る こ と を証 で き

る こ とは ， 大 い な る特 権 で あ る。 主 が

大 管 長 を祝 福 しみ 守 りた も う よ う に，

ま た 私 た ちが 分 別 と勇 気 を もっ て 大 管

長 の 勧 告 に従 う よ う願 う もの で あ る 。

イ エ ス ・キ リス トの 教 会 は 時 の 絶 頂

に 建 て られ た こ の 神 権 時代 に 回復 され

た 。 こ れ に は ふ た つ の大 き な 目的 が あ

る。 第 一 に ， 人 の 救 い に 関 す る真 理 を

全 世 界 に 宣 べ 伝 え る こ とで あ り， 第 二

に ， イ エ ス ・キ リス トの 福 音 を受 け 入

れ た 人 々 を 完 き者 とす る こ とで あ る。

第一 の 目的， す な わ ち あ らゆ る国 家

民 族 ， 国 語 ， 国 民 に福 音 を もた らす た

め に ， 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

は世 界 的 な伝 道 活 動 を展 開 して い る 。

現 在 伝 道 部 数 は 約150， 専 任 宣 教 師 数

は約25，000で あ る。 これ に数 千 名 に 及

ぶ ス テ ー キ部 や 地 方 部 の 宣 教 師 を加 え，

さ らに 「す べ て の会 員 が 宣 教 師 」 とな

る プ ロ グラ ム を効 果 的 に 推 進 す る こ と

に よ り， 教 会 は 加 速 度 的 発 展 を見 せ て

い る。

次 に ， 聖 徒 を 完 き者 とす る こ とにつ

い て は， 救 い主 が， 天 の 父 が 完 全 で あ

られ る よ うに あ な た 方 も完全 な 者 とな

り な さ い ， と言 って お られ る通 りで あ

る(マ タ イ5：48参 照)。 近 代 の 啓 示

に は 次 の よ うに 書 か れ て い る。「汝 らは

今 神 の 前 に 留 る こ と能 わ ず ， ま た ， 人

の 為 に 導 き と恵 み を施 す 天 使 と共 に 居

る こ と も能 わ ず 。 こ の故 に 汝 ら全 くせ

ら る.るま で 引 きつ ず き耐 え忍 ぶべ しd

(教 義 と聖 約67：13)

聖 徒 を完 き者 とす る とい う第 二 の 目

的 を達 成 す るた め に， 末 日聖 徒 イエ ス

・キ リス ト教 会 は
， 全 教 会 員 の た め に

多種 多様 の 活動 を用 意 して い る。 人 々

は そ れ らの 活動 を通 して ， 知 的 に も道

徳 的 に も， また 肉体 や 霊 の 面 で も， 完

き 者 へ の道 を歩 む の で あ る 。

教 会 員 の 中 で ， 活 発 に こ の 完 成 へ の

道 を歩 ん で い る 人 々 の 割 合 は 高 く， そ

れ ぞれ ， い ろ い ろ な 形 で祝 福 を受 け て

い る。

しか しそ の 反 面 ， メ ル ケ ゼ デ ク神 権

を持 た な い 不 活 発 会 貝 が 多 くい る。 長

老 見込 み 会 員 と呼 ば れ る， 未 来 の指 導

者 た ち で あ る。 私 た ち に は ， 兄 弟 で あ

る 彼 らに さ ら に積 極 的 に 完 成 へ の道 を

歩 ませ る とい うチ ャ レ ン ジが 与 え られ

て い る。

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管 長

は ， 教 会 貝 に 歩 み を早 め る よ うに求 め

た 説教 の 中 で， こ の チ ャ レ ン ジ につ い

て 言 及 し て い る。 「不 活 発 と無 関心 の

サ イ ク ル は， 父 親 か ら息 子 へ と循 環 す

る もの で あ る 。 教 会 は 今 ， 同 時 に ふ た

つ の 点 か らこ の サ イ クル を打 破 して い

か な け れ ば な ら な い 。 まず 第一 に ， ア

ロ ン神 権 を持 つ さ らに 多 くの若 い 男 性

に 手 を差 し伸 べ ， 彼 らが 忠 実 な 生 活 を

送 り， 伝 道 に 出 る備 え を な し， 聖 な る

神 殿 で結 婚 で きる よ う に助 け る こ と。

第 二 に， さ ら に 多 くの 父親 や 長 老 見 込

み 会 員 に 対 し て手 を差 し伸 べ ， 彼 らを

把 握 す る こ とで あ る。

私 た ち は ，メル ケ ゼ デ ク神 権 定 員会 を

強 化 す る ため の さ ら に 洗練 され た方 法

を 見つ け なけ れ ば な らな い 。 特 に長 老

見 込 み 会 員 に 手 を差 し伸 べ る方 法 を教

え る 必 要 が あ る。 ほ とん どの 場 合 ， 長

老 見込 み 会 員 に は 教 会 貝 の 息 子 や 娘 が

い る か ら で あ る。」(『 歩 み を速 め る』十

二 使 徒 会 地 区 代 表 セ ミナ ー ，1974年10

月3日)

これ は 単 に 神 権 定 員 会 に とっ て 偉 大

な チ ャ レ ン ジ で あ るば か りで な く， 教
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会全 体 へ の チ ャ レ ン ジ で もあ る。 き ょ

う私 は， この 点 に しぼ っ て お 話 した い

と思 う。

な ぜ 彼 らは 不 活 発 なの で あ ろ うか 。

私 が 考 え るの は ， 第一 に ， 彼 らが 福 音

を理 解 して い な い こ と で あ り， 第 二 に ，

教 会 の活 動 か ら得 られ る祝 福 を十 分 に

味 わ っ て い な いか らで あ る 。

18歳 に達 し て い な が ら 長 老 に 堅 任 さ

れ て い な い 若 い 男性 の 数 を減 らす ため

に ， 一 体 何 が で き るで あ ろ うか 。 少 し

例 を あ げ て み た い 。

まず ア ロ ン神 権 定 員 会 な ら び に 補 助

組 織 の プ ロ グラ ム ， さ らに は セ ミナ リ

ー ・イ ン ス テ ィテ ユー トプ ロ グ ラム が
，

こ れ らの 若 人 を訓 練 す 耐上 で非 常 に重

要 な 役 割 を果 た し て い る とい う こ とで

あ る。 しか しな が ら， 彼 ら の 両 親 ， 家

族 ， そ して.私た ちす べ て も， 同 様 に 彼

らに 対 して 驚 くほ ど大 き な 影響 を与 え

て い る 。

r向親 の 生 きた 模.範は ， 意 識 の あ る な

しに か か わ らず ， 子 供 に 吸 収 され て い

く。

ソ ロ モ ン の 知 恵 あ る言.葉に 次 の よ う

な もの が あ る。 「子 をそ の 行 くべ き道

に従 っ て 教 え よ， そ うす れ ば 年 老い て

も， それ を 離 れ る こ とが な い司(箴1言

22：6)

最 近 私 は，9歳 に な る息.子 を持 つ ヌ、

テ ー キ部 長 の 家 に 滞 在 し た。 そ して そ

の 息 了一の 部 屋 の ベ ッ ドで 休 も う と し た
'と き

， 彼 の ドレ ッサ ー の.ヒに ボ ー ル 紙

で で き た貯 金 箱 が あ るの を 見 つ け た。

中 が3つ に 仕 切 られ て いて， ひ とつ に は

什 分 の 一一， ひ とつ に は伝 道 ， そ して 残

りの ひ とつ に は 遊 び と書 い て あ っ た 。

伝 道 に1唱る か ど うか 聞 い てみ る と， 彼

は 「そ の ため に 貯 金 して い る ん で す 」

と答 え た 。 こ う した計 画 を重 ね て い く

に つ れ て， 彼 は 長 老に 聖 任 され る に ふ

さ わ しい 者 と な り， 宣 教 師 と して 奉 仕

す る備 え が で きる で あ ろ う。

また 別 の ステ ー キ 部 長の 家 で そ こ の

息 子 の 部屋 に 泊 ま っ た とこ ろ， 壁 に教

会 の 神 殿 の 写 真 が 貼 っ て あ っ た 。 彼 は

伝 道 と同 時 に 神 殿 結 婚 の 計 画 も立 て て

い た の で あ る。

年 長 の 子 供 が 年 少 の 子 供 に与 え る 影

響 も， 見逃 が す こ とが で き な い 。.数週

間 前 ， 伝 道 に 出 る予 定 の あ る 兄 弟 を 面

接 して い た と きの こ とで あ る 。 私 は そ

の 兄 弟 に こ う尋 ね た 、，「なぜ 伝 道 に 出

た い と思 う よ うに な り ま し たかd彼

の 答 え は こ うで あ っ た 。 「こ の 教 会 は

イエ ス ・キ リ ス トの 教 会 です 。 この こ

と を他 の 人 々 に 教 え て あ げ た い と思 い

ます 。 そ れ に，.私は 一番 上 です か ら，

弟 た ち に 模 範 を示 した い ん ですd何

と 見.Lげ た 精 神 では な い だ ろ うか ，，

タハ ナ ク ル に入 るN・ エ ル トン ・タ ナ ー 副 管 長
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では，長老見込み会貝と称す る，ま

だメルケゼデク神権 を持 っていない大

勢の善良な人々についてお話 したい。

私たちは，ステーキ部長や監督，高等

評議員，定員会指導者， その他指導者

と呼ばれる人の多くが，ある一時期に

おいて不活発な長老であったり，長老

見込み会員であったりしたことを忘れ

てはならない。彼らが完成への道に再

び戻るようになったのは， どうしてな

のであろうか。その理由の中で大切 だ

と思われるものについて，例 をあげて

みよう。

最近再び教会に出席するようになっ

たある長老が，断食証会で初めての子

供を授かったときの気持 をこう証 した。
「この小さな素晴 らしい霊 を生涯を通

じて導 く， とい う責任が自分にあるこ

とに気づ き始めたとき，今 まで無視 し

ていた神権 を尊ぶことこそが，理想の

父親になれ る唯一の道だということを

悟 ったのですd.

最近，以前長老見込み会員だったあ

る兄弟は，長老定員会会長か ら長老定

員会の書記補助 として働 いて くれるよ

うに頼まれたことが， 自分にとって ど

れほど有益であったかを話 して くれた。

彼はその責任 を引 き受けることを決心

するのに1週 間かかったが，引き受け

てか らの生活の変化は目ざましいもの

で あった。 ζう語っている。 「みんな

がただ単に私 を誘おうとしているので

はな く，本当に必要 としているのだと

いうこ とに急に気づ くようにな りまし

たd

私はファイアサイ ドや家庭集会で，

長老見込み会員の グループと共に働 く

ことにより，歩み を速めることができ

ると信 じている。彼 らは年齢や教育，

趣味などでグループ分け し，彼 らの妻

と共に気の合 ったグループとして接触

をはかるよう・にすれば，教会の活動に

ご く自然に， またより早 く参画できる

ようになるであろう。

大祭司や七十人も，同年代の長老見

込み会員を教えたり51Z羅ローシップし
一
た りする上で章任 を鰍 て働 くことが

で き る。.

多 くの 長 老 定 員会 は ， 神 殿 に 参 入 す

る予 定 の 人 々 を教 え る こ とに よ り， 素

晴らしい成果をあげている。長老見込

み会員 とその妻が，ホームティーチャ

ーや定貝会役員，そしてその妻 たちと

共に人生について深 く考えることによ

り，友情 と霊性が育 まれ， 多くの長老

見込み会員の生活が永遠に及ぶ変化 を

遂 げたのである。

つい2，3日 前のことだが，近所の

人でこの神殿参入 グループに参加 した

夫婦が，考えて もみなかったことが起

きたと話 して くれた。神殿参入グルー

プに参加 したこの長老見込み会員は，

以前不活発になったこ とのある人であ

る。それが今 では，家族を神殿に連れ

ていこうと準備 している。 グループで

いろいろ教わるうちに，兄弟姉妹の思

いや りの精神に深 く感動 したのであっ

た。

長老見込み会貝の中には，非教会員

の女性 と結婚する人が多い。このケー

スは，長老定貝会会長に とってまたと

ない機会である。ワー ド部伝道 リーダ

ー と調整 し1.不 活発な夫の協力 と同席

を得て，ステーキ部宣教師 またはフル

タイム宣教師から福音を教えてもらう

ことができる。

私は，この宣教師によるアプローチ.

が，私たちの 目的 を達成す る上でひと

つの主要な活動になるはずだと思 う。

福音の知識を得る上で， 自ら学ぶこと

が非常に大切だか ら.である。

最初は小 さな責.任で も，.教会での活

動に長老見込み会員を参加 させ るべ き'

である。私は長老見込み会員や新 しく

改宗 した人たちで，教会堂の国旗の掲

揚 と降納，讃美歌集の修理，定員会役

員の補助などの責任 を受けた人たちか

ら，胸 躍るような報告 を受けている。

そしてどの場合にも，参加 した人は幸

福 を得，、.非常に有益な経験 をしている。

結びとして.再 び活発になったひと

りの長老見込み会員の言葉 を紹介 しよ

う。彼はこう書いている。 「もうだい

ぶ教会にごぶさたしていましたか ら，

大 きな援助がなければだめだったでし

ょうね。私は，長老定員会の会長が来

て くれな嶺螺)夜のことを決 して忘れな

いで し拶 う。彼はこう言いました。『ロ
ヒ

ジャー，来週の日曜 日の夜から週に一

度，2組 の夫婦が家に来て福音の原則

を勉強することになっているんだけど，

出てみない?奥 さんと一緒に来て くれ

ればうれ しいんだけ ど。』

私 を誘 うには勇気が必要だったと思

います。でも，それが大切 な第一歩で

した。それまでだれ も私 を，教会活動

に誘って くれ る人はいなかったか らで

す。私 と妻はそのファイアサイ ドで，

福音の原則で今 まで理解できなか った

ことを学びました。そして証 を聞きな

が ら，長い間不活発だったため鈍 くな

っていたあの感情が再びよみがえるの

を覚 えました。

家族の祈 りを始めてからは，特別な

みたまが家庭 を包むようになりました。

そしてほ どな くして福音に夢中になっ

た私は，通勤のバスの中で， また時に

は昼休み中にも聖典 を読むようにな り

ましたd

続いて彼の手紙には，家族全員で神

殿に行き，夫婦 と親子がそれぞれ今も

永世にも結び固め られた ときの感激が

書かれていた。彼 らは今，3人 の息子

を伝道に出すために準備 している。

今，教会の活動に参加 していない方

々に申し上げたい。私たちはあなた方

に愛の手 を差 し伸べている。私たちが，

神権 と福音の祝福をどれほどあなた方

と分かち合いたいと思っているか，知

っていただきたい。あなた方 自身が完

成への道に活発に参加する上で，今よ

りも良い時はも う巡ってこない.であろ

う。私は約束したい。この完成への道

に立ち戻 るならば，成長 と進歩が得ら

れ るだけでな く，平安 と幸福 と喜びが

もたらされるであろう。

願わ くは，私たちすべてが救い主の

模範に従って完全になることを求める

ように， また私たちが完成への道にあ

って共に助け合 うことができるように。

イエス ・キリス トのみ名により祈るも

のである。アーメン。

☆ ☆
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一 の死すべ き世における敵 との戦い
一

の 中 で， 私 た ち は疲 れ ， 力 を失 い，

行 く手 に待 ち構 え る誘 惑 の 手 に陥 りそ

っに な る こ とが よ くあ る 。 この 点 に つ

いて ， 私 た ち は救 い 主 の 生 涯 に 関 す る

記 述 か ら ひ とつ の 教 訓 を得 る こ とが で

き る。

イエ ス はバ プ テ ス マ の 後 ， み た まに

導 か れ て 荒 野 に 入 られ た。 そ して そ こ

で四 十 日四十 夜 ， 来 た るべ き正 式 な伝

道 の 業 の 備 え を され た 。 主 は ， 前 途 に

待 ち受 け て い る こ の世 で 最 も偉 大 な み

業 に 備 え る ため に ，神 の 力 を必 要 とさ

れ た の で あ る 。主 は この 四十 日四 十 夜

の 問 ， 天 父 の み た まの 力 が 肉体 の す み

ず み に ま で及 ぶ よ うに ， 断 食 を し て過

ご され た 。

この 四 十 日の 断 食 を完 う した も うて

神 と交 わ られ た イ エ ス は ， 空 腹 で ， 肉

体 的 に 弱 い状 態 に あ っ た 。 そ して 悪 魔

の誘 惑 に 身 を さ らさ れ た の で あ る。 し

か し， この こ と も主 の備 えの ひ とつ で

あ っ た 。 情 緒 的 に ， ま た 肉体 的 に 消 耗

し きっ て い る と き， 疲 労 が 重 な っ て い

て 防備 が 薄 く， 悪 魔 の狡 猪 な誘 い をは

ねつ け る備 えが ほ とん どで き て い な い

と き， 誘 惑 者 が 縦 横 無 尽 に 活 動 す るの

は そ の よ っな と き で あ る 。 こ の よ うな

と き こそ， 多 くの 人 々 が 悪 魔 の ち ょ っ

と した誘 い に 乗 り， 屈 服 して し ま う危

険 な と きな の で あ る。

サ タン の最 初 の 誘 惑 は， 食 物 へ の誘

い で あ っ た 。 これ は最 も基 本 的 な， 肉

体 的 か つ 生 物 学 的 欲 求 で あ る。 こ の誘

惑 は 食欲 に訴 え か け る もの で ， 言 わ ば

人間 の五 感 を通 じて もた ら され る誘 惑
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キ リス トが

受けたもうた誘惑

十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員

ハ ワ ー ト.・W・ ハ ン タ ー

救 い主は誇 りや流行，虚栄な どの欲，富や権威を求めようとす

る心 に打ち勝つことを，模範を通 して教え られた

で あ る。 悪 魔 の 誘 い の 中 で， こ れ ほ ど

一般 的 で 危 険 な もの は な い
。 サ タ ンの

言 葉 は こ うで あ る。 「も し あ な た が 神

の子 で あ る な ら， こ れ らの 石 が パ ン に

な る よ うに 命 じて ご らん な さ い 。」(マ

タ イ4：3)数 週 間 に わ た っ て 人 々 か

ら離 れ て 生 活 して お られ た救 い 主 は ，

冥 想 や祈 り， そ して 諸 天 との 交 わ りに

お の ず か ら伴 う み た ま の 高 揚 に よ り

支 え られ て い た 。 そ して ， そ う した み

た まの 高 ま りの 中 で ， 肉体 の 欲 求 は 抑

え られ， 克 服 さ れ た の だ が ， こ う した

肉体 の欲 求 とい う もの は避 け 得 な い も

の で あ っ た 。

サ タ ンは イエ ス に ， た だ単 に 食べ る

よ うに誘 惑 し よ う と した わ け で は な い 。

も し もサ タ ンが 「荒 野 を 出 て ， パ ン 焼

きか ら食 物 を得 な さ い」 と言 っ た の で

あれ ば， そ こに は誘 惑 とい う要 素 が 存

在 しなか っ た で あ ろ う。 断 食 の 終 りに

食 物 を取 る こ と は， 明 らか に イエ ス御

自身 が 考 え て お られ た こ とだ か ら で あ

る。 サ タ ン の 誘 惑 は ， も っ と派 手 な手

段 で 食物 を 取 る こ と， す な わ ち利 己的

な 目的 の た め に 神 か ら授 け られ た 力 を

用 い よ とい う もの で あ っ た。 事 実 サ タ

ンか らの 誘 い は ， 肉体 の 欲 求 を満 足 さ

せ る こ とを待 っ た り先 に 延 ば した りせ

ず に ， 即 座 に 奇 跡 的 な 方 法 で石 をパ ン

に 変 えて み よ と い う もの で あ る 。 これ

に対 す る主 の御 答 え は 非 常 に 明瞭 な も

の で あ っ た 。 「『人 は パ ンだ け で生 き る

もの で は な く， 神 の 口か ら 出 る一 つ 一

つ の 言 で 生 きる もの で あ る』 と書 い て

あ る 。」(マ タイ414)

次 に 第2の 誘 惑 が 続 く。 個 人 的 な 肉

体 上 の満 足 の た め に神 か ら与 え られ た

力 を用 い させ る こ とが 全 くの 失 敗 だ っ

た とい っ こ とを知 り， また イエ ス が 御

自身 を 支 え守 っ て くれ る御 父 の み む ね

とみ た まに 全 幅 の 信 頼 を寄 せ て お られ

るの を 目の あ た りに した サ タ ン は， 今

度 は全 く反 対 の こ とで イ エ ス を誘 惑 す

る。 つ ま り， 御 父 の み 守 りに す べ て を

委 ね て み よ と い うの で あ る 。 サ タ ン は

イ エ ス を聖 な る都 に 連 れ て行 き， 庭 と

人 々 を 見下 ろす 宮 の 頂 上 に 立 た せ て，

こ う聖 典 を引 用 した 。

「神 は あ な た の ため に 御 使 た ち に お

命 じに な る と， あ な た の 足 が 石 に 打 ち

つ け られ な い よ うに， 彼 ら は あ な た を

手 で さ さ え るで あ ろ う。」(マ タ イ4：

4;詩 篇91：11-12参 照)

サ タ ンか らの こ の要 求 に は， 死 す べ

き人 間 へ の も う ひ とつ の 誘 惑 が 潜 ん で

い る 。 それ は， 大 勢 の 人 々 を驚 か し，

注 目 させ る よ う な 目 も くら ま ん ば か り

の 離 れ 業 ， 皆 が び っ く り仰 天 す る よ う

な こ と を行 な う と い う誘 惑 で あ る。 目

も く らむ よ うな 宮 め 小 塔 の 上 か ら庭 に

跳 び 降 りて ， しか も全 くけ が を しな い

とい っ こ とは， 確 か に 離 れ 業 で あ る 。

こ れ を行 な え ば イ エ ス は， 御 自身 が 至

高 者 で あ り天 か らの 使 い で あ る こ と を

公 に 認 め られ る で あ ろ う。 そ れ は し る

し で あ り， 奇 し き み 業 で あ る。 名 声 は

野 火 の よ うに， た ち ま ち の う ち にユ ダ

ヤ 全 域 に 広 ま る で あ ろ う。 そ し て 人 々

は メ シ ヤ が 確 か に 来 られ た こ と を信 じ

る よ うに な る 。 しか しな が ら， 奇 跡 の

前 に は信 仰 が 必 要 で あ る。 奇 跡 が 信 仰

に 先 駆 け る こ とは な い 。 も ち ろ ん イエ



ス は聖 句 に は 聖 句 で お 答 え に な っ.た。

「『主 な る あ な たの 神 を試 み て は な らな

い』 とま た 書 い て あ るd(マ タ イ4：

7;申 命6：16参 照)こ こ で サ タ ンの

目的 は ま た もや 打 ち砕 か れ ， キ リス ト

が 勝 利 を収 め られ た 。

第3の 誘 惑 で 悪 魔 は ， 解 釈 の 微 妙 な

点や 聖 句 を 突 い て きた り， 遠 まわ しで

欺 まん に 満 ち た 方 法 を取 っ た りす る こ

と をす べ て放 棄 し た。 そ し てす べ て を

か け て ， 大 胆 な 提 案 を す る の で あ る。

サ タ ンは 高 い 山 か らす べ て の 国 々 とそ

の栄 華 と を 見せ た 。 町 や 畑 ， 家 畜 の 群

れ， そ の 他 自然 が 与 え て くれ る あ らゆ

る もの を で あ る。 それ らは 本 当 は サ タ

ン の もの で は な か っ た 。 しか しサ タ ン

は， 村 の 貧 しい 大 工 の 子 と して 育 っ た

イ エ ス に ， そ れ ら をす べ て 与 え る と言

っ た の で あ る 。

富 や 名 声 ， こ の世 の 栄 光 を並 べ た サ

タ ン は ，イエ ス に こ う言 っ た 。 「も し あ.

な た が ， ひ れ伏 して わ た し を拝 む な ら，.

こ れ らの もの を皆 あ な た に あ げ ま し ょ

う。」(マ タ イ4：9)こ の最 後 の誘 惑

で， サ タ ン は再 び 間 違 っ た 提 案 をす る。

しか し この 提 案 は ， 天 の3分 の2の 霊

た ち を配 下 に 引 き入 れ る結 果 とな っ た

もの で あ り， サ タ ンは こ の 地 上 に い る

あ らゆ る神 の子 供 た ち に対 し て み じめ

な努 力 を試 み る 。 つ ま り， サ タ ンが そ

.の心 の 内 に も 』と も と抱 い て い た提 案 な

の で あ る。.あ らゆ る も の に 価 値 が あ り，

しか も最 後 に は物 質 的 な もの が す べ て

に 優 先 し， そ して この 世 の あ ら ゆ る も

の は金 で 買 え る の だ ， とサ タ ン は誘 う。

イエ ス は ， 御 父1ご忠 実 で ， あ らゆ る

戒 め に 従 順 で あれ ば， 「父 の 王 国 を受

くる」 こ と を知 っ て お られ た(教 義 と

聖 約84：38)。 神 の 他 の 息 子 ， 娘 た ち
とこ よ

も同 じで あ る。 今 も永世 に もわ た っ て

与 え られ る恵み を失 う最 も確 実 な方 法

は ， サ タ ンが 言 う 条 件 に 従 って そ れ ら

の もの を受 け る こ とで あ る 。 ル シ フ ェ

ル は， イエ スが 後 に 次 の よ うに「証 す る

こ とに な る と い う こ と を， 忘 れ て い た

の で は あ る ま い か 。 「人 が 全 世 界 を も

うけ て も， 自分 の 命 を損 した ら， な ん

の 得 にな ろ うか 。

ま た， 人 は ど ん な 代 価 を 払 っ て， そ

の 命 を 買 い も どす こ とが で き よ う.か。」

(マ ル コ8：36-37)

そ して イエ スは ， 権 威 と威 厳 と を も

っ て こ うお 命 じに な っ た 。 「サ タ ン よ，

退 け 。 『主 な る あ な た の 神 を拝 し，た だ

神 に の み 仕 え よ』 と書 い て あ る 。」(マ

タ イ4：10)戦 い に敗 れ， 苦 痛 を 味 わ

っ たサ タ ン は， イエ ス の.も と を離 れ 去

っ た 。 ル カ は こ うつ け加 えて い る。「悪

魔 は あ ら ゆ る 試 み をしつ くして ，一 時 イ

エ ス を離 れ たd(ル カ4：13)マ タ イ は

ζ う害 い て い る 。 「そ して ，御 使 た ち が

み も とに きて 仕 え た。」(マ タ イ4：11)

私 た ち も イ エ ス と同 じで あ る。 安 ら

ぎや 奇 跡 は 信 仰 の 試 し と誘 惑 の 後 に 来

る。 も ち ろ ん 以 上 のす べ て の 誘 惑 を貫

く も の と し て ， イ エ ス は 神 の 子 に あ

らず と の 狡 滑 な 暗 示 が あ る 。 そ の 疑

い の 心 は， 誘 惑 す るサ タ ン の 「も し・・…

な ら ば」 と い う言 葉 に 表 わ れ て い る 。

「も しあ な た が 神 の 子 で あ る な ら
， こ

れ ら の石 が パ ン に な る よ うに 命 じて ご

らん な さ い。」(マ タ イ4：3)「 も し

あ な たが 神 の 子 で あ る な ら， 下 へ 飛 び

お りて ご らん な さ い 。」(マ タ イ4：6)

そ し て こ れ らが ，3年 後 の最 後 の あ の

必 死 の 誘 惑 を予 示 す る こ とは 言 うま で

もな い。 「も し神 の 子 な ら，自分 を救 え 。

そ し て+字 架 か らお りて こ い 。」(マ タ

イ27：40)し か し， 時 が 来 れ ば す べ て

の ひ ざが か が み ， す べ て の 国 語 の 民 が

イエ スが キ リス トで あ る こ と を告 白す

る よ うに な る こ と を知 っ て お られ た イ

エ スは ， そ の 誘 い の 言 葉 に も忍 耐 を も

って 耐 え 忍 ば れ た 。

イエ ス に と っ て， 人 の 好 奇 心 を満 足

させ る こ とは 必 要 で は なか っ た 。 あ ら

ゆ る聖 くな い 人 た ち に 対 して は特 に そ

うで あ る 。.従っ て， す べ て の戦 い に イ.

エ スが 勝 利 を収 め た と き， ル シプ ェ ル

の 人 生 が 悲 哀 と悲 痛 に 満 ち た もの とな

っ た こ とは正 に 明 白 な こ とで あ っ た 。

最：初 は 大 胆 さ と あ ざけ り噛と誘 惑 ， 次 い

で 哀 願 と愚 か さ と死 に 者 狂 い の抵 抗 ，

そ して 最 後 に は ， た だ 姿 を消 す だ け な

の で あ る 。

私 た ちへ あ 問 い は こ う で あ る。 私 た

ち は 大 丈 夫 だ ろ うか 。誘 惑 に 抵 抗 で き

る だ ろ うか 。 勝 利 者 の冠 をか ぶ る こ と

が で き る だ ろ うか 。 サ タ ンは イエ ス に

は勝 て なか っ た 。 しか し， 私 た ち に 負

け る とは 考 え て い な い 。 サ タ ン は今 も

な お私 た ち を誘 惑 し， あ ざけ り， 哀 願

し， 何 とか して 自 ら に 忠 誠 を示 させ よ

う と して い る。 私 た ち は ， キ リス トが

神 と して で は な く人 間 と して 誘 惑 に勝

たれ た 事 実 を考 えて ， こ の 戦 い に立 ち

向か う勇 気 を得 るべ きで あ る。

イ エ スが 罪 を犯 す こ と も， 屈 す る こ

と も， 生 命 と救 い の 計 画 を くつ が えす

こ と もお で きに な っ た に もか か わ らず ，

最 後 まで 忠 実 で あ ら れ た こ と を心 に と

め る 必要 が あ る 。 これ は 重要 な こ とで

あ る 。 も し もイ エ スが サ タ ンの 誘 い に

乗 る可 能 性 を全 く持 っ て お られ なか っ

た と した ら， そ こに 真 の 試 しは 存 在 せ

ず ， 結 果 と して 真 の 勝 利 は 得 られ なか

っ た で あ ろ う。 罪 を犯 す 能 力 を こ とご

と く取 り去 られ て い た な らば ， イエ ス

は 自 由 意 志 そ の もの を も取 り去 られ て

い た は ず で あ る 。 人 間 の 自由 意 志 を擁

護 し， 確 実 な もの と され た の は イエ ス

御 自 身 で あ っ た 。 従 っ て そ う望 まれ た

今 大 会 で 新 し く幹 部 に 支 持 さ れ た人 々 。 左 よ り七 十 人 第 一 定 会 会 員 デ ィrン ・L・

ラ ー セ ン， ロバ ー ト ・E・.ウ ェ ル ズ ， 管 理 監 督 会 第 二 副 監 督J・ リチ ャ ー ド ・ク

ラ ー ク ， 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 に 召 さ れ た ロ イ デ ン ・G・ デ リッ ク は ア イ ル ラ

ン ド ・ダ ブ リ ン伝 道 部 長 の職 に あ り， 今 大 会 に は 出席 で きな か っ た 。
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の て あ るか ら， 罪 を犯 す 能 力 も持 って

い な けれ は な らな か っ た は す て あ る。

パ ウ ロ は こ う書 い て い る 。 「彼 は 御 子

て あ られ た に もか か わ らす ， さ ま さ ま

の苦 しみ に よ って 従 順 を学 ひ 」(ヘ フ ル

5：8)「 罪 は 犯 さ れ な か っ た か ，す へ

て の こ とに つ い て， わ た した ち と 同 し

よ うに 試 錬 に 会 わ れ た の て あ る。」(ヘ

ブ ル4：15)主 は 完 全 て 罪 の な い御 方

て あ った 。 しか しそ れ は ， そ うで な け

れ は な ら なか っ た か らて は な く， イ エ

スか 明確 に ， 断 固 と して そ うな る こ と

を望 まれ たか ら て あ る。 教 義 と聖 約 に

は こ う記 され て い る 。「彼 は誘 惑 を受 け

た ま い しか こ れ を心 に 留 め た ま わ す 。」

(教 義 と聖 約20：22)

私 た ち は ど うて あ ろ うか 。 私 た ちは

誘 惑 の世 界 に住 ん て い る 。 そ の 誘 惑 は ，

ノア の時 代 以 来最 も現 実 に即 した， 非

常 に 強 力 な もの て あ る よ うに 思 わ れ る。

私 た ち は そ の よ う な世 の 中 て 忠 実 さ を

保 つ こ とか て き るた ろ うか 。 す へ て の

教 会 貝 は こ う 自問 して み るへ きて あ る。

「私 は こ の世 の 悪 の 汚 れ に 染 ま らな い

よ うに生 活 して い る た ろ うか 。」

イ エ ス か お 受 け に な っ た3つ の 誘 惑

に 関 して ， テ ヒ ン ト ・0・ マ ノケ イ大

管 長 は こ う語 って い る。 「イエ スか お 受

け に な っ た 誘 惑 を分 類 して み な さ い 。

そ うす れ は ， そ の3つ の 誘 惑 の 一 つ 一

つ に つ い て ， あ な た 方 や 私 を汚 れ させ

る あ らゆ る誘 惑 を見 出す て あ ろ う。 そ

れ は イ エ スか お 受 け に な っ た 誘 惑 に 比
さ さい

較すれはまことに些細なことかも知れ

ない。ます糊 欲てあり，策二に

一 と・ム夢 申
騨 る劃 喪女ゑ」麩 喪藍 る一ものてあ
り，第三に情を満たそうとする心，あ　 い
る い は この 世 の 富 や 地 位 へ の 願 望 て あ

る 。」 ま た;　次 ぴ よ う』に ℃ 述 べ で い る。

「て は
， 誘 惑 は い つ 来 る の た ろ うか 。

そ う， それ は私 た ち の社 交 の 集 ま りの

と きに ， 結 婚 の とき に， 政 治 を行 な う

と きに ， 仕 事 上 の 取 引 きの とき に ， あ

る い は 農 場 て， あ る い は 商 売 を す る と

きに ， そ の他 人 生 の あ らゆ る 出 来事 に

お い て ， 私 た ちは そ う し た邪 悪 な 力 か

働 い て い る こ とに 気 つ く。 こ の 力 か 明

確 に 意 識 さ れ る よ うに な っ た と き， 私

た ちは 真 理 の砦 を全 力 を尽 く して 守 ら

な け れ ば な らな い の て あ る。」(テ ヒ ノ

ド ・0・ マ ソケ イ，Coη 西 アθηceRe-

poπ 「大 会 報 告 」1911年10月 ，p.59)

私 た ち は独 力 て こ の サ タ ン の 誘 惑 に

対 抗 し な け れ は な らな い の た ろ うか 。

そ れ と も共 に 力 を合 わせ る 人 か い る の

た ろ うか 。 碓 か に神 は ， 聖 徒 た ちか こ

の世 に あ っ て 隠 れ る こ との な い 光 と し

て 立 つ な らは ， 喜 ん て 下 さ る て あ ろ う`。

なせ な らそ の よ うに す る 人 々 は ， 福 音

の 原 則 に生 き， 主 の 戒 め を守 る人 々 た

か らて あ る 。

信 仰 と祈 り， 謙 遜 さ， そ して 永 遠 の
'尋臨

世 界 か ら力 を得 る こ と に よ り， 私 た ち

は世 の た た 中 に あ っ て 世 の 汚 れ に 染 ま

る こ とな く生 盾 て き る。 私 た ちは 詩 篇

の 作 者 と共 に こ う歌 う。

「た とい わ た しは 死 の 陰 の 谷 を歩 む

と も， わ さわ い を 恐 れ ませ ん 。 あ な た

か わ た し と共 に お られ るか らて す 。 あ

な た の む ち と， あ な た のつ えは わ た し

を慰 め ます 。

あ な た は わ た しの 敵 の前 て ， わ た し

の 前 に宴 を設 け， わ た しの こ うへ に 油

を そ そ か れ る。 わ た しの杯 は あ ふ れ ま

す 。

わ た しの 生 きて い る か き りは 必 す 恵

み とい つ く しみ とか 伴 うて し ょ う。 わ

た しは と こ しえ に 主 の 宮 に 住 む て し ょ

う。」(詩 篇23：4τ6)

こ れ か 私 た ち の 行 く末 と な る よ う，

主 イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り祈 る。

ア ー メ ン。

』 盤
ぢ

諺轟 あ 準

合 衆 国 ， カ ナ ダ ， フ ィ リ ピ ン へ の テ レ ビ 中継
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10月1日 働 午 後 の部 に おけ る説教

家族は永遠に

十二使徒評議員会会員

デ ビッ ド ・B・ ヘイ ト

フエローシップす る家族を祈 リをもって選 ぼう

日 タナ ー 副 管 長 か ら提 議 され ， 皆

本 ，んの支持を受けた教会繍 の改

組 は ， 教 会 諸 事 の 管 理 運 営 に 主 の 神 聖

な霊 感 が あ る こ と を再 び私 た ち に示 し

て くれ た 。 大 管 長 会 が 世 界 の 隅 々 に ま

で イエ ス ・キ リス トの 福 音 を急 速 に 宣

べ 伝 え る 用 意 を して い る の を 目 に し，

ま た 同 時 に そ の働 きに 加 わ る こ とは，

胸 躍 る経 験 で あ る 。 そ れ は 必 ず や 成 功

す る で あ ろ う。 そ れ を行 な うの は私 た

ち で あ る 。主 は 宣 言 され た 。 「われ は イ

エ ス ・キ リス トな り。 わ れ は 父 の 御 こ

こ ろ に よ りて 来 り， そ の御 こ こ ろ を為

.す。」

「わ れ に 就 きて 学 び
，わ が 言 を聴 け 。」

(教 義 と聖 約19：24，23)

主 は 人 類 に ， 信 じて 主 の 聖 な る み 名

に よ りバ プ テ スマ を受 け， 終 りま で信

仰 を もっ て 耐 え 忍 ぶ 者 は皆 救 われ る と

約 束 さ れ た(教 義 と聖 約20：25参 照)。

今 日教 会 は 従 来 に も ま して ， 万 人 が 主

の み 声 に 耳 を傾 け る よ うに 手 を差 し伸

べ る用 意 を整 え て い る 。 と言 うの は，

主 の 永遠 の 誓 約 が 確 立 さ れ ， それ が 主

の 民 の た め に ひ とつ の 旗 とな っ て い る

か ら で あ る。 そ れ は 使 い とな っ て 主 の

前 に道 を備 え る は ず で あ る(教 義 と聖

約45：2，9参 照)。地 の住 民 は福 音 を

受 け 入 れ ， 神 の王 国 は 進 み 行 くで あ ろ

う。主 は こ う言 っ て お ら れ る 。 「ま た喜

び の 音 ず れ を宣 ぶ るに ， 山 の 上 ， あ ら

ゆ る 高 き所 ， ま た 会 い見 る を許 さ れ た

る あ らゆ る 人 々 の 中 に 於 て す べ し。

… … 悔 改 め ，… … バ プ テ ス マ に よ る

罪 の 赦 し… … を宣 ぶ るべ し。」(教 義 と

聖 糸勺19：29，31)

バ プ テ ス マ は ， 人 に 不 死 不 滅 と永 遠

の 生 命 を もた らす とい う主 の願 い を成

就 す る た め に ， す べ て の 人が く ぐら な

け れ ば な らな い 門 で あ る。

現 在 ， 全 世 界 で使 用 され て い る家 庭

の 夕 べ の テ キ ス トは， 第1課 が 実 に 素

晴 ら し い レ ッス ン で あ る(訳 者 注 ：日

本 で は1977年4月 ・よ り使 用)。そ の 課 の

題 は ， 「家 族 は 永 遠 に 」で ， テ キ・ス トに

は， テ ー ブ ル の 上 に 結婚 証 明書 ， 神 殿

推 薦 状 ， 神 殿 の 写 真 ， バ プ テ ス マ の 証

明書 な ど を 出 し， そ れ らが ど うい う関

係 に あ るか 家 族 に説 明 し て も ら う よ う

に 書 か れ て い る。

テ ー ブ ル の 上 に置 か れ た物 は す べ て，

神 殿 結 婚 と 「永 遠 の 家族 」 に 関係 の あ

る もの で あ る。 き ょ う私 は， テ ー ブ ル

の上 に 出 さ れ た 物 の ひ とつ ， バ プ テ ス

マ証 明 書 につ い て お 話 し た い 。

「永 遠 の 家 族 」とな るに は
， 夫 婦 が バ

プ テ スマ 証 明 書 を持 ち， ふ さ わ し い教

会 貝 と して神 殿 推 薦 状 を受 け， 日の 光

栄 の 結 婚 を示 す 結 婚 証 明 書 を持 つ こ と

が 必 要 で あ る。 で は ， これ か らバ プ テ

ス マ を受 け て ， 永 遠 の家 族 とな る ため

の数 々 の 祝 福 を受 け る何 百 万 ， 何 千 万

とい う天 父 の 子 らに つ い て は ど う で あ

ろ つか 。

教 会 の専 任 宣 教 師 の働 きに よ り， バ

プ テ スマ の 水 に 導 か れ る 人 々 の数 が 全

世 界 で増 加 して い る 。 しか し， それ に

教 会 員 の 熱心 な 協 力 が加 わ っ た ら， 成

功 は その 何 倍 に もな るで あ ろ う。 大 半

の 教 会 貝 は福 音 を友 人 や 隣 人 に積 極 的

に紹 介 しよ う と しな い よ うで あ る。 大

勢 の 教 会 貝 が 教 会 の 発 展 や 全 世 界 の伝

道 活 動 の 成 功 を胸 を張 っ て 語 るの に ，

知 人や 隣 人 を導 くこ とは して い な い。

帰 還 した 伝 道 部 長 に， 「あ な た の 伝 道

部 で は ど う した ら改 宗 者 が も っ とふ え

る と思 い ます か 」 と聞 く と， 異 ロ同 音

に こ うい う返 事 が 帰 っ て くる。 「友 人

や 隣 人 が 長 老 た ち を受 け 入 れ る よ うに ，

教 会 員 が 手 伝 っ て くれ さ え す れ ば 」 と。

私 た ちは 自分 の責 任 を忘 れ た の だ ろ

うか 。 主 の 言 葉 を忘 れ て い るの だ ろ う

か 。

「見 よ
，わ れ は 民 に 証 し民 を警 め ん た

め 汝 ら を遣 わせ り。 され ば， そ の 警 め

を受 け し こ とあ るす べ て の 人 は その 隣

人 を警 む る責 任 あ り。 故 に 人 々 言 逃 れ

あ る こ と な し。」(教 義 と聖 約88：81-

82)

「わ れ
，再 び汝 らに 告 げ て一 つ の 誠 命

を与 う。 汝 ら長 老 ， 祭 司， 教 師 ， ま た

会 貝 に至 る ま で ，… … わ が 命 じ た る こ

とを準 備 し且 つ これ を為 し遂 ぐべ し。

… … そ の 隣 人 に と りて 警 め の 声 とな る

教 え を 説 くべ し。」(教 義 と聖 約38：40

-41)

宣 教 師 とな っ て い る皆 さん の 息 子 ，

娘 た ち に は ， 秩 序 と霊 感 に よ り， 望 む

ら くは バ プ テ ス マ を授 け るべ く， 福 音

を教 え る訓 練 を受 け て い る。 宣 教 師 に

とっ て は 一 刻 一 刻 が 貴重 で あ り， 実 り

に 至 る 時 聞 で な け れ ば な らな い 。 皆 さ

ん は， 宣 教 師 が1，000軒 の 家 庭 を訪 問

す る 中 で た っ た ひ と りの 割合 で しか バ

プ テ ス マ が な い こ とを御 存知 だ ろ うか 。

そ れ が 教 会 員 の 家 を借 りて 教 え た場 合

は ，1，000人 に600人 の 割 合 で バ プ テ ス

マ に導 くこ とが で き る 。 教 会 員 が 確 信
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、を もっ て一 緒 に 参 加 す る と， 改 宗 者 は

600倍 以 上 に な るの で あ る。

こ の素 晴 ら し い主 の 若 い僕 た ち は，

皆 さ ん の ワ ー ド部 や 支 部 に以 前 に も増

して大 勢 い る。 宣 教 師 ば 大 きな希 望 と

願 い を持 ち ， 十 分 な 訓 練 と準 備 を経 て

出か け て行 く。 こ の福 音 を受 け 入 れ た

家 族 は皆 ， それ を隣 人 に 分 か ち与 え る

責 任 が あ る。 た だ 自然 に ， 真 心 を込 あ

て隣 人へ の 愛 を示 す こ と に よ って ， 福

音 に対 す る興 味 を抱 かせ る こ とが で き

る の で あ る。 エ ミ リー ・デ ィ キ ン ソ ン

は書 い て い る。 「自分 が ど ん な に 高 く

に い る か ，わ た し た ち は 知 らな い ，上 に

呼 ば れ る まで は 。 そ して そ の と き， み

旨 に 忠実 で あ った な ら，わ た した ち の 丈

は天 界 に 届 く。」(Fα 況読 αγQ㍑o彦α一

言`oπε 「名 言 集 」 ジ ョン ・バ ー トレ ッ ト

編 ，p.737)

隣 人 の 間 で 宣 教 師 が 福 音 を説 け る よ

う備 え をす る気 持 の な い 人 々 は ， 豊 か

な祝 福 を 自 ら拒 む 人 々 で あ り， キ ン ボ

ー ル大 管 長 の 勧 告 に従 わ な い 人 々 で あ

る。大 管 長 は 次 の よ うに 語 っ た 。 「こ の

言葉(す べ て の 会 員 は 宣 教 師 で あ る)

が 新 しい もの で な い こ とは 承 知 し て い

る。 私 た ち は この こ とに つ い て 前 に も

話 した。 しか し， 私 た ち が 出 て行 か な

けれ ば な らな い ときが 来 た と思 う。 私

た ち は視 野 を転 じ， 目標 を高 く し なけ

れ ば な らな い 。」(ス ペ ン サ ー ・W・ キ

ン ボー ル，"W舵 η 読eWo冠dWε 〃.Bθ

Coη 抄e惚d"『 こ の と き世 の 人 々 は 改

宗 に導 か れ る』 地 区 代 表 セ ミナ ー ，

1974年4月4日)

予 言 者 ニー フ ァ イ は 言 った 。「こ こ ろ

み の 世 で 肉体 に よ っ て した 行 い に よ っ

て世 の 人 々 が 裁 か れ ね ば な ら な い.日が

必 ず くるか らで あ る。」(1ニ ー フ ァ イ

15：32)

数 週 間 前 に 飛行 機 の 中 で ， 私 の 友 人

が ひ と りの婦 人 と話 を交 わ し た と きの

こ とで あ る 。 彼 は ， 先 祖 の こ と を知 り

た い の で遠 い 親戚 の 者 に 会 い に南 カ リ

フ ォ ルニ ア の ア ンダ ー ソ ンへ 行 く と こ

ろで す と言 っ た 。 そ して 隣 りにす わ っ

て い る婦 人 に ， 「ず っ と昔 に 死 ん だ先

祖 に なぜ 興 味 が あ るの か とお 思 い で し

よ つ」 と言 っ た 。

「そ うです ね 」とい う彼 女 の 返 事 だ っ
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た 。

「先 祖 の こ と を い ろ い ろ調べ て
，神 殿

で儀 式 が で きる よ うにす るん です 。 救

い主 が 十 字 架 上 で 亡 くな られ て体 が 墓

に あ っ た3日 間 ， 救 い主 が ど こ に行 か

れ た か御 存 知 で す か 。」

「い い え 。 ど こ です か 。」

「使 徒 の ペ テ ロが 言 っ て い ます よ
。キ

リス トは ノ ア の 時 代 に不 従 順 だ っ た 霊

が 獄 に 入 れ られ て い る と こ ろへ 行 っ て

福 音 を 説 か れ た ん で す 。」 そ して こ う

続 け た 。 「も し そ の 霊 た ち が い く ら聞

い て も ど うに もな ら な い と した ら， 救

い主 が そ ん な 人 た ち に3日 間 も伝 道 さ

れ る と思 い ます か 。」

「され る は ず あ りませ ん ね
。そ うい う

こ と， 今 ま で考 えた こ と もあ りませ ん

で した わ 。」 彼 女 は 言 っ た 。

友 人 は さ らに 死 者 の た め の バ プ テ ス

マ と復 活 に つ い て 説 明 し た。 「そ うで

な い とす れ ば ， 死 者 の た め に バ プ テ ス

マ を受 け る 人 々 は ， なぜ そ れ をす る の

だ ろ うか 。 も し死 者 が 全 く よみ が え ら

な い とす れ ば ， なぜ 人 々 が 死 者 の た め

に バ プ テ ス マ を受 け る の か 」(1コ リ ン

ト15：29)と ， パ ウ ロの 言葉 を 引用 し

た 。

「あ な た が 結 婚 され た と き
， 『死 が ふ

た りを分 か つ ま で』 と言 わ れ た の を覚

えて い らっ しゃ い ます か。どち らか が 亡

くなれ ば結 婚 の 誓 い は 終 わ るん です 。」

婦 人 は， 「そ うで す ね 。で も私 ， そ ん

な ふ うに考 えた こ と，全 然 あ り ませ ん」

と返事をした。

彼は続けた。「私の妻は先月の初め

に死んだのですが，彼女は永遠に私の

妻です。地上で行なわれた結婚 を天で・

も結ぶ神権 という権能 を持 った人に司

式をしてもらったんです。私たちは永

遠に結ばれているんです。それに子供
'渉

た ち も永 遠 に 私 た ちの 子 で す 。」

この 出 来 事 が あ って か らす ぐ， 彼 は

リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老 の 「奇 し

きみ わ ざ」 に 自分 の 名 刺 をは さ ん で婦

人 の 家 に 送 っ た 。 また ， 婦 人 の 名 前 は

や が て ， ペ ン シ ルベ ニ ア の そ の 町 で伝

道 して い る 専 任 宣 教 師 に知 ら され た 。

宣 教 師 た ち は 婦 人 と第1回 目の 集 会 を

した 後 ， こ の よ うな 手 紙 を書 い て きた 。

「デ ー ビ ス 夫 人 は 大 変 親 切 で し た
。 彼

女 に お 会 い に な っ た と きに， 目の 輝 き

を ご らん に な っ た で し ょ う。 カ ミン グ

ス 兄 弟 は御 自分 と愛 す る 人 た ち が 来 世

で も一 緒 だ と い う確 信 と証 を述 べ る こ

とに よ っ て ， とて も豊 か な種 を ま い て

下 さ い ま した 。 私 た ち は宣 教 師 と して

平 安 を感 じ ま した 。'あの 家 族 に は 備 え 、

が あ る の でち 私 た ち の 働 きに 必 ず 主 の

力 添 えが あ る と感 じ ま した 。」

皆 さ ん に お 尋 ね した い。 「永 遠 の 家

族 」 とな る た め に 大 切 な バ プ テ スマ 証

明書 ， 神 殿 推 薦 状 ， 結 婚 証 明書 を覚 え

て お い で だ ろ うか 。 まず あ な た の 友 人

や 隣 人 はバ プ テ スマ 証 明 書 を得 な け れ

ば な ら な い 。 カ ミン グ ス兄 弟 が機 上 で

婦 人 に し た話 は ， こ の バ プ テ ス マ証 明

'獣

大会で友人と
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書 を得 た い とい う望 み を心 に 植 え つ け

た。

「そ も そ も今 は 警 め を告 ぐる 時 に し

て， 多 くの 言 を 費 す べ き時 に あ ら ざ る

な り。 主 な る わ れ は ， 末 の世 に於 て 欺

か れ ざれ ば な り。」(教義 と聖 約63：58)

「また 喜 び の 音 ず れ を宣 ぶ る に
，山 の

上 … … に 於 てす べ し。… … ま た， この

こ とを為 す に は全 くへ り くだ りて これ

を為 し， わ れ を信 頼 し，… … 」(教 義 と

聖 糸勺19：29-30)

去 年 の1月 に オハ イ オ州 の 各 ス テ ー

キ部 で は ， 伝 道 活動 促 進 の 一 環 と して ，

「何 が モ ル モ ン を駆 り立 て るの か 」 と

題 し， 知 恵 の 言 葉 に つ い て プ ロ グラ ム

を組 ん だ 。 教 会 指 導 者 は この 集 会 に 友

人や 隣 人 を大 勢 連 れ て 集 う よ うに 奨 励

し た 。 ひ と りの ス テ ー キ部 高 等 評 議 貝

は ， 誘 っ て み な け れ ば な らな い と感 じ

な が ら も き っ と断 わ られ る だ ろ う と思

い ， そ の ま ま に して い た。

しか し結 局 ， 迷 い な が ら も これ 以 上

後 に は 延 ば せ な い と心 を決 め ， 自分 の

言 葉 や 行 動 が 誤 解 され な い よ う に祈 っ

て か ら，8歳 の 娘 と手 をつ な い で隣 家

に 行 っ た 。 彼 ら が ドア を ノ ッ クす る と，

暖 か い歓 迎 を受 け て 中 に招 か れ た。 そ

こで 彼 は， 世 界 の指 導 者 で あ る神 の 予

言 者 の 言葉 を聞 きに 来 て下 さい と家 族

を誘 っ た 。 その 家 族 は 行 き ま し ょ う と

答 えて くれ た 。

その ほ か の 隣 人， 友 人， 仲 間 ， そ し

て 娘 の ピア ノの 教 師 や そ の他 大 勢 の 人

た ちに 話 す こ とは， そ れ よ りもず っ と

簡 単 で あ っ た 。 彼 が 新 た に知 っ た勇 気

は さ ら に成 功 を生 み ， 満 ち 足 りた 勇 気

を与 え て くれ た。 彼 の 誘 い に40人 以 上

の 人 が 応 じた 。 集 会 に は バ ス を借 り き

大 会 の 合 間 の ひ と と き。 カガ フ ォ ル ニ.ア州 ヘ イ ワ ー ドの デ ニ ス ・シ ル バ 兄 弟 と

娘 の メ ラ ニ ー

_.一一___」

っ て 人 々 を運 ば な け れ ば な らな か った 。

そ して ， あ の最 初 に誘 っ た 隣 人 は ど

うな っ た だ ろ うか 。 今 や 教 会 員 とな っ

て ， 「永 遠 の 家 族 」とな る備 え を して い

る 。 この 家 族 が バ プ テ ス マ を受 け る前

に ， 例 の 高 等 評 議 員 が こ う手 紙 に 書 い

て い る。 「も し も私 が 隣 人 に 福 音 を伝

え る の を しぶ っ て ， そ の た め に この 素

晴 ら しい 家 族 が福 音 の祝 福 に あ ず か れ

なか っ た ら と思 う と身 が 震 え ます 。 こ

の 素 晴 ら しい経 験 を， す べ て の 教 会 員

に ぜ ひ 知 っ て ほ し い と思 い ます 。」

そ の 隣 人 は ど う して教 会 の 話 を聞 く

気 に な っ たの だ ろ うか 。 こ う言 って い

る。 「ほ か の 人 が や っ て 来 て 入 信 を進

め て も き っ と断 わ っ た で し ょ う。 あ な

た の 御 家 庭 や あ な た の 清 潔 さ， あ な た

方 の行 な いに 感 心 して い た の で す 。 い

つ も に こに こ と親 しげ で， 庭 は き ちん

とき れ い に な っ て いて ， 朝 は み ん な が

ま だ寝 て い る 時 間 に も う庭 仕 事 を始 め

て い ま した 。 あ な た方 や あ な た 方 の教

会 の こ と を も っ と知 りた い もの だ と思

っ て い ま したd

主 は 宣 言 さ れ た 。 「そ は ，すべ て の 人

は 悔 い 改 め てバ プ テ スマ を受 け ざ るべ

か ら ざれ ば な り。… …

わ れ は 汝 ら の手 に よ りて 彼 らの な し

た る 多 くの 罪 を覚 ら しめ ， 悔 改 め を な

し て御 父 の 国 に 来 た ら ん た め に ， 人 の

子 ら の 中 に 一 つ の 驚 嘆 す べ き業 をな さ

ん 。」(教 義 と聖 約18：42，44)

家 族 が ひ とつ と な っ て， 良 い 成 果 を

得 ら れ る よ う祈 り， フ ェ ロ ー シ ップ す

る家 族 を決 め ， 目標 と達 成 の 日を決 め ，

必 要 な こ とを すべ て 行 な う よ う決 意 し，

そ して 断 食 と祈 りを繰 り返 す な らば ，

私 は お 約 束 す る。 あ な た の 警 め の 声 は

聞 か れ る で あ ろ う。 今 は 刈 入 れ の 時 ，

集 合 の 時…代 で あ る。 主 は あ な た の働 き

を祝 福 し て下 さ る。 あ な た は 友 人 が バ

プ テ ス マ の 水 に 入 る姿 を見 るで あ ろ う。

あ な た に接 す る 人 々 は， あ な た の 言

葉 は忘 れ て も， あ な たか ら受 け た 印 象

は決 して 忘 れ な い 。 家 族 は 永遠 で あ る。

心 か らへ り くだ り， 主 な る救 い 主 ， イ

エ ス ・キ リズ トの み 名 に よ って この こ

とを証 す る。 ア ー メ ン

、
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伝道活動のために

七十人最高評議員会会員

A・ セオ ドァ ・タ トル

資金の問題で伝道 に出られない各国の友に，経済的な援助を し

ようで はないか

は第一定員会会長の召 しが与えら
私

れ た こ とを， 大 管 長 会 の 兄 弟 た ち

に感 謝 して い る。 こ の 召 し を立 派 に果

たす た め に 最 善 を尽 くす こ と を約 束 し

た い 。

私 た ちの 愛 す る予 言 者 は， 以 前 に南

ア メ リカ を管 理 して お られ た 。私 が こ

の地 域 を旅 行 す る と， 決 ま っ て 大 勢 の

教 会 員 か ら， キ ン ボ ー ル 大 管 長 に 私 た

ち の 愛 を伝 えて 下 さ い と頼 ま れ る。 こ

こ で 大 管 長 に ， 「サ ル ー ドス ，イー ， グ

ラ ン ア モ ー ル 」 と伝 言 で き る こ とを

うれ し く思 う。

南 十諸 国 に は ， 伝 道 に 出 る よ う に と

い っキ ンボ ー ル 大 等長 の 要 請 に 応 え よ

う と努 め て い る青 年 た ちか 大 勢 い る。

しか し， 乏 し い資 金 や 後 援 者 の まれ な

こ とや ， 苦 し い生 活 ， 厳 しい イ ン フ レ

な どで， そ れ が 著 し く困 難 で あ る。 仕

事 は あ る。 しか し賃 金 が 安 い 。従 っ て，

頼 る 家族 の ない 青 年 に は ， 経 済 的 に備

え る だ け で 何 年 もか か る。

そ の ほ か の 問 題 も， この チ ャ レ ン ジ

を複 雑 に して い る。 自分 の 家 族 を養 わ

な け れ ば な らな い青 年 も い る の で あ る 。

伝 道 の た め に 大 黒 柱 を失 うこ とひ とつ

で さ え， 家 族 に とっ て は こ の上 な い犠

牲 で あ る。 また ， 青 年 が 家 族 で た だ ひ

と りの教 会 員 で， 家 族 の 後 ろ盾 が な い

こ と もあ る。

む ろ ん ， 息 子 を伝 道 に 出す こ との で

きる家 族 も， 現 に 出 して い る家 族 も あ

る 。 しか し考 え るべ きは ， こ の 国 々 で

教会 が まだ新 し い とい う こ とで あ る。

私 が 責 任 を受 け た8つ の 伝 道 部 の う ち

の5つ は ， 伝 道 を始 め て まだ12年 に も

ならない。あとの3つ の伝道部 も，最

近の発展こそ目覚 ましいが，20年 にも

満たないのである。

実際に教会に入ったばか りの家族に

とって，教会は新 しい。彼らは末 日聖

徒の伝統に不慣れであるし，伝道に出

す心構えや準備 を始めてまだ 日は残い。

将来はもっと良い準備ができるであ

ろう。 しか しながら，本人や家族が全

く犠牲 を払わない場合は伝道に召さな

いことが教会の方針 である。教会には，

大 きな犠牲を払って自分の伝道資金の
一部だけは自分でまかなうことのでき

る青年たちが，実際に大勢いる。その

立派な若者たちは，大切な目的のため

に 自分 自身を指導者にあずけている。

彼 らは豊かな霊性 と証を持 ち，何よ り

の大 きな祝福である白業， そして資金

以外のすべての用意を整えて，奉什の

時を待っている。

教会では請求書 を発行 しない。 しか

し，特別に必要なときはそれを知 らせ

るのが適当なことが往々にしてある。

そこで，大管長会が教会宣教師資金 を

設置 して いるこ とをお伝 えしてお き

たいと思 う。現在その資金は減少 しつ

つある。私 たちは普通，説教壇か ら募

金をしないので，私 もそうはしたくな

い。献金の呼びかけは心 して避けてき

たが，その宣教師資金に何がしかの送

金があればありがた く受けるつもりで

あることを，ここでお知らせ してお き

たい。

自分で伝道資金 をためてはいるが，

さらに皆 さんの援助があったならと思

う青年 を私は知っている。そのような
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青 年 た ち の こ と を御 紹 介 した い と思 う。

あ るひ と りの 母 親 が 伝 道 部 長 に こ う頼

み 込 ん だ 。 「ど うに か して 息 子 を伝 道

に 出せ な い もの で し ょ うか 。 あ の子 だ

け が 私 の希 望 な の で す 。 残 念 な こ とに

父 親 だ け で は 一 家 が 支 え られ ませ ん 。

8人 の 子 が い て， 収 入 は とて も少 な く

て ， 食 事 も 日に二 食 しか で き な い よ う

な 有 様 です 。 で もあ の 子 は 本 当 に良 い

子 で す 。伝 道 に 出 た が っ て い るん で す 。

私 た ちが 一 生 懸 命 に切 りつ め れ ば ， ひ

と 月に 数 ペ ソは 出せ ます 。 ど う にか し

て ， あ の子 が 伝 道 に 出 られ な い もの で

し ょ うかd

ま た， あ る青 年 は 大 き な 町 の 郊 外 に

住 ん で い た 。 小 さ な 店 を兼 ね た 家 は，

薄 壁 の ぞ まつ な造 りで ， 電 燈 も水 もな

か った 。 一 家 が 改 宗 し てか ら， セ ミナ

リー に 出 膳 し た彼 は ， 勉 学 の望 み を 自

に 日に 増 して い っ た 。 彼 は苦 学 して 大

学 に 入 り， ア ル バ イ トで本 を買 い， 家

に も送 金 した 。 伝 道 に 出 た い と い う願

い が 強 くな る と， 伝 道 資 金 をた め る た

め に2倍 の努 力 が 必 要 に な っ た 。 彼 は

片 手 に 本 ， 片 手 に ぼ ろ布 や ワ ッ ク ス，

ス ポ ン ジ な ど を入 れ た か ば ん を持 ち，

授 業 の 合 間 に 外 で車 をみ が い て は ， 次

の授 業 に戻 って い た 。 主 は 彼 に 仕 事 を

祝 福 して 下 さ った 。 収 入 が ふ え ， や が

て指 導 者 た ち は 彼 が 自力 で で き るだ け

の 犠 牲 を払 っ た と判 断 し た 。

そ の よ うな若 者 が 大 勢 い る 。 そ の 一

人一 人 が 従 順 と犠 牲 の 原 則 に お い て ，

私 た ち の模 範 で あ る 。 伝 道 の大 きな 望

み を抱 い た あ る女 性 は ， 材 料 を 買 って

ク ッキ ー を焼 き， 学 校 の 昼 休 み に そ れ

ド"も
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を売 って は ど うか と助 言 を受 け ， 早 速

実 行 し た。 小 麦 粉 をた く さん 買 い， た

くさ ん ク ソキ ー を 作 り， そ れ を何 週 間

も続 け て ， 伝 道 を 目標 に 毎 日少 し すつ

資 金 をた め た 。

き ょ う こ の話 をお 聞 きの 方 々 の 中 て，

青 年 の 貴 重 な2年 間 に 自分 の 持 て る 中

か ら何 か しか の援 助 を して ， 伝 道 の 特

権 を享 受 させ て あ げ る こ との で き る人

は ， 大 勢 い るの て は な い だ ろ うか 。 そ

の よ っに して ， こ れ らの 約 束 の 子 た ち

の 「養 父母 」 とな っ て い た だ け な い で

あ ろ うか 。

私 か こ の こ と を お 話 す る に は ， ふ た

つ の 理 由 か あ る。 ひ とつ に は ， 時 間 か

大切 た とい う こ とて あ る。 私 た ち は，

今 の段 階 て最 も大 切 な もの は 何 か とい

うこ とを考 え な か ら前 進 す る 必 要 か あ

る。 世 は 福 音 を聞 か な け れ は な ら な い

の て あ る。パ ウ ロは 言 っ た 。 「聞 い た こ

との な い 者 を， ど う して 信 じる こ とか

あ ろ うか 。 宣 へ 伝 え る者 か い な くて は ，

ど う して 聞 くこ とか あ ろ うか 。つ か わ

され な くて は ， ど う して 宣 べ 伝 え る こ

とか あ ろ うか 。」 くロー マ10：14-15)

そ こ て考 えて い た た き た い 。 現 在 ， 十

分 な 資 金 か な くて は ， ど う し て遣 わ さ

れ る こ とか て きよ うか 。

2番 目の 理 由 は， 財 産 を正 し く使 う

こ と につ い て か な り具 体 的 に 主 か 勧 告

して お られ るこ とて あ る。 「ます 神 の 国

と神 の 義 と を求 め な さ い 。 そ うす れ は ，

これ らの もの は ， す べ て添 え て 与 え ら

れ る て あ ろ う。」(マ タ イ6：33)

ヤ コブ は勧 め てい る。 「あ なた た ち は

自分 の 兄 弟 を 自分 自身 の よ うに 思 え 。

か れ ら と皆 親 密 に して ， あ な た た ち の

よ うに か れ ら も富 者 に な る よ うに 惜 ま

す に あ な た た ち の 財 産 を与 え よ。 財 産

を求 め る前 に ます 神 の 王 国 を求 め よ。

あ な た た ちか す て に キ リス トに望 み を

も っ て か ら宝 を求 め た な らは そ の 通 り

に 宝 か 手 に 入 る で あ ろ う。 しか し， そ

の 時 あ な た た ち か そ の 宝 を求 め る 目的

は ， 裸 で い る者 に 着 物 を着 せ ， 飢 えて

い る者 に 食 を与 え， 束 縛 され て い る者

を救 っ て 自由 に し， 病 ん で い る者 と悩

ん で い る者 と を救 うな ど， お よ そ善 事

を行 うこ とて あ る 。」(モ ル モ ン経 ヤ コ

ブ2：17-19)

また ， 次 の ア ル マ の 言 葉 の 中 に 出 て

く るニ ー フ ァ イ 人 の よ うに な れ た な ら

は ， 私 た ち は い か に祝 福 され る こ と て

あ ろ うか 。

「そ して
，こ の よ うに栄 えて い た と き，

か れ らは 着 る物 の な い者 ， 飢 え て い る

者 ， 渇 い て い る 者 ， 病 気 を して い る 者 ，

栄 養 の 足 ら な い 者 な ど を追 い 払 わ す ，

富 に 執 着 せ す ， 貧 乏 な者 か あ る な ら，

年 よ り と若 い 者 ， 男 と女 ， 自由 の民 と

奴 隷 とを 区 別 せ す， 教 会 員 て あ る と非

教 会 貝 て あ る との差 別 な く誰 に も同 じ

よ うに 惜 し ます 物 を施 した 。」(ア ル マ

1：30)

私 た ちの 時代 に， 主 は 次 の よ うに 厳

し く警 告 を下 され た 。 「わ れ 汝 に 再 び

命 す 。 汝 の 持 つ 財 産 を貧 る こ とな く し
わカ

て，… … 悔 しむ こ とな く汝 の 財 産 を領

つ へ し。」(教 義 と聖 約19：26)

兄 弟 の 皆 さ ん 。 私 た ち は こ れ まて こ

の こ とに あ ま りに 無 関 心 て あ っ た 。 な

す べ き仕 事 か あ る。 そ れ を行 な うに は

皆 さ ん の 助 け か 必 要 て あ る。 事 は 急 を

要 し， 時 は 今 で あ る。 皆 さん の 多 くに

は ， 他 の 人 へ の奉 仕 の 扉 を開 く力か あ

る。 こ の機 会 を， 主 の 恵 み を得 て み 業

に 力 を 添 え， 人 々 に 救 い を もた らす 機

会 と し， 財 産 を 賢 明 に 用 い るた め の 手

段 とす る よ う に祈 る次 第 て あ る。私 は

皆 さん の 多 くか す て に こ の こ とに 貢 献

して い る こ と を承 知 し て い る 。 奉仕 の

約 束 を果 た す な らば 主 も皆 さん に対 し

て約 束 を果 た され る 。 私 は 神 か 生 きて

お られ る こ と を証 す る。 イエ ス は キ リ

ス トて あ る 。 この 教 会 は キ リス トの教

会 で あ る。 地 球 は キ リス トに よ っ て，

万 物 も キ リス トに よ っ て 成 っ た。 私 た

ち は た だ 主 の物 を管 理 す る管 理 人 て あ

る。 そ れ を喜 ん て 分 け与 え る こ とか て

き る よ うに ， また 「正 し き業 を行 う者

は よ き報 い を得 ， す な わ ち この 世 に在

りて は 平 和 を得 ， 次 の 世 に 在 りて は 永

遠 の 生 命 を得 ん 」(教 義 と聖 約59：23)

と い う約 束 を実 感 と して味 わ う こ とか

て き る よ う に。 イ エ ス ・キ リス トの み

名 に よ っ て ， ア ー メ ン。
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主は万入に罪から立ち帰る

道を備えておられる

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

ロ バ ー ト ・D・ ヘ イ ル ス

悔改めは人 を絶望の淵から引き上 げ，長い暗黒の旅路を終わ ら

せ る

もこの大会が歴史に残る大会であ私
ると申し上げたい。私 は七十人第

一定貝会会貝 として，最高評議貝会，

十二使徒定貝会を， また彼 らから与え

られるどの責任をも支持す るものであ

る。

きょう私がお話することは，福音が

私たちの守 り手であること，私たちが

罪を犯したときには，福音の悔改めの

原則の中に私たちを元に戻す力がある

とい うことである。最近私はある若い

女性から，一通の手紙 を受け取った。

彼女は長 く暗い旅路，そのまま行けば

道徳的な罪に至る旅路 を歩んでいた。

完全な悔改めに伴 う辛酸を味わった彼

女は，今や正直な悔改めが もたらす喜

びを感じ始めている。彼女の話は貴重

である。彼女は自分の経験を人々に伝

えてほしいと願っている。同じ旅路 を

たどらないようにだれかの助けになれ

ばという気持か らである。その手紙か

ら抜粋して読んでみたい。
「家を出て大学に入学 したときから

それが始まりました。そのときまで，

義しい両親に守られて，友人や仲間 と

ふしだらに交際したことはあ りません

でした。

両親が作 って くれたよろいに最初に

できたへ こみは，『立派な帰還宣教師』

の中にも良 くない人がいて，ネッキン

グやペ ッティングをしていると知 った

ことでした。私は肉体関係 も軽い程度

なら自然だ と考えるようになって，男

の子たちとルーズな交際を始めました。

サタンは狡猜です。人 を正 しい道か

らはずれさせて，少しずつ もっと大 き

な罪 に誘 って 行 き ます 。

何 ヵ月 か たつ う ちに ， 私 は 真 理 か ら

次 第 に 離 れ て 行 き ま した 。 教 会 に不 活

発 で， モ ラル もル ー ズ で， 酒 を飲 み ，

タバ コ を吸 っ て い る友 達 と親 し くな っ

て， 私 は 彼 女 と一 緒 に， 自分 か らは 決

して行 け な い よ う なバ ー や ナ イ トク ラ

ブ に 出 か け ま した 。

次 に ， 私 は 教 会 の集 会 を休 む よ うに

な り， 祈 り も し な くな りま した 。 す る

と生 活 全 体 が 変 わ り ま し た 。 い つ も晴

れ な い気 持 で ， 成 績 は 最 低 に 下 が り，

ル ー ム メー トとも うま くや つて いけ な く

な りま した 。 何 もか も， す べ て が 悪 い

状 態 で した 。

私 は教 会 や 教 会 の 教 えす べ て に す っ

か り反抗 的 に な っ て い る 自分 に気 が つ ド

きま した 。 心 の奥 に 恐 れ が あ る こ と も

知 り ま し た。 私 は 本 当 に 『か じの な い

船 』 で し た。

私 は 至 る とこ ろ で 見せ か け の安 ら ぎ

と安 堵 の 心 を求 め て い る 自分 に 気 づ き 、

ま し た。 両 親 は 現 実 に 遠 くに離 れ て い

ま し たが ， 遠 い とこ ろ に い て も私 の 心

の 葛 藤 を感 じ取 っ て心 配 し ま した 。

そ の うち に 私 は ひ と りの青 年 に 会 い

ま し た。 彼 も不 活 発 で し た が ， 私 は彼

に 愛 を感 じ ま し た 。 その と き， 本 当 に

愛 し て い るな ら 関係 を持 っ て もか ま わ

な い とい う気 持 に な っ た の で ， 私 は神

の 宮 で あ る 自分 の体 を汚 し ま し た 。 そ

して妊 娠 し ま した 。 彼 は私 に そ の 気 が

あ る な ら堕 胎 の 費 用 を 出 す と言 い ま し

た 。

私 は 初 め ，堕 胎 の 考 えそ の もの を拒 否

した の です が ， いつ も考 えて い る う ち

に そ れ を正 当 化 し始 め る よ うに な り ま

した 。そ し て ，堕 胎 手 術 を し よ う と決 心

した の は，わ ず か2週 間 後 のことで した 。

そ の後 間 もな く，とて も立 派 な 男性 に

巡 り会 い ，結婚 す る こ とが で き ま した 。

教 会 に 活 発 で は あ り ませ ん で した が ，

道 徳 的 に 立 派 で ，正 直 で，実 直 な 人 で し

た。私 が 教 会 に 活 発 に な って ，も う一 度

天 父 の 王 国 で義 しい者 と され る こ と を

目標 に ， 一 生 懸 命 に生 活 し て きた の は

そ の と きか ちで す 。数 ヵ 月前 の こ と，私

は ワ ー ド部 の 監 督 の と こ ろへ 行 って 自

分 の 犯 した 恐 ろ しい 罪 を告 白 しな け れ

ば な ら な い こ と を知 りま した。自分 の 罪

は 主 の 目か ら見 て大 き く， 会 貝 資 格 の

剥 奪 か 破 門 の 処 分 を受 け る と思 い ま し

た 。 で も私 は 監 督 に一 部 始 終 をお 話 し

ま した 。 罪 を清 め られ て 裁 きの 日に 主

の み 前 に 罪 の な い状 態 で立 て る よ うに ，

自 分 と 自分 の 一 生 を主 の み 手 に ゆ だ ね

る 時 が 来 た と考 え た の です 。

監 督 の約 束 を い た だ い た の は ， あ る

日曜 日の午 後 で した 。 彼 は 私 の 犯 し た

大 き な 罪 を聞 くため に，忙 しい スケ ジュ

ー ル を さ い て下 さ い ま し た。 面 接 の 前

に ， 天 父 に どん な に祈 っ た こ とで し ょ

う。 監 督 は親 切 で した 。 勇 気 を出 し て

何 もか も話 す よ うに， 隠 さず 話 す よ う

に 言 わ れ て， 私 も そ の よ うに努 め た の

で す が ， そ れ が で き ませ ん で し た。 の

ど も胸 もつ ま っ て 言葉 が 出 な い の です 。

そ の と き， 監 督 の 言 葉 が 祈 りの 答 え な

の だ と突 然 わ か り ま し た 。 天 父 の み た

まが 私 と共 に い て ， 完 全 に告 白す る よ

う命 じて い た の で す 。 真 実 をす っか り

話 す よ うに み た まが 迫 る の を感 じ ま し

'漕
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過 去 の 罪 を認 め る こ とは ， 自分 に対

して も容 易 で は あ り ませ ん 。 監 督 に対

して そ れ を認 め な け れ ば な らな い と き

に ， 私 自 身， 自分 の 罪 が ど うい う もの

か 正 面 か ら認 め る こ とは む ず か し い こ

とで し た。 そ の こ とは 考 え た くな い と

思 い ま し た 。

告 白 し た後 ， 監 督 は 天 父 の み も とに

帰 る た め の 第一 歩 を踏 み 出 した こ と を

ほ め て くれ ， 自分 が 本 当 に 赦 され た と

わ か る 日の た め に ， どん な こ と を した

ら よ い か 教 え て 下 さ い ま した 。 監 督 は ，

私 に赦 し を与 え る の は 監 督 御 自身 で は

な い と強 調 して 言 わ れ ました。そ れは主

が 決 め ら れ る こ とで した 。 赦 しは 得 ら

れ る。 天 父 は私 を愛 して お られ る。 一

生 自分 を責 め 続 け て 永 遠 の進 歩 を妨 げ

る こ とな く， 将 来 の 目標 を は っ き り悟

る こ とが で き る と， 監 督 は教 えて 下 さ

い ま した 。 そ して スペ ンサ ー ・W・ キ・

ンボ ー ル 大 管 長 の 『赦 し の 奇 跡 』 を読

み な さ い とお っ しゃ い ま した 。 こ の本

の お か げ で， 赦 し を得 る ま で の 過 程 が

ど うい う もの か よ くわ か り ま し た 。監

督 と私 は い く つ か 約 束 を し ま し た 。私

が 教 会 で も う一 度 立 派 にや っ て 行 け る

よ う に立 ち直 る道 を見 守 っ て い た だ く

た め で した 。

監 督 と面 接 を して か ら も， 私 は本 当

に 赦 さ れ るめ か し ら とい う心 配 で心 が

沈 ん だ り， ま た， し な け れ ば な らな い

こ とが 手 に つ か な か っ た り し ま した 。

『変 わる 』 とい う こ とは容 易 で な い こ

とを知 りま し た。 そ れ に は 時 間 が 必要

です 。繰 り返 し努 力 す る こ とが 大 切 で

す 。

今 ， 自分 は 主 に近 づ い て い る こ とが

わ か り ます 。 以 前 に も増 して は っ き り

と。 こ の ま ま努 力 して 成 長 し て行 け ば ，

天 の お 父 様 は 私 を 赦 し て下 さ る こ とが

わか り ま.す。 そ れ に も っ と大 切 な の は ，

私 も自分 自身 を赦 す だ ろ う とい う こ と

です 。.大切 な の は ， 正 しい と知 っ て い

る こ と を屈 す る こ と な くや り続 け る こ

一とです 。

も し私 の 経 験 が 人 ご とで は な い よ う

に思 え た ら， 心 の 底 か らお 願 い し ます 。

ど うか そ こ で立 ち ど ま っ て ， 御 自分 の ・・

生 活 を振 り返 っ て 下 さ い 。 世 間 の うわ

べだけの道徳に惑わされないで下 さい。

それはサタンの一番有力な武器です。

そこには永遠の意義など何 もあ りませ

ん。永遠の家族になった ときに私たち

を待つ豊かな喜びか ら，私たちをそそ

のか して引き離すのはサ タンです。

あな鳶は天父の子供です。その権利

を守 って下さい。御 自分の人生に，私

が味わったような悲惨や苦悩 を持 ち込

まないで下さい。自分 を永遠にみじめ

な有様にするようなことは しないで下

さい。義しい人になって，永遠の幸せ

を得 るようにして下 ざい。」

実際にあったこの話は，失意の淵か

ら引き返 して自分で新 しい人生 を切 り

開いた，若い女性の証である。

兄弟姉妹の皆さん。キンボール大管

長は語っている。長い暗黒の旅路には

自分 自身か ら身を隠す深い峡谷も暗い

洞窟もない。長い暗黒の旅か ら私 たち

を守 るものは福音である。たとえ今暗

黒のつらい旅路の果てにいたとして も，

私.たちは福音の悔改めの原則によって

復帰することができるのである。

悔改めの段階は，聖典 にはっきりと

説かれている。

1.過 ちを犯 したことを認める。

2.す でに悔い改 めつつあるその罪

を決 して繰 り返さないと主に誓

約す る。 「人罪 を悔 い改めしや

否やは，見 よ，彼は自らこれを

告白しその罪を捨つべければ，

その悔 い改めたることはこれに

よりて知るを得べ し。」(教 義 と

聖約58：43)

.3.福 音のすべての面で，以前に増

して良い生活 をするよう決意す

る。
'

4.犯 した 過 ち の 償 い をす る。

a.主 に 祈 っ て 悔 い改 め る。

b.イ ス ラエ ル の 判 事 で あ り， ワ

ー ド部 の管 理 大 祭 司 で あ る監

督 に 告 白す る。

c.傷 つ け た相 手 に 謝 罪 す る。

5.悔 改 め の 深 さは 犯 した 罪 と同 じ

位 深 くな け れ ば な らない 。 安 易

な 道 は な い 。 傷 つ くが ， そ れ は

同 時 に 清 め で も あ る 。

6.悔 改 め と償 い の そ の 次 の 要 素 は

時 間 で あ る 。 ㍉

a.自 分自身と主 と隣人に対 して，

自分が新 しい人生 を始めたこ

とを証明するための時間

b。 聖典を勉強し，また幸せにな
'り 喜び を得 るために一生懸命

守らなければならない，戒め

を守るための時間

7.自 分 を完全に赦 し， また自分を

傷つけた人に報復の気持 を持た

ず完全に赦す。

8.最 後に，最大の祝福である主の

赦 しがある。もはや傷つき失意

をもって過去 を振 り返 ることな

く，希望 と喜び と神や 自分 自身

や全人類への愛をもって将来に

目を向ける。 ・
「見 よ

，およそすでにその罪を悔い改

めたる者は赦され，主なるわれもはや

これを忘るべ し。」(教義 と聖約58：42)

「されど汝知るべし。正しき業 を行 う

者はよき報 いを得，すなわちこの世に

在 りては平和を得，次の世に在 りては

永遠の生命を得ん。」(教 義 と聖約59：

23)

神は生きておられ，イエスはキリス

トであ り私 たちの贈い主であることを

証する。御二方は私たちを愛し，人生

の長い暗黒の旅から立ち返らせて くれ

る福音 を与えて下 さった。また，あな

たが教会員であろうとなかろうと，福

音の悔改めの原則には，私たちの旅が

いかに長かろうが私たちを失意の淵か

ら連れ戻して，今の世 と来たるべき永

遠の世に平安 をもたらす力のあること

を証す る。この原則は私たちのだれに

で も適用できるものである。悔い改め

てバプテスマ を受け，罪の赦 しを得る

非教会員に も， 自分の罪を悔い改める

教会員にもそうである。自分は元に立

ち返れるか と模索の手 を伸ばす人々の

すべてに，主の恵み を乞い願 うもので

ある。

きょう，私たちが 自分の人生を主に

ゆだねるよう，天父の祝福があらんこ

とを。始め る最良の時はきょうである。

私たちが生涯の 日々を雄々 しく守って，

終 りまで耐 え忍ぶ ことこそ，私の祈 り

である。イエス ・キ リス トのみ名によ

つて，アーメン。
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も七十人第一定員会の会員に召さ私
れ た こ と を この 上 な い 光 栄 と思 い，

神聖 な この 場 で 起 き たす べ て の こ とを

支持 す る次 第 で あ る。

ワ ー ス リン姉 妹 と私 は ， ま た再 び こ

こに 皆 様 と集 い， 主 が 欧 州 で み 業 を い

か に祝 福 し て お られ るか をお 話 で き る

こ と を感 謝 して い る。 ドイ ツ で は こ の

2週 間 に 新 し く3つ の ス テ ー キ部 が 組

織 さ れ た 。 私 が 在 住 して い る 西 ドイ ツ

と欧 州 の 大 半 で ， ア メ リカ の建 国200

年 が 人 々 の 話 に 上 っ て い る こ と を お伝

え で き るの も うれ しい 。 多 くの 機 会 に

こ の 国 に 対 す る敬 意 と愛 が 示 され ， 個

人 の尊 厳 と 自由 の 貴 重 な 原 則 が た た え

られ て い る 。

こ れ ら諸 国 の 心 情 は ，20年 近 い滞 米

生 活 を終 え て 帰 国 した と きの 有能 な元

駐 米 ドイ ツ 大 使 ， カ ル ロ ス ・ロ ム ロ将

軍 の 言 葉 に代 表 され るで あ ろ う。 彼 は

この よ うに語 っ た。「私 は ア メ リ カ を賞

賛 し， 愛 してい ます。… … お 別 れ に あ た

って 言 っべ き こ とは ， 賞 賛 と警告 の 両

方 で す 。 ア メ リカ国 民 の 皆 さ ん， 皆 さ

ん の 国 は 霊 的 な 国 で あ る こ と を決 して

忘 れ な い で下 さ い 。 そ うで す ， 皆 さん

は 有 能 な 国民 で す 。 他 の 人 同 様 私 も，

この 国 の 工 場 や 摩 天 楼 や 兵 器 庫 に 目 を

見 張 りま し た 。 しか しあ らゆ る もの の

根 幹 に あ るの は， ア メ リカ が 人 間 一 人

一 人 に神 性 の ひ らめ きが 存 在 す る こ と

を知 って ， 神 を愛 し， 神 を恐 れ ， 神 を

礼拝 す る国 民 と して 出 発 した と い う事

実 で す 。 ア メ リカ に不 動 の 力 を与 え て

い るの は ， 人 の霊 の 尊 厳 に対 す る こ の

畏 敬 の心 なの です ，」
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堤防と生ける水

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

シ ョ セ フ ・B・ ワ ー ス リ ン

ヤコブの井戸でイエスが語られたあの水から絶えず潤 いを得る

な らば，私たちの力は衰えることがない

そしてこれはまた，アメリカに対す

る私の賛辞でもある。私 たちは皆，物

質が，愛す る祖国の安全や力や 自由そ

の もの，あるいはその根源 とはならな

いことを知っている。

8月 に，神の霊感を全身に受けた予

言者スペ ンサー ・W・ キンボール大管

長 と数人の教会幹部が欧州 で5つ の地

域大会を開催 した。彼 らは私たち全貝

に，いかに感動 と霊感 と証に満ちた経

験 を与えて くれたことか，出席 した人

々は高め られ，霊的に養われ， 自分の

証 を強め られた素晴 らしいあの機会 を

決 して忘れないであろ う。

オランダのアムステルダムで一緒に

過 ごした数 日間に，教会貝 と談話 して

いて，話が堤防のことになった。御存、・

知のように，オランダの国土は広い範

囲にわたって海面よりかな り低いとこ

ろにある。海水 を遮断する堤防の建設

と水を運河に引き入れる仕事 を通 じて，

勇敢 で才知 ある器用なオランダ人は文

字通 り海から生 まれたと言えよう。

情容赦のない大海原か ら貴重な土地

を闘い取る営みは700年 以上 も続いて

お り，見たところそれに要する努力は

いささか も減ってはいない。巨大な堤

防，その防水壁は60フ ィー ト(お よそ

18メ ー トル)も の高さにそそ り立ち，

上面は広 く，車の往来の絶えない道路

となっている箇所 もある。堤防の内側

はたいがいゆるやかな斜面 となって緑

の草地に続いている。従 って堤防の上

に立つ と，軒 を並べた家々の煙突を見

おろす ことができ，片側で泳 ぐ魚が片

側の木に止まっている鳥よ りも高い位

置 に い る。

次 い で ， 私 た ち の 話 は 安 全 とい う問

題 に 及 び ， 人 の 心 が 呼 び 叫 び ， 本 能 的

に乞 い 願 い， 時 に は 必 死 に な って 捜 し

続 け る安 全 を， 人 に保 証 して くれ る ほ

ど の 高 く， 広 く， 強 い 堤 防 は な い とい

うこ とに 意 見 が 一 致 した 。

こ の 点 につ い て は ，1953年2月9日

号 の タ イ ム誌 に よ く述 べ られ て い る 。

それ は 次 の通 りで あ る。 「(先週)朝 の

4時 ， 沈 痛 な 教 会 の鐘 の 音 とつ ん ざ く

サ イ レ ンが オ ラ ン ダ 人 を 眠 りか ら さ ま

し た 。 時 す で に 遅 く， 高 波 が オ ラ ン ダ

の 歴 史 あ る堤 防 を ブ ル ドー ザ ー の よ う

に か み ，70箇 所 以 上 を破 り， オ ラ ン ダ

が 幾 世 紀 もの 間 海 か ら勝 ち得 て い た も

の を再 び 奪 い 返 し て行 っ た。… … 北 部

地 方 で は 波 頭 が30フ ィー ト(約9メ ー

トル)に も及 び ，… … もの の数 時 間 で

オ ラ ン ダ13，000平 方 マ イル(約33，000

平 方 キ ロ)の ざ っ と6分 の1， 百 万 人

の オ ラ ン ダ 人 が 住 む 一 帯 が 被 災 し た。」

この 災害 地 と近 辺 の地 方 で， 行 方 不 明

を除 い て1，500人 以 上 の 死 者 が 出 た と

い う。

ま た今 年 ， ア メ リカ の ア イ ダ ホ 州 テ

ィー トン 盆 地 の マ ウ ン テ ン ウ エ ス ト と

ビ ッ グ トン プ ソ ン リバ ー キ・ヤ ニ オ ン を，

何 の 前 触 れ もな く突 然 に 悲 劇 が 見 舞 い，

私 た ち は 驚 く と同 時 に ， この 世 の 命 は

実 に は か な く頼 りな い こ と を悟 り知 ら

さ れ た の で あ る。 こ の 地 球 は 人 為 的 な

力 や 地 域 固 有 の 自然 の 力 に絶 えず 脅 か

さ れ ， そ の 気 ま ぐれ と爪 あ との 荒 廃 と

に 私 た ち は呆 然 とす る。 私 が こ こ で 申

し上 げ る 人 為 的 な 力 ， 自然 の 力 とは ，
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づ

」

ここでもオランダでも広い宇宙の どこ

ででも，地中や地上や地球のまわ りに

住むあらゆる生命 を脅か しているおび

ただしい数の威嚇者のことである。

書店経営者たちの話では，ベス トセ

ラーに名を連 らねる本は平和 と幸福に

関係 した本だとい う。私たちの教会で

は， イエス ・キ リス トの福音の中に人

の情緒面，心理面の問題に対する確か

な解答を持っている。そ ういう私 たち

にとって，緊急の課題 は， 「歩みを速

め」，孤独な人， 寄るべない人， 飢え

渇いた人，真理 を追求する人に手を差

し伸べ続けることである。

そこで，7年 前に交通事故のため下

半身麻痺になったジャック ・ロバー ト

ソンというアメリカ青年の話 をしたい

と思う。今の私の気持 を一番 よく代弁

して くれる話である。彼はア リゾナ州

のスコッツデールの小学校教師であっ

た。彼はそれまでイギ リス海峡 を泳い

で渡 りたいという大望 を抱 き，体力 と

持久力を鍛えるためにどんな天候 でも

毎 日遠泳 をし，それ を2年 間も続けて

いた。その彼が，下半身麻痺者 として

は初めて，海峡21マ イル(お よそ34キ

ロ)の 遠 泳 に 挑 ん だ の で あ る。 海 流 は

定 ま らず ， 速 度 も速 い た め ， 対 岸 に 着

くに は それ よ りは る か に 遠 距 離 を泳 ぐ

力が 要 求 さ れ る。

つ い に 挑 戦 の 日が や って き た 。 彼 は

ウ エ ッ トスー ツ に 水 か き とス ノー ケ ル

をつ け ， い と この フ ィ ラ ボー ム家 の ト

ム と ドン にか か え られ て ドー バ ー 海 岸

へ 行 き， そ こ か ら海 に 入 っ た 。 トム と

ドン が ボー トで 付 き添 い ，1時 間 ご と

に 食べ 物 を 口に 運 ん だ 。 ジ ャ ッ クは15

時 間 で フ ラ ン ス 海 岸 に着 く予 定 で い た。

彼 の 話 に よ る と， 「12時 間 は 好 調 で し

た 。 で もそ れ か ら は， 海 流 に逆 ら って

泳 が な け れ ば な り ませ ん で した 。」 海

岸 は 近 か っ た が ， コ ンデ ィ シ ョン は 決

定 的 に 変 わ っ て い た 。 彼 は こ う語 って

い る 。 「全 力 を振 り しぼ りま し た。 ト

ム が ボー トか ら 『負 け る な， 頑 張 れ 』

と声 援 し て くれ ま した 。 フ ラ ン ス は す

ぐそ こだ っ た ん で す 。 で も そ れ で も ま

だ まだ 遠 くで した 。 ぼ くは 最 後 の2，

3.マ イ ル で精 根 尽 き果 て て し ま い ま し

た。 海 流 に 負 け た ん で す 。」 彼 は 途 中

に た ち は だ か る 巨大 な 障 害 物 を乗 り切

ろ う と して ， 力 を消 耗 し尽 くした の で

タバ ナ クル の入場 を待 つ 人 々

あ る。(S雄78α πdS彦 戸pε8「ス ター ズL

ア ン ド ・ス トラ イ プ ス」 よ り)

人 生 は 闘 い で あ る。 昇 栄 も成功 も勝

利 も， 安 物 で もな け れ ば 容 易 に得 られ

る もの で もな い 。 人 生 の 海 流 が しば し

ば 私 た ち に 挑 ん で くる1な ぜ そ うな の

か を知 る に は ， 第IIニ ー フ ァ イ2章 を

絶 えず 読 み返 .して， 私 た ち の理 解 と信

仰 と勇 気 を確 実 に して お く必 要 が あ る。

そ の 要 旨 は 次 の 聖 句 に 示 さ れ て い る。

「それ は
， す べ て の 物事 に は 必 ず そ の

反 対 の もの が な け れ ば な らぬ か らで あ

る。」(IIニ ー フ ァ イ2：11)

そ こ で， 自分 の霊 的 な 力 を保 ち ， 生

きた 証 を持 つ こ とに よ っ て 人生 の 試練

や 嵐 や 海 流 に 負 け て し ま わ な い よ うに

す るた め に ， ひ とつ の 提 案 を させ て い

た だ き た い と思 う。 そ の 提 案 とい うの

は ， イエ ス が サ マ リヤ の ヤ コ ブ の井 戸

で ひ と りの 婦 人 に語 られ た あ の 言葉 に

留 意 し て い た だ きた い と い うこ とで あ

る 。 「しか し， わ た しが 与 え る水 を飲

む 者 は ， い つ ま で も， か わ くこ とが な

い ば か りか ， わ た しが 与 え る水 は， そ

の 人 の うち で 泉 とな り， 永 遠 の命 に至

る水 が ， わ きあ が る で あ ろ う。」(ヨ ハ

ネ4：14)

そ う して絶 えず 潤 い を得 ， 新 た に さ

れ るな らば ， 力 は ど う して 衰 え よ うか 。

人生 は ， そ の一 番 生 気 あ ふ れ る とき に

は霊 的 で あ り， それ は神 へ の 真 心 か ら

な る魂 の 表 現 で あ る こ とが ， こ こ に 明

らか に な る 。私 た ち一 人 一 人 の 霊 的 な

自 己 は 決 して病 まず ， 老 いず ， 死 に も

しな い 自 己 で あ るが ， 養 い， 力 づ け る

こ とが 必 要 で あ る。 生 け る水 を飲 む こ

と， これ こ そ が その た っ た ひ とつ の処

方 で あ る。 私 の 証 は ， 神 が 生 きて お ら

れ る こ と， イ エ スが キ リス トに ま し ま

し， しか もこ の 教 会 の頭 で あ られ る こ

と， ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管

長 が 私 た ち の予 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を

受 け る 者 で あ り， 救 い主 の真 の 教 会 の

将 来 を導 く者 で あ る とい う こ とで あ る。

こ の こ と を， 持 て る 力 の すべ て を も っ

て イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り証 す

る。 ア ー メ ン 。
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たちの主なる救い主は山上の垂訓私
の 中 で， 最 大 の チ ャ レ ン ジ， 最：も

大切 な 目標 を私 た ち に 与 え られ た 。「そ

れ だ か ら， あ な た が た の 天 の 父 が 完 全

で あ られ る よ うに， あ な た が た も完 全

な者 とな りな さ い 。」(マ タイ5：48)

イエ スは この み 言 葉 の 中 で， す べ て の

行動 に 卓 越 をめ ざ し， 自分 の才 能 や 能

力 を伸 ば し， と りわ け イエ ス の 教 え に

一致 した 生 活 をす る よ うに と
， 私 た ち

に チ ャ レ ン ジ して お られ る 。

卓 越 の 追 求 は， 私 た ち の 人 生 の 主 要

な事 業 と な る は ず で あ る 。 そ れ な の に ，

大 勢 の 人 が ほ とん ど注 意 を払 わ な い 。

恐 ら く， この 世 で 完 全 に な れ る 人 な ど

い るは ず が な い と考 えて ， 当座 の 圧 力

に 自分 の 行 動 を任 せ て し ま うの で あ ろ

う。 私 た ちが こ の世 で す べ て の 面 で は

完 全 に な れ な い こ とは 確 か だ が ， 個 々

の 活 動 に お い て は 完 全 に 達 す る こ とが

で き る もの で あ る 。 さ ら に， 科 たち が

この 世 で な し得 る こ と， なす べ き こ と

を行 なわ なけ れ ば ， 後 々 そ れ をす る機

会 を永 遠 に逸 して ，.大き な永 遠 の 祝 福

を失 うか も しれ な い 。

ア メ リカ の詩 人 ホ ラ ン ドの 言 葉 を考

えて み よ つ。

天 に は ひ と飛 び で 昇 れ な い

上 るは し ご を か け るの だ

低 い地 上 か ら丸 天 井 の 天 へ

そ れ か ら頂 き をめ ざ して順 々 に 登 る

ジ ョサ イア ・ギ ルバ ー ト ・ホ

ラ ン ド『ガ ダ テ ム 』ジ ェー ム ズ ・

ダ ル トン ・モ リソン編 ，Mα8孟e7-

PδθCe80ブRe♂`9δ0駕8Ver8e
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完全 という 目標

七十人第一定員会会員

ウイ リァム ・H・ ベネッ ト

個 々の戒め に従えば，私たち は永遠の生命 にかな うす ぐれた人

格を育む ことができる

「宗教詩傑作集」より

この こ と を踏 ま え て， この 世 で 完 全

に達 す る ため の 方 法 をい くつ か お 話 し

た い と思 う。

数 週 間 前 ， カ ナ ダ の モ ン トリオ ー ル

で夏 季 オ リン ピ ッ クが 開 催 さ れ た 。 ル

ー マ ニ ア の14歳 の 少 女
， ナ デ ィア ・コ.

マ ネ チ が4つ の種 目 に 完 壁 な10点 を 出

し， 別 の 少 女 も1種 目に10点 を 出 し た

の を， テ レ ビ で ご ら ん に な っ た だ ろ う

か 。 あ るい は トラ ッ ク競 技 や フ ィー ル

ド競 技 で ， 短 距 離選 手 ， 跳 躍 選 手 ， 重

量 挙 げや 砲 丸 投 げ の 選 手 が 活 躍 す るの

を ご らん に な っ た で あ ろ う。 ま た 水 泳

選 手 や 高 飛 込 み の選 手 た ちの 競 技 を見

られ た こ と で あ ろ う。 そ の とき に ， い

くつ か の 偉 業 を 目撃 した は ず で あ る 。

選 手 は コー チ や トレー ナ ー に 助 け られ ，

心 身 の 完 壁 な調 整 をめ ざ し， す べ て を

あ げ て 自分 の可 能 性 の実 現 の ため に 日

夜 を 問 わ ず 努 力 して きた の で あ る 。 チ

ー ム競 技 で は
， メ ンバ ー の 結 束 が 非 常

に重 要 で あ る。 た とえ ば リレー で は4

人が1チ ー ム に な る。 大 切 な こ とは ス

ピー ドを落 とさ ず に バ トン タ ッチ をす

る こ とで あ る。 これ の一 番 す ぐれ た4

人が 常 に 勝 者 とな っ た。

運 動 競 技 の 勝 敗 は ， 心 構 え と知 識 と

技術 に か な りの部 分 を 負 って い る 。持

ち前 の能 力 も大 切 だ が ， そ れ だ け で は

足 りな い 。 数 年 前 に 行 な わ れ たMIA

主 催 の プ ロ グラ ム 「自分 に正 直 で あ り

な さい 」 を記 憶 して お い で だ ろ うか 。

プ ロ グ ラム の一 環 と して， 有 名 な ス ポ

一 ツ選 手 そ の 他 か ら霊 感 に 満 ち た 手 紙

が 寄 せ られ ， 全 教 会 に 紹 介 さ れ た が ，

そ の ひ とつ に， 合 衆 国 の 有 名 な棒 高 跳

び 選 手 ， ロバ ー ト ・リチ ャー ズ の 話 が

あ っ た 。 彼 は， 立 派 な運 動 選 手 に 共 通

の もの は願 望 で あ る と して ，1932年 の

オ リン ピ ッ ク競 技 で 出 会 っ た オ ラ ン ダ

出 身 の 若 い 女 性 の こ と を語 っ て い た 。

彼 女 は 少女 の と きに 立 派 な 水 泳 選 手 に

な りた い と思 っ た が ， 小 児 マ ヒ を患 っ

て し ま っ た 。'しか し そ れ で も あ き らめ

ず に 自分 の 計 画 を進 め て行 っ た 。進 歩

は ゆ っ く りだ っ た が着 実 で ， プー ル を

横 断 して 泳 げ る 日がや っ て 来 た。 彼 女

は そ れ を， 世 界 一 の 幸 せ 者 だ と喜 ん だ

と い っ。 そ れ か ら， プ ー ル を縦 断 す る

こ とが で き る よ うに な り， 泳 げ る 距 離

は 伸 び て 行 っ た 。 彼女 は来 る 日も 来 る

日 も頑 張 り通 し， つ い に1932年 の オ リ

ン ピ ッ ク で は， 世 界最 強 の 泳 者 た ち を

制 して優 勝 した の で あ る。

リチ ャ ー ズ は， ハ ロ ル ド ・コ ノ リー

の こ と も語 っ て い る。 コ ノ リー は生 ま

れ つ き左 腕 が きか ず ， 健 康 な の は 片 腕

だ け だ っ た 。 しか し そ の 片 腕 が 何 と い

う腕 だ っ た こ とか 。 彼 は16ポ ン ドの砲

丸 投 げ で世 界 有 数 の 人 とな っ た。

立 派 な競 技 者 た ちは 物 事 を前 向 きに

考 え る 。 彼 ら は達 成 で きそ う も な い 夢

を見 ，と うて い及 ば ぬ 星 を求 め て ， 喚

き る， や ら なけ れ ば ， や る ぞ」 と言 う。

そ して 時 に 信 じ られ な い ほ どの 業 績 を

残 す 。 こ.の負け.じ魂 は ，一.戦争 や 不 運 な

事 故 や そ の 他 の 理 由 で ， は ため に は 不

可 能 と も思 え る もの と闘 う人 生 を余 儀

な くさ れ た 数 多 くの 教 会 員 に も， また

'ぜ、
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見 られ るの で あ る己.
「蓮動蘇 ちことは，人生の他

の 面 に つ い て も言 え る。 画 家 や 詩 人 や

作 家 ， 音 楽 家 ， 工 芸 家 ， そ の 他 数 多 く

の 分 野 の専 門 家 た ち が す べ て に最 善 を

尽 くそ う と熱 心 に努 め ， そ の 上 そ の 最

善 を さ らに 向 上 させ よ'うと努 力 して い

る。 そ の 良 い例 が ， 教 会 の モ ル モ ン タ

バ ナ クル合 唱 団 と そ の オ ル ガ エ ス トと，

リチ ャ ー ド ・L・ エ バ ン ズ， さ ら に現

在 は ス ペ ンサ ー ・キ ナ ー ドに よ る 「ス

ポー ク ン ワー ド」 で あ る。 何 年 もこ の

素 晴 ら し い番 組 に参 加 し て きた 合 唱 団 、

の 団 員 や 他 の 人 々 と， それ を聴 い た 何

百 万 の 人 々 は ， 到 達 しが た い 完 全 の 星

に 恐 ら くこ の世 で一 番 近 くま で手 を伸

べ た こ と を知 る で あ ろ う。 神 は， 献 身

一 途 な働 きに 彼 ら を祝 福 され る 。

霊 的 な事 柄 で も， 私 た ち は こ の世 で

完 全 に な る こ とが で き る。 什 分 の 一 を

納 め る こ と， 正 直 なつ きあ い をす る こ

と， 個 人 や 家 族 の祈 り をす る こ と， ア

ル コー ル や タバ コや 幻 覚 剤 を手 に しな

い こ と， 家 庭 の 夕 べ を行 な う こ，と， 毎

日聖 典 を読 む こ と な どに 。 真 心 か ら望

む な らば ， 私 た ち に は それ が で き る 。

完全 な 人 は ひ と り も い な い 。 だ が ，

人 は み な完 全 をめ ざ し て努 力 す べ きで

あ る。 人生 の 道 でつ まず い た り倒 れ た

り した と きは ，1960年 オ リン ピ ッ クの

ア メ リカ代 表 選 手 ， ク リフ ・カ ッ シュ

マ ンの 言葉 をか み しめ よ うで は な い か 。

彼 は400メ 「 トル ハ ー ドル で銀 メ ダル

を獲 得 し，1964年 オ リ ン ピ ッ クの 金 メ

ダ ル最 有 力 候 補 と 目さ れ た が ， 国 内予

選 でハ ー ドル に つ ま ず き， 失 格 と な っ

た 。慰 め の 言 葉 の 数 々 が 寄 せ られ たが ，

彼 は ノー ス ダ コ タ州 の 故 郷 グ ラ ン ドフ

ォー ク ス の若 者 に 宛 て た一 通 の 公 開書

簡 で ， そ れ に 返 答 した 。 こ う書 い て い

る 。

「15年 以 上 も前 ， 僕 は 星 を見 つ け た 。

オ リン ピッ ク優 勝 とい う星 を。そ して 実

際 に そ の 星 を追 って 走 り始 め た 。1960

年 に ， そ れ をつ か む ま で3ヤ ー ド約90

セ ン チ の とこ ろ に 来 た 。 今 年 は つ まず

いて 倒 れ ， 星 は あ と4年 の と こ ろ に後

退 して し ま っ た.。… …

2度 目の ス プ リ ッ トで ， 何 年 も の ト

レー ニ ン グ と苦 労 と汗 と， ラ ンニ ン グ

の辛 さや そ れ で で きた まめ ， その 全 部

が あ っけ な く無 に 帰 して し ま っ た 。

で も， 僕 は 頑 張 っ た。全 ふ 努力 ↓ ゑ 、

レ劇 ㌫ 盤 の努 舟 が 是糠 鈎㎏ ・・た

こ と を認 め る方 が ず っ と ま し だ 。… …　コへ 　　 ヨ 　　ぴ 　ウバトゆ 　 にり　 　 バ 　 ロコ　 ロ

ば っ た り倒 れ た と きに は ， そ れ は も

うが っか り し た 。 で も今 は ほ か に で き

る こ とは な い 。 起 き上 が って ， 傷 口 の

砂 を払 っ て ， そ れ か ら一 歩 ま た一 歩 と，

何 マ イ ル も何 マ イル も成 功 に 向 か っ て

犠

訪 間者 セ ンター(南 側)か ら見 た タバ ナ ク ル

歩 く しか 。

成 功 に た ど りつ け な いか も しれ ない

こ とは わ か っ て い る。 ハ ・ンデ ィー は 大

き い 。 で も味 方 が あ る 。望 み と信 仰 だ 。

… 一 僕 さ え頑 張 れ ば
。君 は ど うだ い。

… … つ か も う之 す る もの の 先 ま で手 が

伸.びな け れば ， 得 られ る もの も得 られ

な い 、じ ゃ な い か 。… …

..君た ち の こ とで 言 わ せ て も らい た い 。

… … 君 た ち は お 金 も 自由 も車 も以 前 よ

りた く さん 持 っ て い る 。 で も ち っ と も

幸せ で な い 人が 多 い。 ス ポー ヅに ベ ス

トを 尽 くし た満 足 感 や 良 い 成 績 を取 っ

た喜 び ， 何 で も い い 。何 か をや り遂 げ

た気 持 ， ベ ス トを尽 く し た とい う気持

で後 を振 り返 る こ と， これ らを全 く知

ら な い 人 が い る。・・… ・

大 地 を 見 下 ろす の で な しに ， 星 を見

て ご ら ん よ 。 そ し て 君 が 今 ま で とて

もで き な い と考 え て い た もの に ね ら い

をつ け る の だ 。 下 を見 て 腰 をお ろす 場

所 が な くて も， 空 を見 上 げ て ご らん 。

限 りな く広 が っ て い る じゃ な いか 。

だ れ に わ か る か っ て?一 生 懸 命 努 力

して や り遂 げ た もの に 君 だ って 自分 で

び っ く りす るか も しれ な い ん だ 。 だ か

ら起 き上 が っ て ， 傷 口 か ら砂 を 払 い 落

と して ， も う一 度 ス ター トす る ん だ 。

や って ご らん よ!」

ク リフ ・カ ッシ ュ マ ン につ い て最：後

に 聞 い た消 息 は， ベ トナ ム戦 争 で 行 方

不 明 に な っ て い る と い うこ とで あ っ た。

教 会 は世 界 最 大 の 仕 事 ， 御 父 の 子 供

た ち を救 う働 きに 携 わ っ て い る。 教 会

員 各 人 が 自分 の義 務 を知 って ， そ れ を

主 に喜 ば れ る 方 法 で専 心 実 行 す る こ と

が 大 切 で あ る 。 関 係 す る人 す べ てが な

す べ き仕 事 の 全 体 像 とそ れ に伴 う 自分

の 役 割 を知 らな け れ ば な ら な い 。 また

人類 に 不 死 不 滅 と永遠 の 生 命 を もた ら

す 主 の 仕 事 を教 会 の 可 能 性 い っ ぱ い に

援 助 で き る よ うに ， あ らゆ る方 面 の 力

を結 集 し， そ れ を調 整 して動 か す こ と

が 大切 で あ る 。私 た ち の 目標 は ， 福 音

に 耳 を傾 け ， そ れ を受 け 入 れ ， それ に

従 う神 の 子 供 た ち 全 員 を完 全 に 至 らせ

る こ とで あ る 。

こ の 私 た ち の最 大 の責 任 が 果 たせ る

よ う， 心 か.ら祈 る次 第 で あ る。 主 イ エ

ス ・キ リス トの み 名 に よ り， ア ー メ ン。
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よ っお話 し た い こ とは た く さん あ
き

るが ， 是 非 御 紹 介 した い詩 が あ る 。

こ の よ うな詩 で あ る。 「私 た ちは 探 検

をや め な い 。 あ らゆ る探 検 の 果 て は ，

出発 した と こ ろに 帰 っ て くる こ と， そ

の場 所 を初 め て知 る こ と。」

私 は， 主 が 啓 示 の 中 で 「特 別 の 証 人 」

(教義 と聖 約107：25)と 呼 ば れ た この

召 しの神 聖 さ と意 義 を よ り一 層 深 く認

識 し て， 再 び七 十 人 の 仕 事 を い た だ い

た。 それ は何 よ りの 聖 い務 め で あ る。

ハ ン ター 長 老 は け さの 素 晴 ら しい 説

教 の 中 で， 救 い主 が 当時 す で に 過 去 の

もの と な っ て い た 聖典 の 中 か ら引 用 し

て ル シ フ ェ ル に 答 え られ た あ の 言 葉 を

例 に あげ て い る。

「昔 の 人 々 に 『殺 す な
。殺 す 者 は 裁 判

を受 け ね ば な ら な い』 と言 わ れ て い た

こ とは， あ な たが た の 聞 い て い る とこ

ろで あ る。」(マ タ イ5：21)続 け て 救

い主 は こ う言 わ れ た 。 「しか し， わ た

しは あ な た が たに 言 う。」(マ タ イ5：

22)そ して そ れ か ら， 話 を展 開 され た 。

主 は， 聞 き手 が 自分 た ち の こ と を言 っ

て い る とわ か る話 し方 で 話 を さ れ た 。

恐 ら くそ の 人 々 は 人 を殺 す よ うな 罪 は

犯 して い な か った で あ ろ う。 しか し兄

弟 に理 由 もな く怒 りを抱 い て い た の で

は な い で あ ろ うか 。 「『姦 淫 す る な』 と

言 われ て い た こ とは ， あ な た が た の 聞

い て い る とこ ろ で あ る 。」(マ タ イ5：

27)し か し， 聞 く人 々 は心 に この 罪 を

抱 い て， 神 の憤 り を買 っ た の で は な か

っ ただ ろ っか 。

「『目に は 目 を
， 歯 に は歯 を』 と言 わ
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世の ことに忙 しく駆 けまわる中で ，私たちは 「なんのす ぐれた

事を しているだろうか」 と問われた主の心がわかるようにな っ

ただろうか

れ て い た こ とは， あ な た が た の 聞 い て

い る と こ ろ で あ る 。 しか し， わ た しは

あ な た が た に 言 う。 悪 人 に手 向 か うな 。

も し， だ れ か が あ な た の 右 の 頬 を打 つ

な ら，ほ か の 頬 をも向け てや りな さい。」

(マ タ イ5：38-39)昔 は隣 人 を愛 し

て敵 を憎 め と言 わ れ て い たが ， キ リス

トは ， 弟 子 た る者 は敵 を愛 し， 自分 を

迫 害 す る者 を祝 福 し， 自分 を憎 ん で 悪

意 を持 つ 人 に善 を な し， 彼 らの た め に

祈 る よ うに と言 わ れ た(マ タ イ5：43

-44参 照)
。

は っ き り悪 い とわか る行 為 が あ る場

合 ， 真 の キ リス ト教 徒 は それ に 少 し も

加 担 して は な らな い。 しか し， 避 け る

こ と も大 切 だが ，積 極 的 に 善 を な す こ

とは そ れ 以 上 に 大切 で あ る。 「(あな た

が た は)何 の す ぐれ た事 を し て い る だ

ろ うか 」(マ タ イ5：47)と ， 救 い主 が

問 わ れ た か ら で あ る。

私 は， 人 か ら害 を被 り， そ れ に対 す

る怒 り と苦 しみ が 高 じて結 局 自分 も間

違 っ た こ と を して し ま っ た 人 とか つ て

話 を した と きに ， そ の こ と を考 え た も

の で あ る 。 彼 女 の 罪 は 重 大 で ， 何 も知

らな い 人 々 が 被 害 を受 け ， 彼 女 は も う

立 ち直 れ な い の で は な いか と思 わ れ た 。

しか し， そ れ は 過 ぎ去 っ て し ま っ た こ

とで あ っ た 。 彼 女 はへ り くだ って 自 ら

の 罪 を後 悔 し， 完 全 な 赦 しの 道 に 従 っ

て そ の 赦 し を受 け た 。 そ して， 平 静 な

心 と平 安 な 気 持 を味 わ う こ とが で き た 。

私 は 失 わ れ た 羊 や 貨幣 や 息 子 の た とえ

話 と， 「罪 人 が ひ と りで も悔 い 改 め る

な ら」(ル カ15：7)天 に大 きい 喜 び

が あ る とい う言 葉 を 思 い 浮 か べ た 。

私 は 彼 女 に 言 っ た 。 「あ な た に は 天

の 喜 び が 本 当 に お わ か りで し ょ う。」

彼女 は に っ こ り笑 う と， 「は い 」と答

え た 。 そ して責 め た り とが め た りす る

風 は全 くな しに ， 「ハ ン ク ス 長 老 ， 私

の ワー ド部 に ど う して も っ と大 き い喜

び が な いの で し ょ う」 と言 っ た 。

私 は その 質 問 を情 理 を尽 く して 考 え

て み た 。

パ ウ ロは そ の よ うな 人 の こ と を手 紙

に 書 い て い る 。 「あ な た が た は む し ろ

彼 を ゆ る し， また 慰 め てや るべ きで あ

る。 そ う し な い と， そ の 人 は ます ます

深 い悲 しみ に沈 む か も知 れ な い。

そ こ で わ た しは， 彼 に対 して 愛 を 示

す よ うに， あ な た が た に勧 め る。」(II

コ リン ト2：7-8)

主 は 弟 子 た ち に， 一 般 の 人 以 上 に 必

要 や 機 会 や 戒 め に対 す る期 待 を大 き く

抱 い て お られ るげ よ り大 きな謙 遜 さ と，

聞 く耳 と， 深 い悔 改 め と， 慈 悲 と， 赦

し と， 信 仰 と， 奉 仕 ， 犠 牲 を望 ん で お

られ る。

主 は 多 くの 教 え を様 々 な方 法 で 教 え

ら れ た 。 あ の た とえ話 の 中 のサ マ リヤ

人 は 祭 司や レ ビ 人 が知 らな か っ た もの

を知 っ て い た 。 困 っ て い る 人 に は援 助

す る責 任 が あ る とい う こ とで あ る 。 だ

れ が 自分 の 隣 人 な のか と考 え るの は 無

意 味 で あ る 。 困 っ て い る 人 に対 し て は ，

自分 が そ の 隣 人 で あ る(ル カ10：30-

37参 照)。

別 の た と え話 で ， さ げ す まれ て い た

取 税 人 は独 善 的 な パ リサ イ 人 が 知 ろ う

と し なか っ た もの を知 っ て い た 。 そ れ

は ， す べ て の 人 に神 の 慈 悲 が 必 要 で，



聖 なる神 の み 前 に 心 底 へ り くだ って そ

の み こ こ ろ を行 な うな らば ， だ れ で も

慈 悲 を受 け ， 昇栄 で き る とい う こ とで

あ る 。 従 順 や 謙遜 を神 よ り も人 に 対 し

て 示 して い る 者 ， 救：い 主 で は な く 自分

の 名 誉 を求 め る者 は神 に 受 け 入 れ られ

ず ， 地 に 投 げ 捨 て られ る で あ ろ う(ル

カ18：10-14参 照)。

そ の こ と を痛 感 した の は ， あ る 夜 に

知 恵遅 れ の 人 々 や そ の 家 族 ， 友 人 た ち

の グル ー プ と会 っ た と きの こ とで あ る。

私 は ， 主 が どれ だ け の 力 と時 問 と信 仰

が ， 障 害 を負 っ た 人 々 を助 け る こ とに

費や され た か と考 え た 。 病 人 ， 盲 人 ，

足 な え， らい 病 人， 心 に迷 いの あ る人 ，

情 緒や 精 神 や 霊 が 乱 れ て い る 人， この

よ っな 人 々 を主 は 祝 福 さ れ た。 ジ ョセ

ブ ・ス ミス が この よ っ に 言 っの は何 の

不 思 議 もな い 。 「神 が この 世 に 送 ら れ

た あ ら ゆ る 者 は 進 歩 が 可 能 で あ る 。」

(T・αC痂9・ ・μ ん・P・ ・Pん・渉 」・8・Pん

S況 航 「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の 教

え 」p.354)

私 は そ の 夜， 障 害 を負 う神 の 子 供 た

ち に 成 長 の 機 会 が 与 え られ ， 主 の 弟 子

た ちが そ の 大 き な責 任 を受 け 入 れ る こ

と こ そ 神 の 望 ん でお られ る こ とで あ る

と い う思 い が 胸 に湧 き.ヒが る の を覚 え

た。 「互 に重 荷 を 負 い 合 い な さい 。 そ

うす れ ば ， あ な たが た は キ リス トの 律

法 を 全 うす るで あ ろ うd(ガ ラ テ ヤ6

：2)私 た ち は 「何 の す ぐれ た事 を し

て い る だ ろ っかd

聖 典 全 体 を 通 じて ， 高 遠 な期 待 が 主

と使 徒 た ち に よ っ て語 られ て い る。 信

じ， 悔 い 改 め ，儀 式 に従 い， み た ま の

光 の 中 を歩 み ， 信 仰 を も っ て 耐 え 忍ぶ

よ うに と。 そ の 通 りで あ る。 しか しそ

れ と同 時 に ， 礼儀 や 身 だ しな みや や さ

し い 同情 ， 親 切 ， 思 いや り， 忍 耐 ， 寛

容 を示 し， ま た責 め る こ とをせ ず に赦

し，愛 して ，主 の 弟 子 た る こ と を示 す よ

っに と言 わ れ て い る。

ロー マ 人 へ の 手 紙 に は ， 弟 子 た る者

は 「兄 弟 の 愛 を も っ て互 い に いつ く し

み」， 「泣 く者 と共 に 泣 き」， 「で き る限

りす べ て の 人 と平 和 に 過 ご し， つ つ

ま し く(正 直 に)歩 き」， 「悪 に 負 け て

は い け な い 。 か え っ て， 善 を もっ て 悪

に勝 ち な さい 」 と言 わ れ て い る(ロ ー

マ12，13参 照)。

「互 に 愛 し合 う こ との 外 は
，何 人 に も

、弗
噸
弾編 鉛

鱗
齢：醜.
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借 りが あ っ て は な らな い 。 人 を 愛す る

者 は ， 律 法 を全 うす る の で あ る。

『姦 淫 す る な
， 殺 す な， 盗 む な，む さ

ぼ るな 』 な ど， そ の ほ か に ， どん な戒

め が あ っ て も， 結 局 『自分 を愛 す る よ

うに あ な た の 隣 り人 を愛 せ よ』 とい う

こ の 言 葉 に 帰 す るd(ロ ー マ13：8-9)

「す ぐれ た 事 」を して い る真 の 弟 子 は
，

私 た ちの 間 に 大 勢 い る。 重 度 の 先 天 性

身 体 障 害 者 で 豊 か な 包 容 力 とや さ し い

心 を持 っ た 立 派 な婦 人 の こ とが 思 い 出

さ れ るが ， 彼 女 は他 の 障 害 者 に 対 す る

功 労 賞 を受 け た と きに ， 子 供 の 頃 の ひ

とつ の 出来 事 に つ い て 語 っ た。 遊 び 友

達 か ら体 の 欠 陥 を冷 や か され た 彼女 は ，

傷 つ き， 泣 きな が ら家 に 帰 っ た 。 す る

と父親 が 大 きな た く ま し い腕 で 彼女 を

ひ ざに 抱 き上 げ ， 一 緒 に 涙 を流 しな が

ら，「こ の よ うな 日が い つ か 来 る と思 っ

て い た よ。で も，自分 の 人 生 を充 実 した

幸 せ な 人 生 に す る方 法 を学 ん だ ら， こ

の 日は お ま え に と っ て重 大 な ま た とな

い 日に な る の だ よ」 と話 して 聞 か せ た

と い う。父 親 は こ う言 っ た 。 「子 供 た ち

が お ま え の こ と を そ う言 うの は 間 違 っ

て い な い 。 で も公 平 じゃ な い し， 思 い

や り もな い ね 。 お ま え は 背 中 に こぶ が

あ る し， ほ か に も障 害 が あ る。 で も，

そ れ は お ま えの せ い で は な い ん だ よ 。

父 さん ， 母 さ ん のせ い で もな い し，天

の お 父 様 のせ い で も な い 。 この まだ 不

完 全 な 世 界 で 起 き る い ろ ん な こ との ひ

とつ な ん だ 。 み ん な の 言 っ た こ とは 本

当 だ が ， そ れ は 公正 で な い し， 思 いや

りの な い こ とだ ね 。 で もそ れ と反 対 に，

お ま え 自身 が 一 生 の 間 ， ほ か の だ れ よ

り もず っ と公 正 に思 いや り深 くい ろ ん

な 人 に 接 す る よ うに 努 力 した ら， き っ

と幸 せ に な れ る。 お ま え の 人 生 は き っ

と充 実 した ，価 値 の あ る ものに な る よ。」

そ の 婦 人 は 言 っ た 。 「私 は そ の よ う

に努 力 して き ま した 。 他 の 人 々 よ り も

も っ と公 正 に 思 いや り深 くあ ろ う と し

た だ け で す 。」

ピエ ー ル ・ ド ・カ ル ダ ン は 書 い て い

る。「エ ー テ ルや 風 や 潮 流 や 引 力 を利 用

し た 後 に ， 神 の ため に 愛 のエ ネ ル ギー

を利 用 す る 日が や っ て くる。 そ の 日は

世 界 史 で 二 度 目 に 人 類 が 火 を 発 見 す る

日で あ る。」(瓦Towα 冠 孟加F疵 解e
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「未 来 に 向 け て 」)

ア ル フ レ ッ ド ・ノ イ ズ のW碗cん θγs

げ 疏θ8厩s「 空 の 番 人」に ， 博 学 の

天 文 学 者 タ イチ ョ ・ブ ラー へ の 友 人 と

地 球 が 動 い て い る こ と を知 っ た王 が 交

わ した 会 話 が あ る 。 「空 に 放 ら れ た 玉

か 。」 王 は 心 配 そ うに 言 う。 「地 球 が

そ ん な に 軽 く動 くの な ら， わ しの領 土

は ど うな る?お お ， 一 体 し っ か り立

っ て い られ る もの は 何 な の じゃ 。」 「あ

り ませ ぬ 。 こ の世 界 の どこ に も， 愛 を

除 い て は 。 そ の他 の も の は み な は か な

い夢 ，い つ か は破 れ て し ま い ま す 。」(ア

ル フレ ッ ド ・ノ イズ，TんeToγcん 一Be一

α肥 γ8Wα 配んε¢80/洗eSん シ「た いま

つ 持 ち， 空 の番 人 」p.75)

あ らゆ る律 法 が この こ とに ， 神 を愛

し互 い に 愛 し合 う こ とに 包 含 さ れ て い

る。

シ ェ イ ク ス ピア の 「ジ ュ リア ス ・シ

ー ザ ー 」 の 終 りに
， 考 え させ られ る一

節 が あ る。 死 の 間 近 な ブ ル ー タ スが キ

ャ シ ャ ス の 遺 体 を見 つ め て こ う言 っ た 。

「諸 君
， い ま僕 が 諸 君 の 前 で 流 し て い

る涙 よ りも， も っ と大 き な涙 の 負 債 を

僕 は こ の 死 者 に 負 っ て い る。 だ が ， そ

れ も今 に 償 お う， キ・ヤ シ ャ ス よ， 今 に

償 お う。」(第5幕 第3場 ， 中野 好 夫 訳)

私 た ちは だ れ で も 自分 の 涙 を流 す と

き償 い を しよ う と必 ず 思 う。 互 い に 関

心 と愛 を持 つ よ うに とい う主 の期 待 に

添 え な か っ た 嘆 きや 悲 しみ ， 主 に つ い

て 多 くを学 び， 語 る と き に， 自分 に主

の 愛 の 温 か さが な く， 主 が 大 事 とさ れ

る数 々 の 事 柄 に つ い て 本 当 の 主 の 弟 子

で は な か っ た と い う嘆 き， 悲 しみ が あ

る で あ ろ う。

しか し も し も私 た ち が す べ て の 訓 戒 ，

忠告 ， 探 求 ， 奔 走 の 中 で ， 主 が 「な ん

の す ぐれ た 事 を して い るだ ろ うか 」 と

私 た ち に 問 わ れ た 意 味 を理 解 し始 め た

と した ら ど うで あ ろ うか 。 生 活 は 向 上

して お 互 い に も っ と関心 を寄 せ 合 う よ

っに な る だ ろ っ し， 悲 しむ 人 々 を赦 し，

慰 め ， 愛 し， も っ と正 直 ， 勤 勉 に な り，

も っ と公 正 に ， 思 いや り深 くな るで あ

ろ う。 そ うす る こ とに よ り， 愛 す る 息

子 や 娘 が 再 び 立 ち返 っ て 来 た と きに 大

きな 喜 び が 自分 た ち の ワ ー ド部 に あ る

よ うに な っ た な らば ， 私 た ち の 流 す 涙

は うれ し涙 ， 歓 喜 の 涙 と な る で あ ろ う。

神 が 私 た ち に そ れ を得 させ た も う よ

うに 。 イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ

て ， ア ー メ ン。

訪 問 者 セ ン タ ー に立 つ キ リ ス ト像 ， バ ー テ ル ・ソ ル バ ル セ ン作
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10月2日(土)午 前 の部 にお け る説教

「わ れ ら は

正 直なるべ さ こ とを信ず」

第 二 副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

偽 リはゆゆ しい罪悪であ リ，悔い改めな けれ ば，この世 にあ っ

て絶えはてる。そ して彼 らの受くべさ報 いは……第二の死で あ

る

愛 する兄鵜 妹 堺 達の皆さん・
け さ は正 直 とい う こ とに つ い て 少

し 申 し上 げ た い と思 う。

初 め に ，1976年4月23日 の ブ リガ ム

・ヤ ン グ大 学 第101回 創 立 記 念 日の 際
，

ロ ッ クフ ォー ドカ レ ッ ジの ジ ョ ン ・A

・ハ ワ ー ド学 長 が 語 っ た 話 を 引 用 した

い 。 ハ ワ ー ド学 長 は ， 犯 罪 の 著 しい 増

加 に つ い て 述 べ た 後 ， 次 の よ うに 語 っ

た 。

「犯 罪 は
， 不 正 直 が 世 に は び こ る に

つ れ て 増 加 し て い ます 。 確 か に そ の 通

りで あ る と思 い ます 。 で きな い とわ か

っ て い る こ とを 公約 し， も ろ もろ の事

業 を行 な う とき は 国 民 に経 済 的 負担 を

か け な い と信 じ込 ませ る， この よ うな

政 治 家 の 不 正 直 が 世 に 満 ち る と， そ れ

につ れ て 犯 罪 が 多 くな りま す 。 人が 私

利 私 欲 に ば か り心 を奪 わ れ て い る と こ

ろ で は ， い くら社 会 の 福 利 に つ い て 考

え た と こ ろ で， それ は 無 意 味 で す 。 原

則 が 都 合 に よっ て 変 え られ て し ま っ て

い る か ら です 。

至 る 所 に 見 られ る 『卑 劣 な行 な い』

は ， 今 や 人 を欺 く行 為 以 上 に 無 礼 な行

な い と見 な さ れ て い ます 。 生 徒 の 名 誉

心 に 訴 え て 監 督 者 な しで 試 験 を行 な う

か つ て の 無 監 督 制 度 は， 各 所 で そ の 姿

を消 して い ます 。 か つ て は 高 潔 をそ の

基 と して い た名 誉 心 も， 今 で は不 正 直

を基 とす る もの に 変 わ り， 盗 人 の 仁 義

，とな っ て し ま っ た の です 司(イ リノ イ

州 ロ ッ クフ ォー ド， ロ ッ ク フ ォー ドカ

レ ッ ジ， ジ ョン ・A・ ハ ワ ー ド学 長)

1842年 の 春 ， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス は ， ジ ョ ン ・ウ ェ ン トワ ー ス氏 か ら，

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の 歴 史

と教 義 に 関 す る声 明 を発 表 す る よ う求

め られ た 。 この 要 請 に 応 え て ， 予 言者

は 「末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 信

仰 箇 条 」 と して 知 られ て い る13の 条項

を 発 表 した 。 第13条 の 初 め に は こ う述

べ られ て い る 。

「わ れ らは
， 正 直， 真 実 ， 貞潔 ， 慈

善 ， 高 徳 な るべ き こ と， お よ び す べ て

の 人 に 善 を行 うべ き を信 ず 。」

こ れ らの 言葉 は 人 の行 な い の す べ て

を網 羅 して い るの で， こ こ です べ て に

つ い て 言 及 す るつ も りは な い 。 初 め に

述 べ られ て い る 「正 直 」 と い う こ とに

限 定 した い と思 う。 ま た ， 正 直 ， 不 正

直 とい う こ と もあ ま りに 漠 然 と して い

る の で， 次 の 定 義 に 則 っ て お 話 した い

と思 う。 「正 直 とは ， 偽 りを言 わ な い

こ と， 盗 まな い こ と， 欺 か な い こ と，

偽 証 しな い こ とで あ る司 私 は こ の 場

を借 りて ， 偽 り を言 う こ と と偽 証 す る

こ と， 盗 む こ と と欺 く こ との 区別 をす

る つ も りは な・い 。

正 直 に 関 す る事 柄 に つ い て 話 す こ と

は 必 要 な こ と で あ る 。 なぜ な ら， こ の

こ とは 新 聞や 雑 誌 に しば しば取 り上 げ

ら れ て い る ば か りで な く， 人 は 詩 篇 の

作 者 が 祈.りの 中 で 「主 よ， 偽 りの くち

び るか ら， 欺 きの 舌 か ら， わ た し を助

け 出 し て くだ さ い」(詩 篇120：2)と

訴 え た と きの 気 持 と同 じ気 持 に させ ら

れ て い るか ら で あ る。

オ リバ ー ・ウ ェ ンデ ル ・ホー ム ズ は

こ う言 って い る。'「罪 は あ ま た の 道 具

を備 え て お り， そ れ は偽 りの 言 葉 に よ

っ て巧 み に あや つ られ る酬(丁 舵Cん 砕

皿加 γed1鞄 厩 記郡 「潜 水 艦 ノー チ ラス号 」

よ り)

ま た， ウ ィ リア ム ・ペ ン は 次 の よ う

に述 べ て い る。「話 の責 任 を与 え られ た

ら，真 実 を語 る よ うに しな さ い 。な ぜ な

ら， あ い ま い な 言 葉 に は うそ が あ り，

っそ は 地 獄 に 通 じて い るか らで あ る。」

(Fr読5げSo臨 認e「 孤 独 の実 」 よ り)

J・ ル ー ベ ン ・ク ラー ク副 管 長 は こ

う語 って い る 。 「うそ ほ ど卑 劣 で ひ き

ょ うな も の は な い。 偽 りで 人 を汚 す こ

とは この 上 な い 罪 悪 で あ る。」(「南 ア フ

リカ伝 道 部 会 報 」1971年1月19日)

偽 りが こ の 地 上 で 最 初 に 語 られ た の

は ， エ デ ンの 園 に お い て で あ っ た 。 サ

タ ン が イ ブ に ， た と え善 悪 を知 る 木 の

実 を 食べ て も， 死 ぬ こ とは な い と言 っ

た の で あ る。

実 に， サ タ ン は あ らゆ る偽 りの 父 で

あ っ た し， 現 在 もそ うで あ る。 主 は モ

ー セ に 言 わ れ た
。 「これ を以 て そ のサ

タ ン わ れ に 叛 き て ， わ れ 主 な る神 のす

で に 人 に 与 え た る 人 の 自由 意 志 を滅 ぼ

さ ん とな し， しか も ま た わ が 持 て る権

能 を 自 らに 与 うべ き こ と を求 め た る に

よ り， わ れ わ が 生 み た る独 子 の 権 能 に

よ りて 彼 を投 げ 落 さ しめ た り。

而 して 彼 は サ タ ン と成 り， 実 に あ ら

ゆ る偽 りの 父 な る 悪 魔 と な りて 人 を

欺 きだ ま し， 以 て わ が 声 に聴 き従 わ ぬ

す べ て の 者 を欲 す る ま ま に虜 とな す な

り。」(モ ー セ4：3-4)

また ニ ー フ ァ イ の 弟 ヤ コ ブ は こ う語

っ た 。 「偽 りを言 う者 は 禍 な るか な 。

か れ は 地 獄 に 落 し入 れ られ る か らで あ

る司(IIニ ー フ ァ イ9：34)偽 りを
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言 う者 は 「悪 魔 ， あ らゆ る偽 りの 父」

(IIニ ー フ ァ イ2：18)と 地 獄 で暮 ら

す こ とに な る。

偽 りを 言 う こ とは極 め て 忌 む べ きこ

と で あ る た め ， 主 御 自身 は偽 りを 言 わ

れ な い 。「巨 大 な塔 が建 て られ ， 言 葉 が

乱 さ れ た 時 代 に， ジ ェ レ ドの 兄 弟 は 素

晴 らし い体 験 を して い る 。 主 は そ の 指

を ジ ェ レ ドの 兄 弟 に お 示 しに な り， こ ∫

う言 わ れ た 。

「『汝 は わ が 指 の ほ か に 見 た る もの あ

りや 。』 そ こ で ジ ェ レ ドの 兄 弟 は 『主

よ ， 指 の ほ か に は 何 も見 ざ り き。御 姿

をわ れ に 見 せ た ま え』 と願 っ た 。

す る と主 は 『汝 は わ れ が こ れ よ り告

ぐる こ とを信 ず るや 』 と言 い た も う た

か ら，

ジ ェ レ ドの 兄 弟 は 『主 よ， 汝 は 真 実

の 満 ち た る神 な る故 ， 偽 りが 言 え ず 真

実 を宣 うこ と を知 る』 と答 え たd(イ

テ ル3： ・9-12)

それ か ら約2千 年 の 後 ，.ヤ コブ の 子

イ ノ ス も同様 に 証 して い る 。 イ ノ ス は

罪 の 赦 し を得 る た め に ， 一 日中 祈 っ た 。

「す る と一 つ の 声 が 聞 え て 『イ ノ ス よ
，

汝 の 罪 は す で に許 され た れ ば 汝 は 祝 福

を受 くべ し』 と仰 せ に な っ た 。

私 イ ノス は 神 が 必 ず 偽 を仰 せ に な ら

な い こ と を知 っ て い たか ら， 私 の 罪 は

す で に こ れ で 取 り消 さ れ た の で あ るd

(イ ノス5-6)

神 は偽 りを 言 わ れ な い だ け で な く，

偽 り を憎 まれ る 。

ダ ビデ の 子 ソロ モ ン は こ う言 っ て い

る 。 「主 の 憎 まれ る もの が 六 つ あ る。

否 ， そ の 心 に ， 忌 み き らわ れ る もの が

七 つ あ るdそ して 初 め に 「高 ぶ る 目，

偽 りを言 う舌 」 を あ げ て い る(箴 言6

：16-17)。

聖 典 の 各 所 で， 偽 り を言 うこ・とは ゆ

ゆ し い罪 で あ る こ とが 述べ ら れ て い る 。

ホ セ ア は ， 主 が ユ ダヤ に 災 い を引 き起

こす と言 わ れ な5つ の 罪 悪 の ひ とつ に

偽 りを あ げ て い る。

「イ ス ラ エ ル の 人 々 よ
， 主 の 言 葉 を

聞 け 。主 は こ の 地 に住 む 者 と争 わ れ る 。

この 地 に は真 実 が な く， 愛 情 が な く，

ま た神 を知 る こ と もな い か らで あ る。

た だの ろ い と， 偽 り と， 人殺 し と，

盗 み と， 姦 淫 す る こ との み で， 人 々 は

皆 荒 れ 狂 い， 殺 害 に殺 害 が 続 い て い る。

そ れ ゆ え ， こ の地 は 嘆 き， これ に住

む 者 は み な … … 絶 え は て るd(ホ セ ア

4：1-3)

主 は， ア ナ ニ ヤ とサ ッ ピ ラの 場 合 を

例 に 出 して， 偽 りの報 い は直 ちに 与 え

られ る とい う こ とを ， 初 期 の教 会 貝 の

心 に 刻 み た も う た 。 当 時 ， 聖 徒 た ち の

間 に は ， 物 の 売 買 ， 利 益 の分 配 を 「そ

れ ぞ れ の 必要 に応 じて ， だ れ に で も」

行 な う とい う制 度 が とら れ て い た 。

「と こ ろが ， ア ナ ニ ヤ と い う人 と そ

の 妻 サ ッ ピ ラ とは 共 に 資産 を売 っ た が ，

共 謀 し て， その 代 金 を ご まか し， 一

部 だ け を持 っ て きて ， 聖 徒 た ち の 足 も

とに 置 い た 。

そ こで ，'ベテ ロが 言 っ た ， 『ア ナ ニ

ヤ よ ， ど う して あ な た は ， 自分 の 心 を

サ タ ンに 奪 わ れ て ， 聖 霊 を欺 き， 地 所

の 代 金 を ご まか した の か 。 「

売 らず に残 して お け ば ， あ な た の も

の で あ り， 売 って し ま っ て も， あ な た

の 自由 に な っ た はず で は な い か 。 ど う

して ， こ ん な こ と をす る気 に な っ た の

か 。 あ な た は 人 を欺 い た の で は な くて ，

神 を欺 い た の だ 』。

ア ナ ニ ヤ ほ こ の 言葉 を聞 い て い る う

ち に ， 倒 れ て 息 が 絶 え た 。 こ の こ と を

伝 え聞.いた 人 々 は， み な非 常 なお そ れ

を感 じた 。

そ れ か ら， 若 者 た ちが 立 っ て ， そ の

死 体 を 包 み ， 運 び 出 し て葬 っ た。

三 時 間 ば か りた って か ら， た ま た ま

彼 の 妻 が ， この 出 来 事 を知 らず に ， は

い っ て きた 。

そ こ で ， ペ テ ロが 彼 女 に む か っ て 言

っ た， 『あ の 地 所 は ， こ れ こ れ の値 段

で 売 っ た の か 。 そ の 通 りか 。』 彼 女 は

『そ う です
， そ の 値 段 で す 』 と答.え た。

ペ テ ロは 言 っ た ， 『あ な た が た ふ た

りが ， 心 を合 わせ て 主 の 御 霊 を 試 み る

とは ，何 事 で あ る か 。見 よ，あな たの 夫

を葬 った人 た ち の 足 が ，その 門 口に きて

い る。あ なた も運 び 出 され るで あ ろ う』。

す る と女 は， た ち ま ち彼 の 足 も とに

倒 れ て ， 息 が 絶 え た 。 そ こ に 若 者 た ち

が は い っ て きて ， 女 が 死 ん で し ま っ て

い る の を見 ， そ れ を運 び 出 して そ の 夫

の そ ば に 葬 っ た 。

教 会 全 体 な らび に これ を伝 え 聞 い た

人 た ち は， み な 非常 な お そ れ を感 じ たd

(使 徒4：35;5：1-11)

しか し， 報 い が 直 ち に 下 され るか 否.

か いず れ で あ っ て も， 悔 い改 め ない 偽

り者 は最：終 的 に 報 い を受 け る こ とにつ

い て， 黙 示 者 ヨハ ネ は 次 の よ う に述 べ

て い る 。

「わ た し は また
， 新 しい天 と新 し い

地 とを 見 た 。 先 の 天 と地 とは消 え去 り，

海 もな くな っ て し ま っ た 。

ま たゲ 聖 な る 都 ， 新 し いエ ル サ レ ム

・が ， 夫 の た め に 着 飾 っ た 花 嫁 の よ うに

用 意 を と との え て ， 神 の も と を 出て ，

天 か ら下 っ て 来 る の を見 た 。

ま た ， 御 座 か ら大 きな 声 が 叫 ぶ の を

聞 い た ， 『見 よ， 神 の 幕 屋 が 人 と共 に

あ り， 神 が 人 と共 に 住 み ， 人 は 神 の 民

と な り， 神 自 ら 人 と共に い ま し て，

人 の 目か ら涙 を全 くぬ ぐい と っ・て下

さ る 。 も はや ， 死 もな く， 悲 しみ も，

叫 び も， 痛 み も な い 。 先 の もの が ， す

で に過 ぎ去 っ たか らで あ る 』。

す る と， 御 座 に い ます か た が 言 わ れ

た ， 『見 よ， わ た しは す べ て の もの を

新 たに す る』6ま た 言 わ れ た， 『書 き

し るせ 。 これ らの 言 葉 は， 信 ず べ き で

あ.り， ま こ と で あ る』。

そ して， わ た しに 仰 せ られ た， 『事

は す で に 成 っ たdわ た しは ， ア ル パ で

あ りオ メガ で あ る 。『初 め で あ り終 りで

あ る。 か わ い て い る者 に は ， い の ち の

水 の 泉 か ら価 な しに 飲 ませ よ う。

勝 利 を得 る者 は ， こ れ ら の もの を受

け 継 ぐで あ ろ う。 わ た しは 彼 の神 とな

り， 彼 は わ た しの 子 とな る羽

そ して偽 り を言 う者 は 次 の よ うに な

る の で あ る。

「しか し
， お くび ょ うな 者 ， 信 じな

い 者 ， 忌 む べ き者 ， 人 殺 し， 姦 淫 を行

う者 ， ま じな い をす る 者 ， 偶 像 を拝 む

者 ， す べ て偽 りを 言 う者 に は， 火 と硫

黄 の 燃 え て い る池 が ， 彼 ら の受 くべ き

報 い で あ る 。 これ が 第 二 の 死 で あ るd

(黙 示21：1-8)

こ れ ま で の 話 を ま とめ る と， 次 の よ

う に な る。

1.サ タ ン は 偽 りの 父 で あ り， エ デ

ン の 園 で イ ブ に 語 っ た の が ， こ

の世 で 最 初 の偽 りで あ る 。

2.神 は偽 りを 言 わ れ な い。
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ジ ョセ ブ ・ス ミスの最初 の示現 の話 に聞 き入 る訪 問者

3.神 は偽 りを憎 ま れ る。

4.偽 りは ， ゆ ゆ し い 罪 悪 で あ る。

5.偽 りを言 う者 は ， こ の 世 に あ っ

て絶 え果 て る。

6.悔 い 改 め な い偽 り者 に は ， 「火

と硫 黄 の 燃 えて い る池 が ， 彼 ら

の受 くべ き報 い で あ る、 こ れ が

第 二 の 死 で あ る司(黙 示21：8)

教 義 と聖 約42：21に は 次 の よ うに 述

べ られ て お り， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス は これ を教 会 の 律 法 と して い る。

「汝 ら偽 りを 言 う な か れ
， 偽 り を言

い て 悔 い 改 む る こ こ ろ な き者 は捨 て ら

る べ]こ れ は す な わ ち， 教 会 か ら

破 門 さ れ る とい う こ とで あ る。

同 章27節 に は こ う述 べ られ て い る。

「汝 ら隣 人 の悪 口 を 言 い ま た こ れ に

害 を与 う る こ とな か れd

兄 弟 姉 妹 ， ク ラー ク副 管 長 の 言 葉 を

思 い 出 して い た だ き た い 。 「真 理 ほ ど

強 い 武 具 は な い 。 何 の装 飾 もな い 全 く

の 真 理 は ， ね た み や 憎 悪 ， 恨 み そ の 他

す べ て の 罪 悪 の 矢 を払 い の け る こ とが

で き る 。 この よ う な もの は ほ か に な いd

(「南 ア フ リカ伝 道 部 会 報 」1971年1月

19日)

私 た ち は， 正 直 の 大切 さ を信 じて い

る 。 主 は ， 私 た ちが この 正 直 と い う徳

を実 践 で き る よ うに助 け て下 さ る 。

うそ を言 うこ とに 劣 らず 忌 むべ き行

為 で あ り， 世 に は び こ って い る 罪 悪 は，

欺 くこ と， 盗 む こ とで あ る。 こ れ ら も，

聖 典 の 各 所 で 罪 あ り と され て い る。 主

は シ ナ イ 山か ら イ ス ラ エ ル の 民 に 次 の

よ うに 命 じ られ た が ， この 戒 め は 今 日

の 私 た ちに も及 ん で い る 。

「あ な た は盗 ん で は な ら な い
、

あ な た は 隣 人 に つ い て ， 偽 証 して は

な ら な い，」(出 エ ジ プ ト20：15-16)

こ の 戒 め に つ いて ， 主 は ， こ の.最後

の 神 権 時 代 に 与 え ら れ た 律 法 の 中 で も

命 じて お られ る。

「汝 ら盗 む な か れ
。 盗 み て悔 い 改 む

る こ こ ろ な き者 は 捨 て ら るべ しd(教

義 と聖 約42：20)

こ れ は ， 盗 み を して悔 い改 め な い者

は ， 教 会 か ら破 門 さ れ る とい う こ とで

あ る 。

今 日の 社 会 で ， こ の 戒 め を破 る者 の

割 合 は 驚 くほ ど高 い 。 昨 日キ ン ボー ル

大 管 長 が ， 盗 み や 欺 きの 忌 む べ き行 為

の ひ とつ と して あ げ た 万 引 きひ とつ を

取 り上 げ て み て も，「合 衆 国 に お け る1

年 間 の 被 害 総 額 は10億 ドル に の ぼ る帽

(Sec脚 畝yKey「 セ キュ リテ ィー ・キー 」

1976年5月 号)

また 次 の よ うな 報 告 もあ る。 「在 庫

品 の紛 失 の70パ ー セ ン トは ， 従 業 員 の

盗 み に よ る もの で あ る 。 しか も従 業 員

の76パ ー セ ン トが ， 自分 た ち の 会 社 か

ら何 か し ら盗 ん で い るd(De5e弼

Neωs「 デ ゼ レ トニ ュ ー ズ」1976年1月

29日 付)

「わ れ らは
， 正 直 な るべ きこ と を信

ずd

兄 弟 姉 妹 に証 申 し、ヒげ る 。 こ れ まで

申 し上 げ た こ とは 真 理 で あ り， 全 能 者

か ら与 え られ た もの で あ る 。神 は ， こ

の 末 の 日に こ れ ら の 原 則 を 明 らか に さ

れ た 。 こ れ に 従 う と き， 私 た ち は栄 え，

完 全 と な り， 堕 落 した 状 態 か ら立 ち上

が って ， 世 の 贈 い 主 の み も とに 帰 る こ

との で き る 状 態 とな るの で あ る。 これ

ら が 真 実 で あ る こ と， ま た 回 復 され た

福 音 が 真 実 で あ る こ と を証 す る。 贈 い

主 イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ り， へ

り くだ り申 し上 げ る。 アー メ ン。
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伝道に伴うみたま

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

カ ー1]ス ・E・ エ イ シ ー

自己中心的な生活を避け，福音を分かち合 うとさ，私たち は麗

しいみたまを感U， 共に徳 に導かれる

'評

昨 日解任された七+撮 高評議飴
の 方 々 に 感 謝 と敬 意 を表 した い と

思 う。私 が こ の6ヵ 月 間 に 受 け た指 導

と援 助 を心 か ら感 謝 して い る。 こ れ か

ら新 た な 最 高 評 議 貝 会 を 支 持 し， 与 え

られ た責 任 に尽 力 し た い と思 っ て い る。

数 年 前 の 伝 道 部 長 セ ミナ ー で， ヒ ュ

ー ・B・ ブ ラ ウ ン長 老 が こ う言 わ れ た
。

「神 か ら
， た だ ひ とつ の望 み をか な え

て下 さ る と言 わ れ た ら， 私 は こ うお 願

い す るで し ょ う。 宣 教 師一 人一 人 が そ

の 召 しに お い て み た ま を感 じ， み た ま

を享 受 で き る よ うに して 下 さ い と司

さ らに 続 け て こ う言 わ れ た 。 「も しす

べ て の 宣 教 師 が この み た ま を感 じ る こ

とが で き る な ら， 世 界 の 各 所 で奇 跡 が

起 き るで し ょ うd

私 が か な え て も ら い た い と思 っ て い

る願 い も， ブ ラ ウ ン長 老 と同 じで あ る 。

しか し， 専 任 宣 教 師 だ け で な く， 教 会

貝 す べ て に こ の み た ま を感 じて い た だ

きた い。 老 若 を問 わず ， す べ て の 教 会

員 が この 特 別 な み た まの 勧 め と助 け に

よ って ， イエ ス ・キ リス トの 福 音 を宣

べ 伝 え る こ とが で き る よ うに と切 に 望

ん で い る 。す べ て の 末 日聖 徒 は， 伝 道

の み た ま と切 って も切 れ な い 関 係 に あ

る。

この 伝 道 の み た ま は ， モー サ ヤ の 息

子 た ちの よ う な偉 大 な 宣 教 師 の 話 を読

む と， 一 層 よ く理 解 で き る。 彼 ら は，

神 の み 言 葉 を同 胞 で あ る レー マ ン 人 に

伝 え る こ と を切 望 して い た。 そ の と き

の 気 持 が 次 の よ うに 記 され て い る。

「モー サ ヤ 王 の 息 子 た ちは また 万 民

に救 い の 道 を教 え た い と思 っ た 。 そ れ

いえど

は一人と錐 も亡びることを考えるに忍
いえど せめ く

び ず ， また 一 人 と錐 も永 遠 の 責 苦 を受

け る こ と を思 っ て さ え もか れ ら は ふ る

えお の の い たか らで あ る 。

こ の よ う に主 の 『み た ま』 は モ ー サ

ヤ 王 の 息 子 た ち を感 動 させ たd(モ ー

サ ヤ28：3-4)

福 音 の 光 が 人 々 の 生 活 を照 ら した と

きに 起 こ っ た こ う し た驚 くべ き現 象 は，

モ ル モ ン経 に 限 らず 他 の 聖典 に も随 所

に 見 出 す こ とが で き る 。 真 理 の光 と い

う もの は ， ほ とん ど無 意 識 の うち に そ

れ を 人 々 に 分 か ち合 い た い とい う望 み

を起 こ させ る もの で あ る 。 私 た ち は ，

新 しい こ とを知 る こ とに よ っ て心 が 開

け る と， そ れ をほ か の 人 に も知 らせ た

い と思 う。 天 の 力 に よ っ て ， 私 た ち の

霊 が 高 揚 さ れ る と， 人 に も そ れ を感 じ

て も らい た い と思 うの で あ る 。 また ，

生 活 が 価 値 あ る もの で満 た さ れ る と，

人 に もそ れ を得 て も らい た い と考 え る 。

特 に 自分 の 愛 す る 人 に は ， 同 じ喜 び を

味 わ っ て も らい た い と思 うの で あ る 。

リー ハ イが 夢 で， 「一 本 の 木 を見 た

が ， そ れ に な って い る実 は 人 を幸 福 に

す る に 足 る もの で あ っ た 」 と言 って い

る の を覚 え て お られ るだ ろ う。 リー ハ

イ は 行 って そ の 実 を 食べ ， 大 きな 喜 び

に 満 た され た 。 さ らに 次 の よ うに 記 さ

れ て い る。 「私 は妻 子 に も ま た 食 べ さ

せ て や りた い と思 い始 め た。 そ れ は ，

こ れ が ど ん な 木 の 実 よ りもす ぐれ て 好

い こ とが 解 っ た か らで あ るdリ ー ハ

イ は 家 族 に 手招 き を し， 来 て こ の 実 を

食べ る よ うに と 「大 きな 声 で 」 呼 ん だ

(1ニ ー フ ァ イ8：10-12，15参 照)。

先 頃 ， 私 は あ る改 宗 し た ば か りの 若

い 兄 弟 の 証 を 聞 い た 。 その 人 は 確 か に

「み た ま」 に よ って 語 って い た
。 そ の

中 で彼 は ， 心 か ら望 ん で い る こ とは 自

分 の家 族 や 友 達 に こ の 回 復 され た福 音

を伝 え る こ とで あ る と語 っ て い た。 彼

は 目に 涙 を 浮 か べ ， 声 を震 わせ なが ら，

こ っ言 っ た 。

「私 は 家 族 や 友 達 に
， 私 が知 っ て い

る こ と を知 っ て も らい た い 。

私 が 感 じて い る こ と を感 じて も らい

た い 。

私 が 行 な っ た こ と を行 な っ て も らい

た い の ですd

こ れ こ そ伝 道 の み た ま で あ る。 こ の

み た まが 私 た ちに 自己 中心 的 な 生 活 を

避 け， 人 の福 祉 を考 え る よ う勧 め て く

れ るの で あ る 。 尊 い伝 道 の 業 に 携 わ っ

た こ との あ る 人 ， 友 達 の 改 宗 を助 け た

人 ， 伝 道 中 の 息 子 や 娘 を援 助 し た 人，

宣 教 師 と親 密 な 関 係 を築 い た 人 ， こ れ

ら の 人 は そ れ が 真 実 で あ る こ とを証 す

る こ と だ ろ っ。

福 音 を伝 え る こ との 素 晴 ら し さ の ひ

とつ は ， 関 係 す る両 者 す な わ ち教 え る

者 と学 ぶ 者 が ， 共 に み た ま を感 じ， 徳

に 導 か れ る こ とで あ る。 予 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス を通 して ， 次 の こ とが 明 ら

か に され た 。 「教 ゆ る者 も受 くる者 も

互 い に 相 悟 り， 両 者 共 に徳 に 導 か れ て

共 に 悦 ぶ な り。」(教 義 と聖 約50：22)

み た ま の 力 に よ っ て 教 え ， 証 した あ

る 宣 教 師 の 言 葉 に 耳 に 傾 け て み よ う。

「金 曜 日の 晩
， 私 は 年 配 の 夫 婦 をそ

の 息 子 さ ん に 証 を 述 べ る機 会 が あ りま

した 。 私 は 彼 らの 目 を 見つ め て ， 『私
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「

は ジ ョセ ブ ・ス ミス が 森 で 祈 りの 答 え

を受 け た こ とを知 っ て い ます 』 と言 い

ま し た 。私 の 心 は 燃 え る よ うな 思 い で

一 杯 で した
。 レ ッ ス ン プ ラ ン は素 晴 ら

しい もの で す 。 しか し， 証 を述 べ る こ

と， 求 道 者 にみ た ま を 感 じ させ る こ と

は そ れ 以 上 に 素 晴 ら し い もの ですd

徳 に導 か れ る こ とに つ い て ひ とつ の

経 験 を お 話 した い と思 う。

数 年 前 ， あ る 宣 教 師 か ら， 彼 らが 教

え て い た 立 派 な 夫 婦 に つ い て相 談 を受

け た 。 この 夫 婦 は 何 度 も レ ッス ン を受

け ， 時 折 教 会 に 出席 して い た 。 しか し，

彼 らに は 確 か な 証 が 得 られ な い とい う

問 題 が あ っ た 。

私 は 心 の 中 で 祈 っ た と き， そ の 主 人

に こ う尋 ね る よ う促 され た 。 「宣 教 師

に お 会 い に な る前 か ら， いつ も祈 っ て

い ら っ し ゃ い ま した かq」 ・

「い い え， 最 近 まで め っ た に 祈 っ た

こ とは あ り ませ んd彼 は そ う答 え た 。

そ こ で私 は ， 「今 は 祈 っ て い ら っ し

ゃ い ます か 」 と尋 ね た 。

「え え
， 私 た ち は い つ も祈 っ て い ま

す 。 食 事 の 前 に は 必 ず 祈 り ます し， 家

族 の 祈 り も し て い ます 。 仕 事 の こ とで

も よ く祈 りますd

私 は彼 に ， 祈 り を続 け て 行 な う よ う

勧 め ， 次 の 聖 句 を一 緒 に読 ん だ。 「あ

な た た ち が も し祈 らね ば な らぬ こ と を

教 え る 『み た ま』 の 言葉 に 聞 き従 うな

ら ば ， あ な た た ち は祈 ら な くて は な ら

ない こ とを覚 える で あ ろう。悪 魔 に 祈 れ

と人 に 教 え ず1か え って 祈 っ て は な ら

な い と教 え るd(IIニ ー フ ァ イ32：8)

す る とそ の 人 は， これ ま で そ の み た

ま の 勧 め に 耳 を傾 け て き た こ と を話 し

て くれ た 。

次 に私 は ， キ リス トの 教 え に つ い て

彼 が ど の位 知 っ て い るか 尋 ね た。 す る

と彼 は た め ら う こ と もな く， 宣 教 師 と

会 うま で は ほ とん ど知 らな か っ た と答

え た 。 しか し， 宣教 師 か ら救 いの 計 画

をは じめ 多 くの 大切 な事 柄 を学 ん だ こ

と を私 に 知 っ て も ら い た い 様 子 だ っ た
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の で ， 次 の 聖 句 を一 緒 に 読 ん で も ら う

こ とに した 。 「今 ， 神 の 御 言 葉 を種 子

に な ぞ ら え て話 す と， あ な た た ち が 一

つ の種 子 を 自分 の 心 の 中 に 蒔 く と き，

も し も その 種 子 が 真 理 の種 子 す な わ ち

善 い種 子 で あ っ て ， あ な た た ち が 不 信

心 の心 で こ の種 子 を抜 き と っ た り， 主

の 『み た ま』 に 逆 ら っ た りす る こ とが

な け れ ば 種 子 は 次 第 に胸 の 中 で ふ くれ

始 め るで あ ろ う。 そ こ で ， あ な た た ち

は種 子 が ふ くれ 始 め る こ1とを感 ず る と，

次 の よ うに 思 う。 す な わ ち ， こ れ は ま

こ とに善 い種 子 ， 善 い 言葉 に 違 い な く，

私 の心 を大 き く開 き， 私 の 理 解 力 を増

し， 私 は よ うや く好 い味 を感 ず る とd

(ア ル マ32：28)

こ の 言 葉 が 真 実 で あ り， 良 い もの で

あ る こ と を理 解 させ ， ま た 主 の み た ま

を感 じ させ る の に ， 説 教 らし い こ とは

全 く必要 な か っ た 。

私 が尋 ね た3つ 目の 質 問 は こ うだ っ

た 。今 度 は 奥 さ ん に 尋 ね た 。 「宣 教 師

に お会 い す る ま で の 御 主 人 は ど の よ う

な方 で した かd

彼女 は だあ らい が ち に 答 え た 。「以 前

は 私 の こ と を あ た りま え の 存 在 と思 っ

て い ま した し， 子 供 の こ とに も あ ま り

関 心 を 向 け ませ ん で し た 。 で も今 は素

晴 ら しい夫 に な り， 父 親 に な りま した

わd一

私 は 彼女 が正 直 に 話 して くれ た こ と

に 感 謝 し， 次 の 聖 句 を一 緒 に 読 ん で も

ら うこ とに した 。 「わ が 宣 べ た る こ と

を信 ず る者 に は わが 『み た ま』 の 示 し

を与 え る に よ り， か れ は 知 る 力 と証 を

立 つ る 力 と を授 か る 。 わ が 言 葉 は 善 を

行 え と人 に 説 きす す む る も の な る故 に，

わ が 『み た ま』 の示 す と こ ろ に よ りて

わ が 言 葉 の真 実 な る を知 れ ば な りd

(イ テ ル4：11)

彼 女 も， 家 の 中 の雰 囲 気 が 一 変 し て，

そ れ が 夫 の 生 活 を変 え た とい う こ とを

進 ん で証 して くれ た 。

最 後 に， 御 主 人 に キ リス トに対 す る

信 仰 に つ い て うか が っ た 。 彼 は， 宣 教

師 か ら レ ッス ン を.受け る ま で は お ぼ つ

か な レ{信仰 で あ っ た こ と， 救 い 主 に つ

い て 疑 問 を抱 い て い た こ と を打 ち 明 け

て くれ た。 ，しか し， 彼 の 信 仰 は宣 教 師

の 教 え と証 に よ って 強 め られ た 。 私 は
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次 の聖 句 を一 緒 に 読 む こ とに した 。「す
わきま

べての人々はみな善悪の区別 を弁える

ためにキリス トの 『みたま』 を授かる。

さて今私は判断の方法 をあなたたちに

教 えよう。善 を行 えとすすめ， またキ

リス トを信ぜ よとすすめるものは皆キ

リス トの権能によってその賜 として来

るのであるか ら， それが神か ら出たこ

とは何の疑いもな く充分確 に知ること

ができるd(モ ロナイ7：16)

この話合いの終 りに，その求道者は

生活の中に新たな尊いみたまが もたら

されたことを感謝 していた。祈 りの力，

新 たな知識，善 を求める心，信仰の再

発見， これらが彼らの生活に新たな展

望 と目標 を与えたのである。

そればか りか， この場合教える立場 ロ

であった私自身も，.この経験か ら恵み

を得た。私の心は燃え，適切 な聖 句を

見出し，みたまによって語 ることがで

きたのである。

伝道活動にはそれを促すみたまがあ

るこ とを証 したい。私たちが聖句を開

いてそれについて話しなが ら，非教会

員の友だちとエマオまで歩 くとき，私

たちの 目はさらに多くの真理に開け，

心は燃えるに違いない。美しの門にい

る肉体的，`霊的な足なえに右手を差 し

伸べ，彼 らを立たせ るたびに，私たち

は正 しい方向に歩み，心か ら神 を賛美

す るに違いない。私たちがヤ コブの井

戸 を訪れ，友だちに生ける水 を飲ませ

るたびに，私たちの渇 きはいや され，

世 の救い主に一層近づ くことができる

のである。

先週，東部のステー キ部大会に出席

す るために飛行機に乗 ったときのこと

である。心が沈み，気分がす ぐれなか

った。私は指定の席に腰を下ろし，カ

バンを開けて，ある印刷物を取 り出し

た。隣は空席だった。私はだれも座 ら

ないでほ しいと思った。話 しかけられ

た りして，気 を散 らされた くなかった

か らである。ところが，扉が締 まる直

前に長髪の若者が飛び込んで来て，ひ.

とつ残 っていた私の隣の席に腰かけた。

私 は不愉快な気分になったことを認め1

ざるを得ない。服装や体臭は，それこ

そ紛々たるものだったか らである。

彼は私 と何や ら話 したいようだった。

私 は そ ん な 彼 を無 視 して ， 書 類 にペ ン

を 走 らせ た 。 しか し， 離 陸 して 間 もな

く， 彼 の 方 か ら こ う話 しか け て き た 。

「私 の こ とで 気 分 を 害 さ れ た と思 い ま

す が ， 私 が こ の よ うな 格 好 を して い る

理 由 を 申 し上 げ て も よ ろ しい で し ょ う

か 。 私 は カ ナ ダ か ら， ユ タ の 技 術 者 セ

ミナ ー に 出席 し た ん で す 。 セ ミナ ー の

最 後 は ワ ー ク シ ョ ップ だ っ た もの です

か ら， 一 日中 グ リー ス とほ こ りの 中 に

い ま した 。 そ れ で ご らん の通 りです 。

シ ャ ワ ー を浴 び る時 間 も， 着 替 え をす

る時 間 も な く， この 飛 行 機 に 飛 び 乗 っ

た 次 第 で す 。 お 許 し下 さ いd

あ あ， 何 と恥 ず か しい こ と を。 私 は

自分 勝 手 に 決 め 込 ん で し ま っ た こ と を

恥 ず か し く思 っ た 。

私 は そ の よ うに 思 っ た こ と を悔 い改

め ， 心 か ら失 礼 な 態 度 の 許 し を請 う た 。

そ れ か ら簡 単 に 自 己紹 介 を し， 福 音 に

関 す る会 話 が 続 い た 。 そ して ， シ カ ゴ

に 到 着 す る ま で私 た ち は 一 緒 に聖 典 を

読 み ， 話 し合 っ た 。 ち ょ う ど先 に お 話

した 夫 婦 の 場 合 と同 じ よ うに 。 そ し て，

固 い握 手 を し， 彼 は 宣 教 師 の レ ッ ス ン

を受 け る 約 束 を して 別 れ た の だ っ た 。

こ の経 験 か ら わ か る よ うに ， 私 た ち

は， 自己 中 心 的 な 生 活 を避 け ， 福 音 を

分 か ち合 お う とす る な ら， 麗 しい み た

ま を感 じ る こ とが で き る 。 こ の み た ま

は， 燃 え る よ うな 証 ， 聖 典 を読 む こ と，

人 々 へ の 深 い 関 心 を通 して も た ら され

る の で あ る。

私 が ひ とつ だ け望 み をか な え て い た

だ く とす れ ば ， そ れ は ， 教 会 員 ， 教 会

員 で は な い 人 ， 宣 教 師 ， 友 達 な どあ ら

ゆ る人 々 が伝 道 の み た ま を感 じ， そ れ

を享 受 す る こ と で あ る。 「あ あ私 が 天

使 に な っ て私 の 心 の 願 い を達 す る こ と

が で き た ら善 い もの を。 私 の 願 い とは

出 て行 っ て神 の ラ ッパ の よ うに 地 を震

わ せ る声 で話 し， 万 民 に 悔 改 め をす す

め る こ とで あ るd(ア ル マ29：11)

私 た ちす べ てが アル マ の よ うな気 持 を

抱 き， こ う叫 び た い とい う望 み を もつ

と き こそ ， 私 の 願 い は か な え られ る の

で あ る。 イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ

り， ア ー メ ン 。
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七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

ジ ョ ン ・H・ グ 日 一 バ ー グ

人生の嵐がいか にすさまUか ろうとも ，予言者 は私たち に，こ

の世でも来世でも幸福が見出せるよう，その道を示 して下さる

する兄弟姉妹ならびにここにお集愛
い の 皆 さん ，皆 さ ん の 信 仰 と祈 り

に よ っ て ， 聞 く者 と語 る 者 が 共 に神 の

み た ま の 力 を感 じ る こ とが で き る よ う

に と願 っ て い る 。 な ぜ な ら， み た ま に

よ っ て語 り， 聞 く と きに こ そ， 永 遠 の

恵 み が 得 られ る こ と を知 って い るか ら

で あ る 。

ひ とつ の 出来 事 とそ れ が 今 日 どの よ

う に 応 用 で きる か に つ い て お 話 した い

と思 う。 こ れ は20年 ほ ど前 に南 太 平 洋

の ご く一 部 の 人凌 の 問 に 起 こ っ た こ と

で あ る が ， 時 が たつ に つ れ て そ の 重 要

性 が 認 め ら れ， 今 日で は 極 め て 重 大 な

も の と な っ て い る。

こ の 経 験 を身 近 に 感 じて い た だ くた

め に ， こ の話 を私 が 経 験 した こ と と し

て 聞 い て い た だ きた い。

若 い 宣 教 師 で あ っ た私 は ， 地 方 部 長

と して ， 教 会 の 諸 事 を管 理 し， 散 在 す

る15の 小 島 の 人 々 に 福 音 を宣 べ 伝 え て

い た 。 私 た ちは もっ ぱ ら帆船 で 島 々 を

廻 った 。 島 か ら 島へ ， 何 週 間 も何 ヵ 月

も旅 を しな が ら， 私 た ち は ， 風 や 海 流

だ け で な く， 特 に 天 父 の 愛 に 頼 る よ う

に な っ た 。 それ は こ の上 な く貴 い 経 験

で あ り， ま さ に チ ャ レ ン ジの 時 で あ っ

た 。 私 た ちは ， 船 酔 いや 無 風 状 態 ， 言

葉 ， 食物 ， 習 慣 な ど， い ろ い ろ な 面 で

困 難 に 陥 っ た 。 しか し， 霊 的 に は 天 父

に 近 づ い て い た 。 天 父 の 愛 と慈 悲 に よ

っ て ， 苦 痛 や 数 々 の 問 題 は 次 第 に 小 さ

な もの とな り， や が て 消 え て い くの だ

っ た 。

あ る 日私 た ち は ， 遠 く離 れ た 島 か ら，

ひ と りの 宣 教 師 が 重 病 で あ る と い う知

らせ を受 け た 。 天候 は 荒 模 様 で あ っ た

が ， 責 任 の あ る こ とを考 え ， 祈 っ て か

ら， 様 子 を 見 に そ の 島 に 向 か っ た 。 海

が 荒 れ て い る た め ， 船 足 が 鈍 り， 到 着

し た 頃 は 午 後 も遅 か っ た 。 宣 教 師 の 状

態 は か な りひ ど く心 か ら祈 り を捧 げ た

後 に， 癒 しの儀 式 を施 した 。 そ の 間 ，

彼 を本 島 の病 院 に 連 れ て 行 く よ うに ，

し か も今 そ うす る よ うに と強 く感 じた 。

天候 は ま す ます 悪 くな っ た 。 海 は荒

れ ， 雲 は厚 く， 風 は 強 か っ た 。 その 上

時 間 も遅 く， 太 陽 は今 に も沈 み ， 長 い

暗 い 夜 を迎 え よ う と して い た 。 しか し

「今 す ぐ連 れ て 行 くよ うに」 と強 く感

じた 私 は， そ れ に従 っ た。 これ こ そ が ，

何 に も代 え が た い導 き だ っ た の で あ る 。

不安 は 多か っ た 。 暗 闇 ， 嵐 ， 港 の 入

口 が さ ん ご礁 の た め に きわ め て 狭 い こ

と な ど， 消 極 的 な 意 見 が どん ど ん 出 て

く る。 今 は や め た 方 が い い と言 う者 も

い た。 しか し 間 もな く， 経 験 豊 か な 船

長 とや や 心 配 気 な 地 方 部 長 を含 め た7

人 が ， 病 気 の 宣 教 師 を連 れ て ボー トに

乗 り込 ん だ 。 こ う して ， み た ま の 勧 め

に よ っ て ， 本 島へ の 航 海 が 始 ま っ た の

で あ る。

船 出 す る こ と を決 定 した 頃 か ら風 雨

は 激 し さ を増 し， 今 や 大 し け とな っ た 。

太 陽 が 地 平 線 の 下 に 隠 れ る と， あ た り

は 全 くの 暗 黒 の世 界 で あ る 。私 の 心 も

疑 い と不 安 の 暗 闇 に埋 没 しそ うだ っ た 。

厚 い 雲 と降 りし き る雨 は ， 星 も 月 もな

い 荒 海 ， そ して 安 ら ぎの な い体 と心 を

一 層 暗 く した
。 私 は， 新 約 聖 書 に 出 て

く る病 気 の 息 子 の 父 親 と同 じ心 境 で あ

っ た 。 そ の 父 親 は こ う叫 ん だ 。 「信 じ

ます 。 不 信 仰 な わ た し を お 助 け くだ さ

い 。」(マ ル コ9：24)主 は 助 け を与

え た も うた 。 そ して 今 も助 け を与 えて

下 さ る し， こ れ か ら もそ うで あ ろ う。

私 は そ れ を知 っ て い る 。

船 が揺 れ ， さん ご礁 に 接 近 した と き，

全 員 が 本 島へ の 唯 一 の通 路 を示 す 明か

りを捜 し た。 ど こ に あ る の だ ろ う。夜

は そ の 暗 さ を一 層 増 し， 嵐 の 激 し さは

そ の 限 りを知 ら な いか の よ うだ っ た 。

雨 は 顔 を打 ち ， 容 赦 な く目に 流 れ込 む 。

そ の 目は い た ず ら に命 の 光 を捜 し求 め

て い た 。

そ の と きだ っ た 。私 は 波 が さん ご礁

に 当 た っ て砕 け る音 を耳 に した 。近 い ，

近 す ぎ る 。 明 か りは ど こだ 。 う ま く通

路 を抜 け る こ とが で きな け れ ば， お び

た だ し い歯 を持 つ 巨 大 な 怪 物 で あ る さ

ん ご礁 の え じ き に な って し ま う。 あ ら

ゆ る状 況 が 私 た ち を， 有 無 を言 わ せ ず

破 滅 へ とひ きず り込 ん で い くよ うだ っ

た 。

す す り泣 く者 ， うめ く者， ま た極 限

の 状 況 に 抗 し きれ ず ， わ め き 出す 者 も

い た 。 多 くの者 が 「もっ と右 だ 」 あ る

い は 「左 だ 」 と叫 び ， 窮 地 の 真 た だ 中

に あ った そ の と き， 私 は 船 長 を見 た 。

沈 着 な ， 知 恵 と経 験 に あ ふ れ た不 老 の

顔 で あ っ た 。 彼 は 前 方 の 暗 闇 を じっ と

見 つ め て い た 。 とそ の と き で あ る 。 彼

の 荒 れ た唇 が か す か に 開 い た 。 そ して ，

一 点 を凝 視 しな が ら舵 輪 を 回 し
， 喜 び

の 声 を発 した 。 「光 だ!」

私 に は 見 えな か っ た。 しか し船 長 に

は 見 え た の で あ る 。 なぜ 彼 に 見 え た の

か ， 私 は わ か っ た 。 航 海 の豊 か な経 験
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を もつ 彼 の 目は ， 荒 れ 狂 う嵐 の 中 で も

曇 る こ とは な か っ た し， 経 験 の 浅 い者

の 言 葉 に 左 右 され る こ と もな か っ たか

ら で あ る 。 こ う して私 た ち は最 後 の大

波 を乗 り越 え る と， 少 し穏 や か な 海 に

入 る こ とが で き た 。

さ ん ご 礁 の と どろ きは 背 後 に 去 り，

破 滅 の い まわ し い 計 画 も くい 止 め る こ

とが で きた 。 私 た ち は安 全 な 港 に 入 っ

た。 目的 地 に 着 い た の で あ る 。 私 た ち

が 暗 闇 の 中 に ひ とつ の 小 さ い光 を 見つ

け た の は この と きだ った 。 そ れ は 船 長

が 言 っ た そ の 場 所 に あ っ た 。 も し私 た

ち が光 を認 め る ま で 待 っ て い た ら， 船

は さ ん ご礁 に 乗 り上 げ ， 粉 々 に 砕 け て

い た だ ろ う。 しか し， 豊 か な 経 験 を も

つ 目 を信 頼 し たお か げ で ， 私 た ち は助

か っ た の で あ る。

こ れ は ， 私 た ち に きわ め て 大切 な こ

と を教 え て い る。 長 年 の 経 験 と訓 練 を

通 し， また 神 の 召 しに よ っ て ， は るか

彼 方 を， よ り良 い もの を， は っ き り と

見 る こ との で き る 人 が い る の で あ る 。

そ して そ の 人 は， 私 た ちが まだ 気 づ か

な い っち に ， 私 た ち に ふ りか か ろ う と

して い る霊 と肉 の 双 方 に 関 わ る 災 いや

死 か ら， 私 た ち を救 って くれ るの トで あ

る 。

私 は，20年 近 く前 の あ の航 海 と同 じ

もの を ， 今 感 じ て い る 。 私 た ち は 今

日， 道徳 の 価 値 を吹 き飛 ば そ う とす る

激 しい 嵐 の 中 に い る 。 そ して それ は，

私 た ちが 港 に た ど り着 く まで に ます ま

す そ の 激 し さ を加 え て い くで あ ろ う。

例 えば ， い わ ゆ る 人 口過 剰 とい う問

題 が あ り， こ の ま まゆ け ば将 来 恐 るべ

き事 態 を ひ き起 こ す と言 わ れ て い る 。

そ して， 仮 定 の上 に 立 っ た事 柄 や 数 字

を も とに ， 意 見が 闘 わ さ れ て い る 。 ま

た， い わ ゆ る 「家 族 計 画 」， 人工 妊 娠

中絶 の 自由 を要 求 す る声 ， ま た 多 くの

面 で個 人 の 権 利 を誇 張 す る 声 を よ く聞

く。今 や ， 私 た ち は病 め る世 界 に い る。

助 け を必 要 と して い るの で あ る。 しか

し， これ を救 うた め だ か ら と言 っ て，

某教 授 の 計 画 や あ る グル ー プ の 主 張 ，

あ る宗 派 の 感 情 的 な 叫 び ， ま た 人 が 考

え出 した いか な る 哲 学 に も耳 を傾 け る

必要 は な い。 た だ 予 言 者 の静 か な声 に

耳 を傾 け さ えす れ ば よ い の で あ る 。予
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説 教 の同 時通訳 の準備 をす る通 訳者

言 者 は こ う述 べ て い る。 「あ な た の 家

族 を 自 然 の 状 態 に お き な さ い 。 主 が あ

な た に 送 ろ う と され た 霊 た ち をす べ て

受 け 入 れ ， あ な た の 家 族 を遅 らせ る こ

とが な い よ うに しな さ い 。 い つ も互 い

に 思 い や り， 堕 胎 の 罪 に か か わ らな い

よ うに しな さ い。」 この 言葉 の 中 に こ

そ安 寧 が あ る。 予 言 者 は こ の よ うな 嵐

を は じめ ， いか な る嵐 の 中 に あ っ て も，

私 た ち を導 いて 下 さ るの で あ る。

話 を も とに 戻 す が ， 私 は， 私 の 命 そ

して 私 の管 理 下 に あ っ た病 気 の 宣 教 師

の 命 を救 っ て くれ た ， あ の 立 派 な ポ リ

ネ シア 人 の 船 長 が い て くれ た こ とを ，.

主 に 感 謝 して い る 。.私は 彼 の 経 験(そ

の 多 くは楽 し い もの で は な か っ た と思

うが)に 心 か ら感 謝 して い る 。 彼 の知

恵， 目 に感 謝 し て い る。 ま た ， 彼 が 状

況 の 厳 し さに 屈 せ ず ，・しっ か り と安 全

な航 路 を進 ん で 行 っ た こ と を感 謝 して

い る。

そ の と き私 は ， 彼 が こ れ まで の 彼 の

経 験 す べ て を も っ て して もで き な い こ

と を成 し遂 げ た と感 じ た 。 彼 は ， あ の

絶 望 的 な状 態 に あ っ て ， 忠 実 で 航 海 好

き な 先 祖 か ら受 け 継 い だ 力 と強 さ を不

思 議 な方 法 で 引 き出 し た の で あ る。 そ

れ は ポ リネ シア 人 を よ く知 っ て い る 人

の み が 理 解 す る こ との で き る もの で あ

る 。 私 は， 彼 と， リー ハ イ の 忠 実 な 子

孫 た ち に， 心 か らの 賞 賛 と愛 を表 わ し

た い 。
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同 じよ うに ， また さ らに 深 い 気持 を

持 って ， 私 は 今 日偉 大 な予 言 者 が い る

こ と を感 謝 し て い る。 こ の よ うな 時 代

に あ っ て ， 主 は， 試 さ れ， 訓 練 さ れ ，

導 き を受 け ， 神 の 権 能 を受 け て い る 人

を お 与 え に な っ た 。 この 人 は， 自 らの

大 い な る 経 験 に加 えて ， 忠 実 な指 導 者

で あ る先 祖 の 力 と強 さ， な ら び に神 と

天 使 の 力 の 強 さ に 頼 っ て い るの で あ る。

証 申 し上 げ る 。 神 は 生 きて お られ る。

天 父 は私 た ち を愛 して お られ る 。 また ，

イエ ス は キ リス トで あ り， 世 の 救 い 主

で あ る 。 イエ ス は， 私 た ち の 助 け 手 で

あ り， 私 た ち に助 け が 必 要 な と きに ，

個 人的 に助 け を与 えて 下 さ る。 私 は こ

の こ とを知 っ て い る。

ま た， ジ ョセ ブ ・ス ミス は 神 の予 言

者 で あ る 。 今 日， ス ペ ン サ ー ・W・ キ

ン ボー ル 大 管 長 は ， 光 を見 る こ とが で

き， 私 た ち と世 の 人 々 を救 う こ とが で

き る方 で あ る。 私 た ち はす べ て が 暗 闇

や 恐 れ ， 絶 望 の 中 に 埋 没 し そ うな と き，

破 滅 が 近 づ き， 人 々 や 悪 魔 の 激 情 に よ

っ て 解 決 で き そ う も な い 問 題 に捕 え ら

れ て しま っ た よ うな と き， キ ン ボ ー ル

大 管 長 が 「光 が あ る。 こ の 道 だ」 と静

か に 語 る 言 葉 に耳 をす ま して い た だ き

た い。 こ の 予 言 者 の 言 葉 に 耳 を傾 け ，

そ れ に従 うな ら， 私 た ち は 安 全 に 港 に

導 か れ る こ と を証 申 し上 げ る。 イ エ ス

・キ リス トの み 名 に よ り
， ア ー メ ン。
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1

良い状態で死を迎える

七十人第一定員会会員

スタ ー リング ・W・ シル

死 は卒業の 日のようなもので，私たちが どのような者であるか

を評価される時である

人 生で最駄 切なふたつの出来事は・
誕 生 と死 で あ る 。'良い状 態 で こ の

世 に 生 を受 け る こ と， す な わ ち良 き両

親 の も とに生 まれ て ， 信 仰 深 い家 庭 で

育 て られ る とい うこ とは ， 何 と感 動 的

な こ とか 。 しか し， それ に も増 して 大

切 な の は ， 良 い状 態 で 死 を迎 え る こ と

で あ る。 い つ で あ っ た か ， 総 大 会 の と

き に ， 私 は 誕 生 とそ れ に 続 く人生 の 大

切 さ につ い て お 話 し た こ とが あ る 、 け

さ は ， 死 と死 後 の生 活 の 大切 さ に つ い

て お 話 した い と思 う。

時 々 私 た ちは 死 に つ い て 学 ぶ 絶 好 の

機 会 を逃 して し ま う こ とが あ る 。 そ れ

は ， 死 を喜 ば し くな い もの と考 え て い

る た め で あ る。 また ， 喜 ば し くな い も

の に つ い て は考 え た くな いの で， 時 と

して 死 か ら顔 をそ む け， 心 を 閉 ざ し て

し ま う こ と もあ る。 い ず れ にせ よ， 死

を無 視 した とこ ろで ， 死 が 存 在 し な く

な る とい う わ け で は な い 。 古 代 エ ジ プ

ト人 は 死 を きわ め て 論 理 的 な 方 法 で処

理 して い た 。 祭 の と きに は決 ま っ て さ

れ こ うべ を 人 々 の 前 に 飾 っ た の で あ る。

す な わ ち， 死 の イ メ ー ジ を 人 々 に 掲 げ ，

だ れ もが いつ か は 自分 も こ っな るの だ

と常 に 心 に 留 め る こ とが で き る よ うに

し た の で あ る。

私 は ， こ こ に お い て 皆 さ ん を 脅 す

つ も りは さ ら さ らな いが ， きわ め て 重

要 な こ の世 で の 生 活 は ， や が て は終 り

を 告 げ る と い うこ と を 申 し上 げ た い 。

あ る 人が 言 っ た よ うに ， 過 去 の 事 実 か

ら判 断 す る と， 生 き た ま まで こ の世 を

去 る 人 は まず い な い 。 生 を受 け た そ の

瞬 間 か ら， だ れ もが ， 取 り消 さ れ る こ

との な い死 の 宣 告 を受 け て生 活 して い

る 。 そ して それ は 必 ず いつ の 日か 執 行

さ れ る の で あ る 。私 た ちが この こ とに

対 して 十 分 な備 え をす る こ とが で き る

よ うに ， 主 は 再 三 再 四 警 告 を与 え て お

られ る 。 あ る 人 は墓 碑 銘 に 「い ず れ こ

っ な る こ と は わ か って い た 」 と刻 ん で，

死 が 必 ず訪 れ る もの で あ る こ と を示 し

て い る 。

あ る 晩 ， 私 は ア テ ネが 滅 び た 時 代 に

書 か れ た ギ リ シ ャの 悲 劇 を読 み 返 し て

い た 。 あ る ロ ー マ の 将 軍 が ア テ ネ の 哲

学 者 を捕 え， 彼 に 殺 す つ も りで あ る こ

と を話 し た 。 と こ ろが ， そ の ア テ ネ 人

は 全 く心 を乱 した 様 が 見 え な い 。 将 軍

は ， 彼 が 死 とい う もの を理 解 して い な

い の だ と思 っ た 。 そ こ で ， 「死 ぬ とい

う こ とが ど うい うこ とな の か お 前 に は

わ か っ て い な いの だ な 」 と言 っ と， そ

の ア テ ネ 人 は ， 「あ な た よ り よ くわ か

っ て い るつ も りです 」 と答 え た 。 そ し

て こ う続 け た 。 「あ な た こ そ ， 死 が ど

う い う もの か わか っ て い ませ ん 。 死 は

生 を意 味 す る こ と を知 らな い か ら で す 。

死 ぬ こ とは 生 きる た め の 第一 歩 です 。

そ れ は古 臭 く， 疲 れ 果 て た 働 き の 終 り

で あ り， よ り気 高 く， 素 晴 ら しい働 き

の 始 ま りで す 。神 々 と善 き こ との世 界

に 赴 くた め に ， 偽 り者 た ちの も と を去

る こ とで すd

人生 で 最 も重 要 な 出 来事 は死 で あ る

と 申 し上 げ た が， 私 た ちは 死 ぬ た め に

生 き， 生 き る た め に死 ぬ の で あ る。 死

は 門 出 で あ る 。 永 遠 の 生 命 に至 る道 で

あ る 。 死 に至 る ま で の わ ず か な 時 間 を

ど の よ う に送 るか は， き わ め て 大 切 な

こ とで あ る と思 う。 す な わ ち， あ なた

の 人 生 の 最：後 の 時 が訪 れ た と き， どの

よ う な 人 で あ りた い か ， とい う こ とで

あ る。

この 最 後 の 時 こ そ 鍵 とな る最 も大 切

な 時 で あ る。 こ れ が 他 のす べ て の 時 を

裁 く基 準 と な る 。 人 は 最 期 を迎 え る ま

で ， 自 らの 人生 の 成 否 を語 る こ とは で

きな い 。 ソ フ ォ ク レ ス(ア テ ネ三 大 悲

劇 詩 人 の ひ と り)は 次 の よ うに 言 って

い る。 「その 日が 楽 しい一 日 で あ っ た

か ど うか は ， 夜 に な っ て み な け れ ば わ

か らな い 。」

確 か に ， ナ ザ レ の イ エ ス あ る い は イ

ス カ リオ テ の ユ ダ の最：期 に 何 が 起 こ っ

た か を知 らず に ， そ の 生 涯 を述 べ る こ

と の で き る者 は だ れ もい な い 。 あ る人

が 自分 の 最 期 に あ た っ て 考 え た こ と を

お 話 し た い と思 う。 これ は ， 古 い フ ァ

ウ ス トの 伝 説 集 に述 べ られ て い る。 ド

ク トル ・ヨハ ネ ス ・フ ァ ウ ヌ、トは，1540

年 に ドイ ツ ， ，ウ ィ ッ テ ン ブ ル ク で死

ん だ 。 しか し， 死 ぬ24年 前 に 彼 は サ タ

ン に 魂 を売 り渡 して しま っ た 。 彼 はサ

タ ン に こ う言 っ て い る。 「も しお 前 が

24年 の 間 ， 敵 を負 か し， また 友 を助 け

る と きに 私 に 力 を貸 す な ら， 私 は 永遠

に 魂 をお 前 に 引 き渡 そ うd

こ の考 え は， そ の と きの フ ァ ウ ス ト

に とっ て は 賢 明 に 思 え た こ とだ ろ う。

24年 とは 長 い 期 間 だか ら で あ る 。 永 遠

と言 え る く らい の 長 さか も しれ な い 。

しか し24年 後 は ど うで あ ろ うか 。 そ れ

に 対 して ， サ タ ン は 将 来 を よ く見 越 し

て ， こ う言 った 。 「私 は フ ァ ウ ス トが

生 きて い る 間 は 彼 に 仕 え よ う。 彼 の 魂
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と引換 え に私 は 助 け を与 え よ うd

こ っ して24年 間 の 最 初 の 一 日が 始 ま

っ た。 フ ァウ ス トは 良 き につ け 悪 し き

に つ け ， あ らゆ る経 験 を した 、，そ して

時 が た ち， フ ァ ウ ス トは ， 自分 で 気 づ

か な い っち に ， 私 た ち の だ れ もが そ う

され る よ っに ， 死 の 宣告 を受 け た の で

あ る。 こ こ で 初 め て 自分 が して き た こ

との 重 大 さ を考 え た 。 どれ ほ ど 自分 を

欺 い て き たか が ， こ の と き に な っ て わ

か っ たの で あ る。 彼 は ， 悪 魔 との 契 約

を破 棄 した い と思 っ た 。 しか しそ れ は

で き な い こ とで あ る。 そ して 彼 は こ う

祈 っ た。 「お お 神 よ， わ が 魂 をあ わ れ

み 給 うこ とが お で き に な ら な い な ら，

こ の 絶 え 間 の な い苦 痛 だ け で もや わ ら

げ た ま 心 ，ファウス トを千 年 い や 何 十 万

年 で も地 獄 に 留 め て お い て もか ま わ な

い 。 しか し， い つ の 日か 救 い を与 え た

ま え!」

こ う祈 っ た もの の ， フ ァ ウ ス トは 契

約 が あ る た め， これ は 決 し て か な え ら

れ る もの で な い こ とが わ か っ て い た 。

そ して 最 後 の1時 間 フ ァ ウ ス トは 腰 を

下 ろ し， 時 を刻 む 時 計 を じっ と見 つ め

て い た 。 そ して つ い に そ の 時 が 来 た 。

そ の 瞬 間 ， フ ァ ウ ス トは 「地 獄 へ 落 ち

る!」 と言 い残 して 死 ん だ の で あ る。

フ ァ ウ ス トは 初 め に そ の 最：期 の よ う

な 気 持 で い た ら， こ の よ う な み じめ な

所 へ 行 くこ とは な か っ た は ず で あ る、、

私 の 親 戚 に ， 小 説 を決 ま っ て最 後 の 章

か ら読 む 人 が い る 。 読 み始 め る 前 に 結

末 を知 りた い の で あ る 。 人 生 に 関 して

言 えば ， これ は実 に 良 い 考 え で あ る と

思 う。

私 た ち が 人.生の 目標 を 見 失 っ て， 星.

の 光 栄 に属 す る.者とな っ て い た こ とが

あ とで わか っ た と き， そ れ が 一 体 どの

よ うな 状 態 か ， 私 に は わか ら な い 。 わ

か るの は， 小 さ な 星 の 輝 きが 真 昼 の 太

陽 の.光 と比 べ もの に な らな い よ うに ，

自分 が 日の光 栄 の{国 か らは る か 遠 く

離 れ た とこ ろ に い る と い う こ とで あ る。

私 た ちは ， 日の 光 栄 の 王 国 に つ い て は
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よ く知 っ て い る 。 そ れ は神 の み 業 に雄

々 し く携 わ り， 神 の す べ て の 戒 め を守

っ た 人 の た め に， 神 が 用 意 され た場 所

で あ う。 また ， 日の 光 栄 の 王 国 に属 す

る 方 々 が 大 勢 こ の 地 上 を訪 れ て い るの

で， そ の方 々 に つ い て も よ く知 っ て い

るq彼 らが 訪 れ るた び に， 訪 れ を受 け

た 人 々 は， 彼 ら を筆 舌 に尽 くし難 い 方

々 で あ る と語 っ て い る。
噛予 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス は ， 御 父 と

御 子 の 訪 れ を受 け た と き に， 「筆 紙 に

尽 し難 い輝 き と栄 光 と を有 ち た も う二

人 の 御 方 」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：17)

と言 っ て い る。 す な わ ち， 日の 光 栄 の

王 国 に 属 す る方 々 を言 い表 わ す 言 葉 は

な い の で あ る。'

こ の世 の 生 活 に お い て さ え ， 言 い 表

わ し難iいこ とが い くつ か あ る。 例 え ば ，

ク リスマ ス の 朝 の 孫 娘 の 目で あ る。 彼

女 の 目は 期 待 に 輝 い て お り， 顔 か ら 輝

き 出 る もの が何 か し らあ る。 私 に は そ

れ が わ か る 。 しか し， そ れ に つ い て 皆

さん に お 話 す る こ とは む ず か しい 。 彼

女 の 目は 光 を放 って い た ， 顔 が 輝 い て
唱 い た

， 晴 れ や か な 顔 で あ っ た と説 明 し

た とす る。 しか じ， どれ も 当 た って い

な い 。 彼 女 の 目は ， 色 も形 も大 き さ も

普 段 と変 わ らな い 。 しか し， 言 い 表 わ

し難 い何 か が 顔 か ら発 散 して い た の で

あ る 。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は，1836年

4月3Bに カー トラ ン ド神 殿 に み 姿 を

現 わ さ れ た 復 活 した も う イエ ス に つ い

て ， 次 の よ うに 説 明 して い る 。 「そ の

眼 は 燃 ゆ る炎 の 如 く… …d(教 義 と聖

約110：3)そ れ は単 な る 輝 き で は な い。

輝 き に優 る こ と数 百 万 倍 だ と思 う。 し

か し， 孫 娘 の 目に 発 光 体 が な か っ た よ

うに ， 実 際 ， 燃 え る炎 は そ こ に は な か

っ た の で あ る。 ジ ョセ ブ は ， 言 葉 で は

表 わ せ な い もの を表 現 し よ う と して い

内 る
。 そ して こ う述 べ て い る。 「そ の 顔

は 日の 輝 きに も勝 りて 光 り輝 き… …d

こ れ ほ どの 輝 き を持 っ て お られ た の で

あ る。

， 私 た ち は 時 々 ， .イエ ス は私 た ち とは

違 っ た種 類 の 御 方 で は な い の だ ろ うか

と考 え る が， 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は， イエ ス と同 じ よ うに復 活 し た 天使 ・

モ ロナ イ の15，6回 の 訪 問 を筆 に表 わ

す こ と を試 み た 。 モ ロナ イ は， ア メ リ

カ大 陸 に 住 ん で い た軍 人 で あ っ た 。 最

後 の37年 間 とい う もの， モ ロ ナ イ は た

っ た ひ と りで 生 き て い た 。 彼 は こ う言

っ て い る。 「父 も一 切 の 親 族 も戦 で殺

され た か ら私 は一 人 の こ っ て友 も な く

行 く所 も な いdま た， 「私 の 命 が安 全

な 所 を求 め て さ ま よ っ て 島・る」 と言 っ

て い る(モ ル モ ン8：5;モ ロ ナ イ1

：3)。

モ ロ ナ イに は， 温 か い 浴 室 もな け れ

ば ， お い し い朝 食 を用 意 して くれ る人

も， 清 潔 な 衣 服 を与 え て くれ る 人 も い

な か っ た 。 私 た ち は ， こ の よ うな 長 年

の 孤 独 な 生 活 の 中 で ， 彼 の 性 格 が あ る

程 度 弱 くな っ て い た の で は な い だ ろ う

か と想 像 す る。 そ して ， モ ロナ イ は 最

後 の 時 を迎 え， 墓 の 傍 らに 立 っ て私 た

ち に ご.う告 げ た の で あ る 。 「さ らば ，

す べ て の 人 た ち よ 。 私 は じ きに 行 っ て

私 の 霊 と私 の 体 とが再 び相 合 す る まで

神 の パ ラ ダ イ ス で安 息 に就 く。 私 は 勝

利 を得 て 空 を飛 ん で 来 て ， 生 き て い る

者 と死 ん で い る者 との 永 遠 の 裁 判 官 で

あ る偉 大 な エ ホバ の 楽 し い法 廷 で あ な

た た ち に逢 う国(モ ロナ イ10：34)

それ か ら14世 紀 の 歳 月が 流れ た。1403

年 間 とい う もの ， モ ロ ナ イ に つ い て は

何 も知 ら れ て い な い 。 こ う し て1823

年9月21日 の 晩 ， モ ロ ナ ィ はす で に復

活 体 を得 ， 栄 光 あ る姿 で;ジ ョセ ブ ・

ス ミス の 傍 らに 立 っ た の で あ る。 予 言

者 は モ ロナ イ に つ い て 記 そ う と努 め た 。

予 言 者 は ， 不 可 能 な こ と で あ る と言 い

な が ら も，'あ えて そ れ を試 み て い る 。

そ して ， 次 の よ う な言 葉 で 表 現 して い

る 。 「こ の お 方 の 全 身 は 筆 に も 口に も

絶 した 輝 き に 充 ち， 御 顔 は 誠 に い なづ

ま の よ う に 輝 い て い たd(ジ ョセ ブ ・

ス ミス2：32)モ ロナ イ の 体 が 壮 麗 で

あ'っ.たば か りか ， そ の 衣 も光 り輝 い て

い た 。 「そ の衣 の 白 さ と言 え ば い か な

る こ の世 の 白 さ を も絶 した 白 さ で あ っ

た 。 また 私 は い か な る この 世 の もの も

あ れ ほ どに 勝 れ て 白 く輝 い て 見 せ る こ

とが で きた とは 思 え な いd(ジ ョセ ブ

・ス ミス2：31)

私 た ちは 皆 ， この 体 を喜 ば しい 宮 居

に す る た め に何 を し な け れ ば な らな い

か 知 っ て い る は ず で あ る 。 私 た ち は 入

浴 して ， 体 を清 潔 に保 ち ， 最 も適 した

衣 服 を身 につ け て い る。 宝 石 で そ れ を

飾 る こ と もあ る 。 お 金 が あれ ば;ネ ッ

ク レ スや ブ レ ズ レ ッ トや ダ イヤ モ ン ド

の 指 輪 な ど を 買 って そ れ を身 につ け，

そ の 身 を輝 か しい 麗 しい もの とす る 。

ま却 ， 化 粧 品や 毛 抜 き を使 っ た り もす

る。 こ れ ら は そ れ ほ どの効 果 を発 揮 す

.るもの で は な い が ， 私 た ちは 常 に そ れ

を行 な っ て い る 。

あ な た が 高 価 な 服 で 身 を飾 る こ とを

楽 しみ と して い るの で あ れ ば ， 高 価 な

体 に 服 を着 せ る こ と を， どの よ うに お

考 え に な るだ ろ うか 。 そ の体 は 太 陽 の

よ う に輝 き， 理 解 を絶 す る美 しさ を持

ち ， 鋭 い 感覚 と豊 か な識 別 力 ， そ して

愛 と理 解 と幸 福 を受 け 入 れ る大 き な 力

を具 え て い る の で あ る。 私 た ちは この

こ と を心 に 留 め て お く と よい 。 す な わ

ち神 は， 人 を麗 しい もの とす るた め に ，

世 界 一 の 美 容 院 を 経 営 して お られ る と

い う こ とで あ る。

ソ ク ラ テ ス は 非 常 に 素 朴 な 人 で あ っ

た 。 彼 は 「内 な る もの を 美 し くさせ だ

ま え 」 と祈 っ て い る 。 私 た ち は， 輝 か

しい 霊 性 を高 め る こ とに よ っ て ， 美 し

くな って い る 素 朴 な 人 々 を知 っ て いる 。

神 を敬 う心 は ， 何 も飾 っ て い な い体 を

も 美 し くす る こ とで あ ろ う。 立 派 な知

的 ， 霊 的 な特 質 は ， 私 た ち の体 をそ の

よ うに 変 え る の で あ る。

こ う し て， 私 た ち は は じめ に い た と

こ ろ に 帰 る 。 立 派 な生 活 を送 り， 良 い

状 態 で 死 を迎 え， 日の 光 栄 の 王 国 で 永

遠 に わ た っ て神 と住 ま う， 何 と素 晴 ら

しい こ と だ ろ う。 使 徒 パ ウ ロ は 言 って

い る 。私 た ち は 死 ぬ が ， 「見 よ， 生 き

て 」 い る(IIコ リン ト6：9)。

あ る思 索 家 の 祈 り を皆 さん に紹 介 し

た い 。

「偉 大 な る神 よ
，'私の 卑 しい願 い の

中 で最 も卑 しい も の， そ れ は 自 ら を失

望 させ る こ どの な い よ うに 助 け た まえ

と い ケ こ とで すd(ソ ー ロー 「祈 り」)

皆 さん 一 人一 人 に神 の祝 福 が あ っ て ，

全 力 を尽 く して 各 自 の務 め を遂 行 で き

る よ うに ， イ エ ス ・キ リス トの み名 に

よ っ てへ り くだ り祈 る もの で あ る 。 ア

ー メ ン
。
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塩 の き き め

十二使徒評議員会会員

マ ーク ・Eざ ビータ ーセ ン

キ リス トに従 う者は，塩のききめを持つ者とならな けれ ばなら

ない

ρ誇

キ申 の 人ア ブ ラ　 ム'リ ン カー ンに つ
いて お 話 し た い と思 う。

リン カー ン大 統 領 は， 類 ま れ な 偉 人

の ひ と り と言 え る。 彼 の 偉 大 さ は ， 主

に 対 す る旺 盛 な 知 識 欲 と従 順 の 所 産 で

あ る。

彼 は 神 を信 じ， 神 を身 近 に感 じて 生

活 し た。 誠 心 誠 意 祈 り， そ の大 切 な職

に あ っ て 自分 が 神 の霊 感 に 導 か れ て い

る こ とを知 って い た 。

リン カー ンは 心 か ら聖 書 を信 じ， 愛

読 して お り， あ る と き次 の よ うに 語 っ

た 。

「聖 書 は そ の 書 自体 が 宣 言 して い る

通 りの 書 物 で あ る と信 じる方 が 理 にか

な って い る と思 うよ うに な っ て 久 しい 。

確 か に聖 書 は ， 私 た ち が 従 うの に 良 き

書 で あ るd(ジ ョン ・ウ ェ ズ レ ー ・ヒ

ル ， 茄m肋 ηL珈co伽 一Mα η(ゾGod

「神 の 人 ア ブ ラハ ム ・リン カー ン」

P.126)

リン カ ー ンは ，'南北 戦 争 の 時 代 ， 聖

書 を使 い， ま た そ こ に 述 べ られ て い る

原 則 を 応 用 す る こ とに よ っ て， 合 衆 国

を導 い た 。 彼 は 信 仰 が 篤 く， 祈 りを 欠

か さ な い， 非 常 に謙 遜 な 人 で あ っ た 。

こ の よ うな 生 活 を送 る こ とに よ っ て，

彼 は次 の よ う な偉 大 な 事 柄 を学 ん だ 。

「私 は神 の 導 き を幾 度 とな く受 け て

き た。 また 自分 の意 志 以 外 の 何 か の 力

に よっ て動 か さ れ た こ と も数 多 い。 そ

れ は天 か らの 力 で あ る と信 じて 疑 わ な

い 。 … … 全 能 者 は私 に あ る事 柄 を させ

た い と き， ま た させ た くな い と き， 私

に そ れ が わ か る よ うに 方 法 を備 え て下

さ る 。私 は それ を確 信 して い るd(同

上P.124)

神 は ， 国家 の 諸 事 を 全般 に わ た っ て

導 い て お られ る こ と， また 民 が 主 に 仕

え る と き に は 主 の 祝 福 が 与 え られ るが ，

仕 え な け れ ば 祝 福 を取 り上 げ られ て し

ま っ こ と を， リン カー ンは は っ き り と

知 っ て い た。

彼 は 次 の よ うに 語 っ て い る 。

「神 の 支 配 す る 力 を信 頼 す る こ と
。

へ り くだ り悲 しん で 自 らの 罪 と背 罪 を

告 白 す る こ と。 そ の 際 ， 心 か らの 悔 改

め は慈 愛 と赦 し を もた らす とい う確 固

と した 望 み を もつ こ と。 「主 を神 とす

る 民 の み が 祝 福 さ れ る 』 とい う， 聖 書

に 述 べ られ て お り， また す べ て の 歴 史

が 証 明 し て い る崇 高 な 真 理 を 認 め る こ

と 。 これ らは 国 民 と同 様 国 家 の 義 務 で

も あ る。」(同 上pp.390-91)

こ の こ と を踏 ま え た 上 で， 彼 は さ ら

に ， 国 家 も個 人 と同 じ よ うに， 神 の み

手 に よ る罰 を免 れ る こ とは で きな い と

述 べ て い る 。

彼 は ， 南 北 戦 争 は 国 家 が 奴隷 制 度 を

認 め て い た が た め に神 が 下 さ れ た 罰 で

あ る ， と信 じて い た 。 ま た， 奴 隷 制 度

は 誤 って お り， 半 束縛 ， 半 自由 の 状 態

で は 国 家 が 持 続 で きな い こ と を知 っ て

い た 。 従 っ て 彼 は ， 奴 隷 を解 放 す る た

め に 必 要 な行 動 を起 こ し た の で あ る 。

あ る 日， リン カー ンは 次 の よ う に語

っ た 。 「私 た ちが 正 し い こ と を行 な わ

な け れ ば ， 神 は 私 た ち を滅 び る ま ま に

任 せ る で あ ろ う。 … … 正 しい こ とを行

な え ば ， 神 は 私 た ち を この 荒 野 か ら安

全 に 導 き 出 し， 勝 利 を得 させ ， こ の北

軍 を復 興 させ て 下 さ る だ ろ う。」(同 上

P.129)

ま た ， 次 の よ うな 感 動 的 な 言 葉 を も

残 した 。 「私 は 自分 が 間 違 って い な い

こ と を知 っ て い る。 なぜ な ら， キ リス

トが 教 え て お られ る よ うに， 自由 は義

で あ り， キ リス トは神 で あ る こ とを知

っ て い るか らで あ る司(同 上pp，285

-86)

さ ら に， リン カー ンは 述 べ て い る 。

「神 は こ れ まで 私 た ち が 取 り返 しの つ

か な い失 敗 を犯 す こ との な い よ う守 っ

て下 さ っ幽た 。 ま た こ れ か ら も守 っ て下

さ る と思 う。 私 た ち が 行 な うべ き こ と

は ， 主 を信 頼 し， 主 の 命 令 に 従 い， 主

の み こ こ ろ を行 な う こ とだ け で あ る。」

(同 上p。126)

「全 能 者 が … … 人 類 の 諸 事 に 直 接 介

在 され る こ とは ， 聖 書 の 中 で 最 も明 白

に 言 わ れ て い る こ との ひ とつ で あ るd

(同 上p.124)こ の 偉 大 な 南 北 戦 争 の

指 導 者 は こ う語 っ て い る 。

リン カ ー ンは ， 聖 典 か ら学 ん だ事 柄

を そ っ く り実 行 に移 して い た 。 例 え ば ，

申 命 記 の 中 で 神 は， エ ジ プ トか ら逃 れ

る イ ス ラ エ ル の 民 に ， 神 の 戒 め に従 う

な らば ， 地 一Lで最：も偉 大 な 民 とす る こ

と を約 束 さ れ た 。

考 古 学 者や 歴 史学 者 た ち は ， 古 代 に

す ぐれ た， 高 度 の文 明 を 有 す る民 が い

た こ と を 明 らか に して い るが ， 神 は 十

二 支 族 を そ れ ら の どの 民 よ りも偉 大 な

民 と し よ う と さ れ た の で あ る。 しか し

こ れ に は， 民 が 主 に 仕 え た とき に， と

い う条 件 が 付 い て い たの で あ る。

申命 記28章 に は 次 の よ うに 記 さ れ て

い る。 「も し あ な た が ， あ な た の神 ，
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テ レ ビカ メ ラ マ ン と タ バ ナ ク ル 合 唱 団 指 揮 者 ジ ェ ラ ル ド ・オ トレ ー

主 の 声 に よ く聞 き従 い ， わ た しが ， き

ょ う， 命 じる す べ て の 戒 め を守 り行 う

な らば ， あ な た の神 ， 主 は あ な た を地

の もろ も ろの 国 民 の 上 に 立 た せ られ る

で あ ろ うd(申 命28：1)

主 が 告 げ て お られ る よ うに ， 主 は 古

代 イ ス ラ エ ル の 民 を 「主 の 造 られ た す

べ て の 国 民 に ま さ る もの 」 に し よ う と

さ れ た 。 「あ な た は 主 が 言 わ れ た よ う

.に ， あ な た の 神 ， 主 の聖 な る民 と な る

で あ ろ う噌(申 命26：19)

主 は 彼 ら に 自由 と繁 栄 を約 束 し， ま

た 他 の 民 を悩 ま し て い る疫 病 か ら免 れ

る こ とが で き る と言 わ れ た。 さ ら に，

彼 らの 地 に は 戦 いが 起 こ らず ， こ れ か

ら先 も敵 か ら戦 い を しか け られ る こ と

は な い で あ ろ う と約 束 さ れ た 。

「主 は あ な た をか し ら とな らせ ， 尾

とは な らせ られ な い で あ ろ う。 あ な た

は た だ栄 え て 衰 え る こ とは な い で あ ろ

う。 き ょ う， わ た しが 命 じ る あ な た の

神 ， 主 の戒 め に 聞 き従 っ て， これ を守

り行 うな らば ， あ な た は 必 ず こ の よ う

に な る で し ょ う司(申 命28：13。 レ ビ

26参 照)

逆 に 言 えば ， 主 に 従 う こ とを 拒 む な

ら， 主 は イ ス ラ エ ル の 民 か ら祝 福 を取

り上 げ ， 罰 を与 えて 最 も小 さ い 民 に す

る と言 って お られ る 。す な わ ち， 彼 ら

は 頭 で な く， 尾 に な り， しか も， 繁 栄

す る こ とな く， つ い に は 世 界 に 散 ら さ

れ るの で あ る。

/ス ラエ ル の 民 は ど う な っ た だ ろ う

か 。 イ ス ラ エ ル の 民 は 周 囲 の 国 々 を 眺

め ， 彼 ら を う らや み ， 彼 らの よ うに な

りた い と思 っ た 。 彼 らが 邪 悪 で ， 偶 像

を 崇 拝 して い た こ とは 知 っ て い た が ，

彼 らに は ど こ とな く人 を 引 きつ け る も

の が あ る と感 じて い た よ うで あ る 。 イ

ス ラエ ル の 民 は 利 己主 義 と高 慢 の た め

に 目が 曇 り， 彼 らの よ うに な ろ う と躍

起 に な った 。 こ う して 彼 ら は， 他 の 国

々 の 民 と同 じよ うに ， 破 滅へ の 道 を た

ど り， 彼 ら を偉 大 な 民 とす る ため に 神

が 与 え られ た数 々 の 原 則 を捨 て たの で

あ る 。 彼 ら は こ の よ うに して 祝 福 に あ

ず か る機 会 を失 い， 不 従 順 の も た らす

苦 汁 をな め た 。 これ は， 歴 史 の 流 れ を

変 え る ほ ど の きわ め て重 大 な損 失 で あ

る 。

同 じ こ とが 古 代 ア メ リカ につ い て も

言 え る。 西 半球 に は ふ た つ の 民 が 住 ん

で い た 。 ふ た つ の民 は 古 代 イ ス ラエ ル

の 民 に 与 え られ た と同 じ戒 め を受 け て

い た 。 そ して ， こ の 地 で 繁 栄 す るた め

に は ， こ の 地 の 神 す な わ ち イ ェ ス ・キ

リ ス トに仕 え な け れ ば な らな い ， さ も

な け れ ば この 地 か ら一 掃 さ れ るで あ ろ

う， と言 わ れ て い た 。

しか し， ど ち らの 民 も， この 戒 め を

守 り抜 くだ け の 信 仰 が な か った 。 そ し

て ， イ ス ラエ ル の 民 に与 え られ た と同

じ機 会 す な わ ち 地 上 で偉 大 な 民 に な る

と い う祝 福 を放 棄 して し ま っ た。 双 方

と も罪 に 陥 り， 滅 び て し ま っ た の で あ

る 。

リン カー ン は 何 と言 って い た だ う り

か 。 「神 の 支 配 す る 力 を信 頼 す る こ と

… … は国 民 と同様 国 家 の義 務 で もあ るd

そ の ほか に 何 と言 っ て い た だ ろ っか 。

「主 を神 とす る民 の み が 祝 福 され るd

この 原 則 は 古 代 イ ス ラエ ル の 時 代 ，

ま た ジ ェ レ ドの 民， ニ ー フ ァイ の 民 に

と って 真 実 で あ っ た よ うに， 今 日に お

い て も真 実 で あ る 。 す な わ ち， 主 を神

と す る民 の み が 祝 福 され るの で あ る。

しか し， リ ン カー ン は この ほ か に も

数 々 の こ とを教 え て い る。 神 の 祝 福 は

神 を認 め る 国 民 に 限 っ て 与 え られ る 。

ま た 同 じ く， 主 に 仕 え る人 の み が主 の

祝 福 を受 け る と も 言 っ て い る。

リ ン カー ン の 言 葉 を思 い 出 して い た

だ きた い 。神 の 支 配 す る力 を信 頼 し，

へ り くだ り悲 しむ 心 で 自 らの 罪 を告 白

し， 愛 と赦 し を求 め る こ とは， 国 家 と

個 人 双 方 の 義 務 で あ る。

ほ か に リン カー ンは 何 と言 って い た

だ ろ うか 。 あ たか も予 言 者 の よ う に こ

う語 っ て い る 。 「私 た ち は これ ま で，

天 の最 高 の 恵 み を受 け て き た。 … … 他

の ど の 国 に も劣 らず ， 人 口， 富 ， 力 を

増 し加 え て きた 。 しか しな が ら， 私 た
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ち は神 を 忘 れ て し まっ て い る。 私 た ち

に平 和 を与 え て下 さ り， 私 た ちの 数 を

増 し， 富 ませ ， 強 め て 下 さっ た尊 い み

手 を忘 れ 去 り， こ れ らの 恵 み が す べ て ，

自分 た ちの す ぐれ た 知 恵 と徳 に よ っ て

もた ら され た と， 不 実 な心 で 考 え て い

る 。 … … 私 た ち は うぬ ぼ れ が 強 す ぎて ，

瞭 い と守 護 の 必 要 性 を感 じ る こ とが で

きな くな っ て し ま っ た。 また ， 心 が 高

ぶ りす ぎて ， 私 た ち を創 造 し て下 さ っ

た神 に 祈 る こ とが で きな くな っ て し ま

っ て い るd(同 上p.391)

リン カー ン は さ ら に こ う続 け て い る。

「感 情 を害 さ れ た 神 のみ 前 に あ っ て 自

ら を低 くし， 自分 の 罪 を告 白 し， 慈 悲

と赦 し を求 め て祈 る こ と， 私 た ち に は

これ らの こ と を行 な う責 任 が あ る司

(同 上)

リン カー ン が 言 っ た事 柄 を行 な う勇

気 が ， 私 た ち に は あ る だ ろ うか 。

神 は， こ の世 が 罪 と堕 落 高 慢 と無 、

礼 ， 利 己主 義 と どん 欲 ， 欲望 で満 ちて

い る こ とを御 存知 で あ る。 私 た ち は こ

の よ うな世 の 中 に 住 み た い。 また これ

らの 悲[参な 有 様 を耐 え 忍 び た い と， 本

当 に 思 っ て い るの だ ろ うか 。 人類 は ，

清 い生 活 の もた らす 自由 と喜 び を求 め

ず ， 不 潔 や 邪 悪 を楽 しむ こ とが 本 当 に

で き る の だ ろ うか 。

自 由 は義 の 中 に の み 見 出す こ とが で

き る もの で ある 。 不 潔や 邪 悪 が も た ら

す もの は 奴隷 制 度 ， 堕 落 ， 死 で あ る。

救 い主 は あ る とき，・塩 につ い て 語 ら

れ た 。 ま た， き きめ をな く した塩 につ

い て も語 っ て お られ る。

す べ て の 国 家 は 個 人 の 集 ま りで 構 成

され て い る 。 従 っ て， 個 人が 邪 悪 で あ

れ ば 国家 も邪 悪 な もの と な り， ま た私

た ちが 義 な る民 で あ れ ば 国家 も義 な る

も の とな る の で あ る 。

一 」鱗 一ら
な い 。一 人一 人 が 自分 は 周 囲 の 人 々 に

良い影響 を及ぼす地り塩 .コあ.i建 ，を

謬甦セ生け犯ばなム魁 上。笹1三，_曵リ
ス.Ll三坦 劃 孟麺 五 る塩 となゐ

蝉 ゴ・ある.

主の警告 を思い起 こしていただきた

い。 「もし塩の ききめがな くなったら，

何によってその味が取 りもどされよう

か。もはや，なんの役に も立たず，た

だ外に捨てられ，人々にふみつけられ

るだけであるd(マ タイ5：13)

リンカー ンはこう言っている。 「私

たちが正 しいことを行なわなければ，

神は私たちを滅びるままに任せるであ

ろ うdま さしくその通 りである。な

ぜ なら，神 は人を強制的に天に連れ戻

そ うとはされないからである。.

しか しなが ら，主はリンカーンより

も力強 く，不従順は主に対する侮辱で

あると，はっきり言っておられる。邪

悪が放つかお りは，主の前にあって悪

臭 となるのであ る。

どのようなときに私たちは主に従 う

者が有すべ き塩のききめ を失 うだろ う

か。主に仕えることをやめることによ

って， また従順でなくなることによっ

てそれを失っている。

例えば，教会の集会に出席す ること

をどうでもいいように考えるようにな

るとき，塩 のききめを多少なりとも失

っていると言えないだろうか。

祈 り，什分の一 と献金に心をとめな

い とき，私たちの塩 のききめはどうなr

るだろっか。

キンボール大管長は一昨 日，隣人に

福音 を伝 えない者の塩のききめはどう、

なるか と私たちに尋ねられた。

私たちは神の聖なる安息 日を守らず

して，塩の ききめを保てるだろうか。

私たちは不正直，不親切，あるい は

ねたみ深い者であるとき，私たちは神

の感情 を害 してはいないだろうか。

貞操 を失 うとき，すなわち，金銭で

は買えない純潔の賜を失 うとき，ヒ塩 の

ききめはどうなるだろうか。神 を愛 し

てはいるが清 さを保たない とき，不潔

が清 さをしの ぐとき，不潔が主に侮辱

を与えるとき，塩のききめは全 く失わ

れてしまっのではないだろっか。

家族の中で不義の罪を犯す とき， ま

た残酷な行為に走るとき，私たちの塩

の ききめは.どうだろうか。

教会の方針に反対 した り，選ばれた

指導者に反坑 したりするとき，私たち

の塩のききめはどうなるだろうか。不

実の中に効力があるだろうか。

教会を去 り，偽 りの予言者の滅びに

通 じる教えを母け入れるとき，主の王

国に自分の住む所 を見出すことができ

るだ ろ うか 。 き きめ の あ る塩 と言 え る

だ う つ・か 。

神 の 王 国 に 自分 の 住 む 所 を確 保 す る

こ とに つ い て ， ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン

ト大 管 長 は 次 の よ うに語 っ て い る 。

「私 は
， 義 務 を怠 り， 教 会 に そ む き，

教 会 の敵 とな っ た 人 々 を見 て きた 。 そ

れ は教 会 で ど の よ うな職 に つ い て い る

か に 関 係 が な いd彼 らは 神 の 戒 め を

守 っ て い な か っ た か らで あ る 。 グ ラ ン

ト大 管 長 は こ う続 け て い る。(私 瓢

か ら祈 る こ とは， す べ1ご

分の生活を設ま の まかでもない

自分 自身 で あ る こ と ・'・こ鈎 め て い た

一 る 。 … … 私 た

ち す べ て の 心 に は ， 相 反 す る ふ た っ の
'もの が あ る

。 そ して ， 何 か を行 な お う

とす る と き に は 必 ず 一 方 の もの が こ う

言 う。 『ち ょっ と待 て ， お1まえ は これ

をす る 必 要 は な い 。 時 間 の む だ だ 。 何

か 別 な こ とを すべ きだ 。』

グ ラ ン ト大 管 長 は さ らに 続 け て い る 。

「他 方
， 何 が 正 し いか を私 た ち に 告 げ

て くれ る小 さ な 細 い声 が あ る 。 そ して，

こ の小 さ な細 い 声 に 耳 を傾 け るな ら，

福 音 に そ っ て 生 活 す る こ とが で き る よ

う， また そ れ を人 々 に勧 め る こ とが で

き る よ う私 た ちの 強 さ と力 ， 証 と能 力

は 増 し加 え られ るd(1卿70"θ ηe魏

Em「 イ ン プ ル ー ブ メ ン トエ ラ」1937

年12月 号p.735)

リ ン カー ン は こ う言 っ て い る。 「私

た ち の 偉 大 で素 晴 ら し い， 慈 悲 深 い造

り主 を信 頼 し よ うで は な い か 。 そ の御 ・

方 は どの よ うな 窮 地 に あ っ て も私 た ち

に 背 を向 け る よ う な こ と は な さ ら な い 。

そ の御 方 はす ず め が 落 ち る の も知 っ て

お られ ， 髪 の 毛 の 数 さ え も御 存 知 で あ

る 。 また 御 自分 に 信 頼 を寄 せ て い る死

者 を も忘 れ て は お られ な い の で あ る司

(「神 の 人 ， ア ブ ラハ ム ・リン カー ン 」

P.334)

私 た ち の神 ， 主 を信 頼 し， 主 に 従 お

う で は な いか 。 こ れ こ そが ， 国 家 に と

っ て も個 人 に と っ て も安 全 な 道 で あ る。

こ れ ら を聖 な る イ エ ス ・キ りス トの み

名 に よ っ て証 申 し上 げ る。 ア ー メ ン 。
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北 部ユタの山岳地帯 を抜けてグレー
トソ ル トレー ク盆 地 に 入 り， カ ー

ブ を描 い て 南 下 す る 黒 い ア ス フ ァ ル ト

の 帯 。 イ ン ター ス テ ー ト15と 呼 ば れ る

フ リー ウ ェ イ で あ る。 工 場 や 市 場 か ら

出荷 され る 品 物 ， そ し て お び た だ しい

数 の 人 間 が ， この フ リー ウ ェ イ を通 っ

て 目的 地 に 運 ば れ る 。

数 日前 ， 帰 宅 の 折 に 車 で この イ ン タ

ー ス テ ー ト15の 入 口に さ しか か っ た と

き の こ とで あ る。 フ リー ウ ェ イ に 入 る

ラ ンプ の とこ ろ に3人 の ヒ ッチ ハ イ カ

ー が い た
。 そ れ ぞ れ 自分 の行 先 を書 い

た 紙 を持 っ て い る 。 ひ と りの に は 「ロ

サ ンゼ ル ス 」， も うひ と りの に は 「ボ

イ シ」 と書 い て あ った 。 しか し， 私 は

も う ひ と りの ヒ ッチ ハ イ カ ー が 持 っ た

紙 を見 て は っ と した 。 そ して ， そ こに

書 い て あ っ た 言 葉 が し ば ら く頭 か ら離

れ な か っ た 。 彼 が 掲 げ た紙 に は カ リフ

ォ ル ニ ア の ロサ ン ゼ ル ス と も ア イ ダ ホ

の ボ イ シ と も書 か れ て い な か っ た 。「ど

こ で も」 そ れ だ け だ っ た 。

た だ で 乗 せ て くれ る 気 ま ぐれ な ドラ

イ バ ー の 意 の ま まに ， ど こへ 行 っ て も

か ま わ な い とい う ヒ ッチ ハ イ カ ー 。 こ

の よ うな ヒ ッ チハ イ クに 払 う代 価 は い

か に 大 きい こ とで あ ろ うか 。 計 画 も 目

標 も行 先 も な い旅 。 ど こへ も通 じ る道

は 終 着 点 の な い 道 で あ り， そ の 道 を行

く者 の 夢 は 破 れ， 機 会 は む だ に 費 や さ

れ ， そ の 人生 は何 ら な す とこ ろ な く終

わ っ て し ま う。

私 た ち は こ の 若 い ヒ ッチ ハ イ カ ー と

は 違 う。 あ な た 方 も私 も， ど こへ 行 く

か を選 ぶ 賜 を神 か ら与 え られ て い る。

田月2日 出 午後 の部 にお け る説教

どち らの道 を

十二使徒評議員会会員

トーマス ・S・ モ ンソン

理性，選択の力，祈 リ，静かな細い声を聴く力 これらは神

よ リ賜わった特性であ り，私たちの行く手を照 らすものである

使 徒 パ ウ ロは ， 人 生 を決 勝 点 の は っ き

り し た競 走 に た とえ た 。 コ リン ト人 に

こ う説 い て い る 。「あ な たが た は 知 らな

い の か 。競 技 場 で 走 る者 は， み な 走 り

は す るが ， 賞 を得 る 者 は ひ と りだ け で

あ る。 あ な た が た も， 賞 を得 る よ うに

走 りな さい。」(1コ リン ト9：24)し

か し熱 中 す る あ ま り， 賢 人 の 勧 告 を見

過 ご しに す る こ との な い よ うに し よ う。

「必 ず し も速 い者 が 競 走 に 勝 つ の で は

な く，強 い者 が 戦 いに 勝 つ の で もない司

(伝 道9：11)脚 は 終 セL認

ぶ 者 に与一 、.

私 た ち 一 人一 人 は こ う 自問 す る 必要

が あ る 。 「私 は ど こへ 行 こ う と して い

るの だ ろ うかd「 目的 地 に は どの よ う

な 方 法 で 到 達 す るの かd「 神 の 子 で あ

る私 た ち の 真 の行 く末 は何 かd

人生 の 競 走 に つ い て 思 い を はせ た と

き， 私 は 別 の 競 走 を思 い 出 し た。 話 は

子 供 の 頃 に さ か の ぼ る。 この 頃 の 私 の

経 験 をお 話 す る こ とに よ って ， 先 に あ

げ た， だ れ もが 抱 く重 大 な 疑 問 に 対 す

る答 え を見 出 す こ とが で き る と思 わ れ

る。

10歳 位 だ っ た ろ うか 。 私 は よ く友 達

と ポ ケ ッ トナ イ フ で 柔 らか い柳 の 木 を

削 り， 小 さ な お も ち ゃ の舟 を作 っ て 遊

ん だ 。 そ の 不 細工 な舟 に 木 綿 の布 で 作

っ た三 角 形 の 帆 をつ け， プ ロ ボ 川 の や

や 流 れ の 急 な 支 流 に 浮か べ て 競 走 をす

る。 小 さ な舟 は 急 な 流 れ に 勢 い よ く上

下 した か と思 う と， 淵 の と こ ろ で は ，

ゆ っ く り と優 雅 に 進 ん で い く。 私 た ち

は 舟 を追 いか け な が ら岸 辺 を 走 っ た 。

そ う し た あ る 日の こ と， ゴー ル に 向

かって先頭 を切 って進んでいた舟が，

突然大きな渦に近づいたか と思 うと，

とうとう渦の中に巻 き込まれてしまっ

た。舟はただ ぐる ぐる回るばか りで，

なかなか流れに戻れない。そのうち渦

の端の浮遊物と共に，あの欲の深い緑

藻の，手のような腺毛に捕えられ，全

く動かな くなった。

私たちが作った舟には，舟を安定さ

せ るための竜骨 もなければ進む方向を

決めるためのかじもない。また動力 もな

い。あのヒッチハイカーのように，行

先は 「どこでも」，ただ流れのままにど

んどん下っていくばか りなのである。

私たちには神か ら賜わった特性があ

り，それが私たちを目的地に導いて く

れる。私なちが善の地重 に米、なり.は，

人生の流れに漂 うためではな、隣..思 考

と型 生と達 成の加 誌?∫ 堆むためで

あ、.る。

天父は，私たちを寄るべないままに

この永遠の道に旅立たせたわけではな

かった。天父の導きを得る手段をお授

け下さったのである。それによって私

たちは，人生の偉大な競走の終 りには

無事に天父の もとに戻ることができる。

そ う，それは祈 りである。心の中の静

かな細い声のささやきである。また聖

典 も忘れてはならない。私たちはこれ

か ら人生の荒海 を乗 り越えなければな

らないが，聖典は，そうした海 をすで

に乗 り越えた船乗 りが書いたものであ

る。

この人生の旅路にあって，要求され

るのは個 人の努力である。私たちには

どのような備えができるだろうか。航
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時

海 を安 全 な もの とす る た め に は ど うす

れ ば よ い で あ ろ うか 。'

ま'一7亜'一 ヒ

描.蕊必 要 が あ る。 目的 は 何 か ， と い う

こ とで あ る。 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は こ う勧 告 して い る 。 「私 た ち の 存 在

の 意 図す る と こ ろ， そ し て 目標 は 幸 福

で あ る 。 幸福 に至 る道 を歩 め ば ， 最：終

的 に は そ の 目標 に到 達 す る こ とが で き

る 。幸 福 に 至 る道 とは ， 徳 と高 潔 ， 忠

実 と神 聖 の 道 で あ り， 神 の戒 め を こ と

ご と く守 る こ とで あ るd(7!θ α翻 πgs

0μ んePro擁eオ 」OSθ擁S加 診ん 「予 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミスの 教 え 」pp.255-56)

こ の 言 葉 は， 目標 だ け で な く方 法 を も

教 え て い る 。

第 二 に ， 私 た ち一

2蝉 ・。 神 の み こ こ ろ が 子 供 た

ち に 表 わ れ た 最 も貴 重 な 出来 事 の 数 々

は ， 子 ハた 瀬 か 一 ら一且 白・ ・っ て

努 力 し て い た と き に 起 こ っ た こ と に お

一 主はエマオに行 く途

中の弟子たちにみ姿 を現わされた。 よ

きサマ リヤ人はエ リコへ行 くところで

訪問者 と握 手 を交 わす キ ≧ボ ール大 管長

あ っ た 。 ま た ニ ー フ ァ イは エ ル サ レ ム

へ 戻 る とこ ろ で あ っ た し， 父 リー ハ イ

は 貴 き約 束 の 地 へ 行 く途 中 で あ っ た 。

カー セ ー ジへ 赴 くジ ョセ ブ ・ス ミスや

聖 徒 の安 住 の 地 へ 向 か っ て 大 平 原 を進

む ブ リガ ム ・ヤ ン グ も忘 れ て は な らな

い 。

藻 三に，r私たちは定め られた道か ら　
._㍉ 私たちの行 く手に

は，分かれ道もあれぜ曲が り角 もある。

信仰の試 しや世 の誘惑は避けられない。

お ごりに満 ちた生活をして遠回りをす

ることは許 されない。中には破滅 と霊

の死へ通 じる道 もあるか らである。あ

らゆる面か ら私たちを脅かす道徳の流

砂，罪の渦，そして 「みたまの導 きを

受けていない思想」 という急流 を避け

ようではないか。ルシフェル と呼ばれ

る狡猜な笛吹きは，陽気なメロディー 、

を奏でながら，神が定めた もうた安全

な道か ら何の疑いも抱かせずに離れさ

せ ようとする。愛情に満ちた両親の勧

告，私たちを守って くれる神の教 えか

ら離れ させ ようとするのである。ルシ、
うつかい

フェ・ルg)笛 は老檜で，その言葉は甘い。

彼がねらうのは人間の くずではない。

神 に選ばれた者たちである。ダビデ王

はその調べに耳 を傾け，従い，そして

堕落 した。時 をさかのぼればカインの

例があるし，新約：の時代ではイスカリ

オテのユダがそうである。

第四に，私たちは賞 を得るために喜

んで代価 を支払わなければならない。

見習い工は，数々の資格 を得て初めて
一 人前の職工になる

。弁護士 も資格を

得て一般に認められるまでは弁護士 と

しての活動はで嵩ない。医師も同 じで

ある。インターンとしての生活を終え

て初めて，私たちの要求に応 じること

ができるのである。

や るか ， や らぬ か

彼 方 の 目標 に チ ャ レ ン ジす るか ， 今

の ま まで満 足 す るか

決 め る の は 君 だ

(エ ドガ ー ・G・ ゲ ス ト 『君 だ』，

丁舵L'8配 げ 」翫 励 「信 仰 の 光 」

p.133)

考えてみていただきたい。迫害者サ

9
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ウ ロ は どの よ うに し て伝 道 者 パ ウ ロに

な っ た の か 。 漁 師 シ モ ン は ど の よ うに

して み た まの 力 に あふ れ た 使 徒 パ ウ ロ

とな っ た の か 。 そ し て， 十 字 架 が あ っ

た れ ば こ そ復 活 祭 を祝 う こ とが で き る

とい っこ とを 。

人生 の 競 走 の模 範 は， 私 た ち の 長 兄

で あ る主 に 見 る こ とが で き る。 主 は ま

だ 子 供 の 頃 ， 次 の よ うな 金 言 を残 され

た 。 「わ た しが 父 の 家 に い る は ず の こ

と を ご 存 じ な か っ た の で す かd(ル カ

2：49)そ して 成 長 され た後 ， 憐 み

や 愛 ， 従 順 ， 犠 牲 ， 献 身 を模 範 に よ っ

て 教 え られ た 。 あ な た 方 に とっ て も私

に とっ て も， 主 の 教 え は 同 じで あ る。

「わ た し につ い て きな さ い
，」

主 の 言 葉 に 耳 を傾 け ， それ に従 っ た

人 の ひ と りに， モ ル モ ンの 宣 教 師 ， ラ

ン ドー ル ・エ ル ズ ワー ス が い る。 彼 に

つ い て は 新 聞や テ レ ビで す で に御 承 知

の こ とで あ ろ う。

6ヵ 月前 の こ と， 末 日聖 徒 イ エ ス ・

キ リス ト教 会 の 宣 教 師 と して グ ァ テマ

ラ で伝 道 して い た彼 は 大 地 震 に あ い，

か ろ う じて命 は 取 り とめ 禿 もの の ， 落
はり

ち て きた 梁 の 下 敷 きに な り， 両 足 が マ

ヒ し， そ の上 腎 臓 の機 能 も著 し く損 な

わ れ た 。

応 急 処 置 の 後 ， 彼 は 両 親 の 住 む メ リ

ー ラ ン ド州 ロ ッ クビ ル の 近 くの 大 きな

』病 院
に 運 ば れ た。 私 は 幸 い に も， 病 院

で 行 な わ れ た イ ン タ ビ ュー をテ レ ビで

見 る こ とが で き た 。 そ の 一 問 一 答 は こ

うで あ る 。 「歩 け ます かd「 い え， ま

だ 。 で も歩 け る よ うに な ります ，」 「伝

道 を完 全 に 終 え られ る と思 い ます かd

「ほ か の 人 は 無 理 だ と考 え る で し ょ う

が ， 私 はや りますd

ニ ュー ス キ ャ ス ター は マ イ クを 手 に

こ う続 け た 。 「大 統 領 か らお 見 舞 い の

手 紙 を い ただ い た そ うで す ねd「 は い 。

フ ォー ド大 統 領 の お 心 づ か い に は 心 か

ら感 謝 して い ます 。 で も， 私 は も う一.

通 の 手 紙 を受 け取 りま した 。.この 国 の

長 で あ る 大 統 領 か ら で は な く， 私 の 教

会 ， 末 日聖徒 イ エ ス ・キ・リス ト教 会 の

長 で あ るス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー

ル 大 管 長 か ら で す 。 私 は そ れ を 大 切

に し て い ます 。 大 管 長 は 私 の ため に 祈 ，

っ て 下 さ って い ます 。 そ れ に 家 族 や 友

人， そ して 宣 教 師 の 同僚 もみ ん な 祈 っ

て くれ て い ます 。 私 は グ ァ テ マ ラに 帰

り ます 。 主 は私 に ， グ ァテ マ ラ の 地 で

2年 間伝 道 す る よ うに望 ん で お られ ま

す 。 私 も そ う し た い と思 い ますd

私 は 妻 に 向 か って こ う言 っ た 。 「彼

に は け が が どの 程 度 か知 ら さ れ て い な

い ん じ ゃ な い か な。 病 院 側 の 公 式 発 表

の 限 りで は， グ ァ テマ ラへ 帰 る の は ち

ょ っ と期 待 で ぎ な い か らねd

信 仰 の 時 代 ， 奇 跡 の 時 代 が 過 去 の も'

の で な く， 今 も連 綿 と し て続 い て い る

こ とに 何 と感 謝 した ら よ い だ ろ うか 。

そ れ か ら何 日 も， 何 週 間 も， そ して

何 ヵ月 も， 新 聞 とテ レ ビの 目は 彼 を追

い 続 け た。 ラ ン ドー ル ・エ ル ズ ワー ス

が 置 か れ た この 状 況 を， ル ドヤ ー ド ・

キ プ リン グは こ う歌 って い る 。

騒 動 と人 々 の 叫 ぶ 声 は 消 え

首 領 や 王 た ちが 世 を去 っ て も

汝 の い に し え の犠 牲 は 今 も生 き る

そ れ は， へ り くだ り悔 い る 心

天 群 の主 は わ れ ら と共 に あ る

決 し て そ れ を， 忘 れ て は な ら な い

決 し て そ れ を， 忘 れ て は な ら な い

(R認lyα7(1K'pZ珈grsyeγ8e「 ノレドヤ

ー ド ・キ プ リン グの 詩 」p .327)

神 は へ り くだ り悔 い る心 を持 っ た ラ

ン ドー ル ・エ ル ズ ワ ー ス を お ，忘れ に は

な らな か っ た。 足 の 感 覚 が， 少 しず つ

で は あ る が 戻 り始 め たの で あ る。 ラ ン

ドー ル ・エ ル ズ ワ ー ス長 老 自身 の 言葉

を 借 り よ う。「努 め て 忙 し く し ま した 。

自分 を忙 し い状 況 に 追 い込 ん で い っ た

の です 。病 院 で は ， 回復 の た め の 治 療

を 日に2度 受 け られ る よ うに お 願 い し

ま した 。 とにか く， 自分 の 力 で 歩 き た

か つ た の で すd

伝 道 委 員 会 は， ラ ン ドー ル ・エ ル ズ

ワ ー ス の 目 を 見 張 る ばか りの 回復 を評

価 し， グ ァ テマ ラへ の帰 還 を許 可 し た。

そ の知 らせ を受 け た 彼 は こ う語 っ て い

る。 「初 め の う ちは ， あ ま り うれ し く

て 何 を した らい い の か わ か りませ ん で

し た。 そ れ か ら 自分 の寝 室 へ 行 って 泣

き ま した 。そ して ， ひ ざ まず い て 天 父

に 感 謝 の 言 葉 を捧 げ ま した 吐

2ヵ 月前 ， ラ ン ドー ル ・エ ル ズ ワー

◎
]

ス は 自分 の 足 で タ ラ ップ を昇 り，・機 上

の 入 とな っ た。 も ち ろ ん 彼 が 伝 道 の た

め に 召 され た地 ， 愛 す る 人 々 の い る地

へ 戻 る た め で あ る。 こ の 彼 の 帰 還 につ

い て， 疑 い の 目 を もっ て 見 る 人 も多か

っ た 。 しか し数 多 くの 人 々 が ， 神 の み

力 と信 仰 の 奇 跡 ， それ に 決 意 が も た ら

す 報 い に 目 を 見 張 っ た の で あ る 。 彼
おそ

の行 く手には，正直で神 を畏れ， また

同時に心か ら神 を求め る息子，娘たち

が大勢待ち受けている。彼 らは天父の

み言葉 を聞 くであろう。真理を知るで

あろう。儀式を受け入れるであろう。
「肉にあるとげ」を克服したこの現代

のパウロが，彼らに真理 を教え，永遠d

の生命に導 くために帰 って行ったから

である。

ランドール ・エルズワースのように，

私たち一人一人が 自分が 陣 こ行 こう

ζ哩L郵2鷹 に到達
す るのに必要 な努力をたゆまず， しか

も喜 ん で行 な い ， て回り道 る

こ とが な い よ うに 。 また 人生 の競 走 に
へ にドばりい へ ゆ

勝利を収めるのだ という信仰 と決意を

固二賛

さな'い つ で も支 ム'え

で お くこ とが £ き る よ っに3そ の よ う

、こは それに伴う非常に大

に す る な らば ， 私 た ち は こ の世 の 生 涯

の 終 りに， 永 遠 の 裁 き主 か ら次 の よ う

な 賞 賛 め 晋 葉 を得 るで あ ろ う。 「良 い

忠 実 な僕 よ， よ くや っ た。 あ な た は わ

ず か な もの に 忠 実 で あ っ た か ら， 多 く

の もの を 管 理 させ よ う。 主 人 と一 緒 に

喜 ん で くれd(マ タ イ25：21)

その と き， 私 た ちの 旅 路 は 終 りを告

げ る。 そ こは 「ど こで も」 か ま わ な い

と い っ た 漠 然 と した とこ ろ で は な い。

天 の 家 ， 神 の 日の 光 栄 の王 国 に お け る'

永 遠 の 生 活 が 私 た ちの 行 き着 く とこ ろ

な の で あ る。

こ れ を私 た ち の 目標 とす る こ とに よ

り報 い が 得 ら れ ん こ と をイ エ ス ・キ リ

ス トの み 名 に よ り祈 る もの で あ る。

ア ー メ ン。
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小さな声に従いなさい

七十人第一定員会会長会

ボ ール ・H・ ダ ン

心の 中で はいつも小さな声が語 りかけているんだよ。そう して

その声は君 に義務を果たすように勧めている。また君が罪から

離れるように警告 して いる

ρ♂

一 の大 会 を迎 え る に あ た っ て
， 私 の

一
心 に 浮 かん だ こ とが ひ とつ あ る。心

臓 の切 開 手 術 か ら数 ヵ 月経 た 昨 年12月

の こ とで あ っ た。 そ の 月， 私 は 手 術 を

担 当 した 医 師 の ひ と りか ら， 彼 と一 緒

に 日曜学 校 の プ ロ グ ラム に参 加 す る よ

うに求 め られ た。 私 は 彼 に 続 い て 説 教

壇 の席 に着 い た。 彼 の 説 教 は 実 に 素 晴

ら しい もの で あ っ た 。 彼 が 席 に 戻 っ た

と き， 私 は 心 に促 され る もの を感 じて

こ っ言 った 。 「兄 弟姉 妹 の 皆 さ ん， こ

の 方 は 文 字 通 り私 の 心 を動 か し て くだ

さ い ま した 」 と。

私 は キ ン ボー ル 大 管 長 とふ た りの 副

管 長 ， 十 二 使 徒 ， そ の 他 の 兄 弟 た ち の

偉：大 な メ ッセ ー ジ に 深 く心 を動 か さ れ

た 。 ち ょ う ど1週 間 前 ， 私 は 恵 ま れ て

オ レ ゴ ン での ス テ ー キ部 大 会 に 出席 す

る 機 会 を得 たが ， この 歴 史 的 な総 大 会

に 臨 ん で その と きの こ と を思 い 出 して

い る 。 驚 い た こ とに ， そ の と き会 衆 の

中 に偉 大 な信 仰 と能 力 の持 ち主 で あ る

私 の 最 初 の 監 督 が 出 席 して お ら れ た の

で あ る。(私 が そ の 監 督 を知 っ た の は ，

ハ リウ ッ ドに 引 っ 越 した15歳 の と きで

あ っ た)身 長 は6フ ィー ト余 り，200
く

ポン ドを越す堂々 とした体躯の監督は，

その体に似合った大きな心臓の持 ち主

で，私に とっては忘れ られない人であ

る。今で もそのときの監督の言葉が心

から離れない。 「いいかい，ポール。

心の中ではいつ も小さな声が語 りかけ

ているんだよ。そ してその声は君に義

務 を果たすように勧めている。また君

が罪から離れ るように警告 している。

そして一番不思議 なことは，その声が

音 で も な く， ま し てや 言 葉 で もな い の

に 聞 こ え る とい うこ とだ 。 そ の 声 に 従

い な さ い。」 私 は 先 週 も彼 か ら， 今 で

もそ の 声 に従 って い るか と尋 ね られ た 。

「ポー ル
， 強 い 人は滝 と同 ◎.で， い

つ も 自分 の 進 む 道 を切 .Pl闘 《一一の.起よ。

そ の こ と を氏 しヱ 忘 れ な黛 よ う に し な
ぺ

さ塊 、 私 は こ う教 え て くれ た 賢 明 で

立 派 な教 師 を今 で も覚 え て い る 。ま た，

父 が 「私 は お 前 に立 派 な 名 前 を授 け た 。

良 い 名 前 は 金 の 帯 に も勝 る。 そ の こ と

を忘 れ な い よ うに 」 と言 っ て くれ た こ

と も覚 え て い る 。

私 は す べ て の 少 年 少 女 が そ の 生 涯 に
.お

い て 立 派 な 父 親 ， 監 督 ， 教 師 を持 つ

べ き で あ る と思 う。 多 くの 若 者 は そ の

よ う な状 態 に あ る が， そ うで な い 若 者

もい る。 私 は こ の よ うな 考 え を持 っ て

い る予 言 者や 教 会 の指 導 者 に 感 謝 して

い る。

私 の 人生 に は も うひ と り偉 大 な 人物

が い る。 そ の 人 は， 私 の 生 涯 に 永 遠 に

わ た る大 きな 影 響 を与 え て くれ た コー

チ で あ る 。 私 は， 宣教 師 の努 力 に よっ

て今 ， 彼 も私 も共 に イエ ス ・キ リス ト

の福 音 を さ ら に完 全 に 知 る よ うに 努 力

して い る こ と を お伝 え で きて ， 本 当 に

うれ し く思 っ て い る 。

あ る野 球 チ ー ム に 入 ろ う と して ， 彼

の事 務 所 を訪 ね て 行 っ た 日の こ とは今

で も忘 れ な い。 当 時 まだ15歳 だ っ た 私

は 恐 ろ しか っ た 。 入 口の 外 で5分 ほ ど

ぐず ぐず し て い た が ， 勇 気 を 奮 い 起

こ す と， 恐 る恐 る ドア を ノ ッ ク した 。

「ど うぞ 」 私 は ドア を 開 け
， 中 に 入

っ た 。

「何 か 御 用 で す か 。」

「は い
。 チー ム 加 入 の 申込 み は ど こ

で す れ ば よ い の で し ょ うかd

「そ の 前 に
， 君 に ち ょ っ と聞 き た い

こ とが あ る の だ が 。 君 は 野 球 を した い

か ね 。 それ と もチ ャ ン ピ オ ン に な りた

い か ね q」

「僕 は 野 球 を した い ん ですd

「そ うか
。 残 念 だ が 今 の と こ ろ は一

杯 な ん だd.・

期 待 して い た 答 え が 返 っ て こ なか っ

た の で ， 私 は が っか り して事 務 所 を 出

た 。 廊 下 で しば ら く考 え た 後(勇 気 を

も って 試 して み る よ うに と教 え て くれ

た 父 に 感 謝 して い る)，私 は 勇 気 を奮 い

起 こ し て も う一 度 ドア を ノ ッ ク した 。

「ど う ぞ」 同 じ よ うに 声 が し て
， 私

は再 び 中 に 入 っ て行 っ た 。

「お や
， まだ 何 か 用 が あ るの か い?」

「は い
， さ っ き僕 が お 尋 ね し た こ と

が わ か っ て も ら え て な い の じ ゃ な い か

と思 っ て 。 僕 は 申込 み を ど こで す る の

か お 聞 き した の です 噌

「私 も君 に 聞 い た よ。 野球 を した い

か ， それ と もチ ャ ン ピ オ ン に な りた い

か ，」

私 は そ れ ま で の 答 えが 通 用 し な い こ

とが わ か っ た の で， 今 度 は 「僕 は チ ャ

ン ピ オ ン に な りた い です 」 と答 え た 。

「よ ろ しい
。 で は こ こ に サ イ ン して 。」

私 は 言 わ れ る通 りに し た 。 「私 た ち は

チ ャ ン ピオ ン を育 て るdそ う言 う と，

コ ー チ は私 の 方 を見 て ， 君 は こ れ ま で

契 約 書 に 署 名 した こ とは あ るか と尋 ね

た 。

「い い え
， 一 度 も あ り ませ ん 。僕 は
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ま だ15歳 ですd

「こ この 規 定 で は
， い ろ い ろ な 原 則

を守 る こ とを約 束 す る こ とに な って い

るの だd

彼 は 一 番 下 め 引 出 しか ら タ イ プ 済

み の 契約 書 を取 り出 した 。 そ れ に は ，

私 た ち が こ の 大 会 で耳 に し て.きた 標 準

が 記 され て い た 。 「こ れ を家 に持 っ て

帰 っ て， 両 親 と一 緒 に 読 み な さい 。 そ

して この 条 件 に 同 意 で き る よ うだ っ た

ら， 署 名 を して ， 明 日持 って 来 る よ う

にd私 は そ の 通 りに し た。 と もか く

も私 は チ ー ム の 一 貝 とな っ た の で あ る 。

契 約 書 の 約 束 は ， 私 が 末 日聖 徒 と し

て す で に 守 っ て い な け れ ば な らな い も

の で あ っ た。 私 た ち億 シー ズ ン 中 連 戦

連 勝 で 勝 ち抜 き， 同 じ く連 勝 の ラ イバ

ル の 高校 と決 勝 試 合 で 州 の 優 勝 を争 う

こ とに な っ た 。 コー チ は ， 試 合 を翌 日

に 控 え て グ ラ ウ ン ドで 練 習 を して い た

私 た ち を，バ ッテ ィング ・ケ ー ジの とこ

ろ に集 め た。 そ し て二 言 ， 三 言 激 励 の

言 葉 を述 べ る と， ふ い に 私 の 前 に 立 っ

て こ う言 っ た 。 「あ あ， そ うだ 。 あす

の 決 勝 戦 は 君 が 先 発 だd'私 の心 は 激

し く動 揺 した 。 う一 チ は 試 合 に 臨 ん で

さ ら に 注 意 を 与 え ， そ れ か らチ ー ム

の 名 二 塁 手 の 前 に 立 っ た 。 皆 さん もよ

くご存 知 の ， 後 に シ カ ゴ ・ホ ワ イ ト ・

ソ ッ クス に 入 団 して 長 年 活 躍 した 選 手
』
で あ る。 コー チ は 彼 を見 なが ら こ う言

っ た 。 「ジ ミー ， 君 の 指 の そ れ は ニ コ

チ ン の しみ じゃ な いか?」 ほ か の み

ん な と同 じよ うに ， ジ ミー は体 を清 く

保 つ こ と を決 意 して い た は ず で あ っ た 。

ジ ミー は 急 い で 手 を 引 っ 込 め ， き ま り

悪 そ うに 「は い ， そ うで す 」 と答 え た 。

コー チ は チ ー ム 全 員 を前 に して ， ジ

ミー に 次 の よ うに 言 っ た 。 「君 は 私 と

の 契 約 書 に 署 名 し た。 そ うだ な 」

「は い
， 署 名 し ま した 」

「そ して
， 君 は 契 約 を破 っ た」

「は い
， 破 り ま し た 」

「罰 は わか っ て い る だ ろ う.な」

「は い ， わ か っ て い ます 」
「そ れ で はユ ニ フ ォ ー ム を脱 ぎ な さ

い 。 除 名 だ 」

コー チ ，'あす は 決 勝 戦 です ， 私 は そ

う言 い た か っ た が(ジ ミー の 打 率 は3.

割8分5厘 ， 失 策 は ひ とつ もなか っ た)，

コー チ は 試 合 の こ と よ りも ジ ミー 本 人

の こ と を考 え て い た 。 ジ ミー が ユ ニ フ

ォー ム を脱 い だ 後 も， コー チ は い つ も

ジ ミー と親 し く交 わ っ た 。

翌 日は 私 の 登 板 日だ っ た。 私 は マ ウ

ン ドに 立 ち， ア ル ・ヤ リア ン と相 対 し

た 。 ヤ リア ンは 後 に， 莫 大 な 契 約 金 で

ニ ュ ー ヨー ク ・ヤ ン キ ー ス に 入 団 し た

選 手 で あ る 。 試 合 は延 長 戦 に 入 って13

回， そ の 回 に 投 球 カ ウ ン ト1-0と し

た 次 の 第2球 をヤ リア ンに 打 た れ て し

ま っ た の で あ る。 打 球 は 二 塁 を ゴ ロ で

襲 っ た 。 いつ も な ら ジ ミー が 守 って い

る ポ ジ シ ・ヨ ンで あ る 。 と こ ろ が代 わ り

の 二 塁 手 が 硬 くな つ て トン ネ ル して し

ま い ， ボー ル は 外 野 に 抜 け て し ま っ た 。

こ う して 相 手 に 労 せ ず して 得 点 を許 し，

結 局 私 た ち の チ ー ム は 敗 れ た の で あ る 。

久 し く曝 月 を経 た今 ， 私 は 試 合 よ り も

原 則 の 方 が は るか に 大切 で あ る こ ど を

教 え て くれ た偉 大 な コー チ との 出 会 い

に 感 謝 して い る。

こ。aよユ 懲 烹ム客からい

処 よい髪饗籔 鯉.

これ思誠 き↓ 籔 数 会 指導

看焦煮わめヱ頻繁 曝 ねゑ。よな蕉教会

ではそんなに灸く.④集会 を開底，のか」

という質聞 について考：える。、主はこの'

理由を知 っ.ておられ・，，予言者を通 して.

若人の皆 さん癒私た ちに答 客ておられ

るよ .工1鴛 具 よ，...われ滋 瓦 罵2辺 誠

命 を与う'じ按 ら相集 る塒越 .ユ"亙 い

に教え導 ぐ.べも耐_.そ の理由.はド」 汝

らの行捺てわが教会ゑ導 ぐ方迭ま知 ら

ん血ぬ志頂寅.る_(教義 と聖約43：8)。

私はこの大会ならびに以前に行なわれ

た大会で，いかに行動す るかを学び得

たことに感謝 している。 「感謝 を神に

捧げん，予言者の導 き」 である。

あなた方の多くと同じように，私 も

末 日聖徒 でない人々の前に立つ機会が

しばしばある。そのチャレンジは実に

素晴 らしいものである。少 し前 私は

末 日聖徒でない運動家の大団体 を前に

小 さな賞を与えられた。大会に先立ち，

栄誉の殿堂入 りした私の尊敬する人物

が，演壇に立って話す ことになってい

た。彼は卓越 したスポーツマ ンで，多

くの人の尊敬 を勝ち得ていたにもかか

わ らず，私は彼がみだ りに主のみ名 を

用 い る その 言葉 使 い に憤 慨 して しま っ

た 。私 は じっ とす わ っ た ま ま， この よ

う な状 況 の も とで ， 末 日聖 徒 と して ど

う振 る 舞 うべ きか 考 え た 。 そ して再 び

私 の生 涯 に大 きな 影 響 を与 えて くれ た

予 言者 の 勧 告 を思 い 出 し た 。 手 術 を受

け た と きの 経 験 に 基 づ く助 言 で あ っ た。

小 さ な ス トレ ッチ ャー を押 して 予 言 者

を病 室 に 運 ん で い た看 護 人 が ， エ レベ

ー ター の ドア と ス トレ ッチ ャー の 間 に

手 をは さ ま れ， 無 意 識 の う ちに 二 言 三

言 主 の み 名 を み だ りに 口に した の で あ

る。 予 言 者 は 肉 体 的 に け病 気 で あ っ た

が ， 霊 的 に は きわ め て 元 気 で あ っ た 。

予 言 者 は 頭 を 起 こ す と， こ う 言 わ れ

た 。 「ど うか そ の よ うな 言 い方 は おや

め に な って 下 さい 。 そ の 方 は 私 の一 番

の 友 人 で す か らd

尊 敬 す る そ の ス ポー ツ選 手 の 話 を 聞

き な が ら， 私 の 心 に も同 じ思 いが よ ぎ

っ た 。 彼 が 話 し終 え て 席 に 戻 る と， 私

は 彼 の ひ ざ に手 を置 い て 言 っ た。 「ひ

ど い で す ね 。 私 が あ な た を理 想 に して

育 っ た こ とは御 存 知 だ っ た で し ょ う?

正 直 に 申 し上 げ て ， 今 夜 の あ な た は あ

の 像 の 品 位 を落 として しまい ましたねd

「私 の ワー ク シ ョ ップ が お 気 に 召 さ

な か っ た の です かd

「い い え
， そ う じゃ あ りませ ん。 ワ

ー ク シ ョ ップ は よか っ た で す
。 た だ話

をす る た び に他 の 人 々や 私 の 気 分 を害

し て し ま っ た の で す 。 私 は 今 夜 ， 友 人

と して 言 葉 使 い を き れ い に され る よ う

に お勧 め しま すd一

私 は 使 徒 パ ウ ロや ジ ョセ ブ ・ス ミス，

と りわ け 現 代 の 予 言 者 で あ る スペ ン サ

ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長 の こ と を考

え た 。 そ して.そ」の ま た そ れ以 塗

嵐_.た カ㍉已・に，再Lっ い

る こ と を知 りた が っ て い ボと い

一 一
そのことを口に出して言'一 があ

か菰ゑか柔あゑ.偉 大な羅 影響を

受けて人格 を魔 さ。翫勇.気職 つ、

て出て行 く.こ.どだ雲室ゑよ.う，ま舟 世

の人女の模範さな耗毒 よづ に6・・神が 生

きておられ，イエスがキ リス トであり，

そ して今 この場に予言者がお られるこ

とをイエスニキ リス トのみ名により証

申し上げる。アー.メシ。

85

「



人々の救 い手

七十人第一定員会会員

ジエイ]プ ・ディエ ガー

今 日の荒れ狂った世の海から人々を救 い出すの は私たちである

兄 弟姉妹ならびに友人の皆 さん・再
び皆 さんと心をひとつにす ること

ができて心から感謝 している。また主

の助けを得てお話ができるように願っ

ている。

大会はいつでも実に素晴 らしい経験

である。 「大会」 という言葉はソル ト

レー ク・シティーをはじめ，教会指導

者の語る言葉 をじかに聞いたり読んだ

りできるあらゆる地域 を一変させてし

まう，不思議な力を持 った言葉のよう

に思われる。

総大会は，直接この場にいて， また

出版物や現今の驚異の通信機関 を通じ

てその模様を耳に し目にするすべての

人々の 日常生活に大 きな影響を及ぼす。

総大会は予言者 ジョセブ ・スミスを通

して与えられた啓示の通 り大いなる霊

的高揚とこの地上に存在す る主の真の

教会の重要性を象徴するものである。
「シオンに集ることに就 きては性急

にこれを為すべからず。 また逃げ走 り

てこれを為すべからず。ただ教会の長

老たち，時々に受けたる知識により大

会にて相議 る所の如 くこれを為すべ き

なりd(教 義 と聖約58：56)

私がこの新 しい職に召されたのは，

ちょっど半年前のきょうであった。時

間の都合上，そのとき以来私や私の家

族が受けてきたた くさんの素晴 らしい

祝福についてこの場でお話することは

できないが，東南アジアのフィリピン地

域 において責任 を遂行す る際，主の

愛 と恵みがあったことを皆 さんの前で

主に感謝 したいと思 う。

香港で生活 し、主のみ業に働 くことは，

私 たち家族の大 きな喜びであ り幸せで

ある。私は心からへ りくだって申し上げ

たい。私はほかの どんな仕事 よりも，

また自分が過去に従事 したどんな職業

よりも，全時間を教会のために捧 げる

現在の務めが好きである。私は過去，

い くつかの国で数 多くの魅力ある職業

に就 き，また貴重なビジネス経験 をし

たこともあるが，教会の仕事や奉仕に

匹敵す るものはない。兄弟姉妹や同胞

に仕えること以外に喜びや満足を得 ら

れるものはないことを証 申し上げる。

私はまたこの壇上か ら，私の担当地

域のステーキ部長や伝道部長，地元に

あって彼らと共に熱心に働いている兄

弟姉妹，ならびに宣教師の主のみ業に

対する驚 くべ き忠実さと献身に感謝 し

たいと思 う。彼 らを訪ねることは私に

与 えられた大 きな特権であ り，その機

会 を通 して私は大いに霊感 を受けた。

私の信仰 と証は彼らの素晴 らしい模範

によって強め られたのである。彼 らの

教会の責任 を果たすことに対する献身，

忠実さ，意欲，伝道に対する熱意は，

東南アジアの地に天父の王国を築 くた

めの実に貴い捧げ物である。時 と場所

を問わず，大管長会が昨年全ステーキ

部長，伝道部長に出した指示 と指針に

厳密に従い，彼 らに私の教会での経験

をお話することでお役に立つのであれ

ば，これほどうれ しいことはない。大

管長会か らの書簡には次のように記 さ

れていた。

「地域担当教会幹部は，担当地域に

ある教会各部門の代表者の仕事 を相互

調整し彼 らの職務 と責任に精通 してそ

の地域に生 じた問題の解決にあたって

いただきたいd(大 管長会から地域担

当教会幹部への書簡，1975年9月3日

付)

現在の ところ，アジアにおいて教会

を確立 してい くには，まだ解決 しなけ

ればならない問題がい くつかある。な

おその上，現時点で8つ の伝道部に，

回復 された福音をまだ知 らない天父の

子供たちが2億3千 万人いる。彼 らは

福音を受け入れ，聖霊の導 きを得て改

宗 しなければならない。

「汝らはまた，わが選民を集むべ き

召を受けたり。そはわが選民はわが声

を聞 き， その心 を頑固にせ ざればな りd

(教義 と聖約29：7)

これら2億 余の民を天父の王国に招

き入れることは，恐ろしく大 きな仕事

である。しか し私は，教会に改宗 した

兄弟姉妹についての素晴 らしい証 を何

度 とな く耳に してきた。皆さんに申し

上げたい。 「だれを救 うかはだれに も

わからない」 と。

きょうの話を始めるにあ.たり，故国

オランダの私の先祖が6代 にわたって

住んだ海辺の小 さな村スへベニ ンゲン

のことを振 り返ってみたい。私の先祖

は漁師で，ほかに漁船の建造や縫帆，

漁網の修繕のような漁業関係の仕事 を

していた。彼らの多 くは また，水難救

助 という危険な仕事に自発的に加わっ

ていた。彼らは勇敢で経験豊かな人々

で， いつでも救助艇 をこぎ出して水難

救助にあたる準備ができていた。強い

西風が吹 くたびに何隻かの漁船が遭難

し，漁師たちが船の索具にしがみつい

86



7

♂

ノ

◎

♪

て必死で死 と闘わねばなちないことも

多々あった。来る年 も来る年 も，海難

事故による犠牲者は跡 を絶たなかった。

あるとき猛烈な嵐で漁船が遭難 し，
一双のこぎ舟が船員の救助に向かった

。

猛 り狂った山のように押 し寄せ る波。

不気味 な夜の暗闇の 中，激 しい暴風

雨をついて船員たちの救助に向か う男

たちは，一人一人しっか りとオニルを

握 り，全力をふ りしぼゐてこぎ出さね

ばならなかった。

難波した船 までは無事 たどり着いた。

しか し救助艇は小さ 聡 一度に全部の

船員を救助することがで きなかった。

そしてやむな く，ひどり甲板に残るこ

とになった。救助の船ヴ転覆する恐れ

が十分にあったか らである。救助にあ

たった男たちが波止場に帰 って来たと

き，何百人という人々が嵐の夜の中，

松明を手に彼らを待 っていた。 しかし

再び救助に引き返す ことはできなかっ

た。彼らはす さまじい風 と雨と波 との

周 いで疲 れ切 っていためである。

そこで地元沿岸警備隊の隊長は2回

目の救助に向か う志願者 を募っだ。そ

の ときちゅうちな しないです ぐに申し

出た人々の中に，ハ ンスという名の19

歳の若者がいた。油布服 を着 たハ ンス

は，母親 と一緒にずっと救助作業 を見

守っていたのであった。ハ ンスが志願

して出る乙 母親はあわてふためいた。
「ハ ンス，行かないでお くれ。お前の

お父さんはお前が4歳 のとき海で死ん

だし，・お前の兄 さんのペテ もこの3ヵ

月行方不明になったままなのに。母さ

んにはお前 しかいないのだよ，」

しか しハンスは答えた。 「お母 さん，

僕は行かなきゃならない。これは僕の

義務 なんだよd母 親は泣きながら，い

ても立って もいられない様子で海辺 を

歩き始めた。ハ ンス は舟に乗 り込み，

オールを手にす ると，夜ゐ闇に消えて

いった。

1時 間以上にわたる荒海 との死闘が

終わって(ハ ンスの母親にはいつ終わ

，るとも知れない長い時間であった)，再

び夜の海に舟の姿が見えた。舟が次第

次第に海岸に近づいて来る。沿岸警備

隊の隊長は声が届 く距離にまで舟が近
.つ くと

，両の手 を口に当てて，力いっ

ぱ い嵐 に 向 か っ て 叫 ん だ 。 「残 る ひ と

りは 救 助 で き た か?」

その と き， 松 明 で 海 を 照 ら し て い た

人 々 は舟 の ベ ン チ か ら立 ち 上 が るハ ン

ス の 姿 を見 た。 ハ ン ス は カ ー 杯 叫 ん だ 。

「救 助 し ま した!そ れ か ら
，'ペテ 兄 さ

ん も見 つ け た と母 に 伝 え て 下 さ い!」

兄 弟 姉 妹 の皆 さん ， 私 た ちの 中 に は

現 在19歳 に な る 息 子 を持 っ て い る方 も

い れ ば， や が て そ うな る と い う方 も 多

くお られ る と思 う。 ジ ョー ジ， ジ ュ ア

ン ・ペ ドロ， ギ ョー ム， ハ イ ン リッ ヒ，

パ ー ホ ， シ ン ・トン， 国 に よ っ て 名 前

は 違 っ て も， ハ ン ス を 彼 らの 模 範 と し

て い た だ き た い 。 彼 ら を宣 教 師 と い う

救 助 チ ー ム に 参 加 させ て い た だ きた い 。

彼 らが だ れ を救 うか は， 皆 さ ん に は わ

からないのである。人生の荒波にもま

れている人か も知れないし，人生の海

で行方不明になった と報告 されていた

人か も知れない。人が彼 らの伝道活動

を通 じて救われたならば，御父の王国

において彼と共に彼らの喜びはどんな

に大 きいことであろう。'

兄弟姉妹の皆 さん，私は主が私たち

に雄々しさを与えて下さるように祈っ

ている。つまり，私たち一人一人が勇

気 をもって救助活動に従事 し，人々に

福音 を伝 え，人々の生活の中に聖霊の

導 きをもたらす ということである。イ

エス ・キ リス トのみ名によりへ りくだ

りお祈 り申し.上げる。アーメン。

十二 使徒 評議 員会会 長 エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン長 老(左)と 十 二

使 徒 評議 員会 会 員L・ トム ・ペ リー長老
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さ ん 共 々 私 は ，S・ デ ル ワ ー ス ・皆
ヤ ン グ会 長 な らび に七 十 人最 高 評

議 貝 会 の方 々 の 偉 大 な働 きに 感 謝 して

い る。 私 は 彼 らが 働 い て い た と同 じ評

議 貝会 で， また 第 一 定 員 会 で働 くこ と

を謹 ん で お 引 き受 けす る次 第 で あ る 。

南 米 か ら帰 国 して，200年 前 の 革 命

を 記 念 す る掲 示 板 や 看 板 を 見 るの は，

興 味 深 い こ とで あ った 。 私 た ち に は，

革 命 が な く， より多 くの 啓 示 が 与 え られ

る世 の 中 が 必 要 で あ る と思 う。 私 の 考

え る とこ ろ， 南 米 に お け る最 大 の 変 化

は ， この 教 会 と現 在 サ ンパ ウ ロ に建 築

中 の 神 殿 か ら影 響 を受 け た こ とに よ る

霊 的 革 命 で あ る。 どの よ うな影 響 を受

け たか は ，「聖 徒 た ち を と との え て ， …

… 神 の子 を信 じる信 仰 の 一 致 と彼 を知

る知 識 の 一 致 」(エペ ソ4：12，13)を 得

る よ うに とエ ペ ソ人 に 宛 て た パ ウ ロ の

勧 告 の 中 にす べ て 言 い尽 くされ て い る。

世 の 贈 い主 で あ り神 の御 子 で あ る イ

エ ス ・キ・リス トを個 人 的 に 知 る よ うに

な っ た こ とに つ い て お 話 す る に あ た り，
『私

は心 か らへ り くだ る と共 に 内心 畏 れ

を感 じて い る。

最 近 ， 南 米 で こ の よ う な こ とが あ っ

た。 よ く訓練 され た す ぐれ た宣 教 師 の

グルー プ が ， 「世 の 中 で 一 番 必要 な こ

とは何 か 」 と尋 ね られ た の で ， そ の 中

の ひ と りが 賢 明 に も， 世 界 中 で 一 番 必

要 な こ とは ， す べ て の 人が 救 い主 との

関 係 を も ち， そ の 関 係 を 深 め ， ま た 毎

日， 絶 えず 主 と交 わ る こ とで あ る と答

えた と い うの で あ る。 救 い 主 とこ の よ

うな 関 係 を築 くこ とに よ り， 私 た ちの

心 の 内 に は， 神 の 子 と して の 属 性 が 今
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日々の析 り，無私の奉仕 ，従順 ，救い主の属性 について知る こ

と，聖典の研究を通 して救い主を知る

まで の束 縛 か ら解 き放 た れ て 満 ち あ ふ 、

れ る 。神 と自分 との 神 聖 な 関 係 につ い

て 知 識 を得 ， そ の 知 識 を 自分 の もの と

す る こ と以 上 に， その 人 の 生 活 に 大 き

な 変 化 を もた らす もの は な い の で あ る 。

私 た ち は主 な る キ リス トを単 に 知 ろ

う とす る だ け で な く， 主 が 招 か れ た と

き に ：主 とひ とつ とな り(ヨ ハ ネ17：21

参 照)， 「御 霊 に よ り， 力 を もっ て …

… 内 な る 人 を強 く して 下 さ る よ っに」

(エ ペ ソ3：16)熱 心 に 求 め な け れ ば

な ら な い 。 私 た ち が 主 を 身近 な存 在 と

して 感 じ られ な い の は ， 主 を 自分 とは

隔 た りの あ る遠 い 存 在 と して 考 え るか

ら で あ り， ま・た 主 と神 性 な つ なが りを

保 て な い の は， 主 を感 情 ， 感 覚 ， 体 を

持 ち た も う実 在 の 御 方 と して と ら え て

い な い か ら で あ る。

で は ， どの よ うにす れ ば 主 の 神 と し

て の 人 を高 め る力 を， 一 人一 人 が 自分

自身 へ の祝 福 と して 得 る こ とが で き る

で あ ろ うか 。 私 た ち の 感 情 と い うの は ，

他 人 が 立 ち 入 る こ との で きな い もの で

あ る。 従 って ， まず 「静 か な 確 信 」 か

ら 出 発 し よ う。 これ は 私 た ちが 心 の 内

に しば しば 感 じ る もの で ， しか も真 実

の 声 で あ る と証 を通 して理 解 して い る

も の で あ る 。 こ う した確 信 の 真 実 性 は，

いつ も他 人 に証 明 で き る とは 限 らな い 。

一 種 の 認 識 とい う形 を と っ て現 わ れ る

か らで あ る 。 私 た ち の 心 に湧 きあ が る

こ の よ うな 確 信 は， も とを た だせ ば 神

か らの もの で は な い だ ろ うか 。

ま た， 心 に 湧 きあ が っ て くる もの を

知 識 と して 知 りた い とい う強 い気 持 は

な い で あ ろ うか 。 な ぜ な ら この 感 情 は

非 常 に個 人 的 な もの で あ り， 口 で は 言

い 表 わせ な い もの だ か ら で あ る 。 主 な

る キ リス トは， この よ う な 内 な る確 信

に つ い て ， 「そ の こ とに 就 きて 心 安 か

れ と告 げ 」 る と言 わ れ た(教 義 と聖 約

6：23)。

こ こ で私 は 皆 さ ん に ， 主 と交 わ る た

め の 基 本 的 か つ 欠 くこ との で き な い 基

準 を提 案 し た い と思 う。 この5つ の 基

準 は ， ま こ との 泉 で あ る 晒 い主 の も と

か ら毎 日 「生 け る水 」 が 流 れ る よ う，

そ の 水 路 を大 き く開 く もの で あ る。

1.祈 る こ と に よ り毎 日 主 と交 わ る。

熱 心 な 真 心 か らの 祈 りは 一 方 的 な もの

で は な い 。 だ れ もが 直 面 す る試 練 や 困

難 ， 痛 み ， 嘆 き を軽 くして くれ る癒 し

の 水 の よ うに ， 主 の み た ま が 豊 か に 注

が れ る で あ ろ う。 で は ， どの よ うな祈

り を捧 げ る と き主 は 私 た ち の 祈 り を聞

き 届 け て下 さ る で あ ろ うか 。 私 た ち は

祈 る と き， 主 を 完 全 な 知 識 と理 解 ， 愛

と憐 れ み を持 ち た も うた 身 近 な 存 在 ，

力 の 真 髄 と し て 考 え， また 主 が 私 た ち

一 人一 人 に 大 きな 期 待 をか け て お ら れ

る こ と を認 識 しな け れ ば な らな い。

2， 毎 日無 私 の 奉 仕 をす る 。 キ リス

トに従 う者 は， も っ た いぶ っ た 信 仰 の

告 白 よ りは そ の 行 な い に よ って 測 られ

るべ き で あ る 。 マ タ イ伝 の 中 に 真 の 基

準 が こ う記 され て い る。 「これ らの 最

も 小 さ い者 の ひ と りに した の は， す な

わ ち， わ た し に した の で あ るd(マ タ

イ25：40)あ る 賢 人 が 次 の よ うな 言

葉 を残 して い る 。 「自分 独 りで 自分 の

た め に 生 きて い る 人 間 は ， 交 わ る仲 間

に 汚 さ れ や す いd(チ ャー ル ズ ・ヘ ン

、
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3.毎 日 よ り従 順 に な る よ う， ま た

完 全 に近 づ く よ う努 力 す る。 「汝 ら は

い か な る 人 物 に て あ るべ きか 。 ま こ と

・に 汝 ら は わ れ と同 じ 人物 な ら ざ る べ か

らず 」(HIニ ー フ ァ イ27：27)と 主 は

言 わ れ た 。 イエ ス の 完 き旦費罪 に よ り義

人 は 完 全 に な る こ とが で き るの で あ る

(教 義 と聖 約76：69参 照)。

4.日 々 主 が神 で あ る こ と を知 る。

圭 な る キ リス トと 日々 個 人 的 な 関係 を

持 つ た め に は， キ リス トの 弟 了 に な ら

な け れ ば な ら な い 。 聖 典 に は ， 「人 は

ど う して ま だ仕 え た こ と も な く， 見 も

知 らず 思 い もか け な い主 人 を知 る こ と

が で きよ うか 」(モー サ ヤ5：13)と ある。

5.毎 日聖 典 を研 究 す る。 キ ンボ ー

ル 大 管 長 は ， 次 の よ うに 述 べ て い る 。

「私 は 主 との 関 係 に 無 頓 着 に な っ た り
，

主 の 声 が 聞 か れ ず ， ま た 自分 の 声 も主

主 に 犠 牲 を捧 げ る ア ダ ム と イ ブ 。 デ ニ ス ・ス ミ ス作(訪 間 者 セ ン タ ー)

の 耳 に届 か な くな った よ うな と きは ，

自分 が 主 か ら.遠く離 れ て い る こ とが わ

か る。 しか し聖 典 に 没 頭 す る と， 隔 り

は 小 さ くな り， 再 び 霊 性 を 取 り戻 す こ

とが で き るdCLWhatIHopeYou

WillTeachmyGrandchildren"『 私 の

孫 た ち を教 育 して下 さ る 方々 に 望 む こ

と』 セ ミナ リー ・イ ン ス テ ィテ ユー`ト

関 係 者 へ の 説 教 よ り，1966年7月11日)

純 粋 な 疑 問 を抱 い て お られ る方 々 に ，

ナ ザ レの イエ ス を 目撃 し た 人 々 が ど う

言 わ なけ れ ば な らな か っ た か 申 し一.ヒげ

た い 。 古 代 の 使 徒 た ち は そ の場 に い た。

そ して 一 部 始 終 を 見 て い た 。 また 実 際

に 経 験：を 共 に した 。 そ うい う点 か ら，

彼 らの 語 る こ と以.Lに 信 じる 価 値 を も

っ た もの は ほ か に な い 。 ペ テ ロは 言 っ

て い る。 「わ た した ちの 主 イ エ ヌー キ

リ ス トの 力 と来 臨 と を， あ な た が たに

知 らせ た 時 ， わ た した ち は， 巧 み な作

り話 を用 い る こ とは し なか っ た 。 わ た

した ちが ， そ の ご 威 光 の 目撃 者 な の だ

か ら で あ るd(IIペ テ ロ1：16)ま

た ヨハ ネ は， 「自分 自身 で 親 し く聞 い

て ， こ の 人 こ そ ま こ と に世 の救 い 主 で

あ る こ とが ， わか った か らで あ る」(ヨ

ハ ネ4：42)と 記 し， 近 代 の 証 し 人 ジ

ョセ ブ ・ス ミス と シ ドニ ー ・リグ ドン

は こ う断 言 し て い る。 「わ れ らは ， 彼

が す な わ ち神 の 右 に 座 した も う を見 た

り。 ま た， 御 父 の 生 み た も う独 子 な り

と証 した も う声 を 聞 け り酬(教 義 と聖

糸勺76：23)

ペ テ ロ は ， 私 た ちが 「神 の 性 質 に あ

ず か る者 」(IIペ テ ロ1：4)で あ る

と勧 告 して い る 。 メ シヤ の 影 響 力 と教

え は ， 人 生 に お け る そ れ以 外 の 関 心 事

を超 越 す るは ず で あ る。 私 た ちは 常 に

永 遠 の富 に 向 か っ て 努 力 しな け れ ば な

らな い。 な ぜ な ら， 神 の 国 は 私 た ちの

た だ 中 に あ るか らで あ る(ル カ17：21

参 照)。

教 義 と聖 約 に よれ ば ， 神 は 私 た ちが

求 め る い か な る こ と も聖 霊 に よ っ て私

た ち の知 と情 に告 げ られ る と約 束 して

お ら れ る(教 義 と聖 約8：1-2参 照)。

自 ら を聖 くす る こ とに よ り， 「神 そ

の 面 を汝 ら に現 わ 」(教 義 と聖 約88：

68)し ， 「も し汝 ら誠 心 誠 意 わが 光 栄

を顕 さん とす れ ば ， 汝 らの 全 身 光 明 に
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充 た され て 汝 らの 中 に 暗 黒 な く， そ の

光 明 に充 ち た る体 は すべ て の事 を理 解

せ ん 」(教 義 と聖 約88：67)と い う 日

が 来 る で あ ろ う。

人生 の 様 々 な試 練 に あ っ て ， 自分 が

捨 て られ た よ うに 感 じた り， 悲 しみや

罪， 落 胆 ， 失 敗 ， 弱 点 の た め に 自分 が

実 際 以 上 に 小 さ く見 え て し ま う と き，

私 た ちは 神 の 恵 み を通 して ， 無 条 件 の

愛 に よ って 慰 め られ る の を覚 え る 。 そ

の 慰 め は赦 し忘 れ 去 る 愛 で あ り， 入 を

高 め 人 に 恵 み を与 え る愛 で あ る 。 高 い

段 階 へ の新 しい 始 ま り を支 え る 愛 で あ

り， そ れ に よ って 絶 え ず 「恩 恵 に 恩 恵」

(教 義 と聖 約93：13)を 加 え られ る の

で あ る 。

キ ン ボ ー ル 大 管 長 は ， 次 の よ うに述

べ て い る。 「真 理 に 関 す る霊 的 な知 識

は， 洞 窟 を照 らす 電 気 の 光 で あ り， 霧

を 晴 らす 風 や 太 陽 で あ る 。 … … また 沼

地 の 丸 太 小 屋 に代 わ る丘 の 大 邸 宅 ， か

まに 代 わ る刈 取 り機 で あ る。 … … ま た

と うも ろ こ しの 皮 に 代 わ る滋 養 分 の 多

い実 で あ る 。 … … 真 理 に 関 す る霊 的 知

識 は ， 他 の い か な る もの に 勝 って 重 要

な もの で あ るd(ス ペ ンサ ー ・W・ キ

ン ボ ー ルFα ∫ぬPγecedes酌eル1ゴ γαC陀

「奇 跡 に先 駆 け る信 仰 」p .14)

これ まで の 生 涯 を通 じて ， ま た現 在

の 召 しに あ っ て， 特 に 最 近 の 私 自身 に

と っ て の ゲ ッセ マ ネの 問， 私 はへ り く

だ っ た 心 で ひ ざ まず き， 唯 一 の 方 法 で

あ る祈 りに よ っ て 主 に助 け を求 め た 。

ま た， しば しば 霊 の 苦 しみ に うめ き な

が ら， 命 よ り も大 切 な この 職 に 感 謝 す

る よ う に な れ る よ うに と， 熱心 に 神 に

願 い 求 め た 。 これ まで 私 は ， 心 が うず

く と きや ひ ど く苦 しい 状 態 の と きの 恐

ろ し い孤 独 ， サ タ ンに もて あ そ ば れ る

経 験 を何 度 か した が， 最 後 に は 主 の み

た まの 温 か い 慰 め に 包 み こ まれ る の を

感 じた 。

ま た， 押 しつ ぶ され そ うな 重 荷 や 自

分 はふ さわ し くな い ， 価 値 が な い と い

う 自 己 疑 惑 ， 見捨 て ら れ た と い うは か

な い気 持 を経 験 し た後 で， 前 の 百 倍 も
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の 大 き な 力 を得 た こ と もあ っ た。 また

主 と交 わ り， 主 か ら指 示 を受 け よ う と

して 何 度 も霊 の シ ナ イ 山 に 登 っ た こ と

が あ る。 そ れ は ま る で実 際 の 変 貌 の 山

に や っ との こ とで 登 り， 神 の み 前 に お

い て 大 い な る 強 さ と 力 を感 じた と きの

よ う で あ っ た 。 こ う した とき に受 け た

一 種 の神 聖 な 思 い は私 に とっ て励 ま し

と な り， ま た 親 し い友 と な っ て くれ る

こ と も しば しば だ っ た 。

私 た ち は 困 難 な時 代 に 直 面 して い る

と い うの が 私 の 証 で あ る。 私 た ち は従

順 で あ る こ とに 雄 々 し くな け れ ば な ら

な い 。 私 た ち は 将 来 ， 霊 的持 久 力 を試

す よ うに 求 め られ る で あ ろ う。 なぜ な

ら苦 難 と困 難 の 時 代 が 来 るか らで あ る。

しか し， 救 い 主 との 個 人 的 な 関 係 に確

か な 慰 め を得 て い る な らば ， 静 か な 勇

気 を与 え られ る で あ ろ う。 私 た ち は 近

くに お られ る神 か ら静 か な 確 信 を得 る

の で あ る。

「わ が 子 よ
， 汝 心 安 か れ 。 汝 の 不 幸

汝 の 困 苦 は た だ これ 束 の 間 な り。

然 り而 して ， も し汝 よ くこ れ を耐 え

忍 ば ば ， 神 は 汝 を高 きに 挙 げ た ま わ ん 。

か くして ， 汝 あ ら ゆ る敵 に勝 つ こ と を

得 んd(教 義 と聖 約121：7，8)

新 し い 召 し を受 け るに あ た り， 私 は

自分 が ご く平 凡 な 人 聞 で あ る こ とを知

っ た が ， ひ とつ の特 別 な賜 に 対 して 感

謝 し て い る 。 私 に は ， ナ ザ レ の イ エ ス

が 私 た ち の 救 い主 で あ る と い う確 か な

知 識 が あ る。 ま た 救 い主 が 生 き て お ら

れ る こ と を知 っ て い る 。 ご く幼 い と き

か ら， 私 は そ の こ とが 確 か で あ る こ と

を知 っ て い た。 これ まで 私 は こ の 純 粋

な 信 仰 を疑 っ た こ とが な い 。 必 ず し も

理 解 して い た わ け で は な いが ， それ で

も私 は それ が 私 に と って は 口に 言 い表

わ せ な い ほ ど神 聖 な もの で あ る こ と も，

知 識 に よ っ て知 っ て い た 。

私 は イエ ス が キ リス トで あ り， メ シ

ヤ ， 贈 い主 ， 神 の御 子 で あ る こ とを は

っ き り と知 って お り， 全 身 全 霊 を も っ

て証 申 し上 げ る。 願 わ くは ， 「汝 の 救

い 主 な る わ れ に 来 れ 」(教 義 と聖 約19

：41)乏 い う主 の み こ こ ろ に 従 う こ と

が で き る よ う， 聖 な る イ エ ス ・キ リ次

トの み 名 に よ り， へ り くだ りお 祈 り申

し 上 げ る。 アー メ ン。
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七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

0・ レス リ ー ・ス トー ン

子供の養育に関心を払う家庭は幸福な家庭と言える

兄 弟姉妹ならびに友人の皆 さん・私
はこれか ら子供 を育てることに関

する両親の責任についてお話 したいと

思 う。

話を進めるにあたって，まずデビッ

ド・0・ マ ッケイ大管長の言葉 を引用

させていただきたい。マッケイ大管長

は両親の責任について次のように言っ

ている。
「『信頼 されることは愛 されることよ

りはるかに賞賛 されることである』 と

言われている。男女を問わず，寄せ ら

れ る信頼の中で最 も偉大なものは，小

さな子供の命を託 されることである。

他の人の金銭を預かっている人が義

務の覆行 を怠った場合，銀行員であれ

公務貝であれ，逮捕 されて刑務所送 り

となる。 また，政府機密 を委託されて

いる人がその機密 を漏らして自国 を敵

の手に渡 した場合，その人は国賊 と呼

ばれる。

それでは， 自己満足のための怠慢や

勝手気ままな欲望のために子供を育て

ることを全 く怠 り，それによって人類

に与えられてきた最 も偉大な信頼に忠

実でないことを証明す る親 を，主は何

と思われるだろうか，」(Tγeα3脚ε5げ

Lガe「 人生の宝」p.71)

マ ッケイ大管長は，義務を怠る親 と

して次のような例 を挙げでいる。

1.子 供たちの前で言い争 う親。

2。 神を汚す ような言動や下品な行

為 で家庭の雰囲気を汚す親。

3L家 庭での 日々の生活 を教会の教

えに合わせない親。

4.子 供に従順 を教えない親。

5.「 子 供 の 好 きな よ うに させ よ う」

と 言 っ て 子 供 に 信 仰 を教 え る こ と を軽

視 す る親 。 この よ うな 親 は ， 親 と し て

の 責 任 を果 た して い な い 親 で あ る。(「人

生 の 宝 」pp.72-74参 照)

そ して 次 に，、この よ う な質 問 と提 案

を して い る。 「親 で あ る あ な た は 自分

を どの よ うに して 評 価 して い る だ ろ う

か 。 あ な た個 人 の た な卸 し を して ， 自

己 に課 せ られ た神 聖 な義 務 を果 た し て

い るか ど うか 調 べ な さ いd

教 義 と聖 約 の 次 の 言 葉 は ， 子 供 に 福

音 の 原 則 を教 え る上 で の 親 の 責 任 を明

らか に す る もの で あ る。

「… … 子 供 を有 す る両 親 あ ら ば
， そ

の 子 供 八 才 の 時 ， 悔 改 め ， 生 け る神 の

子 キ リス トの 信 仰 ， バ プ テ ス マ と按 手

に よ る聖 霊 の 賜 な どの 教 義 を教 え て理

解 せ しめ ざれ ば ， 罪 そ の両 親 の 頭 に 留

る べ し。

お よ そ シ オ ン … … に 住 め る者 の 律 法

は か くの 如 しd(教 義 と聖 約68：25-

26)

こ こ で 注 意 しな け れ ば な ら な い の は ，

こ の 聖 句 は ， 罪 が 日曜 学 校 や 初 等 協 会 ，

セ ミナ リー教 師 の頭 に と ど ま るの で は

な く， 両 親 の 頭 に と ど ま る と言 っ て い

る 点 で あ る 。

この 件 に つ い て の，A・ セ オ ドア ・

タ トル 長 老 の 次 の 言 葉 は 重 要 で あ る 。

「両 親 と して の責 任 を顧 み な い こ と

が あ っ て 良 い は ず で は な く， ま た保 育

所 や 学 校 ， ま し て教 会 へ 両 親 の 責 任 を

転 嫁 す る こ とは で きな い 。 家 族 に 対 す

る責 任 は 神 の 命 令 に よ る もの で あ る 。

両 親 は こ の命 令 に背 く と き， 永 遠 の救

い を捨 て る こ とに な る。」(『祭 壇 ， 天 幕，

井 戸 』 「聖 徒 の 道 」1973年8月 号 ，

P.67)

こ の こ とか ら， で き る限 りの こ と を

し て子 供 に 福 音 の 知 識 と人 生 の 真 の 目

的 を徐 々 に 教 え 込 む こ とが ， す べ て の

末 日聖 徒 の 親 の 神 聖 な義 務 で あ る こ と

が わか る。

言 う ま で もな く， そ うす る ため に は

私 た ち 自身 が 改 宗 し な け れ ば な らな い 。

子 供 に 末 日聖 徒 で あ る よ うに望 む の で

あ れ ば， 私 た ち 自身 が 末 日聖徒 で な け

れ ば な らな い の で あ る。 ヒ ュー ・B・

ブ ラ ウ ン長 老 は か つ て こ の よ うに語 っ

た 。 「自分 が 心 か ら信 じて い な い こ と

を効 果 的 に 教 え られ る は ず は な い。 …

… 生 活 と教 えが 矛 盾 し て は な ら な い の

で あ るむ(E置eγ ηαJQ麗sオ 「永 遠 の 探

求 」pp.179，181)

若 い両 親 の 方 々 は ， 自分 の子 供 を主

の 道 に そ っ て 正 し く教 え られ る よ う 自

ら を備 え て い た だ きた い。 子 供 た ち に

生 け る神 へ の 信 仰 を教 え な さい 。 ま た

常 に 祈 る こ と と， 主 か ら与 え られ た律

法 と戒 め を守 る こ と を教 え な さ い。

ブ ラ ウ ン長 老 は 次 の よ うに 述 べ て い

る 。

「現 代 は 利 己主 義 と欲 望 が 渦 巻 き
，

産 児 制 限 が 行 な わ れ ， 安 易 に 離婚 に 走

り， 家 庭 の 破 壊 や 少 年 犯 罪 が 激 増 し て

い る時 代 で あ る 。 また 低 俗 な娯 楽 や 怠

慢 が 横 行 す る規 律 の な い時 代 で あ る。

こ の よ う.な時 代 に あ って ，基 本 的 に 価

値 あ る もの を追 求 す る こ と と， 国 家 の

最 も基 本 とな る単 位 は 家 庭 で あ り， 母

親 は 家 庭 とい う人格 育 成 学 校 の 最 も重
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要 な教 授 で あ る とい う こ とに 注 意 を集

め る の は， よい こ とて あ る，」(y醜oπ

α記VαZoγ 「識 見 と 勇気 」p.24)

私 た ち か 正 し い こ とや 善 い こ と， 思

いや り を学 ふ の は家 庭 に お い て て あ る。

家 庭 は最：初 の 学 校 て あ り最：初 の 教 会 な

の で あ る。 子 供 か 大 人 に 成長 し た と き

幸 福 な 義 し い生 活 か 送 れ る よ うに備 え

る に は ， 子 供 の う ち に 強 め 養 うの か 最

も良 い 方 法 て あ る。 こ の 最 も大 切 な預

り もの で あ る子 供 を正 し く育 て る と い

う こ とか ， 両 親 の 最 大 の 関 心 事 とな っ

て い る家 庭 は 幸 福 な 家庭 と言 え よ う。

両 親 に は 食 物 や 住 居 ， 生 活 必 需 品 を

あ てか う責 任 と等 し く， す べ て の 面 て

子 供 た ち に正 し い模 範 を示 す 責 任 か あ

る 。

覚 え て い た た きた いの は， 家 庭 に あ

っ て 親 は 子 供 た ち の 振 舞 い ， 習 慣 ， 考

え， 信 仰 に 影 響 を及 ぼ す とい うこ とで

あ る。 生 活 態 度 とい う もの は ほ とん ど

人 生 の 初 期 に確 立 さ れ， 年 を とっ て か

らそ れ を変 え る こ とは非 常 に 困難 て あ

り， 容 易 な こ とて は な い 。

子 供 を育 て る両 親 へ の 大 切 な メ ソ セ

ー シか
， ナ オ ミ ・ラ ン トー ル姉 妹 作 の

「わ た しは神 の 子 」 に 歌 わ れ て い る
。

私 は， こ の 歌 は 教 会 の 数 多 くの 歌 の 中

て も最 も素 晴 ら しい もの の ひ とつ て は

な いか と思 う。 子 供 日曜 学 校 を訪 問 し

て 世 界 中 の 子 供 た ち か ら聞 くの か こ の

歌 て あ る。 次 に ， この 歌 の 歌 詞 を 引 用

して み た い 。

1.神 の子 て す

わ た しや あ な た

い ろ ん なお め くみ

か ん し ゃ し ます

2.神 の 子 てす

わ た しや あ な た

み こ とは正 し く

わ か る よ うに

3.神 の子 て す

わ た しや あ な た

み こ こ ろお こ な い

ま た 天 に 住 む

※ わたしをたすけて
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撫 無

嬉掛 鞭

テ ンプ ルス クエ アの ガ イ ドと語 り合 う訪 問者

み ち ひ い て

い つ か み も とへ

ゆ け る よ うに

※ は1，2，3繰 り返 し

「子 供 の 歌 」B-76

と こ ろ て ， 子 供 は 成 長 す る につ れ て

次 第 に他 に 依 存 しな くな る。 十 代 の 子

供 は 時 々 ， 大 き くな っ た の て 親 か らの

世 話 は 必 要 な い と い う感 情 に か られ る

か ， そ の とき こそ 以 前 に も増 して 親 を

必 要 と して い る と き な の で あ る 。

今 日， 教 会 の 若 人 は重 大 な チ ャ レ ン

ジ に 直 面 して い る。 彼 らは 何 を最 も必

要 と して い る だ ろ うか 。

彼 らは 確 か な知 識 と分 別 の あ る理 解 ，

導 く手 を必 要 と して い る。 ま た 清 潔 て

落 ち 着 い た 本 物 の 家庭 を必 要 と し て い

る 。 彼 らは 真 に 父 親 た る 父親 ， 真 実 の

意 味 て の母 親 た る母 親 を必 要 と して い

る 。 単 な る先 輩 や 家 主 以 上 の もの を求

め て い る の て あ る 。 若 人 に は ， 親 と
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欝 灘鰭
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乱野

難 『

欝;1
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して当然払うべ き関心を払い，家庭 を

第一 にし，子供 を救 うことと，行 く手

に起こる様々な誘惑の風に揺ら くこと

のないように子供たち自身 とその考え

を教育す ることか;親 としての基本的

な最 も大切 な義務てあると考えている，

愛に満 ちた理解のある両親か必要なの

である。

現代の若人は何ても知 りたかってお

り，真理 を渇望 している。彼 らは，親

てある私たちか彼 らの疑問に正直な納

得のい く解答を与えて くれることを求

めている。従 って教師 と教師か ら教わ

る真理か矛盾したもの とならないよう

に私たちの生活そのものか言行一致の

精神て貫かれていなけれはならない。

タニエル ・ウェブスターはかつて次

のよりに言った。

「大理石に刻むなら，やかて崩れて

しまう。真鍮に刻むなら，時かそれを

ぬ くってしまう。また神殿を建てて も，
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，
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い つ か 崩 壊 して ち りに 帰 して し ま う。

しか し， ひ た す ら神 を恐 れ る心 と同 胞

へ の 愛 を も っで 人 の 不 滅 の心 に 働 きか

け， 高 潔 な教 え を吹 き こ め ば ， 永 遠 に

光 り輝 く何 も の か を 人 の 心 に刻 む こ と

に な る の で あ る。」(バ ー トン ・ステ ィ

ー ブ ン ソ ン 丁舵HoηeBo疏 げQπ 〇一

弼 ∫oπ5「引 用 集 」p.1312)

ス トー ン姉 妹 と私 に は現 在16人 の 孫

が い るが ， 私 た ち夫 婦 に と って 彼 ら以

上 に か わ い い も の は な い 。 私 た ち は 彼

ら を正 し く育 て る た め に 彼 らの 親 が 努

力 を払 っ て い る こ と を最：も感 謝 して い

る 。

若 人 の 皆 さん に 申 し上 げ た い 。 両 親

と親 し く して い た だ き た い 。 そ して 義

に 向 か っ て 歩 め る よ うに 助 け て い た だ

き な さ い。

現 世 の 最 も大 い な る祝 福 は ， 主 の 戒

め を守 っ・て は じめ て 得 ら れ る もの で あ

る 。 ま た， 約 束 さ れ て い る祝 福 は こ の

世 だ け で な く， 永 遠 の も の で あ る。

今 日の 私 た ちの 予 言 者 で あ り指 導 者

で あ る スペ シサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大

管 長 は ， 神 の戒 め を 守 る こ とは 幸 福 な

生 活 を送 る上 で の 代 価 で あ る と述 べ て ，

い る 。

言璃 嚢難 醐.
両親である皆 さんの中で，裁 きの 日

にあなたは親 としての務めを果たさな

か ったと言われたい人がいるだろうか。

あなたの生活は主から託 された子供 た

ちにとって悪い模範だったので，主の

僕に値 しない者であると言われたいだ

ろうか。

主か ら与えられた勧告 を次のように

言い換えてみるとよくわかる。「あなた

が たの光 を子供たちの前に輝か し，そ

して，子供 たちがあなたがたのよいお

こないを見て，天にいますあなたがた

の父をあがめるように しなさいd(マ

タイ5：16参 照)

両親 も子供 も共に福音に従って生活

す るならば，教義 と聖約に記されてい

る次の大いなる祝福 を受けるにふ さわ

しい者 となることがで きるであろう。

「もしわが誠命 を守 り終 りまで忍ぶな

らば永遠の生命 を得ん。これ神のあら

ゆる賜の中最大なるものな りd(教 義

と聖約14：7)

何 という素晴 らしい約束であろう。

戒めを守 り終 りまで耐え忍ぶならば，

永遠の生命は私たちの ものとなるので

ある。主が御 自分の約束 を違 えられる

ことは決 してない。教義 と聖約の中で

主 が 述 べ て お られ る言 葉 を思 い起 こ し

て い た だ き た い 。

「汝 らわ が 言 う と こ ろ を行 わ ば
，、主

な る わ れ これ に対 して 責 任 あ り， され

ど， 汝 らわ が 言 っ と こ ろ を行 わ ず ば 汝

ら何 ら約 束 を受 け ず 。」(教 義 と聖 約82

：10)

皆 さ ん 一 人一 人 が ふ さ わ し い生 活 を

送 り， こ の 約 束 す な わ ち 永遠 の 生 命 を

自分 自身 と 自分.の家 族 の もの とす る こ

とが で き る よ うに 。 正 しい 生 活 をす る

な らば ， この 素 晴 ら しい祝 福 は 私 た ち

の 手 の 届 く と こ ろ に あ る。 主 イエ ス ・

キ リス トの み 名 に よ り証 申 し上 げ る 。

ア ー メ ン 。

☆ ☆
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聖典を調べなさい

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

ヘ ン リ ー ・D・ テ イ ラ ー

毎 日，聖典の研究をする ことによ リ証を強め，永遠の生命への

道を歩む

い主はこの地上で教 えと恵みを施

救
さ れて い た と き， 人 々 に 次 の よ う

に 勧 告 さ れ た 。 「聖 典 を調 べ な さ い。あ

な たが た は， 聖 書 の 中 に 永 遠 の 命 が あ

る と思 っ て調 べ て い る が ， こ の 聖 書 は ，

わ た しにつ い て あ か し をす る もの で あ

る。」(欽 定 訳 ヨハ ネ5：39)

私 た ち は聖 典 を どの よ うに考 え て い

る だ ろ うか 。 ひ と りの 熱 心 な研 究 家 は

次 の よ うに 説 いて い る 。「話 さ れ た もの

で あ っ て も書 か れ た もの で あ っ て も，

聖 霊 の 力 に よ って 神 か ら人 へ 伝 え られ

た メ ッセー ジは 聖 典 の 言 葉 とな る。 こ

れ が 筆 記 され ， 教 会 に よ り受 け 入 れ ら

れ る と， 標 準 聖 典 の一 部 とな り， そ れ

よ り後 は， 読 む 人 また は 研 究 す る 人 に

利 益 を もた ら さず に は お か な い も の と

な る の で あ る。」(ブ ル ー ス ・R・ マ ッ

コン キ ーMoγ?η0πDOC〃 ぬθ 「モ ル

モ ン の教 義 」p.682)

キ ンボ ー ル 大 管 長 は ， 私 た ちが 聖 典

を研 究 す る よ うに 強 く述 べ て お ら れ る。

「今 年 は聖 典 を読 み
， よ く理 解 し て ，

聖 典 に 述べ られ て い る原 則 と霊 感 あ ふ

れ る勧 告 を 自 らの生 活 に取 り入 れ る よ

うに して い た だ きた い 。 そ の よ うに す

る な らば， 正 しい行 な い に よ り， 必 要

な と きに個 人 的 な 啓 示 や 霊 感 を受 け る

こ とが で き るだ ろ う。」(『 改 宗 者 の 教

会 』「聖 徒 の 道 」1976年6月 号 ，p.249)

リー 大 管 長 も毎 日聖 典 を読 む よ うに

勧 告 して い る。 リー 大 管 長 は ， 証 を強

め養iうこ との 必 要 性 を次 の よ うに教 え

て い る。 「毎 日聖 典 を読 ん で い な い と，

証 は 次 第 に 弱 くな り， 霊 性 は 下 が っ て

し ま うQ」(ハ ロル ド ・B・ リー ， 十 二

使 徒 会 地 区代 表 セ ミナ ー よ り，1970年

12月12日)

ジ ョセ ブ ・ス ミス は 若 く して ， 熱 心

な聖 典 の 研 究 者 で あ った 。 教 会 本 部 ビ

ル の 一 室 に は ， 寝 室 で 聖 書 を手 に 椅 子

に 腰 か け て い る ジ ョセ ブ を描 い た絵 が

飾 られ て い る。 ジ ョセ ブが ヤ コブ 書 の

一 節 を読 ん だ の は そ の よ うな とき で あ

っ た に ちが い な い 。 そ の 聖 句 は ， 脳 裏

か ら離 れ な か っ た重 大 な疑 問 を解 決 す

る上 で 導 き を与 え る もの とな っ た 。私

た ち の よ く知 っ て い る聖 句 で あ る 。「あ

な た が た の う ち， 知 恵 に 不 足 し て い る

者 が あれ ば， そ の 人 は ， とが め もせ ず

に惜 しみ な くす べ て の 人 に与 え る神 に ，

願 い 求 め るが よ い 。」(ヤ コブ1：5)

ジ ョセ ブ ・ス ミス は 一 大 決 心 を して こ

の勧 め に従 っ た。 父 親 の 農 場 に あ る森

の 中 に 人 目 を避 け て 入 り込 む と， 彼 は

ひ ざ まず い て 熱 烈 な 祈 り を捧 げ た 。 そ

して ， 天 父 と復 活 され た主 で あ り救 い

主， イエ ス ・キ リス トで あ る御 子 の 突

然 の 訪 れ を受 け た の で あ っ た 。 こ の劇

的 な 訪 れ は，この 神 権 時 代 に ジ ョセ ブ ・

ス ミスが 受 け た最 初 の 示 現 で あ る 。

日々 の生 活 に お い て 大 切 な の は， 聖

典 の 知 識 を得 ， そ れ を活 用 す る こ とで

あ る。 あ るす ぐれ た 教 会 の教 育 者 は ，

数 十 年 前 ， 「聖 典 は ，永 遠 の 生 命 に 導 く

標 識 で あ る」と教 え て い る。(ジ ョー ジ ・

H・ ブ リム ホー ル ムoπgα ηdSんoπ

RαηgeAア70ω8「 ふ たつ の 矢 」 ブ リガ

ム ・ヤ ン グ大 学 出 版 部 ，1934年 ，p.189)

末 日聖 徒 は ， 聖 書(新 旧約)， モ ル モ

ン経 ， 教 義 と聖 約 ， 高 価 な る真 珠 ， 大

管 長 会 の 公 式 声 明 を教 会 の標 準 聖 典 と
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して 受 け 入 れ て い る。

まず 聖 書 に 関 して 言 え ば ， 聖 書 は 旧

約39書 ， 新 約27書 の 合 計66書 か ら成 る

もの で は な く， ひ とつ の 書 で あ る と い

う誤 っ た考 えが あ る。 聖 書 を構 成 す る

書 の 数 は 非 常 に 多 く， そ れ らは モ ー セ

か ら ヨ セ ブ に至 る約2，500年 間 の長 い

期 間 に 及 ぶ もの で あ る 。 ま た 多 くの著

者 に よ っ て 書 き記 さ れ て い る。 従 っ て

資 料 は非 常 な 多様 性 を持 っ た もの と言

え る。 旧約 聖 書 の 最 初 の 五 書 はヘ ブ ル

民 族 の 初 期 の 記 録 で あ り， ヨセ フ ス そ

の 他 の 著 述 家 に よれ ば モ ー セ が 記 し た

もの で あ る とさ れ て い る。 これ らの 書

は 「モー セ の 五 書 」 と呼 ば れ る 。(B・

H・ ロ バ ー ツ ，TheSeventy'sCourse

inTheology『 七 十 人 の た め の 神 学 講

座 』 参 照， 「デ ゼ レ ト ニ ュー ズ」1907

年1：23よ り掲 載)

モ ル モ ン経 は 御 承 知 の 通 り， 天 使 モ

ロ ナ イ が 保 管 して い た 金 版 か ら ジ ョセ

ブ ・ス ミス が 翻 訳 した もの で あ る。 モ

ル モ ン経 は， 主 とア メ リカ大 隆 の 古 代

住 民 との 物 心 両 面 で の 交 わ りを描 い た

記 録 で あ り， そ の 中 に は ， 復 活 さ れ た

主 で あ る救 い 主 イ エ ス ・キ リス トが 人

々 を訪 れ た も う た と きの 美 しい 光 景 も

記 され て い る。 そ こ は 私 た ち に も最 も

霊 感 を与 え て くれ る とこ ろ で あ る 。

教 義 と聖 約 は ， 予 言 者 ジ ョ セ ブ ・

ス ミス に 与 え られ た 啓 示 と彼 の 後 の 大

管 長 会 に よ り追 加 さ れ た 啓 示 か ら成 っ

て い る 。私 が 最 近 調 べ た 版 に は 次 の よ

うに 記 され て い る。 「旧 版 の 『教 義 と聖

約 』 に は ， 『信 仰 篇 』と題 す る講 話 が つ

い て い る も の もあ っ た が こ の版 に は 入
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れ て な い。 こ の 講 話 は千 八 百 三 十 四 か

ら同三 十 五 年 の 冬 期 間 ， オ ハ イ オ 州 カ

ー トラ ン ドで経 営 され た 長 老 た ちの た

め の学 校 に於 て 使 う 目的 で 作 られ た も

の で あ る。 しか し， こ れ は 神 学 上 の 講

話 また は 学 課 と し て の ほ か に は 教 会 員

に提 供 され て もい なか った し， ま た教

会 員 か ら承 認 され て もい な か っ た も の

で あ る。」(教 義 と聖 約 の解 説 よ り)

高価 な る真 珠 に は 現 在 ， ジ ョセ ブ ・

ス ミス を通 して 与 え られ た 啓 示 と翻訳

と談 話 が 記 さ れ て い る(タ イ トル ペ ー

ジ参 照)。 初 め に ，8章 か ら成 るモ ー セ

の 書 が あ り， 第1章 は1830年6月 に ，

第2章 以 降 は1830年12月 に 啓 示 され た

もの で あ る 。 次 い で ア ブ ラハ ム の 書 。

5章 か ら成 っ て い る。 これ は ア ブ ラハ

ム とエ ジ プ トに 売 られ た ヨ セ ブ に よ る

記 録 で あ る 。 ア ブ ラハ ム の 書 は2本 の

パ ピル ス の巻 物 か らジ ョセ ブ ・ス ミス

に よ り翻 訳 さ れ た が ， この 巻 物 は1831

年 ， フ ラ ン ス の 有 名 な旅 行 家 ア ン トニ

オ ・セ ボ ロ に よ りエ ジ プ トの地 下 納 骨

堂 で 発 見 さ れ た4体 の ミイ ラ と共 に 棺

に納 め られ てい き もの であ る。(伍 部o矧

o∫ 置んeC勧7cんoノ 」θs駕8Cん γ∫8孟o/

加 漉 γ一面 宮Sα 痂8「 末 日聖 徒 イエ ス ・

キ リス ト教 会 歴 史 」2：348参 照)

高価 な る真 珠 の 第3の 書 は， ジ ョセ

ブ ・ス ミス の 著 に な る もの で， 主 と し

て 彼 の 生 涯 の 記 録 か ら抜 粋 した もの で

あ る。 次 は予 言 者 の ジ ョン ・ウエ ン ト

ワ ー スへ の書 簡 か ら抜 粋 した 信 仰 箇 条

で あ る。 こ の 書 簡 は ニ ュー ハ ン プ シ ャ

ー 州 の 歴 史 を記 し て い る友 人 に 情 報 を

提 供 し た い と い うウ エ ン トワ ー ス に 宛

て た もの で あ る。(「教 会 歴 史 」4：535

参 照)

高 価 な る真 珠 に は最 近 ， 新 た に聖 文

が 追 加 さ れ た 。1976年4月 の 総 大 会 で

タナ ー 副 管 長 が 発 表 され た 声 明 は以 下

の 通 りで あ る。

「私 は キ ン ボー ル 大 管 長 か ら
，皆 さ ん

の 指 示 の挙 手 を必 要 とす る 非 常 に重 要

な 事 項 を読 む よ うに要 請 さ れ た 。1976

一 年3月25日 ， ソ ル トレー ク神 殿 に お い

て 開 か れ た 大 管 長 会 と十 二 使 徒 評 議 貝

会 の 集 会 で ， 次 の ふ た つ の 啓 示 が 高 価

な る真 珠 に 付 け 加 え られ る こ とが 承 認'

され た 。

第 一 は ，1836年1月21日 ， オ ハ イ オ

州 カー トラ ン ド神 殿 に お い て ， 予 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス に 与 え られ た 日の光

栄 の 王 国 に 関 す る示 現 で あ る。 こ れ は

福 音 の知 識 な く して こ の世 を去 っ た 人

々 の 救 い に 関 す る もの で あ る。

第 二 は ，1918年10月3日 ， ユ タ州 ソ

ル トレー ク ・シ テ ィー に お い て ジ ョセ

ブ ・F・ ス ミス大 管 長 に与 え られ た示

現 で あ る 。 こ れ は ， 主 イ エ ス ・キ リス

トが 霊 界 を訪 れ た 次 第 を 明 らか に し，

死 者 の贈 い の 教 義 を確 立 す る もの で あ

る。」(「 聖 徒 の 道 」1976年8月 号 ，p.

441)

昨 日， 私 た ち は 教 会 幹 部 を支 持 す る

際 ， 予 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 け る者

と して指 名 さ れ た 方 々 を支 持 し た 。私

た ち は彼 らが 主 か ら啓 示 を受 け て お ら

れ る こ と を堅 く信 じて い る。 リー 大 管

長 は こ の よ うに述 べ て い る。 「今 日，予

言者 の 口か ら 出 る聖 典 の 言 葉 は， 山か

ら湧 き 出 る水 が 最 も清 い よ うに ， その

源 と して 最 も清 い 。 神 の 最 も純 粋 な言

葉 は， す な わ ち 最 も汚 れ を知 らな い言

葉 は， この 時 代 にあ って イ スラエ ル を導

く よ う に備 え られ た生 け る予 言 者 の 口

よ り出ず る 言 葉 で あ る。」(ハ 白 ル ド ・

B・ リーyθ α7ε 抗eゐ 喀屍o∫ 醜e

wO而 「あ な た が た は世 の 光 で あ る」

pp.55-56)

私 た ち は聖 典 を研 究 し， そ の 中 に 記

さ れ て い る真 理 に つ い て 熟考 す る必要

が あ る。 なぜ な ら， 聖 典 は私 た ち を永

遠 の 生 命 に導 く言 葉 だか らで あ る。

私 は 現 在 ， 霊 感 を受 け た 兄 弟 た ちが

教 会 を導 い て い る こ と を証 申 し上 げ る。

彼 らの 声 に 耳 を傾 け， 彼 らの 教 え に従

う よ う に， 主 イエ ス ・キ リス トの み名

に よ りお祈 り申 し上 げ る。 アー メ ン。

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 ウ ィ リア ム ・R・ ブ ラ ッ ド フ ォ 」 ド長 老(左)

と ジ ョー ジ ・P・ リー 長 老
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兄 弟姉妹の皆さん・私はこの部会な
らびに今大会のこれ までの部会 を

通 じて最 後に証 を述べる機会 をいただ

き，非常に光栄に思 っている。なぜな

ら私は， この業が主の業であ り，イエ

ス ・キ リス トが世の贈い主，主の教会

の頭であ り，ジョセブ ・ス ミスが主の

予言者であることを確かに知 っている

か らである。ジョセブ ・ス ミスは主の

再臨への道を備えるため，末の 日に主

の王国をこの地上に確立 した。

この夏の休暇中，私はちょっとした

病いで数週間家に引きこもったままで

あった。しか しその機会 を利用 して，

私は数冊の書物 を読み，祝福師の祝福

や大管長からいただいた祝福 にも目を

通 した。それ らの祝福は，伝道部長 と

して二度任命された とき， また管理監

督 として任命された とき大管長か らい

ただいたものであ り，あとのひとつは

24年前の4月 ，聖なる神殿において，

副管長ならびに十二使徒定員会会員の

助けを得て，デ ビッ ド・0・ マ ッケイ

大管長が私の頭に手を按 き，私 を主イ

エス ・キリス トの使徒に聖任 して下さ

ったときの ものである。

祝福の中でマ ッケイ大管長は私に，

私は主の証 し人であ り，主の聖なる使

命と主の予言者 ジョセブ ・ス ミスの聖

なる召し，回復 された福音の真理につ

いて証を述べなければならないとい う

責任を与えられた。そしてこの24年 半

の間，マ ッケイ大管長か ら私に託 され

た責任に従順に応えるよう努めてこら

れたことは私の喜びである。私はこの

責任を通 して大 きな喜びと幸福 を味わ

96

一

キ リス トに対する

純粋な信仰

十二使徒評議員会会員

リグラ ン ド ・リチャーズ

人類 はイエスの福音 に手を加え，人間の考えを入れて不純なも

のと した

っ て き た 。

私 は今 ， 予 言 者 ニ ー フ ァ イ が 語 っ た.

言 葉 の 意 味 を ひ しひ し と感 じて い る 。

ニ ー フ ァイ は 「わ が 神 は私 の 肉体 が 燃

え ん ば か りに ， 私 の 中 に そ の 愛 を満 し

た ま い」 と記 して い る(IIニ ー フ ァ イ

4：21)。 皆 さ ん は この ニ ー フ ァ イ の

よ う な経 験 を さ れ た こ とが あ る だ ろ う

か 。 み た ま を感 じて 鳥 肌 が 立 っ た よ う

な こ とが あ る だ ろ うか 。 今 ダ 私 は パ ウ

ロ の 言 葉 に つ.いて考 え て い る。 パ ウ ロ

は 言 っ た 。 「神 の 良 きみ 言葉 と， き た

る べ き世 の 力 とを 味 わ っ た 者 た ち が ，

そ の の ち 堕 落 した場 合 に は ， … … ふ た

た び悔 改 め に た ち帰 る こ とは で きな いd

(ヘ ブ ル6：5-6)

さ て パ ウ ロが 述 べ て い る よ うに， 私

た ち は現 世 に お い て も来 た るべ き世 の

力 を味 わ う こ とが で き る と私 は 思 う。

私 に は 多 くの 富 め る友 人 が い る が ，

彼 らが そ の 富 で物 を買 っ て 喜 び の涙 を

流 して い る姿 を 見 た こ とは 一 度 もな い。

しか し伝 道 地 の証 会 で 謙 遜 な 人 々 が ，

ま た主 の僕 た ち が 神 の み た まの 力 を受

け て 喜 び に 涙 す る 光 景 は何 度 とな く目

に して きた 。 こ れ は 事 実 で あ る 。

小 さ な 田舎 の 町 に 住 ん で い た幼 少 の

頃 で あ った 。 私 は 日曜 学 校 の 教 師 が バ

プ テ ス マ の ヨハ ネ の 言 葉 を教 え て くれ

た こ と を覚 え て い る。 そ の 言 葉 は， ヨ

ハ ネが 罪 の 赦 し を受 け る た め に水 で バ

プ テ ス マ を施 した とき に 言 っ た もの で

あ っ た 。 「わ た し よ り も力 の あ るか た

が ， お い で に な る。 わ た しに は， そ の

くつ の ひ も を解 く値 うち も な い 。 こ の

か た は ， 聖 霊 と火 とに よっ て お ま え た

ちにバプテスマ をお授けになるであろ

うd(ル カ3：16)子 供の頃私はそ

の火が どうい う意味なのか見当もつか

なかったが，長い年 月を経た今ははっ

きりと理解 している。私は.自分が主の

みたまの力を得て生来の能力以上に高

め られ， この福音が真実であるこ とを

多 くの機会に証 して きた。その証は私

の存在その ものである。私は きょう，

この場でその証 を皆さ'んにお伝えした

い 。

こ こ で 使 徒 パ ウ ロ の 言 葉 に つ い て 少

し 申 し上 げ た い と思 う。 パ ウ ロ は 次 の

よ うに述 べ て い る。 「た だ 恐 れ る の は ，

… … あ な た が た の 思 い が 汚 さ れ て
， キ

リス トに 対 す る純 情 と貞操 と を失 いは

し な い か とい う こ と で あ るd(IIコ リ

ン ト11：3)こ こ で私 が 全 世 界 の 皆

さん に 申 し上 げ た い の は ， 人 間 の 思 い

は 汚 さ れ て ， キ リズ トに対 す る純 情 と

貞 操 を失 い， 主 の 聖 な る み 言 葉 に よ っ

て 啓 示 され た純 粋 な真 理 よ り も， 人の

戒 め を戒 め と して 教 え て い る とい う こ

と で あ る。

次 に イ ザ ヤ の 言 葉 を読 ん で み よ う。

「これ は 彼 らが 律 法 に そむ き
，儀 式 を変

え， とこ しえ の 契 約 を破 っ た か らだ 。

それ ゆ え， の ろいは 地 をの みつ くし… 。」

(欽 定 訳 イザ ヤ24：5-6)

ま た， コ ン ス タ ン チ ヌ ス大 帝 が 紀 元

325年 に ニ ケ ー ア の 宗 教 会 議 を召 集 し

た と きの こ とに つ い て も考 え て み た い 。

この 会 議 で， 召 集 さ れ た318名 の 監 督

は 討 議 に4週 間 を 費や し， 神 な ら び に

イエ ス ・キ・リス トの神 性 と個 性 に つ い

て 論 じ合 っ た の で あ る 。 考 え て み て い
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た だ き た い 。 彼 らの 心 は混 乱 し 汚 れ て

い た の で あ る。 そ うで なか っ た と した

ら， 彼 らは 聖典 の純 粋 な教 えに 従 っ て

い た で あ ろ う し， そ の 問題 を決 定 す る

た め に4週 間 も討 議 「を続 け る必 要 は な

か っ た で あ ろ う。 福 音 が 回 復 さ れ た こ

とに よ り， こ の純 然 た る真 理 が 私 た ち

と私 た ち が 推 し進 め て い る偉 大 な み 業

の 中 に あ り， 私 た ちの 思 い が 汚 さ れ て

い な い こ と を主 に 感 謝 す る もの で あ る。

も うひ とつ お 話 し 申 し上 げ た い こ と

が あ る 。何 十 年 か 前 に マ サ チ ュー セ ッ

ツ 州 で伝 道 し て い た と きの こ と， 復 活

祭 を間 近 に し て， 私 は あ る退 職 した 牧

師 と そ の 牧 師 の 家 で 話 し合 っ た こ とが

あ る。 私 は そ の牧 師 に， 神 会 に つ い て

彼 の 考 え を聞 か せ て くれ る よ うに 求 め

た 。 彼 は ， 教 会 貝 が 一 般 に 抱 い て い る

神 に 対 す る気 持 と教 会 の教 え に つ い て

語 り， ま た 自分 は 天 父 と御 子 と聖 霊 が

ひ と りの 神 で あ り， しか も そ の神 は 骨

肉 の 体 を持 ち た も う御 方 で は な く霊 の

御 方 で あ る こ と， そ して この 地 球 に も，

ま た 木 や 花 な どの 生 命 に も しみ 渡 っ て

い る 力 で あ る こ とを信 じて い る と話 し

て くれ た。 、

そ こ で 私 は 聞 い た。 「そ れ で は 人 々

は 何 の た め に復 活 祭 を祝 っ て い るの で

す か 」

「キ リス トの 復 活 を祝 うため で す よ 」

私 は も う一 度 尋 ね た 。 「厳 密 に 言 っ

て そ れ は ど うい う意 味 です か 。 石 が 転

が さ れ て 主 が よみ が え られ た と き， 主

の 霊 は 主 の 体 に も どっ て ひ とつ に な っ

た の で は あ り ませ んか 。 女 た ちが 墓 に

や っ て 来 た と き， ふ た りの み 使 いが ひ

と りは イエ ス の 体 を横 た え て あ っ た 台

の 頭 の 方 に， ひ と りは 足 も との 方 に座

っ て い ま した 。 そ して 女 た ち に こ う言

っ た の で す 。 『あ な た が た は ， なぜ 生

き た 方 を死 人 の 中 に た ず ね て い る の か 。

そ の か た は， こ こ に お られ な い 。 よみ

が え られ た の だ 』 と。(ル カ24：5-

6)あ な た は 主 が 何 度 使 徒 た ち の 前

に お 現 わ れ に な っ た か よ く御 存 知 の は

ず で す 。 主 は 使 徒 た ち に御 自分 の 手 と
'脇 腹 に あ る傷 あ とに 触 れ させ

， こ う言

わ れ ま した 。 『さ わ っ て 見 な さ い 。霊

に は 肉や 骨 は な い が ， あ な た が た が 見

る とお り， わ た しに は あ るの だ 。』(ル 「

カ24：39)そ れ か ら魚 とは ち の 巣 を

取 っ て， 使 徒 た ち と共 に 食べ られ ま し

た 。 主 は 弟 子 た ち と40日 間過 ご さ れ た

後 ， 昇 天 され ま した が ， そ の と き， 白

い 衣 を着 たふ た りの 人が 彼 らの そ ば に

立 っ て い て ， 言 い ま した 。 『ガ リ ラヤ

の 人 た ち よ， なぜ 天 を仰 い で 立 っ て い

るの か 。 あ な た が た を離 れ て 天 に 上 げ

られ た この イ エ ス は ， 天 に 上 っ て 行 か

れ る の を あ な た が た が 見 た の と同 じ有

様 で， ま た お い で に な る で あ ろ う。』」

(使 徒1：11)

そ れ か ら私 は この 牧 師 に ， こ う言 っ

た 。 「骨 肉 の体 を持 っ て 天 に 上 げ られ

た キ リス トよ り も霊 の キ リス トを信 じ

られ るの は， 一 体 ど う して な の で す か 。

あ な た は 主 が 再 び お 亡 くな りに な っ た

と， つ ま り復 活 の 初 穂 に な ら れ た の で

は な くて た だ の 霊 の 御 方 で あ る と思 っ

て い ら っ しゃ た の です か 。 主 が 復 活 の

最 初 の 実 とな られ た の は 事 実 で あ り，

霊 の復 活 で は な いの ですd

牧 師 は 少 し考 え た後 ， 「こ れ ま で そ

の よ うに 考 え た こ とは あ りませ ん で し

た 」 と言 っ た 。

と こ ろ で， モ ー セ は この よ うな 状 態

が 広 ま る こ と を知 っ て い た。 そ れ は，

モ ー セ が イ ス ラエ ル の 民 を約 束 の 地 に

導 い て 行 っ た と き， 民 に 向か って 彼 ら

は そ の 所 に長 く と ど ま る こ とは で き ず ，

国 々 に 散 ら され る で あ ろ う， そ し て 人

が 手 で作 っ た ， 見 る こ と も， 聞 くこ と

も， 食 べ る こ と も， か ぐこ と も な い 木

や 石 の 神 々 に 仕 え る で あ ろ う と言 っ て

い るか らで あ る。(申 命4：28参 照)

今 日の キ リス ト教 界 が 信 じて い る神 は ，

ま さ し くこ の よ うな神 で は な い だ ろ う

か 。 モー セ は ず っ と昔 に こ の よ うな状

態 に な る こ とを知 っ て い た が ， た だ そ

の ま ま に は して お か な か っ た 。 モ ー セ

は ， 末 日に お い て(私 た ち は その 末 日

に 住 ん で い る)イ ス ラエ ル の 民 が 神 を

求 め る な ら必 ず や 見 出す と言 っ て い る。

そ して現 に ， イ ス ラエ ル の 民 は神 を見

出 し た の で あ る 。

キ リス トに 関 す る不 純 な 考 え は ， 石

で 打 ち殺 され た ス テ パ ノが 見 た光 景 と

比 べ て何 と異 な って い る こ とで あ ろ う

か 。 ス テ パ ノ は 天 を見 つ め て い る と き，

イ エ ス が 神 の右 に 立 っ て お ら れ るの を

見 た の で あ る。 イ エ スが 骨 肉 の 体 を持

っ て お られ な か っ た と した ら， ど う し

て神 の 右 に 立 つ こ とが お で きに な った ・

で あ ろ う。 ま た 足 が なか つ た な ら ど う

して お 立 ち に な る こ とが で ぎた で あ ろ

う。 そ こ で この ス テ パ ノ の示 現 と この

神 権 時 代 に ジ ョセ ブ ・ス ミス が 受 け た

驚 嘆 す べ き示 現 と を比 較 して い ただ き

た い。 ジ ョセ ブ ・ス ミス の証 に よれ ば，

そ の と き真 昼 の 太 陽 に も増 して 輝 く光

が 下 りて き た。 そ し て そ の光 の ただ 中

に ふ た りの 御 方 ， 御 父 と御 子 が お ら れ

た 。 御 父 は 御 子 を指 し て 「こは わが 愛

子 な り， 彼 に聞 け 」 と仰 せ に な っ た の

で あ る(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：17)。

これ が キ リス トに 対 す る純 粋 な信 仰

で あ る 。世 の 人 々 が 私 の 述 べ て きた純

粋 な事 柄 に 従 うな ら， ど う して 神 を超

空 間 的 な 実 在 で あ る と信 じ る こ とが で

き る だ ろ うか 。

イエ ス は 八福 の 教 え の 中 で何 と言 わ

れ た だ ろ うか 。 イエ ス は 「心 の 清 い 人

な ち は ， さ い わ い で あ る。 彼 らは神 を

見 る で あ ろ う」(マ タ イ5：8)と 言

わ れ た 。 今 日の キ リス ト教 会 の 不 純 な

考 え に 従 っ て， 神 が 超 空 聞 的 な た だ の

順番 を待 って
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霊 の御 方 で あ る とす る な らば ， 彼 らは

どの よ う な神 を見 るの で あ ろ うか 。 木

や 草や 花 を見 る の だ ろ うか 。 末 日聖 徒

は そ う で1はな い 。 私 た ち は 主 が 大 い な

る栄 光 と力 を もっ て 来 臨 され る 日 を待

ち望 ん で い る 。神 が 超 空 間 的 な実 在 と

な り， 主 と御 父 が 同 一 の 存 在 とな れ る

よ うに その 肉体 を捨 て られ た と考 え る

の は 筋 が 通 ら な い 。

御 父 と御 子 が 骨 肉 の 体 を持 ち た も う

た 別 々 の 御 方 で あ る とい う真 理 は， こ

の 末 日に 福 音 が 回 復 さ れ た こ とに よ り

明 らか に さ れ た ， 偉 大 な真 理 の ひ とつ

で あ る。 私 は そ の こ とに対 して 証 を持

ってい る。 イエ スは 生 きてお られ， こ の

教 会 の 頭 で あ られ る。 パ ウ ロが 言 っ た

よ うに ， 主 の教 会 は 「使 徒 た ちや 予 言

者 た ち と い う土 台 の 上 に建 て ら れ た も

の で あ って ， キ リス ト ・イ エ ス ご 自身

が 隅 の か し ら石 で あ る。」(エ ペ ソ2：

20)私 は イエ ス ・キ リ久 トが こ の教

会 の頭 で あ り， 現 在 も こ の教 会 を導 い

て お られ る とい う証 を持 っ て い る の で ，

分 別 の あ る 人が ， 主 が 御 父 と共 に現 わ

れ た も うた と きか ら こ の教 会 が 成 し遂

げ て きた事 柄 を研 究 し て， なぜ そ れ が

人 間 の 業 で あ る と考 え る の か私 に は わ

か らな い 。1

こ れか ら予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に

つ い て お 話 す る に あ に り， 少 し証 を さ

せ て い た だ き た い 。20数 年 前， ジ ョ ン
r
・A・ ウ ィ ッ ツ ォー 兄 弟 が まだ 健 在 だ

っ た と き， パ レ ッ ト ・ホー ル で 教 義 と

聖 約 に 関 す る一 連 の 講 義 を され た こ と

が あ っ た 。 リチ ャー ズ姉 妹 も私 も共 に

そ の講 義 を聞 い た 。 ウ ィ ッツ ォー 兄 弟

は そ こ に イ ネ ッ ツ ・ウ ィ ッ トベ ッ ク姉

妹 を伴 っ て きて い た 。 彼 女 は実 に 朗 読

の 上 手 な姉 妹 で あ っ た 。 「ウ ィ ッ トベ

ッ ク姉 妹 ， ど こ ど こ を読 ん で下 さ い」

ウ ィ ッツ ォー 兄 弟 は そ う言 っ て ， 頼 ん

だ もの で あ った 。 そ して 立 ち上 が る と，

次 め よう に 言 っ たρ 「で は 大 学 生 の 諸

君 ， 大 学 教 授 の皆 さ ん ， 皆 さ ん は こ の

よ うな文 章 を書 くこ とが で き ます かd

そ して 「私 に も書 け れ ば と思 うの で す

が ， 残 念 な が ら とて もで き ませ ん 」 と

つ け加 え た 。 ウ ィ ッツ ォー 兄 弟 は ふ た

つ の大 学 の 学長 を務 め， 世 界 各 地 で 使

用 され て い るテ キ ス トを 数 多 く記 さ れ
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たほ どの方である。この教会は経済や

産業，教育の分野に多くの偉大な指導

者 を送 り出してきた6し かし，・予言者

ジ ョセブはほ とんど学校教育を受けて

いなかったに もかかわらず，彼が貢献

した事柄 を試みようとした者はひとり

もいなか った。

教会初期の頃， ジョセブ ・ス ミスは

大学教育 を受けた多くの賢い人々に取

り囲まれていた。彼らの中には， 自分

たちの方が予言者 ジョセブよりも上手

に啓示 を書けるのではないか と思 う者

がいた。そこで主は彼 らを試された。

主は予言者に彼らの中で最 も賢い人を

選び，その人に主が予言者 ジョセブを

通 して与 えられたと同 じ啓示を書かせ

るように言われた。そして彼が同 じよ

うに書 くことができるなち，主が予言

者 を通 して与えられた啓示が真実であ

ることを証 しな くても何のとがめ も受

けないと言われたのであった。 しかし

予言者 と同 じ啓示 を記せた者はだれも

いなかった。私たちの指導者は現在 も

過去も才覚に長けているが，予言者 ジ

ョセブが貢献 した域に近づ くことので

きる者はだれ もいない。

世の贈い主のほかに，予言者ジョセ

ブ ・スミスほど多 くの啓示された真理

を与えられた者はこの地上にいないこ.

とを証申し上げる。教義 と聖約を読み・

研究して，それをジョセブ ・ス ミスが

書いた ものであると考 える人はだれも

いないはずである。

教義 と聖約第76章 を例にとってこの

ことを説明しよう。聖書を読むとパウ

ロは，(そ れがパウロ自身であるとは

言っていないが)第 三の天 第一 と

第二の天がなければ第三の天はあるは

ずがない に引き上げられたキ リス

トにあるひとりの人を知っていた。ま

たこの人はパラダイスに引き上げられ

た。(私たちはそれ よりも下級の場所が

あることも教えられている，)しか しパ

ウロは自分が見たことを書 くのを許 さ

れなかった。私たちがどの ように生 き

るべ きか とい うこと， あるいはシル長

老が述べ られたように 日，月，星の天

に上げられる人々を主がどのように裁

かれるか ということについても記すこ

とを許 されなかった。(IIコリン ト12：

2-4;1コ リ ン ト15：40-42参 照)

しか し そ の 啓 示 は 取 っ て 置 か れ ， こ

の 神 権 時 代 の予 言 者 に 明 らか に され た 。

教 義 と聖 約 第76章 が そ れ で あ る 。 こ の

啓 示 を受 け た と き， 予 言 者 は こ う述 べ

て い る 。.「それ は 永 遠 の世 界 の 記 録 か

ら写 し取 っ た もの で あ るd(亙 説orッ

o/71んeCん 解cんoブJe8秘5Cん γゴs言oブ

L観 θγ一面ッSα 謝3「 末 日聖 徒 イ ェ ス ・

キ リス ト教 会 歴 史 」1：252)私 た ち

の 聖 典 の 多 くは， 人 類 が この 地 上 に 住

ま うず っ と以 前 に 記 され た もの で あ る。

私 た ち が キ リス トす な わ ち地 の基 が 置

か れ る前 に 殺 さ れ た 子 羊 に つ い て 読 む

理 由 は こ こに あ る。 キ リス トは文 字 通

り殺 さ れ た だ け で な く， 主 の 偉 大 な 永

遠 の 計 画 の 中 に あ っ て御 自身 を捧 げ ら

れ た 。 主 は その 命 を犠 牲 に され る こ と

に な っ て い た の で あ る 。

私 は皆 さん 方 一 人 一 人 の 上 に神 の 祝

福 が あ る よ うに願 っ て い る。 ジ ョセ ブ

・ス ミス が 私 た ち に 与 え て くれ た教 義

と聖 約 や 高 価 な る真 珠 ， モ ル モ ン 経 ，

そ れ に三 人 の 見 証 者 の 驚 嘆 す べ き証 は

ほ ん の始 ま り，にす ぎ な い 。 小 さ な 出 発

な の だ。 分 別 の あ る 人や 真 理 を愛 す る

人 で 見 証 者 の 証 を読 ん で モ ル モ ン 経 が

真 実 で あ る か ど うか を知 りた くな い と

思 う 人 は い な い。 彼 らは 最 後 の 部 分 に

記 され て い る約 束 の 言 葉 を読 む に違 い

な い 。 そ こ に は ， モ ル モ ン経 を読 ん で

そ れ が 真 実 な もの か ど うか を キ リス ト

の み 名 に よ って 信 仰 を もっ て 永 遠 の 父

な る神 に 問 う な らば ， 神 は聖 霊 の 力 に

よ って そ の 記 録 が 確 か な もの で あ る こ

と を示 した も う に違 い な い と記 さ れ て

い る。(モ ロナ イ10：4-5参 照)

私 は そ の 言 葉 が 神 の み 言葉 で あ る こ

と を証 す る 。 こ の教 会 は 主 の 教 会 で あ

り， や が て地 を征 す る で あ ろ う。 幹 部

の 兄 弟 た ち が 各 地 で 開 い て い る大 い な

る地 域 大 会 を 目 に して ， 私 は 大 勢 の 人

々 が ， しか も群 れ を な し て こ の 教 会 に

加 わ るの もそ う遠 い 日の こ とで は な い

と思 わ ず に は い られ な い 。 なぜ な ら，

そ れ が 永 遠 の 昇 栄 へ の 唯 一 の 道 だ か ら

で あ る。

神 の祝 福 が 皆 さん 一 人 一 人 の 上 に あ

る よ うに 願 い つ つ ，主 イエ ス ・キ リス ト

の み 名 に よ り証 申 し上 げ る。 ア ー メ ン。

'漁
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10月2日 ㈹ 神権 部 会 にお け る説 教

生ける予言者

七十人第一定員会会員

レックス ・D・ ビネガー

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール 大 管長 の 一挙 一動 は ，そ の 召 しを

証 して いる

する兄弟の皆 さん，私 は新 しい七
愛+人 第一定蜘 兄弟たち、予言

者 を心 か ら支 持 す る もの で あ る 。 主 は

予 言 者 を通 じて， 兄 弟 た ち を新 しい 責

任 に 召 され た。 今 宵 私 た ち は ， 主 の 生

け る予 言 者 スペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー

ル 大 管 長 か ら主 の み 言 葉 を 伺 う。 若 い

諸 君 は ， 予 言 者 に つ い て 何 度 か 聞 い

た こ とが あ ろ う。 こ の4年 間 と い う も

の ， そ の よ う な予 言者 の お ひ と り と身

近 に 接 す る こ と の で き る 立 場 に あ っ

た と い っこ とは ， 私 に とっ て素 晴 ら し

い機 会 で あ っ た 。 今 宵 ， 私 は，2，3の

個 人 的 な体 験 談 をお 話 し た い と思 う。

私 は これ か らお 話 す る体 験 を通 して ，

今 日主 イエ ス ・キ リス トの 予 言 者 ， 聖

見 者 ， 啓 示 を受 け る者 と して働 い て お

られ る スペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大

管 長 の 召 し と使 命 が ， 正 に 神 聖 な も の

で あ る と い う確 固 た る証 を得 た の で あ

る 。

私 は ， キ ン ボ ー ル 大 管 長 が 大 管 長 に

な られ た とき に そ の 場 に 同 席 す る特 権

を得 た 。 神 権 者 た ちが 挙 手 を して キ ン

ボー ル 大 管 長 を支 持 した と き， 私 の 胸

中 に は静 か な確 信 が あ っ た 。 そ れ は ，

これ こ そ正 に 天 父 の み こ こ ろ で あ る と

い う確 信 で あ っ た 。

キ ン ボ ー ル 大 管 長 は ， 予 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス と 同様 ， 勇 気 あ る行 動 の 人

で あ る 。 ま たみ た まに 対 す る感 受 性 が

.鋭 く， み 業 に 対 して は 実 践 の 人 で あ る。

私 は 大 管 長 を， 飛 行 機 や バ ス の 中， 待

合 室 ， ホ テ ル ， そ れ に 教 会 堂 で も見 て

き た。 大 管 長 は いつ い か な る場 合 で も，

読 書 し， 準 備 し， 耳 を傾 け ， 説 教 と模

範 とに よ って 教 え て お ら れ る の で あ る 。

大 管 長 が ， 人 々 の た め に イ エ ス ・キ リ

ス トの 福 音 を説 く と きに 取 る 方 法 は ，

大 管 長 独 特 の 霊 感 あ ふ れ る， 心 暖 ま る

もの で あ る 。 大 管 長 は ， 忙 し過 ぎ た り，

疲 れ 過 ぎ た りし て， 個 々 の 人 々 が 必 要

と して い る事 柄 を 見過 ご しにす る よ う

な こ とは 決 して な い よ うに 思 わ れ る。

絶 え ず私 た ち 一 人 一 人 を励 ま して ， も

っ と高 い ， ま た 秀 で た 生 活 へ 導 こ う と

して お られ る 。

最 近 ， 車 椅 子 に 乗 っ た ひ と りの青 年

が ， 相 談 が あ っ て 私 の事 務 所 へ 来 た 。

彼 は， 自分 の 病 気 が 不 治 の 病 で あ る と

通 告 され て い た 。 そ こ で祝 福 を求 め ，

死 ぬ 前 に 教 会 幹 部 に 会 い た い と思 っ て

来 た の で あ っ た 。 レ クタ ー 長 老 と私 が

彼 と話 して い る と， キ ン ボ ー ル 大 管 長

が 入 っ て 来 ら れ た 。 大 管 長 は ， この 青

年 の こ と を小 耳 に は さ む と， す ぐに 出

か け て来 て ， 彼 と しば しの 時 を過 ご さ

れ た の で あ る。 大 管 長 は 人 々 の た め に

時 間 を作 っ て 下 さ る方 で あ る 。

ま た別 の折 ， ヨー ロ ッパ で の 地 域 大

会 か らの 帰 途 ， ニ ュ ー ヨー クで 待 合 せ

の 時 間 が か な りあ っ た 。 キ ン ボ ー ル 大

管 長 は ， 過 酷 な 日程 で か な り疲 労 して

い た に もか か わ らず， ドイ ツ ・ミュ ン

ヘ ン伝 道 部 へ 向 か う途 中の6人 の 宣 教

師 を 自分 か ら訪 ね て行 か れ た 。 大 管 長

は 彼 らの 家 族 に つ い て 尋 ね ， また 一 人

一 人 に 伝 道 に 赴 く気 持 を尋 ね られ た
。

そ して 彼 らに ， 伝 道 部 で 一 番 立 派 な 宣

教 師 に な る よ う諭 さ れ た 。 ま た 勤 勉 で

あ り忠 実 で あ る よ う励 ま し， そ の よ う

に努 力 す れ ば 必 ず 成 功 す る と約 束 され

一

た。 そ の 宣 教 師 た ち の気 持 は 非 常 に 高

め られ， 彼 らは， 雄 々 し く働 こ う と決

心 した の で あ る 。 キ ン ボー ル 大 管 長 は ，

人 々 を教 化 し， 霊 感 を与 え られ る。

1975年 に 地 域 大 会 の ため に ア ル ゼ ン

チ ンへ 出 か け た と き， キ ン ボ ー ル 大 管

長 は ， 青 少 年 の 大 聴 衆 に 向か っ て 説教

され た。 大 管 長 は話 を始 め て 間 もな く，

用 意 し て お い た 原 稿 をわ きに 置 くと，

自 分 の 体 験 談 を 話 し 始 め ら れ た 。 そ

し て 彼 ら に 「皆 さ ん は， だ れ か ら 自分

の 声 を い た だ い た の で す か 」 と尋 ね て

か ら， 声 帯 の 手 術 の 際 の 体 験 を話 され

た 。 大 管 長 は ， 主 が そ の 声 を保 たせ て

下 さ っ た と説 明 され た 。 ま た， そ の声

は 以 前 の 声 と同 じ もの で は な く， 昔 ほ

ど歌 を楽 し く歌 え る こ と も な くな っ た 。

しか し確 か に ， 声 は 出 す こ とが で きる

と話 され た 。 大 管 長 は， 御 自分 の 声 が

きれ い な声 で は な い と言 わ れ たが ， あ

の 晩 ， そ の こ とに つ い て 説 教 され た と

き， 実 に 美 しい 声 を して お られ た と申

し上 げ て お こ う。 大 管 長 の 説 教 の 際 ，

青 少 年 た ち は， 通 訳 の 言 葉 を聞 く前 に

す で に そ の 言葉 を理 解 で きた ほ ど であ

っ た 。 大 管 長 は そ の と き， 次 の よ うに

も言 わ れ た。 「伝 道 に 出 る こ とは ，什 分

の 一 を納 め る よ う な もの で あ る。 強 制

は さ れ な い。 正 し い こ とだ か ら そ うす

るの で あ る。 そ れ が 主 の 方 法 だ か ら，

伝 道 に 出 た い と思 うの で あ る。 救 い主

は ， 『も し も都 合 が つ い た ら 行 き な さ

い 』とは 言 わ れ な か っ た。 『全 世 界 に 出

て 行 っ て 』(マ ル コ16：15)と 言 わ れ た

の で あ る 。」 キ ンボ ー ル大 管 長 は ま た，

若 い 男性 が い つ もふ さ わ しい 状 態 で い

99



。箪 総銀論 と愚翫謡円・

譲_一 ∴」「

。..』 醤 鱗 。 蹴 、

轄 羅繍 ：ご日

難;釦 、

、 等

琶

番

神権部会

る よ う助 け， そ して 彼 ら を伝 道 に 出 る

よ う励 ます の は， 若 い女 性 の 責 任 で あ

る と言 われ た 。

大 管 長 は説 教 を閉 じる に あ た っ て，

「皆 さ ん の声 は
， 福 音 を 説 くため に 主

が 与え て下 さっ た の で は な い です か 」

と質 問 さ れ た 。 そ して大 管 長 は， 御 白

分 の 声 も私 た ち の 声 も皆 ，イエ ス・キ リ

ス トの福 音 を説 き， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス に 啓示 され た真 理 を証 す る た め

に あ る こ と を知 っ た と証 され た 。 キ ン

ボー ル 大 管 長 は ， 私 た ち に 入 生 の 正

しい 見 方 を教 え て下 さ る。

私 た ち の 愛 す る予 言者 は ， 私 た ち に，

もっ と良 い 宣 教 師 に な りな さ い ， 歩 み

を早 め な さ い と説 か れ るだ け で な く，

そ の 方 法 も小 して下 さ る。1975年 ， 妻

と私 は キ ン ボ ー ル 大 管 長 御 夫 妻 と一

緒 に コ ロ ン ビア の ボ ゴ タへ 出 か け た 。

空 港 で 出 発 を待 っ て い る と， 航 空 会 社

の代 表 者 が 私 た ち に 会 い に 来 た。 す る

と予 言者 は ， そ の 立 派 な青 年 の 自己 紹

介 を受 け る とす ぐに 手を差 しIL十1して ，

「こ の 次 に あ な た と握 手す る と きに は，

あ な た に ぜ ひ こ の 教 会 の 会 貝 で い て 欲

し い と思 い ます よ」 と言 わ れ た 。 す る

と こ の 青 年 は， 何 の ため ら い もな く予

言者 の 目 を しっ か り と見 つ め て， 「は

い， 私 も そ う思 い ま す よ」 と答 え た の

で あ る。 大 管 長 は 伝 道 部 長の 方 へ 向 き

直 る と， そ の青 年 に福 音 を教 え る よ う，

伝 道 部 長 に約 束 を と らせ た。 ボ ゴ タ で

キ ン ボー ル 大 管 長 が 宣 教 師 た ち に 語 ら

れ た 言葉 は ， 本 当 に よ い模 範 と な る も

の で あ っ た 。 「全 精 力 と思 い を主 の み

業 に さ さ げ な さ い 。 そ うす れ ば ， 皆 さ

ん の 生 涯 は 豊 か な もの とな るで しょ っd

そ の 日私 は ， 予 言 者 の 思 い が ， 召 しに

伴 う実 務 上 の 責 任 を果 す とい うこ とだ

だ け で な く， 召 しの 精 神 に 添 っ た 生 活

を す る こ とに 置 か れ て い る こ とが わ か

っ た、，

私 は， 予 言 者 の取 ら れ た この 伝 道 方

法 か 極 め て 効 果 的 で あ る こ とに 強 く胸

を打 た れ て ， 自分 で もプ エ ル トリ コで

試 して み た 、，数 週 間 の 後， 私 は 地 ノ∫部

大 会 に 出 席 す る た め に ， フ エ ル ト リコ

の サ ン ジ ュ ア ンへ 出 か け た 。 午 前の 部

か 終 わ った 後 ， マ ル チ ネ ス とい う兄 弟

が ， 非 教 会 員 の 母親 と妹 た ち を 連 れ て

私 の と こ ろへ や って来 た 、，私 が 説 教壇

の 手 す りに 寄 リか か っ て い る と， キ ン

ボー ル 大 管 長 の 言 葉 が 私 の 心 の 内 で 鳴

り響 くの が 聞 こえ た。 そ して私 は こ う

言 っ た 。 「お母 さ ん，こ の 次 に あ な た と

握 手 す る と きに は ， あ な た には ぜ ひ こ

の 教 会 の 会 貝 で い て欲 し い と思 い ます

よ 。」 驚 い た こ とに，そ して二喜ば しい こ

とに， こ の婦 入は 即 座 に 心 か ら 「は い，

私 もそ う願 っ て い ます 」 と答 えて くれ
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た。 大 会 か ら5週 間 経 っ て ， マ ル チ ネ

.ス家 族 は バ プ テ ス マ を受 け た
。 そ の3

週 間 後 ， 父 親 も家 族 に な ら っ てバ プ テ

スァ の水 に 入 っ た 。 私 は 少 な く と も6

回 こ う した 経 験 を し た。 私 の 人生 は ，

キ ン ボー ル 大 管 長 の 示 さ れ た模 範 に従

っこ とに よ り， 豊 か な もの と な っ て い

る。

こ の夏 ， 妻 と私 は再 度 恵 まれ て ， キ

ン ボー ル 大 管 長 夫 妻や 他 の教 会 幹 部 や

そ の 奥 さ ん た ち と， ス ヵ ン ジチ ビ ア と

ヨー ロ ッパ の 地 域 大 会 に 同行 す る機 会

を得 た。 デ ンマ ー クの コペ ン ハ ー ゲ ン

で の 最 後 の部 会 を終 え る と， 私 た ち は

そ ろ っ て， 円 蓋 聖 堂 とい う有 名 な大 聖

堂 を訪 れ た 。 この 巨 大 な 建 造 物 の 中 に

は，デ ンマ ー ク最：大 の彫 刻 家 バ ー テ ル ・

ソル バ ル セ ンの ， 最 も愛 さ れ て い る作

品 で あ る ク リス タ ス像 と十 二 使 徒 像 が

お さめ ら れ て あ っ た 。 キ リス トの 堂 々

た る 彫 像 は， 礼 拝 堂 の 前 の 展 示 室 の 中

で， 祭壇 を は るか に 見 下 ろ して そ び え

て い た 。 その 両 側 に は， 礼 拝 堂 の 両 壁

に沿 って ， 等 身大 の 使 徒 像 が 置 か れ て

い た 。裏 切 り者 の イ ス カ リオ テ め ユ ダ

の 代 わ り と して， パ ウ ロ が 入 ろ て い た 。

この 素 晴 ら しい芸 術 作 品 を眺 め て い た

私 た ち は ， ペ テ ロ が 両 手 に 大 きな鍵 を

握 っ て い るの に気 づ い た 。 ま た ヨハ ネ

は 聖 典 を持 っ て い た 。 他 の 使 徒 た ち も，

それ ぞ れ 自分 を示 す 象 徴 を持 っ て い た 。

そ れ は， 生 計 を立 て た手 段 を示 す もの

で も あ っ た し， また 殉 教 の 様 子 を示 す

もの で もあ っ た。 キ ン ボ ー ル 大 管 長 は ，

これ らの 像 を一 つ 一 つ じ っ と眺 め て お

られ た 。

私 た ち が聖 堂 か ら出 よ う とす る と，

年 の 頃 は60歳 位 で あ ろ うか と思 わ れ る

デ ンマ ー ク人 の 管 理 人 が ， 出 ロ近 くで

私 た ちの 退 出 を待 っ て 立 っ て い た 。 キ

ンボ ー ル 大 管 長 は 彼 と握 手 す る と， 私

た ち に 大 聖 堂 の訪 問 を許 可 して くれ た

厚 情 に 対 して 感 謝 の 言 葉 を述 べ られ た 。

そ れ カモら大 管 長 は ， イ エ ス ・キ リス ト

に よ って 設 立 され た 教 会 に つ い て ， ま

た そ の 教 会 の重 要 性 に つ い て 説 明 を始

め られ た 。 近 くに い た 人 々 は皆 そ こ に

集 ま り， 予 言 者 の 教 え に 耳 を傾 け 始 め

たQ

大 管 長 は 簡 潔 な 言 葉 で 説 明 を始 め ら

一

れ た。 確 か この よ う な言 葉 で あ っ た と

思 う。 「友 人 の皆 さん ，こ の彫 像 を作 っ

た 人 は ， 確 か に 主 か ら霊 感 を受 け て い

ま し た。 ク リス タス 像 の 美 とい い ， 荘

厳 さ とい い ， 正 に素 晴 ら しい もの で す 。

ソル バ ル セ ンが こ こ デ ンマ ー クで 彼 の

仕 事 を して い た 問，1821年 か ら1844年

に か け て， ジ ョセ ブ ・ス ミス もア メ リ

カ で 彼 の 業 を行 な っ て い ま した 。 ソル 『

バ ル セ ン は ジ ョセ ブ ・ス ミス の よ うに

福 音 を知 っ て は い ませ ん で した が ， み

た ま を受 け て い ま した 。 彼 は ， 霊 感 を

受 け て この よ う な キ リス ト像 や 使 徒 像

を製 作 し た に違 い あ り ませ ん 。 彼 は こ

の像 に，生命 を吹 き込 もう としたの ですd

大 管 長 は ， 御 自分 の まわ りに タナ ー

副 管 長 ， モ ン ソ ン長 老 ， パ ッ カー 長 老

を呼 び 寄 せ る と， さ らに 話 を続 け られ

た。 「私 た ち は ，主 イエ ス ・キ リス トの

生 け る使 徒 です 。 十 二 使 徒 が い ま す し，

他 に3人 の 大 管 長 会 会 貝 が い ます 。私

た ち は， ペ テ ロ 同様 ， 本 当 の 鍵 を持 っ

て い ます 。 そ して私 た ち は毎 日そ の鍵

を使 っ て い ます し， ま た い つ で も使 え

る状 態 に あ り ます 。」 そ れ か ら大 管 長

は 私 を紹 介 す る と， 「こ の 人 が ，本 当 の

七 十 人 で す 」.と言 わ れ た。 「救 い主 が 十

二 使 徒 と七 十 人 を召 され た こ と を覚 え

て お ら れ る で し ょ う。 救 い主 は ， 御 自

分 の 前 に 道 を備 え させ る た め ， 出 か け

よ う と した す べ て の 町 に ， そ れ に 先 立

っ て 七 十 人 をふ た りず つ 送 られ た の で

す 。 私 た ち は 皆 さ ん に ， イ エ ス ・キ リ

ス トの 真 実 の 福 音 を教 え る こ とが で き

ます.」

予 言 者 が 自 ら の 召 しに つ い て証 す る

の を耳 に し， 生 け る使 徒 の 重 要 性 をか

く も あ りあ りと説 明 す るの を 聞 くこ と

が で き た とい う こ とは， 何 と霊 的 な感

動 を呼 び 覚 ます もの で あ ろ うか 。 その

像 は確 か に 美 し く， で きば え も見事 な

もの で は あ っ た が ， 所 詮 は 大 理 石 に す

ぎな い 。 そ の像 の 表 現 して い る 本 当 の

神 権 指 導 者 を た だ 思 い起 させ る もの
ヲ

で しか な い の で あ る 。 しか し私 た ちは ，

主 イ エ ス ・キ リス トの生 け る予 言 者 や

使 徒 と共 に い て ， ど れ ほ ど祝 福 さ れ た

思 い を し たこ とか 。 兄 弟 の 皆 さ ん ，私

た ち は 「大 理 石 」 以 上 の 者 で な け れ ば.

な ら な い 。.私た ちは 予 言 者 の 指 導 に 従

い， キ・リス トの 「生 け る模 範 」 とな ら

な け れ ば な ら な い 。 私 た ち の 周 囲 に い

る 人 々 に 実 際 に救 い の お とず れ を もた

らす 者 とな ら な け れ ば な らな い の で あ

る。

スペ ンサ ー ・W・ キ ン ボー ル が 主 の

予 言 者 と し で神 聖 な 召 しを受 け て い る

と い う私 の 証 は， 支 持 の 挙 手 を した と

きに 生 まれ た あ の 麗 し い確 信 に 比べ ，

は るか に 大 き くな っ た 。 大 管 長 が個 人

と対 す る と き も， 群 衆 と対 す る と き も，

非 公 式 の場 で も， そ して ま た教 会 貝 ，

非 教 会 員 と交 わ る と き も， 絶 え ず 自 ら

模 範 を示 して お られ る姿 を 目に して，

私 は ， 大 管 長 が 一 人 一 人 に 深 い 関心 を

寄 せ て お られ る こ と を知 る こ とが で き

た 。 ま た， 大 管 長 の不 屈 の 伝 道 精 神 ，

そ して 全 精 力 と思 い を主 の み 業 の ため

に さ さ げ る とい う 固 い 決 意 を， 理 解 し，

感 ず る こ とが で き た の で あ る。 こ う し

た模 範 を一 つ 一 つ 拝 見 す る たび に、 私

の 心 の 中 に は， こ こ に 本 当 の 神 の 予 言

者 が お られ る とい う証 が 湧 き上 が って

く る。

皆 さん に 証 申 し上 げ る 。 イエ スは キ

リス トで あ る 。 イエ ス は ， この 教 会 す

な わ ち 末 日聖 徒 イエ ス;キ リス ト教 会

の 頭 で あ っ て， 生 け る使 徒 を従 えて お

ら れ る 。 そ して そ の 使 徒 の 中 で も頭 と

して立 つ の が ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ

ー ル 大 管 長 で あ る
。 確 か に この 方 は ，

神 権 の権 威 と権 能 の 鍵 を持 って お られ

る。 こ の権 能 こ そ ， 救 い主 御 自身 が こ

の 地 上 に お られ た とき に用 い られ た 権

能 な の で あ る。

こ の こ とを考 えて み て い た だ きた い。

主 は私 た ち を非 常 に 愛 して お られ るが

ゆ え に， 私 た ち を安 全 に み も とに 導 き

戻 す た め に 地 上 に これ らの偉 大 な 方 々

を置 い て 下 さ っ た 。 こ の方 々 を と くと

眺 め て い た だ きた い 。 ま た そ の勧 告 に

対 して ， 心 を と ぎ澄 ま して 敬 震 に 耳 を

傾 け て い た だ きた い 。

皆 さ ん も心 の 中 に ，・聖 書 を通 じて ，

私 が こ れ ら真 理 に つ いて 持 っ て い る証

を受 け 入 れ る こ とが で き る よ うに ， イ

エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り祈 る もの

で あ る 。 ア ー メ ン 。
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神 の 賜

第 二 副 管 長

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

嵐もなぎも私たちの義務を妨 げることはできない

弟 の 皆 さ ん， 私 は ， 今 の パ ッ カー
兄

兄 弟 の 素 晴 ら しい お 話 に 心 ゆ く ま

で 耳 を傾 け る こ とが で き た 。私 も主 の

み た ま を受 け ， み た まに よ っ て 思 う と

こ ろ を語 り， 皆 さん の 心 に触 れ る お話

が で き る よ うに願 っ て い る。

き ょ うの 話 の主 題 と し て， 私 は パ ウ

ロが 愛 す る子 テ モ テ に 与 え た 訓 告 を選

ん だ 。

「あ な た に注 意 し た い
。わ た しの 按 手

に よ って 内に い た だ い た 神 の 賜 物 を，

再 び 燃 え た たせ な さい 。」(IIテ モ テ1

：6)私 た ち は皆 ，神 権 す な わ ち神 の

賜 をい た だ い て い る 。 それ は ， 然 るべ

き神 権 と権 能 を持 っ た 人 の 「按 手 」 に

よっ て 授 け ら れ た 。

これ は ， 聖 霊 の 賜 の 授 与 に も神 権 へ

の聖 任 に つ い て も言 え る こ とで あ ろ う。

とに か く私 は あ る 帰 還 宣 教 師 の 報 告 を

聞 い た と き， パ ウ ロの 訓 告 を 思 い 出 し

たの で あ る。

そ の 宣 教 師 の話 に よれ ば ， 彼 と同 僚

が 下 宿 して い た家 の 奥 さ ん は福 音 に 興

味 が あ っ たが ， 御 主 人 の 方 は そ う で は

なか った 。 しか し御 主 人 はや っ と少 し

心 が 傾 き， 宣 教 師 が 何 をす る 手 だ て も

な くな っ た と き， 初 め て ふ た りの 話 を

聞 き たい と言 い 出 した 。 そ の 後 ， 雨 ま

じ りの 嵐 の ため 外 に 出 る こ と も で き ず ，

伝 道 す る とす れ ば 彼 しか い な くな っ た

あ る と きふ た りの宣 教 師 は初 め て 下 宿

先 の 主 人 に レ ッス ン を教 え た 。 最 初 は

あ ま り関 心 が な さ そ うだ っ た が ， 宣 教

師 が レ ッス ン を終 え る と， 立 ち上 が っ

て 次 の よ りに 言 っ た 。

「君 た ちは 今 私 に 話 した こ とが わ か っ

て い る のか い?」

ふ た りの 宣 教 師 は その つ もりであ った。

「信 じて い る の か ね?」

「は い
， 信 じて い ます 」

「そ れ で は」 下 宿 の 主 人 は そ う切 り

出す と，き っぱ り と言 っ た 。 「君 た ち は

自分 が何 を言 っ て い るの か わ か っ て い

な い ん だ 。 君 た ち は ， 御 父 と復 活 した

御 子 イ エ ス ・キ リス トが1820年 に 実 際

に こ の地 上 を訪 れ て ， 親 し くひ と りの

少 年 に現 わ れ ， メ ッセ ー ジ を与 え ら れ

た と言 っ た 。 も し君 た ちが そ の こ と を

本 当 に信 じて い る な ら， どん な 嵐 が 来

た っ て君 た ちの 仕 事 が で きな い は ず は

な い だ ろ う。 そ の よ う な メ ッセ ー ジが

あ る の だ っ た ら， 家 に い な い で 戸 別 訪

問 を して ， メ ッ セー ジ を伝 え な け れ ば

いけ な い の で は な い か な 。」

こ の 出 来事 に つ い て 考 え た と き， 私

は 嵐 が どれ だ け 皆 さん や 私 の妨 げ に な

るだ ろ うか と自問 した 。 私 が き ょ う皆

さん に提 起 す る 問題 は こ の こ とで あ る 。

私 の 観 察 した とこ ろ ， 私 た ち神 権 者 の

多 くは， 按 手 に よ っ て 授 け られ た神 の

賜 を燃 え 立 た せ る必 要 が あ る よ うに思

われ る。 そ の た め の ひ とつ の 方 法 は，

学 習 を通 じて 福 音 に 対 す る理 解 を絶 え

ず 鋭 く深 くす る こ とで あ る 。

何 年 も前 に な る が ， 私 の運 転 す る車

で ス テ ィー ブ ン ・L・ リチ ャ ー ズ副 管

長 と一 緒 に ス テー キ 部 大 会 に 出 か け た

と きの こ と で あ る 。 私 は ， 福 音 を理 解

す る こ との 大 切 さに つ い て， リチ ャー

ズ副 管 長 か ら忘 れ が た い こ と を学 ん だ 。

そ の と き， リチ ャー ズ副 管 長 と私 は，

聖 徒 た ち が もっ と忠 実 に教 会 の 標 準 を

守 る よ うに す るに は ど うす れ ば よい か

話 し合 って い た 。 リチ ャー ズ副 管 長 は

私 に こ う言 っ た 。 「私 は ，教 会 員 が も っ

と よ く福 音 の 原 則 を理 解 し て い れ ば ，

もっ と完 全 に戒 め を守 れ る と思 い ます 。」

私 は 彼 の 意 見 に 同 意 した し， 今 も変 わ

りは な い。

パ ウ ロ は テ モ テへ の 手 紙 で， テ モ テ

に 「愛 す る子 」 と あ い さつ を送 り， 初

め に テ モ テ の 「偽 りの な い 信 仰 」 を引

い て， 次 の よ う な訓 戒 を与 え た 。

「あ な た に 注 意 した い
。わ た しの按 手

に よっ て 内 に い た だ い た 神 の 賜 物 を，

再 び 燃 え た たせ な さ い?

とい うの は， 神 が わ た し た ち に下 さ

っ た の は ， 臆 す る霊 で は な く， 力 と愛

と慎 み との 霊 な の で あ る。

だか ら， あ な た は， わ た した ち の 主

の あか し をす る こ とや ，… … … 決 して

恥 ず か し く思 っ て は な らな い。 む し ろ，

神 の 力 に さ さえ られ て， 福 音 の た め に ，

わ た し と苦 しみ を共 に して ほ しい 。

あ な た は，キ リス ト・イエ ス に対 す る

信 仰 と愛 と を も っ て， わ た しか ら聞 い

た健 全 な言 葉 を模 範 に しな さ い 。」(II

テ モ テ1：2，5，6-8，13)

す べ て の 教 会 員 は もち ろん ， 特 に 私

た ち神 権 者 は パ ウ ロ の この 勧 告 を心 に

留 め な け れ ば な ら な い 。 と い うの は ，

ペ テ ロ が 言 っ た よ うに， 私 た ち は 「選

ば れ た種 族 ， 王 国 の 神 権i者， 聖 な る国

民 ，神 に つ け る 民 」 で あ り， 「そ れ に よ

っ て， 暗 や み か ら驚 くべ きみ 光 に招 き

入 れ て 下 さ ったか たの み わ ざを， 〔私 た

ちが 〕 語 り伝 え 」 な け れ ば な らな い と

私 は い つ も思 っ て い る か ら で あ る(欽
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炉

定 訳1ペ テ ロ2：9参 照)。

ペ テ ロ は こ れ を宣 言 した 後 に， 具 体

的 な行 動 を あ げ て い る 。 す な わ ち ， 私

に は 「暗 や みか ら驚 くべ きみ 光 に 招 き

入 れ て 下 さ っ た か た の み わ ざ を， 語 り

伝 え 」 な け れ ば な らな い 。 私 た ち に は

そ れ が で き るの で あ る。

「た ましい に戦 い をい どむ 肉 の 欲 を避

け な さ い 。」 これ は， ペ テ ロ が 挙 げ た

ひ と一つ の 行 動 で あ る 。 〔こ の 言 葉 は ，私

通 ， あ ら ゆ る性 的 倒 錯 ， 卑 俗 な行 為 ，

あ らゆ るみ だ らな 行 な い な どの不 道 徳

に陥 らな い よ うに との 警 告 で あ る〕

ペ テ ロ は さ らに こ う語 って い る。「異

邦 人 の 中 に あ っ て ， りっ ぱ な行 い を し

な さ い 。 そ うす れ ば ， 彼 らは ， あ な た

が た を悪 人 呼 ば わ り して い て も， あ な

た が た の りっ ぱ な わ ざ を 見 て ， か え っ

て ， お とず れ の 日に 神 を あ が め る よ う

に な ろ う。」 〈1ペ テ ロ2：9，11-12)

これ は， 救 い主 の戒 め の 中 に も見 ら

れ る 。 「そ の よ うに ，あ な た が た の 光 を

人 々 の 前 に輝 か し， そ し て， 人 々 が あ

な た が た の よ い お こ な い.を見 て ， 天 に

い ま す あ な た が た の 父 を あが め る よ う

に しな さ い。」(マ タ イ5：16)

続 い て ， ペ テ ロ は律 法 に 従 う よ うに

強 調 して ， 次 の よ う に 述べ て い る。

「あ な たが た は
，す べ て 人 の 立 て た制

度 に ， 主 の ゆ え に 従 い な さ い。 主 権 者

と し て の 王 で あ ろ う と，

あ る い は … … … 長 官 で あ ろ う と， こ

れ に 従 い な さ い。

善 を行 う こ とに よ っ て， 愚 か な 人 々

の無 知 な発 言 を封 じ る の は ， 神 の御 旨

な の で あ る 。」(1ペ テ ロ2・ ：13-15)

不 法 が ば び こ っ て い る現 代 社 会 に お

∫い て ， ペ テ ロ ク)この 訓 戒 に従 うた め に

1ホ， 目を覚まレていなければならない。

封 さ私たちに，主の律法 と国の法律の

再灘を守るよう1に命 じられた。「われ誠
に激らに告 ぐ，わが律法はζの地に於

で守隊るべきな り。洞 人もそり国の律
法を嚇 ㌣ なかれ.そ ば勧 律法を

守る渚 はそ命国の律塗 を破 る要なけれ

，ばなり。」(教 義 と聖約58：19，21)

ペテロの語ったごとをすべて取 り上

げるつ もりはない。.ただ内にいただい

ている神の賜を燃え立たせ るようにし ・

ていただきたい。ペテロは次のような

… 一一 「

言 葉 で 結 ん で い る。

「最 後 に 言 う
。 あ な た が たは 皆 ，心 を

ひ とつ に し， 同情 し合 い， 兄 弟 愛 を も

ち， あ わ れ み 深 くあ り， 謙 虚 で あ りな

さ い。

悪 を もっ て 悪 に報 い ず ， 悪 口 を もっ

て悪 口 に報 い ず ， か え っ て， 祝 福 を も ・

っ て報 い な さい 。 あ な た が た が 召 され

た の は ， 祝 福 を受 け 継 ぐため な の で あ`

る 。

い の ち を愛 し， さ い わ い な 日々 を過

ご そ う と願 う人 は ， 舌 を制 して悪 を言

わ ず ， くち び る を閉 じて 偽 りを語 らず ，

悪 を避 け て善 を行 い ， 平 和 を求 め て，

これ を 追 え。

主 の 目は 義 人 た ち に注 が れ ， 主 の 耳

は 彼 ら の祈 に か た む く。」(1ペ テ ロ3

：8-12)

兄 弟 た ち ， こ の こ と は，'ま さ し，く私

た ちの 願 う と こ ろ で は な い だ ろ うか 。

なぜ な ら， 主 が 私 た ちの 祈 りに 耳 を傾

け て 下 さ る か ら で あ る。
.私た ち はバ プ テ ス マ の 水 に 入 り

， 永

遠 の 父 な る神 の 前 に，「喜 び て御 子 の 御

名 を受 け ， 御 子 を常 に忘 れ ず ， また そ

の下 した ま え る誠 命 を守 る こ .と」(教義

と聖 約20：77)を 証 明 し， さ ら に 「神

権 に属 け る誓 詞 と誓 約 」(教義 と聖 約84

：39)を 交 わ した 後 ， ペ テ ロが 言 っ た

よ うに，「罪 に 死 に 」(1ペ テ ロ2：24)，

「肉 に お け る残 りの 生 涯 を
， も はや 人

間 の 欲 情 に よ らず， 神 の御 旨 に よ っ て

過 ごす た め 」(1ペ テ ロ4：2)に ， 心

を尽 く し， 勢 力 を尽 く し， 思 い を尽 く

し， 体 力 を尽 く して 精 励 す べ き で あ る

と私 は 思 う。

時 間 が 限 られ て い るの で， こ こ で は ，

「暗 や み か ら驚 くべ きみ 光 に招 き入 れ

て下 さ っ たか だ の み わ ざ を， 語 り伝 え

る」 た め に， 個 人 の生 活 を ど う処 す べ

きか に つ い て は 詳 し くお 話 す る こ とが

で きな い 。 しか し なが ら私 は， ペ テ ロ

が 強 調 し た私 た ちの 義 務 に 対 して 皆 さ

ん の 注 意 を喚 起 し た い と思 う。ペ テ ロ

は 次 の.ように 述 べ て い る 。「あ な た が た

に ゆ だ ね られ 七 い る神 の 羊 の 群 れ を牧

し な さ い 。 しい られ てす るの で は な く，

神 に 従 ら て 首 ら進 ん で な し， 恥 ず べ き

利 得 の た め で は な く， 本 心 か ら， そ れ

を し な さ い 。

また ， ゆ だ ね られ た 者 た ちの 上 に権

力 をふ る う こ とを しな い で ， む しろ，

群 れ の模 範 とな るべ きで あ る。」
や　

そ うす る者 に は ， 次 の よ う な約 束 が

与.え られ て い る。「大 牧 者 が 現 わ れ る時

に は， しぼ む こ との な い栄 光 の 冠 を受

け る で あ ろ う。

同 じ よ うに， 若 い 人 た ち よ。 長 老 た

ち に従 い な さ い 。 ま た， み な互 に 謙遜

を身 に つ け な さい 。 神 は高 ぶ る者 を し

りぞ け， へ り くだ る者 に 恵 み を賜 うか

ら で あ る 。

だ か ら， あ な た が た は， 神 の 力 強 い

御 手 の 下 に ， 自 ら を低 く しな さ い 。 時

が 来 れ ば神 は あ な た が た を高 く して下

さ るで あ ろ う。

神 は あ な た が た をか え りみ て い て下

さ るの で あ るか ら， 自分 の 思 い わず ら

い を， い っ さい 神 に ゆ だ ね るが よ い 。

身 を慎 み ， 目 を さ ま しで い な さ い。

あ な た が た の敵 で あ る悪 魔 が ， ほ え た

け る し しの よ うに ， 食 い つ くす べ き も

の を求 め て 歩 き回 って い る。

こ の 悪 魔 に む か い， 信 仰 に か た く立

っ て， 抵 抗 しな さ い。」(1ペ テ ロ5：

2-9)

ペ テ ロは ， 第 二 の 手 紙 の1章 で ， 福

音 め 原 則 と主 の戒 め を倦 ま ず 絶 ゆ まず

熱 心 に学 び ， 応 用 す る こ と を特 に 強 調

して い る 。

ペ テ ロ は 初 め に 自分 が 使 徒 で あ る こ

と を明 らか に し， そ れ か ら 「神 と救 主

イ エ ス ・キ リス トとの 義 に よっ て ，… …

同 じ尊 い信 仰 を授 か っ た」 人 々 に 説 い

て い る。

また ペ テ ロは ， 私 た ちに 次 の よ うに

述 べ て い る 。「い の ち と信 心 とにか か わ

るす べ て の こ と は， 主 イエ ス の神 聖 な

力 に よ っ て， わ た した ちに 与 え られ て

い る 。 それ は， ご 自身 の 栄 光 と徳 とに

よ っ て ， わ た し た ち を召 され たか た を

知 る知 識 に よ るの で あ る。

ま た ， そ れ らの もの に よ って ， 導 く，

大 い な る約 束 が ， わ た した ちに 与 え ら

れ て い る。 そ れ は ， あ な た が た が ， 世

に あ る欲 の ため に 滅 び る こ と を免 れ ，

神 の 性 質 に あず か る者 とな るた め で あ

る。 〔この 言 葉 は ，い つ も私 の 心 を と ら

え て 離 さな い。 私 に とつ て最 も印 象 深

い 言 葉 で あ る。 主 あ 命 令 を守 る者 は ，
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神 の性 質 を身 に つ け る とい うの が ，そ

の意 味 で あ る〕」 そ れ か らペ テ ロ は ，

次 の よ うに 勧 告 して い る。「あ な た が た

はボ カ の 限 りをつ くし て， あ な た が た

、の 信 仰 に徳 を加 え， 徳 に知 識 を， 知 識

に節 制 を， 節 制 に 忍 耐 を， 忍 耐 に信 心

を， 信 心 に 兄 弟 愛 を， 兄 弟 愛 に 愛 を加

え な さ い 。

こ れ らの もの が あ な たが た に 備 わ っ

て， い よ い よ豊 か に な る な らば ， わ た

した ち の 主 イエ ス ・キ リス トを知 る知

識 につ い て ， あ な た が た は， 怠 る者 ，

実 を結 ば な い 者 とな る こ とは な い で あ

ろ う。

こ れ らの もの を備 え て い な い 者 は ，

盲 人 で あ り， 近 視 の者 で あ り， 自分 の

以 前 の 罪 が き よめ られ た こ と を忘 れ て

い る者 で あ る。

兄 弟 た ち よ。 そ れ だ か ら， ます ます

励 ん で， あ な たが た の 受 け た 召 し と選

び と を， 確 か な もの に し な さい 。 そ う

す れ ば， 決 して あや ま ち に 陥 る こ とは

な い。

こ っ して ， わ た した ちの 主 ま た救 主

イエ ス ・キ リス トの 永 遠 の 国 に 入 る 恵

み が ， あ な た が た に豊 か に 与 え られ る

か ら で あ る 。

それ だか ら， あ な た が た は既 に こ れ

らの こ と を知 って お り， ま た， い ま持

っ て い る真 理 に 堅 く立 って は い るが ，

わ た しは， これ ら の こ と・を いつ も， あ

な たが た に 思 い 起 させ た い の で あ る 。

わ た しが こ の 幕 屋 に い る 間， あ な た

が た に思 い 起 させ て， 奮 い立 たせ る こ

とが 適 当 と思 う。

それ は， わ た し た ち の 主 イ エ ス ・キ

リス トもわ た しに 示 して 下 さ っ た よ う

に ， わ た しの この 幕 屋 を脱 ぎ去 る時 が

間 近 で あ る こ と を知 っ て い るか ら で あ

る。

わ た しが 世 を去 っ た後 に も， これ ら

の こ とを， あ な た が た に い つ も思 い 出

させ る よ うに努 め よ う。」

この 後 ， ペ テ ロは 驚 くべ き証 を述 べ

て い る。

「わ た した ちの 主 イ エ ス ・キ リス トの

力 と来 臨 とを， あ な た が た に知 らせ た

時 ， わ た した ち は ， 巧 み な 作 り話 を用

い る こ とは しな か っ た 。 わ た した ちが ，

その ご威 光 の 目撃 者 な の だ か らで あ る 。

〔ペ テ ロ は こ こ で ， 自分 が か の 山 で 救

い 主 とモ ー セ とエ ラ イ ジ ャ(エ リヤ)

に まみ え た とき の こ とを 言 っ て い る〕

イエ ス は 父 な る神 か らほ まれ と栄 光

と を お受 け に な っ た が ， そ の 時 ， お ご

そ か な栄 光 の 中 か ら次 の よ う な み 声 が

か か っ た の で あ る ，『こ れ は わ た しの 愛

、す る子 ，わ た しの心 にか な う者 で ある 』。

わ た した ち もイ エ ス と共 に 聖 な る山

に い て， 天 か ら 出 た こ の 声 を聞 い た の

で あ る 。」(IIペ テ ロ1：1-18)

先 程 申 し上 げ た よ うに， ペ テ ロ は こ

こで ， ヤ コブ ， ヨハ ネ と共 に 「変 貌 の

山 」 で経 験 し た こ と を述 べ て い る 。

ペ テ ロ は ， さ らに 次 の よ う に も語 っ

て い る。 「こ う して ，予 言 の 言 葉 は， わ

た.した ち に い っ そ う確 実 な もの に な っ

た 。 あ な た が た も， 夜 が 明 け ， 明 星 が

の ぼ っ て， あ な た が たの 心 の 中 を 照 す

まで ， こ の予 言 の 言 葉 を 暗や み に輝 く

と も し び と して ， そ れ に 目 を とめ て い

る が よ い 。」(IIペ テ ロ1：19)

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は ， 次 の よ

つに 吾 っ た 。

「ひ と きわ確 な る 予 言 の 言 と は(ペ テ

ロ が 述 べ た こ と)，あ る人 が 聖 き神 権 の

権 能 を通 じて 啓 示 に よ りて また 予 言 の

『み た ま』に よ りて 永 遠 の 生 命 に 入 る を

結 び 固 め られ た る こ と を知 る を指 す 。」

(教 義 と聖 約131：5)

予 言 者 は また ， 次 の よ うに 語 っ た 。

「キ リス トを信 ず る信 仰 を持 ち
， 罪 を

悔 い 改 め て， 罪 の 赦 し を受 け る ため の

バ プ テ スマ を受 け ，(按 手 に よ っ て)聖

霊 す な わ ち 第 一 の 慰 め 主 を受 け た後 ，

絶 え ず 神 の み 前 にへ り くだ り， 義 を渇

望 し， 神 の す べ て の 言 葉 に 従 っ て生 活

す る な ら ば， 主 はや が て そ の 人 に 息 子 ・

よ， あ な た は 昇 栄 す.るで あ ろ う， と言

わ れ る で あ ろ う。 主 が そ の 人 を十 分 に

試 し， どん な 困 難 に あ っ て も主 に仕 え

る決 心 を して い る と認 め た と き， そ の

人 は 自分 の 受 け た 召 し と選 び とが 確 か

な もの とな っ た こ と を知 る で あ ろ う。

次 い で 彼 は ， 主 が 聖 徒 た ち に約 束 さ れ

た 別 の慰 め 主 を受 け る とい う特 権 に あ

ず か る で あ ろ う。 ヨハ ネ伝14章 の ヨハ

ネ の 証 に 記 さ れ て い る 通 りで あ る。」

(1ノピ8古oγ〃o/〃LθCん πγcんo/J.θ8包8

C肋 諭 げLα 彦彦θ7一面 〃Sα`π 置8「末 日

聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 歴 史 」3：

380)

これ まで お話 して きた ペ テ ロ の 訓 戒

と証 を よ く考 え て み る と，「なぜ 予 言 者

ジ ョセ ブ が 「ペ テ 白 は ， あ らゆ る使 徒

の 中 で最 も卓 越 し た文 才 の 持 ち 主 で あ

る」(「教 会 歴 史 」5：392)と 述 べ た の

か ， 容 易 に理 解 で きる 。

最 後 に ， テ モ テ に 宛 て たパ ウ ロの 言

葉 を読 ん で終 わ りた い 。「あ な た に 注 意

し た い 。… … 按 手 に よ って 内 に い た だ

い た神 の 賜 物 を， 再 び 燃 え た た せ な さ

い。」(IIテ モ テ1：6)願 わ くは 私 た

ちが 皆 ， 自 らが 公 言 す る通 りの 神 権 者

と な れ る よ うに 。 なぜ な らば， そ うい

う状 態 に あ れ ば 嵐 もな ぎ も私 た ちのi義

務 を妨 げ る こ と は で き な い か ら で あ る 。

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ りへ り

くだ りお 祈 り 申 し上 げ る。 ア ー メ ン 。

七 十 人 第 一 人 定 員 会 会 員 ス タ ー リ ン グ ・W・ シ ル 長 老(左)と

ヘ ン リー ・D・ テ イ ラー 長 老
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長時間働くことをいとわず

第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

すべての父親 は，世の諸悪か ら自らと子供たちを守る最善の方

法を知る ことが必要である

弟 の 皆 さ ん， こ の歴 史 的 な タバ ナ
兄

クル に神 権 者 の 皆 さん が こ う して

集 っ て い る光 景 は ， ま こ とに偉 大 で 壮

観 で あ る。 ま た 現 在 他 の建 物 に も， 大

勢 の 人 々 ，す なわ ち主 の み 名 に よって働

く権 威 と権 能 を持 っ た神 の 神 権 者 た ち

が 集 ま っ て い る。私 た ち は 皆 ，神 の 王 国

を確 立 す る業 に 活 発 に携 わ る こ と を願

い ，また 神 の予 言 者 で あ る スペ ン サ ー ・

W・ キ ン ボー ル 大 管 長 の 明 確 な 呼 び か

け に 応 じる備 え を な した い と思 っ て い

る 。 実 に 主 は，気キ ン ボ ー ル 大 管 長 を通

して，今 この 地 上 で 語 り， そのみ 業 を指

示 して お られ るの で あ る。

私 は 神 権 者 た ち の前 に 立 つ とい つ も

決 ま っ て， 非 常 に重 大 な責 任 が 自分 に

課 せ られ て い る こ と を感 じる 。 ま た 同

時 に ， み た ま と主 の祝 福 が 下 され て，

私 の 話 して い る間 私 た ち の 思 考 が 促 さ

れ る よ う願 い ， へ り くだ っ て 祈 る 。

私 た ちが こ の よ うに イエ ス ・キ リス

トの 教 会 に属 し， 神 権 を所 有 して い る

こ とは 実 に大 きな 特 権 で あ り， 祝 福 で

あ る。 ま た こ の 大 きな祝 福 と特 権 に あ

ず か って い る 民 は ， 全 世 界 で私 た ち だ

け で あ る。 しか し私 た ちは 本 当 に この

こ と をそ の よ うに 考 え て い る の だ ろ う

か と思 う こ とが しば しば あ る 。

この 特 権 に は ， キ ン ボ ー ル大 管 長 か

ら聖 任 を受 け た ば か りの 執 事 に 至 る ま

で ， す べ て の神 権 者 が 負 わ な け れ ば な

らな い重 大 な責 任 が 伴 う こ と を決 して

忘 れ て は な らな い 。 私 た ち は主 に よ っ

て 召 され た とい う意 識 を決 して 失 わ な

い よ うに し よ う。 私 た ちは 皆 ， 神 権iを

尊 び ， 与 え られ た 召 しに 全 力 を尽 くす

よ う主 か ら期 待 さ れ て い る の で あ る。

私 た ち は これ ま で ， 今 日の 世 の 諸 悪

に つ い て 耳 に し て きた 。 ま た現 在 耳 に

して い る し， これ か ら も 引続 き聞 くこ

とだ ろ う。 この 世 に そ う した悪 が 存 在

す る こ とは紛 れ もな い 事 実 で あ り， し

か も事 態 は 非 常 に 深刻 で あ る 。今 の 世

は ほ とん どそ の 害 悪 に 毒 され て い る。

皆 さん の 多 くは こ の よ う な話 に は も う

うん ざ り して い る こ と と思 う。私 もそ

うで あ る 。 ま る で傷 もの の レ コー ドを

聞 い て い る よ うな もの で あ る 。

こ こ で， イ リ ノイ州 の ロ ッ クフ ォー

ド大 学 の ジ ョン ・A・ ハ ワー ド学 長 の

言 葉 を少 し読 ん で み た い。 こ れ は4月

に ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 の卒 業 生 に 語

っ た もの で あ る 。 ハ ワー ド学 長 は ， 開

拓 者 た ち が 平 原 を越 えて ソル トレー ク

盆 地 に 来 た とき に 直 面 した数 々 の 苦 難

と， 彼 らの 払 っ た 犠 牲 に つ い て 述 べ ，

こ う語 っ た 。

「皆 さん の 世 代 の 人 々 が 取 り組 ん で

い る仕 事 は ， 決 して安 易 な もの で は な

い と思 い ます 。 皆 さん が 花 を咲 か せ よ

う と して い る砂 漠 は決 して 干 上 が っ て

は い ませ ん 。 しか し， もっ と 多 くの も

の が 求 め られ る こ とで し ょ う。 なぜ な

らば ， こ の 地 の昔 の 開 拓 者 とは 異 な り，

皆 さ んが 立 ち 向 か っ て い る荒 野 は 変 わ

りや す く， 感 じや す く， 捕 え 所 が な い

か ら です 。 実 際 ， 皆 さん が征 服 しな け

れ ば な らな い荒 野 は ， 文 明 と い う隠 れ
みの

蓑 に 身 を包 ん で い ます 。 従 っ て，二 重

の 対 処 が 要 求 さ れ ます 。 す な わ ち， ま

ず ， 何 が 真 正 で何 が 偽 りか を明 らか に

して欺 ま ん を暴 露 す る こ と， そ して正 し

い もの を支 持 し偽 りの もの に 反対 す る

行 動 を起 こす とい う こ とです 。

現 在 ， 道 徳 の 退 廃 は テ レ ビ番 組 を 見

て も明 らか で す が ， 数 多 くの 大 学 に お

い て も同 様 の 道 徳 観 が 根 をお ろ して い

ます 。 今 や 同 棲 生 活 は 当 た り前 の こ と

とな り， 不 法 な 薬 物 の 飲 用 も何 ら驚 く

に 当 た ら な い と い うの が 一 般 の大 学生

の 考 え方 で す 。 犯 罪 は ， 不 正 直 が世 に

は び こ る につ れ て増 加 し て い ます 。確

か に そ の 通 りで あ る と思 い ます 。 で き

な い とわ か っ て い る こ と を公 約 し， も

ろ もろ の 事 業 を行 な う と き は 国 民 に 経

済 的 負 担 をか け ない と信 じ込 ませ る，こ

の よ う な政 治 家 の 不 正 直 が 世 に満 ち る

と， そ れ につ れ て 犯 罪 が 多 くな ります。

皆 さん の よ う な年 齢 の 方 々 に は，10

年 前 の 時 代 が ど の よ う で あ っ た か ， 想

像 もつ か な い で し ょ う。 下 層 社 会 で 使

わ れ て い る野 卑 な 言 葉 な どは ， 講 演 の

会 場 や 劇 場 や 映 画 館 で は ほ とん ど聞 か

れ ませ ん で した 。 男女 が 同 じ屋 根 の 下

へ 住 む 学 生 寮 な ど とい う もの は 国 中 を

捜 して も ど こ に も あ り ませ ん で した 。

ま た， 夜遅 くひ と りで町 を歩 いて も，

ほ とん ど危 険 な こ とは あ りませ ん で し

た 。 売 店 で 公 然 と わ いせ つ 雑 誌 が 売 ら

れ る こ と もあ りませ ん で し た し， 地 方

の モー テ ル の ロ ビー で わ い せ つ な トラ

ン プ が 手 に 入 る とい う こ と もあ り ませ

ん で し た。 また ， 書 店 で もわ いせ つ 雑

誌 は 売 っ て い ませ ん で したd

ハ ワ ー ド学 長 は さ らに こ っ言 って い

る 。 「合 衆 国 内 で は，皆 さん の よ うな グ

ル ー プ は な い と思 い ます 。 皆 さ ん は宗

教 上 の 義 務 を守 る よ う絶 えず 教 え られ ，
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聖 徒 た ち と， ジ ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア 長 老(右)

また 長 時 間 働 く こ と， 原 則 を守 る た め

に犠 牲 を払 う こ と を い とわ ず ， 自立 の

尊 さ を十 分 に理 解 し て い る方 々 で す 。

私 の こ の判 断 が 正 しけ れ ば ， 皆 さん は

非常 に祝 福 され ， 大 きな特 権 を授 か っ

て い る こ とに な りますd

こ れ は ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 に 対 す

る素 晴 ら し い賛 辞 で あ る。 こ こで 心 に

とめ て い た だ き た い の は ， こ う語 っ た

の が ， 教 会 員 で は な い他 の大 学 の 学 長

で あ っ た とい うこ とで あ る 。 彼 は 今 日

の世 情 に通 じて お り， こ の テ ー マ で 話

す 資 格 を具 え た 人 で あ る 。 ブ リガ ム ・

ヤ ン グ大 学 の責 任 は 何 で あ るか を， 彼

は 明確 に指 摘 して い る。

私 は 彼 の話 を読 ん だ後 ， 直 ち に 自分

に こ う問 うて み た 。 「何 が ブ リガ ム ・ヤ

ン グ大 学 を この よ うに 力 強 い もの と し

た の だ ろ うか 」 と。 この よ うな 大 学 と

なった理 由 を幾 つ か 挙 げ てみ た い と思 う。

まず 第一 番 目の理 由 は， そ れ が 神 権

の 指 示 の下 に 設 立 され ， 神 権 の 力 の 下

に 運 営 され て い る こ とで あ る。 学 長 を

含 め ， ほ とん どの 学 校 関 係 者 は 男女 を

問 わ ず ， 福 音 に 対 す る 強 い 証 を持 ち ，

自分 が 何 者 で あ り， ど こか ら来 た の か ，

ま た な ぜ こ の世 に い る の か を知 っ て い

る1。ま た， 言葉 と模 範 に よ っ て 回復 さ

れ た 福 音 の 原 則 を教 え る こ と を願 い ，

そ の た め の備 え を して い る。

第 二 は， この 大 学 に 通 っ て い る学 生

の ほ とん どが ， 各 自の 家 庭 で全 く同 じ

原 則 を教 わ っ て い る こ とで あ る。 彼 ら

は 自分 が神 の 霊 の子 供 で あ る こ と と，

神のみもとに戻 るためには どのよっに

自らを備えればよいか を理解 している。

第三は，若人が教会の組織 と役員な

らびに教師の模 範を通 して，成長を遂げ

る上での大きな力を得，さらに大学のス

テーキ部と支部 で役員，教師，会員どし

て教会のプログラムに参加することによ

って豊かな恵みを得ていることである。

第四は，力強い証 と豊かな体験 とを

持つ帰還宣教師の大きな力が，学内に

宗教的な雰囲気 を生み出すのに'多大の

貢献 をしていることである。

この機会をいただいて，私が非常に

重要な警告であると考 えている事柄に

ついてお話 したい。それは，私たちは

すでに成功 している，救われている，

悔改めを必要 としない， 自己の改善に
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よ喚 な 考 え方 を持 っ て は な ら な い 。 楓 る「た め に ， 強 力 な 一 次 電 流 が 必 要 で あ た と言 え る。.弛

気
ハ ワ ー ド学 長 がBYUの 学 生 の 責 任 .っ た 。 そ こで 彼 は ，12槽 か ち成 る電 池 しか しタ 斯 ター ジ長 老 は ， その 電 池

について語ろたことが真実であるなら をf個 準備す るように助手に頼んだ。 槽 を有効に使竃 ると考えて廃棄艇分に

ば また《れ頗 実であるカ㍉ ・の・ その助手は通常の方法に従い酸 性盗 しな如 た。曝 部 品をすみからすみ

とは教会 とその役員，および会員に対 液 を入れる⑫の容器 を準備 して，炭素 まで調於て，ナ雀炉で腐食箇所を削 り，

し讐ζ・も言貯ることである。前に述べた 棒 と亜鉛棒 を瀞極 としてそれに浸した。 取 り除いた。そし衡 それを洗浄して再

ように，これはイエス ・キリス トの教 そして，各槽 を 「直列」につないだ。 び組み立て，試験 をしたのである。す

会である。神権があ り，神権によって こうすれば，合計 した分に等 しい電力 ると次第にエネルギーが出始め，糊 も

導かれている唯一の教会である。この が得 ら沈るはずである。ところが，彼 な く他の電池槽 とほ とんど同 じくらい

教会催は，ーすべての民に福音を説き， は細部たまぞ十分な注意を払わなかっ に働 くようになった。 しかし彼は引続

人々にキ リス トの再臨嬉対する備孝を た。完全に働 くか どうか を確かめずに， きそれを見 守った。最初のときのよう

させる務めが課せ られでいる。そして 上べだけを整えたのである。 な信頼 を覚 えなか らたためである。こ

・縫 果たせるのは・私たちが擁 を タ・レメー滋 老はそ蝿 池を働 う れは園 屡郵 ジ長老が顯 ・隙 し

尊び，それぞれに与えられている職 と としたが，十分な働きをしなかった。 た蘇芝で藩るゲしか し彼はこれ：を たと

召 しに全力を尽 くす ときだけなのであ そこでその電池を調べたどこち，すべ え話 と呼び，私たちは電池のよづ なも

る。 ての電池槽が均等な働 きをしていなか のであると言っ.ている。実際に声を張

私たちが世の悪に対抗す るためには， った。非常に蝦 応の活発なものがい く り土 げ，感情をあ ち籾 こして変則的な

教会 としてもヂ個入 としても，.これ・ま「 つかあ り， カ：ス を・発生 して液が熱湯 ・行動ををる人，、中には埃撃的な態度に
で以上の努力を払わなければならない のようになっていた6そ こで生 じた工 出る人さえも.陰る。しか し彼らは何か

麟癒 鶴 ・1鷲驚1欝.識灘 〆蟹
惣翁雛 ：畿 霧騒 諜饗鍵熱 論 目嶽 磯 翻 荏騰 灘
んでいるの を見ると，胸 も張 り裂けん ・ 不調であっ喰。』そ こでこれ を別にして嬉 死んだ状態◎ある。さらに郵一生懸命

瀦、鷺 濃 撚 黎難 讐忽濡 繋 窒審言撫講 騰 灘 誌鍛：二畿 篇
っ て， 愛 と思 い や り と警 告 を も っ て 力 不 良 の 原 因 で あ っ た こ とは 明'らか で あ は ， 交 わ る人 々 の 生 活 に大 きな 影響 を

・の 限 り を尽 く'し， す べ て の会 貝 を 力つ る。 ま た そ れ は ， 他 の 電 池槽 よ り もガ 与 え る の で あ る。 不 純 な電 池 は 罪 人 の

け ， 真 理 と正 義 の 道 に あ っ て 導 き を 与 ス の 発 生 が ひ ど く，気 泡 も多 きか った 。 よ う な もの で あ る 。 内 部 部 品 の 腐 食 は

え た い と思 っ て い る 。「恐 ろ しい 罪 悪 が タ ル メー ジ長 老 はそれ を取 り除 いて残 り 作 動 に 直 接 影 響 を 及 ぼ す 。 ま た 私 た ち

ニ ー フ ァ イ 人 の 中 で 行 な わ れ たbニ ー の11個 を結 線 し だ と こ ろ， 電 池 の 発 生 は 人 に こ の よ うな 欠 陥 が あ る場 合
， こ

フ ァ イ は こ の有 様 を 見 て 胸を 痛 め 心 に 電 流 は 大 き く， 受 信 機 を作 動 させ る の れ を罪 と呼 ぶ 。 特 に ， 法 を犯 す 場 合 が

苦 しみ 悲 しん で 叫 ん で 言 っ たd(ヒ ラ に十 分 で あ っだ 。 地 球 の 反 対 側 の 爆 薬 そ う で あ る。 清 ぐ， 能 力 が あ り， 自発

マ ン7：)私 た ちは こ の ときの ニ ー フ に 点 火 で き るほ ど の 電 力 が 得 られ た の 的 に 物 事 を行 な う人 々 と交 わ る と き
，

ア イ の よ う』な心 境 で あ る 。 私 た ち は ど で あ る。 彼 らは そ の 障 害 とな る。 そ して， 全 く

の よ うに す れ ば 自分 自身 と子 供 た ち と 後 に ， 作 動 不 良 の 電 池 槽 を調 べ て み 無 力 とな らな い ま で も， 全 体 の 力 は わ

他 の 人 々 を世 の 諸 悪 か ら最 も よ く守 る る と， 短 絡 の だ め に 泡 とガ ズ の 発 生 が ず か ひ と りの 欠 陥 に よ っ て減 じ られ る

こ どが で きるだ ろ うか 。私 た ち は いつ も ひ どい こ とが わ か っ た 。 酸 の た め に数 の で あ る 。

考 えて い る。ま た ，す べ て の 家 族 ，す べ 箇 所 に わ た っ て 絶 縁 ガ 侵 され ， 電 流 に 神 権 者 は， 主 の み 業 を推 し進 め る上

ての 父 親 ，すべ ての成 人 ，すべ て の 神 権 よ っ て 容 器 内 の 腐 食 が 全 体 的 に 著 し く で ， 決 し て 欠 陥 の あ る電 池 に な ろ う と

指 導 者 が 同 様 に 考 え て い るに 違 い な い。 進 行 して い た た め で あ る。 正 し い作 動 は 思 わ ない だ ろ う。私 た ちは 皆 ，献 身 と

ジ ェニ ム ズ ・E・ タル メー ジ長 老 が の 法 則 を犯 して い た た め に ， 容 器 自体 働 きを主 に喜 ば れ るような生 活 を送 りた

書 い た 『不 完 全 な電 池 の た とえ 話 』(ア ・ が 腐 食 状 態 に 陥 っ て い た の が そ の 原 因 い し， ま.た神 の 王 国 の確 立 を手 伝 っ て

ルバ ー ト ・L・ ゾー ベ ル ・ジ ュ ニ ア ， 「 で あ っ た.こ の 電 池 槽 は1個 の 電 池 槽 い る と い う気 持 を味 わ い た い。 こ の た
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め に は ， 私 た ち は 油 断 をせ ず ，一力 の 限

りを尽 くし て， サ タ ン とそ の 軍 勢 の 悪

計 を退 け る よ うに す る必 要 が あ る 。 特

に， 人々 が 主 の教 えに 背 を向 け が ちな

繁 栄 の 時 代 に は そ う で あ る。

今 日， 教 会 員 は これ ま で に な く経 済

的 に安 定 し て い る よ うで あ る。 教 会 も

急 速 に発 展 し， か っ て な く世 の 人 々 に

受 け 入 れ ら れ る よ う に な って きた 。 そ

の ため ， 安 心 感 も増 して きた よ うに 思

われ る。 しか し これ は 人 々 を教 会 か ら

引 き離 す 原 因 とな っ て い る。 こ の世 の

事 柄 に あ ま りに も心 を捕 わ れ て い る た

め で あ る。 ニ ー フ ァ イ は サ タ ン の 誘 惑

の 手 に落 ち な い よ うに 警告 し， 次 の よ

うに 述 べ て い る。

「ご らん
，そ の 時 に悪 魔 は あ る人 々 の

心 に 入 っ て 荒 々 しい行 い を させ ， ま た

この 人 た ち に 善 い事 を怒 らせ る。

ま た ほ か の 人 々 を な だ め ， この 人 た

ち をす か して 肉 欲 を ほ し い ま まに させ

るか ら， そ の 人 々 は 『シ オ ン の 中 で は

万 事 よ ろ しい 。 シ オ ンは 栄 え て 実 に何

事 もみ な よ ろ し い』 と言 う。 この よ う

に悪 魔 は こ の 人 々 を だ ま し， 心 を配 っ

て地 獄 へ つ れ て 行 くの で あ る 。」(IIニ

ー フ ァ イ28：20-21)

今 日特 に 人 々 を 引 き離 して い る3つ

の事 柄 に つ い て 考 え て み た い 。 ま ず 第

一 は
， 安 ，壱、日を聖 く守 っ て い な い こ と，

第2は 知 恵 の 言 葉 を破 っ て い る こ と，

第3は 不 貞 で あ る 。 これ 以 外 に も多 く

の こ とが 挙 げ ら れ る 。

安 息 日が レ ク リエ ー シ ョ ンの 日 と な

っ て きた よ うに 思 わ れ る 。 大 勢 の 人 々

は 家 庭 の テ レ ビ で ス ポー ツ を観 戦 して

い る。 また ， 試 合 場 へ 出 向 く人 々 も い

る 。 さ らに ， 選 手 と し て， あ る い は 観

客 と して 試 合 に参 加 す る 人 は 多 い 。 ま

た余 裕 の あ る 人 々 は ボー トや オー トバ

イ， キ ャ ン ピ ン グ カー ， 釣 り道 具 ， そ

の他 の ス ポー ツ 用 品 を持 っ て お り， 日

曜 日を含 む 週 末 に そ れ を最 大 限 に 活 用

しな い の は 浪 費 に つ なが る と考 え て い

る。

世 俗 の 楽 しみ を追 い求 め る こ とは ，

大 勢 の 若 人 を禁 じ られ た 道 に 誘 う こ と

に な る。 そ して そ の 道 に 陥 っ た若 人 は，

や が て ア ル コー ル 飲 料 や タバ コ， 幻 覚

剤 を 口 にす る よ うに な る。 こ れ らは す
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べて習慣性があり，彼 らはついにはこ

うした習慣性の物質 とつなが りを持づ

他の数 多い悪に身をまかせて しまうこ

とだろう。二般に飲酒や喫煙やセック

スは，人との交流を深め，集団にとけ

込むのに大切 であると考えられている

が， しかしこれは非常な害悪である。

また特 に，テレビもこれと同様の悪影

響を及ぼす ものである。

ポルノグラフィー も世に満ちてお り，

あらゆる方面にその悪影響が及んでい

る。皆 さんはそれが どのようなものか

御存知であろう。そこで私はこのこと

だけを申し上げておきたい。ポルノグ

ラフィーを目にし，耳にし，話題 とす

る者は，成人であると若人であるとを

問わず，必ず汚れに染まり，社会の道徳

性 を危 くす ることだろ う。性倒錯者や

暴行犯 人，窃盗者は，その心の思いに

従ってそのような状態 とな り， さらに

その状態が彼らの現在の行為 を促 して

いるのである。

不道徳や不貞は今 日の世では当た り

前のこととなってお り，テレビや映画

では数々の性倒錯行為が見 られる。そ

してこれ を目にす る若者たちは，それ

が生活のあ り方なのだ という考えを持

つに至っている。自分 自身を清 く，汚

れなく，純潔に保つことの重要性は，

い ぐら強調 して も足 りないほどである。

純潔を保つ ことは，この聖 なる神権 を

持つ資格であり， また自分 と家族 を永

遠の生命に備えさせ るために必要だか

らである。

私たちには，悪に対抗 し，若人を強

めるひとつの手段 として，家庭の夕ベ

プログラムが与えられている。 これは

子供たちに祈ることと，主のみ前に正

しく歩むこととを教えるプログラムで

ある。

また私たちは，世 にあ りなが らも世

の ものとなってはならないことを，常

に心に留めておかなければならない。

私たちは決 して世の道に従ってはなら

ず，あえて世 と異なった者 となる必要

があるのである。私たちを変わってい

ると言う人々に影響されないようにし

なければならない。主はイスラエルの

民に次のように言われた。
「あなたはあなたの神，主の聖 なる民

雰

だ か らで ある 。 主 は地 の お もて の す べ

て の民 の うち か ら あ な た を選 ん で㍉ 自

分 の宝 の 民 と され た 。」(申 命14：2).

兄 弟 の 皆 さ ん ， こ こ で 皆 さ ん に 私 の

証 を 申 し上 げ た い。 私 は こ の場 に 自.分

が 立 っ て い る こ と を知 っ て い る よ っに，

確 か に ， 神 が 感 情 ・感 覚 ・体 をお 持 ち

に な っ た 生 け る神 で， 私 た ちが そ め か

た ち に 造 られ た 者 で あ る こ と を知 つ て

い る 。 神 は私 た ち に 関 心 を寄せ て おゐ

れ ， また 私 た ちの 成功 を願 っ て お られ

る 。「神 は そ め ひ と り子 を賜 わ っ たほ ど

に ， この 世 を愛 して 下 さ っ た 。 そ れ は

御 子 を信 じる 者 が ひ と り も滅 び な い で ，

永 遠 の 命 を得 る た め で あ る。」(ヨ ハ ネ

3：16)神 は 私 た ちに 道 を示 し， 私 た

ち が神 権 者 と して働 き， 暮 らせ る よ う

に して 下 さ っ た 。 ま た， 神 とそ の御 子

イ エ ス ・キ リス トは ， こ の 世 を訪 れ て

完 全 な福 音 を 回復 し て下 さ っ た 。 その

た め に 私 た ち は幸 い に も福 音 を持 ち，

自分 は何 者 で あ るの か ， な ぜ こ の世 に

い るの か ， 天 父 の み も とに 帰 る た め に

は ど うす れ ば よい の か を よ く理 解 して

い る の で あ る 。神 はす べ て の 少 年 た ち

に ， いつ も良 い模 範 とな る生 活 を送 る

よ うに期 待 を か け て お られ る 。

私 は今 宵 ， 私 の 声 の 届 く範 囲 内 に い

るす べ て の 男性 の 方 々 に 申 し上 げ た い 。

今 私 が 話 した よ う な状 態 を各 自保 持 し

て い る か ど うか ， そ れ ぞ れ 評 価 し， 主

に 喜 ば れ る生 活 を送 る よ うに 決 心 し，

ま た い か な る場 所 に あ っ て も人 に 良 い

感 化 を及 ぼ せ る よ う に し て い た だ .きた

い。 これ を行 な うな らば ， 私 た ち は天

父 の み も とに 招 か れ る こ とだ ろ う。

私 た ちが こ の世 で業 を終 え た と き，

か の場 所 で再 び 会 え る よ うに ， 主 イ ェ

ス ・キ リス トの み 名 に よ っ て へ り くだ

り祈 る も の で あ る 。 ア ー メ ン。

、
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す る 兄 弟 の皆 さん ， こ の 会 に お い
愛 て

，いくつか噺 についてお話

し た い と思 う。 こ う して23万 人 もの 方

々 と共 に 集 ま りを持 て る こ と は実 に 素

晴 ら しい こ とで あ る。 恐 ら く人数 は も

っ と 多 い こ とで あ ろ う。私 た ち は今 晩

再 び 皆 さ ん を この 会 に歓 迎 す る もの で

あ る。 こ の会 に 集 っ た私 た ち に 主 の 祝

福 が あ ら ん こ と を。

こ こ で皆 さ ん の 注 意 を促 した い こ と

を2，3「 申 し上 げ る 。 す で に合 衆 国 西

部 の ス テー キ部 の 全 ス テ ー キ部 長 会 宛

に は 手 紙 を出 して い るが ， こ れ ま でペ

ニ ー パ レー ドで 集 ま っ たお 金 は 初 等 協

会 小 児医 療 セ ン ター の 財 政 援 助 金 と し

て 使 用 さ れ て い た 。 これ らの 基 金 は，

人 種 ，主 義 ，宗 派 ，支 払 い 能 力 を越 え て，

援 助 の 必 要 な 子 供 た ち の 入 院 費 用 に 当

て られ て きた もの で あ る 。 しか しペ ニ

ー パ レー ドを打 切 っ た 関 係 上 ， 現 在病

院 は 小 児 基 金 を設 立 し て い る。 そ して

1977年2月 に 基 金 獲 得 プ ロ グ ラ ム を実

施 す る予 定 で あ る 。 そ して この プ ロ グ

ラム で得 た 基 金 は す べ て， 引 続 き慈善

活 動 で使 用 す る こ とに な る。 こ の プ ロ

グ ラ ム に 皆 さ ん の 支 援 を い た だ け れ ば

と私 た ちは 考 え て い る 。

も うひ とつ ， 皆 さ ん の 関 心 と支 援 を

い た だ き た い こ とが あ る 。 それ は ，1

年 以 上 も前 に扶 助 協 会 中 央 会 長 会 か ら，

大 管 長 会 と十 二 使 徒 定 員 会 に 申請 の あ

っ た， 教 会 の 女 性 の た め の 記 念 像 の 建

設 につ い て で あ る。 予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス が1842年3月17日 に ノー ブー で

扶 助 協 会 を組 織 し た こ とか ら， この 記

念像 は ノー ブ ー に 建 設 す るの が よ い と

私たちの リァホナ

大 管 長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

私たち一人一人 には，人生の荒野と嵐の中にあって絶 えず導き

を与えて くれる リアホナ ，す なわち良心があ る

考 え られ た 。 大 管 長 会 と十 二 使 徒 定 貝

会 は ， こ れ を検 討 した 後 ， 主 に教 会 の

女 性 た ち の 自発 的 な寄 付 に よ っ て この

事 業 の 資 金 を得 る とい う こ とで， この

申 請 を承 認 し た。 現 在 そ の 事 業 は 進 行

して お り， 寄 付 が 集 め られ て い る。

ス テー キ・部 長 な らび に 監 督 は ， こ の

計 画 を受 け 入 れ ， そ れ ぞ れ の扶 助 協 会

会 長 が 必 要 な 寄 付 を募 る こ とが で きる

よ うに励 ま し て下 さ る よ う， 私 た ち は

心 か ら願 って い る。 ま た， 兄 弟 た ち の

支 援 が あ り， い か な る 人 の 気 持 も損 な

うこ とな く， こ の 資 金 が 集 め られ る も

の と確 信 し て い る。 大 勢 の 方 々 か らの

寄 付 が あ れ ば， 各 人 の額 は 少 な くて す

む 。 また 兄 弟 た ち も， こ の価 値 あ る事

業 に 寄 付 し た い と い う気 持 を起 こ して

い た だ け れ ば と思 う。扶 助協 会 中 央 会

長 会 は ， 創 設 記 念 日の3月17日 まで に

資金 集 め を終 え た い と考 えて い る 。 こ

の事 業 に 皆 さ ん の 力 を貸 して い た だ け

れ ば 幸 い で あ る。 す べ て の 姉 妹 は 扶 助

協 会 へ 少 しで も寄 付 い た だけ る もの と

思 う。 ま た そ うす る 人 は ， そ の事 業 に

協 力 し て い る と い う気持 を抱 くで あ ろ

う。

心 う ひ とつ 申 し上 げ た い こ とが あ る 。

大 学 ， 教 会 を問 わず ， い ろ い ろな 組 織

で 教 え を述 べ る 人 は ， 常 に オ ー ソ ドッ

ク ス な真 理 を説 い て い た だ きた い。 過

去 の 教 会 幹 部 が 説 いて い た か ら と主 張

して ， 聖 典 に そ わ な い教 義 を言 い広 め

る こ との な い よ うに ， 私 た ちは 皆 さ ん

に 警 告 す る。 例 え ば ， ア ダ ム 神 の 考 え

方 が そ の 例 で あ る。 私 た ち は この 説 に

反 対 す る もの で あ る。 す べ て の 人 は こ

の 説 や そ の 他 様 々 な偽 りの 教 義 に 注意

して い た だ き た い 。

こ こ で ， 若 人 の皆 さん に 少 し申 し上

げ た い 。皆 さん は 自分 自身 を，14歳 で栄

光 あ る示 現 を受 け た 予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス の 立 場 に 置 い て み た こ とが お あ

りだ ろ うか 。 サ ウ ル 王 の た め に 琴 を弾

い た ダ ビデ につ い て は ど っだ ろ っか 。

ま た， 数 多 くの 夢 と示 現 を見 て ， あ る

夢 の 中 で 父 と母 と， 兄 弟 た ち と その 家

族 全 員 が 自分 の 前 に 身 を か が め る様 を

見 た ヨセ ブ につ い て は ど っだ う りか 。

皆 さん は 自分 自身 を ニ ー フ ァ イの 立 場

に 置 い て 考 え た こ とが お あ りだ ろ うか 。

ニ ー フ ァ イ は ， 非 常 に 困 難 な状 況 の下

に あ りなが ら， 神 に 背 を向 け た 兄 た ち

に は 従 わ ず ， た だ ひ と りでエ ルサ レ ム

の 市 に 入 り， リー ハ イ とそ の家 族 の子

孫 に とっ て 大切 な金 版 を手 に 入 れ た 。

皆 さん は 自分 自身 を， 兄 た ち と父 の 家

族 を導 くこ とに な っ た若 い ニ ー フ ァ イ

の 立 場 に 置 い て 考 え た こ とが お あ りだ

ろ っか 。

父 が 天 幕 の 入 口の す ぐ前 で あ る品 を

見 つ け ，興 奮 した 様 子 で み ん な を呼 び

集 め た ， そ の声 を聞 い た ニ ー フ ァ イの

立 場 に あ な た 自身 を 置 い て い た だ き た

い。 そ れ は 丸 い球 で あ り， 前 夜 父 リー

ハ イ が 受 け た 主 の 命 に従 え る よ うに と

与 え られ た もの で あ る。 主 は 夜 の 間 に

リー ハ イ を訪 れ ， 翌 朝 荒 野 に 旅 立 つ よ

う命 を下 さ れ た の で あ った 。 その 球 を

見 た 家 族 は 非 常 に驚 い た に 違 い な い 。

そ れ は 「純 良 な真 鍮 」 で で きた 「珍 ら

しい 細 工 の 円 い球 」 で ， 彼 らは そ の よ

うな も の を見 た の は は じめ て で あ っ た
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大会 に 出席 した4人 の女 子大 学生

(1ニ ー フ ァ イ16：10)。 そ の玉 に は2

本 の 針 か あ り， そ れ らの 針 は一 行 か 前

進 す る と きに ， そ の進 む 方 向 を指 す よ

うに作 られ て い た。 そ の 仕 組 み は わ か

らな い か ，1本 の 指 針 は 荒 野 の 中 で 進

むべ き方 向 を指 し た。 そ して そ れ を見

るの は リー ハ イで あ っ た 。

こ の珍 ら しい 細 工 の 球 の 働 き を注 意

深 く見 る な らば ， それ か 「信 仰 と熱 心

と注意 の 強 弱 に 従 っ て 」働 き， 進 む べ

き方 向 か示 され る こ とに 気 づ くで あ ろ

う(1ニ ー フ ァ イ16：28)。 もっ と よ く

調 べ て み る と， 単 に方 向 か 示 さ れ る だ

け で な く， 主 の 道 か 「読 み や す く」 球

に 書 き記 され て い る こ とか わか る。 そ

れ に 気づ い た とき， あ な だ は ど う思 う

た ろ っか 。 また ， そ の指 示 は主 の み こ

ころに従 って，それ に 対 す る家 族 の 「信

仰 の 強 さ と， これ に従 う熱 心 の 強 さ と

に 応 じて 時 々 書 きか え られ た」(1二
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。 これ に つ いて は ど

っだ ろ っか 。

そ れ は， あ な たか 決 して 見 た こ との

な い もの で， 珍 ら しい 細 工 か 施 され て

い た 。 針 か 指 す 方 向 は 一 定 で あ っ た 。

しか し， 記 され て い る事 柄 は必 要 に 応

じて 時 々 書 きか え られ た 。

自分 自身 を， 兄 た ち よ りも霊 的 な ニ

ー フ ァ イの よ うな 弟 と想像 し て い た だ

きた い 。 あ な た は ， 球 ， す な わ ち リア

ホ ナ と呼 ば れ た球 に 記 され た 指 示 に よ

く心 を留 め た 。球 に 記 され た 指 示 に従

っ た家 族 は さ らに 豊 か な土 地 に 導 か れ ，

食 糧 を得 る こ とか で き た。 そ の こ と を

知 っ た と きの 様 子 を想 像 で き る だ ろ う

か 。 また ， 長 旅 て 食糧 か 底 をつ き， 子

供 た ち か 飢 え て泣 い て い る 。 あ な た は

極 め て純 良 な 鋼 て で きて い る弓 と矢 を

持 っ て い た か ， 力 か 強 くそ の 弓 を折 っ

て し ま っ た 。 ま た， 兄 た ち の 木 製 の 弓
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も そ の弾 力 か な くな っ て い た の で ，家

族 の 食糧 に す る獣 を とる こ とかむ す か

し く， 兄 た ち は あ な た の とこ ろに 来 て

非 難 した 。 そ の様 子 も想 像 し て い た た

きた い 。

兄 た ち は 「荒 野 の 中 で 逢 っ だ銀 難 と

苦 しみ の た め に非 常 に 不 平 を言 い 」，父

や あ な た ばか りで な く， こ の干 上 か っ

た荒 野 に 導 い て こ られ た 主 を・さえ も非

難 した の で あ っ た」(1ニ ー 聯 イ 路 ：

20)。 食 糧 は な か っ た 。あ な たは 兄 た ち

の非 難 と不 平 に 悩 ま され な か ら， 弓 を

作 り， まり す ぐな 枝 か ら一 本 の矢 を作

った 。 を して， そ の新 レい潟 ど矢 と，・

石 と石 投 器 で 身 を 固め ， 父 の とこ ろへ

行 っ て， 食 物 を 得 る た め に ど，ぴへ 行 け

ば よ い か 尋 ね た 。 愛 す る父 が 主 に求 め

れ は 霊 感 を受 け る こ とが で ぎ る と思 っ

た か ら で あ る。 こ の様 子 を想 像 し て い

た だ き たい 。

と
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しか し， あ な た の 父 も， 家 族 が こ の

非 常 な苦 難 の 中 に 放 置 され て い る こ と

に対 して 主 に不 平 を言 い 始 め て い た。

兄 た ちば か りで な く， あ な た の 父 も信

仰 と謙遜 さ を 欠 い て， 主 よ り懲 ら しめ

の言 葉 を受 け た こ と を知 っ た ら， あな

た の 気持 は ど うだ ろ うか 。主 が 父 に 「球

を見 て 書 き記 して あ る こ とを よ く心 に

留 め よ」 と告 げ られ た と き， 兄 た ち と

父 ど家 族 全 員 が そ の球 と指 針 に 目 を凝

ら し， そ こ に書 か れ て い る こ と を見 た

(1ニ ー フ ァ イ16：26)。 そ し て球 面 に

映 し出 され る様 を見 た兄 た ち と家 族 全

員 は， そ の 球 が この 世 の もの で な い こ

と を知 り， 恐 れ お の の い た 。 こ の 様 子

を心 に 描 け るで あ ろ うか 。 そ の球 の 針

が そ れ に 対 す る 「信 仰 と熱 心 と注 意 の

強 弱 に 従 っ て 」 動 くの を知 っ た と き の

あ な た の 恐 れ は ど うで あ ろ うか(1ニ

ー フ ァ イ16：28)
。

長 い間 旅 を続 け ， 数 々 の 銀 難 に あ っ

た 後 ， あ な た は 兄 た ち を説 き伏 せ て船

の建 造 を手 伝 って も らい ， 大 洋 に 船 出

した 。 そ れか ら間 もな く， 指 針 の 働 き

が 止 ま り， そ の 上 船 が も と来 た 方 へ 吹 ・

きか え され た 。 それ は 兄 た ち が 信 仰 を

失 い ， 無 礼 で粗 暴 に な っ た た め で あ る 。

(1ニ ー フ ァ イ18：9参 照)。 この よ う

な状 況 に 陥 っ た ら ど うで あ ろ うか 。 ま

た， 両 腕 と両 足 首 が 痛 む ほ ど， 手 足 を

縛 られ た ら ど うで あ ろ うか 。 主 の 言葉

に従 い， 信 仰 を抱 くだ け で 針 が 動 くこ

と を知 った ら ど うで あ ろ うか 。 ま た ，

天 使 が 来 て あ な た を守 り， こ の束 縛 か 』

ら解 き放 ち， 兄 た ちが 悔 改 め の気 持 を

起 こ した と き， 針 が 動 き， あ な た は 目

的 地 に着 い た 。 そ の と きは ど うで あ ろ

うか 。

球 す な わ ち羅 針 盤 を意 味 す る と解 釈

され て い る リア ホナ は， リー ハ イ が 荒

野 を旅 す る と きに そ の 道 を示 す た め に ，

特 に 主 に よ っ て 備 え られ た もg)で あ る。

あ な た は こ の よ うな球 を持 ち た くは な

い だ ろ うか 。 過 ちの 中 に あ る と き， あ

る い は 誤 っ た 道 に い る と きに いつ もそ

れ に 気 づ くよ うに ， 正 しい 道 を示 し，

メ ッセ ー ジ を記 して くれ る球 を 。

若 い 兄 弟 た ち ， 皆 さん は 全 員 そ れ を

持 っ て い.る。主 は す べ て の 少 年 ， す べ

て の 人 に ， 誤 ま っ た道 へ 入 る と きに そ

れ を告 げ て くれ る 「良心 」 とい う もの

を与 え られ た 。 従 っ て 耳 を傾 け るな ら

ば， い つ で もそ の さ さや き を 聞 くこ と

が で き るの で あ る。 言 う ま で もな く，'

そ の さ さや き を聞 くこ と を習 慣 化 す る

こ とは 可 能 で あ る。 しか し無 視 す るな

らば ， や が て 聞 こ え な くな る こ とだ ろ

う。.

皆 さ ん は 自分 自 身 の 内 に ， 羅 針 盤 の

よ うな ， リア ホナ の よ うな 何 か が あ る

こ と を認 識 して い る に違 い な い。 す べ

て の 子 供 に は それ が 与 え られ て い る の

で あ る。 両 親 か ら十 分 に 教 え を受 け て

きた 子 供 は ，8歳 に な る と善 悪 の判 断

が で き る 。 従 っ て， 自 らの 内 に あ る リ

ア ホナ を無 視 す る な らば ， つ い に は そ

の さ さや き を得 ら れ な くな る こ とだ ろ

う。 しか し私 た ち一 人 一 人 は正 し く導

い て くれ る もの を持 って い る とい うこ

と を心 に とめ る な らば ， す な わ ち 自分

の リア ホ ナ ， 良 心 と も言 わ れ る リア ホ

ナ の 指 示 に 聞 き従 うな らば ， 船 は誤 ま

っ た航 路 に迷 い込 む こ とは な く， 苦 し

み も生 じず ， 家 族 も食べ 物 を求 め て 泣

き 叫 ぶ こ とは な い で あ ろ う。

兄 弟 の皆 さん ， 私 た ちは こ の会 場 に

共 に 集 い， 恵 ま れ た 時 間 を過 ご して き

た 。 私 た ち は 今 しが た ， こ の会 場 か ら

地 球 を3分 の1回 っ た 地 ， オー ス トラ

リア の メル ボル ン か ら電 話 をい た だ い

た 。 大 会 の 話 が 非 常 に は っ き り と聴 取

で き て い る とい う こ と で あ る 。

兄 弟 の 皆 さ ん， 私 た ち は今 晩 ， こ の

会 に お い て 素 晴 ら しい メ ッセー ジ を数

々 聞 い た 。 そ れ ら を心 の 中 に思 い め ぐ

ら し， 身 に も霊 に も深 く刻 み込 ん で ，

主 か ら託 され た こ の 偉 大 な業 を推 し進

め る こ とが で きる よ うに， 主 の祝 福 の

あ らん こ と を 。 主 は 生 きて お られ る。

世 の 救 い 主 も生 きて お られ る。 そ して

主 は私 た ち の た め に 計 画 を定 め て お ら

れ る。 私 た ち は 主 か ら， ふ さわ し くな

い生 活 を送 る な らば 自分 の リア ホナ は

働 か な い こ と を知 ら さ れ て い る。私 た

ち は主 が 告 げ て お られ る こ と を こ と ご

と くは 理 解 で きな いか も しれ な い 。 し

か し， この 大 会 で 兄 弟 た ち の語 る事 柄

す べ て を真 剣 に 考 え て い た だ け る もの

と思 う。 私 は そ の こ と を信 じ，祈 っ て

い る 。 兄 弟 た ち は 私 た ち を導 く人で あ

る。 兄 弟 の 皆 さん に主 の祝 福 が あ る よ

うに 。 平 安 と喜 び と慰 め が あ る.ように。

こ の こ と を イ エ ス ・キ リス トの み 名 に

よ っ て 申 し上 げ る。 ア ー メ ン。
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全 世界のいずれの地にあ・ても訊
々 は そ こ で 開 か れ る地 域 大 会 に，

大 きな 関 心 を寄 せ て い る よ う で あ る。

そ こで ， き ょ う私 は ， なぜ この よ うな

大 会 が 開 か れ る の か ， ま た どの よ うに

運 営 され て い る の か ， 人 々 の 反 響 は ど

っか ， そ して 様 々の 地 域 で 開催 す る こ

とに よ って ど の よ う な 成 果 を得 て い る

か とい う点 に つ い て ， 簡 単 に 説 明 した

い と思 う。 特 に， 今 年 の 夏 ， ヨー ロ ッ

パ で 開 か れ た地 域 大 会 の こ と を 中心 に

説 明 した い。

キ ンボ ー ル 大 管 長 が 説 明 し た よ うに ，

全 世 界 に お け る教 会 の 発展 に は 目 を見

張 る もの が あ り， もは や 教 会 本 部 が あ

る ソル トレー ク ・シテ ィー で 開 か れ る

4月 と10月 の 総 大 会 だ け で は 実 情 に そ

ぐわ な くな っ て きて い る 。 まず ， 世 界

各地 か ら訪 れ る 人 々 をす べ て 収 容 す る

こ とは 不 可 能 で あ る。 そ の 上 ， 大 会 に

出 席 した い と思 っ て も 来 る こ との で き

な い 人が 数 多 くい る。 そ こ で ， 私 た ち

が 人 々 の とこ ろ に 出 向 い て 大 会 を 開 い

て い るの で あ る 。

こ っ して 地 域 大 会 が ， 世 界 各地 の 主

要 都 市 で 開 か れ て い る。 大 管 長 は そ こ

で 人 々 と会 い， 人 々 は ま た 予 言 者 や 他

の教 会 幹 部 な らび に そ の夫 人 た ち と直

接 に 会 う こ とが で き る の で あ る。 そ の

第一 の 目的 は ， 人 々 に 福 音 を彼 ら 自身

の 環 境 の も とで， 彼 ら 自身 の 言 語 で伝

え る こ と で あ る 。 そ し て聖 徒 た ち が責

任 を完 うす る よ うに 励 ま し， 彼 らの信

仰 と献 身 の 度 を増 し， 警 告 の 声 を 発 す

るの で あ る。

現 在 ， 末 日聖 徒 が 居 住 して い る 国 は
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大 会 の

10月3日 旧)午 前 の部 にお ける説教

目 的

第 一 副 管 長

N・ エ ル ト ン ・タ ナ ー

大会は警告の声を発す るところであ リ，私たち は耳 にした警告

を，必ず隣 人に伝えなけれ ばならない

75ヵ 国 に 及 ん で い る。 そ の 中 で教 会 の

組 織 が あ る国 は58ヵ 国 で， 話 され て い

る 言 語 も様 々 で あ る。 こ れ ま で私 た ち

は28ヵ 国 に お い て， 延 べ に して10回 の

地 域 大 会 を開 催 して き た 。 各 部 会 の 出

席 者 も1，600か ら， 多 い と こ ろ で は16，

000人 を数 え て い る。 そ れ ら を合 計 し

て み る と， 世 界 各 国 か ら， 約20万 人 の

人 々 が 出 席 した こ とに な る 。

通 常 ， 本 部 か らは 大管 長 会 の2名 ，

十 二 使 徒 定 員 会 の2名 ， ほ か に 大 会 が

開 か れ る 地 域 の 担 当 教 会 幹 部 を含 む2，

3名 の 教 会 幹 部 が 出 席 す る 。.もち ろ ん ，

全 員 が 夫 人 同 伴 で あ る。

大 会 は 通 常 ， 次 の よ うな 内 容 で行 な

わ れ る。

夜 の 文 化 プ ロ グラ ム 。 そ の 地 域 の 国

々 の 代 表 者 が 行 な うプ ロ グラ ム で あ る。

どの 地 域 の プ ロ グラ ム も 見事 と言 うほ

か は な く， 地 元 の 会 員 た ち の す ぐれ た

才 能 を 見 る こ とが で き る。

次 に ， 母 親 と娘 の 集 い が あ る。 そ こ

で は 通 常 ， 大 管 長 会 の 夫 人 た ち と大 管

長 会 の ひ と り， ほか に 教 会 幹 部 数 名，

そ して 地 元 の 姉 妹 ひ と りが 話 す 。 そ の

中 で 強 調 さ れ る こ とは ， 教 会 ， 補 助 組

織 な ら び に 社 会 に お け る教 会 の 姉 妹 た

ち の 大 切 な 役 割 と， 家 庭 生 活 に 及 ぼ す

女 性 の 影 響 力 に つ い て で あ る 。 さ らに

姉 妹 た ち は ， 神 の協 力 者 と して 神 の霊

の子 供 た ち を こ の世 に も た らす とい う

神 聖 な計 画 に 携 わ り， 彼 らに 福 音 を教

え ， 天 父 の み も とに 帰 る備 え を させ る

こ と ほ ど偉 大 な責 任 ， あ る い は 満 た さ

れ る経 験 は な い と教 え ら れ る 。

父 親 と息 子 た ち の た め に は ， 神 権 会

がある。

また大会 中に特別 な夕食会を開いて

教会幹部 とその夫人たちが，地元のス

テーキ部，伝道部の神権指導者や夫人

たちと交わる機会を持っている。 また
一一般大会では

，大管長会， その他の教

会幹部，ならびに地元の指導者たちが

教 えを説 く。

大会に出席する人は と言えば，たい

てい教会員の少ない，またしば しばほ

とんどいないような市町村か ら集 まっ

てきた人々である。多くの人々は数百

キロもの道の りを何 日もかけて旅行 を

し、 多大な犠牲を払ってこの大会に出

席 している。

大会では，いつ も地域担当教会幹部

が話をす る。私はここで，彼らが担当

地域で素晴らしい働 きをしていること

に感謝 したい。彼らがその地域 と人々

についてよく理解 していることは，す

べての人にとって非常に有益である。

彼 らが伝えるメッセージはいつ も霊感

にあふれたものである。 また，地元の

会員たちも立派に成長 し，福音に対す

る理解を増 し，信仰 を示 し，自ら福音

の教えにそった生活をすると同時に，

他の人々もその教えに従えるよう助け

ている。

音楽は100名 か ら300名 の会員たち

より成 る地元の合同聖歌隊が発表す

る。そのために多 くの会貝が遠 くか ら

は るばる集 まって来て，長い間練習を

重ねている。私は彼らに心から感謝の

意 を表 したい。名地域の立派な音楽指

揮者たちに，いつ も深い感銘 を覚えて

いる。また大会が終わ り， 「感謝 を神



蜘

にささげん」や 「神 よまた逢 うまで」

などの讃美歌 を歌うとき，いつも大勢の

人々は感激し，そのほおを涙で濡 らす。

私たちは訪問する町々でしばしば記

者会見を行ない，教会と福音のもたら

す成果について語る。そ していつ も，

福音に従って生活 しているモルモンは
一般の人々よ り健康で，幸福で，世の

中でも成功 を収め，長生きをしている

という，好意的な報道を受けている。

霊的な集会 と並行 して行なわれるこの

報道 を通 して，信仰 と献身の度はます

ま す 深 ま り， 熱 意 と躍 動 が み な ぎ る の

で あ る。

教 会 の新 し い改 宗 者 と話 す の も， ひ

とつ の 喜 び で あ る 。 あ る女 性 は ， 神 が

生 きて お られ ， 実 際 に 感 情 ， 感 覚 ， 体

を持 ち た も う御 方 で あ り， 自分 が 神 の

霊 の 子 供 で あ り， や が て 文 字 通 りの 復

活 に あず か る こ と， さ らに は ， 福 音 に

従 って 生 活 し， 戒 め を守 る な ら ば， 神

の み も とで 永 遠 の生 命 を受 け られ る こ

と を， 初 め て 理 解 で き， とて も大 きな

励 ま しを得 た と語 って くれ た 。

ほかに も，子供を亡 くしたある母親

が，神の権能によって自分たち夫婦が

この世にあって も永遠にわた?て も結

ばれ，その子供 とも結び固めができる

こと，そしてそのような結婚のもとに

生 まれた子供 たちは永遠に家族の一員

であることを，、福音の教えによって知

り，初めて希望を見出したと語ってい

た。

このような献身的な会買たちに与え

るメッセージは，わか りやす く，簡潔

な言葉で語 られる。もちろん必要な国

では通訳 を通 してである。私は，各地

域の兄弟姉妹たちにはまわりの人々に

良い影響 を及ぼす という重大な責任が

あることを指摘す る。彼 らには落胆す

ることは許されない。いつ も模範的な

生活を送 り，家族に戒め を守ることを

教 え，福音の教えを隣人に宣べ伝えな

ければならないのである。

との少数の教会員に関連して，1830

年 に教会が組織 されたとき，登録会貝

はわずか6名 でしかなか ったことを述

べ ておきたい。それにもかかわらず，

主は彼らに全世 界に福音 を宣べ伝える

よう告げられた。これは落胆せずには

おれないようなチーヤレンジであったに

違いない。 しかし，たび重なる銀難や

迫害にもめげず，彼 らはそのチ ャレン

ジに応えた。次々に土地 を追われ，家

を焼かれ，家財道具 を奪われ，神殿は

破壊 された。に もかかわらず，福音の

ゆえに，信仰 を守 り通したのである。

今 日，教会員は350万 人を突破 し，福

音のメッセージを宣べ伝える宣教師も

24，000人 を越えている。

また私は，ノーブーの暖かい家庭を

後にし，荒野を旅 して行かなければな

らなかった初期の開拓者たちの大きな

犠牲について も述べてお きたい。彼ら

は旅の途中で，死 と略奪に悩 まされた。

しか し， 自分たちが所属 しているのは

イエス ・キリス トの教会であることを

知 っていたので進み続けたのである。

私 たちは皆銘記 しておかなければなら

ないことがある。それは，救い主御 自

身 も迫害を受け，最後に十字架にかけ

られ，私たちのために生命を捧げ られ

た という.ことである。その結果，私た

ちが主の教えを受け入れ，それに従っ

113



て生きるならば，不死不滅 と永遠の生

命を得て，主 と共に住むごとができる

のである。

私たち教会貝は，背教 と回復につい

て もよく理解する必要がある。また，

ジョセブ ・ス ミスの神聖な使命につい

ても証 を持つことが必要である。さら

に知恵の言葉 をよく理解 し，それを守

り，神のみたまは汚れた体に宿 らない

という教 えを完全に受け入れなければ

ならない。1

私はここで，地域大会で話 した方々

の麗しい心と霊感に満ちた言葉 を皆さ

んにお伝 えできたらと思 う。しか し，

時間も限られているので，前回の地域

大会で話 された説教の中か ら，いくつ

か を取 りあげてみたい。

キンボール大管長は，優 しく，愛に

満ちた眼差で歓迎の辞 を述べ，主の祝

福が人々に注がれるようにと語った。

そして，戒めを守 り，正直で正 しい生

活を送 り，世 の人々の模範 となるよう

にと勧告 した。

その中から，ここでは純潔 という問

題について述べてみたい。大管長は，

人々が誤解することなく完全に理解で

きるように，はっきりと説明 した。大

管長は，たとえとして嵐の海をさまよ

う船 を取 り上げた。多くの船が船同士

や氷山との衝突，座礁により，荷物や

乗客もろとも失われて しまっている。

そこで，危険な状態か ら脱出できるま

で絶えず警報 を発し続けるような装置

が開発されていることを説明 した。

若人は大海 を航行 しているようなも

のである。警告に注意を払わなければ，

大惨事にあう。大管長は次のように述

べた。

「教会の指導者 として， また青少年

と彼らの福利に多少なりとも責任 を持

つ者 として，私は青少年に声を大に し

て，はっきりと申し上げてお きたい。
『皆さんは今，非常に危険な水域にい

る。数多くの危険に遭遇すると思われ

る時期にある。帯をしっか り締めなさ

い。そうすればこの銀難に もめげず，

生 き残ることができるはずである。』

私たちは警告 を受けたならば，それに

耳を傾け，生活に応用 しなければなら

ない。浅瀬や岩場や危険水域に近寄ら
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な い よ う にす る こ とが 大 切 で あ るd

ま た 大 管 長 は 姦 淫 ， 私 通 ， そ の 他 の

性 的 な 倒 錯 行 為 を 厳 し く戒 め た 。 パ

ウ ロ の 警 告 を 引 用 して ， 「不 品行 な 者

た ち と交 際 して は い け な い… … そ の 悪

人 を， あ な た が たの 中 か ら除 い て し ま

い な さ い」(1コ リン ト5：9，13)

と語 られ た 。

さ ら に 続 け て こ う語 っ た 。 「も し

若 人 が こ の基 本 的 な教 え を よ く覚 え，

いつ も良 き友 を持 ち， 自分 た ちの 標 準

を下 げ る よ うな 人 々 と決 して 交 わ ら な

い よ う に した ら， ど うだ ろ うか 。 こ れ

ま で も何 度 とな く繰 り返 して きた が ，

こ あ 不 品行 な 行 為(姦 淫)は ， 大 小 を

問 わ ず 様 々 な 罪 を伴 う邪 悪 な行 為 で あ

り， 主 が 非 難 し て お られ る もの で あ る 。

そ れ は， ア ダ ム の 時代 や モー セ の 時 代 ，

パ ウ ロ の 時代 ば か りで な く， 現 代 で も

同 じで あ る 。 教 会 は い か な る性 的 な倒

錯 行 為 も決 して 許 さな い 司

キ ン ボ ー ル 大 管 長 は ， こ の よ うな 罪

の 重 さ を 強調 し な が ら も， 心 か ら悔 い

改 め る な らば 赦 しの 道 も 閉 ざ され た わ

け で な い と述 べ ， 次 の よ うに 教 義 と聖

約 を 引用 して い る 。

「見 よ
， お よ そす で に そ の.罪を悔 い

改 め た る 者 は 赦 さ れ ， 主 な るわ れ もは

や これ を忘 るべ し。 人 罪 を悔 い改 め し

や 否 や は ， 見 よ， 彼」ま自 ら これ を告 白

しそ の 罪 を捨 つ べ け れ ば ， そ の 悔 い 改

め た る こ とは こ れ に よ りて知 る を得 べ

し。」(教 義 と聖 約58：42-43)

そ して ， 次 の よ ヴに 言 わ れ た。

「道 徳 に 関 す る教 会 の 立場 は よ くわ

か っ て い る と思 う。 それ は着 古 した 服

で は な い 。 色 あせ ， 流 行 遅 れ に な っ た，

糸 の ほつ れ た服 で は な い 。神 は い つ の

時 代 に も変 わ る こ とが な く， そ の 誓 約

も教 義 も普 遍 で あ る 。 教 会 が 昔 の 価 値

観 を変 え よ う と しな い の は， そ れ が 古

い か ら で は な く， む し ろ長 い 歴 史 に よ

っ て 正 しい こ とが 証 明 され て い るか ら

で あ る。

不 当 な 性 行 為 は ， 不 幸 ， 落 胆 ， 不 快

レか もた ら さ ず ， ほ とん どの 場 合 嫌 悪

感 が 残 るだ け で あ る。 た った 一 晩 の 暗

い 一 時 の ため に ， 生 活 は粉 々 に砕 か れ

て し ま う。 失 わ れ た純 潔 は 永 久 に 戻 ら

ず ， 盗 まれ た 美 徳 は 取 り返 す こ とが で

き な い 。 予 言者 イザ ヤ は 次 の よ うに 述

べ て い る。 『主 の 器 をに な う者 よ， お

の れ を 清 く保 て 。』(イ ザ ヤ52：11)」

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン長 老 は ， 地

域 大 会 は 私 た ち が 心 に よ く思 い 図 り，

祈 り を捧 げ ， 内 省 し， 決 心 す る とき で

あ る と述 べ た 。 彼 は 自由 意 志 に つ い て

語 り， こ う述 べ て い た 。

「この 自由 意 志 の 賜
， こ の選 択 の権

利 ほ ど こ の上 な く大 切 で ， 永遠 に わ た

っ て 意 義 あ る も のは な い。 あ な た は ど

の よ う な選 択 をす る だ ろ うか 。 こ の 地

域 大 会 を終 え て 家 に 帰 る と き， 何 の 変

化 もな く帰 る こ との な い よ うに しよ う。

む しろ この 建 物 を 出 る と きに ， 胸 を 張

り， 思 い を満 た し， 感 慨 を と どめ ， 身

と心 を躍 らせ な が ら， 歩 も うで は ない

かd

モ ン ソ ン 長 老 は また ， 生 活 の 中 で 目

標 を達 成 す る具 体 的 な 方 法 に つ い て提

案 して くれ た 。 そ の 第1は ， 耳 を傾 け

る こ とで あ る。 つ ま り， 主 の 言 葉 ， 予

言 者 の 言葉 ， 両 親 の 言 葉 ， ま た 私 た ち

一 人 一 人 に さ さや きか け る 静 か な 細 い

声 に 耳 を傾 け る こ とで あ る と強 調 し た。

そ して 大 会 の 出 席 者 全 員 に ， 「ル シ フ

エ ル の よ うな ， 罪 を も た らす 笛 吹 きの

軽 快 な メ ロデ ィー に 耳 を 貸 さず ， 真 理

の 声 に 注 意 深 く耳 を傾 け る よ うに 」 と

勧 告 して い た。

モ ン ソ ン長 老 が あ げ た 第2の 提 案 は ，

学 ぶ こ とで あ る 。 そ し て ヤ コ ブ 書 の 聖

句 を 引 用 し た。 「御 言 を行 う人 に な り

な さ い 。 お の れ を斯 い て， た だ 聞 くだ

け の 者 とな っ て は い け な いd(ヤ コブ

1：22)私 た ち は 聖 典 や 良 き書 物 か

ら学 び， 教 会 幹 部 の よ うな 立 派 な 人 々

の 生 活 か ら学 び 取 る必 要 が あ る と， モ

ン ソ ン長 老 は語 っ た。

第3の 提 案 は ， 勤 労 で あ る。 モ ン ソ

ン長 老 は ニ ー フ ァ イ の 言 葉 を 引 用 し，

「私 は 主 が 命 じた も うた こ とを行 っ て

行 う」(1ニ ー フ ァ イ3：7)と 述 べ

た 。 そ して 私 た ち に ， 神 の 王 国 を築 く

よ う努 め る こ とに よ っ て ， 証 を分 か ち

合 うよ うに と語 っ た。

モ ン ソ ン長 老 が 提 案 し た最 後 の 言 葉

は 愛 で あ る 。救 い 主 は 律 法 学 者 に 対 し

て ， 一 番 大 切 な 第 一 の 戒 め は神 を愛 す

る こ とで あ る と答 え， 「自分 を愛 す る



戚'

よ うに あ な た の 隣 り人 を愛 せ よ」(マ

タ イ22：39)と い う第2の 戒 め に つ い

て も語 られ た 。 ・.、

モ ン ソ ン長 老 は最 後 に 次 の よ うに 語 ρ

っ て い る。

「や が て この 歴 史 的 な 大 会 も終 り を

つ げ よ う と して い る 。 会 衆 は 去 り， 会

場 の ラ イ トは 消 え， オ ル ガ ンか ら流 れ

て い た 旋 律 も聞 こ え な くな る 。 しか し，

私 た ち は 二 度 と 同 じ 自分 に返 る こ とは

な い だ ろ う。私 た ち は 予 言 者 の 声 ， ス

ペ ン サ ー ・W・ キ・ン ボ ー ル 大 管 長 の 声

を耳 に .した 。 ま た愛 を も っ て 共 に 主 を

礼 拝 し た。 私 た ち は 天 父 の 導 きが あ っ

た こ と を感 じた 。 皆 さん は， そ れ ぞ れ

耳 を傾 け ， 学 び ， 働 き， そ して 愛 す る

こ と を決 心 な さ っ た こ と と思 う。 私 た

ちが 決 心 し た こ とを実 行 で きる よ うに，

主 は い つ も助 け の 手 を差 し伸 べ て お ら

れ る 。 『見 よ， わ た しは 戸 の 外 に 立 っ

て ， た た い て い る。 だ れ で もわ た し の

声 を 聞 い て 戸 を あけ る な ら， わ た し は

そ の 中 に は い る で あ ろ う。』(黙 示3：

20)」1

ま た ， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ∴ 長 老 の

『警 め の 声 』 とい う説 教 で は
， この 大

会 の テ ー マ が 美 し い 言葉 を もっ て 説 か

れ て い た 。 パ ッ カー 長 老 は教 義 と聖 約

第1章 の主 の 言 葉 を 引用 し た 。

「而 して
， こ の 末 の世 に わが 選 び た

る弟 子 た ち⑳ 口 よ り， す べ て の 人 々 に

警 め の声 は 及 ば ん 。

こ の 末 の.世の 弟 子 た ち は 進 み行 け ど，

一 人 も これ を止 む る者 な か らん
。 そ は

主 な る.われ ， 彼 らに 命 じた れ ば な り。」

(教.義 と聖 約1：4-5)

パ ッヵ 「 長 老 は ，先 日の ア イ ダ ホ 州

の テ ィー トン ダ ム の 決 壊 に つ い て 述 べ ，

家 屋 や 教 会 ， さ らに 町 全 体 に 洪 水 が 及

ん だ 模 様 を克 明 に 説 明 した 。790の 家

屋 が 完 全 に確 壊 され ， 学 校 ， 教 会 ， 会

社 の 建物 な ど， 約800余 りの 家 屋 が ひ

どい 損 害 を受 け た 。 濁 流 に よ る被 災 者

は 約7，800人 に達 し， そ の ほ か 盆 地 に

住 む25，0Ω0人 か ら30，000人 の 人 々 が 危

険 に さ ら され た 。
一 「しか し

， そ の 土 曜 日の 朝 ， 人 々 の

間 に 何 が 起 こ っ た だ ろ うか 。 正 に 奇 跡

で あ る。死 者 は 何 人か い たが ，.溺死 者 は

わ ず か6名 しか い な か っ た 。 あ の よ う

に 大 き な 災 害 で あ りな が ら， な ぜ 死 者

が これ ほ ど少 なか った の だ ろ うか 。

理 由 は こ う で あ る。 人 々 は 警 告 を受

け て い た 。 多 くの 人 々 は そ の 日の朝 ，'

落 ちつ か ず ， 胸 騒 ぎ を感 じて い た 。 そ

の た め ， 警 告 が 発 せ られ た と き， 直 ち

に 避 難 す る こ とが で き た 。 人 々 は 警告

に 心 を留 め て い た か ら で あ る。 末 日聖

徒 は 警 告 に 注 意 を 払 っ て い る。 そ れ は

次 の よ うな 啓 示 を 読 ん で い た か ら で あ

る 。

『そ もそ も今 は 警 め を告 ぐる時 に し

て ， 多 くの 言 を費 す べ き時 に あ ら ざ る

な り。 主 な るわ.れは， 末 の世 に 於 て 欺

か れ ざ れ ば な り。』(教義 と聖 約63：58)」

パ ッ カー 長 老 は， 科 学 的 に 計 算 す れ

ば ， 約5，300人 の 生 命 が 奪 わ れ た と し

て も不 思 議 で な い の に ， そ の数 は ま こ

とに 少 なか っ た と述 べ て い る。 そ の 洪

水 は 屋 根 に 上 が れ ば助 か る とい っ た た

ぐい の も の で は な い 。 家 屋 が 完 全 に 押

し 流 され る よ うな 洪 水 だ っ た の で あ る。

多数 の 人 々 は 何 キ ロ も離 れ た 高 台 に避

難 しな け れ ば な・ら な か っ た 。 人 々 が 助

か っ た の は ， 警 告 に 耳 を傾 け ， そ の 警

告 を隣 人 に伝 え たか ら で あ る。

パ ッ カー 長 老 は 再 び 啓 示 の 中 か ら繰

り返 し た。 「汝 ら の旅 行 中 に 警 告 を な

し た る者 た.ちに ， 主 を呼 び て そ の 受 け

た る 警 め を 暫 しの 間心 中 に深 く考 え し

む べ し。 … … 見 よ， わ れ は 民 に 証 し，

民 を警 め ん た め 汝 ら を遣 わせ り。 さ れ

ば ， そ の 警 め を受 け し こ とあ るす べ て

の 人 は そ の 隣 人 を警 む る責 任 あ りd

(教 義 と聖 約88：71，81)

さ らに パ ッ カー 長 老 は こ う述 べ た 。

「人 々 が 助 か った の は
， 次 の よ う な こ

と が あ っ た か らで あ る 。 警 告 が 発 せ ら

れ る と， 人 々 は 皆 ， 家 族 や 隣 人 に 向 か

っ て 警 告 の 声 をあ げ た 。 … … 彼 ら は行

き 当 た ワば っ た りに そ う した だ ろ うか 。

い や そ う で は な い 。 人 々 は 大 声 を あ げ，

叫 ん で 警 告 し合 っ た 。 自動 車 の 警 笛 を

鳴 ら し， あ らゆ る手 段 を用 い て ， 警 告

を発 した 。 『谷 か ら逃 げ ろ。 洪 水 が や

っ て ぐる ぞ!』

溺 れ た6名 の う ち の ひ と りは ，'ダム

の す ぐ下 に い た た め ， な す す べ が なか

っ た 。 他 の5名 は 警 告 に 耳 を 貸 さ なか

っ たか ， 何 か を取 りに戻 っ たか で 溺 れ

たのである。人々は皆警告を受けると，

す ぐに隣人に警告を与え・た。それは正

に偉大な奇跡の ドラマである。奇跡の

連続であうた。そしてこの大災害 自体

が，ひ どつの警告 として人々の心に浮

かび上がってきたのである。

最後にパ ッガー長老はこう結んだ。

「今はまさに主の計画における土曜日

の朝である。私たちは喜んでその楽に

励み， 日々の生活に遙進 している。し

か し私たちの中には，不安 で，心の落

着 きを失っている者 も少なくない。 こ

の大会を通 じて，私たちは予言者や使

徒たちの叫ぶ，警告の声を耳にしてき

た。彼らは叫んでいる。 『谷か ら逃げ

よ。高台に避難せよ。洪水の危害から

逃れ，罪悪や霊の災いを退け よ。』 私

は再度繰 り返 したい。この警告 を与え

る義務があることを。」

兄弟姉妹ならびに友人の皆さん，地

域大会の 目的，総大会の 目的，そして

この六会の主要な目的は，この警告の

声 を発することである。そして，その

警告 を受け，警告の声 を耳にしたあな

たは，あなたの隣人に警告を与えなけ

ればならない。私たちが与えられた警

告に耳を貸 さず，隣人に警告 を発する

ことをしなければ，私たちは皆失われ

て しまうであろう。

多くの人々がその心 と耳をふさぎ，

主のみ言葉か ら離れ去っている現在，

イエス ・キ リス トの福音の原則をさら

に勤勉に，忠実に， 熱心に宣べ伝 える

ことは，それを信 じている者全員に課

せ られた義務である。私は神が生 きて

お られ，イエスがキ・リス トであり， こ

の教会が，予言者スペ ンサー ・W・ キ

ンボール大管長を通 じて主が導いてお

られる主の教会であることを証 したい。

私たちがそのような生活を送 り，神に

背 を向けて戒めを破 るときに受ける滅

びか ら，家族や愛す る者 と共に救われ

るように。

また，私たちが皆，'正義のみ業に携

わ りう愛の心 を持ち，真理の証 を述べ

て，予言者の語る警告の声に耳 を傾け，

隣人に警告 を発することができるよう

に，イエス ・キ リス トのみ名にょって

心か ら祈 るものである。アー メン。
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あ る有名なフ・トボールコーチが最
近 ， 優 秀 な選 手 の 条件 と して あ る

特 別 な資 質 を あ げ て い た 。優 秀 な選 手

は チ ー ム ワー クに 秀 で て い る だけ で な

く， 個 人技 に お い て も他 に 抜 き ん 出 て

い な け れ ば な らな い ， と彼 は 言 う。 一

流 の 選 手 に な る た め に は， 肉 体 的 に も

精 神 的 に も， 必要 な す べ て の 資 質 を具

え て い な けれ ば な ら な い 。個 人 と して

の 誇 りも必 要 で あ る し， 自 己 の イ メー

ジ も確 立 し て い な け れ ば な ら な い 。 ま

た 忍 耐 や 自制 心 の 点 で もチ ー ム メー ト

や 友 人に ， 「彼 は 冷 静 な い い選 手 だ 。

何 を ど うす れ ば よ いか よ く知 っ て い る」

と言 われ る よ うで な け れ ば な らな い 。

正 し い 自 己 管理 は ， 自尊 心 を育 む 大

切 な 美 徳 の ひ とつ で あ り， こ の 自尊 心

は 人 を動 か す 大 き な 力 とな る 。 自分 が

何 者 で あ るか を知 り， そ の よ うに 振 る

舞 うこ とは， ひ とつ の 美 徳 で あ る。 私

た ちが 神 のか た ちに 造 られ て い る こ と

は 大 い な る祝 福 で あ り， ま た 同 時 に 大

き な責 任 を伴 う もの で あ る。

「あ な た が た は 神 の 宮 で あ っ て
， 神

み たま

の 御 霊 が 自分 の う ち に宿 って い る こ と

を知 ら な い の か 。

も し 人が ， 神 の 宮 を破 壊 す る な ら，

神 は そ の 人 を滅 ぼ す で あ ろ う。 な ぜ な

ら， 神 の 宮 は 聖 な る もの で あ り， そ し

て あ な た が た は その 宮 な の だ か ら で あ

あ るd(1コ リン ト3：16，17)

正 しい 自尊 心 を持 て ば ， い い か げ ん

な振 舞 い は しな くな る。 ま た正 し い 自

己 の イ メ ー ジは 自尊 の心 を育 む 基 とな

る もの で あ る 。 自分 自 身 を 目 的 を 持

っ て効 果 的 に 訓 練 す るた め に は ， こ の
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私たち は自己を正 しく評価す る ことによって 自己を再 認識 し，

自己のイ メー ジを高 く持ち ，自尊心を育む ことができる

正 し い 自己 の イ メー ジが 必要 で あ る 。

こ こ で， 自 己管 理 の 基 本 に つ い て， 少

し検 討 を加 え て み た い。

一 般 的 に 言 っ て
， 本 の 表 紙 や カバ ー

は ， そ の 本 の 中 味 を売 り込 む ため の も

の で あ る。 同 じ よ う に， 私 た ちが 死 後

に受 け る裁 き も， 生 命 の 書 の 表 紙 に 左

右 され る こ とは な い 。 そ こ で 「問 題 は

中 味 な ん だ 。 髪 の長 さや ひ げ の 長 さ で

は な い」 と言 う人 が い る 。 そ う い う人

に一 言 申 し上 げ た い 。 「確 か に ， 私 も

そ の 通 りだ と思 う。 しか しそ れ が 本 当

な ら， ど う して あ な た は あ えて 別 の 自

分 を 見せ よ う とす るの かd私 は これ

ま で， 容 姿 の 問 題 に つ い て い ろ い ろ な

人 と話 して きた が ， そ の 人 た ち の 考 え

方 を変 え させ る上 で効 果 的 な方 法 は ，

そ の 人 の 自尊 心 と 印 象 と イ メー ジに や

さ し く訴 え る こ とで あ る と言 え る。

自己 の イ メー ジは 着 る物 に よ っ て 高

め られ る も の で あ る。 ふ さわ し く， 慎

み 深 く， 着 る 人 を美 し く見せ ， また 人

に 安 ら ぎ を与 え る服 装 は ， 着 る 人 の 心

を高 め て くれ る 。 逆 に 華 美 な， あ る い

は 慎 み の な い 服 装 は ，'良 くな い 印 象 を

与 え， 誤 解 を生 む 。 ま た ， ふ さ わ し く

な い 服 装 か ら誤 っ た行 為 に 走 る こ と も

あ る 。 私 は 盲 人 の 友 を数 名 知 っ て い る

が ， い つ も彼 らに 賞 賛 と尊 敬 の 気 持 を

抱 い て い る 。 彼 らは 自分 自身 もほ か の

人 も見 る こ とが で き な い 。 に もか か わ

らず ， いっ も小 ぎれ い で ， 端 正 な 身 な

り を して い る 。 これ は， そ の盲 人 が 自

分 自身 に 対 して 良 い イ メー ジ を持 つ こ

とが で き る よ うに ， 盲 人 自 身や 盲 人 の

世 話 をす る 人 々 が 努 力 して い る の で あ

る。 目の 見 え な い 人 が この よ うに努 力

して い る の に ， 目の 見 え る私 た ち が 内

に な い もの で 外観 を装 う とす る な らば ，

そ れ は私 た ち 自身 に とっ て も， 他 の 人

に と っ て も， 大 き な不 正 で あ る と言 わ

な け れ ば な らな い 。

こ こ で ， そ れ ぞ れ 次 の よ うに 自問 し

て み て は いか が だ ろ うか 。 「私 は 自分

の 服 装 に 誇 り を持 て る だ ろ うか 。 自分

に ふ さわ しい 服装 だ ろ、うかd予 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス が 経 験 し た 輝 か しい

訪 れ ほ ど， ふ さわ しい容 姿 を表 わ して

い る例 は な い で あ ろ う。 ジ ョセ ブ ・ス

ミス は こ う述 べ て い る 。 「私 は 筆 紙 に

尽 し難 い 輝 き と栄 光 と を有 ち た も う二

人 の御 方 … … を見 たd(ジ ョセ ブ ・ス

ミス2：17)

私 た ちが い ろ い ろ な と こ ろ に 出 か け

る準 備 をす る と き， 一 番 時 間 をか け る

の が ， 身 な り を き ち ん とす る こ と で あ

る 。 あ る母 親 は こ う語 って い た 。 「私

が 髪 を とか し， 口紅 をぬ って， きれ い

な ドレス を着 て い る と， 子 供 は い つ も

『お母 さん
， ど こか に 行 くの』 と言 い

ます 。 わ が 家 で は お め か しで きな いの

で し ょ うか 。 そ の と き， 私 は家 に い て

家 事 をす る と きに ， ほ とん ど身 な りに

関 心 が な か っ た こ とに 気 づ き ま し た。

買 物 に 行 く と きか 人 を訪 問 す る と き以

外 は， ず っ と仕 事 着 の ま ま だ った ん で

す 。 よそ を訪 問 し た り， 教 会 に 行 っ た

りす る特 別 な場 合 以 外 は ， 忙 しい こ と

を理 由 に 身 な りに 気 を配 っ て い ませ ん

で した 。 で す か ら， 特 別 な理 由 も な し

に お め か しす る と， 子 供 が け げ ん に思

う の も無 理 の な い こ と です ね，」
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私たちが この人生で絶えず希求す る

もののひとつに， 自己を知 るというこ

とがある。 このことについて， トーマ

ス ・ハ リス博士は次のような言葉 を述

べている。至言である。 「たいていの

人は，いつ までたって も劣等感に悩む

無力な子供の状態から脱けきらず，内

に秘めた力を発揮することができない。

大丈夫だ とい う気持 だけでは，欠点

も情緒面 での問題 も克服 で きない。

そ うした欠点や情緒面での問題によっ

て自分 自身が無力な者 とされるのを拒

んでいるにす ぎないか らである。人は

自分のあ りのままの姿 を受け入れなけ

ればならないが，それと同時に，自己

の生活をさらによく管理するよう努め

なければならないのであるd

自己についてよ く理解し，神がすべ

ての人に賜 と才能 を与えておられるこ

とを認識す ることは，価値あるチャレ

ンジである。 「何 となれば，賜は多 く

あれどすべての人は神の 『みたま』に

よ りてその一を受 くればな り。

ある者はある賜 をたまわ り，.また他

の者には別の賜をたまわり，か くして

すべての者 これによりて益 を得るな りd

(教義 と聖約46：11-12)

自己の限界 と潜在能力に絶えず注意

を払 うことは， 自尊心 を高めるのに役

立つ。私たちは自分が神の子であると

い う事実を絶えず心に留める必要があ

る。神は私たちをよ く御存知であ り，

私 たちの祈 りを聞 き届けて下 さる。神

は私たちを愛 しておられる。正 しい自

己のイメージを抱 くことによって，私

たちは日々の行 ないと生活 を，また心

を幸福の道に向けることができるので

ある。私たちに神か ら授か った属性が

あ ることを知 っていることは，何 と誇

らしいことだろうか。かつてアブラハ

ム ・リンカーンはこう語った。 「自分

自身の価値 を認め，自分が偉大な創造

主の子孫であると主張す る者は，容易

に自らをみ じめな状態に置 くことはな

いd(1862年8月14日 ，ワシン トンで

.黒 人代表に語った植民地化問題に関す

る演説 より)

私たちに課せ られた義務 は， 自己憐

欄， 自己卑下，放縦 を避けることであ ・

る。私たちは神 との関係を正 しく理解

す る な らば ， 一 瞬 た り と も， ま た一 日

た り と も次 の よ うな 疑 問 に 悩 ま さ れ る

こ と は な い だ ろ う。「私 に は これ を受 け

る 価 値 が あ る だ ろ うかd「 神 は私 の 先

め に な ら な い こ と を な さ るだ ろ うか 。」

「なぜ 私 は 友 達 が 持 っ て い る よ うな 才

能 を持 って 生 まれ て こ な か っ た の だ ろ

うかd

私 た ちが 家 族 ， 隣 人 ， そ の他 い ろ い

ろ な 組 織 の 人 々 と正 しい 関 係 を保 つ た

め に は ， ま ず 私 た ち の 方 か ら心 を開 き

働 きか け る 必 要 が あ る。 礼 儀 正 し く，

自 己 を大 切 に す る気 持 を忘 れ て は な ら

な い 。 他 人 と交 わ る と き は， 謙 遜 な気

持 が なけ れ ば な らな い 。 私 た ちは 正 し

い 自 己管 理 をす る こ と に よ っ て ， まず

チ ー ム の一 貝 とな る。 コー チ や キ ャ プ

テ ンや 花 形選 手 とな る こ とは ， そ の 次

の 問 題 で あ る 。 こ の よ うな 関 係 や 生 活

の 中 で こ そ ， 「も し ひ とつ と な らず ば

汝 ら は わ が もの に あ ら ず」(教 義 と聖

約38：27)と い う真 理 が 新 た な 重 要 性

を帯 び て くる の で あ る。

そ の ほ か に ， 効 果 的 な 自己 管 理 をす

る上 で大 切 な こ とは 自己 訓 練 で あ る。

自分 の行 な い を制 す る こ と以 上 に， 大

き な満 足 感 を得 られ る もの が ほか に何

か あ るだ ろ うか 。 健 康 を も た らす 習慣 ，

誠 実 さ， 忍 耐 ， 決 ま っ た こ と を き ちん

と行 な う こ と， 人 との対 話 ， そ して 自

制 ， これ らは い ず れ も個 人 の心 の 貸 借

対 照 表 の 中 で 大 きい 資産 とな り得 る。

こ う し た特 徴 が 外 に 現 わ れ る よ うに な

る と， 自己 管 理 が よ くで きて い る こ と

が わ か る の で あ る 。 自 己 に誠 実 で あ る

人 は ， 神 と家 族 ， そ の ほ か 日々 交 流 の

あ る 人 々 に 対 し て も正 直 に接 す る こ と

が で き， あ ら ゆ る 人 々 との 関 係 に お い

て そ の 誠 実 さ を保 つ こ とだ ろ う。 従 っ

て 人 は， そ の 進 む 方 向 が 定 ま って い な

け れ ば， ま っす ぐに 歩 む こ とは で き な

い 。 い か な る時 ， い か な る状 況 の も と

訪問者

117



でも， 自分はどこを目ざしているのか

を知る必要がある。自ちの価値 を低下

させる道ではなく，逆に向上 させ る道

を歩んでいれば，悪の訪れ を回避す る

ことができる。価値ある業に逼進 し，

神の王国を第一に求める姿勢は，正 し

い自己管理 と自己の才能の正 しい応用

の結果 として生まれて くるのである。

自己訓練 を教えるときは特に，あざ

けったり，恥 をかかせた り，泣かせた

りすることによって態度の改善 を図ろ

うとせず，逆に自己を尊重 し，大切に

することを教 えるように しなければな

らない。私たちの生活め中で起こる大

きな悲劇のひ とつは，この自尊心 を傷

つけ られることである。 しか もそれは

たいてい自分自身が招 いた苦 しみに起

因している。この 自尊心を築 くのは，

気持 を卒直に述べ，模範を示 し，礼儀

正 しく接する態度である。人は他人か

ら自分の望んでいる理想の人として扱

われることによって，大 きな励 ましを

得るものである。私の経験では，たい

ていの思慮深い人は，脅 しや権力によ ・
さと

って説得するよりも，親 しい態度で諭

した方が よく聞 くものである。

健康をもたらす習慣についても同じ

ことで，相手を非難 した り不快に した

りするよりも，この世 と永遠の双方に

とって価値があることを適切に強調 し

た方が，一般にはよ く改善されるもの

である。太っている人には，適当な食

事療法をし，運動をした方が健康 にも

容姿にもよいことを勧めるべ きである。

ほ とんどの人は， しんらつな非難を浴

びせ られるよりは， 自分が行なったこ

と，あるいは行なおうと誠実に計画 し

たことに対 して，心か ら理解 して もら

う方がよくそれに応 じるものである。

私たちは恨みや悪意の中で自分 を失

って しまい，健康 の面で自らを訓練す

る力を弱めていること，あるいはそれ

を全 く失っていることが往々にしてあ

る。最近，私は覚せい剤を常用 してい

るひとりの若者 と話す機会があった。
「なぜ覚せい剤などを使用するのだね」

という私の問いに対 して，彼はこう答

えた。 「母に仕返 しをしてや りたかっ

たか らですdま た結婚 して子供のい

る若 くて美しい女性で，カクテルを愛

飲している人がいた。私はこう尋ねた。

「どんなきっかけで飲むようになつた

のですかdす ると彼女は答えた。「夫

の父が私につ らくあたるんですdも し

覚せ い剤やアル コールを常用する適当

な理由があるとすれば.私 はまだそ

んな理由を.知らないが このふた り

の友が述べた理由に勝るものでなけれ

ばならない。神 と人間の栄光 は，英智

を働かせて自己管理 をするところにあ

る。

ふさわしい服装 をし，身な りを整 え，

髪 を端正に整えることと同じように私

たちの 自己のイメー ジと品行に とって

大切 なものは，優 しい声，ふさわしい

言葉使い，良い作法，他人の権利の尊

重，・そして礼儀 である。

個人的にも，また公衆の場において

も，公正な考えを抱 き，適切な言葉 を

使い，礼儀正 しく振 る舞 う人を見ると

き，私たちは恥ずか しさを感 じ，心が

高められる思いがす る。礼儀作法を守

ることは，社会生活に必要な品位 と和

を保つ上で欠 くことのできない もので

あ り，私たちが第一に関心 を示さなけ

ればならない問題である。 しかしなが

ら私たちが よく目にし，耳にするのは，

この礼儀作法 を身につけるとい うこと

よりも，食事療法や運動 によって容姿.，

を整え，人々に受け入れられる という

ことの方である。礼儀は 自然な形で態

度や言葉に表われるのが最 も素晴 らし

い。礼儀は昔の人々が作 り出した遺物

でな く，長い間培われてきた生活方式

なのである。モーセがシナイ山か ら持

ち帰 ったのは十戒だけではない。モー

セは誤解の生 じないようにはっきりと，

紳士 としての振舞いについて規定 して

いるこ とを，私 たちは心に留める必要

がある。同国人，他国人の区別なく礼

を尽 くし， 目の見えない人，属のきけ

ない人，老人，疲れている人を敬い，

うわさ話を慎むよう告げている。

礼儀 は特定の友人や特定の場に限 ら

れ る特別な行為 ではない。特殊な社会

環境や特殊な人々にだけあてはまると

いった うわべだけのものでもない。家

であろうが会社であろうが，あるいは

高速道路を走っているときであろうが，

非常に大切な，ひとつの生活様式なの
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である。予期せ ぬ出来事か ら来る傷撃

を和 らげ，動揺 を抑えて くれるもの%

ある。私たちは親 しいからとか，状況.

が状況だか らとか言って，無作法を正

当化 したり，大 目に見てもらっ1たりす

ることはで きな い。人 との交流の場

で自然に表に出て くるものは，私却ち

が 日頃から家庭で教えられ，培つてい い

る礼儀作法なのである。

また約束や集会の時間を守ることも

自己訓練の一要素であ り， 自己を尊ぶ

こ との表われである，時間の厳守は，知

性ある人がその友に送る，礼儀正 しい

賛辞のひとつである。その人の時間に

対する観念は，新 しいグループや友人

たちに初めて接す るときの紹介状のよ

うなものである。時間 を守るという礼

儀や分別 を持たない人は， 同時に落着

きも平静 さもない人である。

友人との関係で忍耐強い人は，自己

訓練のよくできている人である。その

ような人は話す ときも思慮深 く，聴 く

耳を持っている。決 してほら吹きでも，

お しゃべ りでも，また無作法でもない。

のべつま くな しに話す人ではな く，話

す必要のあることだけを話す人こそ賢

い人である。

私がきょう心に願い，祈 ることは，

私たちが 自分 自身に対 して新たな義務

感 として認識を持 ち， 自己のイメージ

を高め，そして 自尊心を育む1というこ

とである。私たちは神 の子供であり，

神から与えられた属性 を持 っている。

私たちは皆指導者 となるために学ぶ機

会 を得ているし， またそうする義務が

ある。そして 「彼は冷静ないい選手だ。

何 をどうすればよいかよ く知 っている。

彼は 自分 自身をよ く管理できる人間だ」

と言われるような生活 をしようではな

いか。そうするときに，私たちは王国 ・

でさらによい働 きがで き， またロレン

ゾ ・スノー大管長が述べた， 「人が現

在あるがごとく神 もかつてあ り，神が

現 在あられるごとくに人 もな り得る」

という感銘深い言葉 をよく理解できる

のである。これこそが正 しい自己管理

である。

この話 と証 を，私たちの完全なる模

範者イ土ス ・キ リス トのみ名によって

申し上げる。アー メン。



1

宣教師の備え

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

M・ ラ ッ セ ル ・バ ラ ー ド ・ジ ュ ニ ア

両親と教会指導者への提案

㌧㍉

兄 弟姉妹の皆 さん・私は伝道部長の
任 を受けていてこの大会に出席す

ることになったが，まるで戦地にいる

司令官が前線か ら本部に召還され，総

司令官，統合参謀本部ならびにその他

の幹部に戦況 を報告 しているような気

持である。

この戦 いは銃や兵器を使 っての激し

い戦争ではない。天父の子供たちを獲

得するための，正義の軍隊と悪の軍隊

との激烈な戦いである。しか も正に現

実の戦いなのである。

私は伝道地 においてその前線の責任

をあずか る者 どして，心か ら証 したい。

敵は非常によく訓練 されてお り， この

永遠の戦いの戦術に通 じている。悪魔

の軍隊はあらゆる罪深い行ないを考え

出し，雑誌， ラジオ，映画，テレビな

どすべての手段を利用 して，その 目的

を遂げようとしている。恐らく，最 も

巧みな方法は，人々の心 と思いを見す

か し，神 と御子イエス ・キ リス ト， さ

らにはその教会に対する関心をそらす

ために用いる，無感動，無感覚 の気持

であろう。

偉大な予言者モルモンはこう教えて

いる。 「それで善いものはみな神から

出るし，悪い ものは悪魔か ら出る。悪

魔が神の敵であってたえず神に背 き，

人を誘惑 してこれに罪を犯 させ いつ も

悪い事をさせ ようとする者である…」

(モ ロナイ7：12)

私は自分の経験から，キンボール大

管長が求めているような速 さで教会 を

築 くためには，私たち全貝がもっとよ

い福音の教師 となるように努力 し，備

え な け れ ば な らな い と考 えて い る。 私

は ， バ プ テ スマ を受 け て ， 新 た に 教 会

員 とな った 人 々 の 生 活 に ， 非 常 に 大 き

な 喜 び が も た ら され て い る様 子 を しば

しば 目に す る 。 また ， バ プ テ ス マ 会 の

た び に， ひ と りの 人 を改 宗 に 導 くた め

に ， 会 貝 と宣 教 師 が どれ ほ ど 多 くの 準

備 を しな け れ ば な ら な い か を思 い 起 こ

す の で あ る。

そ して ， 私 は こ う 自分 に 問 い か け る。

「私 た ち は 両 親 と し て
， また 指 導 者 と

して ， ど うす れ ば正 義 の 原 則 を守 る方

法 を若 人 に もっ と効 果 的 に 教 え る こ と

が で き るだ ろ うか 」 と。

そ の 答 え と して は ， よ り よ い訓 練 と

準 備 しか な い よ うに 思 わ れ る。 私 は 大

会 で初 め て 話 す 機 会 を い た だ い た が ，

こ の 準 備 をす る に あ た っ て， 助 け の 必

要 性 を感 じ た。 そ こ で宣 教 師 の とこ ろ

に 行 っ て ， 伝 道 に 出 る前 に どの よ うな

準 備 を した か 尋 ね て み た 。 彼 らの 回 答

か ら何 が しか の こ とが 学 べ る も の と思

う。

最 初 の 質 問 は こ う で あ る 。 「ど うす

れ ば もっ と よ く伝 道 の 準 備 が で きた と

思 い ます かd

宣 教 師 た ち は ， 次 の よ うに 答 え た 。

「聖 典 を もっ と よ く勉 強 して お け ば よ

か っ た と思 い ます 。 セ ミナ リー や 他 の

教 会 の クラ ス に もっ と積 極 的 に 参 加 し

て お け ば よ か っ たd「 祈 りの 方 法 や 主

との 関 係 を も っ と よ く理 解 して お け ば

よ か っ たd「 もっ と早 くか ら， 自分 の

証 を確 か な もの に す る よ うに 努 力 して

お け ば よか っ たd

教 会 の 若 人の 皆 さん に 申 し上 げ た い 。

皆 さ ん は ， 永 遠 の 福 音 の 真 理 に 関す る

知 識 を も っ て， す な わ ち イエ ス は キ リ

ス トで あ り， キ・リス トの教 会 が 生 け る

予 言 者 を通 して この 地 上 に 回復 され た

こ と， また モ ル モ ン経 が 神 の み 言 葉 で

あ る こ と を よ く知 って ， 伝 道 に 出 る よ

つ に， ど。

私 は 次 の ニ ー フ ァ イ の 言 葉 が 好 きで

あ る。 「そ れ で あ るか ら， 私 は キ リス

トの 言 葉 を よ く味 わ え とあ な た た ち に

勧 め た 。 そ れ は キ リス トの 言 葉 は， あ

な た た ち の し な くて は な らな い こ とを

み な教 え る か らで あ るd(IIニ ー フ ァ

イ32：3)若 人 の 皆 さ ん ， 主 の 道 を

研 究 し， 学 ぶ 時 間 を さ らに 多 く取 り，

人 生 で最 も価 値 あ る投 資 を して は いか

が だ ろ うか 。 今 そ れ を行 な うな らば ，

あ な た は 主 の み た ま を伴 侶 と し て伝 道

に 出 る こ とが で き るで あ ろ う。 そ して，

人 々 に福 音 を熱 心 に ， ま た わ か りや す

く教 え た い と い う望 み を遂 げ る こ とが

で き る に違 い な い 。

皆 さ ん一 人一 人 の 上 に主 の祝 福 が あ

っ て ， 自分 が 価 値 あ る存 在 で あ る こ と

を は っ き りと 自覚 し， こ の 大 い な るみ

業 に お い て 果 た す 重 大 な役 割 を よ く認

識 した宣 教 師 とな れ る よ うに 。 ま た，

伝 道 に 出 る前 に よ く準 備 す る こ とに よ

っ て ， 証 が 深 く し っか り と根 を張 り，

た とえ 銀 難 の 風 が 吹 こ う と も， その 嵐

を 乗 り切 って ， こ の 偉 大 な 教 会 の 発 展

に 十 分 に 貢 献 で き る よ う祈 って い る 。

次 い で， 私 は 宣教 師 に次 の よ うに質

問 した 。 「お 父 さん は あ な た に もっ と

よ く準 備 を させ る た め に， どの よ うな

こ とが で き た で し ょ うか ，」
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次 に あ げ る の が 彼 ら の 返 事 で あ る。

「神 権 に つ い て も っ と教 え て も らえ た

は ず で すd「 神 権 が 正 義 の 業 を推 し進

め る た め の 力 で あ る こ と を理 解 で き る

よ うに教 え て ほ しか っ た司 「父か ら祝

福 を受 け た か っ たd「 お 金 の ヒ手 な 使

い 方に つ い て教：え て も らい た か っ たd

「目標 を立 て
， そ れ を達 成 す る方 法 に

つ い て 教 え て も らい たか った 。」 「一一緒

に祈 った り， 父 の 証 を聞 い た りす る機

会 が あ れ ば 良 か った 司

こ こで 私 自身 の 経 験 を話 し た い と思

う。 トロ ン.トに着 い て 間 もな く， 私 た

ち は 子 供 を学 校 に 入学 させ る 準備 を し

た 。5歳 の 息 子 は 幼 稚 園 に 行 くこ とに

な っ て い た が ， 当 日行 くの を いや が っ

た 。 そ の こ とで 妻 と私 は 少 し心 配 し た。

そ こで 私 は 息子 を部 屋 に 呼 ん で， 宣 教

師 た ち が 「電 気椅 子 」 と名 づ け て い た

椅.∫・に 座 らせ ， 面 接 を した の で あ る。

大 きな 黒 いす に よ じ登 る よ うに し て

か け た 息 子 にlri」か って ， 私 は 尋 ね た 。

「何 か パ パ に で き る こ とは … … 」

私 は そ の と きの 心 配 気 な 息 子 の 顔 を

決 して忘 れ る こ とは で きな い。 息 子 は

少 し唇 を震 わせ な が ら， こ う答 え た 。

「パ パ
， 幼 稚 園 行 き た くな いの 則

私 は 息 子 の気 持 が よ くわ か っ た 。 前

に 住 ん で い た町 に は 同 年 齢 の 友 だ ちが

何 人か い た が ， 伝 道 本 部 の 近 所 に は 同

じ年 齢 の 友 だ ち が ひ と り も い な か っ た

か らで あ る。 私 は 言 っ た 。 「ク レ イ グ，

君 に は い つ も友 だ ちが つ い て い るだ ろ

う。 … 緒 に ひ ざ まず い て， その 友 だ ち

に 君 を助 け て くれ る よ うに 祈 ろ う司

主 は ク レ イ グに この こ とか ら勇 気 を

与 え て 下 さ っ た 。 それ か ら私 た ち は 毎

朝 話す よ うに な り， いつ も私 が 祈 りを

捧 げ た 。

こ っ して2週 間 ほ ど た っ た あ る朝 を

境 に， ク レ イ グは 私 の 部 屋 に 来 な くな

っ た 。 そ して 父 と子 の 特 別 な 祈 り もな

くな っ た 。 ク レ イ グは 勇 気 を得 ， 友 だ

ち を 見 つ け た の で あ る。 以 後， わ が 子

との 毎 朝 の 特 別 な時 間 が な くな っ て寂

し く思 っ た の は ， む し ろ私 の 方 だ っ た 。

私 は伝 道 中 の この 体 験 が 末 長 くク レ イ

グの 記 憶 に残 り， 彼 が 召 さ れ て伝 道 に

従 事 し主 に仕 え る と き， 大 きな 力 の源

と な る よ うに と願 っ て い る。

父 親 で あ る 皆 さ ん， あ な た は 第 一 線

の 神 権 指 導 者 で あ る。 宣 教 師 は ほ とん

ど例 外 な く， 父 親 を 愛 し， 尊 敬 し て い

る。 教 会 の 将 来 の 宣 教 師 を訓 練 し， 備

え る の は ， 世 界 中 に あ な た を お い て ほ

か に い な い。

次 に， 教 会 の素 晴 ら し い母 親 の 皆 さ

ん に ， 長 老 た ち の 言 葉 をお 聞 かせ した

い 。 「お 母 さ ん は あ な た に もっ と よ く

準 備 させ る た め に ， どの よ うな こ とが
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で き た で し ょ うかd

「母 に は
， 料 理 ， 掃 除 ， 洗濯 ， 買 物 ，

つ くろ

健 康 管 理 ， 繕 い 物 ， 即 席 料 理 ， そ の 他

あ げ れ ば き りが あ り ませ ん が ， 家 事 に

つ い て い う い ろ教 え て ほ し均・っ た と思

い ます 司 立 派 な宣 教 師 とな る ため に

は ， 霊 的 な 結 び つ き も必 要 だ が ， 宣 教

師 が この 世 的 な 事 柄 に あ っ て 満 た さ れ

る こ と も， 私 た ちが 想 像 して い る以 上

に 重 要 で あ る。

母 親 で あ る皆 さ ん ， 子 供 た ち を他 の

人 が何 を必 要 と して い るか よ く気 づ く

子 供 に 育 て て い た だ き た い 。 子 供 た ち

に ， 人 間 関 係 を よ く保 つ た め の 基 本 原

則 を教 え， 実 行 させ て い た だ き た い 。

子 供 た ち の 肩 を 抱 き，'その 目 を 見 つ め ，

楽 し い実 り多 い伝 道 の ため に ， こ れ ら

の 方 法 を学 ん で お くよ う言 って い た だ

き た い 。 あ な た の 息 子 や 娘 は ， 母 親 の

愛 あ る 眼 差 に必 ず や 応 え る こ とだ ろ う。

こ の 対 話 の 中 で ， 宣 教 師 た ち は 指 導

者 に 対 す る愛 に つ い て も述 べ て い た 。

そ して ， ス テー キ 部 長 ， 監 督 ， 神 権 指

導 者 ， 教 師 も， 彼 ら を も っ とよ、く準 備

させ る こ とが で き た は ず だ と指 摘'し て

い た 。 宣 教 師 に 期 待 さ れ る こ と を も っ

と具 体 的 に 説 明 して くれ て い た ら， 面

接 も もっ と 多 く， しか も細 部 に至 る ま

で して くれていたら，主に従 う気持を

もっと早 く起 こさせていて くれたら，

またどのようにしたら積極的に熱意を

持って取組む姿勢が生 まれるかについ

て教 えて くれていたら， と語 っていた。

宣教師たちが伝道に出る前にこれら

の原則についてもっと教わっていれば，

彼 らは初めか ら歩みを速め，伝道の業

を一層速めることができるはずである。

そ うすれば，彼らは伝道に出た最初の

日か ら，聖霊の力によって福音 を説 く

ことができるからである。

キンボール大管長は，1974年 に伝道

に召された伝道部長たちにこう述べた。
「福音伝道の収穫は急を要す る問題で

ある。今や人も国家 も，その行 く末を

自らの手で選 びつつある。あらゆる人
ひん

々は重大な危機に瀕 し ている。正に戦

場にいるのである。私たちは過去の世

代に対 しては責任がないかもしれない

が， しかし現代の人々に対する重大な

責任 を回避することはできない。私た

ちは今，時 と人 と宣教師，そして偉大

な可能性 を託 されているのであるd(

1974年6月271日 ，伝道部長セ ミナー)

私たちに託 された偉大な可能性 とは，

天父と御子イエス ・キリス トのみ もと

に永遠に住めるように世 の人々を備 え

タバナ ク ルの入 場 を待 っ人 々

る こ と で あ る。 こ の た め に ， 私 た ち は

福 音 を全 世 界 の 人 々 に 教 え な け れ ば な

らな い。 教 会 外 の友 人の 皆 さ ん、 しば

ら くの 間， 次 の こ と を 自分 に 問 って い

た だ き た い 。 「私 は ど こか ら来 た の か 。

死 ん だ ら ど こ に行 くの かdき ょ う， 私

は ， 教 会 員 と宣 教 師 に ， さ らに 一 生 懸

命 に 備 え を して ， 私 た ち が知 って い る

この 真 理 を これ まで 以 上 に よ く皆 さ ん

に 分 か ち 合 え る よ う勧 め て き た。 私 た

ちは 皆 さん を愛 して い る 。 ど うか こ の

メ ッセ ー ジ に耳 を傾 け て い た だ きた い 。

私 た ち は ， 今 日神 が この 地 上 で 認 め ら

れ た 唯一 の 神 権 の 権 能 に よ っ て， こ の

イエ ス ・キ リス トの 真 実 の 福 音 を説 い

て い る か ら で あ る。 私 た ち は皆 さん の

御 質 問 に 答 え る こ とが で き る し， また

イエ ス ・キ リス トの 完 全 な福 音 が この

地 上 に 回復 され た とい う証 拠 をお 見せ

す る こ と もで き る 。 私 た ち は こ の 真 理

につ い て 説 くの で， 皆 さ ん 自 身 が判 断

して い 々 だ き た い 。 私 た ち は 皆 さん に

モ ル モ ン経 を差 し上 げ る 。皆 さん は 御

自 分 で そ れ を読 み ， 主 イ エ ス ・キ リス

トの 第 二 の 証 人 で あ る こ の 書 物 が ， 聖

書 と同 じ よ うに神 の み 言葉 で あ り， 私

た ちの メ ッセ ー ジの 真 実 性 を証 す る も

の で あ るこ と をお 知 りにな るに 違 いな い。

友 人 の 皆 さ ん， この 教 会 の 会 貝 以 上

に イエ 久 ・キ リ ス トの福 音 を効 果 的 に

教 え る た め の 備 え を よ く行 な っ て い る

人 々 が 地 上'にい るだ ろ うか 。 ど うか 時

間 を割 い て ， こ の 栄 え あ る 回復 の メ ッ

セ ー ジ に 耳 を傾 け て い た だ き た い 。

私 は 皆 さ ん に 証 す る 。 こ の教 会 は 今

日 こ の 地 上 に お け る 唯一 の イエ ス ・キ

リス トの 教 会 で あ る 。 ま た， 私 た ち教

会 員 の この 世 に お け る大 切 な使 命 は ，

こ の 福 音 の 真理 を， 天 父 の す べ て の 子

供 た ち と分 か ち合 う こ とで あ る。 私 た

ち一 人 一 人 の 上 に 主 の 祝 福 が あ って ，

私 た ちが 聞 く耳 を持 ち， 目 を開 いて ，

共 に 福 音 に 従 っ て 生 活 し， この 福 音 し

か も た らす こ との で き な い 本 当 の 喜 び

を 見 出す こ とが で き る よ うに 。 イエ ス

・キ・リス トの み 名 に よ り心 か ら祈 る も

の で あ る。 ア ー メ ン。
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し 、っ の 時 代 に も， 義 な る イ ス ラエ ル
は， 誓 約 を交 わ す 民 で あ る。

-古代 の イ ス ラ
エ ル は ， 生 け る神 ， 感

情 ， 感 覚 を具 え た神 を礼 拝 して い た 。

人 は そ の神 の か た ち に 創 造 され た 。 こ

の 点 で， 彼 らは ， 他 の す べ て の 民 と異

な っ て い た 。

ま た も うひ とつ 違 う点 は ， 彼 らが 毎

週 安 息 日を 遵 守 し て い た こ とで あ る。

エ ホバ は イ ス ラエ ル に， 他 の 国 々 は こ

れ を も って イ ス ラエ ル を特 別 な 民 と認

め るで あ ろ う と語 って お られ る 。

エ ホ バ は イ ス ラエ ル に， 什 分 の一 と

して収 穫 の10分 の1を 収 め る よ うに 命

じ られ た 。 これ も ま た， 神 の 民 と して

の 重 要 な 特 徴 で あ る。1

主 は ア ブ ラハ ム と誓 約 を交 わ し， ア

ブ ラハ ム を偉 大 な 国 民 と し1彼 の名 を

大 い な る者 とす る と告 げ られ た 。 主 は

次 の よ うに 語 っ て お られ る 。 「あ な た

を祝 福 す る者 を わ た しは 祝 福 し， あ な

た を の ろ う者 を わ た しは の ろ う。 地 の

す べ て のや か ら は， あ な た に よ って 祝

福 され る司(創 世12：3)こ の 永 遠

の 誓 約 は イサ クに ， また 次 い で イス ラ

エ ル と呼 ば れ た ヤ コ ブ に 確 認 さ れ た 。

ア ブ ラハ ム の 子 孫 に 関 す る 限 り， こ

の 誓 約 は 文 字 通 り実 現 され て い る。 ア

ブ ラハ ム とそ の 子 孫 に よ り， こ の世 の

す べ て の 国 民 は祝 福 さ れ て い る 。 イ ス

ラ エ ル の 子 らは 全 地 に散 ら され て い る。

ほ か に も祝 福 の 成 就 を見 る こ とが で き

る 。 す な わ ち， 贈 い 主 が 出 た の は ア ブ

ラハ ム の 血 統 か らで あ っ た 。 そ して そ

の救 い 主 の この 世 に お け る み 業 と犠 牲

に よ り， 過 去 ， 現 在 ， 未 来 に わ た る こ
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われ ら誓約を交わす

民なれば
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私たちの求める幸福 は，神 と交わ した誓約を守ることによ って

得られる

の世 の す べ て の民 が祝 福 を受 け る の で

あ る。

主 は ま た ア ブ ラハ ム と次 の よ う な 誓

約 を交 わ され た。 「わ た しは この 地 を

あ な た の 子 孫 に 与 え る。 エ ジ プ トの 川

か ら， か の 大 川 ユ フ ラ テ ま でd(創 世

15：18)

現 在 ア ブ ラ ハ ム の子 孫 は ， そ の 地 と

祝 福 を求 め て 戦 っ て い る 。

「さて
， モ ー セ が 神 の も とに登 る と，

主 は 山 か ら彼 を呼 ん で 言 わ れ た， 『こ

の よ うに ， ヤ コブ の 家 に 言 い ， イ ス ラ

エ ル の 人 々 に 告 げ な さ い 。

あ な た が た は， わ た しが エ ジ プ トび

とに した事 と， あ な たが た を鷲 の翼 に

載 せ て わ た し の所 に こ させ た こ と を見

た 。

そ れ で， も しあ な た が た が ， ま こ と

に わ た しの 声 に 聞 き従 い， わ た しの 契

約 を守 る な らば ， あ な たが た は す べ て

の 民 に ま さ っ て ， わ た しの 宝 とな る で

あ ろ う。 全 地 は わ た しの 所 有 だ か らで

あ る 。

あ な た が た は わ た しに 対 して 祭 司 の

国 とな り， ま た 聖 な る 民 とな る で あ ろ

うdこ れ が あ な た の イ ス ラ エ ル の 人

々 に語 るべ き言葉 で あ る。』

そ れ で モ ー セ は 行 っ て 民 の 長 老 た ち

を呼 び ， 主 が 命 じ られ た これ らの 言 葉

を， す べ て そ の 前 に 述 べ た の で， 民 は

み な共 に 答 え て 言 っ た，

Fわ れ わ れ は主 が 言 わ れ た こ と を
，

み な行 い ます 』。 モ ー セ は 民 の 言葉 を

主 に 告 げ た 。(創 世19：3-8)

しか し， 古 代 イ ス ラエ ル は 主 と交 わ

した 誓 約 を守 り通 す こ とが で き なか っ

た 。 そ の結 果 主 の 怒 りが 下 り， 災 い が

彼 らに 及 ん だ 。

今 日の 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ・リス ト教

会 の 聖 徒 も， 神 の 誓 約 を 交 わ して い る

民 で あ る。

福 音 は 永遠 の 誓 約 で あ る 。 教 義 と聖

約 の1章 で， 主 は ジ ョセ ブ ・ス ミス に

次 の よ うに語 っ て お られ る 。 「主 な る

わ れ ， こ の世 に 住 め る 人 々 に 襲 い 来 る

べ き禍 を知 れ ば ， わ が 僕 ジ ョセ ブ ・ス

ミス(二 代 目・)を 呼 び 天 よ り語 りて 彼

に 誠 命 を下 せ り。

わ が 永 遠 の 誓 約 は 確 立 せ られ ， 完 全

な る わ が 福 音 ， 弱 き者 た ち単 純 な る者

た ち に よ り， 世 界 の いや は て まで も宣

べ ら れ， ま た王 と統 治 者 との 前 に 宣 べ

られ ん が た め な りd(教 義 と聖 約1：

17，22-23)

ま た教 義 と聖 約22章 に は 次 の よ うに

記 され て い る。 「こ の 事 は 新 し き且 っ

永 遠 の 誓 約 に し て， す な わ ち始 め よ り

あ りし とこ ろの もの な りd(教 義 と聖

約22：1)こ れ が 主 イ エ ス ・キ リス

トの 福 音 で あ る。

45章 で主 は 再 び 次 の よ うに 語 っ て お

ら れ る。 「また か くの 如 く， わ が 永 遠
お く

の誓約を世に遣 りて世の光 となし， ま

たわが民 とこの光を求め来る異邦人と

のために一つの旗 となし，わが前に道

を備 うるためわが前に立つ一人の使 と

な した りd(教 義 と聖約45：9)

水に沈めるバプテスマ も， この誓約，

この永遠の誓約の一部である。人は，

バプテスマの水に入る前に，福音につ

いて学ばなくてはな らない。 また主が

語 っておられるように， これは永遠の



誓約であ り，世の光であ り，主の民の

光 であるという信仰を持たなければな

らない。そして悔い改め，悪の道 を捨

てることによって誠意 と信仰 を示 し，

その後バプテスマの誓約 を交わす。こ

の聖なる儀式を有効なもの とす るため

・には，イエス ・キ リス トか ら正当な権

能 を受けた者が儀式を執 り行なう必要

がある。

水に沈められるバプテスマの後，私

たちは権能を受けた主の僕の按手によ

って聖霊 を受けな くてはならない。こ

うするときに，ふさわしければ霊感や

啓示による個人的な導 きを受ける準備

が整 うのである。

これらの誓約はすべて，主の戒めを

守ることに関係 してお り，約束された

祝福はその戒めを守 るか否かにかかっ

ているのである。

私たちがこの地上に来る前の霊界で

の出来事 について，アブラハム書の中

で神々は次のように語ってお られる。

「而して， これによりて彼 らを試 し，

何にて もあれ，主なる彼らの神の命 じ

た まわんすべてのことを彼 らが為すや

否や を見ん。 一

而して，最初の位 を保つ者は更に附

け加えられ，最初の位 を保たざる者は，

最初の位を保つ者 と同 じ王国にて栄 を

得 ることなか らんd(ア ブラハム3：

25-26)

バプテスマの水に入るとき，私たち

は主の戒め を守るという誓約 を主に交

わす。

また聖餐にあずか るとき，私 たちは

その誓約を新たにする。私たちの主で

あ る救 い主による賄いの犠牲を思い起

こすために，その象徴 を受けるのであ

る。その とき私たちは主のみ名，すな

わち私 たちの救い主であるイエス ・キ

リス トのみ名を喜んでその身に受ける

ことを明らかにする。そして常に主 を

忘れず，主が下された戒め を守ること

を誓約する。私たちがこれ らのことを

行 な うな らば ， 主 の み た ま は常 に 私 た

ち と共 に あ る ， と主 は 約 束 して お られ

る 。 私 た ち は 主 と交 わ し た 誓約 を守 る

な らば ， 主 は確 か に そ の 約 束 を果 た し

て 下 さ る で あ ろ う。

古代 イ ス ラ エ ル の場 合 と同様 に ， 什

分 の 一 の 律 法 は ， 現 代 の イ ス ラエ ル に

啓 示 され た 永 遠 の 誓約 の 中 で最 も顕 著

な もの で あ る。 主 は 次 の よ うに 宣 言 し

て お られ る 。 「見 よ， 人 の子 の 来 る ま

で今 よ り後 を 『今 日』 と称 え ら る。 誠

に 『今 日』 は 犠 牲 の 日， わ が 民 の 『什

分 の 一 』 を捧 ぐる 日な り。 こ の 『什 分

の 一 』 を納 め た る者 は 人 の子 の 来 る時

火 に 焼 か る る こ とな し。」(教 義 と聖 約

64：23)

1831年8月7日 ， 安 息 日の 遵 守 につ

い て 主 は教 会 に次 の よ うな戒 め を下 さ

れ た 。

「汝 な お さ ら充 分 に 世 の 汚 れ に 染 ま

ざ る様 ， 祈 りの 家 に 行 き て わ が 聖 日に

汝 の 聖 式 を捧 ぐべ し。

訪 問者 セ ンターで
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そは誠にこの聖 日は，汝命ぜ られて

働 きを休み，いと高き者に礼拝を捧 ぐ

べ き日なればなり。

さりながら汝の誓言は，正 しく毎 日

常に神に捧げ られ ざるべか らず。

されどこの主の聖 日に於ては，いと

高 き者に汝の捧物 と聖式 とを奉 りて，

兄弟たちに向い主の前に於て汝の罪を

告 白するを忘るべからず。

而して汝この日には他に何事をもな

すことなかれ。ただ汝が断食を完から

しめんため，E言い換.うれば汝悦びを以

て充されんため，真心 をこめてその食

物を支度することのみを為すべ しd

(教義 と聖約59：9-13)

さらに，これらのことを行なうなら

ば，地に満ちるものはすべて私たちに

与えられるという約束の言葉が続いて

いる(教 義 と聖約59：16参 照)。 この

中で主は，地に満 ちるものとは何かに

ついて詳 しく述べ られた。

私たちは，この戒めに従 って生活し

ているだろっか。そっでないときに，

主 と交わ した誓約 を守っている人々に

もたらされる祝福にあずかることがで

きるだろうか。主は次のように語 って

おられる。 「されど汝知 るべ し。正 し

き業を行 う者は一よき報いを得，すなわ

ちこの世 に在 りては平和 を得，次の世

に在 りては永遠の生命 を得ん，」(教 義

と聖糸勺59：23)

神権を受け るとき，私たちは誓約 と

約束を交わしてそれを受ける。教義 と

聖約の中で主は次のように語っておら

れる。
「およそ忠実に してわが今語れる二

つの神権 〔メルケゼデ ク神権 とアロン

神権〕を得，而してその天よりの召を

全力を尽 して遂行する者たちは， 『み

たま』により聖め られてその肉体再新

さる。

主は言 う， またすべてこの神権 を受

け入るる者は，われ を受 くるな 煽

そは，わが僕 らを受け入るる者はわ

れを受 くればな り。

また，われを受け入るる者はわが父

を受 くるなり。

而して，わが父を受け入るる者はわ

が父の王国を受 くるな り。この故にわ

が父のもてるすべては彼に与えらるべ
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し。

而 してこは神権に属け る誓詞 と誓約

によりて然るなり。

この故にこの神権を受 くる者は，す

べてわが父のこの誓詞 と誓約 とを受け，

而してこれをわが父は破 ることも変え

ることも為 したもうはずなし剣(教 義

と聖約84：33，35-40)

私たちの中には，神権 を受 けた後に

誓約を破 り，これに背 く者がある。私た

ちはこれらの人々が悔い改め，その過ち

に対する赦しを求めるよう，また神権iの

誓約 を尊び，主の戒め を守る者に約束

されている祝福にあずか るにふ さわ し

い者 となるよう，切に願 うものである。

主は予言者ジ ョセブ ・ス ミスを通 じ

て与えられた啓示の中で， 日の光栄の

王国には三種の天界すなわち三種の栄

光の階級があり，.天父の王国の最高の

栄光 を得るためには，新 しくかつ永遠

の結婚の誓約 を交わ さな くてはならな

いことを明らかに しておられ る(教 義

と聖約132：15-21参 照)。 言い換えれ

ば，永遠にわたる結婚 をしなければな

らないのである。主のみ手による祝福

を受けるためには，定められた律法に

従わなければならない， と主は説明し

ておられる。主は次のように語られた。
「そもそも創世の以前より天に於て定

め られたる一つの変 らざる律法あ りて，

あらゆる祝福はこれに基 くなり。

すなわち，われ ら何にても神 より祝

福 を受 くる時は，この祝福の基 く律法

に従 うによ りて然るな りd(教 義 と聖

糸勺130：20-21)

従 って，結婚の誓約 を交わし，約束

の聖 きみたまによって結び固められる

ためには， この末の時代にその権能の

所有者 として主が任命し認め られた人

を仲立ちとして，これを行なわなけれ

ばならない。家族の絆を永遠のものと

す る誓約は， この上な く重要 なもので

ある。永遠の御父とその御子のみ もと
ニなド

に戻 り灘 永遠の生命 を得るためには，

それに関わる誓約 を守らなければなら

ない。古代のモルモン経の予言者は，

次のように語っている。 「アダムが堕

落 したのは人類 を生ずるためであり，

人類が現世に在 るのは幸福 を得んため

であるd(IIニ ーファイ2：25)真

〆

し

鍬r

大会訪間者

の喜 び ， す な わ ち天 父 の み こ こ ろ に か

な う喜 び を得 る ため に は ， 福 音 に結 び

つ い た誓 約 と戒 め ， 新 し くか つ 永遠 の

誓 約 を尊 ば な け れ ば な らな い 。

この 神 権 時 代 の最 初 の予 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス は ， 次 の よ うに 語 っ た。「幸

福 は 私 た ち が 存 在 す る 目的 で あ り 目標

で あ る。 従 って ，・も し幸 福 に つ なが る

道 を歩 む な ら， 幸 福 は 究 極 の 目的 とな

る で あ ろ う。 こ の 道 とは ， 徳 ， 高 潔 ，

忠 実 ， 清 い こ と， そ して 神 の あ らゆ る

戒 め を守 る こ とで あ るd(Teαcん ∫πgs

oμ んeP7ρ 帥 ⑳Jose擁S物 ∫訪 「予 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス の 教 え」p.255)

神 は 生 きて お られ る 。 イ エ ス は キ リ

ス トで あ り， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ

ー ル 大 管 長 は 主 の 予 言 者 で あ る
。 また ，

生 命 と救 い の 計 画 で あ る 主 の 永 遠 の福

音 ， す な わ ち新 し くか つ 永 遠 の 誓約 が ，

こ の 地 上 に 回復 され た こ と を， イ エ ス

・キ リス トの み 名 に よ り証 申 し上 げ る
。

ア ー メ ンd

'≠
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兄 弟姉妹な らびに友人の皆さん・ き
ょ う私 は 使 徒 パ ウ ロ の 言 葉 を 引 用

し な が ら話 を進 め て い き た い と思 う。

こ の 言 葉 は1900年 以 上 も前 に 与 え られ

た もの で あ る。 話 を始 め る に 当 た り，

パ ウ ロに つ い て 少 し御 紹 介 し よ う
。 パ

ウ ロ は ユ ダヤ とロー マ 双 方 の市 民 権 を

持 ち， タ ル ソの サ ウ ロ と し て知 られ て

い た 。 や が て 彼 は ， イ エ ス ・キ リス ト

を主 と し王 と して 受 け 入 れ る 人 々 を猛

然 と迫 害 す る よ うに な っ た 。 しか し こ

れ は悪 意 に よ る もの で は な い。 彼 は 信

念 を もっ て ユ ダヤ 教 に 敵 対 す る者 を懲

ら しめ て い た の で あ る。

と こ ろ が ， 聖 徒 を迫 害 す るた め に ダ

マ ス コへ 向 か う途 中， 突 然 天 か ら 目 も

く らむ ばか りの 光 が さ して， サ ウ ロ は

力 を失 い， 地 に 倒 れ て しま っ た 。 す る

と次 の よ うな 声 が あ っ た 。 「サ ウ ロ，

サ ウ ロ ， なぜ わ た し を迫 害 す るの かd

こ れ に対 し てサ ウ ロ は， 「主 よあ な た

は ど な た で す か 」， 「主 よ， わ た しは 何

を した ら よ い の で し ょ うか 」 と尋 ね た

(欽 定 訳使 徒9：4-6参 照)。

す る とキ リス トは 「あ な た が 迫 害 し

て い る イ エ ス」(使 徒9：5)で あ る

と言 い， サ ウ ロ に， ダ マ ス コへ 行 け ば

さ らに 指 示 を与 え る と告 げ られ た。 盲

目 とな っ た サ ウ ロが ， 連 れ の 者 に手 を

引 か れ て ダ マ ス コ に行 く と， そ こ に は ，

主 の 弟 子 で あ り僕 で あ るア ナ ニ ヤ とい

.う者 が い た 。 彼 は サ ウ ロの 目 を癒 し，

次 の よ う な事 柄 を伝 え た 。 す な わ ち，

神 のみ こ こ ろ を知 り， そ の 声 を聞 く者

と して神 が サ ウ ロを 選 ば れ ， サ ウ ロ は.

復 活 した キ リス トに つ い て 万 人 に証 を

使 徒バ ウ[】の教 え

十二使徒評議員会会員

デルバ ー ト ・L・ ステ イプ レー

パウロの言葉 は疑問に対す る答えと導きと力を与え ，それに従

う者は平安と幸福を得る

宣 べ 伝 え な け れ ば な らな い と い うの で

あ る。 サ ウ ロ は ア ナ ニ ヤ か らバ プ テ ス

マ を受 け ， そ れ 以 来 主 の 王 国 の建 設 の

ため に 献 身 す る よ うに な っ た の で あ る

(使 徒9：4-19参 照)。

こ っ して 召 さ れ た サ ウ ロは ， 信 仰 の

偉 大 な擁 護 者 とな り， 力 強 く義 を 説 く

教 師 と な り， 何 もの も恐 れ ず 世 の 人 々

に 福 音 を説 く説 教 者 とな っ た 。 サ ウ ロ

は ま ず 会 堂 に 集 ま っ たユ ダヤ 人 の も と

に 行 っ た 。 次 い で3回 伝 道 旅 行 に 出か

け ， 復 活 され た キ リス トの 教 え を 多 く

の 人 々 に 宣 べ 伝 え た の で あ る。 こ の よ

っに して サ ウ ロ は ， 異 邦 人 に 伝 道 す る

問 に ， パ ウ ロ とい う名 で知 られ る よ う

に な っ た 。 改 宗 者 を愛 し， 彼 ら に 関心

を 抱 くパ ウ ロは ， 彼 らの 成 長 ぶ り をつ

ぶ さに 見 る た め 彼 ら を訪 れ ， また 勧 告

の 手 紙 を書 き送 っ た 。

私 は 使 徒 パ ウ ロ を心 か ら尊 敬 し て い

る。 また そ の 勇 気 ， 誠 実 さ， 篤 い 信 仰

強 い証 に 敬 服 の 念 を抱 い て い る 。 その

教 え は ま こ とに 麗 し い もの で あ る。 パ

ウ ロ の教 え は今 日の 人 々 に も等 し く当

て は まる こ と を私 は 知 っ て い る。 パ ウ

ロ こ そ， 復 活 され た キ リス トの ま こ と

の 証 し人 と し て特 別 に 選 ば れ た 人 で あ

る 。

で は ， 証 し 人 と して の パ ウ ロの 責 任

は 何 で あ ろ うか 。 信 仰 と悔 改 め とバ プ

テ ス マ の 教 え を説 き， 救 い 主 の 神 聖 な

使 命 を証 し， イエ ス お よ び 父 な る神 と

人 との 関 係 を明 らか に し， 人 々 の 証 を

強 く し， 教 義 を釈 き， キ リス トの 教 会

の 教 え を強 調 す る こ と， こ れ が 彼 の 責

任 で あ っ た。 パ ウ ロ は また ， 人 々 の 日

常生活 を指導 し，世の人々に警告を与

えている。

末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の指

導者はこれを目標 とするべ きではない

だろうか。あらゆる集会， またあらゆ

る時をとらえて，指導者は信仰 を高め，

証 を築 き，決意を強め， 人々を祝福 し，

義務 と責任 を教 え，指導力を培い，霊

性 を高め，警告 を与えなければならな 、

いo

で は パ ウ ロ の 言 葉 を 引 用 し なが ら話

を進 め て行 き た い と思 う。

パ ウ ロ は ， 自己 の 信 仰 理 念 を ロー マ

人 に 次 の よ うに 勇敢 に伝 え て い る。「わ

た しは キ リス トの福 音 を恥 と し な い。

そ れ は … … す べ て信 じ る者 に， 救 を得

させ る神 の 力 で あ るd(欽 定 訳 ロー マ

1：16)

「兄 弟 た ち よ
。 あ な た が た に， は っ

き り言 っ て お く。 わ た しが 宣 べ 伝 え た

福 音 は 人 間 に よ る もの で は な い。

わ た しは ， そ れ を 人 間 か ら受 け た の

で も教 え られ た の で もな く， た だ イ エ

ス ・キ リス トの 啓 示 に よ った の で あ るd

(ガ ラ テ ヤ1：11-12)

テ モ テ に は 次 の よ うに語 って い る。

「だ か ら
， あ な た は ， わ た した ちの 主

の あ か し をす る こ と… … を， 決 して 恥

ず か し く思 って は な ら な いd(IIテ モ

テ1：8)

パ ウ ロ は さ ら に次 の よ うに教 え て い

る 。 「主 は一 つ ， 信 仰 は 一 つ ， バ プ テ

スマ は 一 つ ， … … す べ て の もの の 父 な

る神 は 一 つ で あ るd(エ ペ ソ4：5-

6)

こ の教 え は ま さに 真 実 で あ る 。 だ れ
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ひ と り自 ら定 め た 律 法 で 天 の 王 国 に 入

る こ とは で きな い 。 神 の計 画 に従 う こ

と こそ ， この 目標 を達 成 す る唯 一 の 道 、

な の で あ る。 キ リス トは そ の た め の 良

き教 師 で あ り， 模 範 で あ る。'

パ ウ ロ は次 の よ うに宣 言 し て い る。

「す べ て 神 の 御 霊 に 導 か れ て い る 者 は
，

す な わ ち， 神 の子 で あ る。

わ た し た ち が神 の 子 で あ る。

も し子 で あ れ ば ， 相 続 人 で もあ る。

神 の 相 続 人 で あ っ て … … キ・リス トと共

同 の 相 続 人 な の で あ る … …

神 は ， 神 を 愛 す る者 た ち… … と共 に

働 い て ， 万 事 を益 とな る よ う に して 下

さ る こ と を， わ た した ち は 知 っ て い るd

(ロ ー マ8：14，16-17，28)

パ ウ ロ は テ モ テ に次 の よ うに勧 告 し

て い る。 「こ うい うわ け で ， あ な た に

注 意 した い。 わ た しの按 手 に よ っ て 内

に い ただ い た神 の 賜 物 を， 再 び 燃 えた

た せ な さ い。

とい うの は， 神 が わ た し た ち に 下 さ

っ た の は ，・憶 す る霊 で は な く， 力 と愛

ど慎 しみ との 霊 な の で あ るd(IIテ モ

テ1：6-7)

パ ウ ロは ま た復 活 につ い て 明 白に 説

い て い る。 「そ れ と も， あ な たが た は

知 ら な い の か 。 キ リス ト ゼイエ ス に あ

ず か るバ プ テ ス マ を受 け た わ た した ち

は ， 彼 の 死 に あず か るバ プ テ スマ を受

け た の で あ る 。

も しわ た した ちが ， 彼 に 結 びつ い て

そ の 死 り 様 に ひ と し くな るな ら， さ ら

に ， 彼 の 復 活 の様 に もひ ど し くな る で

あ ろ う司(ロ ー マ6：3，5)

パ ウ ロ は 自分 の 伝 道 活 動 に つ い て ，

次 の よ う に述 べ て い る。 「わ た しが 福

音 を 宣べ 伝 え て も， そ れ は 誇 に は な ら

な い 。 な ぜ な ら， わ た しは ， そ うせ ず

に は お れ な い か らで あ る 。 も し福 音 を

宣 べ 伝 え な い な ら， わ た しは わ ざわ い

で あ るd(1コ リン ト9：16)

ま た伝 道 に 意欲 を燃 や す 人 々 に 対 し

て ， パ ウ ロ は 次 の よ うな勧 告 を与 えて

い る 。

「つ か わ さ れ な くて は
， ど う して 宣

べ 伝 え る こ と.があ ろ うかd(ロ ー マ10 、

：15)

「か っ
， だ れ も こ の栄 誉 あ る務 を 自

じ

分 で得 る1ので は な く， ア ロ ン の場 合 の

よ うに， 神 の 召 しに よ って 受 け るの で

あ るd(ヘ ブ ル5：4)ア ロ ンは 啓 触
一示 に よ り神 か ち 召 さ れ た

。

パ ウ ロは ，ま た 信 仰 の 「 致 を強 調 し

て い る 。 「さ て 兄 弟 た ち よ。 わ た し た

ち の主 イエ ス ・キ リズ トの 名 に よ っ て，

あ な た が た に勧 め る 。 み な 語 る こ とを

一 つ に し
， お互 の 間 に分 争 が な い よ う

に し， 同 じ心1同 じ思 い に な っ て ， 堅

く結 び合 っ て い て ほ しいd(1コ リン

ト1：10)

「神 は 無 秩 序 の 神 で は な く
， 平 和 の

神 で あ るd(1コ リン ト14：33)

パ ウ ロは コ リン ト人 に 次 の よ うな 問

い を発 して い る。 「キ リス トは い くつ

に も分 け ら れ た の か 。 パ ウ ロ は ， あ な

シオ ンの歌 を歌 う聖 徒 た ち

126

1

ダ

ゾ

罫
ζ

考罫

§

奪

琴
9

∫

{

r



ρ.'

蜘

た が た の た め に十 字 架 に つ け られ た こ

とが ある の か 。 そ れ と も， あ な た が た

は， パ ウ ロの 名 に よ っ て バ プ テ ス マ を

受 け た の かd(1コ リン ト1：13)

「わ た し た ち が 前 に 言 って お い た よ

うに ， 今 わ た しは 重 ね て 言 う。 も し あ

る 人 が ， あ な た が 麿 の 受 け 入 れ た福 音

に 反 す る こ とを 宣 べ 伝 え て い る な ら，

そ の 人 は の ろ わ るべ き で あ るd(ガ ラ

テ ヤ1：9)・

使 徒 パ ウ ロ は聖 徒 に対 して ， 真 の キ

リス ト教 徒 と して 生 活 し， 昇 栄 を得 る

備 え をな す よ う明 確 に述 べ て い る。 パ

.ウロ は指 導 者 に 向 か っ て 次 の よ う に語

っ た 。

「そ れ と 同様 に
， 主 は ， 福 音 を宣 べ

・伝 え て'いる者 た ちが 福 音 に よ って 生 活

す べ き こ とを 定 め られ た の で あ るd

(1コ リン ト9：14)

彼 は まず 信 仰 とは， 「望 ん で い る事

が ら を確 信 し， ま だ 見 て い な い事 実 を

確 認 す る こ とで あ る」(ヘ ブ ル11：1)

と説 き， 次 の よ うな約 束 を与 えて い る 。

「だ か ら
， 信 仰 に よ る者 こ そ ア ブ ラハ

ムの 子 で あ るこ とを，知 るべ きで あるd

(ガ ラテ ヤ3：7鳥)

また「信 仰 の 戦 い を りっ ぱ に 戦 い ぬ 」

(1テ モ テ6：12)く よ う告 げ て い る。

祈 りの 大 切 さ を強 調 す る に あ た り，

パ ウ ロは 次 の よ うな 助 言 を与 えて い る。

「そ こ で
， まず 第一 に 勧 め る。 す べ て

の 人 の ため に ， 王 た ち と上 に 立 っ て い

るす べ て の 人 々 の た め に願 い と， 祈 と，

と りな し と，1感謝 と を さ さげ な さ い 。

そ れ は わ た し た ち が ， 安 らか で静 か

な一 生 を真 に 信 心 深 くま た 謹 厳 に過 ご
』

す た め で あ るd.(1テ モ テ2：1一2)。

「そ うす れ ば
，・人 知 で は と うて い 測

り知 る こ との で きな い神 の 平 安 が ， あ

な た が た の 心 と思 い と を， キ リス ト ・

イ エ ス に み って 守 る で あ ろ うd(ピ リ

ピ4：7)

パ ウ ロ は 絶 え ず 聖 徒 た ちに ， 聖 典 を

読 み研 究 す る こ との 必 要 性 を こ う語 っ

て い る 。

， 「幼 い 時 か ら， 聖 書 に 親 しみ， そ れ

が ， キ リス ト.・イエ ス に 対 す る信 仰 に

よ っ て救 に 至 る知 恵 を， あ な た に 与 え

う る書 物 で あ る こ と を知 っ て い る。

聖 書 は ， す べ て 神 の霊 感 を受 け て 書

か れ た もの で あ って ， 人 を教 え， 戒 め ，

正 し くし， 義 に 導 くの に 有 益 で あ る。

そ れ に よ っ て ， 神 の 人 が ， あ らゆ る

良 い わ ざに 対 して 十 分 な 準 備 が で き て，

完 全 に と との え られ た 者 に な る の で あ

るd(IIテ モ テ3：15-17)

また 家 族 に対 し て は 次 の よ うな 指 示

を与 え て い る。 「夫 た る者 よ 。 キ・リス

トが教 会 を 愛 し て そ の た め に ご 自身 を

さ さげ られ た よ う に， 妻 を愛 し な さ いd

(エ ペ ソ5：25)

「妻 もま た 夫 を敬 い な さ いd(エ ペ

ソ5：33)

「若 い女 た ち に
， 夫 を愛 し， 子 供 を

愛 し， 慎 み 深 く， 純 潔 で ， 家事 に努 め ，

善 良 で ， 自分 の 夫 に 従 順 で あ る よ うに

教 え る こ とに な り， し たが っ て ， 神 の

言 が そ し り を受 け な.いよ うに な る で あ

ろ う。

若 い 男 に も， 同 じ く， 万 事 に つ け 慎

み 深 くあ る よ うに， 勧 め な さ い。

… … 良 い わ ざ の模 範 と して 示 し
， 人

を教 え る場 合 に は ， 清 廉 と謹 厳 と を も

っ て し， 非 難 の な い 健 全 な 言 葉 を用 い

な さ い司(テ トス2：4-8)

「父 た る者 よ
。 子 供 を お こ らせ な い

で ， 主 の薫 陶 と訓 戒 とに よ って ， 彼 ら

を 育 て な さ いd(エ ペ ソ6： ・4)

「子 た る者 よ
， 何 事 につ いて も両 親

に 従 い な さ い。 こ れ が ， 主 に 喜 ば れ る ・

こ とで あ るd(コ ロサ イ3：20)

ま た すべ て の 人 々 に 対 して ， パ ウ ロ

は 次 の よ う に教 え て い る 。 「こ う して ，

あ な た が た は， 神 に 愛 され て い る子 供

と して ， 神 に な ら う者 に な りな さい 。

ま た 愛 の うち を歩 きな さ い。 キ リス

ト もあ な た が た を愛 して下 さ っ て ， わ

・た した ちの た め に ， ご 自身 を， 神 へ の

か ん ば し いか お りの さ さげ 物 ， ま た，

い け に え と して さ さ げ られ た の で あ る 。

あ な たが た は ， だ れ に も不 誠 実 な 言

葉 で だ ま さ れ て は い け な い。 こ れ ら の

こ とか ら， 神 の 怒 りは 不 従 順 の 子 らに

下 るの で あ るd(エ ペ ソ5：1-2，6)

また ほか に も大 切 な 教 え を与 え て い

る 。 「す べ て の もの を識 別 して ， 良 い

も の を守 り， あ ら ゆ る種 類 の 悪 か ら遠

ざ か りな さいd(1テ サ ロ ニ ケ5：21

-22)

「昼 歩 ぐよ うに
， つ つ ま し く歩 こ う

で は な い かd(ロ ー マ13：13)。

「貧 し い 人 々 をか え りみ る よ うに」

(ガ ラ テ ヤ2：10)。.

「惜 しむ 心 か ら で な く
， ま た， しい

ら れ て で もな く… … す べ き で あ る 。神

は 喜 ん で 施 す 人 を愛 して 下 さ る の で あ

るq」(IIコ リ ン ト9：7)

「互 に 重 荷 を負 い合 い な さ い
，」(ガ

ラ テ ヤ6：2)

「だ れ に対 して も… … 善 を行 お うで

ば な い かd(ガ ラ テヤ6：10)

「兄 弟 愛 を続 け な さいd(ヘ ブ ル13

：1)

「互 い に 情 深 く
，あ わ れ み 深 い 者 とな

り， 神 が キ リス トに あ って あ な た が た

を ゆ る して下 さ っ た よ う に， あ な た が

た も互 に ゆ る し合 い な さ いむ(エ ペ ソ

4：32)

「金 銭 を愛 す る こ と を しな い で
， 自

分 の 持 っ て い る もの で 満 足 しな さ いd

(ヘ ブ ル13：5)

「神 の 言 を あ な た が た に 語 った 指 導

者 た ち の こ と を， い つ も思 い 起 し な さ

いd(ヘ ブ ル13：7)

パ ウ ロ は さ らに 次 の よ うに 勧 告 して

い る。 「御 霊 を消 して は い け な い 。 予

言 を軽 ん じて は な らな い，」(1テ サ ロ

ニ ケ5：19-20)

「そ れ ゆ え
， 今 後 わ た した ちは ， 互

に さ ば き合 うこ と をや め よ う6む しろ，

あ な た が た は ， 妨 げ とな・る物 や ， つ ま

ず き とな る物 を兄 弟 の 前 に 置 か な い こ

とに ， 決 め る が よ いd(ロ ー マ14：13)

「す べ て の 無 慈 悲
， 憤 り， 怒 り， 騒

ぎ， そ し り… … を捨 て去 りな さ いd

(エ ペ ソ4：31)

「最 後 に言 う
。 主 に あ って ， そ の偉

大 な 力 に よ っ て ， 強 くな りな さ いd

(エ ペ ソ6：10)。

「真 の 義 と聖 とを そ な え た神 に か た

ど っ て 造 られ た 新 し き人 を着 るべ きで

あ るd(エ ペ ソ4：24)

「い つ も喜 び な さ い
。 全 き者 とな り

な さい 。 互 に 励 ま し合 い な さ い 。 思 い

を一 つ に ドしな さ い 。 平 和 に過 ご し な さ

い 。 そ うす れ ば ，一愛 と平 和 の神 が あ な

た が た と共 に い て下 さ る で あ ろ うd

(IIコ リ ン ト13：11)

パ ウ ロ は ま た， 富 の 危 険性 を指 摘 し，

富 を正 し く用 い る こ との 必要 性 を強 調
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して い る 。 そ の 賢 明 な 勧 告 に 耳 を傾 け

てみ よ う。'

「わ た した ち は
， 何 ひ とつ 持 た な い

で こ の世 に 来 た。 また ， 何 ひ とつ 持 た

な い で こ の世 を去 っ て 行 く。r

金 銭 を 愛 す る こ とは ， す べ て の 悪

の 根 で あ る。 あ る 人 々 は 欲 ば って 金 銭

を求 め た た め ， 信 仰 か ら迷 い 出 で ， 多

くの 苦 痛 を も っ て 自分 自 身 を刺 し とお

し たd(1テ モ テ6：7，10)

「こ の世 で 富 ん で い る者 た ちに
， 命

じな さ い 。 高 慢 に な らず ， た よ りに な

ら な い富 に望 み を お か ず ， む し ろ， わ

た した ち に す べ て の 物 を豊 か に 備 え て

楽 し ませ て下 さ る神 に ， の ぞ み を お く

よ うに， また ， 良 い行 い を し， 良 い わ

ざ に富(む よ う に)。」(1テ モ テ6：

17-18)

さ らに パ ウ ロ は， 以 下 の よ う な価 値

あ る 警告 を与 え て い る。

「不 信 者 と
， つ り合 わ な い くび き を

共 にす る な 。 義 と不 義 とな ん の 係 わ り

が あ るか 。光 とや み とな ん の 交 わ りが

あ るかd(IIコ リン ト6：14)

「主 の杯 と悪 霊 ど もの 杯 と を
， 同時

に 飲 む こ とは で きな いd(1コ リン ト

10：21)

「ま ち が っ て は い け な い
， 神 は 侮 ら

れ る よ うな か た で は な い 。 人 は 自分 の

ま い た もの を， 刈 り取 る こ とに な る。

す な わ ち， 自分 の 肉 に ま く者 は ， 肉

か ら滅 び を刈 り取 り， 霊 に ま く者 は，

霊 か ら永 遠 の いの ち を刈 り取 るで あ ろ

うd(ガ ラ テ ヤ6：7-8)

「罪 の 支 払 う報 酬 は 死 で あ る
。 しか

し神 の賜 物 は ， わ た した ち の 主 キ リス

ト ・イエ ス に お け る 永 遠 の いの ち で あ

るd(ロ ー マ6：23)

し の び寄 る悪 に 対 す るパ ウ ロ の 予 言

を読 む と， 今 日の 世 界 に は そ れ に 似 た

状 態 が 数 多 くあ る こ とが わ か る 。

以 下 の 警告 に ， 深 く心 を留 め て い た

だ き た い 。

「人々 が 健 全 な教 に 耐 え ら れ な くな

り， 耳 ざ わ りの よ い話 を して も らお う

とし て， 自分 勝 手 な 好 み に ま かせ て 教

師 た ち を寄 せ 集 め ， そ して ， 真 理 か ら

は 耳 を そ む い て ， 作 り話 の 方 に そ れ て

い く時 が 来 る で あ ろ うd(IIテ モ テ4

：3-4)
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「しか し
， こ の こ と は知 って お か ね

ば な ら な い 。 終 りの 時 に は， 苦 難 の 時

代 が 来 る 。

そ の 時 ， 人 々 は 自分 を愛 す る者 ， 金

を 愛 す る 者 ， 大 言 壮 語 す る者 ， 高 慢 な

者 ， 神 を そ し る者 ， 親 に 逆 ら う者 ， 恩

を知 らぬ 者 ， 神 聖 を汚 す 者 ， 無 情 な 者 ，

融 和 し な い 者 ， そ し る者 ， 無 節 制 な 者，

粗 暴 な者 ， 善 を好 まな い 者 ， 裏切 り者 ，

乱 暴 者 ， 高 言 をす る 者 ， 神 よ りも快 楽

を 愛 す る者 ， 信 心 深 い 様 子 を しな が ら

そ の 実 を捨 て る者 とな る で あ ろ う。 …

彼 女 た ち は ， 常 に 学 ん で は い るが ，

い つ に な っ て も真 理 の知 識 に達 す る こ

とが で きな いd(IIテ モ テ3：1-5，

7)

「彼 らは神 を知 っ て い る と
， 口 で は

言 うが ， 行 い で は そ れ を否 定 して い る 。

彼 らは 忌 まわ し い老 ， ま た不 従 順 な者

で あ っ て， い っ さ い の 良 い わ ざに 関 し

て は ， 失 格 者 で あ るd(テ トス1：16)

パ ウ ロが 警告 して い る よ うに ， 神 を

敬 わ な い状 態 が 今 日の世 界 に 見 られ る 。

ま た そ れ は さ ら に広 ま りつ つ あ る。 パ

ウ ロ は その 点 に つ い て 警 告 す る一 方 ，

次 の よ うな導 き と勧 告 を与 え て い る 。

「そ れ だ か ら
， 悪 し き 日に あ た って ，

よ く抵 抗 し， 完 全 に勝 ち抜 い て， 堅 く

立 ち う る た め に ， 神 の 武 具 を 見 に つ け

な さ い 。

す な わ ち， 立 っ て真 理 の 帯 を 腰 に し

め ， 正 義 の 胸 当 て を胸 に つ け ， 平 和 の

福 音 の 備 え を足 に は き， その 上 に ， 信

仰 の た て を手 に 取 りな さ い。 そ れ を も

っ て ， 悪 し き者 の 放 つ 火 の 矢 を 消 す ご

どが で き る で あ ろ う。

ま た ， 救 の か ぶ と をか ぶ り， 御 霊 の

剣 ， す な わ ち， 神 の 言 を取 りな さい 。

絶 えず 祈 り… … な さ いd(エ ペ ソ6

：13-18)

「主 の み こ こ ろに か な っ た生 活 を(す

る)」(コ ロサ イ1：10)

「最 後 に
， 兄 弟 た ち よ。 す べ て 真 実

な こ とす べ て尊 ぶ べ きこ と， す べ て 正

し い こ と， す べ て 純 真 な こ と， す べ て

愛 す べ き こ と， す べ て ほ まれ あ る こ と，

ま た徳 と い わ れ る もの， 称 賛 に値 す る

も の が あ れ ば， そ れ らの もの を心 に と

め な さ いd(ピ リピ4：8)

そ して パ ウ ロ は ， わ た し た ち を 「強

くして下 さるかたによって，何事でも

することができる」(ピ リピ4：13)

ことを断言している。

パウロは，主イエス ・キ リス トに従

った生活 を常 とし，昇栄に向かって絶

えず努力す ることの大切 さを印象的に

説いた。初期の教会の聖徒 たちにそう

であったように，使徒パウロの言葉は， い

今 日の私たちに疑問に対す る答えと導

きと力を与えてくれる。パ ウロの言葉

に限らず，現在のすべ ての聖典 の言葉

を，祈 りの気持でよく考えるならば，

私たちの生活はよ り堅固で豊 かなもの

となるのである。

私たちが現世 で至上の幸福 を得，来

た るべ き世で昇栄 を得 るために必要な

事柄すべてをパウロは何 と麗しくまた

完壁に述べていることか。パウロは，

私たちの愛する今 日の予言者スペ ンサ
ー ・W・ キンボール大管長 と同 じく

，

大胆にまた率直に人々に真理 を宣言し

た。今 日の予言者ならびに使徒パウロ

の勧告 に従 うならば，私たちは決 して

道 を踏み誤 まることはないのである。

使徒パウロの教えが誠に神聖なもの

であることを，私は心か ら証する。パ

ウロの教えを受け入れ，それに従って

生活することにより，真心から光 と真

理 を求めるすべての人々は平安 と幸福

を得 るであろう。これらの ことをイエ

ス ・キ リス トのみ名により，へ りくだ

って申し上げる。アー メン。

☆ ☆
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陶月3日(日)午 後 の部 にお け る説 教

何も失うものはない

十二使徒評議員会会員

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

現在教会へ来ていない方 々へ ： 「福音 に立ち返って下さい。あ

なたの心の切なる望みがかなえ られるで しょうd

か つて教会に集・ていなが ら・何ら
か の 理 由 で現 在 遠 の い て い る 人々

が ， た と え好 奇 心 か らで あ っ て も， ど

こか で， この 日曜 日午 後 の 最 後 の 大 会

の模 様 に 耳 を傾 け て い て くれ た ら と願

っ て い ます 。 私 は そ の 方 々 に お話 し た

い と思 い ます 。 聖 きみ た まの 力 に よ っ

て 話 せ る よ うに 心 か ら祈 って い ます 。

ま ず初 め に， 最 近 テ ン プ ル ス クエ ア

に 送 られ て きた 手 紙 を読 ん で み ましょう。

「拝 啓

私 は モ ル モ ン教 会 の会 員 で は あ りま

せ ん 。

私 は神 も イ エ ス ・キ リス トも全 く信

じ た こ とが あ り ませ ん 。ま た，自分 が 知

ら な い霊 の よ うな も の を愛 す るす べ も

持 ち合 わせ て い ませ ん 。 私 は 洗礼 を受

け た と き， キ リ ス トを受 け 入 れ ま し た 。

け れ ど も それ は ， 救 わ れ なけ れ ば 地 獄

へ 行 く と いつ も言 わ れ て い た か ら です 。

『救 い』 と い う こ とが い つ も私 の 心 に

引 っか か っ て い ま し た 。 私 は長 い こ と

教 会 へ 行 っ て い ませ ん 。 それ は， 自分

で 理 解 も し て い な い こ と を いつ も押 し

つ け られ て きた か ら です 。

先 日，(あ る 人か ら)『 幸 福 の探 求 』

の パ ンフ レ ッ トを見 せ て も ら い， その
うろこ

説明 を受けました。 目から鱗が取れる

思いでした。モルモン教会を通 して，

神は私に悟 らせて下さったのです。…

心の中の 『小 さな声』が，神 を求め

るように告げました。 これまでの私に

とっては，神が存在 しようが しまいが

大 して問題ではあ りませんでしたが，

今 は違います。

神はどのような御方なのか。なぜ存

、

在 す る の か 。神 に は なぜ 私 が 必 要 な の

か 。 私 は なぜ この 世 に い る のか 。 なぜ

迷 っ て い る の か 。 全 くの 迷 い に 陥 っ て

い る の は なぜ か 。 ぜ ひ と も知 りた い と

思 っ た 疑 問 が， 数 限 りな くあ り ます 。

ど こ に 行 っ て， どの よ うに 尋 ね れ ば よ

い の か わ か り ませ ん 。神 とモ ル モ ン教

会 につ い て知 る こ とが で き る よ うに 方

法 を お 教 え下 さ い。 私 の 歩 む 道 をお 教

え 下 さ い。 返 事 をぜ ひ お 願 い し ます 。

パ ン フ レ ッ トで も， 手 紙 で も， メモ で

も， 葉 書 で も， 何 で も結 構 です 。

敬 具 」

こ.の手 紙 の 主 の よ うに ， 世 の 中 に は

ひ と り寂 し く真 理 に 飢 え ， 助 け を呼 び

求 め て い る 人 々 が 大 勢 い ます 。 また そ

の ほ か に も， 名 目上 教 会 員 で あ りなが

ら， 現 在 は教 会 を離 れ て お り， 再 び 戻

りた い と願 っ て は い る が ど うす れ ば よ

い か わ か らず ， ま た努 力 す る 勇 気 も な

い 人 々 が い ます 。 彼 ら も ま た， 静 か に

内 省 す る と き， 「私 は な ぜ こ の世 に い

る のか 。 なぜ 迷 っ て い るの か 。 ど うぞ，

ど うぞ 私 に 道 を示 して 下 さ い」 と心 の

中 で 呼 ん で い ます 。

こ れ らの 人 に つ い て 考 え る と き， あ 、

の 麗 し い話 が 思 い起 こ され ます 。 そ の

話 を主 の 言 葉 の ま ま お読 み した い と思

い ます 。

「あ る 人 に
， ふ た りの む す こ が あ っ

た 。

と こ ろが ， 弟 が 父 親に 言 っ た ， 『父

よ， あ な た の 財 産 の う ち で わ た しが い

た だ く分 を くだ さ い 』。 そ こ で ， 父 は

そ の 身 代 を ふ た りに 分 け て や っ た。

そ れ か ら幾 日も た た な い うち に ， 弟

は 自分 の もの を全 部 と り ま とめ て遠 い

所 へ 行 き， そ こで 放 蕩 に 身 を持 ち くず

し て財 産 を使 い 果 した 。

何 もか も浪 費 して し ま っ た の ち， そ

の 地 方 に ひ ど い き き ん が あ っ た の で ，

彼 は 食 べ る こ とに も窮 しは じめ た 。

そ こ で ， そ の 地 方 の あ る住 民 の と こ

ろ に行 っ て 身 を寄 せ た と こ ろが ， そ の

人 は 彼 を畑 にや っ て豚 を飼 わせ た 。

彼 は ， 豚 の 食べ る い な ご豆 で 腹 を満

た した い と思 うほ ど で あ っ たが ， 何 も

くれ る人 は な か っ た。

そ こで 彼 は 本 心 に立 ちか え っ て 言 っ

た ， 『父 の とこ ろ は 食 物 の あ り余 っ て

い る 雇 人 が 大 ぜ い い る の に ， わ た し

は こ こで 飢 え て 死 の う と し て い る 。

立 っ て ， 父 の とこ ろへ 帰 っ て， こ う

言 お っ， 父 よ， わ た しは 天 に対 して も，

あ な た に む か って も， 罪 を犯 し ま した 。

も う， あ な た の む す こ と呼 ば れ る資

格 は あ りませ ん 。 ど う ぞ， 雇 人 の ひ と

り同様 に して くだ さ い 』。

そ こで 立 っ て ， 父 の と こ ろへ 出 か け

た 。 まだ 遠 く離 れ て い た の に， 父 は 彼

を み とめ ， 哀 れ に 思 っ て 走 り寄 り， そ

の 首 をだ い て 接 吻 した 。

む す こ は 父 に 言 っ た ， 『父 よ， わ た

し は 天 に 対 して も， あ な た に む か って

も， 罪 を犯 し ま した 。 も うあ な た の む

す こ と呼 ば れ る資 格 は あ りませ ん 』。

しか し 父 は 僕 た ち に 言 いつ け た ，『さ

あ， 早 く， 最 上 の 着 物 を 出 して きて こ

の 子 に 着 せ ， 指 輪 を手 に はめ ， は き も

の を 足 に はか せ な さい 。

また ， 肥 え た子 牛 を引 い て きて ほ ふ

りな さ い。 食 べ て 楽 し も うで は な いか 。
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こ のむ す こが 死 ん で い た の に 生 き返

り， い な くな っ て い た の に 見 つ か っ た

の だ か ら』d(ル カ15：11-24)

霊 的 な受 け 継 ぎ を手 に 入 れ なが ら現

在 教 会 を離 れ ， 空 しい 生 活 を送 っ て い

る兄 弟姉 妹 に 申 し上 げ ます 。 福 音 に 立

ち返 る道 は 開 か れ て い ます 。

放 蕩 息 子 の た とえ 話 に， 「彼 は 本心

に立 ちか え っ て」 と あ る 言葉 に注 意 し

て下 さい 。

あ な た も 自分 の 置 か れ て い る状 況 を

振 り返 り， 戻 りた い と願 って い る の で

は あ りませ ん か 。

た と え話 の 中 の 息 子 は 父 の 家 の 雇 人

に で も なれ れ ば と思 い ま し たが ， 父 は

そ う では あ り ませ ん で し た。 遠 くに 息

子 の 姿 を認 め る と走 り寄 っ て接 吻 し，

さらに着物 を着せ，指輪をはめ，はき

ものをはかせ，彼のために祝宴を催 し

ました。

あなたの場合 も同じです。立ち返 る
一歩を踏み出せば，友人は両手を広げ

てあなたを迎え，暖か くあなたを歓迎

す ることで しょう。

人が教会 を離れるには幾つかの理由

があります。軽率な人に傷つけ られて

つ まず き，彼のそうした行為は教会の

せ いだと誤解す る人。不慣れな地域 に

引っ越 して孤独になり，教会 との交流

を失って過ごす人。

教会外の交際や習慣に心を引かれ，

それは教会員としての生活 とは相容れ

ないものだと考えている人。 また， 自

分は教会の人々よりも世の知恵に長け

て い る と考 え， 優 越 感 を抱 い て 教 会 貝

の 交 わ りか ら身 を 引 く人 もい ます 。

こ こ で そ の 理 由 に 対 して 長 々 と弁 明

す るつ も りは あ りませ ん 。 あ な た も弁

明 し な い で 下 さ い 。 過 去 に 捕 わ れ る

の はや め ま し ょ う。 あ な た に ふ さわ し

い 言 葉 を予 言 者 イ ザ ヤ が 残 して い ます 。

「あ な たが た は 身 を洗 っ て
， 清 くな

り， わ た しの 目の 前 か ら あ な た が た の

悪 い行 い を除 き， 悪 を行 うこ と をや め ，

善 を行 うこ と を な らい … …

主 は 言 われ る， さ あ ， わ れ わ れ は互

に 論 じ よ う。 た とい あ な た が た の 罪 は

緋 の よ う で あ って も， 雪 の よ うに 白 く

な る の だ 。 紅 の よ うに 赤 くて も， 羊 の

毛 の よ う に な るの だ 。

も し， あ な た が た が 快 く従 う な ら，

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー 副 管 長(左)と ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長
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地 の 良 き物 を 食べ る こ とが で き るd

(イ ザ ヤ1：16-19)

こ れ こ そ 福 音 に よ る もの です 。 マ ッ

ケ イ大 管 長 が い つ も 言 っ て い た よ う に，

悪 人 は善 人 に， 善 人 は さ ら に善 人 に な

るの で す 。 ま た ， 変 わ るに は過 程 が あ

り ま す 。 重 大 な 罪 を犯 し た 人 々 で も立

ち 直 る こ とが で き る よ うに ， 教 会 に は

そ の手 続 きが 定 め ら れ て い ます 。

プ ラ イ ドを重 ん じる あ ま り道 を誤 る

こ との な い よ っに し ま し ょ っ。 も し そ

れ が 問 題 で あ る な らば ， 旧約 聖 書 か ら

ひ とつ の 話 を紹 介 した い と思 い ます 。

ス リヤ 王 の 軍 勢 の長 ナ ア マ ン は 力 の

あ る 大 勇 士 で し たが ， らい 病 をわ ず ら

っ て い ま した 。 ま た ナ ア マ ン の 妻 に ，

ひ と りの イ ス ラエ ル の 少 女 が 仕 えて い

ま した 。 こ の 少 女 は そ の 女 主 人 に 言 い

ま した 。 「あ あ ， 御 主 人 〔ナ ア マ ン 〕

が サ マ リヤ に い る預 言 者 と共 に お られ

た ら よか っ た で し ょ うに 。 彼 は その ら

い病 を いや した こ とで し ょ うd

ナ ア マ ン は これ を聞 く と高 価 な贈 り

物 を用 意 し， イ ス ラ エ ル の 王 に 宛 て た

手 紙 を携 え て 出 か け ま した 。 しか し王

は， ナ アマ ン が 訪 れ て き た理 由 を知 る

と， 驚 き恐 れ ま した 。 彼 に は ら い病 人

を 清 め る 力 が な か っ た か らで す 。 す る

と予 言 者 エ リシ ャ は 王 に， 自分 の と こ

ろ に ナ アマ ン を 来 させ る よ うに 伝 え ま

した 。

「そ こ で ナ ア マ ン は 馬 と車 と を従 え

て き て，エ リシャ の 家 の 入 口 に」立 ち ま

した 。

しか しエ リシ ャは 挨 拶 に 出 て も こず ，

使 者 を遣 わ して ナ ア マ ン に こ う言 い ま

した 。 「あ な た は ヨ ル ダ ンへ 行 って 七

た び 身 を洗 い な さい 。 そ うす れ ば ， あ

な たの 肉 は も とに か え っ て 清 くな る で

し ょ うd

とこ ろ が ナ ア マ ン は， 自分 の 国 に は

も っ と清 らか な 川 が あ るの に， ヨル ダ

ン で 身 を洗 え とは ど うい う こ とか と屈

辱 を感 じ， 「身 をめ ぐ ら し， 怒 って 」

去 り ま した 。

しか し僕 た ち は ， エ リシ ャ の 言 う通

りにす る よ う彼 に 願 い ま し た 。 そ の 結

果 ， さ し もの 誇 り高 い 軍 勢 長 もつ い に

心 脅和 ちげ ，「下 っ て行 って ， 神 の 人 の ，

言 葉 の よ うに七 た び ヨル ダ ン に 身 を 浸

す と， その肉がもとにかえって幼な子

の肉のようにな り，清 く」なりました。

(列王下5：1-14参 照)

もう一度繰 り返 しますが，プライ ド

を重んじるあまり道を誤ることのない

ように して下 さい。福音の道 は容易

な道です。あなたにとってい くつかの

条件はあまりにも初歩的であり，不必

要 に思えるかもしれません。 しか しこ

れを軽視 しないで下さい。謙遜にな り，

従順に歩んで下 さい。従順の もたらす

実はまことに麗しく，味わいのあるも

のです。

ではどこから手 をつければよいので

しょうか。全世界に及ぶ当教会の組織

に，それぞれあなたを導 く人がいます。

あなたが住んでいる地域の教会の監督

に電話をかけるか，教会宛に手紙を書

いて下さい。そうすれば，あなたのも

とに助け手が派透されるでしょう』彼

らは思いや りと愛 をもってその道 をあ

なたに示 し，手 を差 し伸べてあなたと

共に歩むで：しょう。

試してみて下さい。失 うものは何 も

な く，ことごとくのものが得られるで

しょう。友よ，戻 って きて下さい。教

会にはあなたが理解している以上の平

和があります。 多くの人々の友情があ

り，あなたはそれを受けることができ

ます。 また，読む書物があ り，受ける

教 えがあ り，語 り合 うことによって心

を開 き，霊を養 う機会があ ります。

あなたの心の望みは満たされるでし

よう。長い間味わってきた空 しさは完

き喜びに代わるで しょう。

私にもあなたのような友人がいます。

彼は50年 以上 も前に一緒に伝道 した仲

間です。その後彼は戦場に出て，孤独

に陥った ときに良 くない仲 間に入 りま

した。教会外の女性 と結婚し， また良

くない とは知 りつつ も悪い習慣にふけ

るようになりました。その後，彼は国

内を転々 として，行方知れずになって

しまったのでした。

ある日曜日のこと，私はステーキ部

大会に出席するためにカリフォルニア

のある町 を訪れました。そして地元の

新聞には，私のこ：とが写真入 りで報道

されていました∴その朝，ステーキ部

長 と一緒にステーキ部センターに着い

た ときのことです。電話めベルが鳴 り

ました。それは私への電話で した。相

手信 自分の名前を告げて，私に会いた

い と言いました。そこで私はステーキ

部長に理由を話 して，その朝早 く開か

れることになっていた集会を彼に託 し

ました。私にはもっと大切 なことがあ

ったからです。

私の友人はおずおずと，何か恐れて

いるような様子でやって来ました。長

い間，教会 を離れていた彼でした。私

たちは長年別れ別れになっていた兄弟

の ように抱 き合いまレた。は じめ私た

ちの会話は途切れがちで したが，かつ

てイギ リスで一緒に過ごした 日々のこ

とに話題が移 ると，話は とどまるとこ

ろを知 りませんでした。かつての生活

に大 きな意義 を与えていた教会 と，そ

の後の長 く空しい歳月について語るこ

の友人の 目には，涙があふれていまし

た。彼は過去の生活をこまごまと語っ

て くれました。 ところが どうすれば教

会に戻れ るか という話になると，彼は，

きまりが悪いのでそれはむずかしいと

答えました。 しか し結局は努力するこ

とに しました。

間 もな くして私は彼か ら手紙 をもら

いました。 「私は戻 りました。故郷に

帰った ような何 とも言 えない気持で

すd

戻 ることを願いなが ら，その第一歩

を踏み出す ことをちゅうちょしている，

彼のような状態にある友人の皆 さんに

申し上げます。試 して下 さい。私たち

はあなたのもとを訪れ， あなたに手を

差 し伸べ，手助けしましょう。再び家

に戻るときに，あなたは安 らぎを覚え

るで しょう。私はこのことを約束しま

す。

私は証 します。これは主の業です。

この教会は地上における神の王国であ

り，御父の独 り子の名 をいただいてい

ます。ここにおいて こそ，あなたは幸

せ と力 と，長い間得 られなかった確か

な平安 と.を見出すことで しょう。この

平安 はすべての理解力を与えてくれます。

神の導きのもとにあなたがこの試みに

踏み出せ ます ように。イエス ・キリス

トのみ名によって申し.上げます。アー

メン。.
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改宗をもたらす福音

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア

改宗 し，新 しい人生を見出したルーテル教会の元牧師 とその家

族

福嘉麟 鍬 冠 灘 鳶以
こ れ は予 言 者 デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ

イの 言葉 で あ る。 これ に関 連 して ， 皆

さ ん に ひ とつ の改 宗 談 を紹 介 し た い 。

こ れ は ル ー テ ル教 会 の 元 牧 師 ル イ ス ・

ノバ ッ ク氏 とそ の 奥 さ ん の ア リス， そ

れ に ふ た りの 子 供 カー トと ク リス テ ィ

ンの 話 で あ る。 ノバ ッ ク氏 と その 奥 さ

ん は ル ー テル 教 会 で 生 ま れ ， 洗 礼 を受

け， 教 会 貝 と して 成 長 し， 堅 信 礼 を受

け， 結婚 した 。 彼 は 両 親 を誇 りに 思 い ，

自分 の務 め を も意 識 して い た 。 そ こで

彼 は ふ た つ の ル ー テ ル教 会 経 営 の 私 立

大 学 に 学 び， 大 学 院 の神 学 部 を経 て ア

メ リカル ー テ ル 教 会 の 牧 師 に な っ た 。

約14年 間 ， 夫 妻 は ルー テ ル 教 会 で 働 き，

真 理 と霊 の安 ら ぎ を求 め 続 け た 。 その

間 彼 らに は， 高収 入 の 得 られ る地 位 ，

肩 書 ， 社 会 的 地 位 ， 教 育 分 野 に お け る

名 声 が 与 え られ た。 これ らは 彼 らが 望

ま な い の に 与 え られ た もの で あ る。 こ

の よ うに安 定 し， 家 族 や 友 人， 上 司か

ら厚 い信 任 を受 け た 生 活 は， 満 足 す べ

き もの と言 え る。 しか し彼 らは 満 た さ

れ な か っ た 。 何 か 根 本 とな る大切 な も

のが 欠 け て い る よ うに 感 じ， 心 に 安 ら

ぎ を得 られ ず に い た 。 彼 らに は 満 足 が

行 か な か っ た の で あ る。

心 の正 直 な 人 は 必 ず 求 め る もの で あ

る。

ノバ ッ ク氏 は こ う言 っ て い る。 「自

分 の 半 生 とこ れ まで の 体 験 を振 り返 っ

て 見 た とき に， い くつ もの 点 で満 た さ

れ な い もの を覚 え ま し た 。 ま ず ， 私

は 牧 師 仲 間 との 交 流 に とて も失 望 し ま

した。教会の方針や昇進， 自己の誉れ，

資金獲得，集会者の人数等が過度に強

調 され，真実の霊性 を全 く欠いている

ように思えたのです。

第二に，教えの点でも理解 しかねる

ところがあ りました。例えば礼拝のし

かたですが，私には冷た く，個性がな

く，型にはまりすぎているように思え

ました。救いは恵みによるものであ り，

本人の行ないにはあまり関係がない と

するのは，聖書の教えに反するように

思いました。聖典の教 えを深 く思いめ

ぐらしたとき， 『行ない』の方が 『恵

み』よ りはるかに大 きな意味を持つ こ

とを知ったのです。

また私は，処女降誕説，創造，聖句

の様々な解釈 と訳文の勝手な使用，こ

れ らに対する教会指導者の理屈に合わ

ない態度 と， クリスチャンの基本的な

道徳観に対す る意識の欠如にいや気が

さしてしまいました。

神は本当に死なれたのだろうか。神

は身を退いて，御 自分の創造物に心 を

配 ることをおやめになったのだろうか。

なぜ神は，聖書の言葉 を最後に突然沈

黙 されたのだろうかd

1968年9月1日 ， ノバ ック氏 と家族

はコロラ ド州ブルームフィール ドへ転

居 した。その地の教会への栄転であっ

た。それはだれが見て もうらやましが

るような地位だった。 しか し絶望的な

何かがあった。何かが失われていた。

彼は心に霊的な空しさを感 じていた。

妻のア リス も同様であった。

ア リスは音楽教師で，ブルームフィ
ール ドで何人かの末 日聖徒 を教えてい

た 。 そ の 関 係 上 ， 教 え 子 に つ い て何 か

を 感 じ な い は ず は な か っ た 。 モ ル モ ン

は ク リス チ ャ ンか ど うか 教 え子 の ひ と

りに 尋 ね た こ とを， 彼 女 は 夫 に 話 し た。

当 然 の こ と な が ら ノバ ッ ク氏 は ， モ

ル モ ン は ク リス チ ャ ン で はな い とす る

ル ー テ ル教 会 の考 え方 を よ く知 っ て い

た 。 と こ ろが モ ル モ ン の 少 女 は， モ ル

モ ン は 完 全 な ク リスチ ャ ン です と き っ

ぱ り言 って の け た の で あ る。

ア リス は そ の 少 女 の 証 に 胸 を 打 たれ

た 。 次 に 訪 れ た の は ， ピア ノ の 教 え子

の 家 族 か ら の招 待 で あ っ た 。 ブ ル ー ム

フ ィー ル ドワ ー ド部 の オ ー プ ンハ ウ ス

へ の誘 い で あ る 。 その 少 女 の家 族 は 招

待 す る こ とに 反 対 して い た。 とい うの

も， ル ー テ ル教 会 の 牧 師 へ こ の よ う な

招 待 をす る の は 適 当 で な い と考 えた か

ら で あ る。 しか し こ の 少 女 は譲 らず ，

両 親 は 不 承 不 承 同 意 す る こ とに な っ た 。

そ の 日， ア リス は オ ー プ ンハ ウ ス に

行 け な い用 事 が あ り， ノバ ッ ク氏 もル

ー テ ル 教 会 の 地 区 の集 ま り を催 す こ と

に な っ て い た 。 とこ ろ が オ ー プ ンハ ウ

ス の 時 間 に な っ た と き， 彼 は ル ー テ ル

教 会 の 集 ま りを辞 して そ の オ ー プ ンハ

ウ ス に 行 くよ うに とい う， 何 と も知 れ

ぬ 駆 りた て られ る 力 を感 じた 。 そ して

彼 は そ の 力 に 従 っ た 。

彼 が 末 日聖徒 の 教 会 に着 く と， ひ と

りの 男性 が 親 し げ に 話 しか け て きた 。

こ う して 彼 らは た っぷ り2時 間 語 り合

っ た 。 そ の 兄 弟 は 彼 の 隣 に す わ っ て ，

数 々 の 質 問 に 答 え た の で あ っ た 。

ノバ ッ ク氏 は こ う続 け て い る 。 「プ

ロ グ ラ ム が 始 ま る と， 七 十 人の 兄 弟 が
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教会の教義に基づいて話をしました。

聖霊に導かれて語っていたことは確か

です。私はそのことを決して忘れませ

ん。私たちは次に，若い祭司に誘導 さ

れて礼拝堂か らバプテスマフォン トへ

移動 しました。そこで彼は末 日聖徒の

教 えるバプテスマについて説明しまし

た。そのような若者がこれほどの完全

な説明ができるというのは，全 くの驚

きでしたゐ とい うのは，バプテスマの

教 えに関す るルーテル教会の教 えを長

年 とても疑問に思っていたか らです。

私 はこの若者の言 う通 りだと思いまし

た。

次は扶助協会の部屋です。そこでは

美 しい知性に富んだ話を聞きました。

美 しい女性の確 固たる強い証 を聞き，

心に暖かいものを感 じました。次に案

内されたのはセ ミナ リーの部屋です。

そこでは『アメリカにおけるキ リス ト』

の映画が上映され ました。教会歴史に.

ついて私の質問がみな即座に答えられ

臨も

， 礁 欝 蝋 懸、
， 麟

購 日舜購 、懸 閣

灘 懸 .
毒

醸 気

，1

れたときには，抑えようのない喜びを

覚 えました。

私は当時神学博士号 を得 るための研

究 をしていました。それが何 と，真理

に対する私の疑問に解答を与え，博士

号の研究にほぼ完了をみたのは，ここ

末 日聖徒の教会においてなので した。

私が実際に心を転 じたのは恐らくこの

ときだったで しょう。多くの事柄につ

いて十分に説き明かしを受けました。

そしてこれこそ真実の教会に違いない

と思ったのです。心の準備はできまし

た。でも一体 どうすればよいのでしょ

うか。生活の保障や これまでの安易な

生活を断つ ことは何 とむずかしいこと

でしょう。その 日，私 はモルモン経 を

買 い，意気揚々 と帰宅 しました。そし

てア リスに， 『あの教会には何かがあ

るよ。 とても素晴 らしい気持 を感 じた。

私たちにとって未知の ものがあるよ』

と言いました。

1974年 の夏，博士号を得た後のこと，

藻 ポ

饗欝騰 羅
黙 蹴1：：二澱

騰 畿盤纏

騨 灘織輸

甦」

嵐

私 は 霊 的 な 苦 悩 に 陥 って し ま い ま した。

ワ ー ド部 の オ ー プ ン ハ ウ ス の こ とが 忘

れ られ ず ， も っ と何 か が あ る とい う思

い で い っ ぱ い で した 。 あ る 晩 ， モ ルモ

ン の 教 え子 の 母 親 が ， 音 楽 の こ とで電

話 をか け て き ま した 。 そこ で 私 は 初 め

て 自分 の悩 み を打 ち 明 け ま した 。 彼 女

は 黙 っ て私 の 言 葉 に 耳 を傾 け ， 理 解 を

示 して 下 さい ま した 。

そ の 後 間 も な く， 私 た ち 家 族 は そ の

家 族 の 家 庭 の 夕べ に 招 か れ ま し た。 そ

こ で とて も暖 か い もの を感 じ ま した。

しか しな お ， 生 活 を変 え る こ とは 無 理

だ と思 っ て い ま した 。 仕 事 ， 保 障 ， 楽

な生 活 ， 社 会 的 地 位 ， 家 族 の絆 ， 年 金 。

こ れ らが 次 々 に 脳 裏 を か け め ぐ り.ま

した 。 しか し， 真 実 で な い とわ か っ て

い な が ら， イエ ス ・キ リス トの み 名 に

よ って 説 き， 教 え て よ い もの で し ょ う

か 。

こ ゑ レ て1974年 の 秋 に な り ま し た 。

私 の 教 区 で は す べ て が 順 調 で し た が ，

麟
・・輪 .[囁 百

麟 締 脈 ・ 」

奪 唐・ ， 駕、コさ ヨ

蕪「灘

F協 ，『 ・略縛ヨ ほ

欝 、[・ 凝.

箋灘
野 寒

灘 ・1謙

麟 輪 ・・

馨[

誌 ，ト

慈

/

轟

暢'

鋤麟

繕
・ ・綴 薄 甦

宝

』羅 輔

羅 糊

震 灘

ピ コ 　

蒙懸繊 灘灘難

聾

毒

;

懸鞭灘

騒灘
灘 潭 震 聾

竈 唐 日 葭 建

難

　職 講
鰯離 層。 毅 鞭

自

薦

繍

訪 間者 セ ンター

133



私 は 心 の 中 で ， 生 活 を転 じ る必 要 が あ

る こ と を承 知 して い ま した 。 私 は 自分

が 霊 的 に 飢 え て お り， 家 族 の 霊 的 な 栄

養 失 調 状 態 に も もっ と配 慮 し な け れ ば

な らな い こ とを知 って い ま し た。

1974年10月25日 ， 特 別 に 美 しい 日で

し た 。 コ ロ ラ ドの デ ンバ ー 大 学 で も う

ひ とつ の博 士 号 の研 究 に励 ん で い た と

き， 私 は コ ロ ラ ド伝 道 部 の 本 部 へ 行 く

よ うに 不 思 議 な 強 い 力 に 駆 りた て られ

ま した 。 私 は以 前 に そ の 住 所 を控 えて

い ま した 。 そ の 日は 仕 事 が た く さん あ

り ま し たが ， ひ と りで に 車 は ク ラー ク

ソ ン通 り709番 地 へ 向 か うの で し た。

私 は伝 道 本 部 は どの よ うな とこ ろ な の

か そ ば を通 っ て 見 る だ け に し よ う と，

自分 自身 に 言 い 聞 か せ ま し た 。

しか し私 は， 外 か ら見 る だ け だ か ら

と い うこ とで ， そ の建 物 の 前 に 停 車 し

て し ま い ま した 。 さ らに ， 少 しの 間 だ

か らエ ン ジ ンは 止め ず に い よ う と考 え

ま した 。 で も私 は エ ン ジ ン を 止 め て し

ま い ま した 。 そ して車 の 中か ら建 物 を

見 なが ら， 腕 時 計 に 目 をや りま した 。

12時35分 で す。 昼 食 の 時 間 で 人 を訪 問

す る に は不 適 当 だ と 自分 に 言 い 聞 か せ

ま した 。 け れ ど も， 私 は 自動 車 を 降 り

て 階段 の 下 の 歩 道 に 立 ち ま した 。 『こ

こ は とて も良 い 場 所 だ 。 少 し見 て ま わ

っ た ら車 へ 戻 ろ う。こ こに用 な んか な い

ん だ。私 は ル ー テ ル教 会 の 牧 師 な ん だ 。』

私 は こ う考 え ま した 。

け れ ど も足 は そ の 階 段 を上 っ て ゆ き

ます 。 ドア が 開 い た とこ ろ をみ る と，

私 は ブ ザ ー を押 した に 違 い あ りませ ん 。

宣 教 師 は ドア を 開 け る と， 私 を 中 に 招

き 入 れ ま し た。 『本 当 は き ょ うこ こへ

お 邪 魔 す るつ も りは なか っ たん です 。

昼 食 の 時 間 で し ょ う。』私 が こ う言 う と，

彼 は 『も う終 わ り ま した』 と答 え ま し

た 。

私 は す っか りあ わ て て し ま い ま し た。

なぜ 私 は こ こ に 来 たの だ ろ う。 ど う し

た ら この 場 を去 れ る だ ろ うか 。 そ こ で

私 は 言 い ま した 。 『少 し知 りた い こ と

が あ るん です 。 私 は ルー テ ル教 会 の 牧

師 で す 。 実 は， 全 世 界 の宗 教 に 関 心 が

あ って こ こ に 来 ま した 。 そ れ で近 くに

来 た つ い で に モ ル モ ン とは どん な 宗 教

か知 りた い と思 っ た わ け で す 。 今 は 昼

134

の 時 間 で す か ら， あ ま り長 くお邪 魔 す

る つ も りは あ り ませ ん 。』 そ の 若 者 は

も う一 度 『も う食 事 は 終 わ りま した 』

と言 い ま した 。 自分 は聖 職 者 だ か ら，

伝 道 の対 象 に は な ら な い こ と を 強 調 し

な が ら， い ろ い ろ と話 を交 わ し ま し た 。

こ う して1，2時 間 た ち ま した 。 そ

こ で私 は ， も う一 度 自分 が ル ー テ ル 教

会 の牧 師 で あ り， 従 っ て 改 宗 で き な い

こ と を告 げ ， 彼 らが 多 くの 時 間 を割 い

て くれ た こ と と彼 らの 好 意 と を感 謝 し

て そ こ を 出 ま した 。 私 は 自動 車 を運 転

し な が ら， 心 に 暖 か い もの を感 じて い

ま した が ， しか しあ の 立 派 な宣 教 師 た

ち は 改 宗 で き な い と言 っ た私 の 言 葉 を

信 じ るの で は な いか と内 心 恐 れ を感 じ

ま した 。

そ の 後 の あ る 日， 何 と あ の 宣 教 師 が

ル ー テ ル 教 会 の 私 の オ フ ィ ス に 電 話 を

か け て き た で は あ り ませ ん か 。 私 は 彼

の 電 話 を とて も喜 び ま し た 。 彼 は 私 に ，

同 僚 と一 緒 に 私 の 家族 に 会 い た い と言

っ て き ま した 。 翌 日の 晩 ， ふ た りの 宣

教 師 が わ が 家 を訪 れ， 私 た ち は 何 の た

め ら い もな く， 一 歩一 歩 改 宗 へ の 過 程

を 歩 み 続 け ま した 。 そ し て1975年1月

25日 ， 厳 密 に 言 え ば 私 が コロ ラ ド伝 道

部 の 本 部 の ブ ザ ー を押 し て か ら3ヵ 月

と5時 間 後 に ， 私 た ち の家 族 は ブ ル ー

ム フ ィー ル ドワー ド部 でバ プ テ スマ の

水 に 入 り ま し た。 長 い 間 求 め て き た喜

び が ， 今 こそ 得 られ た の で す 。

カー トと ク リス テ ィ ン は新 た な チ ャ

レ ン ジ と教 会 の友 を得 ま した 。 そ して

ふ た りは 立 派 に成 長 し ま した 。 地 上 に

お け る キ リス トの 真 実 の教 会 の 教 え を

学 び ， み ご とに花 を咲 か せ た ふ た りを

見 る こ とは 喜 び で す 。 ア.リス と私 は 共

に ， 真 理 を見 出 し た喜 び を味 わ っ て お

り ます 。 私 た ち の 心 は 平 安 で す 。

私 た ち は 神 殿 に 行 き， そ こ で こ の 世

に お い て も永 遠 に わ た っ て も家 族 の 結

び 固め を受 け た い と切 に望 み ， また そ

の 必 要 性 を痛 感 し ま した 。 こ う して 私

た ち は教 会 に 入 っ てか ら1年 後 ， 心 か

ら な る願 い を も っ て ソ ル トレー ク神 殿

へ 行 き ま した 。 私 た ち に 付 き 添 っ て く

れ た 大 勢 の 人 々 の 支 援 は 大 変 な もの で

す 。 永 遠 に ま で 及 ぶ こ の 結 び 固 め は ，

生 涯 で最：も素 晴 ら しい 経 験 の ひ とつ で

した。

神殿へ行 き，家族の結び固めを受け

ることの必要性 を痛感した理由がわか

ったのは，それか らちょうど2週 間後

のことです。自動車事故で，.11歳の娘

の クリ.スティンが命 を失ったのです。

私たちは彼女 を失ったことた よる非常

な失意 と悲 しみに打たれながらも，そ い

の事故の経過 を調べた ときに.1そ こに
な

天 父 の み こ こ ろが あ って 彼 女 の 霊 が み

も とに 召 さ れ た こ と を知 った め で した 。

私 た ちは 彼 女 が 喜 び に 満 た され て い る

こ と を知 っ て ， 励 ま され ， 慰 め られ ま

した 。 同 時 に ， 天 父 が 思 いや り と慈 悲

と を下 して事 を行 な わ れ た こ とに， 私

た ち は 心 か ら感 謝 して い ます 。・、

この よ うな 出 来事 に 遭 っ て 私 た ち の

心には様々な疑問が生 じましなが，そ

の答えを思いめ ぐらす とただただ驚 く

ばか りです。もしも私たちがイエス ・

キ リス トの真実の教会に入っておらず，

この賜をクリスティンにあげていなか

ったらどうなっていたでしまう。都合

に合 わせて私たちが改宗 を遅 らせてい

だらど うだったでしょう。必要性 を痛

感 しながら，神殿へ行っていなければ

どうなっていたでしょうか，初等協会，

日曜学校，聖餐会，家庭のタρ『で大き

な喜 びをクリスティンに与えていなか

っ た ら ど うだ っ た で し ょ う凌 ：し

その事故に遭 う前の週，汐リスティ

ンは妻に，また神殿に行けるか どうか

尋ねていました。それほど神搬が大好

きだったのでじた。 ら ミ

灰雀磁 鰍 驚 婁濃
こには私たちの家族の4人 あ名前 と，

その下に次の言葉が刻 まれています。

『この家族はこの世 において も永遠に

わたっても，結び固められています』

私 たちは一時の別れに涙 しながらも，

真実正 しい決断を下せたζζを知 って，

晴れ晴れとした心でいます蝉.

確かに福音は悪人を善 人に， また善

人を以前に も増 して立派な木にするの

で あ る 。 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ

っ て ， ア ー メ ン 。
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主の支援組織

七 十 人 第 一 定 員会 会 員

日 バ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン

召しを果たす者 は皆 ，教会の 目的の達成を支援す る

腰聾'

愛 する兄弟姉妹の皆さん逆 の錫
のバルコニーやラジオ，アレビで

大会の話に耳 を傾けている方々の中に

は，ワー ド部図書主任，初等協会教師，

ワー ド部書記，ステーキ部書記など，

管理の権限はあずかっていないが，主

を愛 し，そのみ業を愛 している方々が

お られるものと思 う。

現在の宇宙時代において最 も落胆さ

せ られる出来事のひ とつは，巨額の費

用 を投 じたロケッ トが発射前の最終の

秒読み段階に入 りなが ら，技術上の欠

陥のために発射延期になるときである。

問題点がごく短時間の内に明らかにさ'

れ，正 されない限 り，その計画は中止

され，恐らく月が再び格好の位置に来

る数週間後まで延期されることだろう。

人の労働量 と経費 とを考えた場合，そ

の技術上の欠陥が もたらす損害は天文

学的な数字になる。そ して，小さな ト

ランジスター1個 の不良が原因で全体

の機能が狂 う場合 もあるということが

報告 されている。

宇宙ロケットはおびただしい数の小

さな部品が支え合 ってできている。そ

れ と全 く同じように，主は大勢の人々

が互いに支え合 うよう組織 を設けてお

られる。それは，人々の生活に祝福 を

もたらし，永遠の生命 を得る資格 を与

える主の究極の目的を，計画通 りに達

成するためである。

きょう私はこの場 を借 りて，著 しい

働 きをしている全教会の神権支援組織

いわゆる 「小さい」召 しにある方，毎

週，毎月，人の 目につかない ところで.

働 き， 「あ りが とう」の一言さえもあ

まりかけてもらうことのない方々へ，

心か らの賛辞 を呈 したい。

ち りを払い， ごみ を掃き，整理整頓

をして建物 をきれいに保 って下 さる全

世 界の管理人に感謝 を申 し上げたい。

月曜 日を迎える建物は全 くの乱れよう

で，先の月曜日と同じ仕事が待 ち受け

ている。毎週が同 じ繰返 しである。 し

か し月曜 日の朝に注 ぐ愛 と献身は，金

銭に代 えられないものがある。建物の

管理人には私たちと同じ強い証がある。

もしそ うでなければ，必要なときに礼

拝の場所 を整えてお くという大変な仕

事 に取 り組めないであろう。証がなけ

れば，彼 らの負担を大きくす る私たち

の不注意な行為を快 く受け留めること

はできないであろう。

すべてのワー ド部，支部が礼拝行事

で歓迎貝 と案 内人を割 り当てたらどう

だろ う。割当てを受けた会員がその責

任 を果たしているところでは，敬盧な

雰囲気が確保 される。聖徒たちが入口

で心か ら， しか も静かな口調で歓迎す

るとき，そこには一人一人に喜びを与

え，集会の始まる以前か ら敬慶な気持

をもたらす という大きな意義があるの

である。現在教会ではこのことをもっ

と行 なう必要がある。

礼拝行事が始 まるのを待 っている間，

私たちは世俗 の事柄か ら心 を転 じなけ

ればならない。おごそかな曲を静かに

弾いて心 を和 らげ，私たちの求めてい

る教えに合った心の安 らぎをもたらし

て くれる大勢のオルガニス トに賛辞を

呈 したい。

私たちには，全教会の教師たちに感

謝 を述 べ る機 会 が あ ま りな い 。 立 派 な

教 師 と呼 ば れ る 人々 は， 準 備 に何 時 間

も 費や して い る。 参 照聖 句 や 聖 句 の概

念 を 思 い め ぐら し， 適 格 な言 葉 を見 つ

け る 。 次 い で そ の 適 格 な 言 葉 を み た ま

に よ っ て 語 る 。 「汝 ら も し 『み た ま』

を受 け ざ る 時 は 教 うべ か らず 」(教 義

と聖 約42：14)と は， この 教 会 が 常 に

教 え て い る と こ ろ で あ る。 真 理 を告 げ

る 人 々 に 祝 福 の あ らん こ とを 。

キ・ヤ ロル ・リン ・ピア ソ ン は ， そ の

詩 の ひ とつ で， 永 遠 を学 校 の劇 に た と

え て い る。 学 校 の 劇 で は ， 確 か な 才 能

を 見 出 せ な い 人 に よ く主 役 を与 え る。

そ うす る と， 人 に信 頼 さ れ た とい う こ

とで ， 例 外 な くそ の役 を立 派 に こな し，

期 待 以 上 の 成 果 をあ げ る よ うで あ る。

そ の こ とを 彼 女 は詩 に 読 ん で い る。 思

うに ， 天 父 も全 く この よ うで あ る。 私

た ちの 教 会 は 人が 奉 仕 に参 画 す る教 会

で あ る。 私 た ち は い つ も， 「な ぜ 彼 が 」

「な ぜ 彼女 が 」 とつ ぶ や きな が ら
， 神

の 召 し を受 け た 人 々 を眺 め る。 す る と

ほ ど な くして す べ て が 明 らか に な る。

そ の 人が 成 長 し， 隠 れ た才 能 が 現 われ

て くる の で あ る 。 も し も教 会 の 召 しを

霊 感 に基 づ い た もの と しな け れ ば ， す

な わ ち世 の 尺 度 を も っ て 人 の 潜 在 能 力

を計 る よ う に な れ ば ， 私 た ちの 進 歩 は

大 い に そ こ な わ れ る で あ ろ う。 「示 現

が な け れ ば 民 は 滅 び るd(箴 言29：18)

こ れ は 真 実 で あ る。

主 の み 業 に お いて ， 私 た ち は地 位 を

求 め な い し， ま た召 さ れ た とき に そ の

奉 仕 の機 会 を拒 む べ きで は な い 。教 会

に 入 っ て 間 もな い と思 わ れ る あ る兄 弟
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隅 ¶「一..一.一

の話 が あ る。 彼 は 管 理 の権 能 を持 つ 職

に就 きた い と切 に望 ん で い た。 そ こで

彼 は 大 会 の 折 に， 幸 い に も ヒ ュー ・B

・ブ ラウ ン副 管 長 と握 手 す る機 会 を得

た の で ，即 座 に こ う尋 ね た 。 「ブ ラ ウ

ン 副 管 長 ， 教 会 の 監 督 に な る に は ど う

す れ ば よい の です か。」

す る とブ ラ ウ ン 副 管 長 は 答 え た 。「そ

うです ね 。 とて も簡 単 です よ。 主 か ら

召 さ れ れ ば そ れ で よ い の で す副 そ の 召

しが何 で あ れ ， あ らゆ る 点 で 主 の信 任

を受 け る に ふ さ わ し くな る こ と， これ

はす べ て の 末 日聖 徒 に とっ て 何 と素 晴

ら しい 目標 で あ ろ うか 。

ピ ア ソ ン姉 妹 の 詩 は ま た ， そ の学 校

劇 の 中 に 登 場 す る 「槍 持 ち 」 に つ い て

も述 べ て い る。 学 校 劇 と同 様 ， こ の 教

会 も， 目立 っ た存 在 で は な い が 場 面 の

展 開 に は 欠 か せ な い 「槍 持 ち」 が い な

け れ ば， そ の 目的 が 遂 げ ら れ な い の で

あ る 。 こ れ らの 忠 実 な 会 貝 は 非 常 に 大

切 で あ り， あ ら ゆ る時 代 に お い て最 も

偉 大 な宇 宙 ロケ ッ トを打 ち上 げ る に あ

た り， 主 の 支 援 組 織 を形 成 して い る の

で あ る 。今 日の 偉 大 な 教 会 指 導 者 は皆 ，

昨 日の 「槍 持 ち」 で あ る。 これ こ そ が

永 遠 の 進 歩 で あ る 。神 よ り下 され た 人

類 の進 歩 の こ の 過 程 は ， 正 に福 音 の 計

画の基をなす ものである。

管理の権能 を持つ職か ら一時退 いて，

最後の場面のために槍 を手に して控え

ている人々へ も賛辞を呈 したい。その

状態はこの世限 りである。私の知 って

いる元伝道部長のある兄弟は，今 ワー

ド部書記として喜んでその責任 を立派

に果たしている。元ステーキ部長のあ

る兄弟は，現在執事定員会ア ドバ イザ
ー を務め，かつてないほどに十分な伝

道の備えを若人にさせている。私たち

はこの神権時代に次のような偉大な言

葉 を行動で表わしているのである。「ど

こで働 くかではな く， どのように働 く

かが問題 である。」

両親の皆さん，スカウ トの隊長はど

れほ ど大切 だろうか。監督の皆さん，

ワー ド部書記はどれほど大切 だろうか。

教師の皆1さん，図書委員は何 と大切だ

ろ うか。300年 前の人にとって，系図

探求者は何 と大切な存在だろうか。

天父の軍勢でひときわ力を持つ 「槍

持 ち」は，管理者の補佐の職 にある人

である。何 と素晴らしい精神 の持 ち主

であろうか。彼 らはいつ も指揮官の半

歩後方 を歩み，常に意見 を述べ られる

ように備 え，最終決定を喜んで受け入

れる。たとえその最終決定が 自分の思

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス と兄 ハ イ ラ ム ・ス ミス の 像
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い と正 反 対 で あ って もそ れ に 従 うの で

あ る 。

救 い 主 が 教 え ら れ た よ うに ， 福 音 の

教 え は こ の世 の 人 間 に は 理 解 しが た い

こ とが 時 々 あ る。 御 存 知 の よ う に， 神

の 道 は 人 の 道 と は 異 な る。 従 って ， 私

た ち は 皆 ， そ の 教 え を よ く学 ぶ 必 要 が

あ る 。 私 た ち が き ょ う こ こ で 語 っ て き

た 事 柄 の あ る もの は ， 「先 な る もの は

後 に 在 り後 な る も の は 先 に 在 るべ し」

(教 義 と聖 約29：30)と い う神 聖 な真

理 に 結 び つ い て い る と思 う。 将 来 を仰

ぎ 見 る と， そ こ に は 多 くの 驚 きが あ る

こ とだ ろ う。 そ の と き私 た ち は ， 「だ

が 彼 は ホー ム テ ィー チ ャー に す ぎな か

っ た」 と驚 きの 叫 び 声 を あ げ る に違 い

な い 。 御 存 知 の よ うに ， 手 引 き に記 さ

れ た通 りの ホ ー ム テ ィー チ ャ ー で あ り，

ふ さわ し い生 活 を送 っ て い る 人 な らば ，

そ の 人 は 必 ず御 父 の持 ち た も うす べ て

を受 け 継 ぐ資格 を得 る で あ ろ う。 実 に

こ れ に 勝 る祝 福 は な い の で あ る。

私 の 後 ろ に 腰 か け て い る これ らの 兄

弟 た ち は ， 他 の す べ て の 教 会 員 と同 じ

よ うに ， 全 く・同 一 の 永 遠 の 標 準 に よ っ

て 結 ば れ て い る。 こ の こ と も申 し添 え

て お き た い 。 公 平 か つ 真 実 な， あ の最

後 の 裁 き の と き に存 在 す る標 準 は ひ と

つ ， しか もた だ ひ とつ で あ る。 神 は 人

々 を偏 り見 る御 方 で は な い 。 聖 典 は 自

分 勝 手 に解 釈 す べ きで な い とい う教 え

に は何 と深 い 意 味 が あ る こ とだ ろ う。

聖 典 は 新 しい 改 宗 者 に とっ て も， 大 管

長 会 の 一 貝 に と っ て も， 等 し く意 味 が

あ る 。

教 会 の す べ て の 「槍 持 ち」 の 方 々 に，

私 た ち は心 の 底 か ら感 謝 を 申 し上 げ た

い 。 主 の た め に 責 任 を果 た して い る皆

さ ん に 感 謝 し た い 。 皆 さ ん の も とを訪

れ た と き に 支 援 と支 持 の 力 を感 じて い

る 。 そ の 力 に 感 謝 した い。 そ の 支 援 が

な け れ ば， 今 日の よ う な教 会 の 組 織 は

な か っ た で あ ろ う。 人 々 の 生 活 は これ

ほ ど豊 か に は 恵 ま れ な か っ た で あ ろ う。

私 た ちす べ て が ， 心 か ら喜 ん で， 効

果 的 に ， 完 全 な信 仰 を持 って 前 進 し，

主 の 栄 光 を真 心 か ら仰 ぎ見 る こ とが で

き る よ うに ， 主 イエ ス ・キ リス トの み

名 に よ っ て 祈 る 。 ア ー メ ン。



私の得たもの

七十人第一定員会会員

S・ デルワース ・ヤ ング

喜びと体験 と教訓の証 は，教会 における奉仕か ら得られる

1週 間ほど前に・私はこの大会で話
す ため に 原 稿 を 書 い たが ， こ の2

日間 に そ の話 を変 え る必 要 が 生 じて き

た 。 従 っ て初 め に ， 外 国 語 に 通 訳 しな

け れ ば な ら な い 通 訳 者 の 方 々 に ， 時 間

の 余 裕 を差 し上 げ られ な い こ と を お わ

び した い と思 う。

先 日の 金 曜 日以 来 ， 私 が 歩 く とき，

ま た 階 段 を上 が る と きに ， 立 ち止 ま っ

て 私 に 腕 をか し て くだ さ る方 の 数 が4

倍 に も増 した 。 こ こ で 皆 さ ん に ， 私 は

引退 す る わ け で ば な い こ と を 申 し上 げ

た い 。 新 た な 力 を得 て 再 出 発 す る の で

あ る。

あ る 友 人 か ら， 先 日の 金 曜 日， 「あ

な た は失 っ た もの に どの よ うに 耐 え ら

れ ます か 」 と言 わ れ た 。 そ こ で私 は ，

「私 は何 も失 っ て い ませ ん
。 む し ろ得

て い ます 」 と答 え た 。

私 は定 貝 会 に新 た な 親 し い 友 人 を得

た 。 こ の 定 員 会 は ， 全 員 が 目的 を ひ と

つ に して ， 世 の 前 に 正 義 の 旗 じ る し と

して 立つ もの と期 待 して い る 。

私 は また ， 私 をは る か に しの ぐ能 力

と力 強 さ と知 恵 を具 え た7名 の 指 導 者

を得 た 。 この 改 組 が な け れ ば， 私 は そ

の 恵 み に あ ず か れ なか っ た で あ ろ う。

私 は ま た， 指 示 を与 え る職 に 代 わ っ

て 仕 え る機 会 を得 た 。 この 職 に お い て

全 力 を尽 くす な らば ， 私 の 腕 は 広 く世

界 に 及 ぶ で あ ろ う。 また 視 界 の き く限

.り空 高 く達 す る で あ ろ う。

とこ ろ で 私 の奉 仕 に は ， 私 自身 に起

因 す る ひ とつ の 限 界 が あ る。 そ れ は体

力 と心 の 働 き， な ら び に 思 いや る心 で

あ る 。

私 は ま た ，J・ ル ー ベ ン ・ク ラー ク

副 管 長 の語 っ た言 葉 の 意 味 を理 解 す る

こ とが で きた 。 ど こで 働 くか で は な く，

どの よ うに 働 くか が 問 題 な の で あ る 。

私 は ， 長 年 の 間 に最 高 評 議 貝 会 に お

い て 学 ん だ 事 柄 を ， ゆ っ く り振 り返 っ

て み る機 会 を得 た 。 そ の会 貝 た ち は 長

年 その 業 を成 し遂 げ ， 進 め て き た 。

私 が 一 兵 士 と して 戦 場 に い た と き，

ブ リガ ム ・H・ ロ バ ー ツ会 長 は 連 隊 の

従 軍 牧 師 で あ っ た 。

ま た私 は ， 説 教 台 か らで は な く家 庭

に お い て，J・ ブ ー ル デ ン ・キ ン ボ ー

ル 会 長 の知 恵 とユ ー モ ア を楽 し く味 わ

っ た もの で あ る。

私 は ま た ， サ ミュエ ル ・0・ ベ ニ オ

ン 会 長 の 親 し い僕 と し て，26ヵ 月 間 共

に 働 い た 。

ま た， レ イ ・L・ プ ラ ッ ト会 長 の 雄

弁 さ に は， 公 私 両 面 に お い て ， 幾度 と

な く感 服 し た もの で あ る 。

ジ ョン ・H・ テ イ ラー 会 長 が 最 高 評

議 貝 会 会 員 に な る ず っ と以 前 か ら， 私

は 彼 を尊 敬 し て い た 。

私 は また ， 皆 さん と同 じ よ うに， オ

ス カー ・A・ カー カム 会 長 の 力 強 い 声

に 気 持 を高 揚 さ れ た 。 さ らに ま た ， ミ

ル トン ・R・ ハ ン ター 会 長 の 完 全 無 欠

な 信 仰 に 接 す る機 会 を得 た 。

私 は今 な お ， リチ ャー ド ・L・ エ バ

ン ズ会 長 の 友 情 と， 物 静 か なア ン トワ

ー ン ・R・ ア イ ビ ン ズ会 長 の 知 恵 と を

よ く記 憶 して い る 。

1945年 以 来 ， 評 議 員 会 で 交 流 の あ っ

た 親 し い友 ， 優 れ た 人 々 が ほ か に も大

勢 い る。

ま た， 長 年 この 評 議 貝 会 の 先 任 会長

を務 め た 私 の祖 父 ， セ イ モ ア ・B・ ヤ

ン グの知 恵 と信 仰 につ い て は よ く聞 か

され て き た し， 私 の成 長 期 に ， また 成

人 して か ら も 多 くの幸 せ な時 間 を共 に

過 ご した 私 の お じ， リー バ イ ・エ ドガ

ー ・ヤ ン グ もい る
。 こ れ らの 人 々 は み

な ， 第 一 定 員 会 が 組 織 され る の を望 み ，

そ の た め に働 き， 祈 っ て き た の で あ る。

私 が 失 っ た もの は何 も な い 。

私 は 大 きな 期 待 を もっ て ， こ れ か ら

の 体 験 で 得 られ る もの を待 ち受 け て い

る 。「デ ビ ッ ド ・コ ッパ ー フ イー ル ド」

に あ る よ うに ， 私 も 「万 事 よ ろ しい 」

と申 し上 げ た い。

話 を終 え る前 に こ の こ とだ け は 申 し

上 げ て お きた い。 皆 さん が 目に した 改

組 の過 程 を通 じて ， キ ン ボー ル 大 管 長

と副 管 長 た ち は ， 私 た ち に そ の こ とを

通 知 し， また 私 た ち の 気 持 を考 慮 して

絶 え ず 相 談 を持 ち か け て 下 さ っ た 。 パ

ウ ロ が 語 っ た よ うに， こ の こ とは 片 隅

で行 な わ れ た こ とで は な い 。正 し く，

霊 感 に よ っ て 行 な わ れ た もの で あ る。

時 が 訪 れ た の で あ る 。 と ど ま って は な

らな い。

私 は 先 日の 水 曜 日， 大 管 長 会 と十 二

使 徒 定 貝 会 の ふ た つ の 管 理 定 員 会 と，

神 殿 で会 した 。 そ こ で キ ン ボ ー ル 大 管

長 は ， 第3の 定 貝 会 に 教 会 の 中 で 最 も

よ く訓 練 され ， 最 も深 い経 験 を持 つ 誠

実 な 人々 を置 い た 。 その と き私 は ， 大

管 長 が 得 て い る権 能 を支 持 す る気 持 が

さ らに 大 き くな る の を覚 え た 。長 年 待

ち望 ん で きた事 柄 が 現 実 とな り， 私 は

感 銘 を覚 え た 。
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ア ン トワ ー ン ・R・ ア イ ビ ン ズ会 長

は ， 生 前 私 に ， 死 ぬ 前 に 七 十 人 第 一 定

員 会 が 組 織 され れ ば よ い の に と語 っ た

こ とが あ る。

私 も一 時 ， 霊 界 か ら こ の 偉 大 な 出 来

事 を 見 る こ と に な るだ ろ う と考 え た こ

とが あ っ た 。 こ の世 で そ れ を見 る こ と

が で きて 感 謝 して い る。 私 は 霊 界 に行

っ た ら， ア イ ビ ン ズ会 長 に ， も う少 し

こ の世 に 長 ら え れ ば よか っ た の に と言

うつ も りで あ る 。

私 に は まだ ， 第 一 定 員会 の 会 員 と し

て， 与 え られ た才 能 の 限 り を尽 く して

行 な う必 要 の あ る こ とが あ る と信 じて

い る 。私 と一 緒 に この 定 員 会 に加 わ っ

た他 の 同僚 た ち も同 じで あ る。 そ の才

能 を使 い ， よ く働 くな らば ， 満 足 を得

られ る で あ ろ う。

主 の予 言 者 は 霊 感 を受 け る権 利 を行

使 して1976年 の 状 況 に合 っ た組 織 を設

け た の で あ る 。 予 言 者 の 行 な っ た こ と

は 正 し・い 。 私 は この こ と を知 っ て い る 。

キ ン ボ ー ル 大 管 長 が 機 会 を与 え て 下 さ

る とこ ろで 引 き続 き仕 え る こ とが ，.私

の 希 望 で あ る 。 この 新 し い最 高 評 議 貝

会 とこ の 定 員 会 が 業 を力 強 く進 め る と

き に， 教 会 は伝 道 活 動 の 速 度 を 増 し，

私 は 完 き喜 び を味 わ う こ と で あ ろ う。

これ は イ エ ス ・キ リス トの 教 会 で あ

る 。 従 っ て この 教 会 は 主 の もの で あ る。

主 は 御 自 ら ジ ョセ ブ ・ス ミス を召 して

こ の 教 会 を 回 復 さ れ た 。 私 は キ ン ボー

ル 大 管 長 と副 管 長 た ち を支 持 して い る。

否 ， 支 持 す る以 上 の 気 持 で い る 。 彼 ら

へ の 私 の 愛 は ， 言 葉 で は語 り尽 くせ な

い 。

私 た ち全 員 が こ れ か ら も続 け て 彼 ら

の 意 に か な っ た仕 事 が で き る よ う， 主

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ て 祈 る。

ア ー メ ン 。

☆ ☆

新 しい 管 理 監 督 会 左 よ りH・ バ ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン ， ビ ク タ ー ・L・ ブ ラ ゥ ン1，J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク
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「

感化力のある教師

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

ボ ー ン ・J・ フ エ ザ ー ス ト ー ン

入に感化 を及ぼすの は，

である

レッス ンで はなく，精神を教える教師

'

エ ゼ キ エ ル 書 に この よ うな 言 葉 が あ

る。'

「わが 羊 は 散 ら され て い る
。 彼 らは

もろ もろ の 山 と， も ろ もろ の 高 き丘 に

さ ま よ い， わ が 羊 は 地 の 全 面 に散 ら さ

れ て い る が， こ れ を捜 す 者 も な く， 尋

ね る 者 もな い 。

それ ゆ え，牧 者 よ，主 の 言葉 を聞 けd

(エ ゼ キ エ ル34：6-7)

こ の重 大 な 意 味 を もつ 大 会 も問 もな

く終 わ る が ， 人 々 に 教 え る立 場 に あ る

す べ て の 方 々 に私 の 考 え を こ こ で お 話

した い と思 う。 「感 化 力 の あ る教 師 」

の 果 たす 役 割 につ い て 述 べ た い。

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ ケ イ 大 管 長 は か

つ て ， 「人 の 魂 を鍛 え る こ と以 上 に 大

きな 責 任 は この 世 に な い」 と語 っ た 。

教 え ， 鍛 え る こ と， これ は 教 会 の 親 と

教 師 の 全 員 に 与 え られ た 大 切 な管 理 の

職 の 一 部 で あ る 。 で は， 神 よ り託 され

た この 務 め が 大 勢 の 人 々 に 永 遠 の 意 義

を 十 分 に 与 え る よ うに す る ため に は ，

どの よ うに す れ ば よ い で あ ろ うか 。

ア メ リ カの 哲 学 者 ジ ョ ン ・デ ュ ー イ

は こ う言 って い る 。 「人 間 の 本 性 の 中

で最 も根 強 い もの は ， 重 要 な 人 間 に な

りた い とい う欲 求 で あ る 。 そ れ は 苦 し

内 み と ま で 言 え る切 な る欲 求 で あ る
。 人

の 同 情 を勝 ち得 るた め ， ま た 自分 を大

切 な 者 とみ な して ほ しい が ため に ， 病

気 に な る 人 さ え い る。 あ る権 威 者 た ち

が 述 べ て い る よ うに ， 過 酷 な現 実 の 世

界 で 拒 否 され て きた 自尊 の 感 情 を， 夢

想 郷 に お いて 見 出 そ う と して ， 実 際 に

精 神 障害 を 引 き 起 こす 人 々 が い るの で

あ るd

感 化 力 の あ滋 麺 露 虹 ら⑳ 感 謝

と 自肇 ㊧ 観 金 髪薫 裏 ゑ 乱 鰻 忌よ鳥 て，

伺=と：太き な奇 跡.を.現わ す 急 、と_だゐ.う 。

こ の心 の 飢 え を十 分 に 満 た して あ げ る

親 や 教 師 は ， 子 供 や ク ラ ス の 生 徒 を そ

の 掌 中 に お さめ る こ とが で きる 。

何 年 も前 の こ とで あ る。 ボ イ シ北 ス

テ ー キ・部 の ス テ ー キ部 長 で あ っ た ア ル

デ ィン ・ポー ター 兄 弟 は ， ワ ー ド部 ス

カ ウ トの 隊 長 を務 め て い た グ レ ン ・ク

レ イ トン兄 弟 の 家 に 立 ち寄 っ た 。 そ の

と き， グ レ ン と そ の 息 子 は 一 緒 に 自転

車 の修 理 を して い た 。 ポー タマ 部 長 は

彼 ら と少 しの 間 立 ち 話 を して か ら帰 っ

た 。 そ れ か ら数 時 間 後 ， 彼 が ま た グ レ

ン の家 に 行 っ た とこ ろ ， そ の 親 子 は ま

だ 一 緒 に 自転 車 の修 理 に 取 り組 ん で い

た 。 そ こ で ポ ー ター 部 長 は 言 っ た 。「グ

レ ン， 君 の1時 間 当 た りの 賃 金 を考 え

た ら， こ の 古 い の を修 理 す る時 間 だ け

働 くと， 新 しい 自転 車 を 買 え る ん じ ゃ

な い か な，」

す る と グ レ ン は立 ち 上 が りな が ら言

っ た 。 「修 理 し て るん じゃ あ り ませ ん

よ 。 息 子 に教 え て るん です 。」

そ の 年 ， グ レ ン の 隊 で は21名 の 少 年

が イ ー グル ス カ ウ ト賞 を得 た 。 感 化 力

の あ る教 師 とは ，.、言 葉 で は な くダ 精 神

を教～ζゑへ驚わる。、
教 育 者 が 教 育 に 失 敗 す る理 由 を， あ

る 人 が 次 の よ うに詩 に 書 い て い る。

大 学 教 授 ：

こ ん な 煮 え切 らな い学 生 は 恥 だ 。

ハ イ ス クー ル で の 準 備 が 悪 い 。

ハ イ ス クー ル 教 諭 ：

何 た る こ とだ 。 全 く不 出 来 だ 。

小 学 校 の 教 育 のせ い だ 。

小 学 校 教 諭 ：

一 体 ど う した もの だ ろ う
。

不 出 来 な 生 徒 を押 しつ け られ た。

幼 稚 園教 諭 ：

こん な しつ け の 悪 い子 ， 見 た こ と

な い わ 。

お 母 さん は どん な 人か し ら。 ∵

母 親 ： ろ

か わ い そ うな 坊や 。 あ な た が 悪 い

ん じ ゃ な い わ 。

お 父 さん の 血 筋 な の ね 。

私 は 最 近 ， あ る ステ ー キ 部 の 神 権 指

導 者 会 で， 家 族 に 対 す る 父 親 の 役 割 に

つ い て 話 した 。 す る とそ の 後 ， ひ と り

の 人 が 私 の とこ ろ に 来 て 自己 紹 介 を し，

後 日私 に 手 紙 を書 く との こ と で あ っ た 。

そ れ か ら数 日後 ， 次 の よ うな 手 紙 が届

い た 。

「拝 啓

先 日の 土 曜 日の 夜 の ス テ ー キ部 大 会

の と きに ち ょ っ とお 話 させ て い た だ い

た 者 です が ， 覚 え て い ら っ し ゃ らな い

で し ょ うね 。 そ の と き， この9年 間 と

い う もの ， 一 度 もや さ しい 言 葉 をか け

て や っ た こ との な い17歳 の 息 子 が い る

こ とを あ な た に お 話 し ま し た。 帰 宅 し

た ら， どれ ほ ど私 が 彼 を愛 し てい た か

告 げ るつ も りで す と， あ な た に約 束 し

て お い た 息 子 で す 。

彼 は私 た ち夫 婦 の頭 痛 の 種 で した 。

特 に ， この2年 間 は ひ ど い もの で した 。

私 た ち の 問 に は 長 い期 間 ， 父 と子 の つ

な が りが あ り ませ ん で し た。 きっ と驚

か れ た こ とで し ょ う。 しか し， 私 た ち
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の味わっている不幸は，長年私が彼に

与えた孤独に比較しようもありません。

彼は毎晩，父親である私から愛されて

いない，必要 とされていないとい う気

持で床についていたのです。」

エゼキ・エルは，父たちが酢いぶ どう

を食べたので子供たちの歯が うくと言

っている(エ ゼキエル18：2参 照)。リ
ー大管長はこれ を 「私たちの最大の教

育の場は私たち自身の家庭にある」 と

いう言葉に言い換えた。私たちは神の

信任 を受け，子供たちに真理 の原則を

教える責任を授かった。 しか しそれ と

同じ位大切なのが，主の方法に従 って

愛 し，心を配ることである。

感化力めある教師は，霊界で一定の

鋳型にはめ込 まれて造られ，それぞれ

ふさわしいときにこの地上に送 られるわ

けではない。王国の指導者すべてが，

そのような教師になる.可能1里を持つて

いるのである。あなたの直接の影響 を

受けるのは定員会や クラスの人々に限

られるか もしれない。 しか し，その感

化 は 永 遠 に まで 及 ぶ こ と に もな るの で

あ る 。

時事 評 論 家 の ア ー マ ・ボ ンベ ッ ク女

史 が 語 っ た よ う に， 私 た ち は 住 々 に し

て物 事 の優 先 順 位 を誤 ま る こ とが あ る。

こ こで 彼 女 の 「マ イ ク は大 丈 夫 だ ろ う

か 」 とい う記 事 を引 用 した い 。 こ の 記

事 に つ い て は ， ジ ョン ・ソネ ンバ ー グ

氏 か ら転 載 の 許 可 を い た だ いて い る。

マ イ クは3歳 の と き， 砂 場 が 欲 しか っ

た 。

す る とお 父 さ ん が 言 っ た 。 「庭 を見 な

さ い 。 一 日中近 所 の 子 供 た ちが い る 。

きっ と砂 をか け あ っ て ， 芝 生 を枯 ら

して し ま う だ ろ う よ，」

す る とお 母 さん が 言 っ た 。 「で も大 丈

夫 よ。」

マ イ ク は5歳 の と き， ジ ャ ン グ ル ジ ム

が 欲 しか っ た 。

息 をは ず ませ な が らぶ ら さが り，

一 番 高 い 所 ま で よ じの ぼ る ジ ャ ン グ ル

ジ ム 。

す る とお 父 さ んが 言 っ た 。 「だ め だ ね 。

裏 庭 が ど うな っ て い るか 知 って るか い 。

穴 が い くつ もあ い て る よ 。 き っ とみ ん

な の 靴 で も っ とた くさ ん の 穴 が で き る

こ と だ ろ う。 そ う し た ら芝 生 が 枯 れ て

し ま っd

お 父 さん は ビ ニ ー ル 製 の プ ー ル をふ く

ら ませ な が ら， こ っ言 っ た 。

「近 所 の子 供 た ち は ど こ で で も水 遊

び す る。 お 陰 で お 前 は 体 中 泥 ん こ だ 。

お まけ に芝 生 も枯 れ て し ま うd

す る とお 母 さ んが 言 っ た。 「で も大 丈

夫 よ。」

マ イ クは12歳 の と き， 庭 で キ ャ ンプ す

る こ とに した 。

み ん なが テ ン トを広 げ ， くい を打 ち込

む と，

マ イ クの お 父 さん が 言 っ た。 「テ ン ト

と くい で 芝 生 が 台 無 し じ ゃな いか 。

何 も言 わ な くて い い 。 み ん な の 言 い
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た い こ とは わ か って る 。 で も大 丈 夫

だ よ，」

新 し い種 が 根 を張 り始 め た と きに ， 冬

が 来 た。

子 供 た ちが そ りで 遊 ぶ の を見 て ，

マ イ クの お 父 さ ん は 首 を振 り振 りこ う

言 っ た 。 「何 って こ とだ 。 大 切 に 育 て

て きた の にd

す る とお 母 さ ん が 言 っ た 。 「で も大 丈

夫 よd

マイクは今や18歳 。今年は芝生が美し

い 。

新緑の輝 きは， まるで敷 き物の よう

だ。

人が行 きか う歩道沿いに も，

自転車 を入れてお く車庫のそばに も，

少年たちがいつ も穴を掘った花壇の周

囲に も。

しか し マ イ クの お 父 さん は 芝 生 に は 目

も くれ な い 。

た だ 心 配 そ うに庭 の か な た を 見や りな

が らつ ぶ'やい た 。

「マ イ ク は帰 っ ぞ 来 る だ ろ うか
。 大 丈

夫 だ ろ うかd

感化力のある教師は，純粋な愛ある

態度で心を配 り.，「この問題に直面 し

たら，救 い主ならどうなさるだろうカヨ

と考える。

1966年 ，キンボール大管長はセ ミナ

リー とインスティテユー トの教師 と役

員に， 「私の孫に教えるつ もりで教え

てほしい」 とい うテーマで話 している。

その話では大切 な真理が数々説かれて

いる。教会の教師は全員これを読み，

実際に応用 していただきたい。
「若人を導 き，励 ます皆 さんに敬意

を表 した いげ皆 さんには非常に重い責

任があ り， また救い手になる限 りない

機会がある。自分の務めを怠る両親 を

容謬するわけではないが，私たちは皆

さんのた くましい肩に重荷 を課さなけ

九 ばならない。賢明に，また上手にそ

の荷 を運んでいただきたい。……

私は子孫の教育を皆 さんに託 してい

る。現在私には26人 の孫が いる。ひと ・

りは幼 くして死に， 日の光栄の王国へ

行 った 。 また ふ た りは 結 婚 し， 学 校 教

育 を山 応 終 え た 。 しか しな お ，23人 の

孫 が 皆 さ ん の 教 え を受 け て い る。 … …

な ぜ 私 が こ れ か ら この 職 に就 く人 々 に

関 心 を寄 せ て い るか ， ま た なぜ 彼 らに

勇 気 と信 仰 の 人 ， 力 み な ぎ る人 ， 模 範

の 人 とな る よ う願 っ て い る か ， 察 して

い た だ け る と思 う。 私 の こ の 願 い は ，

私 の 孫 の た め ば か りで な く， 他 の大 勢

の 末 日聖 徒 の 若 人 を も考 え て の こ とで

あ るd

さ ら に キ ン ボー ル 大 管 長 は こ う語 っ

て い る。 「私 の 孫 や 他 の 若 人 に 何 を教

え る よ う願 えば よ い だ ろ うか 。 なか ん

ず く私 が 願 う こ とは ， 生 け る神 とそ の

独 り子 を信 じ る信 仰 を教 え る こ とで あ

る 。 た だ表 面 的 に， 知 識 の み を得 る の

で は な く， 主 に依 存 し， 近 づ くた め の

霊 的 な 深 い悟 りを得 る こ とで あ る 。 …

… 純 粋 な 汚 れ な い正 義 を教 えて い た だ

き た い 。神 の 子 供 た ちが 霊 的 な 闇 に 迷

っ た ら， そ れ が だ れ で あ ろ う と， ラ ン

プ を携 え て 行 き， そ の 道 を 照 ら して ほ

し い 。 また ，・骨 の 髄 ま で凍 るほ どに 霊

的 な 熱 意 が さめ た 人 が いれ ば ， 少 しの

間 そ の 腕 を支 え て 歩 き， 彼 ら を支 え ，

力 づ け ， 励 ま し， 元 気 づ け て 何 マ イ ル

も 共 に 歩 ん で い た だ き た い，」

確 か に， 私 た ち は この 種 の 確 信 を も

っ て 若 人 に 福 音 の真 理 を教 え る必 要 が

あ る。

感 化 力 の あ る教 師 と は清 い 人 で あ る。

1年 前 の地 区 代 表 セ ミナ ー で ， キ ン ボ

ー ル 大 管 長 は こ う語 っ た
。 「清 く澄 ん

だ 水 が 得 られ る の は ， きれ い な泉 か ら

で あ る，」

教 師 の務 め は 第一 に 生 徒 を救 う こ と

で あ る 。 これ は最 も大 切 な・こ とで あ り，

い くら 強調 し て も限 りが な い 。 生 徒 を

失 うな らば ， 他 に 何 を行 な お う と， 私

た ちは 神 か ら与 え られ た神 聖 な管 理 の

職 を う とん じ て い る こ とに な る 。私 も

ヨブ の よ うに 叫 び た い 。

「ど うか
， わ た しの 言 葉 が ， 書 き と

め られ る よ う に 。 ど うか ， わ た しの 言

葉 が ， 書 物 に しる され る よ うに 。

鉄 の 筆 と鉛 と を も っ て， な が く岩 に

刻 み つ け られ る よ うにd(ヨ ブ19：23

-24>

ク ラ スや 定 員 会 に 所 属 す るす べ て の

.…一一「

人 を救 う こ と， こ れ こ そが 感 化 力 の あ

る 教 師 の 仕 事 で あ る。

世 界 的 に 名 の 知 れ わ た っ た 鳥 類 学 者

グ ス トフ ・エ クス タ イ ン博 士 は ，25年

以 上 もの 間 ， 同 じ研 究 室 で働 き続 け ，

数 多 くの 鳥 をふ 化 し， 多 くの 交 配 を行

な っ た。 彼 の 研 究 室 に は， 鳥 の 変 種 や

雑 種 に 関 す る綿 密 な 記 録 が あ る。 博 士

は 研 究 室 に行 く と， まず 階段 を数 段 下

りてス テ レオ の前 に 行 き， ク ラ シ ッ ク

音 楽 をか け て ボ リュ ー ム を上 げ る。 そ

れ か ら仕 事 に 取 りか か る 。 す る と鳥 た

ち は そ の ク ラ シ ッ ク音 楽 に合 わ せ て さ

え ず る の で あ る。 そ し て午 後5時 半 頃 ，

そ の 日の仕 事 の 終 りに 博 士 は ステ レ オ

の ス イ ッチ を切 り， 帰 宅 す る。 こ れが

日課 で あ った 。

25年 後 ， 彼 は都 合 で 新 しい 管 理 人 を

雇 っ た。 エ ク ス タ イ ン博 士 が 研 究 所 を

出 た 後 ， この 新 しい 管 理 人 は 部 屋 の換

気 が 必 要 だ と思 い， 窓 を全 部 開 け た。

翌 朝 ， エ ク ス タ イ ン博 士 が 研 究 室 に

来 てみ る と， 窓 が 開 い て お り， 鳥 はみ

な 逃 げ て い た 。 博 士 は が っ く り と肩 を

落 と した 。 生 涯 をか け た仕 事 が 無 に帰

して しま っ た の で あ る。 博 士 は いつ も

の 習 慣 で ス テ レ オ の 前 に行 き， ク ラ シ

ッ ク音 楽 をか け て ボ リュー ム を上 げ た 。

そ れ か ら階段 に座 り込 む と， 頭 をか か

え 込 み ， 泣 き 出 して しま っ た 。

と こ ろ が ， 音 楽 の 調 べ は 開 け 放 た れ

た 窓 か ら外 に 流 れ ， 木 々 の 間 を抜 け，

通 りま で達 し た 。 す る と間 も な く， エ

クス タ イ ン博 士 の 耳 に 鳥 の は ば た きが

聞 こ え て きた 。 見 上 げ る と， 鳥 た ちが

窓 か ら研 究 室 に 入 って く るで は な いか 。

「こ う して す べ て の 鳥 が 戻 っ て き ま

した 」 と，博 士 は 語 っ た 。

私 た ち の 若 人 も福 音 の ク ラ シ ッ ク音

楽 を聞 くで あ ろ う。 そ して 感 化 力 の あ

る 教 師 が い る な らば ， す べ て の 少 年 ，

少 女 が 戻 って く る で あ ろ う。 こ の特 別

な 時 代 に ， こ の 大 い な る世 代 の 教 師 と

して 召 され ， 特 別 な使 命 を与 え られ た ，

両 親 ， 監 督 ， ア ロ ン神 権 お よ び若 い女

性 ， セ ミナ リー ， 日曜 学 校 の 教 師 の皆

さん に， 神 の 祝 福 が あ る よ う に。 イ エ

ス ・キ リス トの み 名 に よ って ， アー メ

ン。
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主 にあ って死ぬ入

十二使徒評議員会会員

ブルース ・R・ マ ッコ ン‡一

正義の道 を見定めてそれを歩み続ける者は，この世を去るとき

にた とえ完 全な者 となって いなくても ，将来永遠の生命を得る

であろう

大 半の人々の心に不安 を・ さらには
恐 れ さ え与 え て い る あ る事 柄 に つ

い て話 した い 。 私 た ちは これ を ひ ど く

恐 れ て お り， ま た ほ とん どの 人が ， で

き る こ とな らば こ れ か ら逃 れ た い と思

っ て い る。

こ れ か らお 話 す るの は， 不 滅 の霊 が

永 遠 の 王 国 へ 入 る と き の こ とで あ る。

そ の 恐怖 の 日に， 私 た ち は 朽 ち る 体 を

脱 ぎ捨 て て ， も との ち りに か え る。 そ

の死 ， す な わ ち この 世 の 死 ， 肉体 の 死

と， この 世 の最 後 の 務 め を終 え た と き

の霊 の 状 態 につ い て お話 し よ う。

この 王 国 に 入 る 人 は皆 ， 明 らか に 聖

きみ た まの 力 に よ っ て 導 か れ ， 啓 発 さ

れ るに 違 い な い 。 肉欲 に 従 う人 々 は こ

の 王 国 につ い て あ ま り 多 く を知 ら な い

で あ ろ う。 しか し， 至 高者 の 聖徒 た ち

に は 王 国 につ い て 非 常 に 多 くの こ とが

明 らか に さ れ て き た 。

私 が こ れ か らの 話 を聖 霊 の 力 に よ っ

て 語 り， そ れ が 皆 さ ん の 心 に 同 じみ た

まに よ っ て 深 く刻 まれ る よ うに ， そ し

て 皆 さ んが 真 理 を知 る こ とが で き る よ

う に祈 っ て い る。

聖 書 に は ， 次 の よ う なや さ し い慰 め

の 言 葉 が あ る。 「主 の 聖 徒 の 死 は そ の

み 前 に お い て 尊 いd(詩 篇116：15)こ

れ に対 して ， パ ウ ロの 刺 す よ う な 言 葉

を添 え た い 。 「死 の とげ は 罪 で あ る。」

(1コ リン ト15：56)

死 は 心持 ち よ く， 甘 く， 尊 い もの で

あ る。 さ も な け れ ば ， そ れ は 私 た ちに

限 りな い地 獄 の苦 しみ と硫 黄 の 火 と を

注 ぐもの で あ る 。 そ の い ず れ で あ るか

は， 私 た ち一 人 一 人 の選 択 にか か っ て

いる。

死を永遠の計画の中で適切 な位置に

置 くためには， まず人生の目的 を知 ら

なければならない。私たちはいつから

存在す るようになったか， だれのもの

か，またなぜこの世 に下 されたのか知

ることである。そ うしたときにこそ私

たちは，私たちを造って下さった神の

みこころによってこれから後 どこへ行

くか ということも想像することができ

るのである。

私たちは昇栄 された栄光ある御方，

すなわち骨肉の体を持 ちたもう私たち

の天父なる 「聖なる人」の霊の子供で

あ る。それは，主が この時代に啓示 し

て下 さったことか ら明らかである。

永遠の生命 とは，天父が現在得てお

られるような生活のことである。それ

は家族単位で送る生活であり，あらゆ

る権i威と力と統治権 を有す る生活であ

る。

御父は私たちが霊の状態から，御父

御 自身が現在得ておられる栄光，誉れ，

昇栄の状態に至るまで進歩できるよう，

救いの計画を定め られた。

また御父の計画によってこの地球が

創造された。そして私たちは地のちり

か ら造 られた体 を受け，死すべ き者 と

して暮 らし，試み と試練の下におかれ

た。そして今それを受けているのであ

る。

この救 いの計画に関連 して，人の堕

落 も定められた。その結果，肉体の死

と霊の死が もたらされた。また，神の

御子の贈いの犠牲による，死か らの贈

いが定められ， さらに従順な者全貝の

ために永遠の生命の受け継 ぎが定めら

れた。

そしてこの偉大な進歩の計画によっ

て，永遠の霊に朽ちる体 を与 える誕生

と，その霊 をこの世の病気や弱さから

解 き放つ死 とが備えられた。

この世 の生涯は決して安易なものと

しては計画 されなかったことを申し上

げておきたい。現世の生涯は試みの期

間であり，私たちは肉体的，知的，道

徳的，寄的に試みられるのである。私

たちは病気や体力の衰えを経験す る。

癌や らい病，伝染病に冒される。また，

苦痛や悲 しみ，苦悩 を味わ う。災害に

見舞われ，洪水に家を流され， ききん

によって食物を失い，疫病や戦争のた

めに墓はしかばねに満ち，破壊された

家は悲 しみに包まれる。

私たちはまた，啓示された神のみ言

葉 と，人の身 と霊 を破壊する理論科学

の悪疫のいずれを取るか，その選択に

迫 られている。誘惑，肉欲，あらゆる

種類の悪，これらはすべて計画の一部

であり，現世の経験 を得 る特権 を与え

られたすべての人はこれに直面しなけ

ればならない。

聖徒であると罪人であるとを問わず，

現世の試みにはすべての人があう。 し

か も，福音 を受け入れた人々の試み と

試練は，世の人々に課せ られるものよ

りはるかに大 きいことが往々にしてあ

る。アブラハムはその独 り息子をいけ

にえにするよう求め られた。またリー

ハイと家族は，所有の土地 と富 とを置

いて荒野に入った。いつの時代の聖徒

も，持ち物すべてを祭壇に捧げるよう
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に命 じられてきた。時には， 自分の命

さえも求め られたのであった。

私たちの受ける個人の試練について

言えるこ とはただ，私たちすべてには，

あらゆる事柄 を知 っておられ，万事好

都合にして下 さる神の知恵によって，

それぞれの状況に応 じた試みが与えら

れるとい うことである。主は私たち聖

徒 に対 して，次のように言っておられ

る。 「汝らのわれに適 しきを知 るため

に，死に至るまで もわが誓約 を守るや

否や，すべてに於てわれ汝らを試すべ

し。

汝 らもしわが誓約を守 らずんば，わ

れに適 しからぬ者 たちな りd(教 義 と

聖糸勺98：14-15)・

では，死については どうだろうか。

愛する人との別れ，死後の生活につい

てはどっだろっか。

聖典 にはこう記されている。 「大い

なる造 り主の憐み深い道が成就す るた

めに万人に死が伝わったd(IIニ ーフ

ァイ9：6)真 実の聖徒に とって，

死は愛す る人 とg)一時的な離別にすぎ

ず，それ以上の悲 しみでばない。誕生

と死は共に，永遠の ドラマに欠かせな

い一場面なのである。

私たちは，この世の経験 を得る特権

を与えられた ときに歓呼の声をあげた。

それは，この世の試みがなければ，永

遠の生命が得られないか らである。ま

た私たちは今，この人生 を終える特権

を受け，偉大な贈い主に賛辞の歌 を歌

う。それは，死 と復活がなければ，不

死不滅の栄光によみがえり，永遠の生

命 を得 ることができないか らである。

忠実 な聖徒たちはこの世 を去ると，
「パ ラダイスととなえる幸福な有様，

すなわち安息と平和な有様に入 り一切

のわずらいと憂いと悲しみ とを離れて
せ

息むd(ア ルマ40：12)そ して復活

ず'の 日までこの状態にある。

一方
、悪人と不信心 な者はこの世 を

去 っても，邪悪な心 と反抗心 を持ち続

ける。 「あなたたちがこの世 を去る時

あなたたちの肉体を離れる霊は，永遠

の来世に於て再びあなたたちの身体に

宿 る力を持っている」(ア ルマ34：34)

と聖典に記されている。

ニー ファイは教会員に次のように語

十二使 徒評 議 員会 会 員 ボイ ド ・K・ パ ッカ ー長 老

って い る。 「あ な た た ち は これ か ら も
かた

キ リス トを確 く信 じて疑わず，完全な

希望 の光 を抱き，神 とすべての人とを

愛して強 く進まなければならない。そ
あ

れ で あ るか ら， この 後 もた え ず キ リス

トの 言葉 を よ く味 わ い な が ら強 く進 み ，

終 りま で堪 え 忍 ぶ な らば 『永 遠 の 生 命

を受 け る 』 か くの 如 く天 の御 父 が 言 い

た も うた，」(IIニ ー フ ァ イ31：20)す

な わ ち， す べ て の 忠 実 な聖 徒 ， 終 りま

で 耐 え忍 ぶ 人 々 は 皆 ， こ の世 を去 る と

きに 永 遠 の 生 命 を完 全 に保 証 さ れ るの

で あ る。

私 た ち の 心 に は ご まか しや 疑 い， あ

い ま い さ は ， み じん も な い 。 こ の 人 生

を 誠 実 か つ 忠 実 に 送 る者 は， 来 た るべ

き世 に お い て 道 を そ れ る こ とは な い で

あろう。この世で誓約 を守 り，私たち

の主に対する証 を堅 く誠実に保ってこ

の生涯 を終える者は，永遠の生命の受

け継 ぎを得てよみがえるであろう。

しか しなが ら，この人生を誠実かつ

忠実に送 り，主にあって死ぬ者は，あ

らゆる点で完全 となったので次の世に

行 くというわけではない。完全な人は

ただひとり，神 を父 とす る主イエスだ

けであった。

しか し完全の域に近づいていた義人

は大勢いる。信仰 を守 り，律法に従い，

永遠の生命を必ず受け継 ぐであろうと

い う完全な保証 を得てこの世 を去った

忠実な人々は非常に多い。

これ らの人々には，かの栄えある終

りのBに 御父の王国に属するすべての
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もの を授 か る た め に ， 死 後 も行 な わ な

け れ ば な らな い こ とが た くさん あ る。

そ の 日，、偉 大 な 王 は 彼 らに 言 うで あ ろ

う。 「わ た し の 父 に 祝 福 さ，れ た 入 た ち

よ， さあ，世 の初めが らあなたがたの

ために用意されている御国を受けつぎ

なさいd(マ タイ25：34)

ここで繰 り返 したい。正義の道 を見

定め，主のみ業は神の認めだ もう真理

にかなうものであるという確かな証 を

得;世 の事柄 を克服 し，神の王国に属

する事柄 を第一 として生活する人，す

なわちこれ らすべてのこ とを行なって

この世 を去る神の聖徒たちは，た とえ

世 を去 るときにまだ完全になっていな

くても，将来御父の王国において永遠

の生命を得るであろう。

「主の聖徒の死はそのみ前において
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尊 いd(詩 篇116：15)「 何 と素 晴 ら し

い 言 葉 で あ ろ うか 。 聖 徒 た ち は死 ぬ と

き に， 主 と共 に 昇 栄 に あ ず か る と い う

確 信 を そ の 心 に受 け る 。 これ は何 と尊

く， 素 晴 ら し く， 栄 え あ る こ とだ ろ う

カ㌔ 聖 徒 た ちガ 進 歩 し， 自分 の よ う に

な る道 を備 え られ た主 と共 に 住 め る の

で あ る 。

「主 に あ っ て 死 ぬ 人 は さ い わ い で

あ る 。 … … 彼 らは そ の労 苦 を解 か れ て

休 み ， そ の わ ざは 彼 らに つ い て い く，」

(黙 示14：13)何 と素 晴 ら しい 言 葉

で あ ろ うか 。 創 造 の 目的 を完 全 に 遂 げ

た 忠 実 な 聖 徒 た ちに ， 慈 悲 深 い神 は や

が て すべ て の もの を与 え た も う。 ま こ

と に喜 ば し い こ とで あ る。

主 は 聖 徒 た ち に 言 っ て お られ る。「わ

れ に あ りて 死 ぬ る者 は死 を味 わ う こ と

な し。 そ は 死 は 彼 ら に と りて 甘 け れ ば

な りd(教 義 と聖 約42：46)何 と素 晴

ら しい こ とだ ろ うか 。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 次 の よ う

な 素 晴 ら し い 言 葉 を残 して い る 。 「備

え の で き 鳶 人 は ， 死 に よ つ て さ らに よ

い状 態 に至 るd(Tθ αc配ηgsげ 置舵

pγopん窃Jose擁S㎜ 漉 「予 言 者 ジ ョセ

ラ1、ス ミス の 教 え 」p.326)

「イ エ ズ ・キ リス トに あ っ て 死 ん だ

人 々 は ， よみ が え る と き， 完 き喜 び に

入 る こ と を待 ち望 む こ とが で き る。 そ

れ は彼 らが こ め世 で持 っ て い た もの ，

あ る い は 待 ち望 ん で い な もの で あ るd

(同 上p.295)

「復 活 の と き
， あ る者 は よ み が え っ

て 天 使 と な り， ま た あ る 者 は よ み が え

っ て神 々 とな るd(同 上p.312)

死 は 大 い な る 創 造 主 の 慈 悲 深 い 計 画

の 一 部 で は あ る が ， 私 た ちは そ れ を求

め て は い な い 。 む しろ生 の 喜 び を享 受

し， で き る 限 り長 く隣 人 に 仕 え る こ と

が で き る よ うに望 む 。 忠 実 な聖 徒 た ち

は ， 邪 悪 な 世 に あ っ て は 正 義 の パ ン種

で あ る 。

しか し主 の 民 が 追 い 立 て ら れ， 迫 害

され る こ とが 時 折 あ る 。 ま た主 は 故 意

に ， 忠 実 な聖 徒 た ちが 肉体 的 ま た 霊 的

な 苦 しみ を受 け るに まかせ て お られ る 。

そ れ は あ ら ゆ る 点 で彼 ら を試 み， ま た

死 に至 る ま で も彼 らが 主 との 誓約 を守

るか ど うか 見 る た め で あ る。 そ して こ

れに耐えた者は永遠の生命 を受けるに

ふ さわ しい者なのである。

しかし私たちが この世で出あう事柄

は何であろうと，ほんの一瞬にす ぎな

い。そしてもし私たちが誠実であり，

忠実であるならば，神 はやがて私たち

を高 く引き上げて下 さるのである。私

たちが失っだものや受けた苦しみはす

べて，復活の ときに私たちに償われる

であろう。

私たちは将来，死すべ き状態か ら不

死不滅へ，朽 ちる状態か ら朽 ちない状

態へ よみがえるであろう。私たちは完

全な体 をもって墓から出て くるであろ

う。頭髪一本も失われることはない。

神 はあらゆる涙をぬ ぐって下さるであ

ろう。

福音に従って生活 したならば，私た

ちは， 日の光栄の王国め栄光に耐える

日の光栄の体 を持って出て くるであろ

う。また私たちは家族単位で引続 き暮

らすであろう。ジョセブ ・ス ミスが語

っているように， 「この世にてわれら

の中にある交 りの天に もあることを知

らん。，ただわれらの今 この世にて享け

ざる永遠の光栄それと結合せ るを見る

べ しd(教 義 と聖約130：2)

私たちはこの世の生活をも，死 をも

共に喜ぶ。私たちの望みはただ，主の

み こころを行ない，定め られた ときに

主の王国において主 と一緒に暮 らすこ

とであるご

古代のかの勇敢 な使徒が死 を間近に

控 えて語った状態に，私たち一 人一人

もなれるように願っている。
「わたしは，すでに自身 を犠牲 とし

て ささげている。.わた しが世 を去るべ

き時がきた。

わたしは戦いをりっぱに戦いぬき，

走るべ き行程 を走 りつ くし，信仰を守

りとおした。

今や，義の冠がわたしを待 っている

ばか りである。かの日には，公平は審

判者である主が，それを授けて下さる

であろう。わたしばか りではな く，主

の出現 を心から待ち望んでいたすべて

の人にも授けて下さるであろうd(II

テモテ4：6-8)

主 イエス ・キリス トのみ名によって，

アー メン。
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写㍉

私の人生で

最も大いなる こと

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

ロ バ ー ト ・E・ ウ エ ル ス

ヨハネ は人々をキ リス トのもとに導 くことを願い，救い主か ら

「よ り大いなる業を引き受けた リ」という言葉を受けた

救 い主は伝道瀞 力の価値を強調する
の に， きわ め て 劇 的 な 時 を選 ば れ

た 。 主 が 使 徒 た ち に 心 の望 み を尋 ね た

も うた と き， ペ テ ロは 早 くこの 世 を去

っ て 救 い主 と 王 国 に 住 む こ とを願 っ たD

しか し愛 弟 子 ヨハ ネは ， こ の世 に と ど

ま り， 人 々 を キ リス トの も とに導 くこ

と を願 った 。

こ の 麗 し い瞬 間 を想 像 い た だ きた い 。

教 会 幹部 に壇上 の話手 の姿

が正 面 か ら見 え るよ うテ レ

ビが据 えつ け られ てい る。

ペ テ ロ は 救 い 主 と共 に ⊥ 国 に 入 る こ と

を選 ん だ 。 しか し救 い 主 は ペ テ ロ の方

を向 い て こ う言 っ て お られ る 。 「わが

愛 す る者 〔ヨハ ネ〕 は ， そ れ 以 上 を為

さ ん こ とを願 え りd(教 義 と聖 約7

章 参 照)

私 の 人生 で 最 大 の こ と と言 えば ， 伝

道 活 動 で あ る。 こ の 歴 史的 な 伝 道 の 定

貝 会 ， 七 十 人 定 貝 会 の 一 貝 で あ る こ と

は， この 上 な い 栄 誉 で あ る 。

この 場 を 借 りて， 私 の 入生 に 多 くの

も の を与 え て くれ た 人々 に賛 辞 を呈 し

た い と思 う。 まず 私 の 伴 侶 で あ るが ，

彼 女 は 偉 大 な 宣 教 師 で あ り， 主 に 仕 え

る こ とを大 き な喜 び と して い る。 次 に

私 の 子 供 た ち で あ る。 私 は 彼 ら を愛 し，

彼 らに 感 謝 して い る。 私 た ち夫 婦 に と

っ て 誉 れ で あ る 。 す で に 幕 の 彼 方 に行

っ た 伴 侶 に も賛 辞 を呈 した い。 ま た現

在 この 世 に い る， 私 が 愛 し敬 っ て い る

両 親 が い る。 ま た 幕 の 彼 方 に 行 っ た 父

に も賛 辞 を呈 した い。 さ らに 賛 辞 を呈

し た い 人 々 と して ， 予 言 され た 民， 約

束 の 民 で あ る ラ テ ン ア メ リカ の レー マ

ン 人が い る 。私 は 四半 世 紀 以 上 の 間 ，

彼 らの 間 で 働 き， 暮 らす 誉 れ と特 権 と

を得 た 。

予 言 者 た ちの 語 る この 聖 な る場 か ら

私 の 証 を述 べ た い と思 う。 私 た ちの 天

父 は 生 きて お ら れ， 私 た ち を愛 し， 祈

りに 答 え て 下 さ る 。 イエ ス は キ リス ト

で あ り， この 世 の 創 造 主 で あ り， 数 限

り な い世 界 の 創 造 ：主で もあ る。 イエ ス

は 私 た ち の 罪 の た め に=苦 しみ ， 死 に，

3日 目に 復 活 さ れ た 。 また 主 の 名 を い

た だ く この 教 会 の 頭 と して 立 っ て お ら

れ る。

福 音 は こ の 末 日に ジ ョセ ブ ・ス ミス

に よ っ て 回復 され た。 また 今 日私 た ち

は ， 主 の 予 言者 に よ っ て 導 か れ て い る。

私 は予 言 者 に心 か ら忠 誠 を尽 く し， 従

っ て い る。 ま た 前 に座 って い る これ ら

の 偉 大 な兄 弟 た・ち も全 員 そ うで あ る。

私 は この 証 を イエ ス ・キ リヌ、トの み

名 に よ っ て 申 し上 げ る。 ア ー メ ン。
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絶えず変わろう

管理監督会第二副監督

J・ リチャー ト㌦ クラーク

新任の副監督の証

兄 弟姉妹の皆さん読 週以来・私は
言葉に表わせない気持 を感 じてい

る。ある人は心に去来す る思いを次の

ように述べた。 「私は神経質になった

わけではないが，信 じがたいほ ど物事

に感 じやす くなった。

私が肝に銘 じていることはただひと

つ，絶えず変わろうということである。

神の予言者によって召され，十二使徒

評議員会の兄弟たちと予言者の手の下

に責任 を託 されたことは，私の生涯の

中で も特別な体験である。

私 もウ エ ル ズ長 老 と同 じよ うに ， こ

の 体 験 を得 る に あ た っ て 私 の 生 涯 に 多

くの もの を与 え て下 さ っ た 人 々 に 敬 意

を表 し た い と思 う。

こ の 召 し を受 け た と き， 私 は一 瞬 黙

り こ ん で し ま っ た 。 す る と キ ン ボ ー ル

大 管 長 か ら， 家 に 帰 っ て考 え た い で す

か と尋 ね られ た 。 しか し私 は ， 結 婚 の

と き に夫 婦 で 固め た 決 意 の こ とを 話 し，

即 座 に そ の 召 しに 応 じる こ とが で き た 。

これ ま で受 け て きた 召 し と同 様 に ，

こ の 召 し も家 族 の 召 し で あ る こ と を私

扶助協会設立百年記念碑のまわりで休む大会訪間者

の 家 族 に 言 い た い と思 う。 私 た ち は互

い に対 して 責 任 が あ る。 す な わ ち教 会

指 導 者 の 家 族 は い わ ば ガ ラ ス張 りの 家

に 暮 らす よ うに し な け れ ば な ら な い 。

ま た， 最 善 を尽 く して ， こ れ ま で受 け

た 祝 福 に ふ さわ し い 生 活 を 送 り， で き

る 限 り福 音 の 原 則 に従 って 生 活 す る よ

う に努 め な け れ ば な らな い こ と を， 私

た ち は 認 識 して い る 。

こ こ で ， 神 が 私 の泌 に 証 して 下 さ っ

た こ と を私 の証 と して 申 し上 げ た い 。

私 の 後 ろに 座 っ て い る の は ， 神 の 選 ば

れ た聖 き予 言 者 で あ る 。 私 た ち は世 界

の 歴 史上 最 大 の祝 福 に あ ず か っ て い る。

主 が そ の み 声 を 聞 くす べ て の 人 々 を招

い て お られ る こ の 時 代 に ， 私 た ち は 暮

ら して い るの で あ る。 主 の も とに 来 て ，

主 の み た まに あ ず か り， 義 な る 者 と な

り， こ の世 に お い て 主 の 王 国 で平 安 と

繁 栄 を享 受 し， 茨 の 世 に お い て 永遠 の

生 命 を受 け る よ うに と， 主 は 語 りか け

て お ら れ る 。

証 申 し上 げ る 。私 は ， イ エ スが キ リ

ス トで あ り， 生 け る神 の御 子 で あ り，

永 遠 の 救 い 主 で あ る こ とを知 っ て い る。

また ， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス， な

ら び に 自 らの 生 活 を 捧 げ て きた す べ て

の 人 々 ， さ らに こ の安 らか な 集 ま りの

中 で ひ と と き を過 ごせ る よ うに して下

さ っ た 多 くの 方 々 に ， 私 の 愛 と感 謝 の

気 持 を表 わ した い と思 う。

私 た ち全 員 の 上 に 主 の 祝 福 が あ っ て，

私 た ち が 義 しい 心 の望 み を遂 げ ， 主 の

み こ こ ろの ま ま に主 の み 業 を果 たせ る

よ うに イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ

て 祈 る もの で あ る。 ア ー メ ン 。
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「

人のための プログラム

大 管 長

ス ヘ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

教会 員は主から告 げられた事柄を行な うように求められている

する兄弟姉妹の皆さん， この素晴愛
ら しい大 会 の 終 りに あ た っ て， 少

し だ け お 話 した い と思 う。

話 を して下 さ っ た 方 々 は 皆 ， 主 か ら

豊 か な 導 き を受 け て い た 。 ま た広 く名

め 知 ら れ て い る タバ ナ クル 合 唱 団 は ，

そ の 豊 か な 才 能 を も っ て， 私 た ち に 妙

な る歌 を聞 か せ て 下 さ っ た 。 非 常 に 感

銘 深 い もの が あ った 。 また 他 の 合 唱 団

に も深 く感 謝 して い る 。 彼 ら も この 大

会 を盛 り上 げ ， 主 と私 た ち に喜 び を与

え て下 さっ た。 へ

ま た， 教 会 幹 部 の 異動 が あ っ た 。 私

た ち は ， す べ て の 人 が 心 か ら これ に 同

意 して 下 さ る よ う希 望 して い る。

教 会 幹 部 の 説 教 は ほ とん どす べ て の

テ ー マ を網 羅 し て お り， 非 常 に 内容 の

濃 い もの で あ っ た 。 私 た ち は 彼 ら全 貝

の 献 身 を非 常 に 喜 び と して い る。 こ こ

で 若 干 の 事 柄 を 申 し上 げ た い。

タナ ー 副 管 長 は， ヨー ロ ッパ の 地 域

大 会 の 様 子 を再 現 して 下 さ っ た 。 私 た

ち は ， 同 じ地 域 大 会 を東 洋 ， 南 ア メ リ

カ ， メ キ シ コ， 南 洋 諸 島 で 開 催 して き

た 。

ロム ニ ー 副 管 長 は ， 正 直 と誠 実 と伴

侶 を テ ー マ に して ， 主 のみ 言 葉 を語 っ

"'て 下 さ った 。

ま た 合 唱 に は さ ま れ て ， 愛 す る兄 弟 ，

使 徒 パ ウ ロ の 説 教 か らの 抜 粋 を聞 い た。

また ， イ エ ス の 受 け た試 み の 様 子 を

心 に 浮 か べ る機 会 を得 ， さ らに 使 徒 の

目か ら見 た 永 遠 の 家 族 を も心 に 描 くこ

とが で き た 。

教 会 幹 部 の 方 々 は ， 素 晴 ら しい 人 生.

の 体 験 を も っ て道 を示 し， 歩 む 方 向 を

定めて下さっだ。また，た とえ話や引

用文，勧告の言葉 によって，偉大な教

訓を与えて下 さった。

教会の標準が繰返 し強調され，神の

戒めに従 うように との暖かい訴えがあ

った。

また両親 と監督が，立派に召 しを果

たす宣教師 を備えるためにはどうすれ

ば よいかピつ いて学んだ。

様々な年代の教会幹部のた くさんの

証 をうかがったが，それは確固たるも

ので，等 しく人々の精神 を高揚 させ，

信仰を築 き，希望 を増す ものであった。

それはふ さわ しい生活を目ざす ように

勧めるものである。次の詩にこう読ま

れている。

労 を惜 しま ず働 い て も，

不 毛 の 土 壌 で は ，

果 た し て ゆ りの 花 が 咲 くだ ろ うか 。

神 を信 じな さ い 。神 は 花 を咲 か せ た

も う。

頭 上 の 雲 と，

空 に 織 りな す 日没 の 陽 の 輝 き を，

果 た して よ く描 け るだ ろ うか 。

力 の な い 者 よ， お ま え に は で きな い 。

神 を信 じな さ い 。 神 は描 き た も う。

心 悩 ます 者 よ，

お ま え は あ らゆ る わず ら い と試 練 を

そ の魂 か ら拭 い 去 れ る だ ろ うか 。

手 だ て な き者 よ， お ま え に は で き な

い 。

神 を信 じな さ い。 神 は 拭 い た も う。

教会幹部の兄弟たちが訴えた，私た

ちへの勧告 と説教に従わな くて もよい

とい う理 由 が 何 か あ るだ ろ うか 。 救 い

主 が なぜ 失 望 され ， 次 の 言 葉 を残 され

たか が ， 私 た ち に は わ か る 。 「わ た し

に む か っ て 『主 よ， 主 よ』 と言 う者 が ，

み な 天 国 に は い る の で は な く， た だ，

天 に い ま す わ が 父 の 御 旨 を行 う者 だ け

が ， は い るの で あ るd(マ タ イ7：21)

ま た主 は こ う言 わ れ た 。 「わ た し を

主 よ， 主 よ， と呼 び なが ら， なぜ わ た

しの 言 う こ とを行 わ な い の か ，」(ル

カ6：46)こ の 言 葉 が 私 た ち の 家庭

に ， ま た 将 来 の 生 活 に指 針 を与 え る も

の とな る よ う希 望 して い る。

こ の素 晴 ら し い大 会 を終 え る に あ た

っ て ， 話 に 耳 を傾 け て お ら れ る 方 々 に ，

主 が 告 げ て お られ る こ とを行 な い ， ま

た こ の 大 会 で き わめ て 明 確 に され た 事

柄 を行 な う よ う， も う一 度 お 願 い し た

い 。

私の外科手術 と癌の手術 を知ったあ

る著名な医師は，私が教会の大管長 と

しての大 きな責任 を受けていることに，
一方ならず驚いていた。彼は教会員で

はない。従って，主に対 して強い確信

を抱いている者の感 じる力を全 く知 ら

ないのである。主はゲームを演 じてい

るのではなく， 人と神の栄光のための

大切な計画 を進めておられるのである。

主は御 自分の行 なっておられることを

知ってお られ，いつ も適切な働 きかけ

をされる。

私はまた，主のみ業に疑いをさしは

さむ人のいることに驚 きを覚 えるもの

である。これが神のみ業であるという

強い確信 と証を持 っている私たちは，

主の道あるいは決定に疑いを持たない。
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讃 美歌 を歌 う耳 の聞 こえ ない会 員 たち

神 は生 きて お ら れ る。 こ の よ うな確

信 が な く， 疑 念 の薄 暗 が りの 中 で暮 ら

して い る世 の 人 々 を， 神 は 悲 し ん で お

ら れ る 。 私 は は っ き り とこ の こ と を知

っ て い る。

私 は ま た， 主 イ エ ス ・キ リス トが 私

た ちの 天 父 の生 み た ま え る独 り子 で あ

り， 人の 創 造 と， 地 球 をは じめ 人 の た

め に あ るす べ て の もの ， 地 球 に あ るす

べ ての もの の 創 造 を助 け た も う た こ と

を知 っ て い る。 イ エ ス ・キ・リ ス トは 人

類 の瞭 い 主 で あ り， この 世 の 救 い主 で

あ る 。 また ， 全 人類 の ため の 救 い の 計

画 の 創 始 者 で あ る 。 主 が 定 め ら れ た 律

法 に 従 うす べ て の 人 は昇 栄 す る 。

この 真 の 教 会 と い う機 関 を組 織 な さ

彙「
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っ た 方 は 主 で あ り， 主 の み 名 に よ っ て

こ の 教 会 は 呼 ば れ て い る。 末 日聖 徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 が そ の 名 で あ る。

救 い の 力 は す べ て こ こ に あ る。

私 は また ， 主 が 予 言 者 た ち に 言 葉 を

下 して お られ る こ とを知 って い る。 王

は ア ダ ム や ア ブ ラハ ム ， モ ー セ， ペ テ

ロ， ヨセ ブ の 時 代 ， そ の 他 の数 多 くの

時 代 に 大 勢 の 人々 に真 理 を 明 らか に さ

れ た よ うに， 今 日 も主 の 僕 た ちに 真 理

を 啓 示 して お ら れ る 。 他 の神 権 時 代 に

お け る と同 様 ， 今 日 も， 光 と真 理 を告

げ る神 の 教 え は 人 に 与 え られ て い るの

で あ る 。

ア ダ ム とイ ブ が 園 に 置 か れ て 以 来 ，

主 は そ の 民 に 真 理 と光 を明 らか に す る

雛

響
。
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こ とを切 に 望 ん で こ ら れ た 。 しか し，

人 が 耳 を傾 け な い こ とが た び た び あ っ

た 。 当 然 の こ とな が ら， 耳 を傾 け な い

と こ ろ に 語 る声 は な い 。

人 々 が 真 理 を受 け 入 れ ， 交 わ し た約

束 と誓 約 に 完 全 に従 うな ら ば ， 福 音 の

真 理 は 人類 を救 い と昇 栄 に至 らせ る こ

と を， 私 は知 っ て い る。

私 は こ れ が 真 実 で あ る こ とを知 って

い る。 私 は 全 世 界 の 愛 す る兄 弟 姉 妹 ，

友 人の 皆 さん に， こ の証 を 申 し上 げ る 。

す べ て の 方 々 に ， 真 剣 な 気 持 で福 音 を

受 け 入 れ ， 完 全 に そ れ に 従 っ た 生 活 を

送 る よ う勧 め た い。 この 証 を イエ ス ・

キ リス トの み 名 に よっ て 申 し上 げ る 。

ア ー メ ン 。
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10月2日(土)福 祉 事業 集 会 にお け る説教

福祉 活動 に欠か廿ない

監督の倉庫

管 理 監 督

ヒ ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン

福祉生産事業 に着手す る ことによ り，監督 の倉庫 の取得 を 目ざす

す る兄弟姉妹， きょう私は教会福愛
祉活動の本質について少しお話 し，

監 督の責任 と， その責任を果たす上で

の監督の倉庫の役割に注意 を促 したい

と思 う。

まず，福祉活動の目的を要約 したJ・

ルーベ ン ・クラー ク ・ジュニア副管長

の，実に大切 な基本 となる言葉 を引用

してみたい。
「福祉計画は，物的必要に関する限

り個々人にこの世的な援助を及ぼす も

のであるが， その霊 の福利を考 えれば，

永久的な恩恵をもたらす 目的を持 った，

永久的な計画 と言える。」(J・ ルーベ

ン ・クラーク ・ジュニア副管長，1949

年4月5日)

福祉活動が物質的なもの とだけ受け

とめ られがちなことは残念なことであ

る。実際は霊的な面 をも兼ね具えた も

のである。 もしそうでなければ，それ

は単なる人間の組織 となり，人が作 る

組織ゆえの弱さをすべて負うことだろ

う。 この業が世の ものと異なる理由は，

霊的な面 を具えているという点にある。

主は，主御 自身の.方法で行 なう必要が

あると言われた。私たちの業に伴 う霊

的性格こそが，成功 に絶対欠かせ ない
内 ものである

。

クラー ク副管長はさらに進んで，福

祉活動に伴 う責任の物的面 と霊的面か

ら監督の義務 を明らかにしている。「監

督は 『長老たちの不 足す るところを授

け』，『貧 しき者，乏 しき者を訪れて救

いを施す。』

彼は物的必要に際 して監督の倉庫か

ら物資を引き出し，霊的には彼 らが心

を 清 く し， 悔 い る精 神 を持 っ て ， 『へ

り くだ りた る心 』 を保 つ こ とが で き る

よ うに す る。」(J・ ル ー ベ ン ・ク ラ ー

ク ・ジュ ニ ア 副 管 長 の 未 公 開 の 記 事 か

ら，1941年7月9日)

次 に こ の事 柄 に つ い て， 教 義 と聖 約

に 記 さ れ て い る主 の 言 葉 を考 え て み よ

う。

「監 督 の 職 は
， す べ て こ の世 に属 す

る こ と を執 り行 え ば な り。 … …(彼 は)

真理 の 『み た ま』 に よ りて こ の世 に属

け る知 識 を有 つ … …。」(教 義 と 聖 約

107：68，71)監 督 は この 召 しに 伴 い ，

「神 よ り賜 を受 け た りと称 す る も実 は

然 か あ ら ざ る 者 」1(教義 と聖 約46：27)

を 見 分 け る識 別 の み た ま を授 か る。 彼

は 「貧 し き者 を探 ね て 富 め る 者 お ご れ
へりくだ にぎ

るものの謙 りによってその乏 しきを賑

わ しめ」 る(教 義 と聖約84：112)。

再びクラー ク副管長の言葉から引用

しよう。 「このように，監督はあ らゆ

る力を受け，主が教義 と聖約の中で貧

しい者 をこうして助けよと詳 しくあげ

ておられるその責任 を与えられる。彼

にはそれに必要な資金が備 えられ，そ

の務め を果たすために必要 な賜と職能

が与えられる。この義務 と責任は他の

だれ も肩代 りできず，この仕事に必要

な力 と職能は他のだれにも授け られな

い。援助の指示 とその裁量がただひ と

りにかかっているというこの主のみ言

葉により，教会の困窮者は監督にあず

け られる。現実に讐のない限 り，監督

の処置にだれ も疑問をはさむことはで

きない。教会の資金やワー ド部の援助

をワー ド部の教会貝のだれに、いつ，

どの ようにして， どれだけ供与するか

を決め るのは，すべて監督の責任であ

る。

これは，主御 自身か ら監督に課せ ら

れた，神聖 で重大な責任である。監督

はこの義務 を逃れることも怠ることも

できなければ，他のだれかに委任 して

自分は辞退することもできない。何の

助けを受けよケとも，責任は監督にあ

ることに変わ りはない。」(ク ラーク副

管長，未公開の記事がら)

この言葉から，監督の務めがいかに

重大であるかがわか る。

では，監督は どのようにして福祉の

責任 を果たすのか，考えてみよう。

まず第一に，当然のことながら監督

とワー ド部福祉 活動委員会の委員は，

ワー ド部の会員に福祉活動の原則を教

える責任がある。ずっ と以前から，教

会幹部の兄弟たちはこの壇上から個 人

と家族の備 えの必要性 を訴えてきたし，

これか らもそれは続 くであろう。主の

計画は各個 人の責任が基本 となってい

る。私たちの入手 した報告か ら見て，

家庭貯蔵さえ行 なえばそれですむ と考

えている教会員が大勢いる。次に個 人

と家族の備 えの6つ の要素をあげるが，

これらはいずれも決 してないがしろに

してはならないものである。

1.教 育 と学問2.雇 用条件の改

善3.財 政管理4.家 庭生産と貯

蔵5.健 康6.社 会的・情緒的強さ

家庭生産 と貯蔵は個人 と家族の備え

の中で特に大切な要素ではあるが，そ

れだけで良いので もなければ，それが

必ずしも一番大切なことと決まったわ
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け て もな い 。 あ る人 々 は 備 え とい う と

終 りの 日の こ との よ うに 考 え て い る か ，

個 人や 家族 の 備 え の6要 素 は， 末 日聖

徒 か さ らに 良 い備 え を して 日常 生 活 を

立 派 に 送 る た め の もの と して 強 調 す へ

きて あ る。

こ の 備 え を 私 た ち か 強 調 す る意 図 は ，

危 急 の 場 合 や 恐 慌 を想 定 して て は な い 。

それ とは 全 く逆 て， 個 人 と家 族 の備 え

は 将 来 を 見 越 して生 盾 を整 え ， また 主

か 私 た ち に授 け て 下 さ っ た 資 産 や 賜 や

才 能 を 活 用 て き る よ うに す る ため の も

の て あ る。 そ の 第一 段 階 は ， 教 会 員 に

日常 生 盾 の備 え を させ ， そ れ に よ って

自立 を教 え る こ とて あ る。

2番 目に ， 監 督 は 正 しい 原 則 を教 え

るか た わ ら， ワ ー ト部 会 員 の 状 態 と必

要 を把 握 しな け れ は な ら な い。 困 っ て

いる人を捜 し出 してその必要 を満たす。

通常その人々を捜 し出す仕事は，ホー

ムティーチャー と扶助協会の家庭訪問

教師によって行 なわれる。

第3に ，その必要 を評価 し，明らか

にした後，監督は 自ら援助する。ある

いは教会の方針に従 って他のたれかに

援助 を要請す る。主は，監督かワー ド

部会貝を援助できるように，数 多くの

援助手段 を備えておられ る。 ワー ト部

福祉活動委員会，扶助協会，監督の倉

庫，テゼレ ト産業，福祉生産事業，断

食献金かそれてある。

私はここて，監督の倉庫 を取 り上け

て少 しお話 したいと思 う。

監督の倉庫の建物は，持てる者か持

たない者を助けるために供給した尊い

物質 を保管す る神聖 な施設てある。困

曝撒
騰騨

1、1冨繋 灘 弩蹴
ド蓬ご聡 凝 鋪 隔

藩講灘

惜1講
戴 く1鴇灘 賢

150

っている人は監督か ら出荷指示書を発

行 して もらい，食料，衣料その他の 日

用品を受け取 り，自分たちに必要なも

のをまかなってもらう。テセレ ト産業

も食料品以外の品を扱 う。

生産事業か また行 なわれてお らす，

監督の倉庫か らの援助を得 られないと

ころては，金銭 て運宮す る倉庫 を設置

する。 これには持てる老か献金 をし，

監督はこれ を用いて困っている人を援

助する。

監督の倉庫の場合 と同様に，監督か

監督の指示 を受けた扶助協会会長か監

督の指示書 を作成する。必要な日用品

を挙けた指示書は監督か承認 し，署名

す る。署名のある指示書 を持参 した者

に必要な品 を渡す よう，あらか しめ商

店 と取決め を結んてお く。必需品の代

金は教会福祉基金か ら支払われる。金

銭て運宮す る監督の倉庫かあるところ

ては， このような目的のために断食献

金は使用 しない。

倉庫 と断食献金を持つ監督は，私た

ちか両手 を使 って霊的な祝福 を施すの

と同 じように，教会員も祝福する両手

のそろった監督てある。物質的な援助

か必要な場合，監督は両手，すなわち

倉庫内の物資 と断食献金を使 う。兄弟

たち，ぜひ覚えておいていただきたい。

ます最初に使 うのは倉庫に保管されて

いる物資の方の手てある。ます物資を

使 うのか倹約 と自立の主のプロクラム

に適 っている。 こうす ると，監督の倉

庫の食料品や品物の回転 も促進 される。

断食献金は主 として家賃や光熱費等，

現金の支払いか必要な場合に使われる。

生産 と供給を行 なう福祉活動プログ

ラムにあって，監督の倉庫は欠かせな

いものである。現在多くのワー ド部は

まだ監督の倉庫 を持つに至っていない

か，それは私たちの重大関心事てある。

この神権時代の初期，1831年 に，主は

次のように命 しられた。
「また監督たる者はこの教会に一つ

の倉庫 を指定 し，この民の必要以上に

余れる金銭糧食は両つ なか らすへて此

所に保存 し，監督の手に於てこれを管

理すべ し。

見よ， これはエ トワー ト・パー トリ

ノチに示されたる一つの範例に して，

ノ
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これは他の土地 にてもすべての支部教

会にても以て範例となすべきことなり。」

(教義 と聖約51：13，18)

この啓示 を受けてか ら100年 を経た

1♀30年に，現在の福祉計画が始 まった。

その ときか ら現在に至るまで，兄弟た

ちは 「教会のすべての監督は監督の倉

庫 を利用できるよ うにすべ きである」

と勧告してきた。(G餉 θ7認Co魏 痂 伽e

B賜〃θ痂 「中央委員会会報」1948年10

月17日)

現在の供給の必要度 と生産事業の利

用度から見て，必ず しも各ステーキ部

にひとつの割合で倉庫 を設置す る必要

はない。 しか し 「日の栄の世界に在る

他の一切の生く る者の上にわが教会員
蜘 の自立せんがため

」(教 義 と聖約78：

14)と いう主か ら課せ られた責任に応

じちれない うち は，主の王国ピ十分 な

発展はない。 また，すべての監督が倉

庫 を利用で きるようでない限 り，主の

方法によって貧しい者，乏 しい者 を世

話することは完全には実現できないの

である。

私たちはこれらのことを承知 しつつ，

監督の倉庫制度を合衆国西部か ら全世

界に押 し広めようと，活発な活動 を始

めている。 これは整然 としてよく練ら

れた計画の下で行なわなければならな

い。監督とステーキ部長は現在 と将来

にわたる倉庫の必要性を検討 し，教会

中央福祉活動委貝会に推薦状を寄せて

いただきたい。監督の倉庫の設置規準

については 「福祉活動の手引き」を参

照する。

主の倉庫制度が与える者と受ける者

を共に祝福することを，私たちはそれ

ぞれによ く確認すべきである。監督の

倉庫 は援助 される人に品物 を与えるば

か りでな く，労働 と技能の訓練の場 と

して，、人の尊厳 を養い， 自尊の心 を育

むものである。私たちは監督の倉庫を

通 じて真のキ リス ト教の愛 を教え， ま

たそれ を実践 している。

監督の倉庫は，教会貝が犠牲と奉献

の誓約 を守る手だてとなっている。主

は教義 と聖約の83章 で， 「この倉庫は

教会員の捧物によりて支えられ」(教

義 と聖約88：6)と 述べておられ る。

クラーク副管長は次のように語った。

「福祉計画の下にある現在の監督の倉

庫は，実際に教会貝の捧げ物によって

運営 されている。私たちが現在所有し

ているこの倉庫は……教会員によって

その目的のために生産，製造された物

資が保管 されている。その捧げ物はま

ことの捧げ物である。それは献金 した

お金あるいは後の見返 りを全 く要求し

ない無償の行為だか らである。」(J・

ルーベ ン ・クラー ク ・ジュニア副管長

の監督集会における説教，1944年10月

6日)

教会の発展 を望む監督 とステーキ部

長は，このチャレンジを受け入れてで

きるだけ早い時期に福祉生産事業に取

りかか るであろう。 それはおのず と監

督の倉庫の設置に進み，完全なプログ

ラムが実施 されるようになって， 「日

の栄の世 界に在る他の一切の生 くる者

の上にわが教会員の自立」が実現 され

るであろう。

それが私たちの目標 とな り， またそ

の目標が達成できるように，主イエ ス

・キ リス トのみ名によ り祈 る次第であ

る。アー メン。、
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福祉生産事業取得のチャ レンジを達成するためのアイディア

弟姉妹，けさ私はブラウン管理監兄
督 が 提 唱 し た福 祉 事 業 の チ ャ レ ン

ジ を さ ら に細 か く検 討 して み た い と思

う。 監 督 や ス テ ー キ 部 長 は 「で き る だ

け 早 い 時 期 に福 祉 活動 の 生 産 事 業 を開

始 す る」 よ うに とい うの が そ の チ ャ レ

ン ジで あ る。 も しあ な た の ワ ー ド部 や

ス テ ー キ部 で 生 産 事 業 が 行 な わ れ て い

な け れ ば ， ぜ ひ あ な た の 在任 中 に行 な

う よ うに して い た だ き た い。 そ の事 業

は， 監 督 の 倉 庫 の 必 需 品 を まか な う適

切 な事 業 で な け れ ば な らな い 。 つ ま り，

監 督 の 倉 庫 が 割 当地 域 に住 む 貧 し い人

や 乏 しい 人 の 必 要 とす る物 品 を 自給 で

き る よ うに す る こ とで あ る。 も し も あ

な た の ワー ド部 が ワ ー ド部 か ス テ ー キ

部 の いず れ か で す で に 生 産 事 業 を始 め

て い る な らば ， ワ ー ド部 会 貝 が 十 分 に

参加 す る機 会 を得 ， 事 業 が理 想 的 な形

で 運 営 で き る よ うに して い た だ きた い。

御 存 知 の よ うに ， こ の 事 業 は 単 一 の ワ

ー ド部
， 複 数 の ワ ー ド部 ， あ る い は ス

テ ー キ部 単 位 の い ず れ に よっ て も組 織

で き る。 こ の チ ャ レ ン ジ の鍵 は ， あ な

た の 在任 中 に 実行 す る こ とで あ る。

き ょ うの私 の 目 的 は ， こ の チ ャ レ ン

ジ を どの よ うに して 実行 した ら よ い か

につ い て ， ア イ デ ィア を提 供 す る こ と

で あ る。 そ の た め に， い くつ か の 基 本

的 な 疑 問 に 答 え る形 で ， 生 産 事 業 とい

う もの の 正 しい 見 方 をつ か ん で み よ う。

まず初 め に， 貧 しい 人 ， 援 助 の 必 要 な

人， 災 難 に あ っ た 人 は 教 会 で どん な援

助 を受 け る で あ ろ うか 。 教 義 と聖 約 の

中 で， 主 は こ の よ うに 言 っ て お ら れ る。

「すべ て 子 女 た る者 は 丁 年 に達 す る

まで養育の義務 を両親に要求す る権利

を有す。

丁年 に達 したるのちその両親相続物

として彼 らに与 うるもの無き時は，教

会すなわち言い換 うれば主の倉庫に向

いて要求す る権利を有す。」(教 義 と聖

糸勺83：4-5)

個人が 自立できないときには， その

家族ができる限 りの援助 をする。 そし

て家族に，援助 を施すだけの余裕がな

くなったときには じめて，監督に援助

の権限が与 之られる。各ワー ド部の監

督は教会内の貧 しい人，困っている人

を世話する権限を託 されてお り，識別

の力を与えられている。ワー ド部会員

のだれに，いつ， どのように， どれほ

どの援助を教会基金または在庫 日用品

か ら与 えるか決め るのは，監督の義務

である。それは監督のみに託された務

めである。 これは主御 自身か ら課せ ら

れた神聖 で大切 な義務である。 またこ

の仕事 を果たすために，だれに， どの

ような援助 を要請するか を決め るの も，

監督の責任である。監督には，教会の

福祉活動プログラムに忠実に従って貧

困者を援助するという大 きな責任があ

る。また大切 なことであ りなが ら見落

としが ちなことがある。それは，福祉

計画にあずか る人はみな能力の限 りを

尽 くして働 かなければならない という

ことである。理解ある神権指導者はこ

の基本原則 を忘れないであろう。受け

るだけで与えることが伴わない と，そ

の人をだめにすることがある。

次に，貧困者の生活を助けるために

監督が使 う資金や物資は， どこか ら得

る の で あ ろ うか 。 現 金 は 断 食 献 金 か ら

で， 日用 品 は 倉庫 か らで あ る 。

断 食 献 金 に つ い て で あ る が ， 金 銭 的

な援 助 を し た い け れ ど も そ の'方法 を知

らな い教 会 員 が い る とい うこ と を最 近

耳 に した 。 こ こ で 再 確 認 した い 。 貧 し

い 人 々 の ため に 教 会 に 献 金 した い教 会

員 は ， 断 食 献 金 を納 め て い た だ き た い 。

キ ン ボ ー ル大 管 長 は こ の よ うに 語 っ て

い る。 「裕 福 な とき に は ， よ り寛 大 に

な る必 要 が あ る。 そ して 断 食 献 金 も2

食分 と言 わ ず， その7倍 で も納 め る と

い う心 の 広 さ が 必 要 で あ る。」(フ ィル

ム ス ト リッ プ 「福 祉 活動 の 原 則 … … わ

が 道 に適 い て 」 よ り)

主 の 油 注 が れ た 予 言 者 の こ の 呼 びか

け に ， 忠 実 な教 会 員 は こ ぞ っ て応 じ る

こ と で あ ろ う。

第3に ， 監 督 の 要 請 に よ っ て供 給 さ

れ る 日用 品 は ，幽ど こか ら倉庫 に集 ま っ

て くる の だ ろ うか 。 全 教 会 を通 じて，

教 会 員 の福 祉 献 金 と生 産 事 業 へ の 労 働

参 加 に よ って ， 監 督 の 倉 庫 に 入 る食 料

品 や 日用 品 が まか な わ れ て い る。 倉 庫

は い つ で も， 監 督 が 出荷 指 示 書 を交 付

して 貧 困 者 に 日用 品 を供 給 で き る状 態

で な け れ ば な ら な い。 倉 庫 が 利 用 で き

る場 合 ， 監 督 は 教 会 の 方 針 と して ， 断

食 献 金 の 基 金 を使 う前 に まず 日用 品 な

どの 物 資 を使 うべ きで あ る。 そ うす る

とき に ， 生 産 活 動 は 円 滑 に進 み ， 断 食

献 金 を使 っ て 市 販 品 を買 う よ り も教 会

に とっ て は安 価 に つ き， さ らに ， 商 品

の 流通 は 常 に 安 定 して い る わ け で は な

い の で， 結 局 確 か な 自給 へ の 道 を 歩 む

こ とに な る。
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次に，生産事業の基本 目的は何であ

ろうか。 まず何 よりも，食料その他の

日用品 を貧困者に提供す ることである。

第2に ，献金や労働奉仕 を通 じて，持

てるものを人に分かつ機会 を教会員に

与 えることである。第3に ， 日用品や

現金 を効率 よ く確保 して生産 目標額 を

達成 し， また年間の運営費をまかなう。

第4に ，教会か ら援助を受ける人々に

労働の機会を提供す る。第5に ，貧困

者の援助ができるように，地域の自給

を促進する。第6に ，土地 を保持 し，

訓練 と経験 を積んだ経営者や労働者 を

確保 して，できれば1年 分の種や肥料，

燃料，飼料なども持 ち，将来に必要 と

あればその他の 日用品 を供給できるよ

うにする。第7に ，各個 人，家庭，定

員会に，兄弟愛 を感 じ， また基本食品

の生産方法 を学ぶ機会 を与える。 そし

て第8に ，地域杜会の事業経営の模範

となって，事業 を成功させ，教会の良

いイメージを世 間に浸透 させることで

ある。

最後に，ワー ド部やステ「キ部は生

産事業をどのように して始めたらよい

であろうか。生産事業の開始あるいは

促進の必要性 について，監督 とステー

キ部長は副監督と副ステーキ部長に十

分な調査 を依頼する。その割当てを受

けた副監督，副 ステーキ部長は，扶助

協会会長会を代表す る副会長 と共に調

査 を行 なう。事業計画にふ さわしい経

歴や経験 を持つ農場経営者や調査面で

秀でた実業家など，専 門家の助力も得

るとよい。計画は，前述の生産事業の

目的 と合致 しなければならない。次に

留意点 をあげよう。

1.事 業の内容は地域の実状に合 っ

ているかρ

2.そ の地方の他の事業と両立す る

か。片寄つてはいないか。福祉計

画全体か ら見て適 当か。

3.ワ ー ド部やステーキ・部内の教会

員に.対して， どれだけの経済的，

時間的負担の要求が見込まれるか。

一4.認 可 と物件の取得 と運営に要す

る日数はどうか。

5.運 営計画の概要には，生産量，

生産費および純益の見積 り，援助

可能人数， ならびにその事業が割

当てを予想される生産 目標額 を満

たせ るか どうかが盛 られていなけ

ればならない。

6.ま た，計画案には以下の事項 も

加味す る。

a.教 会員に好まれそうか。(た

とえば， ステーキ部が広 い地

域に及んでいる場合，ステー

キ部や地区の事業よ りもワー

ド部単位の事業の方がよい)

b.規 模 と様 式はワー ド部， ステ

ーキ部の教会員に合っている

か。(事 業経営の技術や手腕

を持つ人が確保できる。運営

を能率 よく行 なうためには十

分な労働力 も必要である)

c.そ の製品の生産に成功 した例

はあるか。(農 業でも実業で

も地 域ですでに実証ずみの方

法に従 うことが大切であ る)

d.生 産 品は地域の自給 自足に役

立つか。(酪 農製品，穀物，

野菜，果物，蜂蜜，肉，卵，

油脂，かん きつ類 とその代用

品， および家畜の飼料が地域

で生産できるとき，食糧に関

して 自給 自足が実現する)

生産品は常時必要な物である

こと。

責任 を負った神権指導者は，計画案

を十分に検討 した後， よく祈って決定

しなければな らない。ユニ ットが決定

を下 した ら，手引きにあるように福祉

活動委員会の集会でそれを検討する。

ワー ド部やステーキ部の神権者たちに

よる承認 も必要である。地域で検討 し，

承認した後は，教会の中央福祉活動委

員会に申請する。

生産事業はすべて中央福祉活動委貝

会の承認が必要である。 申請書は教会

本部に請求して送付を受 ける。

さて， このチャレンジに応えて計画

案を作成 し1中 央福祉活動委員会の最

終的な承認を得 ようとするとき，財政

の問題が出て くるに違いない。福祉生

産事業は地域のユニ ットが全資金(100

ベーセン ト)を 負担する。 しかし必要

であれば，事業の開始時に中央福祉活

動委員会から融資を受けることができ

る。 また必要に応 じて運営，資本拡張，

事業拡張にあたって も融資が可能であ

る。創業時には経費の最高75パ ァセン

トまで融資が可能であ り，その返済は

5年 以内とし，ケースバイケースで決

められ る。、取得経費は事業の収益では

な く，教会員からの献金によってまか

なわれ ることを覚 えておいていただき

たいと思 う。 この献金は奉献の律法に

従った一方法である。

中央福祉 活動委員会発行 の約束手形

に署名をすれば，あなた も会員 も記載

の事項に拘束 されることをはっきり覚

えておいていただきたい。

これに関連 して 申し上げたい。神権

指導者が会員たちに，いつ献金が終了

してこれこれの 日に独立採算で行 なえ

るようになると，期限を切って説明し

ている と聞く。 しか し多くの場合にそ

の予測は不可能 で，当然の結果 として

期限内の完済がむずか しい。 ここで神

権指導者が心に留めてお く必要のある

大切 なことがある。それは，福祉献金

は犠牲の律 法の一部であ り，奉献の律

法には終 りがないということである。

教会の発展ならびに福祉事業の規模 と

質の拡大に伴い，福祉計画のために献

金する機会が将来 も引続きあることを

教会員に教えることの方がはるかに良

い。神権指導者は手引きを読み，そこ

に記されている原則 を教えるべ きであ

る。この原則ならびにこれに関連 した

原則を学んだ教会貝は，自分の交わし

た誓約に従って同胞のために献金 し働

くことにより，救いの力を感 じること

であろう。 また，貧 しい者，乏 しい者

に主の方法によって自分の持ち物を分

かつことか ら，力を得るに違いない。

(教義 と聖約104：14-18参 照)

では，事業の経営について考えてみ

よう。 ここでは， どの事業にも役立っ

経営の原則について話したい。

福祉事業 を成功させ る一番の鍵は，

神権指導者の心構えである。指示に従

うよう心 を配 り，前向きに取組み，熱

意を抱いている兄弟たちは，必ずや仕

事 を立派になし遂 げるであろう。

福祉事業は食糧を生産す るためにあ

る。あ くまで基本 となる作物 を生産す

る。試験農場 を経営するのではないの

で，実験的な方法を.取り入れてはなら
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ない。主要 な作物か ら離れて珍 しい品

種や定着 していない作物 を扱った り，

まだ実験段階にあるような技術 を用い

たりす ると，経営困難に陥ることが往

々にしてある。 自分 たちの仕事は食糧

生産にあるということを胆に命じよう

ではないか。キンボール大管長の言葉

をあげれば，「生産事業の運営 を効率的

に行なおうではないか。福祉農場のま

ねごとのような状態にとどまっていて

はならない。やがて，生産事業から生

産 されるものがすべ て必要 とされる時

が来るであろう。現在の生産量 よりも

さらに多くを求められる時が来 る。」

(Eπ画gη 「エンサイン」1976年5月 号

P125)

兄弟たち，それに もうひとつ，事業

は能率的，経済的に運営 しなければな

らない。大管長はさらにこのように語

っている。「生産事業 を財政的に安定 さ

せていただきた'い。福祉事業は単に人

々を一致させ るためにあるのではない。

神権者が一緒になって労働に精出すこ

と・は確かによいことである。 しか し，

私たちは兄弟愛 と経済的効率を共存 さ

せなければならない。」(1玩 画gη 「エ

ンサイン」1976年5月 号pp.125-26)

以上のことを踏まえた上で，具体的

な経営方法 を6項 目お話 したい と思 う。

1.組 織 事業を運営 している各ユ

ニ ットからの代表者 と1名 の委員

長より成 る委員会を設ける。必要

ならば事業経営の手腕がある運営

管理者 を任命す る。委員は各自の

責任に必要 な知識，技術，経験 を

備えていなければならない。 この

委貝会はできるだけ常設 とし，将

来 も経営に携わる。一般には委貝

長が 日常の決定や裁断の責任を持

つ。委員会の機能は重役会の機能

と似ている。運営管理者 を雇用す

る場合，その運営管理者は作物の

生産作業に大半の時間を費やす も

の とす る。

2∫ 計画 年間の運営計画 と予算 を

立て， それに従 う。運営計画では

何 を， いつ， どうい う理由で， ど

のように生産 し，販売す るかを決

める。いつ， どれだけの運営資金

が必要かを，融資を受ける場合は
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いつ， どのように して返済するか

も明示す'る。入念に準備 し，計画

に従 うならば，経済的，能率的に，

しか も健全な操業ができるであろ

う。

3.作 業 農業には時期 を失 しない

作業が何 といって も大切 である。

近代農業には経営感覚 と確かな技

術が求められている。種をまくに

も刈入れるにもその時があり，賢

明な計画 とその後の勤勉な作業い

かんで，事業の成否が左右される

であろう。地域で確立されている

農業 を行 なうようにもう一度念を

押 したい。

4.記 録 有能な会計書記を任命 し

て正確な記録 をつけ， また福祉事

業独 自の銀行 口座を開設する。書

記は教会本部に提出する月間報告

書のほかに生産記録 をつけ，委貝

会がそれを用いて能率や運営費や

利潤などを知 ることがで きるよう

にする。会計報告書を遅れずに作

成 し，それを検討 し，利用すれば，

事業管理は改善 され， またあなた

の管理の職 も十分に果たせ る。記

録管理は書記 と運営管理者両方の

仕事である。

5.販 売 福祉事業でとか く見落 と

されがちであるが，農作物の販売

も計画の内である。福祉生産物配

送部が品質保証制度 を打ち出 した。

かん詰工場や倉庫にまわすのは良

質の物だけとする。倉庫に収容 し

きれない作物はすべて売却する。

その際大切なことは，.良質の品 を

適時に最適な値段 で販売 し，財政

の一助 とすることである。

6.労 働奉仕 福祉生産に独特の も

の として，教会員の労働奉仕があ

る。労働力を最 大限有効に使 うに「

は綿密 な計画 と徹底が要求 される。

多くの場合，その労働奉仕 と並ん

で，地域の農業指導員や実業家や

農業経験者など専門家の奉仕が得

られる。委員や神権指導者が一般

の奉仕者を訓練，監督すれば，運

営管理者は操業の検討に専念でき

る。

これ ら6つ の原則を一貫 して行 なえ

ば，事業は成功 し，主の計画に従った

ときに常に得 られるあの満足感'を感 じ

るに違いない。あなた方指導者はこの

方法 に従 うことによって，在職中に 自

分のワー ド部ない しステーキ'部で生産

事業を開始 あるいは拡張させ るという

チ糸レンジに応えることができるであ い

ろう。

これまで述べてきたことは合衆国や

カナ ダにしか適用 されないと感 じる人

もあろう。 しか しはっきり申し上げた

い。 これ らの原則は世 界各国の事業に

同じように適用される。事実，イギ リ

ス， ウェールズ，サモア， トンガ，オ
ース トラリア

，韓国で， この生産事業

がすでに行なわれている。全世 界の神

権指導者に， このチャレンジを受ける

ようお勧めする。

私たちが日の光栄の王国にふ さわし

くなるには， 日の光栄の律法に従わな

ければならない。その 日の光栄の戒め

のひとつが、貧 しい兄弟姉妹，援助の

必要 な兄弟姉妹 を主の方法によって助

けることである。福祉隼産事業は，監

督の倉庫を介 して供給される必需品の

生産を通 じて，私たちが この尊い義務

を果 たすのに役立ってい る。 また，私

たちが自立して，万一の場合に備える

ためにも役立っている。

生産事業に関連 して多 くめチャレン

ジがある一方で，参加す る人々には大

きな祝福がもたらされる。年配者は若

い人々の模範 とな り，父と息子，母 と

娘が共に働 き，克己 と犠牲 と従順 を学

び，様々な職業の人が一緒に働 くこと

を学ぶ。大工，鉛管工，教師，弁護士，

医師など， あらゆる職の人々が肩 を並

べて働 き，協力 と友情 と伝道の機会を

得，定貝会や家族や友人や隣人の絆が

強 くなる。農業者や実業家たちの理解

は深まり，技術は進み，生産事業は健

康増進の機会ともなる。

また，私たちは皆消費者であるが，

生産事業に参加す ることによって日常

の食物が どうして得 られるかを知 り，

生産に伴 う問題にも目覚める。人はま

いて世話 をするものをそのまま刈 り取

る， という収穫の律法を一層よ く理解

し， またどの事業にあって も祈 りと霊

的な成長の時間が人々に与えられる。

璽

き
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生産事業は自然界における神のみ手に

なる業に対する理解 を深め る機会であ

る。

これ らは目先の報いであるが，長い

目で見た報いもある。その一番大きな

ものは，貧 しい人や困っている人を助

ける物資の生産である。福祉生産事業

の全容 をつかむことがで きれば，私た

ちはそれに参加 したい と願 うことであ

ろう。

さあ， このチャレンジに応え，力強

く進み行 こうではないか。兄弟たちよ，

教 会 の 全 ワ ー ド部 が ， あ な た の 在 任 中

に 生 産 事 業 を 開始 す る よ うに ， ま た拡

張 す る よ うに 。

主 が そ の よ うに 働 く私 た ち を祝 福 し

た も う よ うにδ イ エ ス ・キ リス トの み

名 に よ っ て ， ア ー メ ン。

空 か ら見 たテ7プ ル ス クエア， 左上 はタバ ナ クル

ρ

畷`
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私 はこれまで徳高い立派妨 々・ブ
ラ ウ ン監 督 と ピー ター ソ ン副 監 督

の 陰 に あ っ て歩 ん で 来 られ た こ とに 対

して ， 心 か らの 感 謝 を 申 し上 げ た い と

思 う。 また ，J・ リチ ャ ー ド ・クラ ー

ク副 監 督 は 彼 らに ふ さ わ しい 同僚 で あ

る とい う証 を私 が 持 っ て い る こ と もぜ

ひ知 って い た だ き た い 。

き ょ う私 は ブ ラ ウ ン 監 督 か ら， 職 業

に 関 連 した責 任 に つ い て 話 す 割 当 て を

受 け た 。 職 業 に つ い て は ， す で に 半 年

前 に ピー ター ソ ン副 監 督 が 話 して い る。

か な り前 の話 だ が ， ひ と りの母 親 が

フ レデ ィー とい う息 子 をLDS病 院 に

入 れ て 手 術 を受 け させ た 。 手 術 は 成 功

して 少 年 は 回復 に 向 か っ た。 そ の 日の

午 後7時 に， フ レデ ィー の 母 親 は 婦 長

の とこ ろへ 行 き， 「家 に 帰 りた い の で

す が ， フ レ デ ィー を30分 ご とに 見 て や

っ て い た だ け ます か 」 と聞 い た 。

婦 長 は， 「巡 回 は き ち ん と し ます が ，

で も， 忙 しい の で30分 ご とに と い うの

は ち ょっ と無 理 です ね 」 と答 え た。

す る と母 親 は ， 「じ ゃ， 帰 ら な い こ

とに し ます 。 一 晩 こ こに い ます わ 」 と

言 っ た 。

婦 長 は そ れ を 聞 い て ， 「そ れ に は 及

び ませ ん 。 私 が30分 ご とに 見 に 行 き ま

す 」 と言 っ た。

そ こ で母 親 は家 に 帰 っ た 。 病 院 は 中

央 に看 護 婦 室 が あ っ て両 側 に 長 い病 棟

が 続 い て い たが ， フ レ デ ィー は そ の 一

番 奥 の病 室 に い た 。7時 半 に な っ て ，

婦 長 は 長 い 廊 下 を歩 い て 行 き， ドア か

らの ぞ いて ， 「フ レデ ィー ， ど う大 丈

夫?」 と聞 い た 。
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福 祉 の 原 則

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員

ボ ー ン ・J・ フ エ ザ ー ス トー ン

会員の求職 は私たちの責任である。職を求める会 員を指導す る

ための アイデ ィア

フ レ デ ィー は 「うん ， 元 気 」 と返 事

を し た 。

婦 長 が廊 下 を戻 って 帰 っ た と きに は

8時 近 くに な っ て い た 。 彼 女 は す ぐに

引 き返 して フ レ デ ィー の 病 室 へ 行 き，

「フ レ デ ィー ， 元 気?」 と聞 い た。

フ レ デ ィー は， 「うん， 元 気 だ よ 」

と答 え た 。

彼 女 は 長 い廊 下 を歩 い て 看 護 婦 室 に

戻 っ た 。8時 半 と9時 と9時 半 と10時

に ， 同 じ よ うに フ レデ ィー の 病 室 に 顔

を 出 した が ， や が て 彼 女 は こ う考 え た。

「何 も仕 事 が で き な い わ
。 ・ど うに か し

な くて は。」

そ こ で 彼 女 は イ ン タ ホ ン を使 お う と

考 え た 。 ボ タ ン を押 して， 「フ レデ ィ

ー
， 大 丈 夫 」 と聞 く と， 答 えが な か っ

た 。 「フ レ デ ィー ， 元 気 な の 」 と聞 い

て も， 返 事 は 返 っ て こ な か っ た 。 「フ

レ デ ィー ， 大 丈 夫?返 事 して ち ょ う

だ い!」

す る とか す か な 声 が した 。 「うん ，

壁 さん ， 何 の 用?」 と。

私 た ちが 失 業 問 題 に つ い て話 す とき，

こ の 問 題 は 半年 前 に ピー ター ソ ン副 監

督 が 話 し， 今 ま た私 が 話 す の だ が ， 私

た ち が 話 す 相 手 は 決 して 壁 で は な い こ

と を承 知 して い る 。 しか し， 反 復 は 良

い 教 師 で あ る と思 う。

人 は 完 全 に 自立 して 自分 と家 族 の 面

倒 を見 るべ き で あ ろ う とい う こ とは ，

私 た ちが 常 に 教 え て い る と こ ろ で あ り，

ま た 時 の は じめ か ら教 え られ て き た こ

とで もあ る。 これ は 永 遠 の ま こ との 原

則 で あ る 。 多 くの教 会 員 が そ の よ うな

完 全 な 自立 を果 た して い る 。 自分 の職

業 は 自分 で捜 す 責 任 が あ る 。 しか し，

定 員 会 あ る い は ワー ド部 の 指 導 者 で あ

る私 た ちが ， その 立 場 か らこ の 原 則 を

考 え ， 個 人 の 問 題 は個 人 で解 決 で きる

は ず だ と して ， 自分 た ち の責 任 を 回避

す る例 が あ る。 しか し実 際 に は ， 私 た

ち に も大 き な責 任 が あ る の で あ る 。 そ

の 責 任 に つ い て理 解 し， 実 行 に 移 す 上

で 役 立 つ ふ たつ の 原 則 を こ こ で お 話 し

た い と思 う。'

1.個 人が 自立 し な け れ ば な らな い

こ とは 真 実 で あ る 。

2.し か し， そ の 個 人 に 対 す る 直 接

の責 任 が 定 員 会 や ワ ー ド部 会 員 に

な い とは い え な い 。

ワ ー ド部 に失 業 者 が 出 た 場 合 ， まず

本 人 に職 捜 しの責 任 が あ る。 職 が 見 つ

か らな い と きに は ， そ の 家 族 が 彼 を助

け るべ き で あ る 。 ま た 定 員 会 や ワ ー ド

部 に ， 失 業 した と き に す ぐさ ま助 力 を

申 し出 る。

失 業 か ら時 間 が 経 て ば 経 つ ほ ど， 職

捜 しは む ず か し くな る 。 それ に は 幾 つ

か の要 因 が あ る。

1.本 人 が 自信 を失 う。

2.精 神 的 ， 肉体 的 ， 経 済 的 に 重 荷

を感 じて 気 持 が 乱 れ ， 思 考 が 鈍 る 。

3.日 ご とに 自分 の 価 値 を疑 うよ う

に な る 。

4.ま わ りの 人 々や 求 人側 か ら求 職

者 に レ ッテ ル が 張 られ る 。 「ち ゃ

ん と した 人 な ら仕 事 が 見 つ か る は

ず だ 。 何 か あ る に 違 い な い 。 雇 う

うの は ど う も気 乗 りが し な い」 と

い つ よ つ に。

5.失 業 の 期 間 が 長 くな るほ ど， 機
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会 が あ っ て も仕 事 へ の 復 帰 が しづ

ら くな る。

ハ ー ベ イ ・ジ ェ イ コブ ス氏 の ・「自由 ，

そ の 恐 ろ し き賭(F7ε εd伽，ATθ77弼 ε

Rゴ5ゐ)」と題 す る 話 の 中 に ， 次 の一 節が

あ る 。

「数 年 前 の 日本 の 小 説 に
， 見知 らぬ

村 を さ ま よ う主 人 公 が 砂 穴 の 罠 に は ま

っ て し ま う とい うの が あ っ た 。 食 べ 物

と水 は 降 ろ さ れ るが ， は しご が な い。

彼 は 必 死 に な って 出 よ う とす る。 罠 を

か け た 者 た ち に 出 して くれ と頼 み ， 条

件 も出 す が ， ど うに もな ら な い 。 何 ヵ

月 も経 つ と， 物 乞 い が 日常 の こ と とな

っ た 。 長 い 時 期 が 過 ぎて ， 日夜 を問 わ

ず 精 根 傾 け て 求 め て きた もの が つ い に

得 られ ， 彼 は 穴 か ら出 て 全 くの 自由 の

身 と な っ た 。

す る と急 に 恐 ろ し くな っ た 。 保 護 な

しに世 に 出 る こ と を思 う と不 安 に な っ

た 。 自分 は迷 子 に な る と思 っ た 。 そ れ

まで の 小 さな 穴 の 中 で は ， 少 な く と も

未知 の 危 険 か ら は守 られ て い た 。 今 や

彼 は 自 由 が 報 償 で は な く， 危 険 な 賭 で

あ る こ とを知 っ たd'

失 業 の 経 験 が な 山 者 に は， 長 い失 業

か ら生 じる 自信 喪 失 や 不 安 を理 解 す る

の は む ず か しい で あ ろ う。 プ ラ トン は ，

何 事 で もは じめ が 肝 心 で あ る と言 っ て

い る。

で は ， 定 員 会 や ワ ー ド部 は 教 会 員 の

雇 用 問 題 に どん な援 助 が で き るだ ろ う

か 。 ま た， 実 際 どの よ うに援 助 して い

るだ ろ うか 。

1.ス テ ー キ部 長 と監 督 は ， そ れ ぞ

れ ス テ ー キ部 と ワー ド部 の 福 祉 活

動 委 員 会 で雇 用 問 題 に つ い て， 特

に こ の 大 会 の福 祉 集 会 で 説 明 さ れ

る 原 則 を教 え る。

II.定 員 会 会 長 と監 督 は， 教 会 員 が

失 業 した こ とが わ か っ た ら， 日曜

.日まで 待 た ず に す ぐに そ の 教 会 員

と連 絡 を取 る 。 そ して 次 に あ げ る

事 柄 を実 行 す る よ うに勧 め る 。(中

に は 地 方 に よっ て 該 当 し な い提 案

もあ る だ ろ うが ， 原 則 は ど こ で も

通 用 す る。 で き る だ け 本 人の 力 を

生 か す)

A.職 捜 しの 決 意 を 固 め る。 毎 朝7

時 に は 起 きて 身 だ しな み を 整 え，

祈 り，朝食をすませて，8時 に

は職捜 しに出かける。毎B数 時

間を職捜しにあてる。

B.職 捜 しにあたっては，以下の事

柄に留意する。

1.履 歴書を作成する。定貝会や

ワー ド部の経験者はその作成

を手伝 うことができる。

2.希 望の職種に従って，適当で

あれば履歴書を会社の人事課

へ郵送す るか，持参す る。

3.自 分に経験のある業種や会社

を調べ，電話で約束を取る。

4.新 聞の求人欄に 目を通す。引

っ越 しをいとわなければ遠方

の新聞でもよい。

5.職 業斡旋の機関を調べ る。

6.専 門の分野にどんな会社があ

るか，電話帳で調べ る。

7.就 職 口を知 っていそうな知人

や友人を訪ねる。

8.(少 なくとも30分 は)時 間 を

取 って， どこへ職捜 しに行っ

たらよいかを祈 り，考える。

霊感 と導きが得 られるであろ

う。

9.信 仰 と自信 を深め る本を読む。

たとえば聖典や立志伝 など。

C。 翌 日の職捜 しでは具体的に何 を

す るのか，計画を立てる。この

ときも，経験ある人が独創的な

アイデ ィアや話 し方 を共に考え

てあげることができる。

D.面 接 に は き ちん と した 服装 をす

る。 そ れ に よ って 自信 が つ き，

第一 印 象 も よ くな る。 最 初 かち

や り直 す 意 気 込 み を持 ち， 意 欲

が あ る こ と を求 人先 に知 っ て も

ら う。

E.た と え それ が 全 財 産 で あ っ た と

して も， 什 分 の 一 は 完 全 に納 め

る 。 これ は， 必 要 な主 の祝 福 を

得 るひ とつ の 方 法 で あ る 。

m.定 員 会 会 長 と監 督 は ， 失 業 した

教 会 員 と話 す と きに 次 の 点 に努 力

す る 。

A.自 尊 心 を取 り戻 す こ とが で きる

よ うに 助 け る。

B.前 述 の 事 柄 を教 え る。

C.求 め られ た ら按 手 を して 祝 福 を

授 け る。

D.必 要 に 応 じて ， 援 助 を与 え る こ

との で き る定 貝会 や ワ ー ド部 の

会 員 に 援 助 を求 め る。

IV.仕 事 が す ぐに 見 つ か ら な い と き

は密 接 な 連 絡 を と り， 自分 の 状 態

を よ く把 握 し て 前 向 き の考 え 方 を

す る こ とが で き る よ うに助 け て あ

げ る 。

V.必 要 に 応 じて何 人 もの援 助 者 の

助 力 を得 る。 何 と い っ て も最 大 の

支 援 者 は 一 丸 とな って 結 束 した 定

員 会 で あ る。 定 貝 会 の 会 員 一 人 一

人 に， 就 職 口 を捜 す 助 け を割 り当

て る 。

VI.職 業 訓 練 を受 け て 出 直す と きに

七 十人 第一 定 員会 会員 バ ーナ ー ド ・P・ ブ ロ ックバ ンク長老
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定貝会会員の援助が必要 とされる

場合や，商売 を始めるのに定員会

の援助が要請 される場合 もあるσ

定貝会とワー ド部の大きな祝福は，

求職者が孤立感を持たず，大勢の人々

が 自分の職捜 しのために働いて くれて

いると感じることである。ワー ド部福

祉活動委員会では個人の必要に関 して

話 し合 うが，定員会や グループの指導

者は各自す ぐに定員会や グループの会

員を職捜 しに加わ らせ るようにする。

こうして神権ユニ ットが結束 して就職

口を捜す手助けをするのである。

1937年 にハロル ド・B・ リー長老は

こう語った。 「定員会の輪から一歩遠

ざかるたびに，就職の可能性が どんど

ん遠のいて行 くことが，会員にはっき

りわかるようでなければならないd

必要であれば，全ワー ド部をあげて

助けなさい。成功のチャンスはそれこ

そ百倍に もなる。こういうことがある，

と話をするのも一法，実際に解決に尽

力するの も一法である。ワー ド部福祉

活動委貝会は，成果をあげるためにあ

る。定貝会 とワー ド部が一致 して，職

の必要 な人のために断食をし，祈 り，

努力するならば，奇跡が生 じるであろ

う。

囚人がふたりの衛兵に守 られて，両

側に独房が続 く廊下を歩いて来た。ひ

とりの囚人がどこへ行 くのだ と聞 くと，
「電気椅子だ」 と答えた。
「おや，それは力がつ くね!」 と囚

人は言い返 した。

私たちは定員会 とワー ド部が一丸 と

なった ときに力が出る。

各ワー ド部は機能的な就職 システム

を持つべ きである。それには個人，定

貝会，ワー ド部， ステーキ・部，地区お

よび手伝 って くれる地域社会の専門家

や経験者が含まれる。ある地域には教

会の雇用センターがあるが，これは定

員会やワー ド部の支援が全 く得 られな

い場合のために設置されたものである。

それは神権者が主に求められている方

法に従わないためである。過去には定

員会か らワー ド部，ステーキ部，地区

への伝達が非常に遅れていた。原則が

悪いせいではな く，地域の神権指導者

が 自分の管理の職 を正 しく行なわない
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ためである。就職の機会があるのに ぐ

ず ぐず していると時機を失 してしまう。

私たちは定員会組織に対す る理解が

まだ足 りない。定貝会組織を正 しく理

解 したときに， 「力」が教会中に満 ち

るの を知 るであろう。その力がこの世

にあって効力を発揮するのである。神

権定員会は王国の男性 たち，兄弟たち

の兄弟愛 を目的 として設けられた主の

組織である。定員会は，定員会会員の

霊的な進歩成長 を助けることが第一の

働 きである。定員会会員一人一人の物

質的な福祉を図ることは，互いの責任

である。

立派な定貝会には，会員を鋼 よりも

強い絆で結ぶ神聖な兄弟愛が存在する。

定員会は 「キ リス トの純粋な愛」がゆ

きわたる愛の組織である。この 「愛」

が活動のすべてに浸透するときに，会

貝は互いにキ リス トのような関心を寄

せるであろう。彼 らは失業 した兄弟が

担 う重荷 を， 自分の重荷 として感 じ，

何か をしようという気持に駆 られ る。

定貝会の相互関係 と活動を指示す るの

は定員会会長である。

大 会 を終 え て

監 督 は個 人 の 福 祉 に対 して 責 任 を持

つ 副 監 督 を通 じて， 定 員 会 以 外 の職 捜

し の 活 動 を調 整 す る責 任 を持 つ 。

愛 す る指 導 者 の皆 さん に神 の 祝 福 が

あ っ て ， 恵 まれ な い 人々 を愛 す る こ と

が で き る よ うに 。 そ の 愛 とは キ リス ト

の ま こ との 愛 で あ る 。 「い つ ま で も存

続 す る もの は ， 信 仰 と希 望 と愛 と， こ

の 三 つ で あ る。幽こ の うち で 最 も大 い な

る もの は， 愛 で あ る，」(1コ リ ン ト13

：13)イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ

て， ア ー メ ン。

☆ ☆



　

「彼 女 はそ の 家 の 者の た め に

雪 を 恐 れ な い … … 」

扶助協会中央管理会会長

ハ ーハラ ・B・ スミス

小クラスでの指導によリ、家庭生産 と貯蔵の 目標を達成する

・㍉

す る 兄 弟 姉 妹 ， 去 る7月 に ス テ ー愛
キ・部 扶 助 協 会 会 長 の方 々6人 が私

の オ フ ィ ス に 来 て 下 さ い ま した 。 テ ィ

ー トン洪 水 の 被 災 地 で あ る ア イ ダ ホ州

の ス テ ー キ部 の 皆 さん で した 。

彼 女 た ち は ， 大 勢 の 神 権 者 が 自 発 的

に 援 助 を し， 愛 を 実 践 し て下 さ っ た こ

とや ， 実 に た くさ ん の 扶 助 協 会 の 方 々

が 洗 濯 や 後 方 づ け や 掃 除 ， 食事 の 準 備 ，

子 供 の 世 話 な ど， あ の 忌 ま わ し い 災害

に 見 舞 わ れ た 人々 の た め に 献 身 的 な奉

仕 を され た こ とに'つい て お 話 され ま し

た 。

姉 妹 た ち の お 話 を うか が っ て い て，

心 に 浮 か ん で くる もの が あ り ま し た。

扶 助 協 会 の ノー ブ ー 記 念 像 の 中 の 美 し

い 彫 像 の ひ とつ です 。 慈 愛 の 気 持 を込

め て両 手 を差 し出 して い る女 性 の 姿 で ，

そ れ は 箴 言 に うた わ れ る女 性 を象 徴 し

て い ます 。

「手 を貧 しい 者 に 開 き
， 乏 しい 人 に

手 を さ しの べ る。己(箴 言31：20)

私 は そ の 被 災 地 を訪 れ た と きの こ と

を思 い 出 しま した 。 教 会 堂 の ホ ー ル で

は い くつ もの テ ー ブ ル の 上 に， サ イ ズ

や 印 が き ちん とつ い た 立 派 な 衣 料 品が

積 ん で あ り， 別 の 部 屋 に は 小 麦 や ス キ

ム ミル ク， 果 実 の か ん 詰 ， そ れ に 食料

品 以 外 の 品 物 も整 然 と積 み 上 げ られ て

い ま した 。 そ れ は す べ て ， 人 々 の 愛 と

親 切 か ら 自発 的 に 提 供 され た もの で し

な 。 被 害 を受 け な か っ た 近 隣 の 教 会 員

た ち が 自分 の 家 を開 放 して ， 食 べ 物 や

日用 品 を分 け て あ げ て い る姿 に 愛 と一

致 の気 持 を感 じた こ と も思 い 出 し ま し

た 。

教 会 幹 部 の 勧 告 に 従 順 な 人 た ち が ，

洪 水 の被 災 者 に 分 け て あ げ られ る だ け

の 食 糧 や 日用 品 を貯 え て い た の は 何 と

い う祝 福 だ っ た こ とか と， そ の と き考

え た もの で す 。 この 不 幸 な 経 験 を通 じ

て ， 用 心 と備 え の あ る生 活 が 大 切 な こ

と をす べ て の 人 々 が 学 ん だ こ と と思 い

ます 。 向 こ う半 年 間 で姉 妹 全 員 が 教 会

幹 部 の定 め た貯 蔵 の 目標 を達 成 で き る

よ う にす る ため に ， 私 た ち扶 助 協 会 の

指 導 者 た ち は 何 をす べ きか に つ い て ，

こ こ で考 え て み ま し ょ う。

第 一 に， この 貯 蔵 計 画 に つ い て姉 妹

た ちに 自分 の 状 態 を評 価 して も らい ま

す 。 家 族 は 目標 を達 成 して い る で し ょ

っか 。 折 り返 し点：に さ しか か っ た と こ

ろ で し ょ うか 。 始 め たば か りの 人 もい

る で し ょ う し， ど こか ら 手 をつ け た ら

よ い か ， まだ わ か ら な い 人 も い る で し

よ つ。

第 二 に， 貯 蔵 の 原 則 を教 え ます 。

1.基 礎 食 品 の 貯 蔵 年 間 の 基 本

と な る 貯 蔵 食糧 に は ， 長 期 間 の 貯

蔵 が き く基 礎 食 品 をぜ ひ 入れ ま し

ょ う。 穀 類(小 麦 ， 米 ， と う もろ

こ し， そ の 他);粉 末 ミル ク， 乾

物 ， 豆 な ど の植 物性 た ん ぱ く源 ，

その 他 野 菜 や 果 物 の び ん 詰 ， か ん

詰 ， 漬 物 ， 新 鮮 な 野 菜 ， 果 物;砂

糖 ま た は 蜂 密 な ど砂 糖 の 代 用 品;

油 脂 類;塩;水 。 食 糧 の 貯 蔵 が 困

難 な 国 で は ， い も類 の栽 培 や 豚 ，

に わ と りの 飼 育 ， 魚 の養 殖 も考 え

あ れ ま す 。 粗 食 を消 化 す る能 力 を

鍛 え る に は ， 平 素 か ら精 自 し な い

穀 物 を 用 い る のが 大 切 で あ る こ と

も覚 え て お い て 下 さ い 。

2.衣 料 品 と燃 料 の 貯 蔵

3.緊 急 用 品 水 ， 冷 蔵(冷 凍 保

存)や 調 理 の 不 要 な 食 料 ， 家 族 に

必 要 な 薬 ， 着 替 え， 救 急 用 品や 救

急 処 置 法 の 本， 斧 ， シ ャベ ル， 毛

布 な ど は， 緊 急 時 にす ぐ持 ち 出せ

る場 所 に 保 管 して お き た い もの で

す 。 こ の よ うな 品 物 は， 逃 げ る時

聞 が あ ま りな い と きや ， 戸 外 に避

難 して い な け れ ば な らな い と きに

必 要 で す 。 重要 書 類 も緊 急 時 に持

ち 出 しや す い場 所 に ま とめ てお く

の も よ い こ とで す 。

4.そ の 他 の 貯 蔵 基 本 の 貯 蔵 に，

栄 養 に な る 食 物 や 日常 入 用 な もの

を さ らに 追 加 して ， そ の 家 庭 に あ

っ た バ ラエ テ ィー の あ る食 料 計 画 ，

衣 料 計 画 を 立 て るの も よい で し ょ

う。 そ の 場 合 ， 貯 蔵 す る もの は ，

普 段 使 っ て い る もの で， よ く買 う

品 物 に し ます 。

も う一 度 繰 り返 し ます が ， 家 庭 貯 蔵

に は ，1年 分 の 基 礎 食 品 ， 衣 料 ， それ

に で き れ ば 燃 料 が 含 まれ ます 。 この 目

標 が 達 成 で き た ら， 緊 急 用 品 とそ の 他

の 貯 蔵 を行 な う と よい で し ょ う。

何 を貯 蔵 す る に も， 品 質 ， 容 器 ， 貯

蔵 温 度 ， 貯 蔵 品 の 回 転 を よ く考 えな け

れ ば な り ませ ん 。 教 会 員 が 最 近 遭 遇 し

た 幾 つ か の 災害 で， 貯 蔵 の 場 所 と容 器

の 種 類 を い ろ い ろ分 け て お く必 要 の あ

る こ とが わ か りま した 。 全 部 をか ん の

容 器 とか プ ラ スチ ッ ク容 器 とか ガ ラ ス

容 器 に 統 一 し な い よ うに とい う こ と で

す 。
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私 は1976年4月 の福 祉 事 業 集 会 で，

扶 助 協 会 の ホ ー ム メー キ ン グ小 クラ ス

に8つ の テ ー マ を提 案 しま した 。 復 習

す る意 味 で も う一 度 御 紹 介 し ま し ょ う。

o緊 急 時 や 家 庭 貯 蔵 の ため に 一 貫 した

貯 蔵 をす る方 法 。

○貯 蔵 の 品 目， 場 所 ， 方 法 に つ い て 。

○菜 園 の た め の種 の 貯 蔵 ， 土 壌 の 整 備

お よび 道 具 につ い て 。

○ 野 菜 の 自家 栽 培 の 方 法 。

○ か ん 詰 と乾 燥 食 品 の 作 り方 。

○健 康 に 必 要 な 食 物 の 上 手 な摂 取 法 。

○ ミシ ンの か け 方 お よび 裁 縫 ， 繕 い，

衣 服 の 仕 立 て 直 し。

訪 間者 セ ンター よ りソル トレー ク神 殿 を望 む

○貯蔵食品 と手 もとにある食品とを上

手に使 って栄養豊富で食欲 をそそる

食事 を作る方法。

ステー キ部や地方部の扶助協会指導

者たちにぜひお勧め します。小 クラス

の中で，貯蔵食品をいかに して毎 日の

料理に使 いこなすかを教えるように指

導 して下 さい。また，その地域の文化，

風土に合った家庭貯蔵について，信頼

のおける資料 を捜して研究 して下 さい。

地元の神権指導者 と相談 し，地域の人

々にできる実際的な貯蔵計画 を立てて

下さい。貯蔵計画は各個人や各家庭の

状況によって非常に異な ります。 しか
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しいずれの場合にも，パ ンフレット「家

庭貯蔵計画の基本」に記載されている

事柄は.役に立ちます。このパンフレッ

トは教会のディ界 トリビューション ・

センターか ら入手できます。'

扶助協会指導者の皆さん，姉妹たち

が どうしたら教会の福祉事業に参画 で

きるか，その方法を開拓 して下 さい.。

生産事業やかん詰作 りの実際の労働

に活発に携わることもでき.るでしょう

し，電話す ることや計画立案に参画す

ることもできます。若いお母さんたち

が福祉計画で働けるように子守 りをす

ることもできます し，お母さん同士 で

子守 りをし合 うのもよいで しょう。家

族 ぐるみで生産活動に参加 して，兄弟

姉妹の絆 を深め ることもできます。姉

妹たちは，家族が参加 したいと思 うよ

うな活動や スケジュールを計画 して下

さい。女性の反応や態度は，家族や ほ

かの人々に大 きく影響 します。熱意は

みんなに伝わ り，その責任を果たすこ

とが，愛 と奉仕，労働 と自立，管理 と

奉献の原則 を教 える、また とない機会 と

なるのですg

福祉活動 に参加する姉妹たち一人一

人が，扶助協会のノーブー記念像の象

徴 している通 りの祝福に浴し， さらに

はその姉妹にとって，霊的に も恵まれ

る と思います。姉妹は子供たちの良い

模範 とな り，その家族は物質的にも社

会的にも恵まれます。 また，現在の扶

助協会の姉妹たちは， ノーブーの姉妹 ・

たちが感 じたと同 じように，教会の神

権者 と協力 して働 くことに特別 な祝福

があることを知 るでしょう。そうする

ときに私たちは，アダム とイブに始ま

った協同，つまり心 を合わせて共に働

くとい う夫婦本来の姿に一層近づ くこ

とがで きるのです。

教会の女性たちが，家庭生産 と貯蔵

に対して十分な備えをして，必要なと

きに惜 しみな く施 し，個人や家族に一

層の安堵感 を与えるよう， そして私た

ちが，昔の徳高い女性のように， 「そ

の家の者のために(逆 境の)雪 を恐れ

ない」(箴 言31：21)で いられるタう

に祈っています。イエス ・キリス トの

み名によって，アーメン。

'漣



兄 弟姉妹の皆さん・ これか 砂 しの
問 ， 信 仰 と祈 り を もっ て皆 さん の

心 を福 祉 プ ロ グ ラ ム の 基 本 に 向 け て い

た だ き た い と思 う。 朝 の 大 会 で 素 晴 ら

し いお 話 を し て下 さ っ た兄 弟 た ち とス

ミス姉 妹 に 心 か ら感謝 して い る。

フ ェ ザ ー ス トー ン兄 弟 の 壁 の 話 を お

聞 き して ， 私 は あ る出 来 事 を思 い 出 し

た 。 しば ら く前 の こ と で あ るが ， ふ た

りの 警 備 員 が 夜 ， 神 殿 の上 の 方 で警 備

に あ た っ て い た と きの こ とで あ る 。 辺

りはす で に 暗 か っ た 。 神 殿 の 正 面 で2，

3人 の 酔 っぱ らい が 門 に ぶ ら さが っ て

神 殿 を見 上 げ て い たが ， そ の 中 の ひ と

りが 声 を張 り上 げ て， 「お 一 い， モ ロ

ナ イ 。 何 か 言 っ て くれ 」と言 っ た。そ こ

で 警 備 員 の ひ と りが ， 「何 が 欲 しい の

か 」 と答 え た と い うの で あ る 。

今 朝 ， 私 が 申 し上 げ る こ とは 何 も 目

新 しい こ とで は な い 。 これ ま で 何 度 も

お 話 して きた事 柄 で あ る。 無 論 ， 以 前

と全 く同 じ こ とを お話 す る わ け で は な

い 。 過 去35年 に わ た っ て 私 が教 会 員 の

皆 さん に 教 会 の 福 祉 プ ロ グラ ム の 基 本

に つ い て お教 え し て きた 事 柄 の 大 要 を

申 し上 げ た い と思 う。 私 は 今 回 の こ の

話 に 「主 の 道 に 適 い て 」 と い う題 を

西 つ け てみ た
。

社 会 が ロー マ そ の 他 の文 明 と同 じ よ

うに ， 福 祉 国 家 や 社 会 主 義 と い う見せ

か け だ け の 魅 惑 に 屈 して 没 落 へ の 道 を

た ど っ て い る今 日， こ こ で 御 父 の子 ら

の こ の世 の 救 い を意 図 した 主 の 計 画 を

繰 返 し強 調 す る こ とは ， 理 に か な って

い る と思 う。

主 の 計 画 と現 代 社 会 の 不 条 理 な 行 為

主の道 に適 いて

第 二 副 管 長

マ りオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

自立と勤勉は，この世の救 いを得さ.せる主の計画の基本原則で

ある。 「あなたの父と母」を敬 うことも同様である

との 相 違 を は っ き り と対 比 す る た め ，

私 が 個 人 的 に 集 め た 資 料 か ら 少 し読 ん

で み よ う。

最 初 は 通 り を歩 い て い た ヒ ッ ピー の

男女 に 関 す る もの で あ る。 ふ た り と も

髪 は 長 く， ヘ ッ ドバ ン ドに ビー ズ， サ

ン ダ ル とい う典 型 的 な ヒ ッピ ー ス タ イ

ル で あ っ た 。.男 性 の 方 が 相 手 の 女 性 に

言 っ た。 「これ か ら失 業 保 険 の 給 付 を

受 け に 行 くよ。 だ か らそ の 間， 君 は無

料 診 療 所 に 行 っ て 検 査 を受 け て ， そ れ

か ら市 のヘ ル ス セ ン ター に寄 って 僕 の

新 し い 眼 鏡 を も ら って き て く.れな いか 。

そ れ か ら も う一 ヵ所 ， 厚 生 課 に 行 っ て

福 祉 手 当 の 増 額 を 申請 して きて ほ しい

ん だ 。

じゃ，5時 に 連 邦 政 府 の建 物 で会 お

う。 そ して こ の 腐 敗 した制 度 に 反 対 す

るデ モ に 参 加 し よ うd

ま た ，20数 年 前 の 「リー ダー ズ ・ダ

イ ジ ェ ス ト」 に は 次 の よ うな 記 事 が 載

っ て い る。

「隣 接 の セ ン トオー ガ スチ ン で は 今
，

か もめ の 大 群 が 餓 死 の 危 機 に 瀕 して い

る 。 餌 の 魚 は 十 分 に あ るの だが ， か も

め た ち は そ の 捕 り方 を知 ら な い の だ 。

何 代 に もわ た っ て， え び 取 り船 の 網 に

か か っ た 小 魚 を 食べ て 生 き て きた ため

で あ る。 そ の 漁 船 が 姿 を消 した 今 … …

え び 取 り船 は か もめ の た め に ， 『福 祉

国 家 』 を建 設 した 。 親 か もめ は も はや

苦 労 して 魚 の 捕 り方 を身 につ け る こ と

は しな くな り， 子供 た ち に教 え る こ と

も なか っ た 。 た だ ， え び取 り船 の 網 の

と こ ろへ 連 れ て 行 け ば よ い の で あ っ た 。

こ う して 自由 を象 徴 す る 自由 の 鳥 か

もめ は， 努 力 しな い で餌 を得 る と い う

誘 惑 に 陥 っ た ため ， 今 や 餓 死 寸 前 の 状

態 に あ る。 彼 ら は施 し物 の た め に 自主

独 立 の精 神 を犠 牲 に し た の で あ る。

現 在， 多 くの 人 々 は こ の か もめ と同

じ よ うな 状 態 に あ る。 彼 らは 合 衆 国政

府 の税 金 と い うえ び 取 り船 の 網 か ら安

易 に餌 をつ い ば む こ とを 少 し も悪 い こ

と と思 って い な い 。 だが ， 政 府 の 財 源

が 尽 き た ら ど うな るの で あ ろ う。 子孫

は ど っ して生 きて い くの だ ろ っか 。

愚 か なか もめ に な っ て は な ら な い 。

私 た ちは … … 自給 自 足 の 才 能 と 自 らの

た め に 何 か を創 り出す 才 ， 倹 約 の 念，

真 に 自立 を 愛 す る心 を持 ち続 け な け れ

ば な ら な い。」(Reαdeγs、 醜ge部 「リー

ダ ー ス ・ダ イ ジ ェ ス ト」1950年10月 号 ，

P.32)

次 に こ れ と全 く対 照 的 な 「自立 の 原

則 に 生 きた 清 教 徒 た ち」 とい う記 事 を

紹 介 しよ う。

「清 教 徒 た ち は 危 険 な荒 野 に 上 陸 し

た 。 連 邦政 府 の 建 て た住 宅 は な か っ た 。

そ こ で 彼 ら は 自 ら働 い て家 を建 て た 。

ま た 食糧 の 無 料 配 給 制 度 もな か っ た の

で ， 彼 らは 自 らの 手 で 食糧 を栽 培 した。

そ して 生 産 が 十 分 で な い と きは ， な い

ま まで や っ て行 か な け れ ば な ら なか っ

た 。

無 料 の 学 校 も なか っ た の で， 母 親 は

自 ら子 供 た ち の 教 育 に 当 た っ た 。 レ ク

リエ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラム もなか っ た 。

働 くこ とに 忙 し く， そ の よ うな余 裕 な

ど 全 くなか った の で あ る。 徴 兵 反対 の

暴 動 もな か った 。 全 貝 が 協 力 して 国 の

防 衛 に あ た る よ うに 求 め ら れ て い た か
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ら で あ る。 また 社 会 保 障 は 全 くな か っ

た 。 自衛 以 外 に 安 全 を保 障 し得 る もの

は 何 もなか った 。

しか し， 見 返 りは あ っ た。 な い もの

に 向 か っ て要 求 す る 暴徒 は い な い し，

ま た， 母 親 に 教 育 の何 た るか を 説 く無

知 な 『学 生 』 も い な か っ たか らで あ る。

労 働 者 が 生 産 し た もの を利 して 私 腹 を

こや す 役 人 もい なか った 。

実 際 ， 清 教徒 た ち に あ る もの は た だ

一 生 懸 命 に 取 り組 ま な け れ ば な ら な い

仕 事 だ け で あ っ た。

彼 らの努 力 は 報 わ れ た で あ ろ うか 。

そ れ は私 た ち の現 在 の 生 活 水 準 が 証

明 して い る。」(Cん 擁s言∫απEcoπo而cs

「ク リスチ ャ ン ・エ コ ノ ミ クス 」1972

年11月 号 ，p.25)

で は， 主 の 計 画 は ど うで あ ろ うか 。

「主 な る われ は 諸 々の 天 を拡 げ
， わ

が 手つ か ら創 れ る もの ， す な わ ち こ の

地 を築 きた り。 され ば ， そ の 中 に あ る

よ ろず の もの は わ が もの な り。

あ らゆ る もの は わ が もの なれ ば ， わ

が 聖 徒 ら を扶 養 す る は わ が 目的 な り。

され ど そ の事 た るや ， 必 ず わ が 道 に

適 いて 行 わ れ ざ るべ か らず 。 見 よ， こ

の 道 は 主 な る わ れ ， わ が 聖 徒 ら を扶 養

す る ため 命 を下 し た る とこ ろに して ，

貧 しき者 は 高 くせ ら れ， そ れ に て 富 め

る者 は 低 くせ られ ん こ と これ な り。

地 は 物 に 満 ち 足 りて余 りあ り。 然 り，

わ れ よ ろず の 物 を備 え て 人 の 子 らに こ

れ を与 え， 人 各 々 を 自由 意 志 に よ りて

動 く者 とな す。」(教 義 と聖 約104：14

-17)

聖 徒 た ち の この 世 に お け る救 い を 目

的 と した神 の 計 画 の 基 本 原 則 は， この

聖 句 に 明確 に 示 され て い る。 主 御 自身 ，

地 とそ の 中 に あ るす べ て の もの の 創 り

主 で あ る と宣 言 し， また こ の世 の も の

は す べ て 主 の も の で あ る と語 っ て お ら

れ る 。 主 は ま た， 御 自分 の 聖 徒 た ち を

扶 養 す る こ とが 主 の 目的 で あ る こ とを

告 げ て， 「地 は 物 に 満 ち 足 りて 余 りあ

り」 と宣 言 し て お られ る。 しか し 同時

に ，聖 徒 た ち を扶 養 す る こ とは 「必 ず

わ が 道 に 適 い て行 わ れ ざるべ か らず 」

と警告 し， さ らに 「… … こ の 道 は 主 な

るわ れ ， わ が 聖 徒 ら を扶 養 す る ため 命

を下 し た る とこ ろ に し て， 貧 し き者 は
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高 くせ ら れ， そ れ に て 富 め る者 は 低 く

せ られ ん こ と これ な り」 と も警告 し て

お られ る。

秩 序 あ る社 会 を築 くに は ， 主 の 道 に

従 う こ とが 不 可 欠 で あ る。

末 日聖 徒 で あ る私 た ちは ， 人 類 は 皆 ，

兄 弟姉 妹 で あ り， 「神 よ り生 れ た る息

子 と娘 な る」(教 義 と聖 約76：24)こ

と， 従 っ て私 た ち は互 い の 幸 福 に 責 任

が あ る こ と を承 知 して い る。 こ の 概 念

は ， す べ て の 福 音 の教 義 に 固有 の もの

で あ る。

私 た ち は， 現 代 の 混 乱 し た社 会 に 宿

る 様 々 な病 弊 が ， 主 の 命 令 に不 従 順 で

あ っ た こ とに 起 因す る こ とを承 知 して

い る。 こ れ は 他 の 諸 々 の 問 題 と同 様 ，

経 済 問 題 に も言 え る こ と で あ る 。 同 時

説教 に聞 き入 る会 衆

に 私 た ち は また ， そ れ ら の諸 問 題 を解

決 す る に は ， 主 な る神 が 私 た ちに 命 じ

られ るす べ て の こ と を行 な う しか な い.

こ と も承 知 して い る 。

「す べ て の 人」 が 「そ の 家 族 数 と財

政 状 態 と乏 し き と必 要 とに 応 じて 」，平

等 に 地 の善 き もの に あ ず か る 日が 来 る

で あ ろ う(教 義 と聖 約51：3)。 ま た，

そ の よ うな 平 等 の状 態 に 到 達 す るの は，

時 を経 て， す べ て の 人が 自 ら を支 え る

た め に 進 ん で 働 き， 同 胞 へ の 愛 に か ら

れ て 「わ が 福 音 の律 法 に 従 い て 」 貧 し

い 者 乏 しい 者 に 自己 の 「取 前 」 を進 ん

で分 か ち与 え る よ うに な っ た と き で あ

る(教 義 と聖 約104：18)。

働 い て 自分 の 持 ち 物 を分 け 与 え る こ

とは ， 変 節 きわ ま りな い こ の世 の 標 準



ザ'

にかかわ り看 く，すべての末 日聖徒に

とって義務 である。私たちはこれ らの

原則を支持 し，それを軽んじようとす

る行為にはすべて対抗 しなければなら

ない。 また，一般に容認 されている慣

例に同調して，政府その他の組織から

生活必需品の供給を受けることのない

ようよくよく注意 しなければならない。

むさぼ りや，労せずして得た利益 を

受けた りする行為は，今やすっか り社

会に定着 した。その結果，富豪 と言わ

れ，巨額の富を得る手段 を持っている

人々は，政府がその利益 を保証 して く

れ ることを期待 している。選挙が，政

府資金を有権者のためにどれだけ確保

す るかによって左右 されることが多い。

このような慣行が世 界的なものとな り，

あらゆる杜会で行なわれるとしたな ら，

世界の民は奴隷 と化 してしまうであろ

う。

法律上，た とえ私たちに権利がある

として も，政府によって扶養 されよう

訪 問者 セ ンター(東 口)

とは思わない。それには， 自尊心の喪

失 をはじめとして，政治的，物質的，

霊的面での独立に多大の犠牲が要求さ

れるか らである。

必要なものは 自分で働いて得 ようで

はないか。一人一人が 自立 し，独立す

るようにしよう。 このほかに救 いを得

させる原則はない。救 いは個人的なも

のであり，人は物心両面における自ら

の救いのために努力しなければならな

いQ

「あ な た が た の救 わ れ た の は
， 実 に

恵 み に よ り， 信 仰 に よ るの で あ る。 そ

れ は ， あ な た が た 自身 か ら出 た も の で

は な く， 神 の 賜 物 で あ る。 決 し て行 い

に よ る の で は な い 。 そ れ は， だ れ も誇

る こ とが な い ため な の で あ る。」(エ ペ

ソ2：8-9)パ ウ ロの この 言 葉 は

よ く誤 解 され る。 一 部 の 人 は この 言 葉

を 行 な い は 必 要 で な い とい う意 味 に解

釈 して い るが ， とん で もな い こ とで あ

る 。

人 は最 善 を尽 く して は じめ て 神 の 恵

み に よ り救 わ れ る と い うの が そ の 正 し

い 意 味 で あ る(IIニ ー フ ァ イ25： お 参

照)。 白妙 の 門 を 通 過 させ て くれ るの

は ， 政 府 の 施 し物 で は な い 。 また ， 他

人 の 働 きに 依 存 して 日の 光 栄 の 王 国 に ヤ

到 達 し よ う とす る 者 は ， だ れ も その 望

み を達 成 す る こ とは で き な い 。 人 は皆 ，

自分 自身 の 働 き に よ って 門 を く ぐ らな

け れ ば な ら な い の で あ る 。今 この 場 で，

この こ と を理 解 して い た だ き た い。

こ の世 に お け る私 た ち の救 い を意 図

し た 主 の 計 画 に あ って ， 行 な いの 第一

の 原 則 は ， 自分 の こ とは 自分 です る と

い う こ と で あ る 。 この 原 則 は 実 に 重 要

で あ る。 こ の た め 主 は ア ダ ム が エ デ ン

の 園 を去 る と き， 次 の よ うに 言 わ れ た 。

「汝 は そ の妻 の 言 に 聞 き従 い
， わ が 汝

に 命 じて 『食 うべ か らず ， 地 は 汝 の た

め に誼 わ る』 と言 い た る 樹 の 実 を 食 い

た る に よ りて， 汝 は 生 涯 苦 しみ て地 よ

り食 を得 んd(モ ー セ4：23)

ア ダ ム に の ろ い が 下 され た の で は な

く， ア ダ ム の た め に 地 が の ろ わ れ た こ

とに 注 意 して い た だ きた い。 そ れ は ア

ダ ム に とっ て の ろ い で は な く， む し ろ

祝 福 で あ っ た 。 ア ダ ム とそ の子 孫 は ，

樹 の 実 を 食 べ た こ とに よ っ て 主 が 享 受

して お られ る完 全 の 域 に 至 る 道 に 送 り

出 され る の で あ る 。 主 が 地 をの ろ われ

た こ とで， 地 は 「い ば ら」と 「あ ざみ 」

を生 じ， そ の ため 人 は 働 い て 生 活 し な

け れ ば な らな くな っ た が ， こ れ は 人類

の 「ため 」， つ ま り人 類 の 「幸 福 」， 「利

益 」， 「福 利 」 の た め で あ る 。 この こ と

は ， い く ら強 調 して も 足 りな い こ と で

あ る。

エ デ ン に お い て こ の 重 大 な 出 来 事 が

あ っ た そ の 日以 来， 個 人 で努 力 す る こ

とが 物 心 両 面 に お け る主 の計 画 の 基 本

原 則 で あ る こ と を， 主 は 繰 返 し強 調 し

て こ ら れ た 。 聖 徒 た ち を扶 養 す る主 の

道 は ， 「貧 しき者 は 高 くせ られ ， それ

に て 富 め る者 は低 くせ られ ん こ と」(教

義 と聖 約104：16)で あ る こ と を銘 記

し て お い て い た だ き た い 。

貧 しい 者 が 高 く.せられ るの は ， 彼 ら

自 身 が 自 ら の勤 務 と倹 約 に よ って 自立

と 自尊 心 を勝 ち 得 た と きだ け で あ り，

私 た ち の 義 務 は 貧 し い 人 に 自立 と自尊
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心 を得 させ る こ とで あ る。

ま た 「富 め る者 が 低 くせ られ ん 」 の

は ， 「福 音 の 律 法 に 従 い て … … 貧 し き

者 乏 し き者 」(教 義 と聖 約104：18)

に 自分 の持 ち物 を分 け 与 え， 「自分 を

愛 す る よ うに あ な た の 隣 人 を愛せ よ」

とい う第 二 の 戒 め を守 っ た こ と を立 証

した と きで あ る 。

自 らの 努 力 に よ って 自立 し， 自尊 心

を保 つ こ と， また 教 会 の福 祉援 助 を受

け て い る 人が 同 様 に そ の能 力 を最 大 限

に 発揮 で き る よ うに す る こ とは 大 切 で

あ る。 しか しそ れ に 加 え て ， 父 と母 を

敬 う こ と を決 して 忘 れ て は な ら な い 。

両 親 を敬 う とい う この 義 務 を果 た し て

い な い 人が 多い 。 両 親 を敬 っ た こ と に

対 す る報 い は 大 き く， な い が し ろに し

た こ とに対 す る罰 は非 常 に 厳 しい 。 従

って ， 私 は1974年10月 の 福 祉 事 業 集 会

で 引用 した ク ラー ク副 管 長 の 言 葉 を こ

こ で再 度 引 用 して， 私 た ち の義 務 に つ

い て お話 した い と思 う。 ク ラー ク副 管

長 は次 の よ う に 言 って い る 。

「こ の 原 則 は シ ナ イ 山 ま で さか の ぼ

る 。御 存知 の よ うに ， シナ イ山 は モー

セ が十 戒 を受 け た 山 で あ る 。 そ の 十 戒

の ひ とつ が 『あ な た の 父 と母 を敬 え 。

こ れ は ， あ な た の 神 ， 主 が 賜 わ る地 で，

あ な た が 長 く生 き るた め で あ る』(出

エ ジプ ト20：12)と い う戒 め で あ っ た 。

ま ず そ の 命 令 に 注 意 を 向 け， しか る 後

に約 束 に 心 を留 め て ほ しい6『 あな た

の 父 と母 を敬 え 』 これ が 命令 で あ り，

『これ は
， あ な た の 神 ， 主 が 賜 わ る 地

で あ な た が 長 く生 き る ため で あ る』 こ

れ が約 束 で あ る 。

イ ス ラエ ル は この 命 令 に 背 い た。 ま

た 救 い 主 の 時 代 に も， ユ ダ ヤ 人が そ の

戒 め か ら大 き くは ず れ て い た た め ， 主

は 機 会 を と らえ て 彼 ら に そ の 説 明 を し，

そ の 意 味 す る と こ ろ につ い て 語 っ た 。

あ る ときユ ダ ヤ 人， す な わ ち律 法 学 者

とパ リサ イ 人 が エ ルサ レム か ら来 て ，

い つ も の よ うに 救 い主 を陥 れ よ う と思

い ， 主 の 弟 子 た ち は なぜ 先 祖 の 言伝 え

に よ る教 え に 反 して手 を洗 わず に もの

を 食べ た の か と尋 ね た 。 救 い主 は しば

し ば用 い た 方 法 ， す な わ ち別 の 質 問 を

す る こ とに よ って 彼 らの 質 問 に 答 え ら

れ た。 主 が 彼 ら に 問 い か け た も うた 質
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問 は次 の とお りで あ る 。

『なぜ
， あ な た が た も 自分 た ち の 言

伝 え に よ っ て， 神 の い ま しめ を破 って

い る の か 。

神 は 言 わ れ た ， 「父 と母 を敬 え 」，ま

た 「父 ま た は 母 を の の し る もの は ， 必

ず 死 に 定 め.られ る」 と。

そ れ だ の に ，「あ な た が た は 「だ れ で

も父 ま た は母 に む か っ て ， あ な た に さ

しあ げ る は ず の こ の もの は 供 え 物 です

と， 言 え ば，

父 ま た は母 を敬 わ な くて もよ ろ しい」

と言 っ て い る。 こ う し て あ な た が た は

自分 た ち の 言 伝 え に よ っ て， 神 の 言 を

無 に して い る 。』(マ タ イ15：3-6)

こ れ は マ タ イ の 記 録 で あ る が ， マ ル

コの 記録 もほ とん ど同 じで あ る。

『モ ー セ は 言 っ た で は な い か
， 「父

と母 と を敬 え 」， ま た 「父 ま た は母 を

の の し る者 は， 必 ず 死 に定 め られ る」

と。

そ れ だ の に， あ な た が た は ， も し 人

が 父 また は 母 に む か っ て， あ な た に 差

上 げ るは ず の こ の もの は コル バ ン， す

な わ ち， 供 え物 で す と言 え ば ， そ れ で

よ い と し て，

そ の 人 は 父母 に 対 して，.も う何 も し

な い で 済 む の だ と言 っ て い る。』(マ ル

コ7：10-12)、

この 意 味 は 次 の とお り「で あ る 。 イ ス

ラ エ ル は ， 親 の 扶 養 をす る よ うに 主 か

ら責 任 を課 せ られ て い た が そ れ に 従 わ

ず 」 非 常 に 堕 落 し て い た 。 そ して ， 父

ま た は 母 の世 話 をす る 義務 を 免 れ た い

と思 っ た者 は ， 父 また は 母 に 『今 後 ，

私 は 義 務 を放 棄 し ます 。 そ して 私 が あ

な た へ 与 え る もの は供 え物(コ ル バ ン)

で す か ら， 主 の 戒 め に よ っ て あ げ るの

で は あ り ませ ん 』 と言 って い た の で あ

つ た 。

今 の 世 の誘 惑 で あ り， ま た 人 々 力慣

行 と して い る こ とは， 父 母 を 公 共 の福

祉 に ゆ だ ね ， 国 家 に世 話 を任 せ て い る

こ とで あ る。

救 一い主 は この 事 実 を指 摘 し.た後 ， 次

の よ うに 言 わ れ た 。

「彗 偽 善 者 た ち よ， イザ ヤ が あ な た が

た につ い て ， こ うい う適 切 な預 言 を し

て い る 。

「この 民 は
， 口 さ き で は わ た し を敬

うが ， そ の 心 は わ た しか ら遠 く離 れ て

い る 。

人 間 の い ま しめ を教 え と し て教 え，.

無 意 味 に わ た し を拝 ん で い る」。』(マ タ

イ15：7-9)

も う』一 度 繰 り返 す が ， この 命 令 に け

限 界 が な い。 私 の 考 え で は ， い ず れ の

地 に い よ う と， これ はす べ て の イ スラ い

エ ル に 適 用 す る 。 こ れ に 伴 う約 束 も こ

の 命 令 と同様 に ， どこ の 土 地 に住 も う

と， す べ て の イ ス ラ エ ル に 与 え られ て

い るの で あ る。 、

『あ な た の 父 と母 を敬 之6こ れ1ま
，

あ な た の 神 ， 主 が 賜 わ る地 で，「あ玄 た

が 長 く生 き るた め で あ る。』(出 工三ジ プ

ト20：12)

この ア メ リカの 地 は ， ヨセ ブの ため

に 選 ば れ た 地 で あ る 。 従 っ て ，こ の約

束 は こ の 地 に 適 用す る と思 う。 モ ル モ

ン経 に は ， この 地 に 住 む 人 々 が 神 の戒

め を守 らず ， こ の地 の 神 で あ る イ エ ス

・キ リス トを礼 拝 し なけ れ ば ， ど ん な

こ とが 起 こ るか が 記 さ れ て い る 。 主 は ，

私 た ち が 邪 悪 に ひ た る と き に 何 が 起 こ

る か を 告 げ て お られ る 。 も し主 の こ の

戒 め に従 わ な け れ ば ， 私 た ち は 主 が 定

め ら れ た 罪 の宣 告 を受 け る こ とに な り，

邪 悪 に 満 ち た道 を さ らに 進 む こ とに な

るq」

クラーク副管長は この話 を峯ρ よう

な言葉で結んでいる。1∴.
「私は主が言われたこをを語 ったま

ミ

で で あ る 。 私 た ち は ， 従 うか 否 か に つ

い て 自 由意 志 を 使 うこ とが で き る。・そ

して も し従 わ な け れ ば， 罰 を受 け る こ

とに な る の で あ るd(J・ ルー ベ ン ・

ク ラー ク ・ジ ュ ニ ア 凡 曲7πe鋭 認s

け 置舵C勧7cゐWθ 碗7εPγ09γ α7η「福 祉

プ ロ グ ラム の基 本 」1944年10月6日

PP，3-5)

知 恵 と勇 気 を賜 わ っ て こ4≧辱 則 琴 理

解茎渡1瀧 ε鰍 驚 鵬
る も の で あ る 。 ア ー メ ン 。

驚



き よっの集会はまことに有意義なも
の で あ っ た 。 も し私 が 現 在 監 督 の

職 に 召 さ れ て い る な らば ， ワ ー ド部 に

帰 っ て ， こ れ ま で以 上 に よ くその 責 任

を果 たせ る こ と と思 う。 こ の 集 会 で，

監 督 の責 任 を さ らに は っ き り と理 解 し，

ま た そ れ を 果 す 方 法 を学 ぶ こ とが で

き た か ら で あ る。 自分 の 義 務 を知 る こ

とは 大切 で あ る。

先 の4月 大 会 以 降 ， 新 し く召 さ れ，

聖 任 され た監 督 は 何 人 お られ る だ ろ う

か 。 そ の 方 々 は お 立 ち い た だ き た い 。

ど う もあ りが と う。今 立 っ て い た だ い

た の は ， こ の 集 会 が 開 か れ た 目的 を皆

さ ん に 知 っ て い た だ きた か っ た か らで

あ る 。 す な わ ち監 督 の 義 務 と責 任 を理

解 して い た だ くこ とが こ の 集 会 の 目的

で あ る。

同 じ く4月 大 会 以 降 ， 扶 助 協 会 会長

に 召 され ， 任 命 を受 け た 方 々 は お 立 ち

い た だ き た い 。 少 な い 人 数 で は あ る が ，

こ れ らの 方 々 も非 常 に 大切 な 方 々 で あ

る。 ど う もあ りが と う。

あ る期 間 同 じ職 に あ って ， 大 会 で繰

り返 し話 を聞 くの も良 い こ とで あ る 。

こ の み 業 に対 し て望 み と思 い を新 た に

して ， ま た そ れ を 果 す た め に ， 必 要 な

巾 力 を受 け て ワ ー ド部 に 戻 る こ とが で き

る か ら で あ る。

き.よう この 集 会 で 述 べ られ た事 柄 の

うち で ， 特 に 印 象 に 残 っ た2，3の 事

柄 に つ い て お 話 した い と思 う。 そ の ひ

とつ は ， 物 質 的 な援 助 は 一 時 的 だ が ，

霊 的 な 援 助 は 永 遠 に その 影 響 を 及 ぼ す

とい うこ とで あ る 。 その た め に 私 た ち

は ， 失 業 して い る 人 々 が 就 職 して 自立

み業を推進する

第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

私たち には，援助の必要な人々に恵みをもた らすための適切な

ゴ日グラムがある

し， 自 ら の 必 要 を満 たせ る よ うに ， で

き る 限 りの援 助 を しな け れ ば な ら な い 。

と りた て て 強 調 され た わ け で は な い

が ， この 集 会 で述 べ られ た事 柄 で非 常

に 重 要 な の は ， 自尊 心 を保 つ とい う こ

と で あ る。 これ は 非 常 に 大切 な こ とで

あ る，ワ ー ド部 の 会 員 た ち が ，福 祉 プ ロ

グ ラム に 参 加 し， 貢 献 して い る とい う

意 識 を持 て る よ うに し て い た だ きた い 。

この 集 会 に 集 っ て い る皆 さん に お 勧

め す る 。 お 帰 りに な っ た ら， こ こ で 指

導 され た事 柄 を実 際 に 行 な って い た だ

き た い 。 皆 さ ん に は そ の責 任 が あ る。

福 祉 活 動 お よ び そ の 他 あ ら ゆ る 分 野 に

お け る主 の み 業 は ， 皆 さん の 双 肩 に か

か っ て い る。 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス

ト教 会 に は， 援 助 を必 要 と して い る人

々 の た め の プ ロ グ ラ ム が あ る 。 皆 さん

は そ の 教 会 の 会 員 で あ る。 こ の こ と を

理 解 し， 認 識 し， 力 と勇 気 を得 る こ と

が で き る よ うに ， 主 が 皆 さ ん を祝 福 し

て 下 さ る よ っ。 こ れ らの こ と を イエ ス・

キ リス トの み 名 に よ りへ り くだ り申 し

上 げ る。 ア ー メ ン 。

大 会の 合間 ，聖典 を読 む女 学 生
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互いに愛 し合いなさい

大 管 長

ス ベ ン サ ー ・W・ キ ン ホ ー ル

'♂ ・

年老いた両親を世話 し，子供 に労働の習慣を教える

兄 弟姉妖 私はこの非常に有益蝶
会 に 出 席 し， 胸 が 高 鳴 るの を覚 え

て い る。 私 た ち が この 集 会 に 集 っ て い

る の は 楽 しい ひ と とき を過 ごす た め で

は な い 。 指 導 を受 け る た め で あ る 。 こ

の こ とを よ く認 識 し， この 場 で与 え ら

れ た提 案 を各 々 の 生 活 に 取 り入 れ て い

た だ き た い と思 う。 私 た ち は こ の 集 会

で ， 福 祉 活 動 を ど の よ うに行 な うこ と

が で き るか ， ま た どの よ うに す べ きか，

そ の た め に は どこへ 行 け ば よい か につ

い て， 素 晴 ら しい 提 示 をい た だ い た 。

私 た ち一 家 が ソル トレー ク ・シ テ ィ

ー か らア リゾ ナ に 引 っ 越 した 当 時， こ

の 福 祉 プ ロ グ ラム は まだ 具 体 的 な 形 を

取 るに は至 っ て い なか った と記 憶 し て

い る。 多 くの ステ ー キ 部 や ワー ド部 で

少 しず つ 推 進 され て い る とい う程 度 で

あ っ た 。

当 時 の ステ ー キ部 長 は ク リ ス トフ ァ

ー ・レ イ トン部 長 で あ っ た 。 彼 は後 に

病 気 に な り， 間 もな く他 界 し た 。 そ の

後 任 と して ， 私 の 父 が ス テ ー キ部 長 に

召 され る こ と とな っ た 。 私 の 記 憶 で は ，

当 時 私 た ち一 家9人 は， ひ とつ の 部 屋

で寝 起 き を共 に し て い た 。 そ れ か ら し

ば ら く して， 少 し離 れ た小 さ な レ ン ガ

造 りの家 に 引 っ越 す こ とが で きた 。 し

か し， 部 屋 数 が 三 部 屋 に増 え た も の の，

雨 の 降 る 日は 外 の テ ン トに 寝 床 を求 め

な け れ ば な らな か っ た 。

さ らに そ の 後 ， 私 た ち は 運 河 沿 い に

4ヘ クター ル ほ どの 土 地 を手 に 入 れ た 。

辺 り一 面 ， 蚊 の 群 らが る う っ そ う とし

た茂 み と砂 漠 特 有 の植 物 に 覆 わ れ た土

地 で あ っ た 。 それ ら を どの よ うに 除 去

し， ど う整 地 し た ら よい もの か ， 私 た

ち一 家 は頭 をか か え て し ま っ た 。 まず

何 が 起 こ っ たか お 話 し よ う。 そ こか ら

数 キ ロ も離 れ たセ ン トラ ル ワ ー ド部 の

兄 弟 た ち が ， 手 に 手 に つ る は しや シ ヤ

ベ ル や 斧 を持 っ て や っ て 来 て ，4ヘ ク

ター ル もあ る土 地 の 整 地 作 業 に 手 を貸

して くれ た の で あ る。 次 い で レイ トン

ワ ー ド部 の 兄 弟 た ち， さ らに ピ マ ワ ー

ド部 の 兄 弟 た ち も来 て くれ た。 こ っ し

て ， 大 変 な働 き者 で あ った 父 とふ た り

の 兄 た ち の 力 も あ っ て ， 整 地 作 業 は ま

た た く問 に 終 わ り， 種 を ま くば か りに

な っ た。

これ が 福 祉 活 動 で あ る。 一 定 の 指 示

の も とに， 一 定 の 方 法 で行 な わ れ た わ

け で は な い 。 しか し互 い に 助 け 合 う，

これ こ そ 真 の 福 祉 活 動 で あ る。

ま た， 私 の 父 は 非 常 に責 任 感 の 強 い

人 で あ った 。 大 き な果 樹 園 の 所 有 者 で

あ る レ イ トン 部 長 は年 老 いて 体 力 が な

くな って い た が ， 必要 な 援 助 が 与 え ら

れ て い な か っ た。 そ の こ と を知 っ た 父

は ， レ イ トン部 長 の 承 諸 を得 て ， 私 た

ち 子 供 に あ る仕 事 を命 じた 。 私 た ち 兄

弟 は 全 員 手 に か ごや なべ を持 っ て 集 ま

り， 彼 の 果 樹 園 で 果 実 を収 穫iし た 。 レ

イ トン家 も私 た ち一 家 も大 家 族 だ っ た

の で ， 収 穫 した 果 実 は両 家 で分 け 合 う

こ とに な っ た 。 こ う して 私 た ち の 福 祉

活 動 プ ロ グ ラム は進 め られ た の で あ る 。

一 方
， 私 の 母 は そ の 果 実 の扱 い 方 を よ

く知 っ て い た 。 家 に は 食糧 を貯 え る部

屋 が あ っ て ， び ん 詰 の 果 物 や ， い ざ と

い う と きに 必 要 な もの を い っぱ い に 貯

え て あ った 。

も うひ とつ 申 し上 げ た い こ とが あ る。

扶 助 協 会 に認 可 が 与 え られ た イ リ ノイ

州 ノー ブ ー に お け る建 設 計 画 の こ とで

あ る 。 こ れ は 末 永 く姉 妹 た ち の 喜 び と

な る で あ ろ う。 こ の 計 画 は， 大 管 長 会

の 承 認 に 基 づ く もの で あ る こ とを御 理

解 い た だ き た い 。 ス テー キ部 長 会 ， 伝

道 部 長 会 ， 監 督 会 の 方 々 が ， こ の 点 に

つ い て姉 妹 た ち を励 ま して 下 さ る よ っ

願 っ て い る6個 々 の 姉 妹 が そ れ ぞ れ の

で き る範 囲 で ， 自発 的 に 献 金 す る よ う

奨 励 して い た だ き た い 。 この プ ロ グ ラ

ム を推 し進 め る よ う姉 妹 た ち を力 づ け

て い た だ きた い 。 こ れ は 非 常 に 大 切 な

プ ロ グ ラ ム で あ る。 従 っ て， 今 宵 開か

れ る神 権 会 で 再 び触 れ るつ も りで あ る 。

先 程 ロ ム ニ ー 副 管 長 は ， 両 親 の こ と

に つ い て 話 を さ れ た 。 先 日， 私 た ち は

評 議 会 の 席 上 ， 腹 に す え か ね る話 を耳

に した 。 激 しい憤 りを覚 えず に は い ら

れ な い 話 で あ る 。 事 の 次 第 は こ うで あ

る 。 投 資 に また 勤 め に 大 変 な努 力 を傾

け た あ る 父 親 が ， よ き助 け 手 で あ っ た

妻 に 多額 の 資 産 を残 して ， 不 幸 に も先

立 って し ま っ た そ うで あ る 。 や が て そ

の 妻 も年 老 いて きた 。 す る と子 供 た ち

は 彼 女 を老 人 ホー ム に 入 れ ， 彼 女 の 資

産 をす べ て 自分 た ち名 儀 の 銀 行 口座 に

預 金 して し ま っ た 。 こ う して 彼 女 は 不

遇 の生 涯 を余 儀 な くさ れ る こ と とな っ

た 。 彼 女 が 自分 の 置 か れ た 立 場 を十 分

に 意 識 して い た か 否 か は 定 か で な い 。

い ず れ に し ろ この 哀 れ な 女 性 は ， ふ さ

わ しか らぬ 衣 服 を あ て が わ れ， 不 当 な

扱 い と試 練 を受 け な が ら， 今 も なお 老 、

人 ホー ム で 余 生 を 送 って い る。 私 た ち
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の知る限 り，子供たちはこの母親に決

して会いに行 こっとはしないといっこ

とである。

この子供たちにとって，施設にいる

母親のもとを訪れることは少々気 まず

いことに違いない。彼女は長年彼 らを

養い育 て，保護 して，彼 らのためにそ

の半生を捧げてきたのである。訪れる

ことすらできない彼らにとっては，母

親が自分の愛 した子供たちからの慰め

を必要 としている ときに， その母親に

関心 を示す ことなど， とて もできない

ことに違いない。

これか ら申し上げることは非常に大

切なことである。監督の方々は決して

このことを忘れないでいただきたい。

すなわち，いかに年老いていようと，

またいかに手がかかろ うと，親の世話

をする責任は子供にある。 このことを，

ワー ド部の会員が思い起こすよう指導

していただ きたい。子供には，親の世

話 をす る責 任 が あ る。 こ れ は ガ 主 が こ

の世 を初 め て 組 織 され た と き に確 立 さ

れ た プ ロ グ ラ ム の 一 部 で あ る。

も うひ とつ の 話 を し よ う。 か つ て ，

私 た ち が ア リゾ ナ に住 ん で い た と き，

小 さ な子 供 を 抱 え た若 い 夫 婦 が 引 っ越

して きた 。 私 た ち と親 し く言 葉 を交 わ

す よ うに な る と， そ の 家 の 主 人 は ， 苦

しか っ た 自分 の 少 年 時 代 を語 って くれ

た 。 朝 は5時 か6時 に 起 きて新 聞 配 達

を し， そ の 後 農 場 で働 い た そ うで あ る 。

い ま だ に 心 に 焼 きつ い て い る数 々 の苦

労 話 の 果 て に ， 彼 は この よ うに 語 っ た 。

「息 子 た ち に は決 して そ ん な 思 い は さ

せ た くな い と思 い ますdそ の 結 果 ，

彼 の 息 子 た ち は ほ か の 人 の た め に何 の

役 に も立 た な い 人 間 に な っ て しま っ た 。

教 会 活 動 か ら も遠 ざか り， 彼 ら は すべ

て の こ とに 無 気 力 で あ っ た 。

主 は， 「汝 怠惰 な る こ とな か れ 」(教

i義と聖 約42：42)と 語 っ て お られ る。

怠 惰 は悪 魔 に加 担 す る こ とで あ る 。私

た ち は生 活 が 豊 か に な っ た か ら と言 っ

て ， 子 供 た ち を甘 や か して は な らな い 。

彼 らの仕 事 を奪 って は な らな い。 奉 仕

し訓 練 す る機 会 ，L自分 自身 と他 の 人 々

双 方 の た め に何 か を行 な う機 会 を取 り

去 っ て は な らな い。

本 日は 素 晴 ら しい集 会 に あ ず か る こ

と が で き た 。 ビ クター ・L・ ブ ラ ウ ン

監 督 と副 監 督 の 方 々 お よび バ ー バ ラ ・

B・ ス ミス姉 妹 と副 会 長 の 方 々 の 指 示

の下 に 進 め られ て い る大 い な る 福 祉 の

業 を， 私 た ちは 非 常 に 喜 ん で い る。 彼

ら の 素 晴 ら しい 奉 仕 の 業 に 感 謝 して い

る 。 ま た， この 奇 し きプ ロ グ ラム の 指

導 を さ れ る監 督 会 お よび ス テ ー キ部 長

会 の 方 々 に も感 謝 の 言 葉 を送 りた い。

提 示 さ れ た この 福 祉 プ ロ グ ラム を推 進

し， 継 続 す る と きに ， 主 の祝 福 が あ る

よ う祈 っ て い る 。 イエ ス ・キ リス トの

み 名 に よ り申 し上 げ る。 ア ー メ ン。

カ ミラ ・キ ン ボ ー ル姉 妹

δ

蝿'
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七十人第一定員会が管理定員会に

編 集 主 幹

J・M・ トッ ド

1976年10月 総大会 を彩る画期的な出

来事，それは何 と言っても，七十人第
一定員会が 「啓示により定められた通

.りの」 第三の管理定員会 となったこと

であろう。 この改組により 「……十二

人の特別なる証 人，すなわち十二使徒

と等 しき権能 を有す る定員会」そして
「・∵…十二使徒会すなわち巡回高等評

議員会の指揮の下に」働 く定員会が誕

生したのである(教義と聖約107：26，34)。

.改組はまず，十二使徒評議員会補助

21名 が七十人第∵定員会会員として召

され，次いで先に召されていた14名 の

定貝会会員が加 わり， さらに新 たに4

名の会貝が召された。これで七十人第
』一定員会会貝は総数が39名 とな り

，キ'

ンボール大管長の指摘の通 り 「定員会

の事務事項 を決定する上で必要な過半

数 を越えたd(キ ンボール犬管長に よ

る発表， タナー副管長による支持につ

いては，pp.40-42を 参照されたい)

また七十人第一定員会自体 も，七十

人最高評議員会の解任 とともに改組が

行 なわれた。今 までの最高評議員会会

員に対 しては，タ ナー副管長からその

優れた業績に対 して感謝が述べ られた。

七十人箏マ定員会を管理する七十人

最高評議貝会(現 在ば七十人第一定員

会会長会 と名称が変更 されている)会

貝 どして召 された人々は以下の通 りで

ある.。(i)フ ラ、ンクリ'ン・D・ リチ

ぎ÷ズ』1960年 以来十二使徒評議貝
会補助;(2)ジ 手「ムズ ・E・ ファ

ヴス ト 門1972年 以来十二使徒補助，

南アメ1リカ東部地域担当教会幹部 とし

蜘 でブラ ジルのサ ≧パウロに在住，(3)

」☆1ド「 マ ス ・・フ ァ～イア ン ズー1974

年 場 来 十 二 使 徒 補 助 ，ンメキ シ コ ・中 央

ア メ リカ地 域 担 当教 会 幹 部 と して メ キ

シ コ ・シテ ィー に 在 住 』;(4)A・ セ

オ ドア ・タ トル1958年 以 来 七 十 人

最 高 評 議 貝 会 会 員 ， 南 ア メ リカ 西 部 地

域 担 当教 会 幹 部 と し てエ ク.ア ドル の キ・

卜一 に在 住;(5)ニ ー ル ・A・マ ッ ク

ス ウ ェH974年 以 来十 二 使 繍

貝 会 補 助;(6)マ リオ ン ・D・ ハ ン

クス1953年 か ら1968年 ま で七 十 人

最 高 評 議 貝 会 会 員 ， 以 降十 二 使 徒 評 議

貝 会 補 助;(7)ポ ー ル ・H・ ダ ンー

1964年 以 辛 七 十 人 最 高 評 議 貝 会 会 員 。

他 の 七 十 人 第一 定 員 会 会 員 は以 下 の

通 り。(8)ア ル マ ・ソ ニ ，1941年 以

来 十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助 ， 最 初 に 召 さ

れ た5名 の 十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助 の ひ

と り;(9)ス ター リン グ ・W・ シル

ー1954年 以 来 十 二 使 徒 評 議 貝 会 補 助;

(10)ヘ ン リー'D・ テ イ ラー

1958年 以 来 十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助;(1D

ア ル ビ ン ・R・ ダ イ ヤ ー 一1958年 以

来 十 二 使 徒 評 議 員 会補 助 ，1967年 に使

徒 職 に聖 任 され(十 二 使 徒 評 議 員 会 の

一 員 で は な い)
，1968年 に副 管 長 ，1970

年 に 十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助 の 職 に戻 る

;(12)セ オ ドア ・M?バ ー トン

1960年 以 来 十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助;(1の

バ ー ナ ー ド ・P・ ブ ロ ッ クバ ン クー

1962年 以 来 十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助 ， イ

ギ リス ・ア イ ル ラ ン ド地 域 担 当教 会 幹

部 と して イ ギ リス の ロ ン ドンに 在 住;

(14)ジ ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア

1966年 以 来 十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助;(瑚

ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ンー1970年 以

来 十 二 使 徒 評 議 貝 会補 助;(16)ウ ィ

リア ム.・H・ ベ ネ ッ トー1970年 以 来

十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助;(17)ジ ョ ン

・H・ バ ン
、デ ンバ ー グー1961年 か ら

1972年 ま で 管 理 監 督 ， 以 降 十 二 使 徒 評

議 貝 会 補 助;(18)ロ バ ー ト ・L・ シ

ン プ ソ ンー1961年 か ら1972年 ま で 管

理 監 督 会 第一 副 監 督 ， 以 降 十 二 使 徒 評

議 員 会 補 助 ， ニ ュ ー ジー ラ ン ド ・オ ー

ス トラ リア 地 域 担 当教 会 幹 部 と して ニ

ュ ー ジー ラ ン ドの オ ー ク ラ ン ドに 在 住;

(19)0・ レ ス リー ・ス トー ン

1972年 以 来十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助;⑫ ①

W・ グ ラ ン ト・バ ン ガ ー ター 一1975

年 以 来 十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助;(21)

ロバ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズー1975年 以

来 十 二 使 徒 評 議 貝 会 補 助;(22)ア ド

ニ ー ・Y・ 小 松 一 一一1975年 以 来十 二 使

徒 評 議 員 会 補 助 ， 旧 本 ・韓 国 地 域 担 当

教 会 幹 部 と して 自本 の 東 京 に 在 住;㈱

ジ ョセ ブ 「・B・ ワー ス リン1975年

以 来 十 二 使 徒 評 議 貝 会 補 助 ， 北 ヨー ロ

ッパ 地 域 担 当教 会 幹 部 と して 西 ドイツ

の フ ラ ン ク フ ル トに 在住;(24)S・

デ!レワ ー ヌ1・ヤ ン グ1945年 以 来 七

士 人最 高 評 議 員 会 会 員;(25)ハ ー ト

マ ン ・レ ク ター ・ジ ュ ニ アー1968年

以 来 七 十 人最 高 評 議 貝会 会 貝;(26)

ロー レ ン ・C・ ダ ンー1968年 以 来 七

十人 最：高 評 議 貝 会 会 員， 現 在 オー ス ト

ラ リア ・シ ドニ ー 伝 道 部 長;(27)レ

ッ ク ス ・D・ ビ ネ ガ ー1972年 以 来

七 十 人 最 高 評 議 員 会 会 員;(28)ジ ー

ン ・R・ ク ッ ク1975年 以 来七 十 人

最 高 評 議 員 会 会 員 ， 現 在 ウル グ ァ イ ・

モ ン テ ビデ オ伝 道 部 長;(29)チ ャー

ル ズ ・A・デ ィ デ ィエー1975年 以 来七

十 人 第一・：走員 会 会 員 ， 現 在 中 央 お よび

南 ヨー ロ ッパ 地 域 担 当教 会 幹 部 と して

ギ レギー の ブ 久 ユ ッセ ル に在 住 派30)

.ウィ リア ムr逸 ・ブ ラ ッ ドフ ォー ド

1975年 以 来 七 十 人 第一 定 員 会 会 員 ， 現

在 チ リ ・サ ン チ ャ ゴ伝 道 部 長;(31)

ジ ョー ジ ・P・ リー 一1975年 以 来 七

十 人 第 一 定 員 会 会 員 ， 現 在 ア リゾ ナ ・

ホ ル ブ ル ッ ク伝 道 部 長;く32)カ ー ロ

ス ・E・ エ イ シー 一1976年4月 以 来

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員;(33)M・ ラ

ッ セ ル ・バ ラ ー ド ・ジュ ニ ア1976

年4月 以 来 七 十 人 第一 定 員 会 会 貝 ， 現

在 カ ナ ダ ・ トロ ン ト伝 道 部 長;(34)

ジ ョ ン ・H・ グ ロー バ ー グ1976年

4月 以 来 七 十 人 第一 定 貝 会 会 貝;南 太

平 洋 地 域 担 当 教 会 幹 部 と してハ ワ イの

ホ ノル ル に 在 住;(35)ジ ェ イ コブ ・

デ ィエ ガ ー 一1976年4月 以 来 七 十 人

第一 定 員 会 会 員 ， 東 南 ア ジ ア 地 域 担 当

教 会 幹 部 と して 香港 に 在 住;(36)ボ

「 ン ・J・ フ ェ ザ ー ス トー ンー1972

年 以 来 管 理 監 督 会 第 二 副 監 督 を務 め ，
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新 た に テ キ サ ス ・サ ンア ン トニ オ伝 道

部 長 に召 され た;(37).デ ィー ン ・L・

ラ ー セ ンー 今 大 会 で新 た.に召 され た

;、(38)ロ イデ ン ・G・ デ リ ッ ク

新 任 ， ア イ ル ラ ン ド ・ダ ブ リン伝 道 部

長;(39)ロ バ ー ト ・E・ ウ ェ ル ズー

七十人第一定員会会員

デ ィ ー ン ・L'・ ラ ーセ ン

「私 は 主 の た め に
， ま た 教 会 内 外 を

問 わ ず ， 人々 の た め に役 に 立 つ 人 間 に

な りた い とい う強 い望 み を抱 い て い ま

すd新 た に七 十 人 第一 定 員 会 会 員 に

召 され た デ ィー ン ・L・ ラー セ ン長 老

は こ う語 っ た 。 この 言 葉 通 り， 彼 の 半

生 を支 配 して い た も の は ， こ の奉 仕 の

精 神 で あ っ た 。 ラー セ ン 長 老 は思 いや

りの 深 い 人 で あ る。 一 度 会 え ば そ の 人

間 味 あ ふ れ る心 と誠 実 さに 打 た れ る で

あ ろ う。 ま た 分 別 と思 い や り を示 す そ

の 目に ， 信 頼 感 をか き立 て ら れ るに 違

い な い 。

ラー セ ン長 老 は1927年5月24日 ， ユ

タ州 ハ イ ラ ム で ， ガー トル ー ド ・プ ラ

ウ ズ ・ラー セ ン とエ ドガ ー ・N・ ラー

セ ンの 間 に生 まれ た 。 彼 は7人 兄 弟 の

5番 目 で， 菜 園 が あ り家 畜 の い る家 で

育 っな 。 高 校 卒 業 後 第2次 世 界 大 戦 終

結 ま で海 軍 兵 士 と して 従 軍 ， 帰 還 後 ユ

タ大 学 及 び ユ タ州 立 大 学 で学 び ，1950

年 ， ユ タ州 立 大 学 を英 語 と ス ペ イ ン

語 の 学 位 を得 て卒 業 した 。 ア イ ダ ホ州

ア シ ュ トン 出 身 の ジ ニ ー ル ・ジ ョン ソ

ン と結婚 した の は 大 学 在 学 中 で， 現 在

ふ た り.の間 に は5人 の 子 供 が い る。「4

人 を除 いて 全 部 男 の子 で す 」 とは ラー
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ボ ー ン ・J・ フ ェ ザ ー ス トー シ副 監

督 の 第 一 定 員 会 へ の 異動 の た め に 空 席

とな った 管 理 監 督 会 第 二 副 監 督 に は，

ア イ ダ ホ州 ボ イ シ のJ・ リチ ャー ド ・

クラ ー ク が 召 され た 。 ク ラー ク長 老 は

セ ン長 老 の 弁 。

セ ー ル ス そ の 他 の 仕 事 で2年 間 働 き，

ま た8年 間 高 校 教 師 お よ び早 朝 セ ミナ

リー 教 師 と して 働 い た 後 ， 彼 は ユ タ州

の ブ リガ ム ・シ テ ィー ・イ ン ター マ ウ

ン テ ン ・イ ンデ ィア ン ・ス クー ル に セ

ミナ リー 教 師 と して 赴 任 した 。

「私 は 幼 い頃 か ら イ ン デ ィア ン に 関

心 を抱 い て き ま した 。 子 供 の 頃 に， イ

ン デ ィ ア ンに 関 す る書 物 で， 手 に 入 る

もの は み ん な読 み ま し た ねd彼 は そ

う語 る 。 そ して 赴任 後1年 で(1961年)

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 の イ ンデ ィア ン

・セ ミナ リー の 副 コー デ ィネ ー ター に

な り， 翌 年 に は教 会 イ ン デ ィ ア ン 委 員

会 の 書 記 に 任：命 され た。

彼 はユ タ大 学 イ ン ス テ ィテ ユー トで

1年 間教 鞭 を執 っ た 後 ， テ キサ ス ・サ

ウ ス伝 道 部 長 に 召 され た 。 彼 の も と で

働 い た あ る帰 還 宣 教 師 は こ う語 る 。「ラ

ー セ ン長 老 につ い て 印 象 に 残 っ て い る

の は ， 聖 典 に対 す る知 識 とそ れ をだ れ

に もわ か りや す く説 明す る能 力 が 抜 群

だ っ た とい うこ とで す ね 。 そ れ に 人 と

す ぐ親 し くな れ る 人 で した 。 ま た 彼 に

接 して い る と， 自分 の こ と を心 配 し て

くれ て い る こ とが よ くわ か りま した ，」

3年 間 の 伝 道 を終 え た ラー セ ン長 老

は ， オ グデ ン イ ン ス テ ィテ ユー トで 教

師 を し， そ の後1972年 に 教 会 教 科 編 成

コー デ ィ ネー ター とな っ た 。 そ して 教

育 資 料 デ ィ レ ク ター を経 て ， 本年 初 め

に 教 会 誌 編 集 主 幹 の 職 に つ い た 。

ラ ー セ ン長 老 は ， 幹 部 と して 召 さ れ

る ま で に 教 会 で の 役 職 を数 多 く歴 任 し

て きて い る 。 主 な もの と し て は， ス テ

ー キ部 宣 教 師
， 監 督 ， 高 等 評 議 員 ， 教

会 神 権 伝 道 委 員 会 委 員， 日曜 学 校 中央

管 理 会 会 員 ， 十 二 使 徒 会 地 区代 表 な ど

が あ げ られ る。 「どの責 任 も一 生 懸 命

果 た して き た つ も りで す 。 で も， 伝 道

し て い た と きや 監 督 会 の 一 員 だ っ た と

1974年 以 来 十 二 使 徒 会 地 区代 表 と して

働 い て きた 人 で あ る。 ク ラー ク長 老 お

よび 他 の3名(デ ィー ン ・L・ ラ ー ヤ

ン， ロ イ デ ン ・G・ デ リ ッ ク， ロ バ ー

ト ・E・ ウ ェ ル ズ)の 新 任 教 会 幹 部 を

加 え て ， 幹 部 総 数 は58名 と な っ た 。

きなど，人とじかに接す る責任にあっ

た ときが一番 自分に合っていたみたい

ですd

家族は，彼の頻繁 な移転 とたくさん

の召しにどう対処 していったのであろ

うか。 「責任が新 しくなったときは，

やは り慣れるまで大変でした。でもい

つ も本当に喜んで くれ ます し，協力的

です。何でも話 し合 える家族なので，

教会の召しも全員の問題 として受け入

れて くれます。実に素晴 らしい経験で

した。

神の王国の建設 という偉大な業 を推

進するにあたって，教会幹部の方々と

お近づ きになれることは途方 もない特

権 であ り，また責任でもあ ります。幹

部 の方々の一致 と兄弟愛には素晴らし

い ものがあり， また皆 さん本当に謙遜

な方々ばか りです。

私の目標は，人々が福音 を見出し，

その原則に生 きるよう手助けをするこ

とです。私は自分 自身の問題 としてこ

れに取 り組みたい と思いますd

七十人第一定員会 会員

ロイデ ン ・G・ デ リック

今年 の夏，イギ リス ・リーズ伝道部

長 としての3年 の任期 を終 えて帰国し

たデ リック長老は，かなり多くの時間

襲
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を 系 図 探 求 とあ る米 州 組 織 で の 働 ぎに

費 や す 計 画 を立 て た 。 そ して 自分 が 社

長 を して い た 会 社 を売 却 し， 彼 の 「ふ

洗 つ の 仕 事 」 を始 め る 日を心 待 ち に し
しで い た

。 彼 は 以 前 ， あ る米 州 組 織 の 理

事 長 と して 働 い た こ とが あ る。 そ れ は

ラ テ ン ア メ リカ諸 国 の 開 発 援 助 の た め

の44州 か ら成 る組 織 で ， そ の 業 績 の 中

に は ， ユ タ州 の生 徒 児 童 の 援 助 に よ り

ボ リビ ア に63の 学 校 を建 設 し た こ と，

ま た 現 在 約5万 人 の 子 供 た ちが 歯 科 治

療 を受 け られ る よ うに な って い る こ と

な どが あ げ られ る 。

しか しな が ら1976年9月 ， デ リ ッ ク

長 老 は再 び イ ギ リス諸 島へ の 伝 道 に 召

され た 。 新 設 の ア イル ラ ン ド ・ダ ブ リ

ン 伝 道 部 長 と して10ヵ 月 の 間 奉 仕 す る

た め で あ る。 彼 は1977年7月1日 に 解

任 さ れ る こ とに な っ て い る 。

こ の新 し い 召 し に 応 えて ， 大 会 の 始

ま る ほ ん の 数 週 間 前 に 旅 立 っ た デ リ ッ

ク長 老 は ， 別 の 新 しい 召 しが 来 る な ど

とは 全 く考 え て もみ な か っ た 。 発 表 の
'直後

， 彼 は 「エ ンサ イ ン 」の 記 者 に こ う

語 っ た 。 「2，3日 前 キ ンボ ∴ ル 大 管 長

か ら召 し の電 話 を い た だ い た と き は本

当 に 驚 き ま した 。 幹 部 に召 さ れ る な ど

夢 に も思 っ て い ませ ん で した か ら ね 。

主 の み 前 にへ り くだ る機 会 を与 え て く

れ る， 本 当 に 厳 粛 な 経 験 で し たd

.』デ リ ッ ク長 老 は1915年9月7日 ， ユ

タ州 ソル トレー ク ・シ テ ィー で， ハ イ

ラ ム ・デ リッ ク と.マー ガ レ ッ ト ・グ レ

ー ド ・デ リッ クの 間 に 生 まれ た。 ユ タ

大 学 で の専 攻 は機 械 工 学 。'後に8年 間

に わ た っ て 同 大 学 理 事 を務 め ，1965年

に 名 誉 博 士 号 を授 与 さ れ た 。 ま た プ リ

ガ ム ・ヤ ン グ大 学 か らは ，1973年 に ジ

ェ ≒一 ・ナ イ ト産 業 市 民 賞 を贈 られ て

い る。

デ リ ッ ク長 老 は1938年 に ソ ル トレー

輌 ク神 殿 で ア リー ・ジー ン ・オ ル セ ン と

結 婚 ， リン ダ ・ジー ン(J・ ロ ジ ャー

・ウ ッ ド夫 人 で カ リフ ォル ニ ア州 オ リ

ン ダ 在住)， 工 業 エ ン ジニ ア の ジ ェー

ム ズ ・ロ イ デ ン， ユ タ大 学 で修 士 課 程

を踏 ん で い る デ ビ ッ ド ・グ セ ー ド， ユ

タ大 学 在 学 中 で18歳 の ブ ル ー ス ・グレ

ー ド とい う4人 の 子 供 に 恵 まれ て お り
，

孫 も5人 い る6

デ リ ッ ク長 老 の 教 会 で の奉 仕 は長 期

間 に 及 ぶ 。 神 権 定 貝 会 や 日曜 学 校 の 教

師 ， ワー ド部 書 記 ， 副 監 督 をは じめ ，

1954年 か ら57年 まで は 日曜 学 校 中 央 管

理 会 会 員 と して働 い た。 そ の 後 モ ニ ュ

メ ン トパ ー ク ス テ ー キ部 長 会 の 一 員 と

し て働 い た後 ，1966年12月 に は 日曜 学

校 中 央 管 理 会 会 長 会 の 一 員 と な り，

1971年6月 まで そ の 任 に あ った。 また テ

ン プ ル ス クエ ア の ガ イ ドも務 め て き た 。

新 た な 召 しを受 け る に あ た っ て ， デ

リ ッ ク長 老 は こ う語 っ た 。 「この 新 た

な 責 任 に う い て 思 い を巡 ら して い る と

き に心 に 強 く浮 か ん で き た こ とは ， こ

れ か ら共 に働 こ う とす る方 々 が い か に

素 晴 ら しい方 々 か とい う こ とで し た 。

私 は 心 か ら彼 ら を支 持 し ます 。

私 は 自分 が 今 だ れ の た め に働 い て い

る の か が わ か る よ うに な り ま し た 。 そ

う， 救 い 主 の た め で す 。 こ れ は 救 い 主

か らの 召 しで す 。 私 の 働 きが 主 か ら受

け 入 れ られ る も の とな る よ う に努 力 し

た い と思 い まーすd

七 十人第一定員会会員

日ハ ー ト ・E・ ウ エル ス

ロ バ ー ト ・E・ ウ エ ル ズ長 老 は ネバ

ダ州 で 生 ま れ 育 っ た が ， そ の 半 隼 の 半

分 を ラ テ ン ア メ リカ で過 ご した 。 ア ル

ゼ ンチ ン で の 伝 道 で 初 め て ス ペ イ ン 語

を学 ん だ 彼 は ， 会 計 学 の 学 位 と スペ イ

ン語 の 能 力 を見 込 まれ て フ ァー ス ト ・

ナ シ ョナ ル ・シ テ ィー 銀 行 か ら南 ア メ

リ カに 派遣 され る こ と に な っ た 。 そ し

て伝 道 の任 を解 か れ て わ ず か4ヵ 月 で ，

彼 は 妻 で あ る メ リル ・リー ビ ッ ト ・ウ

ェ ル ズ と共 に 国 際 金 融 家 と して の 道 を

歩 み ，ア ル ゼ ンチ ンや ブ ラジル， ウル ク

ア イ， パ ラ グ ァ イ， エ ク ア ドル で 活 躍

した 。

彼 は 若 い 頃 か ら主 の 導 き を感 じる 人

で あ っ た 。 第2次 大 戦 終 結 後数 年 しで

海 軍 を 除 隊 し た 彼 は ， バ ー ク レー で機

械 工 学 の 残 りの単 位 を取 る た め に手 続

き をす べ て 整 え た 。 しか しみ た まの さ

さ や きは 「ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 に行

っ て 会 計 学 を学 ぶ よ うに 」 とい うこ と

だ っ た 。 ま た伝 道 後 あ ま りに も急 に ア

メ リカ を離 れ る こ とにつ い て ， 親 戚 の

人 々か ら い ろ い ろ言 わ れ た が ， 彼 は 祝

福 師 の 祝 福 に 「世 界 の諸 民 族 の 中 で 」

主 に仕 え る こ と を指 摘 して 自分 の考 え

を説 明 し た の だ っ た 。

数 年 後 ， 彼 の 最 初 の 妻 が 航 空 機 事 故

で 死 ん だが ， この と き もみ た まが 重 大

な 決 断 へ と彼 を導 い た 。2年 間 ひ と り

身 を通 した 彼 は ， 再 婚 し な け れ ば な ら

な い こ とを 感 じ， 相 手 を決 め る ため に

祈 った 。 す る と彼 の 耳 に は 「伝 道 部 長

の 妻 に な る よ うな女 性 と結 婚 しな さい」

とい う声 が 聞 こ え た の で あ る。

彼 は また 別 の 導 きが あ つ て ， 妻 に な

る 人 を捜 しに ア メ リカ に戻 った 。 そ し

て 妻 に な る 人の 資格 を全 部 あ げ てみ た 。

「ミ ッ シ ョンマ ザ ー 」 タイ プ
， や さ し

く愛 情 豊 か な 人 ， ゴー ル デ ン ・グ リー

ナ ー ， 大 学 を 出 た 人， 帰 還 宣 教 師， で

きれ ば ス 尽 イ ン語 を話 せ る 人， 音 楽 の

好 きな 人 ， 等 々 。 そ して と う と うそ の

人 ， ヘ レ ン ・ウ ォ ルサ ー ・ウ ェ ル ズ を

見 つ け たの で あ る。 彼 女 に 会 っ て 彼 は

ブ 日 目に プ ロ ポ ー ズ した 。 み た まが ま

さ に 彼 女 で あ る と知 らせ て くれ た か ら

で あ る。 初 対 面 か ら30日 で 彼 らは 結 婚

し た 。 「そ の と きヵ・らず っ と幸 せ で す 」

とウ ェル ズ長 老 は 語 っ て い る 。

1971年 に もみ た まの 導 き に従 う機 会

が あ っ た 。 メ キ シ コ ・モ ン テ レー 伝 道

部 長 と して の 務 め を終 え た 後 ， 彼 は 国

際 金 融 家 と して の 華 々 しい 地 位 を蹴 り，

地 味 な， 教 会 中央 購 売 部 の ポ ス トに着

い たの で あ る。 しか し今 ， 彼 と彼 の 妻

は ， 主 の み こ こ ろ を よ く知 るこ とが で

き た。

ウ ェ ル ズ長 老 夫 妻 に は，24歳 か ら9

歳 ま で7人 の 子 供 が い る。 ま た孫 もひ

と りい て ，2番 目が も うす ぐ生 まれ る

予 定 で あ る。 ウ ≠ ル ズ長 老 が 今 ひ しひ
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し と感 じて い るの は ， 主 の 導 きに よ っ

て 夫 婦 と も ど も人生 の 霊 的 な 道 を選 び

続 け る こ とが で き た こ と， そ れ に 子 供

た ちが ， 父 は 気 ま ぐれ で は な く主 の み

言 葉 に従 っ て 行 動 して い る の だ と い う

こ とを理 解 で き た こ と で あ る 。 彼 が 現

在 ， こ の よ うに 教 会 の 霊 の 指 導 者 と し

て 召 され た の は ， 家 庭 に お い て も霊 の

指 導 者 と して 立 派 に過 ご して きた か ら

で あ る。

ア メ リカ に 戻 っ た現 在 ， 心 に 浮 か ぶ

の は ラ テ ン ア メ リカ の 人 々 の こ と で あ

る 。 彼 に は しば し ばか の 地 を訪 れ る機

会 が あ っ た 。 しか し， そ れ は メキ シ コ，

エ クア ドル， コ ロ ン ビア 地 域 担 当 地 区

代 表 と して で あ る。

この よ うに， 四 半 世 紀 も の 間 ラテ ン

ア メ リカ の 国 々 で 過 ご した 彼 で は あ っ

て も， 生 まれ 故郷 を忘 れ て は い な い。

1927年 ， 彼 は ラ スベ ガ ス か ら60マ イル

ほ ど離 れ た ネ バ ダ州 ロ ー ガ ン デ ー ル の

農 家 で 生 まれ た。彼の あの 温 か いほ ほ え

み は ， 国 際 金 融 を営 む 者 の ほ ほ え み で

あ る と同 時 に， ア メ η カの 田舎 町 に 育

っ た ウ ェル ズ長 老 の 温 厚 な 人柄 を しの

ば せ る。 彼 に は 活 躍 す る舞 台 が ふ た つ

あ る 。 そ して ， そ の い ず れ に あ っ て も，

彼 は 人 の 話 を 聞 き.理 解 す る こ とが で

き， さ らに は 今 まで 彼 の 人 生 に 導 き を

与 え て きた 「み た ま」 を 人 々 と分 か ち

合 うこ とが で きる の で あ る 。

管理監督会第二副監督

J・ リチ ャー ド1・ク ラ ーク

P予 言 者 か ら召 し を受 け る こ とは
，

非 常 に 光 栄 な こ と ですd新 た に 管 理

監 督 会 第二 副 監 督 に 召 され たJ・ リチ

ャー ド ・ク ラ ー ク長 老 は そ う語 った 。
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「啓 示 に対 して100パ ー セ ン トの 信 頼'

を 抱 い て い な け れ ば， ま た体 験 を通 し

て 啓 示 が 実 在 す る こ と を知 っ て い な け

れ ば ， 私 は 自分 が 神 か ら召 され た とい

う こ とに 対 して 疑 い を抱 か な け れ ば な

ら な か っ た で し ょ うd

ク ラー ク監 督 は ア イ ダ ホ州 レ ッ ク ス

パ ー グ で生 まれ 育 ち， 現 在 の 召 し を受

け た の は ， 同 じア イ ダ ホ の ボ イ シ に お

い て で あ る 。 見 るか らに 温 厚 そ う な，

しか し そ れ で い て 一 度 決 意 した こ と.は

最 後 まで や り通 す とい う気 骨 も感 じ さ

せ る 人 で あ る 。 その 温 厚 な 人 柄 は ， 家

族 を 語 る言 葉 に 表 わ れ る 。 現 在 バ ー バ

ラ ・ジー ン ・リー ド姉 妹 との 問 に7人`

の 子 供 が い る(娘 が ひ と り，11歳 で 亡

くな って い る)。 「この 召 しの こ と を知

っ て， 子 供 た ち は 非 常 に 驚 き ま した 。

で も私 た ち の予 測 に 反 して ， 子 供 た ち

は 喜 ん で 支 持 して くれ ま したd

しか し なが ら， 子 供 た ち の そ う し た

態 度 は ご く当 然 の こ とで あ っ た。 ク ラ

ー ク夫 妻 は こ れ まで
，.ステ ー キ部 ・ワ

ー ド部扶助協会や珂IAの 会長会 ワ

ー ド部監督会
，ス テ「キ部長会，それ

に地区代表などの責任を受けてきたが，

それを夫婦だけのもの ではな く，家族

全体の責任 として受けて きたのである。
「私はいつも

，家族に一致がなければ

責任 は果たせ ないと考えてきました。

またある原則について， 自分は とても

従えないけれども家族は従っている，

と野?た 状態もあってはならないと考

えて います。正直申し上げて，みんな

素晴 らしい子供たちです。長男のダラ

ンが神権 を受けて大 きくなる頃，私は

ほとんど壇の上でしたか ら，神権会で

隣同士ですわったことはありませ ん。

息子が私のすることを受け入れて支持

して くれているということがわかって

いなければ，私自身非常につ らい思い

をしたのではないか と思います司

彼の温厚な人柄は，両親への賛辞の

中にも表われる。彼の両親， ジョン ・

ロラン ド・クラー ク， ノーラ ・L・ レ

ッ ドフォー ド・クラー クは，彼と彼の

妻の両親の家族に対 して心か らの信頼

を寄せているのである。

彼の温かい心はらボーン・J・フェザ
ース トーン監督についての話にも表わ

れる。彼はボイシ ・ノースステーキ・部

で， フェザース トrン 長老の副ステー .

キ部長を務め，分割の後に新設された

メ リデ ィアン ・、アイダホステーキ部の

ステーキ部長になった。「フェザース ト・
一 ン長老 とは10年 間一緒に働 きました

が，彼か らは実に多 くのことを教わり

ましたね。 もちろん彼はこの召 しのこ 頓

とは知 りませんでした。'私はいつ もこ

う言っています。『教会幹部の方々は，

彼のこのポジションでのプレ「が終わ

ったので，背番号を変えたのですよ。』」

以前の仕事や新 しい召しにつ いて語

る彼の態度 も温厚そのもので，アイダ'

ホ，オレゴン， ワシントンにわたる地

域 をカバーする保険会社の部長 として，

彼は神権 コー リレーションの原則を採

用 した。その結果，今回の召 しで職場

を離れなければならない事態が起きた

ときにも，難な く仕事の引継 ぎがで き

たのである。
「教会幹部の中でどなたが好 きだ と

か嫌いだどかいうことはあ りませんが，

J・ ルーベ ン ・クラー ク副管長や リー

大管長， ηムニー副管長など，福祉の

達 人には特に親 しみを覚えています。

不幸な人々の要求に応 じることは， キ

リス トがお教えになった原則を具体的

に示す上で大いなる道だと思います。

そういう点で，私たちはまだまだ初歩

の域 を出ていません。物質的な欲求や

この世の富を手離す備えができるまで，

また奉献の律法 を生活の原則とし，管

理の職を神聖な責任 として尊ぶように

なるまで，私たちにはなすべ きことが

非常に多くあ ります。この長い旅路 を

経てこそ教会 として主をお迎えするこ

とができるのです，」

彼は新たな同僚である管理監督会の

事務局で働 く人々に全幅の信頼 と敬意.

を寄せている。 「みんな偉大な人たち

です。どこにあっても指導者 として立

派に働 く人々ですdま た彼の中には

教会貝に対する尊敬の気持 も強い。「そ

れは彼らが証 を持ち，神権の権能に対

して敬意を抱いているからです。指導

者 としての地位 にある人は，教会員の

そうした忠誠 を神聖な信頼の心 として，

細心の注意 を払って受け取める必要が

あ りますd
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､

神殿の近 くに住む聖徒たちは,そ の

神殿を運営す るに足るだけの死者を,

自らの手で捜 し出さなければならない。

日本の人々は東京神殿のために,南 ア

メリカの人々はサ ンパウロ神殿のため

に,そ の他メキシコやシア トルも同 じ

である凶

次に教会福祉活動に話題を転 じた大

管長は,従 順のもたらす恵みについて

語った。｢訓 練 されている人には憂い

はない。 『もし汝 らに備えあらば怖る

ることなか らん』 という言葉 を心に留

めなさい(教 義 と聖約38:30)。 正 し

い備えは人生そのものであり,突 然に

しかも大大的に行なわなければならな

いプログラムではないのであるd

次に大管長は,安 息 日を正 しく守る

ことと集会に出席することの大切 さに

つ いて次のように語 った。｢私 たちの

教会が持つ記録は,世 界中の他のいか

なる大規模 な組織に も類 を見ないほ ど

素晴 らしいものであるが,私 たち自身

は完全な状態か らはほど遠いところに

ある。教会員に対 して,い ついかなる

ときにも家族全員を教会に連れて行 く

という責任 を自覚 させ なければならな

い。安息 日に劇場や球場に出向 くこと

は非難さるべ きことである。人々の間

に,安 息 日を厳粛に敬 う心 を確立でき

るよう願 うものである。当然のこ とな

が ら,教 会の集会に出席す ることは安

息 日を守ることになるd

キンボール大管長は什分の一 と断食

献金,家 庭の夕べ,家 族の祈 り,知 恵

の 言 葉 に つ い て も強調 し た 。 そ して 出 州 マ ク レー ン),ジ ョ ン･マ ッ クス ウ

席 した地区代表に,各 地域における｢あ

らゆる悪や罪,不 穏な情勢｣に 十分に

心 を配 り,教 会貝に不道徳や ポルノグ

ラフィー,卑 わいな事柄,そ して堕胎

に対抗す ることを強 く勧めるよう特に

注意を促 した。

次いで大管長は,話 のしめ くくりと

して伝道活動 を別の面から取 り上げた。
｢私 たちは教会の成長 を願い続けるも

のであ り,そ うした点から現状に対 し

て喜びを覚 えるものである。 しか しな

がらそれは,私 たちが驚嘆するような

発展ではない。私たちはシオンが確立

す る日を待ち望んでいる。 しかし主は
『まずわが軍 をして甚だ大いなるもの

となし』と言ってお られる(教 義 と聖

約105:31)。 この聖句は もちろん,宣
　

教 師 の 軍 壷指 す と同 時 に 教 会 員 自体 を

も指 す もの で あ る。

主 は これ らの 要 求 に つ い て,一 つ 一

つ 具 体 的 に 語 られ た 。 私 た ち は そ の勧

告 を真 剣 に受 け 取 め る必 要 が あ るd

セ ミナ ー で は 新 任 の15名 の 十 二 使 徒
r会地 区 代 表

の 紹 介 が あ っ た 。 以 下 の 通

り で あ る。 ロバ ー ト･N･ブ レ イ デ ィ

ー(テ ネ シー 州 ブ レ ン トウ ッ ド)
,ド

イ ル･J･デ ー ビ ス(カ リフ ォ ル ニ ア

州 コ ビナ),ユ ー ジ ー ン･マ ー ク･ロ

バ ー ト･エ ン グ ルバ ー ト(オ ラ ンダ) ,ハ

ー ビ ー･S･グ リア(カ リフ ォ ル ニ ア

州 フ ェ ア オ ー ク ス),ジ ョ ン･R･ラ

サ ター(シ ュ タ ッ トガ ル ト,西 ドイ ツ),

ジ ュ リア ン･C･ロ ウエ(バ ー ジ ニ ア

エ ル(ホ ー トン･レ･ス プ リン グ ズ,

イ ギ リス),D･ケ イ ス･マ イヤ ー ズ

(カ リフ ォル ニ ア州 ボ ニ タ),マ ー ク

･G･リ ッ ク ス(ア イ ダ ホ 州 レ ッ ク ス

バ ー グ),エ ン リケ･リ ッ シ ェ ル(グ

.ア テ マ ラ･シ テ ィー,グ ァテ マ ラ),

レ ナ ー ド･D･ロ ビ ソ ン(ネ バ ダ 州

レ ノ),ジ ョル ジ ュ･･ロ ハ ス･0(メ

キ シ コ･シ テ ィー,メ キ シ コ),イ ア

ン･デ ビ ッ ド･ス ワ ニ｢(ヨ ー ク シ ャ

ー･エ ル ビ ン トン
,イ ギ リス),ロ ベ

ル ト･ビ ダ ル(サ ン ア ン トニ オ,ペ ル

ー)
,ド ナ ル ド･G･ウ ー リー(ア イ

オ ワ州 エ イム ズ)'

解 任 され た4名 の 地 区 代 表 は 次 の 通

り,グ ラ ン ト･M･バ ウ ラー(ネ バ ダ

州 ロー ガ ン デ ー ル),ア ー チ･L･マ

ドセ ン(ユ タ州 ソ ル トレー ク･シ テ ィ

ー) ,デ ィー ン･L･ラ ー セ ン.(ユ タ

州 ケ イ ズ ビ ル),ロ バ ー ト･E･ウ ェ

ル ズ(ユ タ州 ソル トレー ク･シ テ ィー)。

ラ ー セ ン長 老 とウ ェ ル ズ長 老 は 七 十 人

第 一 定 員 会 会 員 に 召 さ れ た 。

セ ミナ ー は,キ ン ボー ル 大 管 長 の 説

教 に 続 い て ゴー ドン･B･ヒ ン ク レー,

トー マ ス･S･モ ン ソ ン,L･ト ム･

ペ リー,デ ビ ッ ド･B･ヘ イ ト,フ ラ

ン ク リン･D･リ チ ャー ズ 各長 老 に よ

る 提 示 が行 な わ れ た。 これ は,今 後 の

地 区 制 度 の 拡 大 に 関 して,地 区代 表 と

十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員,地 域 担 当教 会

幹 部,ス テ ー キ 部 長,伝 道 部 長 との 関

係 を 明 らか にす る ため の も の で あ る 。
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家 族 の 証 ､

闇の中から救われた感慨

横浜ステーキ部

八王子支部

内 海 武 二

生 と死への疑問

私が人生の師と仰 ぎ尊敬 していた父が突然

病 で倒れたのは5月 も末近 くのことである。

あまりにも急な出来事に,家 族の者はただ荘

然 とするばか りであった。医師の献身的な治

療のおかげで一時は危篤状態を脱したものの,

家族の期待 も空 しく,病 院の器械の中で辛ろ

っじて命 を保つような状態になってしまった。

呼べ ども答えず,た だ一点を見つめたまま,

父は黙々と生き続けた。数 日後,父 の意識が

一瞬かすかに戻った。医師の許可 を得て私た

ち家族は弱 りはてた父 としばしの対面をした。

私は,懸 命に父の名 を呼んだ。父は私の声 を

聞 き分けたのか静かに うなずいて目に涙をい

っぱい浮かべていたdそ して,再 び意識がな

くなった。父は現在 どこにいるのか,ど うい

う状態な.のか,あ の涙は何だったのだろうか。

多くの疑問が私の頭 をかすめる。が,.私 には,

少 しも理解す ることができなかった。生死の

間をさまようこと53日,7月17日 未明,父 は

静かに息をひきとった。

父が入院 して2,3.日 後,私 の教え子(私

は小学校の教師をしている)が,家 族の者 と

一緒に行方不明になった
。そして多くの人た

ちの捜索の甲斐 もな く,発 見されないでいた。

ところが折 も折,父 の葬儀の 日に彼等が湖か

ら変わ りはてた姿で引き上げ られた という知

らせが私のもとに届いたのである。同時に押

し寄せ てきたこの二重の悲しみの波に,私 は

身 も心 もこなごなに砕けんばか りであった。

ついこの間 まで私 と共にあったふたつの心が,

突然消え失せて しまった。父は,そ して教え

子は,一 体今 どこにいるのだろうか。このとき

ほど私は,生 と死の問題について,真 剣に,

しかも自.分自身の問題 として考えてみたこと

信なかった。 しか しその ときの私.に,答 えが

わか るはずはない。

四十に して.惑わず

二重の悲しみに打ちひしがれていた6月 の末,

私は満40歳 誕生 日を迎えた。私は前にも述

べた生死の踏 と共に,自 分の今 まで歩んで

きた40年 間の 活や これか らの生 き方につい

て考 えてみた。そのとき私は,自 分の歩んで

きた40年 の道力霧の中にかすんで何 も見えな

いのに気づい犬。いったい私は今 まで何 を考

え何のために生きてきたのだろうか。そこに

はただ物欲 を求め,そ の場限 りの快楽に身を

やつす小さな自分があるだけだった。私は教

育者 として多くの子 どもたちのために何 をし

てきたというのであろうか。夫 として父親 と

して寡族のためにどんな愛の種子をまいてき

たのだろうか。そこにもまた罪の重荷 を背負

った小 さな 自分があるだけだった。か と言っ

て,行 く手を照らして くれるもの もない。こ

れか ら先,何.の ために,何 を生 きがいとして

生 きていけばよいのか。私に とっては,ま さ

に惑 いの40歳 であった。

宣教師の訪問

父の納骨が終わった8月 の中旬過 ぎ,ふ た

りの米国の宣教師が私の家を訪問した。彼ら

は,折 り目正 しい･態度で神.様のメッセージを

届けに来た と言う。私は彼らに興味を覚 え,
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